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Ａ－102

Ａ－103

Ａ－104

Ａ－105

Ａ－106

Ａ－107

Ａ－108

Ａ－101

Ａ－092

Ａ－093

Ａ－094

Ａ－095

Ａ－096

Ａ－097

Ａ－098

Ａ－099

Ａ－100

２階法チェック図

法チェック表

１階室別求積図

２階室別求積図

外構計画平面図

Ａ－075

Ａ－076

Ａ－077

Ａ－078

Ａ－079

Ａ－080

Ａ－081

Ａ－082

Ａ－083

Ａ－084

Ａ－085

Ａ－086

Ａ－087

Ａ－088

Ａ－089

Ａ－090

Ａ－091

Ａ－065

Ａ－066

Ａ－067

Ａ－068

Ａ－069

Ａ－070

Ａ－071

Ａ－072

Ａ－073

Ａ－074

家具詳細図(２)

１階サインキープラン

２階サインキープラン

サイン詳細図

雑詳細図(１)

雑詳細図(２)

厨房ピット詳細図(１)

厨房ピット詳細図(２)

厨房ピットキープラン

エレベータ詳細図(２)(参考図)

エレベータ詳細図(１)(参考図)

アルミサッシ詳細図(参考)・煙突詳細図

システム天井詳細図(参考図)

厨房ピット詳細図(３)

厨房ピット詳細図(４)

ダムウエータ詳細図(参考図)

厨房機器一覧表(１)(参考図)

厨房機器一覧表(２)(参考図)

厨房機器位置図(参考図)

Ｂ１プレハブ冷凍庫/Ｂ２プレハブ冷蔵庫(参考図)

Ｄ１プレハブ冷凍庫/Ｄ２プレハブ冷蔵庫(参考図)

天吊式コンテナ消毒保管機 詳細図(参考図)

エアシャワー 詳細図(参考図)

開口展開詳細図(２)(参考図)

開口展開詳細図(３)(参考図)

１階法チェック図

開口展開詳細図(１)(参考図)

Ａ－055

Ａ－056

Ａ－057

Ａ－058

Ａ－059

Ａ－060

Ａ－061

Ａ－062

Ａ－063

Ａ－064

建具表(１)

建具表(２)

建具表(３)

建具表(４)

建具表(５)

建具表(６)

家具詳細図(１)

２階家具キープラン

１階家具キープラン

２階建具キープラン

Ａ－038

Ａ－039

Ａ－040

Ａ－041

Ａ－042

Ａ－043

Ａ－044

Ａ－045

Ａ－046

Ａ－047

Ａ－048

Ａ－049

Ａ－050

Ａ－051

Ａ－052

Ａ－053

Ａ－054

Ａ－028

Ａ－029

Ａ－030

Ａ－031

Ａ－032

Ａ－033

Ａ－034

Ａ－035

Ａ－036

Ａ－037

展開図(１)

展開図(２)

展開図(３)

展開図(４)

展開図(５)

展開図(６)

展開図(７)

展開図(８)

展開図(９)

展開図(１０)

展開図(１１)

展開図(１２)

展開図(１３)

１階平面詳細図(４)

２階平面詳細図

展開図(１４)

展開図(１５)

展開図(１６)

展開図(１７)

展開図(１８)

展開図(１９)

展開図(２０)

展開図(２１)

展開図(２２)

１階天井伏図

１階建具キープラン

２階天井伏図

Ａ－018

Ａ－019

Ａ－020

Ａ－021

Ａ－022

Ａ－023

Ａ－024

Ａ－025

Ａ－026

Ａ－027

矩計図(５)

階段室１詳細図

階段室２詳細図

玄関ポーチ詳細図

矩計図(６)

矩計図(７)

矩計図(８)

１階平面詳細図(１)

１階平面詳細図(２)

１階平面詳細図(３)

Ａ－002

Ａ－003

Ａ－004

Ａ－005

Ａ－006

Ａ－007

Ａ－008

Ａ－009

Ａ－010

Ａ－011

Ａ－012

Ａ－013

Ａ－014

Ａ－015

Ａ－016

Ａ－017

Ａ－001 案内図・配置図

内部仕上表(１)

内部仕上表(２)

内部仕上表(３)

床下ピット平面図

１階平面図

２階平面図

立面図(１)

断面図

矩計図(１)

矩計図(４)

矩計図(２)

矩計図(３)

外部仕上表

敷地､建物求積図・面積表

立面図(２)

屋根伏図

Ｌ－001

特－001

特－002

特－003

特－004

特－005

特－006

特－007

特－008

特－009

特－010

特－011

特－012

特－013

特－014

特－015

特－016

特－017

特－018 工事区分表

建築工事特記仕様書(９)

建築工事特記仕様書(１０)

建築工事特記仕様書(１１)

建築工事特記仕様書(１２)

建築工事特記仕様書(１３)

建築工事特記仕様書(１４)

建築工事特記仕様書(１５)

建築工事特記仕様書(１６)

建築工事特記仕様書(補足)

Ｓ－001

Ｓ－002

Ｓ－003

Ｓ－004

Ｓ－005

Ｓ－006

Ｓ－007

Ｓ－008

Ｓ－009

Ｓ－010

Ｓ－011

Ｓ－012

Ｓ－013

Ｓ－014

構　造　図

Ｓ－015

Ｓ－016

Ｓ－029

Ｓ－030

Ｓ－031

Ｓ－032

Ｓ－033

Ｓ－034

Ｓ－035

Ｓ－036

Ｓ－037

Ｓ－038

Ｓ－039

Ｓ－040

Ｓ－017

Ｓ－018

Ｓ－019

Ｓ－020

Ｓ－021

Ｓ－022

Ｓ－023

Ｓ－024

Ｓ－025

Ｓ－026

Ｓ－027

Ｓ－028

構造関係共通図　構造関係共通事項

配筋標準図(1)

配筋標準図(2)

配筋標準図(3)

配筋標準図(4)

配筋標準図(5)

鉄骨標準図(1)

鉄骨標準図(2)

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

ＱＬルーフ屋根設計・施工標準

ハイベースNEO工法設計施工標準

ハイベースNEO工法
各種寸法及び基礎柱形(Fc24の場合)

スーパーハイベース工法設計施工標準

スーパーハイベース工法
各種寸法及び基礎柱形(Fc24の場合)
鉄骨ばり貫通孔補強
ハイリングⅢ工法設計施工標準

Ｇ－ＥＣＳパイル工法設計施工標準

ボーリング柱状図
ボーリング位置図

杭伏図

基礎伏図

１階梁伏図

２階梁伏図

天井受け・設備受け材伏図

屋根伏図

軸組図(1)

軸組図(2)

軸組図(3)

軸組図(4)

軸組図(5)

軸組図(6)

軸組図(7)

軸組図(8)

軸組図(9)

基礎リスト

基礎梁リスト

ＲＣスラブリスト・ＲＣ雑詳細図

鉄骨リスト・継手リスト

鉄骨詳細図

鉄骨雑詳細図

鉄骨階段１詳細図

鉄骨階段２詳細図

仮設計画図(参考図)

外構詳細図(１)

外構詳細図(２)

外構詳細図(３)

オイルタンク詳細図

現況敷地図

排水処理施設詳細図(１)

排水処理施設詳細図(２)

排水処理施設詳細図(３)

排水処理施設詳細図(４)

排水処理施設詳細図(５)

排水処理施設詳細図(６)

外構計画横断図

Ａ－109

Ｓ－041

Ｓ－042

GIコラム-S工法　特記仕様書　

コラム配置図・ボーリング柱状図

（その１・２工事混在）

（その１・２工事混在）

（その１・２工事混在）

（その１・２工事混在）

：その１工事を示す ：共通図を示す
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特

001

建築工事特記仕様書(１)

一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）

記載のない事項は次の基準による。

章 項　　目

各
章
共
通
事
項

1

章
仮
設
工
事

2

章

3

章

・適用基準

・適用区分

・環境への配慮

・材料の品質等

地
業
工
事

4

章

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特記仕様書

Ⅰ　工事概要

１．工事場所

２．敷地面積

３．工事種目

４．工事範囲

Ⅱ　建築工事仕様

（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣

図面、本特記仕様書及び標準仕様書に記載されていない事項は、国土

交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築改修工事標準仕様書（建

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工

事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。なお、電気

設備工事の特記仕様書は（　／　）図、機械設備工事の特記仕様書は

（　／　）図による。

（３）本特記仕様書の表記

１）項目は、・印の付いたものを適用する。

２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

３）特記事項に記載の(  .  .  )内表示番号は、標準仕様書の当該項

目、当該図又は当該表を示す。

４）特記事項に記載の[　． .　]内表示番号は、改修標準仕様書の当

該項目、当該図又は当該表を示す。

５）Ｇ印は、「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律（平

成12年法律第100号）に基づく「環境物品等の調達の推進に関する

基本方針（令和 2年2月7日変更閣議決定）」に定める特定調達物

品における判断の基準（特定調達品目「公共工事」においては表１

中の品目ごとの判断の基準）を満たすものを示す。

１）図面、本特記仕様書、標準仕様書及び改修標準仕様書に

　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

２）本設計図書における「標準詳細図」とは、次の基準を指

す。

　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次

の条件を用いる。

・風圧力

   風速（Ｖｏ＝　　ｍ／ｓ）　地表面粗度区分（   　）

・積雪荷重

平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域

別表（　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　   　　　　　　　　　　　　　　　　(1.4.1)[1.4.1]

１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所

要の品質及び性能を有すると共に、次の①から④を満た

すものとする。

①合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、

単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の

木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩

衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド

及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散

量」の区分に応じた材料を使用する。

②接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベ

ンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

③接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタ

ル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性

の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、そ

の他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド

及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材

料を使用したものとする。

２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区

分において、「規制対象外」とは次の①又は②に該当す

る材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該

当する材料を指す。

①建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、

第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外

の材料

②建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土

交通大臣の認定を受けた材料

③建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホ

ルムアルデヒド発散建築材料

④建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土

交通大臣の認定を受けた材料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1.4.2)[1.4.2]

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性

能の他、通常有すべき品質及び性能を有するものとする。

２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等

品を使用するものとし、同等品を使用する場合は監督職

員の承諾を受ける。

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法につい

ては、材料製造所の指定する工法とする。

４）本工事に使用する材料のうち、５）に指定する材料の製

造業者等は、次の①から⑥の事項を満たすものとし、そ

の証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）

を監督職員に提出して承諾を受ける。ただし、あらかじ

め監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

①品質及び性能に関する試験データを整備していること

②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

③安定的な供給が可能であること。

④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得して

いること。

⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料

・床型枠用鋼製デッキプレート・鉄鋼柱下無収縮モルタル

・無収縮グラウト材　・既製調合モルタル(タイル工事用)

・既製調合目地材・ルーフドレン　・吸水調整材　

・錠前類　・クローザ類　・自動扉機構

・自閉式吊り引戸機構(手動開き式)・重量シャッター

・軽量シャッター　・オーバーヘッドドア　・防水剤

・現場発泡断熱材(特定のフロンによるものを除く)

・フリーアクセスフロア　・可動間仕切　・移動間仕切

・トイレブース　・煙突用成形ライニング材

・天井点検口　・床点検口　・グレーチング

・トップライト　・ポリマーセメントモルタル

・鋳鉄製ふた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2.2.4)

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設

置に当たっては、同ガイドラインの別紙1「手すり先行工法

による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり

据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3.2.3)

材料及び工法

　・材料（　　　　　　）　工法（　　　　　　）

　※表3.2.1による

　　種別

　　・Ａ種　適用場所（　　　　）

　　・Ｂ種　適用場所（　　　　）

　　・Ｃ種　適用場所（　　　　） 土質(　　     )

      　　 受渡場所（　    　）

　　・Ｄ種　適用場所（　　　　）

　　品質　細粒分（75μm以下）の含有率（重量百

分率）の上限を50％未満とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3.3.3)

鋼矢板等の抜き後の処理　

　　　　　　　　　　　　※直ちに砂等で充填する

山留めの存置　　・行う　（存置範囲　　※図示　　　　）

　　　　　　　　

            (3.2.1)(4.2.4)(4.3.4、5)(4.4.4)(4.5.5、6)

・杭基礎

　支持層の位置及び土質（基礎ぐいの先端位置含む）

・直接基礎

　支持地盤の位置及び土質（基礎底部の位置含む）

　・図示による（　　　　　）　　　・　　

・試験掘り（根切り底の状態の確認等）

　・行わない　　・行う

・地盤の載荷試験

　載荷試験の方法　・地盤工学会基準　JGS 1521による　

　　　　　　　　　　　　　　　(4.2.2)(4.3.1、3～6、8)

種類

　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）

　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）

　・外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）

寸法、継手、性能等（種別：種類、性能及び曲げ強度区分）

杭先端部形状

工法

　・セメントミルク工法　

　　試験杭

　　試験杭の位置　　

　　掘削深さ　　

　　杭の支持層への根入れ深さ　　

　　杭の精度

　　　水平方向の位置ずれ　　

　　　杭の傾斜　　

　・特定埋込杭工法　

　　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持

力式でα＝250を採用できる工法

　　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持

力式のうちα、β、γが以下の値を採用できる工法

　　　　α＝（　　　）、β＝（　　　）、γ＝（　　　）

　　　工法

　　　・プレボーリング拡大根固め工法

　・中掘り拡大根固め工法

　・

　　杭周固定液　　

　　　・使用する　　・使用しない

　　試験杭

　　　試験杭の位置　　

　　杭の支持層への根入れ深さ　　

　　杭の精度

　　　水平方向の位置ずれ　　

　　　杭の傾斜　　

杭の継手の工法　

　・アーク溶接継手

　　溶接材料　　

　・無溶接継手（継手部に接続金具を用いた方式のもの）

　　工法　　※評定等を受けた工法

　　検査　　※評定等により定められた項目

　　施工　　※評定等をされた施工管理基準による

杭頭の処理等　

　・処理しない　　・処理する

　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）

杭頭の中詰め材料　

杭施工に伴う発生汚泥の処理

　※場内で固化処理した後に搬出する。

　　　　　　　　　　　　　　 (4.2.2)(4.3.8)(4.4.3～6)

鋼杭の材料

寸法、継手等

　・特定埋込杭工法

　　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持

力式でα＝250を採用できる工法

　　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持

力式のうちα、β、γが以下の値を採用できる工法

　　　　α＝（　　　）、β＝（　　　）、γ＝（　　　）

　　　工法

・足場その他　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　

・山留めの撤去

・鋼杭地業

・埋戻し及び盛土

土
工
事

　　・図示による（　　　　　）　　・　

　位置等　・図示による（　　　　　）　　・　

　　　　　　　　　　　・　

　試験の位置、載荷荷重　・図示による（　　　　）

　　　　　　　　　・　

　　　SC杭の鋼管材料　　・SKK400　　・SKK490　　・　

　・開放形　　・半開放形　　・閉そく形　　・　

　　　・図示による（　　　　　）　　・　

　　　・図示による（　　　　　）　　・　

　　　・図示による（　　　　　）　　・　

　　　　・杭径の1/4かつ100mm以下　　・　

　　　　・1/100以内　　・　

　　　　・図示による（　　　　　）　　・　

　　　　・図示による（　　　　　）　　・　

　　　　・杭径の1/4かつ100mm以下　　・　

　　　　・1/100以内　　・　

　　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　　・　

　　　・図示による（　　　　　）　　・　

　・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　

　・　　　　　　　　・　

　　　・中掘り拡大根固め工法　　　　・　

・支持地盤等

・既製コンクリー

ト杭地業

　　試験杭

　　　試験杭の位置　　

　　杭の根入れ長さ

　　杭の精度

　　　水平方向の位置ずれ　　

　　杭の傾斜　　

杭の継手の工法

　・溶接継手

　　溶接材料　

　　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による

　　　　・図示による（　　　　　）　　・　

　　　・図示による（　　　　　）　　　・　

　　　・杭径の1/4かつ100mm以下　　・　

　　　・1/100以内　　・　

　　形状　　・JIS A 5525による　　・　

　　　・　

官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和

４年版」（以下「標準仕様書」という。）による。

築工事編）令和４年版」（以下｢改修標準仕様書｣という。）による。

建築物解体工事共通仕様書（令和４年版）

　　建築工事標準詳細図（令和４年版）
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(11)

STK490

184 0 0

　　　・羽根付き鋼管杭回転埋設工法

133-1の一部、135-1の一部、137、146の一部

青森県むつ市大字関根字北関根

14,010.99㎡

①防災食育センター

　鉄骨造　２階建て　新築

　建築面積2,207.57㎡　延べ面積2,607.24㎡

②外構

　舗装、側溝、フェンス、浸透桝等

　電気設備機器、機械設備機器の基礎、その他躯体等

　（機械室上屋、プロパンボンベ庫は機械設備工事とする）

　耐震安全性の分類　構造体 Ⅰ類

　　　　　　　　　　建築設備 甲類

　　　　　　　　　　建築非構造部材 Ａ類

S018による

S017

Ⅲ

S018

S017,S018

S016による

S016による

S016による

下記以外

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）

支持力
種

類

コンク

強度

杭 厚 杭 継

手

数

ｾｯﾄ

数

長期設計
備

考

試

験

杭

上杭

中杭

下杭

本

杭

上杭

中杭

下杭

種

類

杭径

(㎜)

板厚

(㎜)

杭長

(㎜)

継

手

数

ｾｯﾄ

数

長期設計
備

考

試験

杭

上杭

中杭

下杭

本杭

上杭

中杭

下杭

リート
径 さ

(㎜) (㎜)

長

(kN/本)(㎜)

(kN/本)

支持力

(N/mm )2

浸透桝
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 ２２－１２７Ｓ

S=1:－(A3版 50%縮小)

2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
特

002

建築工事特記仕様書(２)

一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭

90㎜(露出柱脚下)

　D16以下

DS1 φ6-100x100 2Fスラブ

D19以上

　D19以上

スラブ

全躯体

15 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

外周部立上り部

ｾｯﾄ

数
備考

試験杭

本杭

種類の記号 呼び径(mm) 備考

　・SD295A

　・SD345

種類
種類の

記号

鉄筋の形状、網目寸法、

鉄線の径(mm)
使用部位

 ・溶接金網 　

 ・鉄筋格子

種類の記号 呼び径(mm) 備考

 ・SD295A 　

 ・SD345

部位 継手の方法 呼び径(mm)

柱、梁の主筋
 ・ガス圧接　・機械式継手

 ・溶接継手　

耐力壁の鉄筋  ・重ね継手　

その他の鉄筋

（　　　　　）
 ・重ね継手　

スランプ

(cm)

気乾単位容積質量
適用箇所

 ・24
※標準仕様書表

6.2.2による
2.3程度　

種別 適用箇所

 ・A種

 ・B種

 ・C種

種別 適用箇所

 ・a種

 ・b種

 ・c種
セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り

モルタル塗り、胴縁下地

種別 適用箇所

 ・a種
合成樹脂塗床、ビニル系床材張り、コンクリート

直均し仕上げ、フリーアクセスフロア(置敷式)

 ・b種
カーペット張り、防水下地、

セルフレベリング材塗り

 ・c種 タイル張り、モルタル塗り、二重床

仕上塗材塗り

接着剤による陶磁器質タイル張り

化粧打ち放しコンクリート、塗装仕上げ、壁紙張り

(t/ｍ )

設計基準強度

(N/mm ) 32

(mm)

軸径 拡底径

(mm)

杭長

(mm)

長期設計支持力

(kN/本)

 ・18 2.3程度　

　・無溶接継手（継手部に接続金具を用いた方式のもの）

　　工法　　※評定等を受けた工法

　　検査　　※評定等により定められた項目

　　施工　　※評定等をされた施工管理基準による

杭頭の処理等

　・処理しない　　・処理する

　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）

杭頭の中詰め材料　

　　　　　　　　　　　　　　　　(4.2.2)(4.5.1、4～6)

工法

　・アースドリル工法

　　（安定液　　※使用する　　・使用しない）

　・リバース工法

　・オールケーシング工法

　　（孔内の水張り　　・行う　　・行わない）

併用する工法　

　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　　鋼管巻き材料　　

　・拡底杭工法（安定液　　・使用する　　・使用しない）

　・

寸法等

試験杭　

　試験杭の位置　　

孔壁の保持状況（孔壁測定）　

　測定箇所

杭の支持層への根入れ深さ　　

杭の精度　

　水平方向の位置ずれ　　

　杭の傾斜　　

鉄筋の種類

鉄筋かごの補強　　　

　・

　・杭径1.5m以下の場合は鋼板6×50(mm)、1.5mを超える場

合は鋼板9×50～75(mm)の補強リングを3m以下の間隔

で、かつ1節につき3箇所以上入れ、リングと主筋との

接触部を溶接する

　・

組み立てた鉄筋の節ごとの継手

　※重ね継手

　・

主筋の基礎底盤への定着長さ　

セメントの種類　

コンクリートの設計基準強度　

コンクリートの種別　

　・A種　　・B種　　・評定等の内容による

スランプ　　　

　・　　　　※18cm　　

構造体強度補正値　

　・図示による（　　　　　）

　・評定等の内容による

鉄
筋
工
事

5

章

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

6

章

(4.6.2、3)

材料　

　・再生クラッシャラン Ｇ　　・切込砂利又は切込砕石

砂利厚さ　　　

範囲

　・基礎下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下

　・図示による（　　　　　）

(4.6.4)

範囲　　　・基礎梁下、土に接するスラブ下

　　　　　・図示による（　　　　　）

(4.6.2、5)

材料　　※ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上　　

範囲　　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下

（ピット下を除く）

　 　 　 　

種類及び施工方法等

支持地盤の長期設計支持力　　・（　　　　）kN/㎡

型枠使用の有無

　・無し

　・有り　　型枠の使用箇所等は図示による（　　　　）

(5.2.1)

鉄筋の種類等

(5.2.2)

鉄線の種類等

(5.3.4)(5.5.2)(5.6.3)

鉄筋の継手の方法等

継手位置

　・図示による（構造関係共通事項(配筋標準図

5.1、6.1、7.1、7.3、8.1)

柱及び梁主筋の重ね継手の長さ　

　・図示による（構造関係共通事項(配筋標準図) 3.1表3.1）

　・図示による（構造関係共通事項(配筋標準図)

3.1(a)(2)）

耐力壁の重ね継手の長さ　

　・図示による（構造関係共通事項(配筋標準図) 3.1表3.1）

　・図示による（構造関係共通事項(配筋標準図)

3.1(a)(2)）

鉄筋の定着の長さ　

　・図示による（構造関係共通事項(配筋標準図) 3.1(b)）

(5.3.5)

最小かぶり厚さ

　・図示による（構造関係共通事項(配筋標準図) 4.1表4.1）

　・

耐久性上不利な箇所がある場合（塩害等を受けるおそれの

ある部分等）

　・あり　適用箇所（　　　　　）

(5.3.7)

各部配筋

　・図示による（構造関係共通事項(配筋標準図）

　・図示による（　　　　　）

(5.4.10)

試験

　※超音波探傷試験　　

　・引張試験　　

　　　　　　　　※標準仕様書5.4.10(ｲ)(b)①～⑥による

 (5.5.2)

適用箇所　　　

H12建告第1463号に適合する性能　

機械式継手の種類　

 (5.6.3)

溶接継手の工法　　・図示による（　　　　　）　

(6.2.1)

コンクリートの類別

　※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

　・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）

(6.2.1～4)(6.3.2)(6.10.1、2)

・普通コンクリート

　　　　　　　　　※標準仕様書表6.3.2による

(6.3.1)

種類　

　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカ

セメントＡ種又はフライアッシュセメントＡ種（普通ポ

ルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規

定の他、水和熱が7日目で352J/g以下、かつ28日目で

402J/g以下のものとする）　　適用箇所（　　　　　）

　・高炉セメントB種　Ｇ　　適用箇所（　　　　　）

　・フライアッシュセメントB種　Ｇ　適用箇所（　　　　）

(6.3.1)

アルカリシリカ反応性による区分　

　※A　　・B

(6.3.1)

・混和剤　混和剤の種類　※標準仕様書6.3.1(4)(a)による

・混和材　混和材の種類　※標準仕様書6.3.1(4)(b)による

(6.12.2)

　 　

 (6.14.1)

コンクリートの種類　・　　　　　※普通コンクリート　

セメントの種類　

　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカ

セメントＡ種又はフライアッシュセメントＡ種

　・高炉セメントB種　Ｇ

　・フライアッシュセメントB種　Ｇ

設計基準強度

スランプ

適用箇所

　・　　　※標準仕様書6.14.1(4)(ｱ)～(ｶ)による

 (6.15.1)

適用箇所　　・図示による（　　　　　）

(6.6.4)(6.8.1)

打継ぎの位置　

目地寸法　

　・標準仕様書9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)　・図示による（　　　）

ひび割れ誘発目地の位置・形状・寸法

　・図示による（　　　　　）

(6.2.5)

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

コンクリートの仕上りの平たんさ（柱・梁・壁）

コンクリートの仕上りの平たんさ（床）

(6.8.1)

・打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）

・打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）

床型枠用鋼製デッキプレートを使用する場合は、プレート支

地される梁の側面については、打増しを行うこと。

　コンクリートの打増し厚さ　　※10mm

　施工範囲　　※図示による（　　　　）

(6.8.2)

せき板の材料及び厚さ　　　

　・合板（・12mm　　・　　）　Ｇ

・断熱材を兼用した型枠材　

　使用箇所　　

　性能

　　熱抵抗値を0.73㎡・K/W以上を有するもの

・MCR工法用シート　

　適用箇所　　

打増し厚さ　　

打増し範囲　　

スリーブの材種・規格等　

実施要領

　※図示による（構造関係共通図（構造関係共通事項））　

　・

・砂利地業

・捨てコンクリー

ト地業

・床下防湿層

・地盤改良工法

・置換コンクリー

ト地業（ラップル

コンクリート地業

）

・各部配筋

・圧接完了後の圧

接部の試験

・機械式継手

・溶接継手

・コンクリートの

種類

・コンクリートの

気乾単位容積質量

による種類及び強

度等

・打継ぎの位置、

ひび割れ誘発目地

、打継目地

　※3N/mm
2

2

　※18N/mm

構造体強度補正値　※6N/mm

2

2

　　　・図示による（　　　　　）　　・　

　・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　

　　　・SKK400　　・SKK490　　・　　

　　・図示による（　　　　　）　　・　

　　・試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　・　

　・図示による（　　　　　）　 ・　

　　・杭径の1/4かつ100mm以下　　・　

　　・1/100以内　　・　

帯筋　・図示による（　　　　　）　　・　

鉄筋の最小かぶり厚さ　　　・100mm　　・　

　　重ね継手の長さ　・図示による（　　　　）　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　

　※高炉セメントB種　Ｇ　　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　

　※60mm　　・　

厚さ　　　※50mm　　・　

設計基準強度　　※18N/mm　　・　

スランプ　　　　※15cm又は18cm　　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　

形状等　　・図示による（　　　　）　・　

支持地盤　　・図示による（　　　　）

・鉄筋

・溶接金網

定着

・鉄筋の継手及び

　・最小かぶり厚さに加える厚さ　（　　　）mm　　・　

金網を含む）

さ及び間隔（溶接

・鉄筋のかぶり厚

　　試験方法等　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　

　・A級　　・　

　・図示による（　　　　　）

H12建告第1463号に適合する性能　　・A級　　・　　　

適用箇所　　・図示による（　　　　　）　　・　

構造体強度補正値　・　

・セメント

・骨材

・混和材料

　　　　　　　　　　　 ・　

　　　　　　　　　　　 ・　

　　・　

　※15cm又は18cm　　・　

・流動化コンクリ

ート

・暑中コンクリー

ト

・無筋コンクリー

ト

　・図示による（　　　　　　）　　・　

ートの仕上り

・構造体コンクリ

・型枠

・床型枠用鋼製デ

ッキプレートの梁

側面の打増し処理

 ・10mm　　・20mm　　・　

 ・20mm　　・　

放し仕上げ部）

・打増し厚さ（打

　　・　

　　・図示による（　　　　　）　　・　

　　・図示による（　　　　　）　　・　

　・20mm　　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　

単位水量測定

・コンクリートの

・場所打ちコン

クリート杭工事
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建築工事特記仕様書(３)

一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭

SS400

屋根

2Fスラブ

SS400

SN400･SN490

SSC400

BCR295 柱

梁・間柱

梁・ダイヤフラム

天井･設備受け材

S036～038

S036～038

S036

S036

S009による

S010による

S009,S010

S009,S010

S009,S010

S007

S007

S008

S036

断面形状及び

圧縮強さによ

る区分

正味

厚さ

(mm)

モデュール呼

び寸法(mm) 化粧の

有無

適用

箇所
備考

長さ 高さ

・
・無

・有

・
・無

・有

断面形状及び

圧縮強さによ

る区分

正味

厚さ

(mm)

モデュール呼

び寸法(mm) 化粧の

有無

(表8.3.1)

以外の

適用箇所

備考

長さ 高さ

・空洞ﾌﾞﾛｯｸC

(16)

・無

・有

・型枠状ﾌﾞﾛｯ

ｸ20

・無

・有

・無

・有

パネル

の区分

単位
厚さ

(mm)

長さ

(mm)

幅

(mm)

耐火

性能

表面

加工

・外壁 ・100

・

有(1)

時間

・平

・意匠

・A種

・B種

・間仕
・100

・

・有(1)

 時間

・無

・平

・意匠

・C種

・D種

・E種

・屋根 ・100

・

有(0.5)

時間
平 Ｆ種

・100

・

有(　)

時間

構法の

種別
荷重

(N/㎡)

ﾊﾟﾈﾙ
・床

ﾊﾟﾈﾙ

切壁

ﾊﾟﾈﾙ

ﾊﾟﾈﾙ

種類の記号 適用箇所（主要な部分） 規格

適用箇所 材質・形状・寸法 備考

・デッキプレート

単独の構法

・デッキプレート

とコンクリートと

の合成スラブとす

る構法

呼び名 呼び長さ(mm) 適用箇所

　・16

　・19

　・22

節 ・全て ・ ・ ・

検査水準 ※第6水準 ・ ・ ・

種類 材料・工法

性能

（耐火

時間）

適用箇所

部分）

・耐火材吹付け

・乾式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ

・半乾式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ

・温式ﾛｯｸｳｰﾙ

・

・

・耐火材張り

・繊維混入けい酸ｶﾙｼｳﾑ

板

・

・耐火材巻付け
・高断熱ﾛｯｸｳｰﾙ

・ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り ー

・耐火塗料

（部位・

・JIS規格による　・　

・JIS規格による　・　

・JIS規格による　・　

・JIS規格による　・　

・大臣認定による　・　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

8

章
・補強コンクリー

トブロック造

(8.2.2、3、5)

ブロックの種類等（8.2.2）

モルタルの調合（容積比）　(8.2.3)

　・セメント（　　　　　　　）：砂（　　　　　　　　）

各部の配筋　(8.2.5)

モルタル又はコンクリートで充填するブロックの範囲

(8.3.2、3、4)

ブロックの種類等　(8.3.2)

塀の厚さ　(8.3.2)　　

　・

壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状　(8.3.4)

各部の配筋　(8.3.4)

(8.4.2～5)

パネルの相互の接合部に挿入する耐火目地材

　・

外壁、屋根パネルの工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）

倍の風圧力に対応した工法

・パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合　

パネル短辺小口相互の接合部、外壁、間仕切壁パネルの出隅

及び入隅のパネル接合部並びにパネルと他部材との取合い部

の目地幅(mm)　・　　　　※10～20　

外壁、間仕切壁パネルの伸縮調整目地への耐火目地材の充填

　・適用する　・適用しない

耐震性能

　建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

　※図示による（　　　　　）　・　

　※図示による（　　　　　）　・　

ロック帳壁及び塀

・コンクリートブ

・ALCパネル

　※図示による（　　　　　）　　・　

　※図示による（　　　　　）　・　

・鉄骨製作工場

・鉄骨製作工場に

おける施工管理技

術者

・鋼材

・高力ボルト

・普通ボルト

・溶融亜鉛めっき

高力ボルト

・アンカーボルト

・溶接材料

(7.1.3)

鉄骨製作工場の加工能力

　※建築基準法第68条の25に基づき国土交通大臣から構造方

法等の認定を取得している鉄骨製作工場又は同等以上の

能力のある工場

　（　　　　　）グレード以上

　・監督職員の承諾する工場

(7.1.4)

・配置する　　・配置しない

(7.2.1)

種類等

(7.2.2)(7.3.2)(7.4.2)

高力ボルトの種類　

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等　

摩擦面の処理方法

　・

　・自然発錆（黒皮等を除去した後に自然放置して表面に赤

さびが発生した状態）

　・ブラスト処理（表面粗度50μmRz以上）

・すべり試験の実施

・すべり係数試験　　　・すべり耐力試験

　すべり試験において、対比試験片を作成し、摩擦面の処

理状況の確認をする

(7.2.3)(7.3.2、8)

ボルト及びナットの材料　

　・標準仕様書表7.2.3（JIS附属書品）又は次による。

　　ボルトの規格は、JIS B 1180とする。

　　ボルトの種類は、呼び径六角ボルト又は全ねじ六角ボル

トとし、材料は鋼とする。

　　ボルトの強度区分は、4.6又は4.8とする。なお、呼び径

六角ボルトの軸径の最大寸法は、ボルトの径の値以下と

する。

　　ナットの規格は、JIS B 1181とする。

　　ナットの種類は、六角ナット－Cとし、材料は、鋼とす

る。

　・

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等　

母屋又は胴縁の取付けに使用するボルトの孔径　

 (7.3.2)(7.4.2)(7.12.5)

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等　

摩擦面の処理方法

　・

　・ブラスト処理（表面粗度50μmRz以上）

　・りん酸塩処理

・すべり試験の実施

　・すべり係数試験　　　・すべり耐力試験

　すべり試験において、対比試験片を作成し、摩擦面の処理

状況を確認する

(7.2.4)(7.3.2)

・構造用アンカーボルト　

・建方用アンカーボルト　

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕

上げの程度

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等　

(7.2.5)

溶接材料　

鉄
骨
工
事

7

章
・ターンバック

ル

・床構造用の

デッキプレート

・スタッド

・柱底均しモル

タル

・製作精度

・仮組

・溶接技能者の

技量付加試験

・溶接接合

・入熱、パス間

温度の溶接条

件

・溶接部の試験

・錆止め塗装

・耐火被覆

・アンカーボルト

の設置等

・軽量形鋼構造

(7.6.12)

平12建告第1464号第二号に関する外観試験方法等　

 ・「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マ

ニュアル」3.5.2　受入検査による

 ・抜き取り検査①　　※抜き取り検査②

JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関す

る試験方法等　

 ・JASS6 10.4［受入検査］e.溶接部の外観検査(1)から(5)

までによる。ただし、完全溶込み溶接部の外観検査の抜

取箇所は、超音波探傷試験の試験箇所と同一とする。外

観試験の不合格箇所は、すべて標準仕様書7.6.13による

補修を行い、再試験する。

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験　

 ・工場溶接の場合

AOQL（％）　　※4.0　　・2.5

・工事現場溶接の場合

(7.8.2、4)(18.3.2)

塗装の範囲

　耐火被覆材の接着する面の塗装範囲

　耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

塗料の種別　

　下記以外の鉄鋼面は、18章[塗装工事]による

　・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接さ

れたものの内側の錆止め塗料の種別　

　・耐火被覆が接着する面の塗料の種別

(7.9.2～8)

種類、材料、工法等

(7.10.3)

構造用アンカーボルトの形状及び寸法

構造用アンカーフレームの形状及び寸法　

建方用アンカーボルトの形状及び寸法

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法　

　種別　　・A種　　・B種　　

柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別　

(7.11.2)

ボルトの接合方法

種類等

　 　

　 　

　 　

(7.2.6)

種類

(7.2.7)(7.7.8)

材質、形状及び寸法

開口部補強要領（補強筋の定着長さ等を含む）

鉄骨部材への溶接方法　　

耐火認定

　・あり

　・なし

(7.2.9)

無収縮モルタルとする場合の材料、調合等

(7.3.3)

鉄骨の製作精度は、JASS 6付則6 [鉄骨精度検査基準]に加え

て、次による

　　※H12建告第1464号第二号イ(2)による

　通しダイアフラムの突合せ継手の食い違いの寸法

　　※H12建告第1464号第二号イ(3)による

　アンダーカットの寸法

食い違い・仕口のずれの検査方法及び補強方法

　・「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュ

　アル」による

(7.3.10)

仮組を行う範囲　　

(7.6.3)

試験の要領

(7.6.4、7)

開先の形状　　　

・エンドタブの切断する部分　

　切断する箇所

　切断範囲　　

　　・エンドタブ、裏当て金等は、梁フランジの端から5mm

　　する場合は、交差部をアール状に加工する

　　以下を残して直線上に切断する。なお、切断線が交差

　切断面の仕上げ　　

　　・標準仕様書7.6.7(1)(ｶ)(b)②による

・スカラップの形状　　

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件

適用箇所

 ・図示による（　　　　　）

 ・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部

　・トルシア形高力ボルト　・JIS形高力ボルト　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　

座金　　　　※JIS B 1256による　　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　

　※ねじの呼び径+1.0mm　　　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　

種類　　・ABR400　　・ABR490　　・　

種類　　・SS400 　　・　

　　※標準仕様書表7.2.3による　　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　

　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　　・　

　建築用ターンバックルボルト　※羽子板ボルト　　・　

　建築用ターンバックル胴　　　※割枠式　　・　

ねじの呼び　　・図示による（　　　　　）　　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　

　　耐火時間　　・図示による（　　　　　）　　・　

(7.2.8)

　　・　

　　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　

　・図示による（　　　　　）　　　・　

　　・図示による（　　　　　）　　・　

　・

　・図示による（　　　　　）　　　・　

 ・図示による（　　　　　）　　・　

　※全て　　　・　

　　・図示による（　　　　　）　　・　

　　　※A種　　・　

　　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　

　厚さ　　・　

　種別　　※A　　・　

　・普通ボルト接合　　・　

　・ S011,S013

　※標準仕様書7.2.9(2)(ｱ)から(ｴ)による　　

　　・図示による（　　　　　）・　ｺﾝｸﾘｰﾄに接しない部分

Ｍ
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機械基礎天端

：10mm ：15mm

300mm以上

150mm以上

300mm以上

300mm以上500mm以下

500mm以下

かつ300mm以下
ﾊﾟﾈﾙ幅の1/2以下

かつ300mm以下
ﾊﾟﾈﾙ幅の1/2以下

・鋼製下地断熱防水構法　IRJ-020G　同等品以上

排水処理施設

パネル

の種類
形状

厚さ

(mm)

幅

(mm)

工法の

種別
備考

・外壁ﾊﾟﾈ

ﾙ

・Ｆ
・50 ・60

・ ・A種

・B種・Ｄ ・50 ・60 600

・Ｔ 60

・間仕切

壁ﾊﾟﾈﾙ

・Ｆ
・50 ・60

・ ・B種

・C種・Ｄ ・50 ・60 600

・Ｔ 60

開口の大きさ
切断後のパネルの残り部

分の幅

パネルに開口

を設ける場合

短辺
・

・図示

・

・図示

長辺
・

・図示

・

・図示

パネルを切り

欠く場合

短辺
・

・図示

・

・図示

長辺
・

・図示

・

・図示

種別
施工

箇所
断熱材 Ｇ

絶縁用

シート

立上り部の

保護方法

・A-1 ※ポリエ

チレンフ

ィルム

・コンクリ

ート押え

・えんが押

え

・A-2

・A-3

・B-1

・B-2

・B-3

・AI-1
(種類)

※JIS A 9521に

基づく押出法ポ

リエチレンフォ

ーム断熱材3種bA

(スキン層付き)

(厚さ)

・

・25mm

・50mm

※フラッ

トヤーン

・AI-2

・AI-3

・BI-1

・BI-2

・BI-3

種別
施工

箇所

仕上塗料

種類 使用量

・D-1 ・

・アスファ

ルトルーフ

ィング類の

製造所の仕

様

・

※アスファ

ルトルーフ

ィング類の

製造所の仕

様

・D-2

・D-3

・D-4

・DI-1

標準仕様書9.2.2(9

)

（種類）

・

（厚さ）

・

・25mm　・50mm

・DI-2

種別
施工

箇所
断熱材 Ｇ

防湿用

シート

仕上塗料

種類 使用量

・AS-T1 ・

・改質ア

スファル

トシート

の製造所

の仕様

・

※改質ア

スファル

トシート

の製造所

の仕様

・AS-T2

・AS-T3

・AS-T4

・AS-J1

・ASI-T1

標準仕様書9

.3.2(3)(ｳ)

（種類）

・

（厚さ）

・

・設ける

（改質ア

スファル

トシート

の製造所

の仕様に

よる）

・設けな

い

・ASI-J1

種別

施

工

箇

所

絶縁用シー

トの材質
断熱材 Ｇ

仕上塗料

種類 使用量

・S-F1
・

※発泡ポリ

エチレンシ

ート

・

・ルーフ

ィングシ

ートの製

造所の仕

様

・

※ルーフ

ィングシ

ートの製

造所の仕

様

・S-F2

・S-M1

・

・ルーフ

ィングシ

ートの製

造所の仕

様

・

※ルーフ

ィングシ

ートの製

造所の仕

様

・S-M2

・S-M3

・SI-F1
・

※発泡ポリ

エチレンシ

ート

・標準仕様

書9.4.2(3)(

ｴ)(b)

(種類)

・

(厚さ)

・

・

・ルーフ

ィングシ

ートの製

造所の仕

様

・

※ルーフ

ィングシ

ートの製

造所の仕

様

・SI-F2

・SI-M1

・標準仕様

書9.4.2(3)(

ｴ)(a)

(種類)

・

(厚さ)

・

・

・ルーフ

ィングシ

ートの製

造所の仕

様

・

※ルーフ

ィングシ

ートの製

造所の仕

様

・SI-M2

・

※発泡ポリ

エチレンシ

ート

種別
施工箇

所

保護層

平場のモルタル塗り
立上り部の

保護モルタ

ル塗厚塗厚

・S-C

1
・

・床塗り工法

・下地モルタル塗り

・

※7mm以下

種別 施工箇所
仕上塗料

保護層
種類 使用量

・X-1

・

・主材料

の製造所

の仕様

・

※主材料

の製造所

の仕様

・X-2

・

・主材料

の製造所

の仕様

・

※主材料

の製造所

の仕様

・Y-1

※地下外壁防

水

・

・Y-2
※屋内防水

・

・適用する

・適用しない

種別 施工箇所 種別 施工箇所

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

厚さ0.15mm

以上

/㎡程度

クロス70kg

断熱材 Ｇ

・25mm

・50mm

種別 施工箇所 種別 施工箇所

・Ｅ－１ ・Ｅ－２

・Ｃ－ＳＵＩ ・Ｃ－ＳＵＰ

(8.5.2～5)

(9.2.2～5) (表9.2.3～9)

防
水
工
事

9

章

・改質アスファ

ルトシート防

水

・塗膜防水

・ケイ酸質系塗

布防水

・シーリング

固定金具の材質、形状及び寸法　

　・

　※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又

はそれらの鋼板の片面若しくは両面に樹脂を積層加工し

たもの　

接着工法においてプレキャストコンクリート部材下地の目地

処理

　・行う（・図示　　・　　　　　　　　）　

プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別

S-F1、SI-F1の場合)

　・行う（・図示　　・　　　　　　　　）　

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付

け

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）

倍の風圧力に対応した工法

(9.5.3) (表9.5.1、2)

防水層の種別

(9.6.1、3,4) (表9.6.1、2)

防水層の種別

防水層の下地

　　　　　※コンクリート打放し仕上げ（表6.2.4　B種））

　　　　　※コンクリート打放し仕上げ（表6.2.4　B種））

　・　　　　　　　　　・図示

　※打継ぎ部分に対し、幅30mm及び深さ30mmにＶ形にはつ

り、水洗い清掃した後、防水材の製造所の指定する材

料を充填

型枠締付け材にコーンが使用されている部位及び防水材の塗

布面以外の下地処理

　・　　　　　　　　　・図示

(9.7.2、3,5) (表9.7.1)

下表以外は、標準仕様書表9.7.1による。ただし、外壁タイ

ル接着剤張り目地の場合のシーリングは11章に、カーテン

ウォール目地の場合のシーリングは17章による。

シーリング材の目地寸法　

　・　　　　　　・図示

　※標準仕様書9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による

接着性試験

　※簡易接着性試験　　　　・引張接着性試験

　※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度

防水層の下地のモルタル塗り

　・適用する　（施工範囲　※図示　・　　　　　）

　・適用しない

(9.3.2、3) (表9.3.1～3)

防水層の種別

　　材料構成による区分　　　※Ｒ種

　　厚さ　　　　　　　　　　・　　　　　mm以上

　　※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による　

　粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　　材料構成による区分　　　※Ｒ種

　　厚さ　　　　　　　　　　・　　　　　mm以上

　　※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による　

　　厚さ　　　　　　　　　　・　　　　　mm以上

　　材料構成による区分　　　※Ｒ種

押え金物の材質、形状及び寸法

・ 　※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度

屋根露出防水絶縁工法及び屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気

装置の種類及び設置数量

防水層の種別

　　　　　　※改質アスファルトシートの製造所の指定

　　　　　　※改質アスファルトシートの製造所の指定

　設置数量　・　　　個

(9.4.2～4) (表9.4.1～3)

　ＳＩ－Ｆ１、ＳＩ－Ｆ２、ＳＩ－Ｍ１及びＳＩ－Ｍ２にお

　ける防湿用フィルムの設置

　　・設ける

　　・設けない

　Ｓ－Ｍ２またはＳＩ－Ｍ２の立上り部の工法

　　・接着工法　立上り面のシート厚さ　・　　※1.5mm

　　・機械的固定方法

屋内防水

　防水層の種別

屋内保護密着工法

平場のモルタル塗りの目地　　・種類　　・目地割　・図示

ルーフィングシートの種類及び厚さ

　※標準仕様書表9.4.1、表9.4.2及び表9.4.3による

接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量

　　※ルーフィングシートの製造所の仕様

　設置数量　・　　　　　個

　　※ルーフィングシートの製造所の仕様

水

　　用途による区分　　　　　・　

　　用途による区分　　　　　・　

　種類　　　・　

　種類　・　　　　　厚さ　・　

　種類　　　・　

　壁　　（・　

　天井部（・　

・押出成形セメン

ト板（ＥＣＰ）

・アスファルト防

屋根保護防水

　防水層の種別

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

耐震性能

画書を提出する。

る。ただし、欠損部分を考慮した強度を確認のうえ、施工計

耐火構造以外の目地及び隙間の処理

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とす

　・　　　　　　※15程度　

　・　　　　　　※パネルの製造所の仕様

出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅(mm)

パネル相互の目地幅(mm)　・長辺　　　、短辺　　　　　　

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）

パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合　・　　　　　

倍の風圧力に対応した工法

外壁パネルの工法

　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　用途による区分　　　　　・　

　　材料構成による区分　　　※Ｒ種

　　厚さ　　　　　　　　　　・　　　　　mm以上

　　※標準仕様書表9.2.3から表9.2.8による

　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類

及び厚さ

　　用途による区分　　　　　・　

　　材料構成による区分　　　※Ｒ種

　　厚さ　　　　　　　　　　・　　　　　mm以上

　　※標準仕様書表9.2.5から表9.2.8による

　平場の保護コンクリートの厚さ

　　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　　・　

　　床タイル張り　※水下　60mm以上　　・　

屋根露出防水

　防水層の種別

防水層の下地の立上り

　※コンクリート打放し仕上げ　標準仕様書表6.2.4[打放し

　・　　　　

　　仕上げ種別]のB種

押え金物の材質、形状及び寸法

　・　　　　

　改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　　用途による区分　　　　　・　

　　※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による　

・合成高分子系

ルーフィングルーフィング

シート防水

　部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

ゴムアスファルト系塗膜防水Ｙ－１、Ｙ－２

ウレタンゴム系塗膜防水Ｘ－１（絶縁工法）の脱気装置の種

類及び設置数量

　設置数量　　・　　　　　個

　種類　　　　・　

　工程数及び各工程の使用量

　　　　　　　※主材料の製造所の仕様

　　　　　　　※主材料の製造所の仕様

　・　　　　　※主材料の製造所の仕様

下地処理

コンクリートの打継ぎ箇所の処理

　屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及

　び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

　　※図示　・　

屋根露出防水絶縁工法及び屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気

装置の種類及び設置数量

　種類　・　

　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

　設置数量　・　　　　　個

　　　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

屋内防水

　防水層の種別

　保護層　・設ける（※図示　・　　　　）　・設けない
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 ２２－１２７Ｓ

S=1:－(A3版 50%縮小)

2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
特

005

建築工事特記仕様書(５)

床 100角

施工

箇所

岩石の

種類
等級

形状及

び寸法

(mm)

厚さ

(mm)

表面仕

上げの

種類

備考

・床石 ※2等級

品

・

※正方

形に近

い矩形(

石材1枚

の面積

が0.8㎡

以下)

施工

箇所

種石の

種類

種石

の大

きさ

(mm)

形状によ

る区分

仕上げ

面によ

る区分

寸法

(mm)

仕上げ

の種類

備

考

※大理石

・花こう

岩

・

※1.5

～12

・平もの

・役もの

・片面

・両面

施工

箇所

種石の

種類

種石の大きさ

(mm)

寸法によ

る区分

表面

仕上げ
備考

※大理石

・花こう岩

・

※1.5～12

・300型

・400型

施工

箇所

形

状

寸

法

再

生

材

料

の

適

用

Ｇ

成形

方法

吸水率に

よる区分

うわ

ぐす

り

役物 色
耐凍

害性 耐

滑

り

性Ａ

種

Ｂ

種

Ⅰ

種

Ⅱ

種

Ⅲ

種

施

ゆ

う

無

ゆ

う

有 無
標

準

特

性
有 無

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

備考欄：参照タイルシリーズ

項目 品質・性能

保水率 70.0％以上

単位容積質量 1.80kg/L以上

接着強さ
標準時 0.60N/mm2以上

温冷繰り返し後 0.40N/mm2以上

長さ変化率 0.20％以下

曲げ強さ 4.0N/nn2以上

項目 品質・性能

保水率 30.0％以上

長さ変化率 0.2％以下(収縮)

吸水率 50g以下

単位容積質量 1.80kg/L以上

(mm)

・施工

・石材等

・外壁湿式工法

・内壁空積工法

(10.1.3、5)

(10.2.1、3) (表10.2.1、2)

天然石

テラゾブロック

テラゾタイル

　・　　　　　　　　　　※専門工事業者の指定する製品　

(10.2.2、3) (10.3.2、3)

　・

　　　　　　　・あと施工アンカー・横筋流し工法

　　　　　　　　シーリング材　・適用する　・適用しない

 (10.2.2) (10.4.2、3)

　　　　　　　　　　

石
工
事

10
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タ
イ
ル
工
事
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・乾式工法

・床及び階段の石

張り

・アーチ、上げ裏

等の石張り

・笠木、甲板等の

石張り

・伸縮調整目地及

びひび割れ誘発目

地

・セメントモルタ

ルによるタイル張

り

(10.2.2) (10.5.2、3) (表10.2.4)

シーリング材　・図示　　※標準仕様書9.7による

(10.6.2、3)

床石張りの石裏面処理　・適用する　・適用しない

階段張りの石裏面処理　・適用する　・適用しない

目地 一般目地 目地幅(mm) ・図示　・　　

　　　　　　　　　　　　 ・屋外4以上　・屋内3～6

　 シーリング材　・適用する　・適用しない

　　 伸縮調整目地

　　　　　　 ※床面積30㎡程度ごと、細長い通路の場合6m

程度ごと及び他の部材と取り合う箇所

　　　 シーリング材の目地寸法

　　　 ・　　　　・図示　　　※幅・深さとも10mm

(10.2.2) (10.7.1、2)

取付け工法　・内壁空積工法　・乾式工法

取付け金物　標準仕様書10.2.2(3)

　材質　※ステンレス（SUS304）

ファスナーの方式　　・スライド方式　・ロッキング方式

吊金物及び化粧吊りボルト

・設ける　吊金物　※SUS304径6mm長さ80mm（加工物）

　　　　　　化粧吊りボルト　※SUS304M10化粧ナット付き

　・設けない

　　　伸縮調整目地

　　位置　 ・図示　　　　※他の部位との取合い部　

　　シーリング材の目地寸法

　　　　・図示　　※幅・深さとも10mm以上

(10.2.2) (10.7.1、3)

　材質　※SUS304

(11.1.3) (表11.1.1)

位置　　　・図示　　　※標準仕様書表11.1.1による　　

目地寸法　・　　　　　※標準仕様書9.7.3による

(11.2.2、7)

タイルの形状、寸法等

　　　　　　　　　　　　　　　　　・モザイクタイル張り

（１）で調製した試料を金べらで平滑に詰込む。

着強さ試験に準じて行う。試験体を

　　　　T　：　タイルの母材破断

　　TM ：　既調合モルタルとタイルの界面破断

　　M　：　既調合モルタルの母材破断

　　MG ：　既調合モルタルと下地板の界面破断

　　G　：　下地板の母材破断

ロ）適用タイルが「小口タイル・二丁掛けタイル」の場

合

湿空養生を行い、これを試験体とする。

（試験体の作製）「モザイクタイル」及び「小口タイ

上塗材」に規定する7.11温冷繰返し試験に準じて行う。

試験の手順は、試験体を20±2℃の水中に18時間浸せき

目地　目地幅(mm)　※8以上　・　

　　　　　　 ・図示

　　　 位置　・　

　寸法　引金物　　・　

　　　　だぼ　　　・　

　　　　かすがい　・　

　　　　受金物　　・　

　　　　　　　　 ・　

　　　　　　　　　　　　　　・　

　寸法　引金物　　・　

　　　　だぼ　　　・　

　　　　かすがい　・　

　　　　受金物　　・　

　・目荒し工法（高圧水洗処理）　　・MCR工法　　　・　

石材の割付け　　・図示

粗面仕上げの場合ののみ込みとなる部分の仕上げ

　・図示　　・　

屋内の床を本磨きとする場合のワックスがけ

　・行う（適用箇所　・すべて　・　　　　　　　　）

　・行わない

取付け用モルタル

　・　　　　　　　　　　※専門工事業者の指定する製品

既調合の目地モルタル

石裏面処理材

裏打ち処理材

金物の固定に使用する充填材料等

　・　　　　　　　　　　※専門工事業者の指定する製品

　・　　　　　　　　　　※専門工事業者の指定する製品

　・　　　　　　　　　　※専門工事業者の指定する製品

　　　　　　　　　　・　

　　　　　　　　　　・L-75×75×6(mm)の加工　長さ150mm

受金物 材質　・　　　　　　※SUS304　

　　　 形状及び寸法 ・L-75×75×6(mm)の加工　長さ100mm

アンカーの材質及び寸法　・　　　　　　※SS400 M12　

あと施工アンカーの材質及び寸法等（　　　　　　　　）

ドレンパイプの材質

　・樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ

石裏面処理　・適用する　・適用しない

裏打ち処理　・適用する　・適用しない

　　　　　　　・あと施工アンカー工法

下地ごしらえ　※流し筋工法

目地　一般目地　目地幅(mm)　※6以上　・　

　  伸縮調整目地

　　 位置　・図示　　※標準仕様書表11.1.1による　

　　　シーリング材の目地寸法　

　　　　　　　・図示　　※幅・深さとも10mm以上

受金物 材質　・　　　　　※SUS304　

　　　 形状及び寸法 ・L-75×75×6(mm)の加工　長さ100mm

　　　　　　　　　　・L-75×75×6(mm)の加工　長さ150mm

アンカーの材質及び寸法　・　　　　　　※SS400 M12

あと施工アンカーの材質及び寸法等　（　　　　　　　　）

石裏面処理　　　・適用する　・適用しない

裏打ち処理　　　・適用する　・適用しない

下地ごしらえ　

　※あと施工アンカー・横筋流し工法

　・あと施工アンカー工法

目地 一般目地 目地幅(mm)　※6以上　　・　

　 　　　　シーリング材　・適用する　・適用しない

　伸縮調整目地

　　　位置　※6m程度ごと　・図示

　　　シーリング材の目地寸法　

　　　・　　　・図示　　　※幅・深さとも10mm

乾式工法の方式による金物の種類、形状、寸法等

（・   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

取付け方式　・スライド方式　・ロッキング方式

アンカーの材質及び寸法　※ステンレス(SUS304) M10　・　

あと施工アンカーの材質及び寸法等（　　　　　　　　）

だぼ用の穴の位置　・図示

　　　　　　　　　※標準仕様書10.5.2(2)(ｱ)による　

石裏面処理　・適用する　・適用しない

裏打ち処理　・適用する　・適用しない

外壁の工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）

倍の風圧力に対応した工法

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　）

石裏面処理　・適用する　・適用しない

目地　一般目地　目地幅(mm)　※6以上　　・　

取付け金物　標準仕様書10.2.2(3)　・　

ファスナーの方式　・スライド方式　・ロッキング方式

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　）

石裏面処理　・適用する　・適用しない

乾式工法の場合の取付け代　・　　　　※70mm程度　

石材の裏面の補強用モルタル　・適用する　・適用しない

取付け工法　・外壁湿式工法　・乾式工法

裏打ち処理　・適用する　・適用しない

既調合モルタル

（品質・性能）

壁タイル張りの工法

　モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタ

ルとして、セメント、細骨材、混和剤等を予め工場におい

て所定の割合に配合した材料とする。

　内装タイル以外のユニットタイル　・マスク張り

　内装タイル　※改良積上げ張り　

　　　　　　　・改良圧着張り

（６）長さ変化率の試験方法

（７）曲げ強さの試験方法

（５）接着強さ（温冷繰返し後）の試験方法

（２）保水率の試験方法

（３）単位容積質量の試験方法

（試験方法）

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　・行う　・行わない

見本焼き　・行う　・行わない

　外装タイル　・密着張り　・改良積上げ張り

（温冷繰返し試験）「モザイクタイル」及び「小口タ

ル・二丁掛タイル」とも、各々（４）接着強さ（標準時）

間静置し、ひび割れ及び膨れの有無を目視によって調べ

る。

した後、直ちに－20±2℃の恒温器中で3時間冷却し、次

いで50±3℃の別の恒温器中で3時間加温し、この24時間

を１サイクルとする操作を10回繰返した後、試験室に2時

イル・二丁掛タイル」とも、各々JIS A 6909「建築用仕

の試験方法の「試験体」と同様とする。

を行い直ちに（１）で 調製した試料を厚さ7mmになるよ

う塗付ける。直ちに  JIS A 5209「セラミックタイル」

に規定するタイルで押出又はプレス成形による施ゆうの

「小口タイル108mm×60mm×12mm」を4枚2列、計8枚を圧

着する。

 その後、28日間、温度20±2℃、湿度80％以上の状態で

（試験方法）「モザイクタイル」の場合と同様に行う。

表面をサンドペーパーを用いて軽く研磨した後、水湿し

クリート製品」に規定する普通平板N－300を下地板とし、

（試験体の作製）JIS Ａ5371「プレキャスト無筋コン

（試験方法）JIS Ａ6909「建築用仕上塗材」の7.10付

 ダイヤモンドカッターを用いて、タイル周辺に沿って

下地板に達するまで切り込みを入れ、エポキシ樹脂接着

剤で鋼製アタッチメントを接着し、引張試験機を用いて

接着強さ試験を行う。なお、接着強さの測定箇所は、試

験体の中からまんべんなく5箇所を選び抜き取る。（全て

が0.6N/mm2以上を確保していること。）

 また、試験後の部材破断位置の表示を下記の中から選

び明記する。

に塗付ける。直ちにJIS A 5209「セラミックタイル」に

規定するタイルで押出し又はプレス成形による施ゆうの

「50角ユニットタイル（外のり寸法約300mm×300mm）」

を圧着する。

 その後、28日間、温度20±2℃、湿度80％以上の状態で

湿空養生を行い、これを試験体とする。

65±10％とする。

 試験室の状態 ： 試験室は、温度20±2℃、湿度

験に準ずる。

 JIS Ａ6916「建築用下地調整塗材」の7.11 曲げ強さ試

ン及び再乳化形粉末樹脂」9.9 長さ変化率に準ずる。

 JIS Ａ6203「セメント混和用ポリマーディスパージョ

が0.4N/mm2以上を確保していること。）

た後、標準時の接着強さ試験方法と同様に行う。（全て

繰返し試験完了後の試験体を標準状態で2日間静置養生し

ル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々温冷

（温冷繰返し後の接着強さ試験方法）「モザイクタイ

（品質・性能）

既製調合目地材

（試験方法）

（１）試験の条件

 試験室は、温度20±2℃、湿度65±5％ RHの標準状態と

する。また、試験に使用する材料、器具などを、予め24

時間以上標準状態に置いた後使用する。

表面をサンドペーパーを用いて軽く研磨した後、水湿し

を行い直ちに（１）で調製した試料を厚さ5mmになるよう

（４）接着強さ（標準時）の試験方法

 JIS Ａ 1171「ポリマーセメントモルタルの試験方法」

に準ずる。

 保水率＝50/平均値×100

　（注）　50：リング型わくの内径　mm

 その後、直ちにリング型わく上部にガラス板を当てて

上下を逆さまにし、ろ紙部分が上部になるようにして静

置する。 60分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが

最大と認められた方向とこれに直角な方向の長さをノギ

スを用いて、１mmの単位まで測定する。試験は３回実施

し、その平均値を用いて次式により保水率を求める。

グ型わく（内径50mm、高さ10mm、厚さ３mm）を設置し、

Aろ紙（直径11cm）をのせ、その中央部に真ちゅう製リン

の上にJIS Ｐ3801「ろ紙（化学分析用）」に規定する5

規定する磨き板ガラス（ 縦150mm、横150mm、厚さ5mm）

 JIS Ｒ3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に

換算して、所定量の試料を練り上げるのに要する材料と

練り混ぜ水を計算して用意する。

 練り混ぜは、JIS Ｒ5201「セメントの物理試験方法」

の10.2に規定する練り混ぜ機を使用し、練りばちに用意

した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投入し、3

分間練り混ぜて試料とする。

 製造業者の定める、正味質量と標準練り上がり量より

（１）試料の調製

イ）適用タイルが「モザイクタイル」の場合

（試験体の作製）JIS Ａ5371「プレキャスト無筋コン

クリート製品」に規定する普通平板N－300を下地板とし、
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（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
特

006

建築工事特記仕様書(６)

笠木

見え掛り面

タモ

ｶｳﾝﾀｰ タモ

施工

箇所

形

状

寸

法

再

生

材

料

の

適

用

Ｇ

成形

方法

吸水率に

よる区分

うわ

ぐす

り

役物 色
耐凍

害性 耐

滑

り

性Ａ

種

Ｂ

種

Ⅰ

種

Ⅱ

種

Ⅲ

種

施

ゆ

う

無

ゆ

う

有 無
標

準

特

性
有 無

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

備考欄：参照タイルシリーズ

表面仕上げの種別 適用箇所

機械加工

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

手加工

・Ｈ－Ａ種

・Ｈ－Ｂ種

・Ｈ－Ｃ種

施工

箇所
樹種 等級 形状 含水率

保存

処理

間伐材等

の適用

・

※2級

※Ａ種

・Ｂ種

・

・

・

※2級

※Ａ種

・Ｂ種

・

・

・

※2級

※Ａ種

・Ｂ種

・

・

施工

箇所
樹種 等級 形状 含水率

保存

処理

間伐材等

の適用

見え

掛り

面

・

※上小節

※Ａ種

・Ｂ種

・

・

見え

掛り

面以

外

・

※上小節

以上

※Ａ種

・Ｂ種

・
・

※Ａ種

・Ｂ種

・

・

施工

箇所
樹種

寸法

(mm)
等級 形状 含水率

保存

処理

間伐材等

の適用

※１等

・

※10％以下

・Ａ種

・Ｂ種

・

・

※１等

・

※10％以下

・Ａ種

・Ｂ種

・

・

※１等

・

※10％以下

・Ａ種

・Ｂ種

・

・

施工

箇所
樹種

寸法

(mm)
材面の品質

防虫

処理
含水率

間伐材等

の適用

（　　    　）

造作材の場合

(※A種 ・B種)

・適用

する

・適用

しない

※A種

・B種
・

（　　    　）

造作材の場合

(※A種 ・B種)

・適用

する

・適用

しない

※A種

・B種
・

（　　    　）

造作材の場合

(※A種 ・B種)

・適用

する

・適用

しない

※A種

・B種
・

施工

箇所
樹種

見付け

材面数
見付け材面の品質

間伐材等

の適用

※１等　・２等 ・

※１等　・２等 ・

※１等　・２等 ・

施工

箇所
樹種

寸法

(mm)

化粧薄板の

厚さ(mm)

見付

け材

面数

見付け

材面の

品質

間伐材

等の

適用

化粧薄板：

芯材：

※１等

・２等
・

化粧薄板：

芯材：

※１等

・２等
・

化粧薄板：

芯材：

※１等

・２等
・

施工

箇所
樹種

見付け材面

の品質
含水率

間伐材等

の適用

・

※15％以下
・

・

※15％以下
・

・

※15％以下
・

施工

箇所
樹種

寸法

(mm)

化粧薄板

の

厚さ(mm)

見付け

材面の

品質

含水率

間伐材

等の

適用

化粧薄板：

芯材：

・

※15％

以下

・

化粧薄板：

芯材：

・

※15％

以下

・

化粧薄板：

芯材：

・

※15％

以下

・

施工

箇所
樹種

寸法

(mm)

化粧薄板

の

厚さ(mm)

見付け

材面の

品質

含水率

間伐材

等の

適用

化粧薄板：

芯材：

・

※15％

以下

・

化粧薄板：

芯材：

・

※15％

以下

・

化粧薄板：

芯材：

・

※15％

以下

・

施工

箇所

厚さ

(mm)
表面の化粧加工 防虫処理

間伐

材等

の適用

・有り

(加工：・天然木化粧加工

　　　・塗装加工　)

・適用する

・適用しない

・

・無し

　(　等級：　　　　)

・有り

(加工：・天然木化粧加工

　　　・塗装加工　)

・適用する

・適用しない

・

・無し

　(　等級：　　　　)

施工

箇所
表面の化粧加工 含水率

防虫

処理

間伐

材等の

適用

・有り

(加工：・天然木化粧加工

　　　・塗装加工　)

・

※14％

以下
・

・無し

　(　　　　　　　　)

・有り

(加工：・天然木化粧加工

　　　・塗装加工　)

・

※14％

以下
・

・無し

　(　　　　　　　　)

施工

箇所
品名

曲げ性能

(強度

等級)

種別

接着性能

(仕様

環境)

樹種
寸法

(mm)

間伐材

等の

適用

施工

箇所

厚さ

(mm)

単板の

樹種名

接着の

程度

板面の

品質

防虫

処理

間伐材等

の適用

・

※5.5

※1類

・2類

広葉樹

・1等

※2等以上

針葉樹

・

※C-D以上

・適用

する

・適用

しない

・

施工

箇所
等級

単板

の樹

種名

接着

の

程度

板面

の

品質

厚さ

(mm)

防虫

処理

強度

等級

間伐材

等の

適用

・1級

※2級

以上

※1類

・2類

※C-

D以

上

・

※12

・適用

する

・適用

しない

・適用

する

(    )

・適用

しない

・

・1級

※2級

以上

※1類

・2類

※C-

D以

上

・

※12

・適用

する

・適用

しない

・適用

する

(    )

・適用

しない

・

・1級

※2級

以上

※1類

・2類

※C-

D以

上

・

※12

・適用

する

・適用

しない

・適用

する

(    )

・適用

しない

・

施工

箇所

厚さ

(mm)

単板の

樹種名

接着の程

度
防虫処理

間伐材等

の適用

・1類

・特類
・

施工

箇所

化粧板に使用す

る単板の樹種名

厚さ

(mm)

接着の

程度

防虫処理

の適用

間伐材等

の適用

・1類

・2類

・適用する

(      )
・

施工

箇所

接着の

程度

表面

性能

化粧加工

の方法

防虫処理

の適用

間伐材等

の適用

・1類

・2類

・適用する

(      )
・

(mm)

厚さ

厚さ

(mm)

(mm)

寸法

(mm)

寸法

寸法

(mm)

(mm)

寸法

(mm)

・適用

する

・適用

しない

・適用

する

・適用

しない

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板 Ｇ

し、ろ紙部分が上部になるようにして静置する。10分後

にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認められた

方向とこれに直角な方向の長さをノギスを用いて１mmま

で測定する。

(11.3.2～4、7)

(12.1.4)(表12.1.1)

木
工
事

12

章

・「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

　※規制対象外　

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

(12.2.1)

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱

(12.2.1)

ホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　

・「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

・「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

(12.2.1)

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板 Ｇ

・造作用集成材 

　Ｇ

　によるタイル

　張り

　材 Ｇ

・造作用単板積層

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板 Ｇ

　保水率（％）＝50/平均値×100

率を求める。

　試験は3回実施し、その平均値を用いて次式により保水

直ちにリング型わく上部にガラス板を当て上下を逆さに

で練り混ぜた試料を金べらで平滑に詰め込む。その後、

わく（内径50mm、高さ10mm、厚さ3mm）を設置し、（２）

紙（直径18.5cm）をのせ、その中央部に真鍮製リング型

上にJIS P 3801「ろ紙（化学分析用）」に規定する5 Aろ

規定する磨き板ガラス（縦200mm、横200mm、厚さ5mm）の

　JIS R 3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に

練り混ぜて試料とする。

た水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投入し3分間

11.2に規定する練り混ぜ機を使用し、練りばちに用意し

　練り混ぜは、JIS R 5201「セメントの物理試験方法」

練り混ぜ水を計算して用意する。

し、さらに標準加水量より用意した材料に相当する量の

練り上げるのに要する材料に相当する量を計算して用意

　正味質量と標準練り上がり量より、1.0～1.2Lの試料を

（６）吸水量

（５）長さ変化率

（４）単位容積質量

（３）保水性（ろ紙法）

（２）試料の調整

ント防水剤の試験方法」7.5に規定する方法で24時間の吸

水量を求める。試験体数は3個とし、その平均値とする。

（２）で調整した試料を用いてJIS A 1404「建築用セメ

化率試験に従って行う。

（２）で調整した試料を用いてJIS A 1171の7.8長さ変

る。

ントモルタルの試験方法」の6.4に規定する方法で求め

（２）で練り混ぜた試料を、JIS A 1171「ポリマーセメ

　　注）50：リング型わくの内径（mm）

・有機系接着剤

・表面仕上げ

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　・行う　・行わない

見本焼き　・行う　・行わない

接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　・　

目地のシーリング材

　打継ぎ目地　※ポリウレタン系シーリング材　　・　

　その他の目地　※変成シリコーン系シーリング材　　・　

下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の処理

　・目荒し工法（高圧水洗処理）　・MCR工法　　・　

　伸縮調整目地　※変成シリコーン系シーリング材　　・　

　ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系シーリング材　・　 ホルムアルデヒド放散量

ホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　・　

・普通合板 Ｇ

・床張り用合板等

・構造用合板 Ｇ

・ＣＬＴ（直交集成板）Ｇ・製材 Ｇ (12.2.1) (12.4.1) (12.5.1) (12.6.1) (12.7.1)

・「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材

・「製材の日本農林規格」以外の製材

タイルの形状、寸法等
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 ２２－１２７Ｓ

S=1:－(A3版 50%縮小)

2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
特

007

建築工事特記仕様書(７)

スラブ毎

屋根 ステンレス製

ライニング、厨房機器隙間塞ぎ

・225

BB-2

施工

箇所

表裏面の

状態によ

る区分

曲げ強さに

よる区分

耐水性に

よる区分

難燃性に

よる区分

厚さ

(mm)

・

※13タイプ

・

※P又はM

・

※15

施工箇所 等級 厚さ(mm)

・1級　・2級　・3級　・4級

・1級　・2級　・3級　・4級

施工

箇所

表裏面の

状態によ

る区分

曲げ強さ

による

区分

接着剤

による

区分

難燃性

による

区分

間伐材等

の

適用

・

適用部材 保存処理性能区分

・Ｋ２　　・Ｋ３　　・Ｋ４

・Ｋ２　　・Ｋ３　　・Ｋ４

・Ｋ２　　・Ｋ３　　・Ｋ４

適用部

材
処理方法 薬剤の種類

・

※標準仕様書12.3.1(イ)(b

)①～④による

※JIS K 1571に適合又は同

等品

施工

箇所

板及びコイル

の種類

塗膜の耐久性、め

っき付着量等の種

類及び記号

屋根葺形

式
備考

・

※JIS G 3322

の屋根用コイ

ル

・JIS3322 CGLCCR

-20-AZ150

・心木な

し瓦棒葺

・立平葺

・蟻掛葺

・横葺

・

施

工

箇

所

形式

山高、山

ピッチに

よる区分

耐力に

よる区

分

材料によ

る区分

軒先

面戸

板

耐火

性能

山

高

山ピ

ッチ

・重ね

形

・はぜ

締め形

・かん

合形

(   )

種

※鋼板製

・アルミ

ニウム合

金板製

施工

箇所

種類 大

き

さ

産

地

役物

瓦の

種類

雪止め

瓦製法によ

る区分

形状によ

る区分

寸法によ

る区分

・適用

する

・適用

しない

・適用

する

・適用

しない

種別 施工箇所 材種

・ろく屋根用

(・縦型　・横型)

・バルコニー用

・バルコニー中継

用

種類
施工箇所

（手すり、タラップ、建具以外）

・　　※HL程度

・鏡面仕上げ程度

・No.2B程度

種別 色合い等
施工箇所

（成形板、笠木、建具以外）

・AB-1種

・AB-2種
・標準色

・特注色

・AC-1種

・AC-2種
・標準色

・特注色

・BA-1種

・BA-2種
・標準色

・特注色

・BB-1種

・BB-2種
・標準色

・特注色

・BC-1種

・BC-2種
・標準色

・特注色

・C種
・標準色

・特注色

表面処理方法 種別
施工箇所

（手すり、タラップ以外）

・溶融亜鉛めっき

・A種

・B種

・C種

・電気亜鉛めっき

・D種

・E種

・F種

種別 製法 形状
板幅

(mm)

板厚

(mm)

表面処理

種別 色合い等

・アル

ミニウ

ム

・押出し

・ロール

・プレス

・

パネル

形

項目 品質・性能

防水剤の種別 建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

混合割合 セメント重量の5％以下

凝結及び

安定性

（凝結時間）

始発：1時間以上　終結：10時間以内

（安定性）収縮性、膨張性のひび割れ及びそり

の有無について確認する。

曲げ及び

圧縮強度比

防水剤を混入したもの、しないものの曲げ強度

比及び圧縮強度比　70％以上

吸水比

透水比

防水剤を混入したもの、しないものの透水比

　80％以下　ただし、透水試験における水圧

は、3.0×10
5

厚さ

(mm)

(mm)

厚さ

・30分

・無し

・有り

・無し

スパン

ドレル型

防水剤を混入したもの、しないものの吸水比

95％以下

Paとし1時間行う

(mm)

厚
さ

(14.2.3)(表14.2.2)

・長尺金属板葺

・パーティクルボード Ｇ

・構造用パネル

・ＭＤＦ Ｇ

(12.2.2、3)

接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添付されてい

ないものとする。

ホルムアルデヒド放散量

(12.3.1、2)

・防腐・防蟻処理を省略できる樹種による製材

　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

・薬剤の接着材への混入による防腐・防蟻処理

(13.2.2、3)

下葺材料

　・アスファルトルーフィング940

　・改質アスファルトルーフィング下葺材

　（・一般タイプ　・複層基材タイプ　・粘着層付タイプ）

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）

倍の風圧力に対応した工法

雪止め　・設置する（施工箇所　・図示　　・　　　　　）

屋
根
及
び
と
い
工
事

13

章

金
属
工
事

14

章

左
官
工
事

15

章

・折板葺

・粘土瓦葺

・ステンレスの

表面仕上げ

・アルミニウム

及びアルミニ

ウム合金の表

面処理

・鉄鋼の亜鉛

めっき

・軽量鉄骨天井

下地

・軽量鉄骨壁下

地

・金属成形板張

り

・アルミニウム

製笠木

・手すり及びタ

ラップ

・モルタル塗り

(13.2.2) (13.3.2、3) (表13.2.1)

材料　板及びコイルの種類（　　　　　　　　　）

　　　塗膜の耐久性、めっき付着量等の種類及び記号

　　　（・JIS3322 CGLCCR-20-AZ150）

タイトフレームにJIS G 3302以外の鋼材を直接外気の影響を

受けない屋内で使用する場合の表面処理

（標準仕様書表14.2.2による　　・Ｅ種　　・Ｆ種）

断熱材

　・有り（種別：　　厚さ(mm)：　　防火性能：　　時間）

　・無し

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）

倍の風圧力に対応した工法

　折板のけらば納め

　　※けらば包みによる方法

(13.4.2、3)

JISA5208に基づく凍害試験等

　・行う

　・行わない

　　　　金物等　材質、形状、寸法及び留付け方法

　　　　　　　・　　　　　※図示

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）

倍の風圧力に対応した工法

棟の工法　・　　　　　※標準仕様書13.4.3(4)(ｱ)(ｲ)　

(13.5.2、3) (表13.5.5)

といその他の材種

　・配管用鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管　・ルーフドレン

　・

とい受金物

　材種　・　　　　　　　　※溶融亜鉛めっきを行ったもの

　 形 状 　

　　　　※市販品（とい径100以下）

　　　　・25×4.5（とい径100を超えるもの）

　取付け間隔　

足金物

　材種　・　　　　　　　※溶融亜鉛めっきを行ったもの

　形状　・　　　　　　　※市販品

　取付け間隔　

多雪地域　　・適用する　　　・適用しない

防露材のホルムアルデヒド放散量

鋼管製といの防露巻き

　・適用する（工法：・　　※標準仕様書表13.5.4による）

　・適用しない

(14.2.1)

(14.2.2) (表14.2.1)

(14.4.2～4) (表14.4.1)

　　　　　　　屋内　※19形　・25形

・屋外の軒天井、ピロティ天井等

　工法

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）

倍の風圧力に対応した工法

　　　野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合

・天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合

　補強方法　・図示　　※標準仕様書14.4.4(8)による

・天井のふところが3.0mを超える場合

・天井下地材における耐震性を考慮した補強

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　）

ルーフドレンの材種その他

陽極酸化皮膜の着色方法　※二次電解着色　・三次電解着色

野縁等の種類　屋外　※25形　・19形

(14.5.3、4) (表14.5.1)

(14.6.2、3) (表14.2.1)

スタッド、ランナーの種類

　・

　※標準仕様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に

　　応じた種類 　

　・図示

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

　・　　　　　　　　　※標準仕様書14.5.4.(5)による

取付け用下地　・図示　　※標準仕様書14.4による 

伸縮調整継手　・設ける（施工箇所　・図示　・　　　　）

　　　　　　　・設けない

(14.7.2、3) (表14.2.1) (表14.7.1)

種類　・250形　・300形　・350形　

　　　　　色合等　・標準色（　　　）・特注色（　　　）

笠木の固定金具の工法等

　倍の風圧力に対応した工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）

(14.8.2、3)

手すり　　・SUS304（表面処理　・　　　　　※HL程度　）

　　　　　・鋼製　表面処理　溶融亜鉛めっき種別

タラップ　・SUS304（表面処理　・研磨なし ・ＨＬ程度　）

　　　　　・鋼製　　（表面処理　※溶融亜鉛めっきC種

(15.3.2、5)

　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　）

　 　　　 ※標準仕様書表14.2.2による

モルタル　・現場調合材料　　　・既調合材料

　　　既調合材料（　　　　　　　　　　　　　　　）

既製目地材　・設ける　施工箇所（　　　　　）

　　　　　　　　　　　形状（※図示　・　　　　　）

　　　　　　・設けない

床の目地　　・設ける

　　　　　（目地割り 

　　　　　　　　　　 ※２㎡程度（最大目地間隔３ｍ程度）

 　　　　　（種類　・　　　　　　※押し目地）　

 　　　　　 ・設けない

塗りの接着力試験

外装タイル張り下地等の下地モルタル塗り及び下地調整塗材

 ・適用する　・適用しない

・防水剤

（品質・性能）

による

（試験方法）JIS A1404「建築用セメント防水剤試験方法」

　※規制対象外　・　

　　・　

瓦桟木　材質　※杉　・　

棟補強用心材　材質　※杉　・　

　　　　　　　寸法　※幅40×高さ30(mm)　以上　　　・　

　　　　寸法　※幅21×高さ15(mm)以上　　・　

瓦桟木の留付け工法　　※図示　・　

・とい

　※規制対象外　・　

　・図示　・　

　　　周辺部の端からの間隔　・図示　・　

　　　野縁の間隔　・図示　・　

　補強方法　※図示　・　

　補強方法　※図示　・　

　補強箇所　・図示　・　

　補強方法　※図示　・　

スタッドの高さが5.0mを超える場合　※図示　・　

表面処理　種別（　　）種　（　　）

・防腐・防蟻処

理

・接着剤
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シリコン

S-5

A-4

W-5

種類 呼び名
防火

材料

仕上げの

形状
工法等

・薄付

け仕上

塗料

・外装薄

塗材Si
・

・砂壁状

・ゆず肌状
・吹付け

・ゆず肌状

・さざ波状
・ローラー塗り

・可とう形

外装塗材Si
・

・砂壁状

・ゆず肌状
・吹付け

・ゆず肌状

・さざ波状
・ローラー塗り

・外装薄塗

材E
・

・砂壁状

・ゆず肌状
・吹付け

・平たん状

・凹凸状
・こて塗り

・ゆず肌状

・さざ波状
・ローラー塗り

・着色骨材砂壁状
・吹付け

・こて塗り

・可とう

形外装塗

材E

・

・砂壁状

・ゆず肌状
・吹付け

・平たん状

・凹凸状
・こて塗り

・ゆず肌状

・さざ波状
・ローラー塗り

・防水形

外装薄塗

材E

・

・ゆず肌状

・さざ波状
・ローラー塗り

・凹凸状 ・吹付け

・外装薄

塗材S
・ ・砂壁状 ・吹付け

・内装薄

塗材C

・内装薄

塗材L

・

・凹凸状 ・吹付け

・平たん状

・凹凸状
・こて塗り

・ゆず肌状

・さざ波状
・ローラー塗り

・内装薄

塗材Si

・内装薄

塗材E

・

・砂壁状じゅらく

・ゆず肌状
・吹付け

・平たん状

・凹凸状
・こて塗り

・ゆず肌状

・さざ波状
・ローラー塗り

・内装薄

塗材W
・

・京壁状じゅらく

・ゆず肌状
・吹付け

・平たん状

・凹凸状
・こて塗り

・厚付

け仕上

塗料

・外装厚

塗材C
・

・吹放し ・吹付け

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・こて塗り

・外装厚

塗材Si

・外装厚

塗材E

・

・吹放し ・吹付け

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・こて塗り

・ローラー塗り

・厚付

け仕上

塗料

・内装厚

塗材C
・

・吹放し ・吹付け

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・こて塗り

・内装厚

塗材L
・

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・こて塗り

・内装厚

塗材Ｇ
・

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・こて塗り

・外装厚

塗材Si

・外装厚

塗材E

・

・吹放し ・吹付け

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・こて塗り

・ローラー塗り

・複層

仕上塗

材

・複層塗

材CE

・複層塗

材Si

・複層塗

材E

・複層塗

材RE

・

・凹凸状 ・吹付け

・ゆず肌状 ・ローラー塗り

・可とう

型複層塗

材CE

・
・凹凸状 ・吹付け

・ゆず肌状 ・ローラー塗り

・防水型

複層塗材C

E

・防水型

複層塗材E

・防水型

複層塗材R

E

・

・凹凸状 ・吹付け

・ゆず肌状 ・ローラー塗り

・軽量

骨材仕

上塗材

・吹付用

軽量塗材
・ ・砂壁状 ・吹付け

・こて塗

用軽量塗

材

・ ・平たん状 ・こて塗り

種類 材質 線径 網目

・防虫網

※合成樹脂製

・ガラス繊維入り

合成樹脂製

・ステンレス(SUS3

16)製

・

※0.25mm以上

・

※16～18メッ

シュ

・防鳥網
ステンレス(SUS304

)線材
1.5mm 網目寸法15mm

(15.2.4)

(15.5.2) (表15.5.1)

(15.6.2)

建
具
工
事

16

章

下地

※木ずり、こまい土壁塗り、せっこうラスボード、せっ

こうボード

　・

調合及び塗厚

・木ずり下地の場合　　　※標準仕様書表15.10.1

　・こまい土壁下地の場合　※標準仕様書表15.10.2

(15.11.2～5、7、8)

　　　　　　　　　・こんにゃくのり　・にかわ

調合

工程　　※Ａ種　・Ｂ種

（16.1.3）

(16.1.4)

建具見本の製作　　・行う（建具符号：　　　　）

　　　　　　　　　・行わない

建具見本の程度　　・工事に使用するものとして、あらかじ

め製作する

　　　　　　　　　・納まり等が分かる程度のもの　

特殊な建具の仮組　・行う（建具符号：　　　　）

　　　　　　　　　・行わない

(16.1.6)

・適用する（・建具表による　・　　　　）

・適用しない

(16.2.2、4、5) (表14.2.1)（表16.2.1）

性能値等

　耐風圧性の等級　（・　　・　　　　　　　）

　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　）

　気密性の等級　　（・　　・　　　　　　　）

　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　）

　　　　　　　　※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

表面処理

　外部に面する建具　

　　種別　・BB-1　　・BB-2　　（標準仕様書表14.2.1）

　　着色　・標準色　・特注色　

　屋内の建具　　　　

　　種別　・BC-1　　・BC-2　　（標準仕様書表14.2.1）

　　着色　　・　標準色　　・　特注色　

ステンレス製のくつずりの仕上げ

(16.2.3)

（16.2.5）(16.3.2～5)（表16.3.1）

性能等級

　性能値等

　耐風圧性の等級　（　　　　　　　　）

　気密性の等級　　（　　　　　　　　）

　水密性の等級　　（　　　　　　　　）

　外部に面する建具

　　・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　・Ｄ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　・Ｅ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　防音ドア・防音サッシ　遮音性の等級（・T-1  ・T-2  ）

　　（建具符号：・建具表による　・　　　    　）

　断熱ドア・断熱サッシ Ｇ

　　断熱性の等級（・H-4 ・H-5 ・H-6　・　）

　　（建具符号：・建具表による　・　　　    　）

表面色　　　　　　・標準色　　　　・特注色

ガラス　　　　　　・　　　　　　　※複層ガラス

ステンレス製のくつずりの仕上げ

(16.2.2) (16.4.2～4) (表16.4.2)

性能等級

　簡易気密型ドアセット

　　・適用する（建具符号：・建具表による　・　　）

　　・適用しない

　外部に面する建具の耐風圧性

　　・S-4（建具符号：・建具表による　・　　　 　）

　　・S-5（建具符号：・建具表による　・　　　 　）

　　・S-6（建具符号：・建具表による　・　　　 　）　　

　防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　）

Ｇ　　断熱性の等級（・　　）

　耐震ドア　　面内変形追随性の等級（・　　）

　　（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　耐震性能

　　建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

　※標準仕様書表16.4.2による

ステンレス製のくつずりの仕上げ

・ラス系下地

・セルフレベリ

ング材塗り

・仕上塗材仕上

げ

　　溶媒　　　・　　　　　　※水系

　　樹脂　　　・　　　　　　※アクリル系

　　外観　　　・　　　　　　※つやあり

(15.6.4)・ALCパネルの場

合の下地処理

・マスチック塗

材塗り

内壁目地部の形状　・　　　　　※Ｖ形目地付き

種別　・Ａ種　・Ｂ種

・せっこうプラ

スター塗り

　　　　　・現場調合プラスター（下塗り用）

下塗り　　・既調合プラスター（下塗り用）

上塗り　　・既調合プラスター(上塗り用)

　　　　　・しっくい塗り

・ロックウール

吹付け ロックウールのホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　　※規制対象外　

・しっくい塗り

しっくい

　・既調合材料

　　　種類　　（　　　　　　　　　　）

(15.10.2、3)

(15.12.2、3)

・こまい壁塗り

・防火戸

・見本の製作等

・防犯建物部品

・アルミニウム

製建具

・網戸等

・樹脂製建具

・鋼製建具

(15.7.2)

(15.8.3)

　　　　　　　　　・合成樹脂系混和剤　・　

・建具表による　・　

枠の見込み寸法　・建具表による　・　

結露水の処理方法　※図示　・　

水切り板、ぜん板　※図示　・　

　※HL程度　　・No.2B程度　　　・　

枠の見込み寸法　　・建具表による　・　

水切り板、ぜん板　※図示　　　　　・　

　※HL程度　　・No.2B程度　　・　

　※HL程度　　・No.2B程度　　・　

ラス系下地

ラスの材料

　素材による区分　　　　（　　　　　　　　　　）

　種類　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　）

　単位面積当たりの質量　（　　　　　　　　　　）

・せっこう系　　・セメント系

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　・　

仕上塗材の種類

薄付け仕上塗料

　吸放湿性　　・適用する　　・適用しない

厚付け仕上塗料

　吸放湿性　　・適用する　　・適用しない

　上塗材　　　・適用する　　・適用しない

複層仕上塗料

　耐候性　　　・　　　　　　※耐候形３種

　上塗材の種類

　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　）

　水密性の等級　　（・　　・　　　　　　　）

　外部に面する建具の種別

　 ・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　 ・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　 ・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）　

　 ・Ｄ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　 ・Ｅ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　断熱ドア・断熱サッシ Ｇ　断熱性の等級（・　　）

    （建具符号：・建具表による　・　　　　）

　耐震ドア　面内変形追随性の等級（・　　）

    （建具符号：・建具表による　・　　　　）

    （建具符号：・建具表による　・　　　　）

　防音ドア・防音サッシ　遮音性の等級（・　　）

　耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

ステンレス鋼板　・　

　　　製造所　（　　　　　　　　　　）

　・現場調合材料　※標準仕様書15.10.2(1)(ｱ)による

仕上げ吹付け厚さ(mm)　・図示　・25　・　

・土物仕上げ

　種類　・土物仕上げ工法

　　　　　・水ごね土物１工法　　・水ごね土物２工法

　　　　　・のりさし土物工法　　・のりごね土物工法

　　　　　・砂壁仕上げ工法　　　・切返し仕上げ工法

・大津仕上げ

　種類　・普通大津仕上げ工法　・大津みがき仕上げ工法

色砂の種類

・大津仕上げに用いる色土の種類　（　　　　　　　　）

・土物仕上げに用いる色土の種類　（　　　　　　　　）

色土

・天然砂と岩石の砕砂

・人工的に着色・製造したもの

　下塗りの調合　・　

　　　　　　　　※標準仕様書表15.11.2

塗厚　

　※標準仕様書表15.11.3による

・建築基準法に基づく耐力壁の指定がある場合

のり

・砂壁用ののり　※ふのり　・つのまた

・土壁用ののり　・ふのり　※つのまた　・ぎんなんそう

　            　・粉末海藻　・　

（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　断熱ドア・断熱サッシ 

　　（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　（建具符号：・建具表による　・　　　　）

ステンレス鋼板　・　

　　　　　　　　※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

鋼板類の厚さ

（ 　　　　　　　　　　　　　　　）

・耐力壁、防火構造、準防火構造等の指定

・直張りラスシートモルタル下地

・直張りラスモルタル下地

・通気構法二層下地

　　換気口部の防水処理　　　・　

・通気構法単層下地
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合板の種類 規格等 備考

・普通合板 Ｇ 表面の樹種

　生地、透明塗料塗り

　　(※ラワン合板程度　・　)

　不透明塗料塗り

　　(※しな合板程度　・　)

板面の品質 (　　　　　　　)

接着の程度 (・１種　・２種)

・天然木化粧合

板 Ｇ

樹種名 (　　　　　　　　　　　)

接着の程度 (・１種　・２種)

・特殊加工化粧

合板 Ｇ

化粧加工の方法

(・オーバーレイ　・プリント　・塗装

)

表面性能 (　　　　　　　)タイプ

接着の程度 (・１種　・２種)

使用扉

の質量

に対す

る性能

(シリ

ンダ箱

錠のみ

)

1) ラッチボルトの側圧強度試験（4KN）を行い、

荷重を除いたとき、ハンドル操作及びラッチング

に支障がない。

2) レバーハンドルのねじり強度試験（3.5KN・cm

）を行なった後、トルクを除いたとき、ハンドル

が正常に作動していること。また、施錠時ハンド

ルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ

、施解錠操作に支障がない。

3) 握り玉のねじり強度試験（3KN・cm）を行なっ

た後、トルクを除いたとき、握り玉が正常に作動

していること。また、施錠時握り玉が固定される

錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に

支障がない。

4) ハンドルの引張強度試験（2KN）を行い、荷重

を除いたとき、ハンドルが正常に作動しているこ

と。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施

錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がな

い。

5) ハンドルの垂直荷重強度試験（2KN）を行い、

荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動してい

ること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は

、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障

がない。

鍵

1) かぎ（鍵）数は、1.5万以上とする。ただし、

違い数とみなさないものとする。

2) 同一タンブラーの使用数は、60％以下とする。

また、6本タンブラーにおいては、キーの同一刻み

は、最大2連続までとしていること。

ねじり

強度

レバーハンドルのねじり強度試験（3.5KN・cm）を

行なった後、トルクを除いたとき、ハンドルが正

常に作動していること。また、施錠時ハンドルが

固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施

解錠操作に支障がないこと。

引張り

強度

ハンドルの引張強度試験（2KN）を行い、荷重を除いた

とき、ハンドルが正常に作動していること。また、施

錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され

、かつ、施解錠操作に支障がないこと。

垂直荷

重強度

ハンドルの垂直荷重強度試験（2KN）を行い、荷重を除

いたとき、ハンドルが正常に作動していること。また

、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持

され、かつ、施解錠操作に支障がないこと。

　　　　　区分

性能試

験項目

①ドアクロー

ザ

②ヒンジクロ

ーザ

③フロアヒン

ジ

初

期

値

閉じ

力及

び効

率に

よる

区分

(注1)

(注2)

Grad

e2

番

手

閉じモ

ーメン 効率

(％)

閉じモ

ーメン 効率

(％)

閉じモ

ーメン 効率

(％)

1 5以上
30

以上
5以上

30

以上
5以上

30

以上

2 10以上
30

以上

10

以上

30

以上

30

以上

3 15以上
35

以上
15以上

35

以上

4 25以上
40

以上
25以上

40

以上

5
45

以上
35以上

45

以上

45

以上

6 45以上
45

以上
45以上

45

以上

45

以上

閉じ速度(秒)

常温（5～35℃）無風状態において、開

を5～8秒に調整できること。

初

期

値

温度依存性(℃)

緩衝油の流動点は、JIS K 2269(原油及び石

油製品の流動点並びに石油製品曇り点試験

方法）により測定し、－15℃以下であるこ

と。

スト

ップ

力

ストッ

プ入力

60 N･m以下

但しコンシ

100 N･m以下 100 N･m以下

ストッ

プ解除

力

8 N･m以上 3 N･m以上 10 N･m以上

バックチェッ

ク性能（秒）

（バックチェ

ック機能を有

する機種のみ

適用）

ドア開扉方

向に荷重60 

バックチェ

ック開始角

度（70～85

°）から更

に20°まで

開く間の時

間は0.8秒以

上としてい

ること。

－ －

ディレードア

クション性能

（秒）

ディレードア

クション解除

角度（60～75

°）

（ディレード

アクション機

能を有する機

種のみ適用）

開扉90°の位

置からディレ

ードアクショ

ン解除角度ま

での時間が10

 秒以上確保

でき、また、

その時間の調

整が可能であ

ること。

－ －

戸の閉鎖位置（

中心吊り込み両

自由のみに適用
－ － ±3mm以内

耐

久

性

繰返し開閉

後の閉じモ
a

d

耐久試験後も

上記初期値を

満足している

こと。

耐久試験後も

上記初期値を

満足している

こと。

耐久試験後も

上記初期値を

満足している

こと。

繰返し開閉

a

d

e

耐久試験後も

上記初期値を

満足している

こと。

耐久試験後

も上記初期

値を満足し

ていること。

耐久試験後も

上記初期値を

満足している

こと。

繰返し開閉後の

閉じ速度（秒）

耐久試験後も上記初期値を満足しているこ

と。

繰返し開閉後の

バックチェック

性能（秒）

耐久試験後も

上記初期値を

満足している

こと。

－ －

繰返し開閉後の

ディレードアク

ション性能（秒

）

耐久試験後も

上記初期値を

満足している

こと。

－ －

繰り返し開閉後

－ －
耐久試験後

±6mm以内

耐久性の試験回

数（繰り返し開

閉回数）

r

a

d
20万回 10万回 30万回

使用頻

度によ

る性能

1)（シリンダ箱錠のみ）ラッチボルトの開閉繰り

返し試験（40万回）を行った後、ハンドルでの開

閉操作力及びラッチング力が試験前の2倍未満であ

り、動作に支障がない。

2)キーによるデッドボルトの施解錠繰り返し試験

（10万回）を行った後、試験前の回転トルクの2倍

未満であり、施解錠操作に支障がない。（シリ

ンダ本締り錠のみ）シリンダ単体の施解錠繰り返

しの評価は、シリンダだけの回転トルクが10N･cm

以下とする。

3)キーによる施錠機構の施解錠繰り返し試験（10万回

）を行なった後、試験前の回転トルクの2倍未満であり

、施解錠操作に支障がない。

4)キーの抜き差し繰り返し試験（10万回）を行な

った後、キーの抜き差しに要する荷重は10N以下で

ある。また、未使用の合鍵でシリンダが回

転でき、かつ、1箇所1段差浅い刻みをもつ異なる

キーでは、シリンダが回転しないこと。（キーに

加えるトルクは、150N･cmとする）

外力に

対する

性能

1) デッドボルトの押込み強度試験（10KN）を行なった

後、荷重を除いたときのデッドボルトの出寸法は8mm以

2) デッドボルトの側圧強度試験（10KN）を行なっ

た際、加圧板がデッドボルトを通過しない。

3) デッドボルトの押込み強度（衝撃荷重）試験（

58.8J）の衝撃荷重を加えたとき、解錠状態(デッ

ドボルトの突出量が8mm未満）にならないこと。

4)デッドボルトの側圧強度（衝撃荷重）試験(58.8

J)の衝撃荷重を加えたとき、解錠状態（加圧板が

デッドボルトを通過した状態）にならないこと。

扉（70°）から全閉（0°）までの時間

45以上

35以上

25以上

15以上

10以上

ト
(N・m)

トト

(N・m) (N・m)

35以上

G

2
e

2

G
r

2
e

r
G

ールド型は

200 N･m以下

N/㎡を開扉

50°から負

荷する。

以上

35

以上

40

上であること。

異なるキーウェイ形状であっても、共通のキー

セクションが存在する場合は、有効かぎ（鍵）

ーメント

(N･m)

後の効率

(％)

の戸閉鎖位置

(mm）

表面板の厚さ　・　　　　　　　※表16.7.6による　

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムア

性能等級

・鋼製軽量建具

・ステンレス製建

具

・木製建具

(16.2.2) (16.5.2～4)

　簡易気密型ドアセット

　　・適用する（建具符号：・建具表による　・　）

　　・適用しない

　防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　）

　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

　断熱ドア・断熱サッシ Ｇ　断熱性の等級（・　　）

　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

　耐震ドア　面内変形追随性の等級（・　　）

　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

　耐震性能

　　建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

材料　鋼板　・亜鉛めっき鋼板　・ビニル被覆鋼板

　　　　　　・カラー鋼板　・ステンレス鋼板

　　　ステンレス鋼板 

　　　　　　　　　　 ※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

鋼板類の厚さ（mm）　・　　使用箇所（　　　　　　）

　　　※標準仕様書表16.5.1による　

召合せ、縦小口包み板の材質　・　　　　　※鋼板　

ステンレス製のくつずりの仕上げ

(16.2.2) (16.4.2) (16.6.2～5)

　 　

　　（建具符号：・建具表による　・　　　    　）

Ｇ　断熱性の等級（・　　）

　　（建具符号：・建具表による　・　　　　    ）

　　（建具符号：・建具表による　・　　　　）

(16.7.2～4)

建具材の加工、組立時の含水率　・　　　※Ｂ種　

ルデヒド放散量

　かまち樹種（　　　）　鏡板樹種（　　　）

　見込み寸法　・建具表による　・　　　　　※36mm

・建具用金物

　張りの種別（・Ⅰ型　・Ⅱ型）

　上張り（押入等の裏側以外）

　縁仕上げ

　　・塗り縁　・生地縁（素地）

　　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

(16.8.2、3)(表16.8.1)

金物の種類及び見え掛り部の材質等

金属性建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　　

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

木製建具に使用する戸車及びレール

・フラッシュ戸

　表面材の合板の種類

・かまち戸

・ふすま

　※HL程度　・No.2B程度　　・　

　※規制対象外　・　

枠、くつずりの材料　・建具表による　・　

性能等級

　簡易気密型ドアセット

　　・適用する（建具符号：・建具表による　・　　）

　　・適用しない

　外部に面する建具の耐風圧性

　　・S-4（建具符号：・建具表による　・　　　 　）

　　・S-5（建具符号：・建具表による　・　　　　 ）

　　・S-6（建具符号：・建具表による　・　　　　 ）

　防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　）

　断熱ドア・断熱サッシ 

　耐震ドア　面内変形追随性の等級（・　　）

　耐震性能

　　建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

ステンレス鋼板　・　

　　　　　　　　※SUS304、SUS430J1L　又はSUS443J1

表面仕上げ　・　　　　　※ＨＬ　・鏡面仕上げ　

ステンレス鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　・角出し曲げ

ステンレス製のくつずりの仕上げ

　※HL程度　　・No.2B程度　　・　

・建具表による

・建具表による　　　　

　・　　　　　　

・建具表による

・建具表による　　　

　　※標準仕様書表16.8.4による

　　※標準仕様書表16.8.3による

　　※標準仕様書表16.8.5による

　　※標準仕様書表16.8.1により適用は建具表による

・建具表による　・　

・錠前類

【シリンダ箱錠及びシリンダ本締まり錠】

（品質）

デッドボルトの出寸法は17mm以上とする。

ストラクションキーなどのキーシステムが構築できるものと

する。

（性能）

鍵付きのものはマスターキー、グランドマスターキー、コン

置　

握り玉及びレバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位

　見込み寸法　　・建具表による　・　　　　　※30mm　

・紙張り障子

　見込み寸法　　・建具表による　・　　　　　※30mm　

・戸ぶすま

　見込み寸法　　・建具表による　・　　　　　※19.5mm

　　・鳥の子　・新鳥の子又はビニル紙程度

試験方法は、JIS A 1541-1（建築金物－錠－第１部：試験方

法）による。

・クローザ類

（品質・性能）

【レバーハンドル】

（性能）

法）による。

試験方法は、JIS A 1541-1（建築金物－錠－第１部：試験方

　　※標準仕様書表16.8.2
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 ２２－１２７Ｓ

S=1:－(A3版 50%縮小)

2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
特

010

建築工事特記仕様書(１０)

セクション

材料による

区分

耐風圧性能

区分(Pa)

開閉方式

による区

分

収納形式によ

る区分

ガイドレ

ールの材

料

※スチール

タイプ

・アルミニ

ウムタイプ

・ファイバ

ーグラスタ

イプ

※バラン

ス式

・チェー

ン式

・電動式

・スタンダー

ド式

・ローヘッド

式

・ハイリフト

式

・バーチカル

式

※溶融亜

鉛めっき

鋼板

・ステン

レス鋼板

建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(mm)

アルミニウム製

・図示

・

・建具の製造所の仕

様による

鋼製及び鋼製軽量
・シーリング材

・

・図示

・

・建具の製造所の仕

様による

ステンレス製
・シーリング材

・

・図示

・

・建具の製造所の仕

様による

樹脂製

・図示

・

・建具の製造所の仕

様による

表

面

形

状

呼び寸

法
厚さ

色調 目地幅(mm) 伸縮調

整目地 防火性

能
ク

リ

ア

乳

白
平積み 曲面積み

・

正

方

形

・125

×125
80 ・ ・

・

※8～15

・15～25

外側

・

※15以下

内側

・

※6以上

・図示

※6m以

下ごと

に幅10

～25

※無し

・有り

・160

×160

・95

・125
・ ・

・200

×200

・95

・125

・320

×320
95

・

長

方

形

・250

×125
80

・320

×160
95

水密性 気密性 遮音性 耐火性 耐温度差性(℃)

・30分

・1時間

・80

・70

・60

支点間距離(h) 耐風圧性能

4m以下
・たわみ量が±(1/150)×h

　かつ絶対量20mm以下であること

4mを超える

施工部位 種別 規格帯

・ファスナー部

・取付けブラケット

・パネル目地部

・層間ふさぎ

  チャンネル形

・

・シーリング材

・グレイジング

・ガスケット

・シーリング材

・グレイジング
・ガスケット

  チャンネル形

・

・125(1250)

・100(1000)

・50(500)

・75(750)

位置

(mm)

・鍵

・自動ドア開閉装

置

・自閉式上吊り引

戸装置

注１. パラレル取付けは、右記の閉じモーメントの70％程度

までとする。

注２. コンシールド型は右記の閉じモーメントの50％程度ま

でとする。

Grade1を選定する場合は、図示による。

（試験方法）

１）性能試験は、JIS A 1510-3（建築用ドア金物の試験方法

－第３部：フロアヒンジ、ドアクローザ及びヒンジク

ローザ）に規定する試験方法による。

２）試験ドアの質量は、1番手は25㎏、2番手は40㎏、3番手

は60㎏、4番手は80㎏、5番手は100㎏、6番手は120㎏とす

る。

(16.8.4)

マスターキー　・製作する　・製作しない

鍵の製作本数　　・　　　　※各室３本１組（室名札付き）

鍵箱　　　　　※有り　・無し

(16.9.2、3)

　性能値　　　　※標準仕様書表16.9.1

　・種類・開閉方式　　　　（　　　　　　　　　　　）

　・耐電圧　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　・温度上昇　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　・耐久性（サイクル）　　（　　　　　　　　　　　）

　・防錆                 　(                      )

　・電源                   (                       )

・多機能トイレ出入り口引き戸用駆動装置　

　性能値　※標準仕様書表16.9.2

　・耐電圧　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　・温度上昇　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　・耐久性（サイクル）　　（　　　　　　　　　　　）

　・防錆                   (                      )　

　・電源                   (                      )

・引き戸用検出装置

　性能値　※標準仕様書表16.9.3

　・耐電圧　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　・防錆                 　(                      )

　・防滴　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　・電源                   (                      )

戸の開閉方式　

引き戸用検出装置の種類　　標準仕様書表16.9.4

凍結防止措置

　・適用する　　　　　　・適用しない

(16.10.3)（表16.10.1）

性能値等　※（表16.10.1）

　・手動開き力 　　 　（　　　　　　　　　　　　　　）

　・手動閉じ力　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　・閉じ速度の調整　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　・制動区間　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　・開閉繰返し　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　・耐衝撃性　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

（試験方法）

（１）耐久性（開閉繰り返し）試験

　閉については外力によらず、試験体の自閉装置及び制

御装置のみにより戸を開端位置から閉端位置までの作動

を確認できる試験を行う。

　同試験に用いる試験体は片引戸とし、開口内法有効高

さ2,000mm、幅は最大寸法とする。

　適用戸総質量の区分毎に試験を行う。自閉装置、制御

装置は10万回以上の時点で1回のみ調整を行えるものと

し、また、その他の制御装置についてはメーカーの耐久

性能試験成績書において2万回以上の耐久性能を確認する

ことで、試験に代えることができるものとする。

（２）耐衝撃性試験

　下高さ17cmにて、ドアの中央部にドアが外れる方向に

衝撃を与える。耐衝撃性試験に用いる試験体は片引戸、

開口内法有効寸法は高さ2,000mm、幅900mmとする。適用

戸総質量の区分毎に試験を行う。

（３）気密性能試験

JIS A 1516「建具の気密性試験方法」による。
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・引き戸用駆動装置　

・重量シャッ

ター シャッターの種類

 ・管理用シャッター　耐風圧強度（　　）N/㎡

 ・外壁用防火シャッター　耐風圧強度（　　）N/㎡

 ・屋内用防火シャッター

 ・防煙シャッター

開閉方式の種類　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

二重チェーン、急降下制動装置、急降下停止装置を設けた電

動シャッターの設置箇所

　・図示　　・　　　　　

障害物感知装置を設けた電動シャッターの設置箇所

　・図示　　・　　　　

屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止機

構

　・設ける　（設置箇所　・図示　　・　　　　）

　「防火区画に用いる防火設備等の構造方法を定める件」

　　※障害物感知装置 (自動閉鎖型)

　・設けない

管理用シャッターのシャッターケース

　・設ける　・設けない

スラット及びシャッターケース用鋼板

　鋼板の種類

　　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板鋼帯）

・軽量シャッ

ター

　　　　

・オーバー

ヘッドドア

障害物感知装置を設けた電動式シャッターの設置箇所

・ガラス

フロート板ガラスの品種及び厚さの呼びによる種類

　・建具表による

型板ガラスの厚さによる種類

　・建具表による

網入板ガラス及び線入板ガラスの網又は線の形状、板の表面

の状態及び厚さの呼びによる種類

　・建具表による

合わせガラス

　材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに合わせガラス

　の合計厚さ

　形状による種類

　　・平面合わせガラス　　　・曲面合わせガラス

　落球衝撃はく離特性並びにショットバック衝撃特性による

種類

　　・Ⅰ類　　・Ⅱ－１類　　・Ⅱ－２類　　・Ⅲ類

(16.11.2、3)

(16.12.2～4)

(16.13.2、3)

(9.7) (16.14.2～4) (表16.14.1)

強化ガラス

　形状による種類、材料板ガラスの種類による名称

　破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類

　　・Ⅰ類　　・Ⅲ類

熱線吸収板ガラス

　板ガラスによる種類、厚さによる種類

　　・建具表による

　性能による種類

　　・１種　　・２種

複層ガラス

　材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの

　厚さ

　断熱性による区分

　　・Ｔ１　・Ｔ２　・Ｔ３　・Ｔ４　・Ｔ５　・Ｔ６

　日射取得性、日射遮蔽性による区分

　　・Ｇ　　　・Ｓ

　乾燥気体の種類

　　・空気　　　・アルゴン　　　・　　　　　　　　　　

熱線反射ガラス

　材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

　日射熱遮へい性による区分

　　・1種　　　・　2種　　　・　3種

　耐久性による区分（日射熱遮蔽性による区分が2種の場

　合）

　　・Ａ類　　・　Ｂ類　　

　映像調整　　・行わない　　・行う

倍強度ガラス

　材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

ガラスの留め材及び溝の大きさ

耐震性能 

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

・ガラスブロッ

ク

(16.14.5)

曲面積みの曲率半径は、ガラスブロックの幅寸法の10倍以上

とする。

　

壁用金属枠及び補強材

　※図示

　　　形状　・　　　　　　　※はしご形状複筋及び単筋　

　　　寸法　・　　　　　　　※径5.5mm　

力骨　材質　・　　　　　　　※ステンレス鋼(SUS304)

化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　　　）

金属製化粧カバー

　材質　・ステンレス製　・アルミニウム製

工法

目地部の横力骨の納まり

　・　　　　　　・図示

　※ガラスブロック製造所の仕様による

・取付方法、性能

等

(17.1.3) (17.2.2) (17.3.2)

取付方法　・層間方式　・柱・梁方式　・方立方式

耐風圧性

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）

　倍の風圧力に対応した工法

耐震性能

　建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

構造用ガスケット

　・適用する　（施工箇所　・図示　・　　　　　　）

　　　材質　・クロロプレン系　・EPDM系　・シリコーン系

　　　形状　・H型　・Y型　・C型

　　　寸法(mm)　ガラス板厚（　　）

　　　　　　　　支持枠の厚さ（　　）

　　　　　　　　ウェブの寸法（　　）

　・適用しない

断熱材Ｇ　

　種類（　　　　　　　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　）

耐火材料

主要部材の耐風圧性能（ガラスを除く）

性能

　・建具表による　　　　・　

　・建具表による　　　　・　

　 (昭和48年12月28日 建設省告示第2563号) に定める基準

　に適合するもの

　めっきの付着量　※Z12又はF12　・　

　・図示　　・　

　　・建具表による　　　・　

　　・建具表による　　・　

　　・建具表による　　・　

　　・建具表による　　　・　

　　・建具表による　　　・　

　寸法　※図示　・　

　形状　※図示　・　

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）

　倍の風圧力に対応した工法

　　　　　・スパンドレル方式　・　

　施工箇所　・図示　・　

開閉方式の種類

耐風圧強度（　　）N/㎡

スラットの材質の種類

　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　めっきの付着量（※Z06又はF06　・　　　　　）

　・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっ

　　き鋼板及び鋼帯）

　　めっきの付着量（※AZ90　・　　　　　）

スラットの形状　・インターロッキング形

　　　　　　　 ・オーバーラッピング形

　・上部電動式（手動併用）

　　※手動式

障害物感知装置を設けた電動シャッターの設置個所

　　・図示　
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建築工事特記仕様書(１１)

※その他の塗床の仕様は仕上表による

1

1

下地面等 種別

木部
不透明塗料塗りの場合 ※A種　・B種

透明塗料塗りの場合 ※B種　・A種

鉄鋼面 ※C種　・A種　・B種

亜鉛めっき鋼面 ・A種　・B種

モルタル面及びプラスター面 ※B種　・A種

コンクリート面(DP以外)及びALCパネル

面
※B種　・A種

押出成形セメント板 ・A種　・B種

せっこうボー

ド面及びその

他ボード面

目地：継目処理工法 ※A種　・B種

目地：継目処理工法以

外
※B種　・A種

下地面等 工程の種別 塗料の種別

鉄鋼面
見え掛り部 ※A種　・B種

・A種　・B種

EP-G(屋内)の場合

※B種　・A種見え隠れ部分 ※B種　・A種

亜鉛め

っき鋼

面

鋼製建具等 ※A種　・B種 ・A種　・B種

・C種

(EP-Gの場合C種)鋼製建具等以外 ※B種　・A種

塗装 種別 塗料の種類

・合成樹

脂調合ペ

イント塗

り

(SOP)

木部屋外 ※A種　・B種 ※1種　・2種

木部屋内 ※B種　・A種 ※1種　・2種

鉄鋼面 ※B種　・A種 ※1種　・2種

亜鉛めっき鋼面 － ※1種　・2種

・クリヤラッカー塗り(CL) ※B種　・A種 －

・アクリル樹脂系非水分散形

塗料塗り(NAD)
※B種　・A種 －

・耐候性

鉄鋼面 －
上塗り塗料の等

級（ ）級

亜鉛めっき鋼面 －
上塗り塗料の等

級（ ）級

コンクリート面及

び押出成形セメン

ト板面

・A種　・B種

・C種　　　　

・つや有

合成樹脂

エマルシ

ョンペイ

コンクリート面、

モルタル面、プラ

スター面、せっこ

うボード面その他

ボード面等

※B種　・A種 －

屋内の鉄鋼面 ※B種　・A種 －

・合成樹脂エマルションペイ

ント塗り(EP)
※B種　・A種 －

・合成樹脂エマルション模様

塗料塗り(EP-T)
※B種　・A種 －

※B種　・A種 －

・オイルステイン塗り(OS)
塗料：・水性

　　　・油性
－

・木材保護塗料塗り(WP) ※B種　・A種 －

種類の記号 色柄 厚さ(mm) 備考

※FS

・

・

・無地

・マーブル柄

・柄物

※2.0

・

種類の記号 色柄 寸法(mm) 厚さ(mm) 備考

・TT　　・FT

※KT

・FOA　・FOB

・無地

・柄物

・300×300

・450×450

・500×500

・2.0

・2.5

・3.0

織り方 パイル形状

・ウィルトンカーペット

・ダブルフェースカーペット

・アキスミンスターカーペット

・カットパイル

・ループパイル

・カット／ループパイル

パイル形状
パイル長さ(

mm)
工法 帯電性 備考

・カットパイル ・ 5～ 7　 ・前面接

着工法

・グリッ

パー工法

・適用する

・適用しな

い

・ループパイル ・ 4～ 6　

・カット、ルー

プ併用
・

パイル形状 種類
施工

箇所
寸法(mm)

総厚さ

(mm)

備

考

※ループパイル
※第一種

・第二種

※500×500

・

※6.5

・

・カットパイル
・第一種

・第二種

※500×500

・

※6.5

・

・カット、ルー

プ併用

・第一種

・第二種

※500×500

・

※6.5

・

種別 施工箇所 工法 仕上げの種類

・厚膜型塗床材

 弾性ウレタン

 樹脂系塗床

※平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・つゆ消し仕上げ

・厚膜型塗床材

 エポキシ樹脂

 系塗床

・薄膜流し展

べ工法

・厚膜流し展

べ工法

・樹脂モルタ

ル工法

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・薄膜型塗床材 ※平滑仕上げ

(UC)

・ウレタン樹脂ワニス塗り

ント塗り

(EP-G)

塗料塗り

(DP)

・メタルカーテン

ウォール

・PCカーテンウォ

ール
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・材料

・素地ごしらえ

・錆止め塗料塗り

・塗装

・接着剤

・ビニル床シート

Ｇ

・ビニル床タイル

Ｇ

・特殊機能床

・ビニル幅木

・ゴム床タイル

・カーペット敷き

Ｇ

・合成樹脂塗床

(18.1.3)

(18.2.2～7)

(18.3.2、3)

(18.4.1～18.14.2)

(19.2.2)

(19.2.2、3)

目地処理する場合の工法　　・　　　　　・熱溶接工法

(19.2.2)

(19.2.2)

　　厚さ　（　　　　mm）

　　種類　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　厚さ　（　　　　mm）

　　種類　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　寸法　厚さ　（　　　　　　×　　　　　　　mm）

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.3.3、4)(表19.3.1)

　色柄（・　　　　　　　　※模様のない無地）

　パイル糸の種類等

　　※無地の織りじゅうたんの種別(・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種)

　 　

　帯電性　　･適用する　　　　・適用しない

織じゅうたんの接合方法　※ヒートボンド工法　　

下敷き材

　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm

　・

・タフテッドカーペット

・タイルカーペット

(19.4.2、3)(表19.4.4、5)

金属系材料の種類

　・アルミニウム材　　　・鋼材　　　　・ステンレス鋼材

（アルミニウム材の場合）

規格等　標準仕様書16.2.3による

　種別　　　・　　　　　　（標準仕様書表14.2.1）

　着色　　　・　標準色　　・　特注色　

　映像調整　・行う　　　　・行わない

形状及び仕上げ

　製品の寸法許容差　　・　　※標準仕様書表17.2.1による

　ガラス溝の寸法、形状等

　　・　　　　　※カーテンウォールの製造所の仕様

取付け

　躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差

    鉛直方向　　・　　　　　※±10mm

　　目地の心の通り　・　　　　　※＋2

　　目地両側の段差　・　　　　　※＋2

　　各階の基準墨から各部材までの距離　・　　※±3

　ガラスの取付け材料

　　・シーリング　　　　

　　・構造ガスケット　　

(17.3.2～5)(表17.3.1、2)

材料

　コンクリート

　　種類　（　　　　　　　　　　　）　

　　品質　設計基準強度(Fc) 　・　　　　　※　30N/mm2

　　　　　スランプ　　　　　 ・    　　　※　12cm

　　　　　気乾単位容積質量

　　　　　　・普通コンクリートの場合

・

　　　　　　　　2.1t/m3を超え2.5t/m3以下

　　　　　単位水量の最大値　・　　　　　　※185kg/㎡

　鉄筋　種類の記号　※SD295A（　・　　　・　　　）

　補強鉄線

　　網目寸法　・　　　　　

　　径(mm)　　・3.2　・4.0　・5.0　・6.0

シーリング材の種類

　・

耐火目地材　　　・　　　　　　　

断熱材　Ｇ　　

　種類　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ガラスの取付け材料

　　・シーリング　　　　

　　・構造ガスケット　　

　　　　形状・寸法等　・図示による

先付けの材料

　・表面仕上材

　　・磁器質タイル

形状及び仕上げ

　製品の見え掛り部の寸法許容差　　

　　　　版厚　　mm　　開口部内法寸法　　mm

　　　　ねじれ、そり　　mm　　曲がり　　mm

　　　　面の凹凸　　mm　　先付け金物の位置　　mm　）

　・

(mm)

躯体取付金物の取付け位置の寸法許容差

(17.2.2、3、5)

　見え掛かり部の仕上げ　　・　

シーリング材の種類　　・　

　　　　　種類　　　　　　・　

　　　　　形状・寸法等　・図示による

　　　　種類　　　　　　・　

塗料のホルムルデヒド放散量　※規制対象外　・　

・防滑性床タイル

材質の種類　　・軟質　　・硬質

高さ(mm)  　　※60　　　・75　　　　・100

厚さ(mm)　　　・　　　　※1.5以上

　　種類　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　性能　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　厚さ　（　　　　mm）

　　性能　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　種類　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　形状　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　種類　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　寸法　厚さ　（　　　　　　×　　　　　　　mm）

・視覚障害者用床タイル　

・帯電防止床タイル

・帯電防止床シート

・耐動荷重性床シート

　　種類　（　　　　　　　　　　　　　　　）

寸法(mm)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

厚さ(mm)  ・3.0　 ・4.5　 ・6.0　　・9.0

色柄　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

種類　　・単層品　　　・積層品　

・織じゅうたん

　厚さ（mm）（　　）

　帯電性　  ・適用する　　・適用しない

　備考　　 （　　　　　　）

・ニードルパンチカーペット

　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm

　・

下敷き材(グリッパー工法の場合)　

　　材質　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　種類　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　形状等　　※図示　　　　　　　　・　

・防滑性床シート

　　・石材（・花こう岩　・大理石　・　　）　　・　

  　・                          ※標準仕様書表17.3.2による

　・建具枠

　・ゴンドラ用ガイドレール

　・（辺長　　mm　　対角線長の差　　mm

断熱材　Ｇ　　

　種類　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　目地の幅　　　　・　　　　　※±3

　カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

　　水平方向　　・　　　　　※±25mm

　　視覚障害者誘導用ブロック等の突起の形状・寸法及びそ

の配列はJIS T 9251による

　平　　場　※市松敷き　・模様流し　

タイルカーペットの敷き方

　階段部分　※模様流し　・市松敷き　

見切り、押え金物　

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　・　

・防火材料

　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

　・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　）

接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　・　

接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添付されてい

ないものとする

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合

の接着剤の種別　　・図示　・　

構造ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差

カーテンウォールの仕上げ　　・　

・フローリング張

りＧ

・畳敷き

(19.5.2～6) (表19.5.1～5)

(19.6.2)(表19.6.1)

Ｇ）

　※合成樹脂発泡シート　・　

　　　　　　　　　 ・オイルステインの上、ワックス塗り

　　　　・接着工法

　樹種　　・　　　　　※なら　

・単層フローリング　（フローリングボード１等）

　工法　・釘留め工法（　・根太張り　　・直張り）

　　　　・接着工法

　樹種　　・　　　　　※　なら　　　　

　間伐材等の適用　　・適用する　　　・適用しない

接着工法の場合の裏面緩衝材

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　

・現場塗装仕上げ　　※ウレタン樹脂ワニス塗り

　　　　   ・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン

　間伐材等の適用　　・適用する　　　・適用しない

　種別　　・Ａ種　　　・Ｂ種　　　・Ｃ種

　　　　　　　　　 ・生地のままワックス塗り

種別　・A種　・B種　・C種

　　　・D種（畳床：・KT-Ⅰ・KT-Ⅱ・KT-Ⅲ・KT-K・KT-N）

下地の種類 ・標準仕様書　表12.6.1による床組　　　　　　

　　　　　 ・　

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びス

チレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用した

ものとする。

　間伐材等の適用　　・適用する　　　・適用しない

・複合フローリング

　大きさ　　・　

　厚さ　　　・　

　樹種　　　・　　　　　　・　

・単層フローリング　（フローリングブロック1等）

　工法　・釘留め工法（　・根太張り　　・直張り）
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（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
特

012

建築工事特記仕様書(１２)

壁

50

50 屋根

床

1,000

種類
JISの

記号
厚さ(mm)、規格等

・硬質木毛セメント板Ｇ HW ・15　・20　・25　

・中質木毛セメント板Ｇ MW ・15　・20　・25　

・普通木毛セメント板Ｇ NW ・15　・20　・25　

・硬質木片セメント板Ｇ HF ・12　・15　・18　・21

・普通木片セメント板Ｇ NF ・ 3 0 　

・けい酸カルシウム板Ｇ
0.8FK

1.0FK

タイプ2(無石綿)

・6　・8

・ロックウール化粧吸音

板
DR

・フラットタイプ

(・9(不燃)・12(不燃) ・)

・凹凸タイプ

(・9(不燃)・12(不燃) ・)

・ロックウール吸音ボー

ド1号
RW-B ・ 2 5 　

・ロックウール吸音ボー

ド 32K
GW-B ・25(ガラスクロス包)

・せっこうボード GB-R ・12.5(不燃)　・15(不燃)

・不燃積層せっこうボー

ド
GB-NC

9.5(不燃)

　・化粧無(下地張り用)

　・化粧有(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様)

・シージングせっこうボ

ード
GB-S 12.5(・不燃　・準不燃)

・強化せっこうボード GB-F

施工

箇所

壁紙の種類
防火

性能

備考

(参考

価格)
紙 繊維

プラス

チック

無機

質

その

他

・ ・ ・ ・ ・
・不燃

・準不燃

・ ・ ・ ・ ・
・不燃

・準不燃

・ ・ ・ ・ ・
・不燃

・準不燃

・ ・ ・ ・ ・
・不燃

・準不燃

種類 厚さ(mm) 施工箇所

・ビーズ法ポリスチレンフォーム

断熱材

・押出法ポリスチレンフォーム

断熱材（スキン層なし）

・硬質ウレタンフォーム断熱材

・フェノールフォーム断熱材

項目 品質・性能

難燃性

下記のいずれかによっていること

（１）JIS A 1321「建築物の内装材及び工法の難

燃性試験方法」による難燃2級表面加熱試験又は難

燃3級表面加熱試験に適合していること。

（２）法定準不燃材料、難燃材料の評価方法に使

用している発熱性試験（コーンカロリー試験）に

適合していること

発熱性

準不燃材料試験の加熱時間は10分、難燃材料試験

の加熱時間は5分において次の（１）～（３）に適

合していること。

（１）総発熱量が8MJ/㎡以下であること。

（２）防火上有害な裏面まで貫通する亀裂及び穴

がないこと。

（３）最高発熱速度が、10秒以上継続して200KW/

㎡を超えないこと。

施工

箇所
構法

寸法

(mm)

高さ

(mm)

耐震

性能

所定

荷重

表面

仕上材

備

考

・置敷式

・支柱調

整式

・500

×500

・

・3,000N

・5,000N

・帯電

防止床

タイル

・タイ

ルカー

ペット

・

性能

①ベースプレート又はアンカ

ーが耐力に達したとき又はコ

ンクリート接着面が剥離した

とき

水平荷重の1/2が下記の＜適用地

震時水平力＞以上

②上記①以外の部分が耐力に

達したとき

水平荷重の1/1.5が下記の＜適用

地震時水平力＞以上

③適用地震時水平力を加力し

た時の支柱頂部の変位

構造床面からの高さの1/50以下

構造形式に

よる種類

構成基材の種類 表面仕上材 遮音

性 防火

性能スタッ

ド
パネル

パネル表面仕

上材

・スタッド

式（内蔵）

・スタッド

式（露出）

・スタッド

パネル式

・パネル式

・メラミン樹

脂焼付又はア

クリル樹脂焼

付

・壁紙張り

・

・0

・12

・20

・28

・36

・不燃

500Hz)

(dB/

・1.0G

・0.6G

項目

・12.5(不燃)・15(不燃)

・せっこうラスボード GB-L 9.5

・化粧せっこうボード(木

目)
GB-D

12.5(不燃)　幅440mm程度

　模様(・柾目　・板目)

　　専用下地材共

・化粧せっこうボード

(トラバーチン模様)
GB-D 9.5(準不燃)

・普通合板Ｇ

・天然木化粧合板Ｇ

・特殊加工化粧合板Ｇ

・メラミン樹脂化粧板
JIS K 6903による

　厚さ（・　　※1.2）

・ポリエステル樹脂化粧

板

・ミディアムデンシティ

ファイバーボード Ｇ
MDF

・単板張りパーティクル

ボード Ｇ

・無研磨板　・研磨板

・10 ・12 ・15 ・18 

・化粧パーティクルボー

ド Ｇ

・単板オーバーレイ 

・プラスチックオーバー

レイ　・塗装

HB

・ハードボード(化粧) Ｇ
・2.5　・3.5　・5　・7

・インシュレーションボ

ード Ｇ
IB 内装仕上げ ・　　　）

・9　・12　・15　・18　

表面の樹種

　生地、透明塗料塗り

　不透明塗料塗り

（・　　※ラワン程度）

（・　　※しな程度　）

板面の品質（　　　　）

厚さ (mm) （　　　　）

接着の程度（・1種・2種）

化粧板の樹種（　　　　）

・防虫処理

接着の程度（・1種・2種）

厚さ (mm) （　　　　）

・防虫処理

化粧加工の方法

(・オーバーレイ

　・プリント　・塗装)

表面性能（　　　）タイプ

接着の程度（・1種・2種）

・防虫処理

・10(難燃)　・12(難燃)

・内装用　・外装用

・A級（・天井仕上げ 

・研磨板（・スタンダード

　・テンパード）

・無研磨板（・スタンダー
ド　・テンパード）

・3　・7　・9　・12　・　

・ハードボード(素地) Ｇ

（性能）

・せっこうボード

その他ボード及び

合板張り

(19.7.2、3)(表19.7.1)

合板類、MDF及びパーティクルボード、接着剤のホルムアル

デヒド放散量

　※規制対象外　

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

20

章

・壁紙張り

・断熱材Ｇ

・フリーアクセス

フロア

・可動間仕切

(19.8.2、3)

(19.9.2、3)

・断熱材現場発泡工法

　断熱材の種類　・　　　　　　・A種1またはA種1H

・現場発泡断熱材

（品質・性能）

（２）発泡品試験

　２）発熱性試験は、建築基準法に基づく指定性能評価機関

(20.2.2)

寸法精度

　・

　　支柱一本が負担する床加重 (㎡当り自重+3,000N)/㎡当

りの支柱本数 ×1.0

　・5,000N 0.6Gタイプ

　　支柱一本が負担する床加重 (㎡当り自重+5,000N)/㎡当

りの支柱本数 ×0.6

　・5,000N 1.0Gタイプ

　　支柱一本が負担する床加重 (㎡当り自重+5,000N)/㎡当

りの支柱本数 ×1.0

　ロ）振動台試験による耐震性能（設計床高さ≦300mmの場

合のみ）

　　振動台試験において、パネルの脱落や使用上支障をきた

す損傷、せり上がり、隙間及び水平移動がない。

　  建築基準法第２条第９号の規定に基づく不燃材料又は燃

　　0.6以上

　　漏えい抵抗(R)≧1×106Ω

　　通常の歩行において空洞音やがたつきがなく、歩行感に

違和感がない

　　交換が必要な部品については交換できるよう設計されて

いる。

　試験体ユニット1000mm×2500mm程度

　所定の重りの質量　3000N：200kg　5000N：350kg

　加振　0.6G：所定加速度600cm/S
2

　　　　1.0G：所定加速度1000cm/S
2

　２）300mm＜設計床高さ≦600mmの場合

　 ①固定台による耐震性能試験

イ、支柱調整式－支柱分離型・支柱固定タイプの全て

のタイプ共、下記の試験方法－１　又は、試験方法

－２による。

ロ、原則として、試験方法－１はパネル単体設置（Ａ

タイブ）に適用し、試験方法－２はパネル連結設置

（Ｂタイプ）に適用するものとする。

　 ②試験方法－１

イ、試験は、コンクリート(JIS A 5371プレキャスト無

筋コンクリート製品 種類：N300)に接着した支柱の

頂部に対し、水平方向に適用地震時水平力及び水平

最大耐力まで加力し､各測定点における水平力、支

柱頂部の変形量を測定する。

ロ、加力方向は､支柱要素に対して最も不利な方向とす

る。試験体数は､3個とする。

　 ③試験方法－２

イ、試験は、コンクリート(JIS A 5371プレキャスト無

筋コンクリート製品　種類：N300)に接着した数ユ

ニットの支柱の頂部に対し、水平方向に数ユニット

分相当の、適用地震時水平力及び水平最大耐力まで

加力し､各測定点における水平力、支柱頂部の変量

を測定する。加力方向は､支柱要素に対して最も不

利な方向とする。

　　ロ、最終的に水平力を支持する支柱の本数で除した値

は､１セットとする。

　 ④零点補正及び測定記録

　　　試験体と試験機の隙間等を除去するため、始めに適用

地震時水平力の1/2程の水平力を加力した後、速やかに

除荷して“０”にした状態を零点とする。また、水平

力による各測定点の荷重及び変形曲線を測定し記録す

る。

　３）共通事項

　　試験に使用する表面仕上材

　　　種類：タイルカーペット

　　　繊維素材：ナイロン100 ％

　　　パイル携帯：ループパイル

　　　パイル長：3.0mm～4.0mm

　　　パッキング素材：塩化ビニル樹脂

　　　全厚：6.0mm～7.0mm

　　　単位質量：4.0㎏/㎡～6.0㎏/㎡

　　　人体耐電圧：２KV以下

(20.2.3)

パネル内に取付ける建具

　・あり（※図示　・　　　） ・なし

ドアクローザー、丁番、錠前、上げ落としは、標準仕様書16

章8節の建具用金物に対応する材質とする。

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書

19章による

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　JIS A 6512によりＦ

☆☆☆☆以上

{

焼終了後の残炎時間が0秒

{

{

{

}

}

}

　吹付け厚さ（mm）　　・25　・30　・　

  施工箇所　　・図示　・　

を、支柱１本当たりの水平力とする。また、800mm

×800mmに荷重板1,920N（3,000N/1㎡相当）3,200N

（5,000 N/１㎡相当）を１箇所設ける。試験体数

遮音シール材

　・適用する（・シーリング材 ・ジョイントコンパウンド）

　・適用しない

合板類の張付け　　※B種　・A種　

せっこうボードの目地工法　・仕上表による

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　

モルタル・プラスター面の素地ごしらえ　※B種　・A種　

コンクリート面の素地ごしらえ　　　　　※B種　・A種　

せっこうボード面の素地ごしらえ　　　　※B種　・A種

フェノールフォームを使用した断熱材のホルムアルデヒド放

散量　　※規制対象外　・　

・断熱材打込み工法

（試験方法）

（１）原液試験（原液粘度試験）

ム」に規定する6.1による。

　　JIS A 9526「建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォー

　１）試料の作製は、JIS A 9526「建築物断熱用吹付け硬質

　　ウレタンフォーム」の6.2.1による。

　２）試料の状態調節は、JIS A 9526の6.2.2による。また、

　　試験片の作製はJIS A 9526の6.2.3による。

　３）試験場所は、JIS A 9526の6.2.4による。

　４）圧縮強さ試験　　JIS A 9526の6.2.5による。

　５）熱伝導率試験　　JIS A 9526の6.2.6による。

　６）接着強さ試験　　JIS A 9526の6.2.7による。

　７）透湿率試験　　　JIS A 9526の6.2.8による。

（３）難燃性試験は、下記のJIS A 1321 に規定する表面試

　験及び発熱性試験による。

　１）難燃性の試験については、JIS A 1321に規定する試験

　　方法に準じる。

　　が準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用している試

　　験方法に準じる。

（１）耐荷重性能　変形5.0mm以下　残留変形3.0mm以下

（２）耐衝撃性能　残留変形3.0mm以下及び損傷がないこと

（３）ローリングロード性能

（４）耐震性能

　イ）固定台試験による耐震性能

　※標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)(a)～(c)による

　　パネルの長さ

　　※各辺の長さが500mmを超える場合　±0.1％以内

　　 　　　　　　 500mm以下の場合　　±0.5mm以内

　　・　

　パネルの平面形状（角度）

　　※各辺の長さが500mmを超える場合　±0.1％以内

　　　　　　　　　500mm以下の場合　　±0.5mm以内

　　・　

  フリーアクセスフロアの高さ

　　※±0.5mm以内

　　・　

　　所定荷重1,000N（5,000Nの積載荷重は1,000N以上で任

　意）による繰り返し試験後、残留変形3.0mm以下

　１）設計床高さ≦300mmの場合

　＜適用地震時水平力＞

(㎡当り自重+3,000N)/㎡当

　・3,000N 0.6Gタイプ

　　支柱一本が負担する床加重

 りの支柱本数}×0.6

　・3,000N 1.0Gタイプ

（９）メンテナンス性

（６）帯電防止性能評価値（Ｕ）

（５）耐燃焼性能

（７）感電防止性能

（８）歩行感

（１）耐震性能

（試験方法）

せっこうボード等の下地　※図示
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35

前室手洗い前

走行方向

操作方法

による種

類

パネル

圧接装

置の操

作方法

総厚

(mm)

パネル表面材 遮音性

(dB/500

Hz)
材質 仕上げ

・プッ

シュ式

・ハン

ドル式

・

・焼付

塗装

・壁紙

張り

・

表面材の材料
脚部 ドアエッジ

形状 形状 材質

・ メラミン樹

脂系化粧板

・ポリエステ

ル樹脂系化粧

板

・

・

※幅木タイ

プ

・標準 ・アルミニ

ウム製

・ステンレ

ス製

・表面材と

同材

・

項目 品質・性能

表面材
メラミン樹脂系、ポリエステル樹脂系化粧板又はメラミ

ン樹脂系単一材とする。

裏打材

JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質のうち

、鋼材については、防食処理及び防錆処理を施した材料

とする。ただし、メラミン樹脂系単一材の場合は適用し

ない。

心材
JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質とする

。ただし、メラミン樹脂系単一材の場合は適用しない。

心材 JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質のうち

、鋼材については、亜鉛めっき処理を施した材料とする

。
エッジ

材

小口 防水処理を施す。

項目 品質・性能

JIS G 4305「冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯」に規

定するSUS304、SUS430J1L、SUS443J1とし、仕上げはHL

程度とする。

項目 品質・性能

ヒンジ 耐蝕性のあるものとする。

ラッチセット

戸当たり

腐蝕の恐れのある材料には防錆処理を施し

てあるものとする。

戸当り部のゴムは、使用に十分耐える材質

であるものとする。

項目

品質・性能

耐薬品性及び耐汚染性 耐引っかき性

メラミン

樹脂系化

粧板及び

メラミン

樹脂系

単一材

JIS K6903(2008)「熱硬

化性樹脂高圧化粧板」

の表８品質による耐汚

染性（Ｂ法）の規定を

満足していること。

－

低圧メラ

ミン樹脂

系化粧板

ポリエステル樹脂系加工化粧合板、ポリエステル樹

脂系化粧ＭＤＦ、ポリエステル樹脂系化粧パーティ

クルボードのいずれかの品質に適合していること。

ポリエス

テル樹脂

系加工化

粧合板

JAS「合板の日本農林規

格」第９条特殊加工化

粧合板に示された耐汚

染性B試験において、試

験片の表面に色が残ら

ないこと。

JAS「合板の日本農林規格

」第９条特殊加工化粧合板

に示された耐引っかき性B

試験において、きずの深さ

の平均値が10μm以内であ

ること。

ポリエス

テル樹脂

系化粧Ｍ

ＤＦ

JIS A 5905「繊維板」の表18の規定に適合している

こと。

テル樹脂

系化粧パ

ーティク

ルボード

JIS A 5908「パーティクルボード」の表11の規定に

適合していること。

材種 表面仕上げ
直径

(mm)

取付

箇所
備考

・集成材 ・クリアラッカー

・

・35

・45

・ビニル製ハン

ドレール

種類
・ゾノトライト系けい酸カルシウム

ライニング材

適用安全使用温

度(上限温度)
・400℃　・650℃

適用安全使用温

度(下限温度)
・

加熱線収縮率 2.0％以下

曲げ強度

圧縮強度

スポーリング性
試験体に亀裂の発生、剥離あるいは脱落等が

ないものとする。

透水性 試験体裏面に水滴が生じないものとする。

耐酸性
試験体に形状変化が見られず、崩壊する危険

性がないものとする。

石綿 使用不可。

ライニング材と

コンクリートの

境界温度

100℃以下とする。

形式
操作

方法
種類

スラッ

トの材

種

スラ

ット

ボック

ス・レ

ールの

材種

幅・

取付

箇所

・横型 ・手動 ※ギヤ式

・コード式

・操作棒式

※アル

ミニウ

ム合金

製Ｇ
・

※25

・

※鋼製

・

・図示

・電動 －

・縦型 ・手動 ※2本操作

コード式

・1本操作

コード式

・アル

ミスラ

ット

・クロ

ススラ

ット

・

・80

・100

アルミ

ニウム

合金製

・図示

・

・電動
－

形式 開閉操作 ひだの種類

きれ地

の種別

、品質

、特殊

加工等

取付

箇所

備

考

・シン

グル

・ダブ

ル

・片

引き

・引

分け

・手引き

・ひも引

き

・電動

・フランスひ

だ

・箱ひだ、つ

まひだ

・プレーンひ

だ、片ひだ

・図示

・

(暗

幕)

高さ

・

・
幅

(mm)

0.8N/mm2以上

1.0N/mm2以上

脚部

（脚具、

幅木）

移動式

・二方向

動式

方向移
・平行

・電動式

・手動式

・部分
電動式

・鋼板

・

・36未満

・36以上

・R

ポリエス

・移動間仕切

・トイレブース

(20.2.4)

　・

(20.2.5)

・階段滑り止め

・手すり

・黒板及びホワイ

トボードＧ

・鏡

・表示

・煙突ライニング

・ブラインド

・ロールスクリー

ンＧ

・カーテン

・カーテンレール

・ブラインドボッ

クス及びカーテン

ボックス

（品質・性能）

（１）パネル

（２）構造金物

（３）付属金物

(20.2.6)

(20.2.8)

(20.2.9)

(20.2.10)

(20.2.11)

(20.2.12)

(20.2.13)

(20.2.14)

(20.2.14)

パネル表面仕上げの壁紙張りの品質、性能　標準仕様書19章

による

遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音に

ついての透過損失とする

ハンガーレールの取付け下地の補強

　・図示

　※取付け全重量の５倍以上の荷重に対して、使用上支障の

　　ない耐力及び変形量となるように補強する。

ランナー

　※パネル重量の５倍の荷重を、パネル１枚に使用するラン

　　ナー数で除した値に対して、耐力及び変形量が使用上

　　支障のないものとする。

（品質・性能及び試験方法）

（１）パネル（表面材、心材、フレーム材、幅木、笠木及び

補強材）及びハンガーレールは、JIS A 6512「可動間仕

切」の表9又はこれらと同等以上の品質性能を有し、か

つ、接触腐食をおこさないもの又は防食処理を施したも

のとする。

（２）吊りボルト

JIS B 1051「炭素鋼及び合金鋼製締結用部品の機械的性

質－第一部：ボルト、ねじ及び植込みボルト」による。

（３）パネルの外観

JIS A 6512「可動間仕切」の5.a) ～ c) による。

（４）ホルムアルデヒド等

JIS A  6512「可動間仕切」7材料による。

（５）パネルの操作性

パネル操作の初動力は98N以下とする。

（６）耐衝撃性

　質量50Kgにおける衝撃試験において構造部材の折れ、

曲りの異常がなく、表面の割れ、はがれがないものとす

る。また、接点・接床部が外れないこと及び多少のずれ

があっても圧接装置の調整で元に戻せるものとする。

（７）遮音性能

　遮音性試験はJIS A  6512に規定する透過損失単位によ

る各区分ごとに、500Hzの音について透過損失の規定値に

適合するものとする。

（８）パネル圧接装置の耐久性

パネル圧接装置の固定・解除は、7,500回の繰返し耐久

試験実施後、質量50kg衝撃試験で異常のないものとする。

（９）レールの耐久性

レールは普通パネルで吊り車２個が通過する部分を1m以

上とし、吊り車の通過回数が30,000回以上で異常のない

ものとする。

（１０）吊り車の耐久性

に大きな変形がないものとする。

吊り車は、走行距離60Kmで操作性に異常がなく、レール

（１１）吊りボルトの引張強度

一本にかかる荷重の15倍以上の引張強度があるものとす

る。

（１２）ランナーの引張強度

引張試験を実施し、普通パネル重量の５倍の荷重を、パ

ネル１枚に使用するランナーの数で除した値以上の強度

があるものとする。

（４）外観は、JIS A 6512「可動間仕切」の5.b) による。

（５）パネル表面材の耐薬品性・耐汚染性・耐ひっかき性

　開閉耐久性

（試験方法）

（１）ヒンジは、JIS A 1510-2「建築用ドア金物の試験方法

－第2部：ドア用金物」に規定する試験による。

（２）戸当りの衝撃試験は、JIS A 1510-2に規定する試験に

よる。

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　JIS A6512によりＦ

☆☆☆☆以上

材種　　　　　（・ステンレス製　　・黄銅製押出型材　　

取付け工法　　※接着工法　　・埋め込み工法

　　　　　　　　・アルミニウム製押出型材　・　　　　）

　　　　　　材質　（　ゴム又は合成樹脂　）

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した

製品を使用する場合はＧとする。

暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり

　※300mm以上　　・　

材料による区分

　※アルミニウム又はアルミニウム合金の押出し成型材

　・ステンレス製

強さによる区分　　　※10-90　　　　　 ・　

仕上げ　　　　　　　※アルマイト　　　・　

形状　　　　　　　　※角形　　　　　　・　

溝幅×深さ（mm）　・90×150　・120×80　・120×150　

　　　　　　　　　・150×80　・図示

材質　　・集成材（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

種別　　（標準仕様書表14.2.1）　・BC-1　・BC-2

　　　　・アルミニウム製　押出し型材（市販品）　　　　

色合い　・標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　　）

　　　　・鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

スラットの材質

　・アルミスラット　焼付け塗装仕上げ

　・クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある

　　　　　　　　　特殊樹脂加工

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した

製品を使用する場合はＧとする。

操作方式　・スプリング式　　・コード式　　・電動式

幅・高さ　・図示

材種　　　・ガラス繊維製　・合成・天然繊維製　・木製

品質等　　・　

その他の材料　・　

　　　　　　　※ロールスクリーンの製造所の仕様による

100 ℃、150 ℃、300 ℃、450 ℃、600 ℃とする。

　試験設定温度は

・黒板　

　区分　　・　　　※焼き付け　　　　

　種類　　・　　　・鋼製黒板　・ほうろう黒板　・　

　色　　　・　　　※緑

・ホワイトボード

取付箇所　（　　　　　　　　　　　　）

寸法（mm）　・図示　　・　

厚さ（mm）　・　　　　※5

・衝突防止表示

　形状・寸法　（　・３０φ　　　・　　　　　　　　　）

　材質　　　　 （　・ステンレス製　　　・　　　　　　）

案内用図記号はJIS Z 8210による。

誘導標識、非常用進入口等の表示　

・適用する（※消防法に適合する市販品　・　　　　　）

色、書体、印刷等の種別、取付け形式等は図示による。

その他の表示　※図示

煙突用成形ライニング材

（品質・性能）

滑り止め材　形状　（　・ひも型　　・タイヤ型　　）

加熱線収縮率、曲げ強度、圧縮強度の確認は、社内試験成績

書によることができる。

（試験方法）

（１）スポーリング性試験

　適用安全使用温度（300 ℃）から適用安全使用温度ま

で100℃間隔で30分間加熱冷却を繰り返し、各温度設定時

の加熱後及び冷却時の試験体亀裂、剥離、脱落の状況を

観察する。（試験体は完成品とし、サイズは内径600mm×

長さ1000mm程度とする。）

（２）透水性試験

　　JIS A 5430「繊維強化セメント板」10.6透水性試験に

よる。

（３）耐酸性試験

　1.0％濃度の硝酸及び硫酸水溶液に下記の方法で浸せき

した後、試験体の外観を調べる。

　試験は、試験体を温度20℃、湿度60％の試験室に24時

間以上静置した後、酸水溶液に1週間（168時間）浸せき

する。（ただし、酸水溶液は48時間毎に交換する。）そ

の後、48時間以上温度20℃、湿度60％の試験室に静置し

た後に外観観察を行う。（試験体のサイズは、100mm×

50mmとする。）

（４）熱伝導率測定

　JIS R 2616「耐火断熱れんがの熱伝導率の試験方法」に

よる。

幅(mm)　　　・　

端部フラットエンド（・あり　・なし）



図 面 番 号
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・1050

・1050
・400

・600

材種 寸法 形式 外枠 内枠

・アルミ

ニウム製

・450×450

・600×600

・

・一般用 ・屋内

外用

・屋内

用

・額縁

タイプ

・目地

タイプ

・額縁

タイプ

・目地

タイプ

材種 寸法 形式 備考

・アルミニウム製

・ステンレス製

・鋼製

・450×450

・600×600

・

・一般型

・密閉型

・屋内

外用

・屋内

用

・鍵付き

部材名 材質 屋内外用 屋内用

受枠材

蓋枠材

アルミニ

ウム及び

アルミニ

ウム合金

押出形材

JIS H 4100のA6063S-T5 

（表面処理）JIS H 8602のB種又はJIS H 8

601のAA15

ステンレ

ス製

JIS G 4305のSUS430

（表面処理）HL又は

2B仕上げ程度

鋼製 －

公共建築工事標準仕

様書　表18.3.1及び

表18.3.2のさび止め

塗料塗り等の防錆処

理を行ったもの

二重蓋

の中蓋

鋳鉄 JIS G 5501のFC150、FC200

その他 塩化ビニル樹脂製等

目地材

黄銅 JIS H 3100 の C2600、C2720、C2801

JIS H 3250 の C3602、C3604

ステンレ

ス

JIS G 4308 の SUS304

方向 タイプ 耐火性能 防水性能 備考

・垂直方向

・水平方向

・完全(全貫通型)

・

・耐火型

・非耐火型

・有り

・無し

目地 内壁 外壁

目地材 ・シーリング材

(見え掛かり部のみ)

・

・シーリング材(見え掛かり

部のみ)

・シーリング材(内外とも)

目地寸法

（mm）

・幅20×深さ10

・

・幅20×深さ10

・

材種 受け枠 備考

・塩化ビニル又はゴム製

・硬質アルミニウム合金製

・ステンレス鋼(SUS304)製

・

・ステンレス鋼(SUS304)

・硬質アルミニウム合金

・

材種
寸法(mm)

備考
Ｗ Ｄ Ｈ

・流し台 ・550

・600

・650

・800

・850

市販品

トラップ付き

天板ステンレス製

・コンロ台 ・600 ・550

・600

・650

・620

・670

市販品

バックガード有り

天板ステンレス製

・つり戸棚 ・450 市販品

・水切り ・1200

・900

・600

－ － 市販品

ステンレス製

・ 1段 式 　

材種 形式 操作方法 固定方法 備考

・アルミニ

ウム合金製

・

・テーパー式

・同一断面式

・ハンド

ル式

・ロープ

式

・埋込式

・ベース式

・バンド式

形式 材種
柱径、肉厚(

mm)

高さ

(mm)

・上下式鎖

内蔵式

・標準品

・スプリング

式

・ステン

レス製

・

・ ・

材種 材種 種類
質量

区分
備考

・間知石 ・花こう岩

・凝灰岩

－ －

・コンクリート

間知ブロック

－ ・Ａ

・Ｂ

材種 種類・記号 形状 呼び径 備考

・遠心力鉄筋コ

ンクリート管

外圧管（1種） ・Ｂ形管 ・図示

・

・硬質ポリ塩化

ビニル管

・ＲＦ－ＶＰ Ｇ ・図示

・

・ＲＳ－ＶＵ Ｇ ・図示

・

・ＶＰ ・図示

・

・ＶＵ ・図示

・

名称 種類 適用荷重 鍵 備考

鋳鉄製

マンホ

ールふ

た

・水封形

・簡易密閉形（パッキ

ン式）

・密閉形（テーパ・パ

ッキン式）

・T-2用

・T-6用

・T-20用

左記以外の

品質等は（

公社）空気

調和衛生工

学会SHASE-

S209による

底板材

コーナ

ーピー

ス

底板補

強材

ステンレ

ス鋼板

アルミニ

ウム板

JIS H 4000(A1100P H

24)

表面処理：陽極酸化

塗装複合被膜

JIS H 8601(AA15)

JIS H 8602(B)

－

鋼材

－

鋼板又はJIS G 3313

にメラミン樹脂焼付

塗装若しくは、公共

建築工事標準仕様書

塗り等の防錆処理を

行ったもの

パッキン材 塩化ビニル系ゴム、軟質塩化ビニル、クロ

ロプレン、スポンジラバー、エチレンプロ

ピレン等

枠の材質、形状に適した弾力性、密着性を

有するもの

アンカー材 鋼製に電気亜鉛めっき又は防錆塗料を行っ

たもの

取手 黄銅鋳鉄製、黄銅製、アルミニウム押出形

材・合金鋳鉄製、ステンレス鋳鋼品、ステ

ンレス製等

ステンレス鋼材、アルミニウム押出形材な

どで被覆した、合成樹脂製のものは、衝撃

による変形・割れが生じないものとする

鍵 黄銅製、ステンレス製、亜鉛合金製とする

施錠・開錠は、鍵又は開閉用ハンドル式と

する

蓋の耐荷重性能 蓋中央部が荷重値Pn=1,000Nにおいて残留

たわみが点検口の有孔径の0.08％以内であ

ること。

受け枠、蓋その他の使用上支障がないこと

。

破壊荷重は、荷重値のPnの2倍以上である

こと

・無し

・有り

・中ふた付き密閉形

（テーパ・パッキン式）

高さ

(m)

JIS G 4305 の

SUS430

JIS G 4305のSUS304、

SUS430J1L、SUS443J1

JIS G 4308のSUS304

3.2のさび止め塗料

表18.3.1及び表18.

JIS G 4305のSUS304、

SUS430J1L、SUS443J1

（表面処理）HL又は2
B仕上げ程度

JIS G 4305 の SUS304、SUS430J1L、

SUS443J1 

・1800
・1500
・1200

・1200

・900

・500

・700 ・消火器ボックス

・天井点検口

・床点検口

（品質・性能）

内外枠の材質　アルミニウム製

　JIS H 4100 A6063S-5又は同等の性能を有するもの

　表面処理　陽極酸化皮膜JIS H 8601(AA6)又は同等の性能を有す

　　　　　　（外部に用いる場合は、JIS H 8602のB種又は同等以

内枠及び外枠のコーナーピース

　鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を

外枠の取付け金物

　鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を

内枠の仕上材留付金物

　アルミニウム及びアルミニウム合金押出形材、亜鉛めっき鋼板

耐久性能（繰り返し開閉試験）

（２）開閉試験後、使用上支障をきたす異常がないこと。

枠の寸法許容差　±0.5mm

外枠と内枠のクリアランス　片側2.0mm以内

（試験方法）

内蓋（内枠）の繰り返し開閉試験

 （１）試験体は、枠見込み40mm程度のものとする。

排
水
工
事
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・耐震スリット

・エキスパンショ

ンジョイント金物

受け枠寸法の許容差　±0.5mm

蓋付寸法の許容差　±0.5mm

受け枠と蓋枠のクリアランス　片側2.0mm以内

（試験方法）

耐荷重試験

　　　　　　るもの

　　　　　　上の性能を有するもの）

　有するもの

　有するもの

　又は同等の性能を有するもの

　　　吊り金物は、外枠を天井下地取付用補強材に直接留付ける

　　　方式（天井ボードなどの仕上材を挟んで固定しない方式）

　　　とする。標準仕様書14章4節により製作した試験体固定用

　　　天井下地開口補強に試験体の天井点検口450mm×450mmを吊

　　　り金具4箇所にて各メーカー仕様に従い取付ける。

　　　なお、野縁の種類は、19形とし仕上材は、せっこうボード

　　　厚さ9.5mm（JIS A 6901「せっこうボード製品」のGB－Rの

　　　難燃2級又は発熱性2級以上）二重張りとする。

 （２）試験は、内蓋を閉じた状態から自由開放状態にする動作を

　　　繰り返し行う。

 （３）測定は、上記繰り返し試験において、各50回、100回、300

　　　回毎に内蓋の垂れ下がり状態を測定する。

（品質・性能）

したものとする

密閉形とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着 　試験体は、張物用とし、600mm角程度、枠見込みは、40mm以下

　とする。

　試験は、蓋枠の四周を支持させ、蓋の中央部にφ50mmの加圧板

　を設置し、加圧する。

　本試験前に200Nを加圧した後、本試験を行う。

　本試験は、1,000Nで加圧、荷重除去を3回繰り返し行った後、そ

　の後試験体が破壊する（終局荷重）まで加圧する。

　測定は、蓋中央部にかかる加圧を200N増す毎にたわみと受け枠

　の変形その他の異常について1,000Nまで3回繰り返す。

目地

目地材の材質は標準仕様書表9.7.1による

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

・くつふきマッ

ト

・流し台ユニッ

ト

・旗竿

（品質・性能）

（１）外観は、JIS A 4420「キッチン設備の構成材」の4.1

による。

（２）構成材は、JIS A 4420の8により試験を行ったとき、

表1の規定による。

・旗竿受金物 材種　　・ステンレス製（SUS304）

・車止めさく

・フェンス フェンスの種類　　・ビニル被覆エキスパンドフェンス

　　　　　　　　　・樹脂塗装メッシュフェンス

　　　　　　　　　・鋼管フェンス

　　　　　　　　　・アルミフェンス

コンクリート

・プレキャスト

・間知石及びコ

ンクリート間

知ブロック積

み

(20.3.3、4)

　・図示　　　※水セメント比55％以下、単位セメント量の

コンクリートの設計基準強度

　　　　　　　　最小値300kg/m3を満足する調合強度

　配筋　　　　　・図示

　※配筋を定めた計算書を監督職員に提出する。

　取付け方法　　・　　　　　　※図示

積み方　　　 　 　　※谷積み　　　　・布積み

水膨張性ゴム（膨張遅延型）、w20×t10・水膨張性ゴム

止水材

・ルーフドレン

(融雪型)

・化粧塩ビシー

ト

ステンレス製、縦型ルーフドレン＋融雪用カバーキャップ

素材：塩化ビニル樹脂、形状：幅1,200以上

法定不燃材下地に施工した場合の防火性能：不燃

　(株)サンゲツ(リアテック)、シーアイ化成(株)(ベル

　ビアン)住友スリーエム(株)(ダイノックフィルム)

　当該製品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用

　する場合はあらかじめ監督職員の承諾を受けること。

・小物棚

・ベビーシート 折りたたみ収納式、床・壁固定型、固定ベルト付き

折りたたみ収納式、横形、手摺り付き、樹脂製シート張り

シートの寸法　　600×1,500以上

シートの高さ　　約500　　　収納時の出寸法　　約300

合成樹脂製既製品(抗菌剤入り、木目調)

二段個別設置(34φ)

ブラケット及び芯材：アルミニウム合金押出型材

・多目的シート

・ベビーチェア

・階段・ホール

手摺り(樹脂製、

二段の場合)

・手すり点字標示 塩化ビニル樹脂シート(W115程度)

シルクスクリーン印刷＋点字加工(手すりと平行に標示)

ル

・ピクチャーレー

鋼製　既製品　形状は共通詳細図による

アルミニウム製　既製品　形状は共通詳細図による

・屋外雨水排水 (21.2.1、2)(表21.2.1、2) 
材料

　硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料

砂地業に用いる材料　　

　・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂　　

砂利地業に用いる材料　

　・再生クラッシャランＧ　　・切込砂利又は切込砕石　　

・現場打ちの場合のコンクリート材料

　設計基準強度　・　　　　　　※18N/mm2

・現場打ちの場合の鉄筋　　種類の記号　　※SD295A

・現場打ちの場合の足金物　※標準仕様書21.2.2(6)(ｵ)

　材質　　・ステンレス製　　・鋼製

　　　　　・合成樹脂被覆加工されたもの

砂の粒度試験　　・行う　・行わない

・鋳鉄製ふた (21.2.1)

（１）50回、100回、300回の内蓋の垂れ下がりが、0.5mm以内

形状　　　　※図示　　　・　

高さ　・図示　・　

目塗り　　　　　　・図示　　　　　・　

伸縮調整目地　　材種　　・図示　　 　　 ・　

　　 　　　　　厚さ    ・図示　　　　　・　

　基床の厚さ及び種類　　・図示　　　・　

側塊の形状及び寸法　・図示　・　

排水桝の種類　　　　・図示　・　

　　※接着剤　　・　

凍上抑制層に用いる材料　・　

ステンレス製折りたたみ式パイプ棚、w300×d200程度

折りたたみ式コンパクト型、コーナー部設置用



　　路床締固め度の試験　　　　　　　・行う　・行わない

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 ２２－１２７Ｓ

S=1:－(A3版 50%縮小)

2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
特

015

建築工事特記仕様書(１５)

・T-25用

材

質
形式 用途 適用荷重

亜鉛

めっき

(付着量)

上面

形状

・

鋼

製

・受枠

付き、

ボルト

固定

・ ・桝ふた用

・Ｕ字溝用

・歩行用 ・細目

・

・

（　　）

・凹

凸形

・

・普通目

・細目

・

（　　）

・平

形

・

・

ス

テ

ン

レ

ス

製

・受枠

付き、

ボルト

固定

・ ・桝ふた用

・Ｕ字溝用

・歩行用 － － ・凹

凸形

・

・T-2用

・T-6用

・T-14用

・T-20用

－ － ・平

形

・

項目 品質・性能

メインバー、サ

イドバー及びエ

ンドプレート

JIS G 3101　SS400

クロスバー
JIS G 3101 SS400及びJIS G 3505 「軟鋼線材

」SWRM

受け枠用アング

ル材

JIS G 3101 SS400及びJIS G 3132 「鋼管用熱

間圧延炭素鋼鋼帯」SPHT

溶融亜鉛めっき

の付着量

JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」による試験に

おいて溶融亜鉛めっきの付着量がHDZ40以上又

は、HDZ 50以上

受け枠用アング

ル材
塗装仕上げとする場合は、樹脂系塗料

アンカー 間隔　側溝の場合500mm内外

ふた 幅及び長さの許容差　±3.0mm

荷重性能
設計荷重の1.5倍までの加力に対して、溶接部

のはずれ等その他の異常がないものとする

項目 品質・性能

メインバー、ク

ロスバー

JIS G 4303、JIS G 4304、JIS G 4305、JIS G

 4308、JIS G 4308のSUS304又はJIS G 4304、

JIS G 4305のSUS430J1L

エンドバー、サ

イドバー

JIS G 4303、JIS G 4304、JIS G 4305、JIS G

 4308、 JIS G 4317、JIS G 4308のSUS304、J

IS G 4320のSUS304又はJIS G 4304、JIS G 43

05のSUS430J1L

受け枠用アング

ル材

JIS G 4304、JIS G 4305、 JIS G 4317、 JIS

 G 4320のSUS304又はJIS G 4304、JIS G 4305

のSUS430J1L

アンカー

JIS G 3101 SS400、塩害の多い地区は塩害に

対する防錆処理を行う

間隔　側溝の場合500mm内外

表面仕上げ 2B程度

ふた 幅及び長さの許容差　±3.0mm

荷重性能
設計荷重の1.5倍までの加力に対して、溶接部

のはずれ等その他の異常がないものとする

歩車道

区分
荷重種別

側溝用

(KN)

横断溝用

(KN)

加圧面積

(cm)

車道

T-20 78.5 109.8 20×50

T-14 54.9 76.9 20×50

T-6 23.5 33.0 20×24

T-2 7.8 11.0 20×16

歩道 4,903N/㎡の等分布荷重

種類 形状・寸法

・縁石

・Ｌ形側溝

・Ｕ形側溝

・Ｕ形側溝ふた

・

種別 材料

・盛土
・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

・建設汚泥から再生した処理土Ｇ

・図示

・

・凍上抑制層

・再生クラッシャランＧ

・クラッシャラン

・切込み砂利　　　・砂

・図示

・

・フィルター層
・図示

・

種別

・クラッシャラン

・粒度調整砕石

・再生クラッシャランＧ

・再生粒度調整砕石Ｇ

・クラッシャラン鉄鋼スラグＧ

・水硬性粒度調整鉄鋼スラグＧ

舗装の種類 部位 構成 厚さ(mm)

コンクリート舗装 車路及び駐車場 ・図示 ・ 図 示 　

歩行者用通路 ・図示 ※ 7 0 　

種類
寸法

(mm)
目地材 備考

・普通平板（Ｎ）

・透水平板（Ｐ）

・保水性平板（Ｍ）

・300角

・

※60

・

※砂

・モル

タル

表面加工

 ・研ぎ出し

 ・洗い出し

 ・たたき出し

種類 部位
形状寸

法

厚さ

(mm)

曲げ

強度 備考

※普通ブロック（Ｎ） 車路 ・図示

・

※80

・

※5.0

・

表面加工

・

歩行

者用

通路

・図示

・

※60

・

※3.0

・

種類
形状寸法

(mm)
施工方法 基層

基層の

・花崗岩

・

・割石

・図示

・

・ ・うろこ張り

・

・コンク

リート版

※70

・

・アスフ

ァルト混

合物

※50

・

種類 施工 適用 色 幅(mm) 塗布厚さ(mm)

※3種1号 溶融 粉体状 ・白

・

・150

・100

・1.0

・・1種Ｇ 常温 液状

・2種Ｇ 加熱

植栽 工法 有効土倉の厚さ(mm)
整備

範囲

土壌改

良材

・樹木 ※Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

樹高12m以上

（※100　・120　・150）

樹高7m以上～12m未満

（※80 　・100）

樹高3m以上～7m未満

（※60　 ・80）

樹高3m未満

（※50　 ・60）

・葉張

り部分

・植栽

部分

・図示

・

・適用

する

・適用

しない

※芝、

地被類

※Ｂ種

・

※20

・

・植栽

部分

・図示

・

・適用

する

・適用

しない

(N/mm2)

・透水性ブロック（Ｐ）

・保水性ブロック（Ｍ）

※普通ブロック（Ｎ）

・透水性ブロック（Ｐ）

・保水性ブロック（Ｍ）

厚さ

(mm)
厚さ

(mm)

厚さ

(mm)

厚さ

(mm)

メイン

バー

ピッチ

・溝ふた

（横断用）

・溝ふた

（側溝用）

・溝ふた

（横断用）

・溝ふた

（側溝用）

・図示　・　

・図示　・　

・図示　・　

・図示　・　

・図示　・　

・砂　　　　・　

・粒度調整鉄鋼スラグＧ

・T-2用
・T-6用
・T-14用
・T-20用

クッション材　　※砂　　・空練りモルタル

歩行者用通路に使用する普通ブロックは

た舗装用ブロック）、透水性ブロックは

リート）とする。

・グレーチング (21.2.1)

舗
装
工
事
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・街きょ、縁石

及び側溝

・埋戻し土

・路床

・路盤

・コンクリート舗

装

・カラー舗装

・透水性アスファ

ルト舗装

・ブロック系舗装

Ｇ　・切込砂利　　・切込砕石　　

(21.2.1)

・　　　　※Ｂ種

(22.2.2、3、5) (表22.2.1)

路床の材料

Ｇ

-1
cm/sec以上

Ｇ

加熱アスファルト混合物等の種類

　・密粒度アスファルト混合物(13)

　・細粒度アスファルト混合物(13)

　・密粒度アスファルト混合物(13F)

シールコートの乳剤の種別

・PK-1　　　　　　　・PK-2

試験

　アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　・行わない

舗装の平たん性

　・

　※通行の支障となる水たまりを生じない程度

コンクリート舗装の構成及び厚さ

寒冷地の縁部立下り寸法等　　・図示

材料

　コンクリート

　　コンクリートの種類　・　　　　　　

　　設計基準強度　　　　・　　　　　　

　　所定のスランプ　　　※８　　　・　　

　　※普通コンクリート、標準仕様書表22.5.1による　　

早強ポルトランドセメント　　・使用する　・使用しない

注入目地材料　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ

　　　　間隔　　・　　　　　ｍ程度ごと

　構造　　・図示　　　　　・　

　　　　※標準仕様書表22.5.3及び図22.5.1による

舗装の平たん性

　・

　※通行の支障となる水たまりを生じない程度

・加熱系カラー舗装

　構成　　・厚さ　　　・図示

　加熱系混合物の結合材

　　・アスファルト混合物　

　　・石油樹脂系混合物　　顔料の添加量　（　　　　％）

　着色骨材　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　自然石　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・常温系カラー舗装

　　工法　　・ニート工法　　　　・塗布工法

　　着色部の下部

　　　・アスファルト舗装　・コンクリート舗装　・　

(22.7.2、3、6)

材料

　骨材

　　・道路用砕石　　　　　　　

　　・アスファルトコンクリート再生骨材Ｇ　（表22.4.1）

　　　（種類　・60～80　　・80～100）　

試験

　開粒度アスファルト混合物等の抽出試験

　　・行う　　　　・行わない

　砂の粒度試験

　　・行う　　　　・行わない

舗装の平たん性

　　・　　　　　　※著しい不陸がないもの

・コンクリート平板舗装　Ｇ

・インターロッキングブロック舗装　Ｇ

Ｇ（再生材料を用い

Ｇ（透水性コンク

仕上がり面の平たん性

　・

　・

-1

・植栽地の確認等

　　粗骨材の最大寸法　　・　

目地　　種類　　・　

構成　・図示　・　

cm/sec以上　　　 ・　

＜鋼製グレーチング＞

（品質・性能等）

＜ステンレス製グレーチング＞

（荷重試験方法）

設計荷重は以下の通りとする。

試験体は、下記の種別ごとに強度計算における応力度が最大

となる製品について試験を行う。

　イ）溝ふた　　横断用　T-20～T-2のうち1体

　　　　　　　　歩道用　         のうち1体

　ロ）Ｕ字溝用　側溝用　T-14～T-2のうち1体

設計荷重を基準として一方向繰り返し加力を行う。加力速度

　　　　　　　　歩道用　　　　　 のうち1体

は、4,903N/sとする。繰り返し加力は3回行った後、残留ひ

　　　　　　　　側溝用　T-20～T-2のうち1体

ずみ等がないか確認する。その後設計荷重の1.5倍まで加力

し、溶接部のはずれ等異常の有無について確認する。

(21.3.1、2) (表21.3.1)

街きょ、縁石、側溝

地業の材料　　　　　

　・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂　

砂利地業に用いる材料　

　・再生クラッシャラン

砂利地業の厚さ　　　※100（mm）　・図示砂利地業の厚さ　　　※100（mm）　・図示

・現場打ちの場合のコンクリート材料

　設計基準強度　　※18N/mm2　　・　

　凍上抑制層に用いる材料　・　

　砂の粒度試験　　・行う　・行わない

・路床安定処理

　安定処理の方法　　・置き換え工法　　・安定処理工法

　　路床安定化処理用添加材料

　　種類　　・普通ポルトランドセメント

　　　　　　・高炉セメントＢ種

　　　　　　・フライアッシュセメントＢ種

　　　　　　・生石灰（　　　　　　　　）

　　　　　　・消石灰（　　　　　　　　）

　　添加量　・　　　kg/m3（目標CBR　・3以上　・　　　）

　　・ジオテキスタイル

　　　単位面積質量　　・60g/㎡以上　　　・　

　　　厚さ(mm)　　　　・0.5～1.0　　　　・　

　　　引張強さ　　　　・98N/5cm（10kgf/5cm）以上

　　　　　　　　　　　・　

　　　透水係数　　　　・1.5×10

　　　　　　　　　　　・　

試験・

　路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　・行う　・行わない

　　現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　・行う　・行わない

(22.3.2、3、5)(表22.3.1)

路盤の厚さ　・図示　・　

路盤材料

・アスファルト

舗装 アスファルト舗装の構成及び厚さ　※図示　・　

材料及び種類

　アスファルト・再生アスファルト

　　　　　　　・ストレートアスファルト

　骨材　　　　・道路用砕石　　　　　　　

クッション材　　※砂　　・空練りモルタル

普通平板は

平板はＧ

Ｇ

仕上がり面の平たん性　　・　

※歩行に支障となる段差がないものとし、コンクリート平板

間の段差は3mm以内とする。

（再生材１料を用いた舗装用ブロック）、透水

（透水性コンクリート）とする。

土壌の水素イオン濃度指数（pH）試験　・行う　・行わない

電気伝導度（EC）の試験　　　 　　　 ・行う　・行わない

Ｇ　低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料

クッション材　　※砂　　・空練りモルタル

仕上がり面の平たん性

　※歩行に支障となる段差がないものとし、舗石間の段差は

3mm以内とする。

・ジオテキスタイル

　　単位面積質量　　・60g/㎡以上　　　　　　　　・　

　　厚さ(mm)　　　　・0.5～1.0　　　　　　　　　・　

　　引張強さ　　　　・98N/5cm（10kgf/5cm）以上　・　

　　透水係数　　　　・1.5×10

・砂利敷き

・路面標示用塗料

種別 ・Ａ種（施工範囲：・図示 ・通路 ・　　　　　　　）

　　 ・Ｂ種（施工範囲：・図示 ・建物周囲その他 ・　　）

路面標示用塗料はJIS K 5665 による。

樹木の植栽基盤の整備

　・適用する　　　・適用しない

・植栽基盤の整備

　※歩行に支障となる段差がないものとし、インターロッキ

ングブロック間の段差は3mm以内とする。

・舗石舗装

(22.9.2)

(23.2.2、4)

(23.1.3)

(22.8.2、3)

(22.6.2～4)

(22.5.2～4、6)(表22.5.1、3)

(22.4.2～6)(表22.4.4)

（・60～80・80～100）

　　　　　　　・アスファルトコンクリート再生骨材

Ｇ
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 ２２－１２７Ｓ

S=1:－(A3版 50%縮小)

2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
特

016

建築工事特記仕様書(１６)

家具図による下足入

キッチン 給湯室

左記の層間変形角に対して、脱落しないこと

種子の種類 発芽率 種子の量(g/㎡) 備考

・ ・

※洋芝類（採取

後2年以内）

※発芽率80％以上

樹種 コンテナ径 単位面積当たりのコンテナ数 芽立数

・ ・ ・ ・

設計用震度
帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部

設計用水平震

度（KH）

※1.0

・

設計用鉛直震

度（KV）

※0.5

・

設計用震度の地震力に対して、部材に生じる応力

度が所定の応力度以内にあり、有害な残留ひずみ

が生じないこと。ただし、所定の応力度以内にあ

ることの確認が困難な場合は、試験等により設計

用震度の地震力に対して有害な残留ひずみが生じ

ないことを確認する。なお、水平方向の地震力に

対する確認は面内方向及び面外方向について行う

。

所定の応力度は、短期許容応力度とし、短期許容

応力度が定められていない材料については、関連

基規準（製造者等により構成される協会等が定め

る指針等を含む。）が定める値とする。

層間変形角
帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部

・1/100

・1/200　

・　　　

左記の層間変形角に対して、脱落しないこと

設計用震度
帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部

設計用水平震

度（KH）

※1.0

・

設計用鉛直震

度（KV）

※0.5

・

設計用震度の地震力に対して、部材に生じる応力

度が所定の応力度以内にあり、有害な残留ひずみ

が生じないこと。ただし、所定の応力度以内にあ

ることの確認が困難な場合は、試験等により設計

用震度の地震力に対して有害な残留ひずみが生じ

ないことを確認する。なお、水平方向の地震力に

対する確認は面内方向及び面外方向について行う

。

所定の応力度は、短期許容応力度とし、短期許容

応力度が定められていない材料については、関連

基規準（製造者等により構成される協会等が定め

る指針等を含む。）が定める値とする。

層間変形角
帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部

・1/100

・1/200　

・　　　

左記の層間変形角に対して、脱落しないこと

設計用震度
帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部

設計用水平震

度（KH）

※1.0

・

設計用鉛直震

度（KV）

※0.5

・

設計用震度の地震力に対して、部材に生じる応力

度が所定の応力度以内にあり、有害な残留ひずみ

が生じないこと。ただし、所定の応力度以内にあ

ることの確認が困難な場合は、試験等により設計

用震度の地震力に対して有害な残留ひずみが生じ

ないことを確認する。なお、水平方向の地震力に

対する確認は面内方向及び面外方向について行う

。

所定の応力度は、短期許容応力度とし、短期許容

応力度が定められていない材料については、関連

基規準（製造者等により構成される協会等が定め

る指針等を含む。）が定める値とする。

層間変形角
帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部

・1/100

・1/200　

・　　　

左記の層間変形角に対して、脱落しないこと

室名 階
設計用水平

震度(KH)

設計用鉛直

震度(KV)

クリアランス

(mm）

・ ・ ・

設計用震度
帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部

設計用水平震

度（KH）

※1.0

・

設計用鉛直震

度（KV）

※0.5

・

設計用震度の地震力に対して、部材に生じる応力

度が所定の応力度以内にあり、有害な残留ひずみ

が生じないこと。ただし、所定の応力度以内にあ

ることの確認が困難な場合は、試験等により設計

用震度の地震力に対して有害な残留ひずみが生じ

ないことを確認する。なお、水平方向の地震力に

対する確認は面内方向及び面外方向について行う

。

所定の応力度は、短期許容応力度とし、短期許容

応力度が定められていない材料については、関連

基規準（製造者等により構成される協会等が定め

る指針等を含む。）が定める値とする。

層間変形角
帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部

・1/100

・1/200　

・　　　

設計用震度
帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部

設計用水平震

度（KH）

※1.0

・

設計用鉛直震

度（KV）

※0.5

・

設計用震度の地震力に対して、部材に生じる応力

度が所定の応力度以内にあり、有害な残留ひずみ

が生じないこと。ただし、所定の応力度以内にあ

ることの確認が困難な場合は、試験等により設計

用震度の地震力に対して有害な残留ひずみが生じ

ないことを確認する。なお、水平方向の地震力に

対する確認は面内方向及び面外方向について行う

。

所定の応力度は、短期許容応力度とし、短期許容

応力度が定められていない材料については、関連

基規準（製造者等により構成される協会等が定め

る指針等を含む。）が定める値とする。

層間変形角
帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部

・1/100

・1/200　

・　　　

左記の層間変形角に対して、脱落しないこと

材質 階区分
建築物間の

ｸﾘｱﾗﾝｽ(mm)

変位追従量

（mm)

断熱

性能
備考

・ｱﾙﾐﾆ

ｳﾑ製

・ｽﾃﾝﾚ

ｽ製

(　)階

～

(　)階

・50

・100

・150

・

（避難経路

の床等）

・　　　

以上

（その他）

・

以上

・有り

（　）

・無し

・ｱﾙﾐﾆ

ｳﾑ製

・ｽﾃﾝﾚ

ｽ製

(　)階

～

(　)階

・50

・100

・150

・

（避難経路

の床等）

・　　　

以上

（その他）

・

以上

・有り

（　）

・無し

家具名称 設置場所 備考

・

・

・

・

・有り
（　）

・無し

・有り

（　）

・無し

材）の性能

材）の性能

材）の性能

材）の性能

材）の性能

材）の性能

材）の性能

材）の性能

材）の性能

材）の性能

耐火

性能

　　　　　　　　　　・設けない

(23.2.3)

(23.2.3)

　・適用する　　　　・適用しない

Ｇ

　　　使用量　　植栽基盤面積1㎡あたり（・50L　・　　）

　・汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）Ｇ

　　　施工箇所　　※植栽範囲　　　　・図示

　　　使用量　　植栽基盤面積1㎡あたり（・10L　・　　）

　　　材料

「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める

省令」の別表第1の基準に適合する原料を使用したも

ので、植害試験の調査の結果、害が認められないもの

とする

　・

(23.3.2)

(23.3.2、3)

Ｇ

(23.3.2)

(23.4.2、3)

(23.4.2)

(23.4.2)

(23.3.4、6) (23.4.7)

建
築
非
構
造
部
材
の
耐
震
性
能
に
係
る
標
準
的
な
特
記
事
項 

　構造体の層間変形に対する追従性

範囲　　・図示による　　・　　　　

特定天井の設計用震度及びクリアランスは以下による。

　特定天井告示（平成25年国土交通省告示第771号）による

特定天井の設計用震度　検証ルート（　　）

　構造体の層間変形に対する追従性

　　　　　・床固定（図示）

・植込み用土

・土壌改良材

・樹木

・支柱

・芝

・吹付けは種

・地被類

・新植、芝等の

枯補償、移植

樹木の枯損処

置

・CW(メタル・PCa)

・ALCパネル

・押出成形セメ

ント板（ECP）

・石工事

・AD、SD、LD、

 SSD

H

V

・ガラス

・軽量鉄骨天井

下地(特定天井)

・軽量鉄骨天井

下地（緊結吊

天井）

範囲　　・図示による　　・　　　　

　標準仕様書14.4.1～14.4.4に加えて、天井下地材における

　1)野縁受けは、相互にジョイントを差し込んだ上でねじ留

　　め。

　2)野縁や野縁受けの隣り合うジョイントの位置は、互いに

　　1m以上離し、千鳥状に配置。

　　留め等の措置（開き止め）を講じる。

　　示（平成25年国土交通省告示第771号）第3第3項に適合

　　する天井に用いられるもの又は耐風圧クリップ相当の緊

　　結度合を「新たな特定天井の技術基準（天井と周囲の壁

　　等との間に隙間を設けない仕様の追加）の解説（平成28

　　年7月版）」（国土交通省国土技術政策総合研究所他）

　　の「付録1クリップの接合部の衝撃試験」により確認さ

　　れたものを使用する。なお、当該クリップは、JISA6517

・軽量鉄骨天井

下地

・システム天井 ・システム天井　※グリッドタイプ　　

　耐震性

　以下の設計用震度の地震力及び構造体の層間変形角に対し

　する確認は面内方向及び面外方向について行う。

　て、脱落しないものとする。なお、水平方向の地震力に対

　設計用水平震度(K

　設計用鉛直震度(K

　構造体の層間変形角　・1／100　・1／200　・ ／　

間仕切りパネルの耐震性

　地震力に対する安全性

H

V

　構造体の層間変形に対する追従性

・ALCパネル

・押出成形セメ

ント板（ECP）

・軽量鉄骨壁下

地

・フリーアクセ

スフロア

・エキスパン

ションジョイ

ント金物

・壁等に固定す

る家具

固定方法　・壁固定（図示）

H

V

　・真竹　・　

　※引渡しの日から１年　・無し　・　

)　　※1.0　　　・　

)　　※0.5　　　・　

　範囲　・図示による　　・　

)   ※1.0　　・　

)　 ※0.5　　・　

)　　※1.0　　・　

)　  ※0.5　　・　

－

－

－

　4)野縁と野縁受けの接合に用いるクリップは、特定天井告

　3)野縁受けと吊りボルトの接合に用いるハンガーは、ねじ

間仕切りパネルの耐震性

　地震力に対する安全性

　　構造体の層間変形角　・1／100　・1／200　・ ／

ないよう取り付けられているものとする。

　以下の構造体の層間変形角に対して、破損、脱落が生じ

構造体の層間変形に対する追従性

　　　（建具符号：・建具表による　・　　　）

　　　設計用鉛直震度(K

　　　設計用水平震度(K

方向及び面外方向について行う。

のとする。なお、水平方向の地震力に対する確認は面内

　以下の設計用震度の地震力に対して、脱落が生じないも

RC壁に設置する特定室等及び避難経路の扉

　・耐震ドア　　面内変形追随性の等級（・　　）

　重量がある扉

　　　         （建具符号：・建具表による　・　　　）

種別及び指定量等

　・バーク堆肥

　　　施工箇所　　※植栽範囲　　　　・図示

・現場発生土の良質土　　・客土

土壌改良材の適用

植栽基盤の排水設備　・設ける（※図示　　・　　　　　）

樹種、寸法、株立数等　　　※図示　・　

支柱材　　　　※丸太（間伐材）

防腐処理方法　※加圧式防腐処理丸太材　・　

形式　　　　　・図示　・　

種類

　※コウライシバ　　・ノシバ　　　・　

芝張りの工法

　平地　　※目地張り　　・べた張り

　法面　　・目地張り　　※べた張り

新植樹木（芝張り、吹付けは種及び地被類を含む）の枯補償

の期間

移植樹木の枯損処置を行う期間

　※引渡しの日から１年　・無し　・　

CW工事

取付方法、性能等

　地震力に対する安全性

　耐震性を考慮した補強は、以下の1)～4)のとおりとする。

　　によらなくてもよいものとする。

20章　フリーアクセスフロアの特記事項による

エキスパンションジョイントカバーには、脱落防止措置を講

外部に設置するものは、防水型とする。

ずる。

以下の設計用震度の地震による引抜き力に対して固定金具

に生じる応力度が所定の応力度以内にあり、有害な残留ひず

みが生じないものとする。ただし、所定の応力度以内にある

ことの確認が困難な場合は、試験等により設計用震度の地震

による引抜き力に対して有害な残留ひずみが生じないことを

確認する。なお、水平方向の地震力に対する確認は面内方向

及び面外方向について行う。

所定の応力度は、短期許容応力度とし、短期許容応力度が

定められていない材料については、関連基規準（製造者等に

より構成される協会等が定める指針等を含む。）が定める値

による。

設計用水平震度(K

設計用鉛直震度(K

※収納物の散乱防止措置（ラッチ機構、ロック機構等）を講

ずる。

・軽量鉄骨壁下地等への補強　（　・図示　　・　　　）

　地震力に対する安全性

外壁パネルの耐震性

　構造体の層間変形に対する追従性

外壁パネルの耐震性

　地震力に対する安全性

続使用に耐えること。

層間変形角1/300に対して、ほとんど補修の必要がなく、継

　構造体の層間変形に対する追従性

・幹巻き用材料

材料　　　　　※幹巻き用テープ　・わら及びこも
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017

建築工事特記仕様書(補足)

一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭

5

＊

  の事項

 (設備関係事項)

・ 建築設備(昇降機を除く。)、建築設備の支持構造部及び

　緊結金物は、腐食又は腐朽の恐れがないものとすること。

・ 屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに

　 類するもの(以下「屋上水槽等」という。)は、支持構造

 　部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持な部分に、

 　緊結すること。

・ 煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンク

 　リートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製

   の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

・ 煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリート

　 のかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造又は

　 厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造、

   若しくはコンクリートブロック造とすること。

・ 建築物に設ける給水、排水その他の配管設備(給湯設備　

   を除く。)は、

　・風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃

　  に対して安全上支障のない構造とすること。

　・建築物の部分を貫通して配管する場合においては、

　　当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の

　　損傷防止のための措置を講ずること。

  ・管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずる

　　おそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を

    設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

　・管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物

　　又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び

　　衝撃の緩和のための措置を講ずること。

・ 法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上

　 水槽等にあっては、平成12年建設省告示第1389号により、

　 風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造上

　 安全なものとすること。
＊・ 給湯設備　は、風圧、土圧、及び水圧並びに地震その他

そ
 
の
 
他

・室内の空気中

　の化学物質濃

(1.5.9)

※　ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の測定

　　試料採取及び測定は，厚生労働省の「室内空気中化学

　物質の採取方法と測定方法」の新築住宅の例に準拠する

　ほか，拡散方式ではサンプラー製造所の定める仕様によ

　り行う。

　測定対象物質

※ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ（濃度指針値   100μg/m3 ・ 0.08ppm）

※ ｽﾁﾚﾝ　　　（濃度指針値   220μg/m3 ・ 0.05ppm）

※ ﾄﾙｴﾝ　　　（濃度指針値   260μg/m3 ・ 0.07ppm）

※ ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ （濃度指針値 3,800μg/m3 ・ 0.88ppm）

※ ｷｼﾚﾝ　　　（濃度指針値   870μg/m3 ・ 0.20ppm）

　測定する室等：

検収室、炊飯室、肉魚類下処理室、野菜類下処理室

揚・焼・蒸物調理室、上処理・煮炊き調理室、

食物アレルギー対応調理室、和え物調理室、コンテナ室、

洗浄室、事務室、会議室、職員食堂、女子休憩室、

事業者事務室（計15室）

　度の測定

　採取方法：吸引方式又は拡散方式とし，拡散方式では

　　　　　　８時間採取する。

　　次の事項を記載した報告書を２部提出する。

　測定結果等報告書の提出

　　ａ測定結果

　　ｂ試料採取時の状況（気温・湿度（室外・室内），

　　　天候，風の状況，日射進入状況，測定年月日・時間，

　　　窓の開閉状況，機械換気量，工事完成時から測定日

　　　までの日数）

　　ｃ試料採取方法，測定方法，使用した測定機器

　 の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とするこ

　 と。満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、

　 地震に対して安全上支障のない構造として、平成12年

　 建設省告示第1388号第5に規定する構造方法によること。

　　　＊「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち
　　　   給湯設備に該当するものを除いたもの。

・ 材料

・ 杭、地盤の載

　 荷試験

　　項　　目 　　　　　　　　　　特　　記　　事　　項 章

　 処理

・ 建設発生土の

通省大臣官房官庁営繕部「敷地調査共通仕様書」を標準と

する。

　杭、地盤の試験の方法及び報告書の記載事項は、国土交

　 出試験

・ 六価クロム溶 　地盤改良工事等でセメント及びセメント系固化材を使用

する場合は、六価クロム溶出試験要領により、試験を実施

し試験結果（計量証明書）を監督職員に提出すること。

・ 施工段階（　検体）

・ 骨材 　構造体に関する耐震安全性の分類がⅠ類以外の建築物で、

地域等によって区分Ｂの骨材を使用せざるを得ない場合、

監督職員と協議し、次のいずれかの方法により承諾を受け

た場合に限り使用できる。

　　　書により確認

　(2) 抑制効果のある混合セメントを使用

　　　1145)又は迅速法(JIS A 1804)による。

り実施すること。

　構造体に用いるコンクリート用骨材の品質試験を次によ

　　　こと。

　(3) 原則として受注者の立会いのもと試料の採取を行う

　(4) 計画調合書の作成前に、原則として試験機関に委託

　　　し実施すること。試験の実施後、6ヶ月を経過する

　　　都度及び産地が変わった場合には再試験を実施する

　　　こと。

　(5) 試験の結果は書面により速やかに報告すること。

　　　れた場合は、監督職員と協議すること。

　(6) アルカリシリカ反応性試験の結果、区分Ｂと判定さ

・ 塗装業者

　(1) アルカリシリカ反応性試験の方法は化学法(JIS A

　(1) アルカリ総量が3.0㎏/m3以下であることを配合計画

　　　実施計画書を作成し、監督職員に提出すること。

　(2) コンクリート製造工場の選定後、速やかに品質試験

・ 施工計画書 　(1) 使用機械器具、各工種の材料、工法、日程等の内容

　　　を記載すること。

　(2) 重機械等を建築物等に載せる場合は、構造体の安全

　　　を確認する検討書を添付すること。

・ 工法等 　内装材の撤去は原則として火気を使用しないこと。やむ

を得ず使用する場合は、消火器具等を準備し監視人を配置

するなど防火対策を入念に行う。

 　係る施工方法

・ 分別解体等に

・ 構内指示の場所に敷き均し

・ 構内指示の場所に堆積

樹種

※ 標準仕様書の「ひのき」は「ひば」と読み替える。

内装仕上げ材、建築設備の撤去

※ 場外搬出適正処理（参考標準運搬距離　　km）

・ 配合設計段階（　検体）

・ 構外指示の場所に処分（受入れ施設名、受入れ場所、

　 仮置場所、搬出調書等を提出する。）

※ ビニル床タイル、間仕切壁、天井材、建具類等の内装

　 仕上げ材及び建築設備は、コンクリート類の再資源化

 　を図るため、手作業による先行撤去とし、コンクリー

　 ト類とは分別解体とすること。

屋根ふき材

・ 手作業、機械作業の併用による。

※ 手作業による。

・ 手作業、機械作業の併用による。

・ 石膏ボードの

　 処分方法

　撤去は手作業を原則とし、管理型処分場で処分すること。

　ひ素・カドミウム含有せっこうボードは、出来る限り製

造業者に処分を依頼すること。

・ 伸縮調整目地 ※ 成形伸縮目地（天端EPTゴム、サイドブチルゴム製）は

　 評価名簿による。

　(一社)日本塗装工業会の会員又は監督職員の承諾する者

とする。

 工

 土

 事

 地

 業

 工

 事

 コ

 ン

 ク

 リ

ー

 ト

 工

 事

 木

 工

 事

 塗

 装

 工

 事

 防

 水

 改

 修

 工

 事

・ 一般事項 　(1) 建設廃棄物等の処分は、関係法令に従い安全かつ公

　　　害を発生させない方法で行うこと。

　(2) 計画内容は工事施工関係者に広く周知徹底させる。

　(3) 騒音、振動は使用機器の能力等により、事前に所要

 撤

 去

 工

 事

　　　と。

　　　の手続きをして解体に伴う関係官庁の了解を得るこ

・ 品質管理

・ 材料 樹種

※ 標準仕様書の「ひのき」は「ひば」と読み替える。

ラワン材等を使用する場合・ 防虫処理

・ 保存処理の性能区分K1

　 張り

・ フローリング

 内

 装

 改

 修

 工

 事

　本特記事項は、体育館の床には適用しない。

・令129条の2の3
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特工事区分表

区分は○印を適用する

項　　　　　　目

貫通スリーブ

貫通スリーブの補強

開口部の型枠・補強

貫通スリーブ・開口部の墨出し

貫通スリーブ・型枠部の穴埋め

鉄骨貫通鋼管スリーブ

貫通スリーブ

貫通スリーブの補強

開口部の型枠・補強

貫通スリーブ・開口部の墨出し

貫通スリーブ・型枠部の穴埋め

予備スリーブの穴埋め

機器取り付け用アンカー・架台

基礎

太陽光発電設備基礎

ホール押釦・インジケータなど
の壁開口

機械室天井・昇降路内
フック取付

機械室内換気設備

エレベーター制御盤までの一次

相　２００Ｖ５０ＨＺ）
側動力用配管配線工事（ＡＣ３

エレベーター制御盤までの一次

相　１００Ｖ５０ＨＺ）
側電灯用配管配線工事（ＡＣ単

防火・防煙
区画
防火・防煙
区画

ＲＣ造
（梁・壁・床）
の貫通孔・開口
部

Ｓ・ＳＲＣ造
（梁・壁・床）
の貫通孔・開口
部

設備機器の基礎

機械室・昇降路の躯体

機械室の床開口

機械室の床配管ピット・蓋

打設・仕上
機械室の上げ床コンクリート

巻上機周囲のチェッカープ
レート敷

昇降路内ピット防水

ピット点検タラップ

各階出入口穴あけ・同補強

三方枠取付・枠廻り埋戻し
・同補強

・三方枠及び幕板の受け
昇降路がＳ造の時の出入口扉

昇降路の中間ビーム、ブラ
ケット、レールブラケット
支持柱、他昇降路内の

昇降路がＳ造の時の中間ビーム
及びブラケットの受けピース

関係

エレベーター制御盤以降の接地
用配管配線工事（Ｄ種接地）

警報用配管配線工事
エレベーター制御盤までの火災

エレベーター制御盤から非常用
インターホンまでの配線及びイ
ンターホン取付工事

放送用配管配線工事
エレベーター制御盤までの館内

エレベーター保守遠隔監視用
（電話回線）配線工事（ＭＤＦ

※図示された場合
からエレベーター制御盤まで）

エレベーター保守遠隔監視用
（電話回線）配管工事（ＭＤＦ
からエレベーター制御盤まで）

エレベーター制御盤からエレベ

配管配線工事
ーター監視盤又は警報盤までの

エレベーター制御盤からエレベ

配線工事
ーター内監視カメラまでの配管

緊急地震速報受信用配管工事

設備工事
昇降路頂部煙感知器・熱感知器

ピット内点検用コンセント
設備工事

フック（必要な場合、建築
エレベーターシャフト吊り

工事に支給）
レールブラケット取り付け
ファスナー（必要な場合、
建築工事に支給）

躯　　体　　関　　係

動力計測用電力計から自動制

トラフ・ピット類（ふたを含む）

ＲＣ造各種ピット

同上用マンホール・タラップ

排水溝

オイルサービスタンクの防油堤

フリーアクセスフロア内の防水

探査含む）

各種ボックス類

軽鉄天井・壁
下地

可動間仕切

インサート

水廻り機器

仕　　上　　関　　係

トイレブース内小物棚

ユニットバス・シャワーユニ
ット

コンクリート浴槽

ボード類、
塗装のみ
Ｍ・Ｅ用含
む
レールヒー
ター用の手
元スイッチ
を含む

その他

くつ洗いの排水金物・排水管

トラップ

雑排水・汚水排水設備

ハンドホール

Ｅ・Ｍ桝で充填用マンホールふ
たを使用した場合の表面仕上

屋　外　関　係

排水・ハンドホ
ール廻り

雨水利用設備
（ルーフドレン、縦樋はＡ、
縦樋から集水桝までＭ）

オイルタンク本体オイルタンク
廻り

オイルタンクの外郭、基礎
（充填砂共）

土工事含む

ピット型の躯体及び砂充填

同上杭及び杭頭処理

上記以外のユニット型浄化槽
本体・配管及び据付等

浄化槽

自家発電装置

発電装置　基礎

主燃料槽用　基礎、外郭工事
（充填砂共）

同上杭及び杭頭処理

燃料小出槽　基礎

防油堤

通気管

給油口ボックス

給油口ボックス　基礎

屋外トレンチ

屋外トレンチ用　蓋

危険物表示板

自家発電設備

感知器連動防火戸のレリーズ用
切込み

消火器ボックス

表面仕上が必要な全熱交換機等
の表面仕上

壁・天井・床点検口

駆動装置が電動の建具類の１次
電源、1次・2次配管、及び手元
電源スイッチ

同上本体・駆動装置・検出装置
（センサー）
駆動装置が電動のブラインド
・排煙オペレーター等の１次
配線及び１次・２次配管
同上本体・操作スイッチ及び
２次配線
映像音響設備のある室で操作卓
にスイッチを組み込む電動ブラ
インド

電動スクリーン及びボックス

電気錠及び扉～枠通電金具及び
２次配線
同上用１次配線及び１次
２次配管

避雷導体の接続

笠木を棟上げ導体とした場合
の笠木～笠木の接続

ルーフドレン及びたてどい

地震感知器の配管配線

煙突の水抜き管（排水管）

防煙ﾀﾞﾝﾊﾟｰと連動制御器までの
配管配線及び連動制御盤から煙
感知器までの配管配線

雨水排水設備

駐車場・車庫廻りのガソリン

燃料小出槽

厨　房　機　器　関　係

ＥＶＭＥＡ 備　考備　考ＥＶＭＥＡ備　考ＥＶＭＥＡ項　　　　　　目 項　　　　　　目 項　　　　　　目 Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ 備　考ＫＫＫＫ

Ａ　建築工事　　　Ｅ　電気設備工事　　　Ｍ　機械設備工事　　　ＥＶ　エレベーター設備工事　　　Ｋ　厨房設備工事 ※　複数箇所に○印のあるものは、各工事を適用する工事区分表（他工事との取合い等）

四方枠取付

厨房機器の搬入、据付、組立て

厨房機器アンカー固定工事

プレハブ冷蔵庫、冷凍庫の
冷媒配管工事
排気フード取付工事及びダクト
工事

厨房機器開口ステンレス三方枠、

厨房機器設置後の開口部ステン
レス塞ぎ工事

各厨房機器の二次側給排水接続
工事
・厨芥処理ｼｽﾃﾑのピット内
　スラリー配管工事

　屋外ﾀﾝｸの冷水配管工事
・真空冷却機とﾁﾗｰﾕﾆｯﾄ、

各機器の一次、二次側電気接続
工事
・信号線接続を含む（炊飯ﾗｲﾝ
　・自動ﾌﾗｲﾔｰ・真空冷却機、
　厨芥処理ｼｽﾃﾑの配線工事）

厨房機器付属の電源ｺﾝｾﾝﾄﾌﾟﾗｸﾞ

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ冷蔵庫、冷凍庫ﾊﾟﾈﾙ建方
工事
ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ冷蔵庫、冷凍庫床ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設及び仕上げ工事
排水桝、側溝の残菜ｽﾃﾝﾚｽ篭取付
工事及びｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ取付工事
ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ冷蔵庫、冷凍庫の室外機
及び真空冷却機のﾁﾗｰ、屋外ﾀﾝｸ
ﾕﾆｯﾄの基礎工事

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ冷蔵庫、冷凍庫の温度
感知機設置

ﾌｰﾄﾞ・ﾀﾞｸﾄ工事

ｺﾝﾃﾅ洗浄機据付後の床縞鋼板
取付工事
天吊式消毒保管機の吊り込み用
鋼材作成及び取付け
天吊式消毒保管機と天井板との
隙間仕舞工事
天吊式消毒保管機の吊り込み用
架台作成及び機器取付、ﾚﾍﾞﾙ出し
各厨房機器の二次側給排気接続、
ｶﾞｽ接続工事
・蒸気回転釜の蒸気給排気管、
　真空冷却機の蒸気配管及び配
　管保温工事（ｽﾃﾝﾚｽﾗｯｷﾝｸﾞ）、
　ｽﾁｰﾑﾄﾗｯﾌﾟ取付
・各ｶﾞｽ厨房機器の配管工事

手洗い設備設置工事

給水、給湯、ｶﾞｽ、蒸気配管の
元ﾊﾞﾙﾌﾞ取付工事

ｴｱｼｬﾜｰ据付

ユニット型

厨房用はＭ

その他

壁・天井空調給排気グリル

フリーアクセスフロアコンセ
ント

切込み加工
フリーアクセスフロア給排気
グリル

フリーアクセスフロアパネル
事務室廻り

洗濯機パン

浴槽排水金物

既製浴槽

ベビーシート

すり
多機能便所手すり・便器類手

鏡（注文品）

鏡（標準品）

手洗い・洗面器カウンター

・コンロ台
流し台・吊り戸棚・水切り棚

排気フード（レンジフード等
既製品）

ステンレス製）
排気フード（標準詳細図による
ップ
ウエザーカバー・ベントキャ

防風板

外壁ガラリ

設備機器類用吊りボルト及び

給排気関係

切込み・補強

開口部の墨だし

下地材の切込み・補強

ボード類の切り込み

既設埋設配管配線調査（X線

設備室内床排水管

堤

御盤までの配管・配線工事

トレンチ

トレンチ用　蓋

主燃料槽

鋼製部材一式

エレベーター

太陽光発電設備架台

018

・自動ﾌﾗｲﾔｰ～新油廃油ﾀﾝｸ間の
　油配管工事
・各機器、ｼﾝｸ類の給水給湯ｶﾗﾝ
　及びｶﾗﾝ取付工事

・炊飯：送米ﾊﾟｲﾌﾟ塩ビ配管工事
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駐車スペース（83台）駐車スペース（83台）駐車スペース（83台）駐車スペース（83台）駐車スペース（83台）駐車スペース（83台）駐車スペース（83台）

（給食配送トラック用8台）（給食配送トラック用8台）（給食配送トラック用8台）（給食配送トラック用8台）（給食配送トラック用8台）（給食配送トラック用8台）（給食配送トラック用8台）

（ボランティア用10台）（ボランティア用10台）（ボランティア用10台）（ボランティア用10台）（ボランティア用10台）（ボランティア用10台）（ボランティア用10台）（給食センター利用者用）（給食センター利用者用）（給食センター利用者用）（給食センター利用者用）（給食センター利用者用）（給食センター利用者用）（給食センター利用者用）

NTTNTTNTTNTTNTTNTTNTT

量水器量水器量水器量水器量水器量水器量水器
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関根線175関根線175関根線175関根線175関根線175関根線175関根線175

T1T1T1T1T1T1T1

制制制制制制制

汚水汚水汚水汚水汚水汚水汚水

U300-360

U300-360
U300-360

U300-360
U300-360

U300-360
U300-360

制制制制制制制

関根線176関根線176関根線176関根線176関根線176関根線176関根線176

至　野辺地町至　野辺地町至　野辺地町至　野辺地町至　野辺地町至　野辺地町至　野辺地町

国道279号線国道279号線国道279号線国道279号線国道279号線国道279号線国道279号線

（建基法42条1項1号）（建基法42条1項1号）（建基法42条1項1号）（建基法42条1項1号）（建基法42条1項1号）（建基法42条1項1号）（建基法42条1項1号）

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360
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既存プール既存プール既存プール既存プール既存プール既存プール既存プール

進入路進入路進入路進入路進入路進入路進入路

排水処理施設排水処理施設排水処理施設排水処理施設排水処理施設排水処理施設排水処理施設

し尿浄化槽し尿浄化槽し尿浄化槽し尿浄化槽し尿浄化槽し尿浄化槽し尿浄化槽
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図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

Ａ
２２－１２７Ｓ 2023年3月24日

　　第22110183号
　宮城県知事登録
一級建築士事務所

S=1:600､200(A3版 50%縮小) 002

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
敷地､建物求積図・面積表
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符号

10

計算式(m)

× =

防災備蓄庫２

符号

1

2

3

4

5

6

7

A

B

8

9

a

b

c

d

ELV

47.2000

6.5000

28.9500

2.2750

13.9750

3.8000

1.8000

6.5000

5.4000

25.0500

7.7250
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2.2750

2.2750
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×
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0.2750
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7.6500

=
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1,240.1800

34.2875

339.4388

19.9631

163.8569

33.1550

0.4950

212.7125

140.4000

382.0125

40.7494

174.4875

43.2000

11.4000

6.7113

6.6544

19.8900

計算式(m)

26.2750

6.7000 2.2000 14.7400

符号

11

計算式(m)

4.4500 × 2.0000 = 8.9000

建築面積

延床面積 ㎡14.74

㎡14.74

建築面積

延床面積

㎡

㎡8.90

8.90

 1 ～ 7 + A + B

 8 + 9

ELV×2+防災備蓄庫２

2,184.4887

422.7619

33.19

2,184.48

422.76

2,607.24

㎡

㎡

㎡

㎡2,574.05

１階床面積

２階床面積

延床面積

容積対象床面積

※防災備蓄庫２(容積対象外)　19.89㎡ ＜ 延床面積/50　2,607.24/50 = 52.14 ㎡

 1 ～ 7 + B + a ～ d 2,207.5750 2,207.57 ㎡建築面積

㎡

面積表

敷地面積

対象外 

延床面積

㎡

2,630.88

㎡建築面積 2,231.21

㎡容積対象床面積 2,597.69

容積率

建ぺい率

％

％

容積対象床面積/敷地面積

延床面積-(ELV+防災備蓄庫２)

建築面積/敷地面積

6.129

4.00
06

72
.9
93

29
.6
89

157.671

92.528

3.99
6

142.951

10
.9
235.723

符号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

倍面積合計

面積

敷地面積

底辺

124.459 

157.671 

92.528 

34.635 

157.671 

142.951 

10.923 

99.955 

136.093 

42.632 

高さ

30.272 

72.993 

3.996 

17.259 

29.689 

8.291 

5.723 

29.933 

19.292 

5.435 

倍面積

3,767.6228 

11,508.8793 

369.7419 

597.7655 

4,681.0943 

1,185.2067 

62.5123 

2,991.9530 

2,625.5062 

231.7049 

28,021.9870 

14,010.9935 

14,010.99 

敷地面積求積表

14,010.99

建物求積表・面積表(機械室)【計画建物２】

建物求積表・面積表(プロパンボンベ庫)【計画建物３】

【計画建物１～３】

【計画建物１～３】

【計画建物１～３】

建物求積表(防災食育センター)

面積表(防災食育センター)【計画建物１】

92.442

18.55

15.93

　　　　　　　　　　　　　　見えやすい位置に「防災備蓄庫」の表示を行う



外　部　仕　上　表

部　　位

１階屋根

１階屋根

(室外機置場)

最上階屋根 ルーフデッキ H50＋硬質ウレタンボードｔ50

外　　　壁

軒　天　井

根　廻　り

開　口　部

ポ　ー　チ

プラットホーム

雨 水 処 理

煙　　　突

室外機置場

立上り

笠　木

ルーフデッキ H50＋硬質ウレタンボードｔ50

ルーフデッキ H50＋コンクリート H80､硬質ウレタンボードｔ50

屋　根 露出断熱アスファルト防水

露出断熱アスファルト防水

露出断熱アスファルト防水 + 機械基礎

露出断熱アスファルト防水

下　　地 仕　　上

外　　　構

LGS 25形(ビス留め)

天井:LGS 25形(ビス留め)

天井:LGS 25形(ビス留め)

床:コンクリート金ゴテ仕上 カーストッパー

そ　の　他

ピ ッ ト 内

ボード面出隅:特記なき限り､ボード面コーナーには塩ビ製コーナー(20R付)を使用すること。

ステンレス材､ステンレス板等は､特記なき限りSUS304とする。

クロス下地部はジョイント石膏ボード(テーパーエッジ)を使用すること。

　防火材料認定番号　一　般　事　項

ルーフドレン:SUS製φ100 防雪キャップ付

アルミサッシ､アルミガラリ､スチールドア､シャッター､ドックシェルター

館名文字(ステンレス製箱文字 250角)､定礎石:御影石W520×H460×D20(文字入れ)

コンクリート打放し

水　槽　内

床・壁:自閉樹脂塗膜防水材塗(パラテックス:A-1工法同等)

床・壁:自閉樹脂塗膜防水材塗(パラテックス:B-2工法同等)

床:磁器質タイル 100角､視覚障害者誘導用タイル

床:磁器質タイル 100角､視覚障害者誘導用タイル

手摺:SUS製(HL)

SGPφ406.4　耐熱塗料

竪樋:SGPφ100　保温材巻

耐火野地板ｔ18､鉄板ｔ0.8

アスファルト舗装､砕石舗装､集水桝､側溝､白線引(W100､溶融式)

石膏ボードｔ12.5・15.0１.

２.

３.

４.

５.

天井裏 キャットウォークW1000　溶融亜鉛メッキ（手摺ボルト留め）

押出成形セメント板ｔ60（W900） タテ張り 複層塗材Ｅ(シリコン)

アルミ既製品(カラー)W225

設備基礎 天端：塗膜防水 立上り：露出アスファルト防水

床:コンクリート木ゴテ モルタル

床:コンクリート木ゴテ モルタルス ロ ー プ

床・壁:樹脂モルタル コテ押え

ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張､亜鉛製リブ付きジョイナー仕様)EP

天井:ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張､亜鉛製リブ付ジョイナー仕様)EP

天井:ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張､亜鉛製リブ付ジョイナー仕様)EP

耐水石膏ボードｔ12.5

不燃耐水石膏ボードｔ12.5

化粧石膏ボードｔ9.5

化粧石膏ボード(不燃)ｔ9.5

：NM-9639

：QM-0898

：QM-0524

：NM-1864

不燃積層石膏ボードｔ9.5 ：NM-0441

石膏ボードｔ9.5 ：QM-9828

強化石膏ボードｔ21

：NM-8619

：NM-8615

ガルバリウム鋼板 t1.2 捨張

浸透性吸水防止剤塗

　　　　　　　　 

誘導・警告タイル:外部～インターロッキングブロック300角、磁器質タイル300角　内部～ゴムタイル300角ｔ7

タイルカーペットは帯電型仕様とする。

10.

６.

７.

８.

９.

キーボックス､メールボックス､タラップ、防鳥ワイヤー

シーリング:一般部-ポリウレタンシーリング､金物取合部-変性シリコンシーリング

クロルピリホス含有建材を使用しないこと。

11.

12.

内装材・建具・家具は規制対象外(Ｆ☆☆☆☆)もしくは告示対象外を使用すること(仕上・下地・接着剤共)。

廻り縁:外部-アルミ製､内部-塩ビ製(底目地タイプ)、厨房-アルミ製

木材寸法:一般造作見え掛かり材は挽き立て寸法とし､構造下地材､集成材は仕上り寸法とする。

天井裏等に使用する建材は規制対象外(Ｆ☆☆☆☆)もしくは告示対象外を使用すること。

使用する材料（接着剤を含む）は全てノンアスベスト製品とすること。

強化石膏ボードｔ15

：NM-9252

：NM-8599

：NM-8615

押出成形セメント板ｔ60

ロックウール化粧吸音板ｔ9・12.0

ケイ酸カルシウム板ｔ6・8・10・12 ：NM-1217

ビニルクロス

無機質クロス ：NM-3991

：QM-0803

防湿イソシアヌレートボードｔ20

準不燃下地

不燃下地

：QM-9816

：NM-8585

耐火野地板(硬質木片セメント板)ｔ18：H12建設省告示1401号適合品

：NM-0755-1

吹付ロックウール(比重0.28以上)ｔ25

：NM-0128化粧石膏ボードｔ12.5(壁用)

ＥＰ塗装 基材同等

　耐火認定番号[準耐火建築物 ロ－２]

柱・梁・階段　鉄骨

軒　　裏　　　ケイ酸カルシウム板ｔ6.0

　 床　 　　　合成スラブデッキ(H50)(鉄板＋コンクリート)　：1時間耐火　FP060FL-9095

屋　　根　　　ルーフデッキ(鉄板) 　　　　　　　　　　　　：30分耐火　FP030RF-0413

　防火区画壁仕様

　　　　　　　LGS下地 強化石膏ボードｔ21＋21(片面・躯体-躯体間)：1時間耐火　FP060NP-0294

外　　壁　　　押出成形セメント板ｔ60(タテ張) 　　　　　　：1時間耐火　FP060NE-9035

　区画壁　　　LGS下地 石膏ボードｔ12.5＋12.5(両面・躯体-躯体間)：1時間準耐火　R1国交告195

　　　　　　　(外壁スパンドレル)押出成形セメント板ｔ60(タテ張) ：1時間耐火　FP060NE-9035

　使用材料(同等品以上)

ルーフドレン(カバー式)

笠木

押出成形セメント板

(株)エービーシー商会

OKドレン開発(株)

自立手摺(スロープ)

ブラケット手摺(階段室)

磁器質床タイル 100角

水性硬質ウレタン系塗床材(平面部)

水性硬質ウレタン系塗床材(立上り部)

φ34 SUS製(HL)

φ34 アルミ製樹脂被覆

ABC商会 タフクリートMH(MH工法)

ABC商会 タフクリートMW

厨房内天井(イソシアヌレートボード)

浸透性吸水防止剤

キーボックス

メールボックス

カーストッパー

上り框､床見切縁

消火器ボックス(全埋型)

L型手すり(多機能トイレ)

L型手すり(一般トイレ)

小便器用手すり

跳上げ手すり

フック(シングル)

ベビーシート(開閉式)

汚垂石

鏡 W1800/H900(前室１・２､２階ホール)

鏡 W1200/H900(前室２)

コート掛 SUS304(HL)L800 フック×5

天吊物干し

TOTO T112CL11

TOTO T112CL9

TOTO T112CU22

TOTO T112HK7R

TOTO YKH20R

TOTO YKA25S

杉田エース CI-60

LIXIL キラミックステップｔ13

杉田エース 座付回転帽子掛 800

杉田エース 室内用スカイクリーン

CH-D(ロングタイプ)

ミニキッチン W1050

キッチンセット W1050

吊戸棚

ガードポール H1500

LIXIL 

LIXIL 

LIXIL ミニキッチン

サンポール FRA-17UH(Y)

室名札

ピクトサイン アクリル板(W240×H240×D16)

シート切文字

ブラインドボックス

ブラインド

アルミ製 W120/D80

スラット幅25mm 横型コード式

アルミ押出形材､焼付塗装仕上(W244×H45×D8)

防塵塗料塗

グレーチング

パラテックス:A-1工法同等

パラテックス:B-2工法同等

縞鋼板 SUS製ｔ4.5

SUS製 H25 細目(ローレット加工)､

蓋受 FB SUS-25×8

自閉樹脂塗膜防水材塗(ピット内)

自閉樹脂塗膜防水材塗(水槽内)

コンテナ用位置確認床ラインW100 ABC商会 ABCラインコート水性

バックヤードサイン

菊水化学 シランコートHS

薄膜型エポキシ樹脂系防塵塗装(防滑・平滑)

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑・平滑)

杉田エース メールBOX(MX-101型､MX-101F脚付)

杉田エース UFB-1S-2740N-HLN

TOTO MMA1 A1800 A900 W

TOTO MMA1 A1200 A900 W

SUS製 W40 H20

床(土間下):A種押出法ポリスチレンフォーム保温板3種bｔ50

　　　　　 防湿フィルムｔ0.15敷

　塗装記号　断熱仕様

EP　:合成樹脂エマルションペイント

外壁(内):吹付用硬質ウレタンフォーム(現場発泡品)ｔ30 UC　:ウレタン樹脂ワニス塗

ピット内:A種押出法ポリスチレンフォーム保温板 3種bｔ50 打込

屋根(外):硬質ウレタンボードｔ50

東海物産 スウィムライト工法

　　　　　　　　　　（スパンドレル部の外壁の梁は認定書別添の通り耐火被覆（吹付ロックウールｔ25）とする）

ボイラー室耐火構造

：FP060BM-9408

　外壁　　　　押出成形セメント板ｔ60(タテ張) 　　　　　　　　　　　：1時間耐火　FP060NE-9035

　梁　　　　　鉄骨梁（吹付ロックウールｔ25）　　　　：１時間耐火　FP060BM-9408/FP060BM-0366-3

　柱　　　　　鉄骨柱（吹付ロックウールｔ25）　　　　：１時間耐火　FP060CN-9460/FP060CN-0538-2

　耐火壁　　　LGS下地 強化石膏ボードｔ12.5＋12.5(両面・躯体-躯体間)：1時間耐火　FP060NP-0174

　屋根　　　　ルーフデッキ（鉄板）　　　　　　　　　:不燃

　床　　　　　コンクリートｔ180　　　　　　　　　　 ：１時間耐火　H12建告1399

：その１工事を示す

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
２２－１２７Ｓ

S=1:－(A3版 50%縮小) 003

2023年3月24日

外部仕上表
（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）



階 室　　名

廻り縁

天井高

巾　　木

仕　　上 高さ

内　部　仕　上　表　(1)

一般風除室

洗濯乾燥室 FL±0

FL±0

ホール

事務室

更衣室

給湯室

FL±0

FL±0

FL±0

FL±0

FL±0

調理員風除室

FL±0調理員通路

調理員玄関

書庫 FL±0

一般玄関

床高

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0

下　地 下　地

床

仕　　上

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

倉庫 FL±0

1 そ
の
他
の
区
域(

一
般)

そ
の
他
の
区
域(

職
員
・
準
備
室)

トイレブース

備　　考

天吊物干し

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

Ｌ型手すり､小便器用手すり(男)､汚垂石(男)

視覚障害者誘導用タイル
FL-30

FL-30

下足入､カウンター､上り框

下足入､上り框

磁器質タイル 100角

薄膜型エポキシ樹脂系防塵塗装(防滑工法)

薄膜型エポキシ樹脂系防塵塗装(防滑工法)

一般トイレ

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張)EP

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張)EP

ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張)EP

化粧石膏ボードｔ9.5

ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張)EP

ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張)EP

石膏ボードｔ9.5下地 ロックウール吸音板ｔ9.0

石膏ボードｔ9.5下地 ロックウール吸音板ｔ9.0

石膏ボードｔ9.5下地 ロックウール吸音板ｔ9.0

化粧石膏ボードｔ9.5

石膏ボードｔ9.5下地 ロックウール吸音板ｔ9.0

石膏ボードｔ9.5下地 ロックウール吸音板ｔ9.0

石膏ボードｔ9.5下地 ロックウール吸音板ｔ9.0

石膏ボードｔ9.5下地 ロックウール吸音板ｔ9.0

石膏ボードｔ9.5下地 ロックウール吸音板ｔ9.0

下　地

石膏ボードｔ9.5下地 ロックウール吸音板ｔ9.0

ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張)EP

壁 天　　井

仕　　上仕　　上

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP
FL±0 厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張)EPFL±0 厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0
上壁:耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

野菜類荷受室

廃棄庫

器具洗浄室１

肉魚類荷受室

油庫

FL±0

FL±0

FL±0

FL±0

FL±0

納米室(防災備蓄庫１)

米庫

洗米室

検収室

FL±0

FL±0

FL±0

FL±0

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

上壁:耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

上壁:耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

上壁:耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

汚
染
作
業
区
域

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

上壁:耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP
ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張)EP

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP
FL±0 厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP
ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張)EPFL±0 厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

上壁:耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

前室１

前室１ 倉庫

前室２

前室２ 倉庫

鏡 W1800×2

鏡 W1800､W1200×1

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

エアシャワー（厨房工事）

エアシャワー（厨房工事）

エアカーテンW900×２台

エアカーテンW900×２台

ミニキッチン W1050

コート掛:アルミ製

 H12建告1436号第4号-ニ-(4)による 内装の下地及び仕上を不燃材料とする居室

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

モルタル

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ 床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

床材立上げ

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

アルミ製

アルミ製

アルミ製

アルミ製

アルミ製

アルミ製

200 LGS

LGS200

200 LGS

200 LGS

LGS200

200 LGS

200 LGS

200 LGS

LGS200

200 LGS

200 LGS

LGS200

LGS200

60 LGS

60 LGS

LGS60

60 LGS

LGS60

100

LGS

LGS

LGS60

60 LGS

LGS60

60 LGS

LGS

LGS

100 LGS磁器質タイル LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

アルミ製 2,700

3,800

4,200アルミ製

アルミ製 4,200

2,700

2,700

2,700

2,700

2,700

2,500

2,500

2,500

2,500

2,700

2,500

2,500

2,000～

2,700

2,700

2,710～

2,730

2,730

2,500

2,500

2,500

2,700

2,700

2,730

2,710～

2,730

塩ビ製

塩ビ製 60
一部石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス 木製化粧ルーバー WP

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

一部石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス 木製化粧ルーバー WP

一部石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス 木製化粧ルーバー WP

FL-10～
FL-30

FL±0 長尺塩ビシートｔ2.0ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ 塩ビ製 60

モルタル 磁器質タイル 100角 磁器質タイル 100

総合案内板

受付カウンター

下足入

排水桝

調理員トイレ

(前室を含む)

視覚障害者誘導用タイル

視覚障害者誘導用タイル､シート

視覚障害者誘導用シート

視覚障害者誘導用タイル､シート

視覚障害者誘導用シート

床下点検口

下足入､床下点検口

床下点検口

FL-10～
FL-30

FL±0 長尺塩ビシートｔ2.0ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ 塩ビ製 60

薄膜型エポキシ樹脂系防塵塗装(防滑工法) 床材立上げ 100ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ﾎﾞｯｸｽ
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

区画壁下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

区画壁下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

区画壁下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

区画壁下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

区画壁下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

区画壁下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

（居室）

（居室）

（居室）

（居室）

（居室）

（居室）

（居室）

区画壁・耐火壁下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
２２－１２７Ｓ

S=1:－(A3版 50%縮小) 004

2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
内部仕上表(１)



（居室）

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

階 室　　名

内　部　仕　上　表　(2)

床高

廻り縁

巾　　木

仕　　上 高さ下　地 下　地

1 汚
染
作
業
区
域

備　　考

床

仕　　上 下　地

壁 天　　井

仕　　上仕　　上

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

食物ｱﾚﾙｷﾞｰ対応調理室

前室３、４

コンテナ室

配送風除室

回収風除室

洗浄室

アルミ製

3,000

FL±0

FL±0

FL±0

FL±0

FL±0

FL±0

食品庫 FL±0

FL±0計量室

炊飯室 FL±0

上処理・煮炊き調理室 FL±0

器具洗浄室２、３

和え物加熱室

和え物調理室 FL±0

FL±0

FL±0

揚・焼・蒸物調理室 FL±0

2,700

厨芥処理室

冷凍室

冷蔵室 FL±0

FL±0

洗剤庫

防災備蓄庫２

ボイラー室

FL±0

防塵塗料塗

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

プレハブ冷凍庫

プレハブ冷蔵庫

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

非
汚
染
作
業
区
域

高
度
清
潔
区
域

非
汚
染
作
業
区
域

(

職
員
・
準)

そ
の
他
の
区

汚
染
作
業
区
域

そ
の
他
の
区
域

(

一
般)

2,700

下足入

FL±0ポンプ室
マンホール(防臭型)､タラップ:SUS製

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

FL±0

FL±0

FL±0

防塵塗料塗

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

回転釜下 水性硬質ウレタン系塗床材ｔ6.0(耐熱仕様)

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0
回転釜下 水性硬質ウレタン系塗床材ｔ6.0(耐熱仕様)

薄膜型エポキシ樹脂系防塵塗装(防滑工法)

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

回転釜下 水性硬質ウレタン系塗床材ｔ6.0(耐熱仕様)

水性硬質ウレタン系塗床材ｔ6.0(耐熱仕様)

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

回転釜下 水性硬質ウレタン系塗床材ｔ6.0(耐熱仕様)

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張)EP

耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張)EP

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張)EP

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

プレハブ冷凍庫

プレハブ冷蔵庫

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張)EP

ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張)EP

鉄骨階段 SOP 段裏表し

石膏ボードｔ12.5(素地)

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

肉魚類下処理室 FL±0

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP
排水桝､カウンター:SUS製

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0 防湿イソシアヌレートボードｔ20.0
上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

野菜類下処理室

根菜処理室

FL±0

FL±0

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

腰壁(FL+1000):ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

              ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

排水桝､カウンター:SUS製

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

防湿イソシアヌレートボードｔ20.0

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

上壁:耐水石膏ボード(一部不燃)ｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

石膏ボードｔ12.5(素地)

区画壁(素地)

設備基礎:RC

マンホール(防臭型)､タラップ:SUS製

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

 H12建告1436号第4号-ニ-(4)による 内装の下地及び仕上を不燃材料とする居室

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

アルミ製

アルミ製

アルミ製

―

―

アルミ製

アルミ製

アルミ製

アルミ製

アルミ製

アルミ製

アルミ製

アルミ製

アルミ製

塩ビ製

アルミ製

アルミ製

アルミ製

塩ビ製

塩ビ製

－

－60 LGS

LGS

LGS

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ 塩ビ製

床材立上げ 200

200

200 LGS

LGS200

200 LGS

LGS200

200 LGS

LGS200

200 LGS

LGS200

200

200 LGS

LGS

LGS200

200 LGS

200 LGS

200 LGS

LGS200

200 LGS

―

LGS

LGS

LGS

―

200

200

200床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

床材立上げ

―

―

LGS

LGS

LGS

－

－

LGS(一部)

アルミ製

通路部分 2,700

3,300

2,500

2,700

3,000

2,700

3,200

2,700

2,700

2,700

2,700

直天

2,500

(一部)

3,400

一部 3,800

2,700

2,700

吹抜 7,000

2,700

2,700

2,700

吹抜 7,000

2,700

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ﾎﾞｯｸｽ
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ天井高

上壁:不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

排水桝

排水桝､カウンター:SUS製

排水桝

排水桝

排水桝

排水桝

排水桝

排水桝

排水桝､カウンター:SUS製(器具洗浄室３)

排水桝

排水桝

床下点検口

設備基礎:RC､床下点検口

―

―
フロアヒーター[設備工事]

2,400

2,450

コンテナ用位置確認床ラインW100

※火気使用室

※火気使用室

区画壁下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

区画壁下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

区画壁下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

区画壁下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

区画壁下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

区画壁下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

区画壁下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

(ﾒｰｶｰ仕様)

（居室）

（居室）

（居室）

（居室）

（居室）

（居室）

（居室）

（居室）

（居室）

（居室）

（居室）

（居室）

（居室）

区画壁・耐火壁下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

外壁面:石膏ボードｔ12.5(素地)

耐火壁(素地)

柱:吹付ロックウールｔ25

デッキ表し

梁:吹付ロックウールｔ25

外周部梁:吹付ロックウールｔ25 石膏ボードｔ12.5(素地)

区画壁・耐火壁下地 ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
２２－１２７Ｓ

S=1:－(A3版 50%縮小) 005

2023年3月24日

内部仕上表(２)
（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）



階 室　　名 天井高

内　部　仕　上　表　(3)

ホール、

防災食育・展示ｺｰﾅｰ
FL±0

FL±0会議室

教材庫 FL±0

FL±0一般トイレ

多機能トイレ FL±0

FL±0事業者事務室

職員食堂

給湯室 FL±0

FL±0

FL±0

塩ビ製

塩ビ製

床高

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

廻り縁

巾　　木

仕　　上 高さ下　地 下　地

床

仕　　上

2 そ
の
他
の
区
域(

一
般)

そ
の
他
の
区
域(

職
員
・
準
備
室)

ELV

DW

―

―

―

―

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス階段室１

階段室２

共通 そ
の
他
の
区
域

(

一
般)

(

職
員)

(

一
般)

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

トイレブース

ﾎﾞｯｸｽ
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ 備　　考

ベビーシート､フック
石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

Ｌ型手すり､小便器用手すり(男)､汚垂石(男)

洗濯乾燥室

男子休憩室

女子休憩室

男子更衣室

女子更衣室 FL±0

FL±0

FL±0

FL±0

FL±0

FL±0

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0

長尺塩ビシートｔ2.0 石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス
下足入

下足入

天吊物干し

FL±0収納 長尺塩ビシートｔ2.0 化粧石膏ボードｔ12.5

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

棚､枕棚

コート掛:アルミ製

階段手すり､段鼻:ノンスリップ､天井見切縁

階段手すり､段鼻:ノンスリップ､天井見切縁

Ｌ型手すり､跳上げ式手すり

流し台 W1050､吊戸棚､食器戸棚
化粧石膏ボードｔ9.5

石膏ボードｔ9.5下地 ロックウール吸音板ｔ9.0

石膏ボードｔ9.5下地 ロックウール吸音板ｔ9.0

化粧石膏ボードｔ9.5

化粧石膏ボードｔ9.5

化粧石膏ボードｔ9.5

石膏ボードｔ9.5下地 ロックウール吸音板ｔ9.0

石膏ボードｔ9.5下地 ロックウール吸音板ｔ9.0

下　地

石膏ボードｔ9.5下地 ロックウール吸音板ｔ9.0

石膏ボードｔ9.5下地 ロックウール吸音板ｔ9.0

石膏ボードｔ9.5下地 ロックウール吸音板ｔ9.0

石膏ボードｔ9.5下地 ロックウール吸音板ｔ9.0

化粧石膏ボードｔ9.5

ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張)EP

化粧石膏ボードｔ9.5

石膏ボードｔ12.5下地 無機質クロス

区画壁下地 無機質クロス

石膏ボードｔ15(素地)

石膏ボードｔ15(素地)

区画壁(素地)

壁 天　　井

仕　　上仕　　上

不燃石膏ボードｔ9.5下地 ロックウール吸音板ｔ9.0

不燃石膏ボードｔ9.5下地 ロックウール吸音板ｔ9.0

石膏ボードｔ9.5下地 ロックウール吸音板ｔ9.0

掲示板､ピクチャーレール

 H12建告1436号第4号-ニ-(4)による 内装の下地及び仕上を不燃材料とする居室

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

鉄骨下地

鉄骨下地

ｻｻﾗSOP塗装

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製
（2FLより）

（2FLより）

3,000

3,000

2,500

2,500

2,500

2,500

2,500

2,700

2,500

2,500

3,000

2,700

2,500

2,500

2,500

2,500

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGSLGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

―

―ｻｻﾗSOP塗装

LGS

LGS

3,000

3,000

視覚障害者誘導用シート､笠木:木製

視覚障害者誘導用シート､笠木:木製

調理員トイレ

(前室を含む)

調理員通路

視覚障害者誘導用シート､防煙垂れ壁

視覚障害者誘導用シート

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

手すり

（居室）

（居室）

（居室）

（居室）

（居室）

（居室）

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
２２－１２７Ｓ

S=1:－(A3版 50%縮小) 006

2023年3月24日

内部仕上表(３)
（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）



：マンホール　φ600（防臭型）　タラップ設置

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

Ａ
２２－１２７Ｓ

S=1:100(A3版 50%縮小)

N

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 2023年3月24日

007

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
床下ピット平面図

：釜場　600×600×H600程度

：床下点検口　600×600　タラップ設置

6,500 49,000 3,600

7,500 9,000 8,000 7,000 9,500 8,000

6,500 49,000 3,600

7,500 9,000 8,000 7,000 9,500 8,000

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8X0

Y2

Y1

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

3
8
,
0
0
0

5
,
0
0
0

7
,
0
0
0

9
,
0
0
0

5
,
0
0
0

7
,
0
0
0

5
,
0
0
0

3
8
,
0
0
0

5
,
0
0
0

7
,
0
0
0

9
,
0
0
0

5
,
0
0
0

7
,
0
0
0

5
,
0
0
0

1,800

EVピット

釜場

釜場

中和水槽9.0m2

釜場
消火水槽6.2m2

釜場

釜場

埋戻

埋戻

埋戻

埋戻

埋戻

埋戻

2
9
0

2
9
0

290 275

275

290

290

2
7
5

2
9
0

2
9
0

▽柱芯

△柱芯

△
柱
芯

△
柱

芯

△
柱

芯

▽
柱

芯

△柱芯

▽柱芯

9

13

24

11

12

14

15

1716

18

19

20

5 6

3 4

2

1

21
22

7

10

26

27

8 25

23

側溝へ放流 側溝へ放流 側溝へ放流 側溝へ放流 側溝へ放流 側溝へ放流 側溝へ放流

側溝へ放流

側溝へ放流

側溝へ放流
側溝へ放流

側溝へ放流

※ 打継部分は止水板を設置する

：雨水配管SGPφ100･125（掃除口を設ける） ピット内は防露巻き

100

125

100

125

100

100

100
10

0

1
25

12
5

12
5

12
5

10
0

10
0

100

100

12
5

12
5

12
5

100

100

100

12
5

100

10
0

10
0

1
001
00 100 125

100

125

125

100

10
0

100

10
0

：通気管VP100φ　通水管VP150φ/2

両側上下に手足掛け（タラップ）設置
：人通口（600φ）

：床下通気管VP150φ SUS製ガラリ 防虫網付

床下ピット平面図　　　 S=1/100

床下通気管VP150φ L350

床下通気管VP150φ L350

床下通気管VP150φ L350

床下通気管VP150φ L350

床下通気管VP150φ L500

床下通気管VP150φ L500

床下通気管VP150φ L500

床下通気管VP150φ L500

床下通気管VP150φ L500

床下通気管VP150φ L500

床下通気管VP150φ L500

床下通気管VP150φ L500

床下通気管VP150φ L500

床下通気管VP150φ L500

床下通気管VP150φ L500

床下通気管VP150φ L500



『危険物用』の表示を行うこと

下足入

X1 X2

275

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

Ａ
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S=1:100(A3版 50%縮小)

3,60049,000

7,500 9,000 8,000 7,000 9,500 8,000

49,000 3,600

7,500 9,000 8,000 7,000 9,500 8,000

X3 X4 X5 X6 X7 X8

Y2

Y1

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

3
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0
0
0
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,
0
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0
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2,600 4,900 6,400 1,900 2,800 2,300 6,600 2,900 3,200 3,000 1,800

4,4505,050

2,600 4,900 200 3,150 275 2,225 3,115 4,160

1,660

3,8004,200
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,
1
0
0
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,
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0
0
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,
6
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,
5
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,
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,
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0
0
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,
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4
,
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0
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,
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0
0

2
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5
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,
9
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3
,
6
0
0

2
0
0

2
,
0
7
5

2
,
9
2
5

2,4507,050

1,9502,8004,7502,8508,000200

1,050 5,250 1,750 1,250 2,640 1,450 1,860 1,000 1,300

2
7
5

2023年3月24日

275

275

2,450 3,750

4
,
4
5
0

2
,
2
5
0

　　第22110183号
　宮城県知事登録
一級建築士事務所

2
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0

2
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0

2
9
0

2
9
0

290
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2
0
0
1
,
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2
0
0

1
,
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5
0

2,350 250

2502,350

2,275 225
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,
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2
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4
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7
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0
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,
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0
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2
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,
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4
,
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5
0
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4
,
7
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0

2
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1,950

4,600 250

2
5
0

1
,
4
5
0

5
,
7
0
0

2252,075

225

3,925 225

洗濯乾燥室

倉庫

事務室

油庫

納米室

一般風除室

ポーチ

一般玄関

ホール

倉庫

書庫

調理員
玄関

倉庫

PS

ｶｳﾝﾀｰ

ｶｳﾝﾀｰ

可燃物

ｶｳﾝﾀｰ

ｶｳﾝﾀｰ

ｶｳﾝﾀｰ

ｶｳﾝﾀｰ 冷凍室

冷蔵室

不燃物

階段室１

階段室２

（中和水槽有効9.0m3）

ボイラー室

プラットホーム

1,6001,550

給湯室

更衣室

更衣室
PS

PS

4,450 2,275

ポンプ室

肉魚類荷受室

（防災備蓄庫１）
米庫洗米室

計量室

炊飯室

前室２

6,950

検収室

調理員通路

器具洗浄室１

廃棄庫

野菜類荷受室冷蔵室

冷凍室

根菜処理室

食品庫

肉魚類下処理室

コンテナ室

器具洗浄室２

揚・焼・蒸物調理室

器具洗浄室３

前室１

和え物加熱室和え物調理室

防災備蓄庫２

配送風除室

回収風除室

厨芥処理室

洗剤庫

前室４

900

N

FL-30

FL-60 (GL±0)
FL-1000

FL-40

FL-50

FL-1000
(GL±0)

（ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ）

スロープ

FL-10～-30

FL-10～-30

消

消

消

消

消

消

消

消

消

消

消

特

自

自

特

自

特

特

特S

特S

特S

特S

特

特

特S

特

特

特

自

自

自

配送スペース

薬剤搬入スペース

回収スペース

荷受スペース

床

床

床

床

（消火水槽有効6.2m3）

9
0
0

（
ｽ
ﾊ
ﾟ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ﾙ
）

290

290

X0

6,500

6,500

一般トイレ

400

自

上処理・煮炊き調理室

食物アレルギー対応調理室

野菜類下処理室

洗浄室

008

防

防S

防S

防S

防 防

ＤＷ

調理員トイレ

床

ＥＶ

MH

MH MH:防臭型

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
１階平面図

消

1
,
2
9
8

1,236

1
,
7
1
3

1,672

1,200 1,200

1
,
6
0
0

9
0
0

9
0
0

9
0
0

1,000

FL-50
(GL+950)

900

900

1
,
0
0
0

1
,
1
0
0

1
,
0
0
0

8
,
0
0
0

1
,
0
0
0

FL-50
(GL+950)

FL-50
(GL+950)

ｴｱ
ｶ
ｰﾃ

ﾝ
ｴｱ
ｶ
ｰﾃ
ﾝ

煙突 3本

機械基礎 2ヶ所

機械基礎

機械基礎

機械基礎 3ヶ所

機械基礎 2ヶ所

機械基礎 3ヶ所
機械基礎

機械基礎
機械基礎

機械基礎

機械基礎

コンテナ室

2
5
0

ｶﾞｰﾄﾞﾎﾟｰﾙ H1500

5
9
0

2
,
3
4
0

屋内消火栓
[設備工事]

屋内消火栓
[設備工事]

屋内消火栓
[設備工事]

FL-30～-50
ポーチ

勾配1/12以下

FL-1000

FL-585

下足入

下足入

下足入

下足入

下足入

下足入

下足入
前室３

2

1

3 4

5 6

7

8

9

10

11

12

13

15

14

1716

18

19

20

21
22

23

24

25

26

27

特 特S

防S防

自

：特定防火設備（扉・シャッター）

：防火設備（扉・シャッター）

：自動ドア

消

 　　：防火区画(建基令112条 1項 1,500㎡区画)

下足入

FL-30

調理員
風除室

自

消

消

 ：樋番号※

　　消火器ボックス 12ヶ所

[附加設置]

[附加設置]

[附加設置]

[附加設置]

[附加設置]

 ：消火器(ABC 10型)(別途)

消

消

消

消 ：消火器(ABC 大型)(別途)

防油堤 H300
溜め桝 300×300×300

１ 階 平 面 図　　　　 S=1/100

特 特

床

4
,
5
0
0

3
,
5
3
0

3,250

3,250



床スラブ(ハッチング部分)

２階平面図
（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
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Ａ
２２－１２７Ｓ

S=1:100(A3版 50%縮小)

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 2023年3月24日

消 ：消火器(ABC 10型)ボックス 2ヶ所
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 　　：防火区画(建基令112条 1項 1,500㎡区画)
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教材庫
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天井裏
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（煮炊き調理室上部）

（野菜下処理室上部）

多機能
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煙突 3本

(安全ｶﾞｰﾄﾞ付)
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 ：樋番号※

手摺H1100
手摺H1100

上部棚板

収納棚

上部棚板

２ 階 平 面 図　　　　 S=1/100
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松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）
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　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 2023年3月24日

010

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
屋根伏図

 ：樋番号※

49,000 3,600

7,500 9,000 8,000 7,000 9,500 8,000

8,725 275 275
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タラップ：ｽﾃﾝﾚｽ製 W=400（安全ｶﾞｰﾄﾞ付）

露出断熱アスファルト防水

ルーフデッキ H50＋硬質ウレタンボードｔ50

ルーフドレンSUS製100φ　防雪キャップ付

6,500

6,500

X0

露出断熱アスファルト防水

ルーフデッキ H50＋硬質ウレタンボードｔ50

ルーフデッキ H50＋コンクリート H80､硬質ウレタンボードｔ50

露出断熱アスファルト防水

室外機置場内：

笠木：アルミ製 W=225

笠木：アルミ製 W=225

ハト小屋 屋根

床スラブ(ハッチング部分)
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ハト小屋 屋根

水勾配

ハト小屋 屋根
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配

屋　根　伏　図　　　　 S=1/100
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むつ市防災食育センター

外壁

根廻り

笠木

凡　例　

煙突

手摺

タラップ

床下通気口

コンクリート打放し　浸透性吸水防止剤塗

アルミ製笠木

SGPφ406.4　耐熱塗料

SUS製

SUS製　背カゴ付

押出成形セメント板ｔ60 タテ張り 複層塗材Ｅ(シリコン)

ハト小屋

ハト小屋 コンクリート打放し　浸透性吸水防止剤塗

VPφ150 SUS製ガラリ 防虫網付き(各スパン2ヶ所)

屋根・壁：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.8

南　立　面　図　　　　 S=1/100

東　立　面　図　　　　 S=1/100
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製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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2023年3月24日
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（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
立面図(１)
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根廻り
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凡　例　

煙突

手摺

タラップ

コンクリート打放し　浸透性吸水防止剤塗

アルミ製笠木

SGPφ406.4　耐熱塗料

SUS製

SUS製　背カゴ付

押出成形セメント板ｔ60 タテ張り 複層塗材Ｅ(シリコン)

床下通気口

ハト小屋

ハト小屋 コンクリート打放し　浸透性吸水防止剤塗

VPφ150 SUS製ガラリ 防虫網付き(各スパン2ヶ所)

屋根・壁：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.8

西　立　面　図　　　　 S=1/100

北　立　面　図　　　　 S=1/100
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（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
立面図(２)
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和え物加熱室 揚・焼・蒸物調理室上処理・煮炊き調理室食物アレルギー
対応調理室
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採光補正係数の算出

最も条件が厳しい室(炊飯室)で検討

Ａ＜　　=        ×10-1=50.59

Ａ＜　　=        ×10-1=141.51
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29.665
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よって全ての窓の採光補正係数 3
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ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ部は認定書別添の通り耐火被覆
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断面キープラン

Ａ　断　面　図　　　　 S=1/100

Ｂ　断　面　図　　　　 S=1/100
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製 図担 当検 図設計部長
設計図
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株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
断面図



Y1 Y2 Y3

Y1 Y2 Y3

捨てコンクリートｔ50

土間コンクリートｔ150

砕石置換ｔ660

　　　複層塗材Ｅ(シリコン)

外壁：押出成形セメント板ｔ60(タテ張)の上

屋根：露出アスファルト防水

　　　ルーフデッキ H50

　　　硬質ウレタンボードｔ50

立上り：露出アスファルト防水

　　　　鉄板ｔ0.8

　　　　耐火野地板ｔ18

笠木：アルミ既製品(カラー)W225

　　　ガルバリウム鋼板ｔ1.2 捨張

根廻り：コンクリート打放し補修の上

　　　　浸透性吸水防止剤塗

吹付用硬質ウレタンフォーム

(現場発泡品)ｔ30

通気管：VPφ100

人通口：φ600

タラップ：SUS W400

　　コンクリート金ゴテ押え

床：長尺塩ビシートｔ2.0

　　コンクリート金ゴテ押え

床：長尺塩ビシートｔ2.0

　　コンクリート金ゴテ押え

床：長尺塩ビシートｔ2.0

　　コンクリート金ゴテ押え

床：長尺塩ビシートｔ2.0

上框：SUS-HL W40

　　コンクリート金ゴテ押え

床：厚膜型エポキシ樹脂系塗床材ｔ2.0

　　コンクリート金ゴテ押え

床：厚膜型エポキシ樹脂系塗床材ｔ2.0

　　　廻り縁：塩ビ製

　　　石膏ボードｔ9.5下地

天井：ロックウール吸音板ｔ9.0

　　　廻り縁：塩ビ製

　　　石膏ボードｔ9.5下地

天井：ロックウール吸音板ｔ9.0

　　　廻り縁：塩ビ製

天井：化粧石膏ボードｔ9.5
　　　廻り縁：アルミ製

天井：防湿イソシアヌレートボードｔ20

　　　廻り縁：アルミ製

天井：防湿イソシアヌレートボードｔ20

　　　廻り縁：アルミ製

天井：防湿イソシアヌレートボードｔ20

壁：無機質クロス

　　石膏ボードｔ12.5下地

壁：無機質クロス

　　石膏ボードｔ12.5下地

壁：無機質クロス

　　石膏ボードｔ12.5下地

巾木：塩ビ製 H60巾木：塩ビ製 H60巾木：塩ビ製 H60

巾木：塩ビ製 H60
巾木：床材立上げ H200

　　　R面木(塩ビ) R20 　　コンクリート金ゴテ押え

床：厚膜型エポキシ樹脂系塗床材ｔ2.0

巾木：床材立上げ H200

　　　R面木(塩ビ) R20
巾木：床材立上げ H200

　　　R面木(塩ビ) R20

壁：無機質クロス

　　石膏ボードｔ12.5下地

　　　廻り縁：塩ビ製

　　　石膏ボードｔ9.5下地

天井：ロックウール吸音板ｔ9.0

通水管：VPφ150半割

床・壁：自閉樹脂塗膜防水材塗

　　　　(パラテックス:A-1工法同等)の上

　　　　樹脂モルタル コテ押え

床・壁：自閉樹脂塗膜防水材塗

　　　　(パラテックス:A-1工法同等)の上

　　　　樹脂モルタル コテ押え

床・壁：自閉樹脂塗膜防水材塗

　　　　(パラテックス:A-1工法同等)の上

　　　　樹脂モルタル コテ押え

床：薄膜型エポキシ樹脂系防塵塗装(防滑工法)

　　コンクリート金ゴテ押え

　　　廻り縁：塩ビ製

　　　石膏ボードｔ9.5下地

天井：ロックウール吸音板ｔ9.0

断熱材：A種押出法ポリスチレンフォーム
保温板3種bｔ50

調理員トイレ 調理員通路 職員食堂 見学スペース

調理員玄関 調理員通路 和え物加熱室和え物加熱室 食物アレルギー対応調理室

上処理・煮炊き調理室

止水板：塩ビ製

　　石膏ボードｔ12.5＋12.5(両面・躯体-躯体間)下地

　　石膏ボードｔ12.5＋12.5(両面・躯体-躯体間)下地

　　ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

　　ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

　　ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

　　石膏ボードｔ12.5＋12.5(両面・躯体-躯体間)下地

防火区画(面積区画)壁：

防火区画(面積区画)壁：

防火区画(面積区画)壁：

SUS製手摺：φ38、手摺子φ32@1000程度、アンカー留め
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矩　計　図 (１)　　　　 S=1/30

受託番号 日付： 図面名 図 面 種 別
株 式 一級建築士事務所

　宮城県知事登録会 社 松下設計仙台支社
設計部長 検 図 担 当 製 図　　第22110183号宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8 設計図

図 面 番 号Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

縮 尺（一級建築士登録 275570号）管理建築士　小山　紀彦

２２－１２７Ｓ 2023年3月24日

Ａ

S=1:30(A3版 50%縮小) 014

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
矩計図(１)



Y4 Y5 Y6 Y7

Y4 Y5 Y6 Y7

水切：SUSｔ1.0

根廻り：コンクリート打放し補修の上

　　　　浸透性吸水防止剤塗

　　　複層塗材Ｅ(シリコン)

外壁：押出成形セメント板ｔ60(タテ張)の上

屋根：露出アスファルト防水

　　　ルーフデッキ H50

　　　硬質ウレタンボードｔ50

立上り：露出アスファルト防水

　　　　鉄板ｔ0.8

　　　　耐火野地板ｔ18

屋根：露出アスファルト防水

　　　ルーフデッキ H50

　　　硬質ウレタンボードｔ50

笠木：アルミ既製品(カラー)W225

　　　ガルバリウム鋼板ｔ1.2 捨張

　　　複層塗材Ｅ(シリコン)

外壁：押出成形セメント板ｔ60(タテ張)の上

笠木：アルミ既製品(カラー)W225

　　　ガルバリウム鋼板ｔ1.2 捨張

立上り：露出アスファルト防水

　　　　鉄板ｔ0.8

　　　　耐火野地板ｔ18

ルーフドレン：SUS製φ100 防雪キャップ付き

　　　　竪樋：SGPφ100、保温材巻

立上り：露出アスファルト防水

　　　　鉄板ｔ0.8

　　　　耐火野地板ｔ18

断熱材：A種押出法ポリスチレンフォーム
保温板3種bｔ50

吹付用硬質ウレタンフォーム

(現場発泡品)ｔ30

吹付用硬質ウレタンフォーム

(現場発泡品)ｔ30

人通口：φ600

タラップ：SUS W400

　　コンクリート金ゴテ押え

床：厚膜型エポキシ樹脂系塗床材ｔ2.0
　　コンクリート金ゴテ押え

床：厚膜型エポキシ樹脂系塗床材ｔ2.0

　　　廻り縁：アルミ製

天井：防湿イソシアヌレートボードｔ20

　　　廻り縁：アルミ製

天井：防湿イソシアヌレートボードｔ20

巾木：床材立上げ H200

　　　R面木(塩ビ) R20

巾木：床材立上げ H200

　　　R面木(塩ビ) R20
巾木：床材立上げ H200

　　　R面木(塩ビ) R20

　　コンクリート金ゴテ押え

床：厚膜型エポキシ樹脂系塗床材ｔ2.0

　　　廻り縁：アルミ製

天井：防湿イソシアヌレートボードｔ20

壁：ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

　　上壁：不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地

　　腰壁(FL+1000)：ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

通気管：VPφ100

通水管：VPφ150半割

床・壁：自閉樹脂塗膜防水材塗

　　　　(パラテックス:A-1工法同等)の上

　　　　樹脂モルタル コテ押え

床・壁：自閉樹脂塗膜防水材塗

　　　　(パラテックス:A-1工法同等)の上

　　　　樹脂モルタル コテ押え

捨てコンクリートｔ50

土間コンクリートｔ150

砕石置換ｔ660

揚・焼・煮物調理室 炊飯室

上処理・煮炊き調理室

防火区画(面積区画)

止水板：塩ビ製

　　石膏ボードｔ12.5＋12.5(両面・躯体-躯体間)下地

　　石膏ボードｔ12.5＋12.5(両面・躯体-躯体間)下地

回転釜ピット：

　水性硬質ウレタン系塗床材ｔ6.0(耐熱仕様)

吹付ロックウールｔ25

防火区画(面積区画)：

防火区画(面積区画)：

　　ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

　　ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

強化石膏ボードｔ21+21

防火区画(面積区画)壁：

防火区画(面積区画)壁：

キャットウォーク　溶融亜鉛メッキ（手摺ボルト留め）

根太：□-100x50x2.3@600

床：C-PLｔ4.5

中段手摺：φ27.2x2.3 H600

支柱：φ27.2x2.3@900

手摺：φ34x2.3 H900
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矩　計　図 (２)　　　　 S=1/30

受託番号 日付： 図面名 図 面 種 別
株 式 一級建築士事務所

　宮城県知事登録会 社 松下設計仙台支社
設計部長 検 図 担 当 製 図　　第22110183号宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8 設計図

図 面 番 号Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

縮 尺（一級建築士登録 275570号）管理建築士　小山　紀彦
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（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
矩計図(２)



X1 X3

X1 X3

　　　露出アスファルト防水

屋根(室外機置場)：

　　　コンクリート H80

　　　ルーフデッキ H50

　　　硬質ウレタンボードｔ50
屋根：露出アスファルト防水

　　　ルーフデッキ H50

　　　硬質ウレタンボードｔ50

立上り：露出アスファルト防水

　　　　コンクリート打放し補修

屋根：露出アスファルト防水

　　　ルーフデッキ H50

　　　硬質ウレタンボードｔ50

立上り：露出アスファルト防水

　　　　鉄板ｔ0.8

　　　　耐火野地板ｔ18

笠木：アルミ既製品(カラー)W225

　　　ガルバリウム鋼板ｔ1.2 捨張

　　　複層塗材Ｅ(シリコン)

外壁：押出成形セメント板ｔ60(タテ張)の上

　　　複層塗材Ｅ(シリコン)

外壁：押出成形セメント板ｔ60(タテ張)の上

ルーフドレン：SUS製φ100 防雪キャップ付き

　　　　竪樋：SGPφ100、保温材巻

ルーフドレン：SUS製φ100 防雪キャップ付き

　　　　竪樋：SGPφ100、保温材巻

　　　　(目透し張、亜鉛製リブ付きジョイナー仕様)

　　　　LGS 25形(ビス留め)、廻り縁：アルミ製

軒天井：ケイ酸カルシウム板ｔ6.0 の上EP

水切：SUSｔ1.0

吹付用硬質ウレタンフォーム

(現場発泡品)ｔ30

吹付用硬質ウレタンフォーム

(現場発泡品)ｔ30

人通口：φ600

タラップ：SUS W400

　　コンクリート金ゴテ押え

床：厚膜型エポキシ樹脂系塗床材ｔ2.0

　　コンクリート金ゴテ押え

床：厚膜型エポキシ樹脂系塗床材ｔ2.0

　　　廻り縁：アルミ製

天井：防湿イソシアヌレートボードｔ20

　　　廻り縁：アルミ製

天井：防湿イソシアヌレートボードｔ20

巾木：床材立上げ H200

　　　R面木(塩ビ) R20

巾木：床材立上げ H200

　　　R面木(塩ビ) R20
巾木：床材立上げ H200

　　　R面木(塩ビ) R20

壁：ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

　　上壁：不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地

　　腰壁(FL+1000)：ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

壁：ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

　　上壁：不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地

　　腰壁(FL+1000)：ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

壁：ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

　　上壁：不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地

　　腰壁(FL+1000)：ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

　　　廻り縁：アルミ製

天井：防湿イソシアヌレートボードｔ20
壁：ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

　　上壁：不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地

　　腰壁(FL+1000)：ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

通気管：VPφ100

　　　廻り縁：アルミ製

天井：防湿イソシアヌレートボードｔ20

SUS製ガラリ（防虫網付き）

床下通気口：VPφ150(各スパン2ヶ所)

床・壁：自閉樹脂塗膜防水材塗

　　　　(パラテックス:A-1工法同等)の上

　　　　樹脂モルタル コテ押え

床・壁：自閉樹脂塗膜防水材塗

　　　　(パラテックス:A-1工法同等)の上

　　　　樹脂モルタル コテ押え

通水管：VPφ150半割

断熱材：A種押出法ポリスチレンフォーム
保温板3種bｔ50

捨てコンクリートｔ50

土間コンクリートｔ150

砕石置換ｔ660

コンテナ室

上処理・煮炊き調理室

配送風除室

重量シャッター

(特定防火設備)

電動軽量シャッター

基礎天端：塗膜防水

止水板：塩ビ製

防火区画(面積区画)

SUS溝形鋼：150x75x9

カーストッパー

D型ゴム:130x150

防鳥ワイヤー
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X5 X6 X7 X8

X5 X6 X7 X8

SUS製ガラリ（防虫網付き）

床下通気口：VPφ150(各スパン2ヶ所)

吹付用硬質ウレタンフォーム

(現場発泡品)ｔ30

屋根：露出アスファルト防水

　　　ルーフデッキ H50

　　　硬質ウレタンボードｔ50
立上り：露出アスファルト防水

　　　　鉄板ｔ0.8

　　　　耐火野地板ｔ18

立上り：露出アスファルト防水

　　　　鉄板ｔ0.8

　　　　耐火野地板ｔ18

屋根：露出アスファルト防水

　　　ルーフデッキ H50

　　　硬質ウレタンボードｔ50
立上り：露出アスファルト防水

　　　　鉄板ｔ0.8

　　　　耐火野地板ｔ18

笠木：アルミ既製品(カラー)W225

　　　ガルバリウム鋼板ｔ1.2 捨張

笠木：アルミ既製品(カラー)W225

　　　ガルバリウム鋼板ｔ1.2 捨張

　　　複層塗材Ｅ(シリコン)

外壁：押出成形セメント板ｔ60(タテ張)の上

　　　複層塗材Ｅ(シリコン)

外壁：押出成形セメント板ｔ60(タテ張)の上

ルーフドレン：SUS製φ100 防雪キャップ付き

　　　　竪樋：SGPφ100、保温材巻

ルーフドレン：SUS製φ100 防雪キャップ付き

　　　　竪樋：SGPφ100、保温材巻

根廻り：コンクリート打放し補修の上

　　　　浸透性吸水防止剤塗

水切：SUSｔ1.0
水切：SUSｔ1.0

見切：アルミ製既製品(カラー)

断熱材：A種押出法ポリスチレンフォーム
保温板3種bｔ50

吹付用硬質ウレタンフォーム

(現場発泡品)ｔ30

人通口：φ600

タラップ：SUS W400

　　コンクリート金ゴテ押え

床：厚膜型エポキシ樹脂系塗床材ｔ2.0

　　コンクリート金ゴテ押え

床：厚膜型エポキシ樹脂系塗床材ｔ2.0

　　　　(目透し張、亜鉛製リブ付きジョイナー仕様)

　　　　LGS 25形(ビス留め)、廻り縁：アルミ製

軒天井：ケイ酸カルシウム板ｔ6.0 の上EP

　　　複層塗材Ｅ(シリコン)

外壁：押出成形セメント板ｔ60(タテ張)の上

　　　廻り縁：アルミ製

天井：防湿イソシアヌレートボードｔ20

根廻り：コンクリート打放し補修の上

　　　　浸透性吸水防止剤塗

　　　廻り縁：アルミ製

天井：防湿イソシアヌレートボードｔ20

巾木：床材立上げ H200

　　　R面木(塩ビ) R20

巾木：床材立上げ H200

　　　R面木(塩ビ) R20

壁：ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

　　上壁：不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地

　　腰壁(FL+1000)：ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

通気管：VPφ100

床・壁：自閉樹脂塗膜防水材塗

　　　　(パラテックス:A-1工法同等)の上

　　　　樹脂モルタル コテ押え

床・壁：自閉樹脂塗膜防水材塗

　　　　(パラテックス:A-1工法同等)の上

　　　　樹脂モルタル コテ押え

通水管：VPφ150半割

捨てコンクリートｔ50

土間コンクリートｔ150

砕石置換ｔ660

キャットウォーク　溶融亜鉛メッキ（手摺ボルト留め）

支柱：φ27.2x2.3@900

検収室 器具洗浄室１ プラットフォーム

上処理・煮炊き調理室

計量室 食品庫

止水板：塩ビ製

　　石膏ボードｔ12.5＋12.5(両面・躯体-躯体間)下地

　　ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

防火区画(面積区画)壁：

根太：□-100x50x2.3@600

床：C-PL t=4.5

中段手摺：φ27.2x2.3 H600

手摺：φ34x2.3 H900

D型ゴム:130x150

カーストッパー

SUS溝形鋼：150x75x9

防鳥ワイヤー
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SUS製ガラリ（防虫網付き）

床下通気口：VPφ150(各スパン2ヶ所)
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屋根：露出アスファルト防水

　　　ルーフデッキ H50

　　　硬質ウレタンボードｔ50

　　　露出アスファルト防水

屋根(室外機置場)：

　　　コンクリート H80

　　　ルーフデッキ H50

　　　硬質ウレタンボードｔ50立上り：露出アスファルト防水

　　　　鉄板ｔ0.8

　　　　耐火野地板ｔ18

立上り：露出アスファルト防水

　　　　鉄板ｔ0.8

　　　　耐火野地板ｔ18

立上り：露出アスファルト防水

　　　　コンクリート打放し補修

笠木：アルミ既製品(カラー)W225

　　　ガルバリウム鋼板ｔ1.2 捨張

笠木：アルミ既製品(カラー)W225

　　　ガルバリウム鋼板ｔ1.2 捨張

　　　複層塗材Ｅ(シリコン)

外壁：押出成形セメント板ｔ60(タテ張)の上

ルーフドレン：SUS製φ100 防雪キャップ付き

　　　　竪樋：SGPφ100、保温材巻

根廻り：コンクリート打放し補修の上

　　　　浸透性吸水防止剤塗

　　　　(目透し張、亜鉛製リブ付きジョイナー仕様)

　　　　LGS 25形(ビス留め)、廻り縁：アルミ製

軒天井：ケイ酸カルシウム板ｔ6.0 の上EP

　　　複層塗材Ｅ(シリコン)

外壁：押出成形セメント板ｔ60(タテ張)の上

30 30

30
60 75

8
3
0

断熱材：A種押出法ポリスチレンフォーム
保温板3種bｔ50

吹付用硬質ウレタンフォーム

(現場発泡品)ｔ30

吹付用硬質ウレタンフォーム

(現場発泡品)ｔ30
　　　複層塗材Ｅ(シリコン)

外壁：押出成形セメント板ｔ60(タテ張)の上

3030 30

人通口：φ600

タラップ：SUS W400

　　コンクリート金ゴテ押え

床：長尺塩ビシートｔ2.0

　　コンクリート金ゴテ押え

床：厚膜型エポキシ樹脂系塗床材ｔ2.0

　　コンクリート金ゴテ押え

床：厚膜型エポキシ樹脂系塗床材ｔ2.0

　　コンクリート金ゴテ押え

床：厚膜型エポキシ樹脂系塗床材ｔ2.0

　　　廻り縁：塩ビ製

　　　石膏ボードｔ9.5下地

天井：ロックウール吸音板ｔ9.0

　　　廻り縁：アルミ製
天井：防湿イソシアヌレートボードｔ20

　　　廻り縁：アルミ製

天井：防湿イソシアヌレートボードｔ20
　　　廻り縁：塩ビ製

天井：ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張)EP

壁：無機質クロス

　　石膏ボードｔ12.5下地

　　耐水石膏ボードｔ12.5下地

壁：ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張)EP

巾木：床材立上げ H200

　　　R面木(塩ビ) R20

巾木：床材立上げ H200

　　　R面木(塩ビ) R20

7
5
0

通気管：VPφ100

70

見切：アルミ製既製品(カラー)
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床・壁：自閉樹脂塗膜防水材塗

　　　　(パラテックス:A-1工法同等)の上

　　　　樹脂モルタル コテ押え

床・壁：自閉樹脂塗膜防水材塗

　　　　(パラテックス:A-1工法同等)の上

　　　　樹脂モルタル コテ押え

通水管：VPφ150半割
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（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）

見切：アルミ製既製品(カラー)

壁：ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP
　　上壁：不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地

　　腰壁(FL+1000)：ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

洗剤庫

男子休憩室

和え物調理室

防火区画(面積区画)

特定防火設備

止水板：塩ビ製

コンテナ室
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矩計図(５)

矩　計　図 (５)　　　　 S=1/30

X2

SUS溝形鋼：150x75x9

カーストッパー
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X8X7X6

X8X7X6

立上り：露出アスファルト防水

　　　　鉄板ｔ0.8

　　　　耐火野地板ｔ18

立上り：露出アスファルト防水

　　　　鉄板ｔ0.8

　　　　耐火野地板ｔ18

立上り：露出アスファルト防水

　　　　コンクリート打放し補修

笠木：アルミ既製品(カラー)W225

　　　ガルバリウム鋼板ｔ1.2 捨張

笠木：アルミ既製品(カラー)W225

　　　ガルバリウム鋼板ｔ1.2 捨張

　　　複層塗材Ｅ(シリコン)

外壁：押出成形セメント板ｔ60(タテ張)の上

　　　複層塗材Ｅ(シリコン)

外壁：押出成形セメント板ｔ60(タテ張)の上

ルーフドレン：SUS製φ100 防雪キャップ付き

　　　　竪樋：SGPφ100、保温材巻

　　　　(目透し張、亜鉛製リブ付きジョイナー仕様)

　　　　LGS 25形(ビス留め)、廻り縁：アルミ製

軒天井：ケイ酸カルシウム板ｔ6.0 の上EP

根廻り：コンクリート打放し補修の上

　　　　浸透性吸水防止剤塗

水切：SUSｔ1.0

見切：アルミ製既製品(カラー)

断熱材：A種押出法ポリスチレンフォーム
保温板3種bｔ50

吹付用硬質ウレタンフォーム

(現場発泡品)ｔ30

吹付用硬質ウレタンフォーム

(現場発泡品)ｔ30

人通口：φ600

タラップ：SUS W400

　　コンクリート金ゴテ押え

床：長尺塩ビシートｔ2.0

　　コンクリート金ゴテ押え

床：長尺塩ビシートｔ2.0

　　コンクリート金ゴテ押え

床：厚膜型エポキシ樹脂系塗床材ｔ2.0

　　　廻り縁：塩ビ製

　　　石膏ボードｔ9.5下地

天井：ロックウール吸音板ｔ9.0

　　　廻り縁：塩ビ製

　　　石膏ボードｔ9.5下地

天井：ロックウール吸音板ｔ9.0

　　　廻り縁：塩ビ製

天井：ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張)EP

壁：無機質クロス

　　石膏ボードｔ12.5下地

壁：無機質クロス

　　石膏ボードｔ12.5下地

巾木：塩ビ製 H60

巾木：床材立上げ H200

　　　R面木(塩ビ) R20

巾木：塩ビ製 H60

通気管：VPφ100

床・壁：自閉樹脂塗膜防水材塗

　　　　(パラテックス:A-1工法同等)の上

　　　　樹脂モルタル コテ押え

床・壁：自閉樹脂塗膜防水材塗

　　　　(パラテックス:A-1工法同等)の上

　　　　樹脂モルタル コテ押え

通水管：VPφ150半割

壁：ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

　　上壁：不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地

　　腰壁(FL+1000)：ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

捨てコンクリートｔ50

土間コンクリートｔ150

砕石置換ｔ660

事務室前室１
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X3X2X1X0

X3X2X1X0

立上り：露出アスファルト防水

　　　　鉄板ｔ0.8

　　　　耐火野地板ｔ18

立上り：露出アスファルト防水

　　　　鉄板ｔ0.8

　　　　耐火野地板ｔ18

屋根：露出アスファルト防水

　　　ルーフデッキ H50

　　　硬質ウレタンボードｔ50

屋根：露出アスファルト防水

　　　ルーフデッキ H50

　　　硬質ウレタンボードｔ50

立上り：露出アスファルト防水

　　　　コンクリート打放し補修

笠木：アルミ既製品(カラー)W225

　　　ガルバリウム鋼板ｔ1.2 捨張

笠木：アルミ既製品(カラー)W225

　　　ガルバリウム鋼板ｔ1.2 捨張

　　　複層塗材Ｅ(シリコン)

外壁：押出成形セメント板ｔ60(タテ張)の上

根廻り：コンクリート打放し補修の上

　　　　浸透性吸水防止剤塗

水切：SUSｔ1.0

水切：SUSｔ1.0

断熱材：A種押出法ポリスチレンフォーム
保温板3種bｔ50

吹付用硬質ウレタンフォーム

(現場発泡品)ｔ30

吹付用硬質ウレタンフォーム

(現場発泡品)ｔ30

人通口：φ600

タラップ：SUS W400

　　コンクリート金ゴテ押え

床：長尺塩ビシートｔ2.0

　　コンクリート金ゴテ押え

床：長尺塩ビシートｔ2.0

　　　廻り縁：塩ビ製

　　　石膏ボードｔ9.5下地

天井：ロックウール吸音板ｔ9.0

　　　廻り縁：塩ビ製

　　　石膏ボードｔ9.5下地

天井：ロックウール吸音板ｔ9.0

床：防塵塗料塗

　　コンクリート金ゴテ押え

壁：無機質クロス

　　石膏ボードｔ12.5下地

　　　廻り縁：アルミ製

天井：防湿イソシアヌレートボードｔ20

　　コンクリート金ゴテ押え

床：厚膜型エポキシ樹脂系塗床材ｔ2.0

　　　廻り縁：塩ビ製

天井：ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張)EP

巾木：床材立上げ H200

　　　R面木(塩ビ) R20

巾木：床材立上げ H200

通気管：VPφ100

　　　複層塗材Ｅ(シリコン)

外壁：押出成形セメント板ｔ60(タテ張)の上

床・壁：自閉樹脂塗膜防水材塗

　　　　(パラテックス:A-1工法同等)の上

　　　　樹脂モルタル コテ押え

床・壁：自閉樹脂塗膜防水材塗

　　　　(パラテックス:A-1工法同等)の上

　　　　樹脂モルタル コテ押え

通水管：VPφ150半割
床・壁：自閉樹脂塗膜防水材塗

　　　　(パラテックス:B-2工法同等)

壁：ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(接着工法)EP

　　上壁：不燃耐水石膏ボードｔ12.5下地

　　腰壁(FL+1000)：ケイ酸カルシウム板ｔ12.0下地

巾木：塩ビ製 H60

巾木：塩ビ製 H60

壁：無機質クロス

　　石膏ボードｔ12.5下地

捨てコンクリートｔ50

土間コンクリートｔ150

砕石置換ｔ660

壁：石膏ボードｔ12.5(素地)

ＤＷ

ボイラー室 調理員通路

事業者事務室

コンクリート金ゴテ押え

重量シャッター

(特定防火設備)

防火区画(面積区画)

ハト小屋

中和水槽

止水板：塩ビ製

コンテナ室前室２

壁：石膏ボードｔ15(素地)

屋根：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.8

　　　耐火野地板ｔ18

壁：カラーガルバリウム鋼板ｔ0.8

　　耐火野地板ｔ18

梁：吹付ロックウールｔ25梁型：吹付ロックウールｔ25の上

　　　LGS+石膏ボードｔ12.5(素地)

柱型：吹付ロックウールｔ25の上

　　　LGS+石膏ボードｔ12.5(素地)

梁型：吹付ロックウールｔ25の上

　　　LGS+強化石膏ボードｔ12.5+12.5(素地)

梁型：吹付ロックウールｔ25の上

　　　LGS+強化石膏ボードｔ12.5+12.5(素地)

壁(間仕切)：強化石膏ボードｔ12.5+12.5(素地)

柱型：吹付ロックウールｔ25の上

　　　LGS+強化石膏ボードｔ12.5+12.5(素地)

90

30

1
0
,
1
0
0

1
,
0
0
0

4
,
5
0
0

4
,
0
0
0

6
0
0

1
,
9
0
0

3
5
0

1
,
2
5
0

5
0

7,500

780 290 275 1,550 1,600

Y4マデ 8,000

7,500 Y4マデ 8,000

780 290 200290

290

2,600

(6,490)

(6,490) (9,000)

(9,000)

7,210

7,210

▽1FL

▽地中梁天端

4
,
2
0
0

1
5
0

1
5
0

6
0
0

3
,
4
0
0

▽2F梁天

▽2F梁天(X1)

▽パラペット天端

▽RFL(水下)

▽パラペット天端

▽2FL

3
0
0

3
0
0

6
0
0

3
,
4
0
0

6
0
0

3
,
2
5
0

1
5
0

▽パラペット天端

▽RFL(水上)

▽RFL(水下)

▽RF梁天(水下)

▽2FL

▽パラペット天端

1
8
0

4
2
0

▽(水上)

1
0
,
5
9
0

8
0
0

4
0
0

5
0

1
0
0

9
0

750

6
0
0

6
0
5

150

500

1
5
0

1
5
0

5
0

20 500 500 350 500

2
0
0

2
,
5
0
0

6
5
0

9
6
0

1
,
0
9
0

2
,
7
0
0

5
0
0

2
,
7
0
0

1
,
6
5
0

2
,
5
0
0

2
0

1
3
0

6
5
0

9
6
0

1
8
0
1
5

30
30

2
0
0

200

3
,
7
6
0

1
8
0
1
5

200 1,350

68.568.5 62.562.5

11030

200

3030 30

8175

3
,
7
5
0

5
,
7
5
0

5
0
0

7581

3
,
3
5
0

7
5
0

4007
0
0

6
0
0

1
2
3

2
,
0
7
3 1
,
3
0
0

5
0

1
5
0

2
5
0

2
5
0

1
,
8
0
5

1
,
8
0
5

2
,
0
0
0

200

1
,
8
6
0

6
1
0

5
6
0

1
0
0

1
5
0

矩　計　図 (７)　　　　 S=1/30

受託番号 日付： 図面名 図 面 種 別
株 式 一級建築士事務所

　宮城県知事登録会 社 松下設計仙台支社
設計部長 検 図 担 当 製 図　　第22110183号宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8 設計図

図 面 番 号Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

縮 尺（一級建築士登録 275570号）管理建築士　小山　紀彦

２２－１２７Ｓ 2023年3月24日

Ａ

S=1:30(A3版 50%縮小) 020

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
矩計図(７)



X5X4

X5X4

X8X7X6

X8X7X6

　　　廻り縁：塩ビ製

　　　石膏ボードｔ9.5下地

天井：ロックウール吸音板ｔ9.0

土間コンクリートｔ180

捨てコンクリートｔ50

砕石(RC-40)ｔ100

立上り：露出アスファルト防水

　　　　鉄板ｔ0.8

　　　　耐火野地板ｔ18

屋根：露出アスファルト防水

　　　ルーフデッキ H50

　　　硬質ウレタンボードｔ50

立上り：露出アスファルト防水

　　　　鉄板ｔ0.8

　　　　耐火野地板ｔ18

屋根：露出アスファルト防水

　　　ルーフデッキ H50

　　　硬質ウレタンボードｔ50

立上り：露出アスファルト防水

　　　　コンクリート打放し補修

笠木：アルミ既製品(カラー)W225

　　　ガルバリウム鋼板ｔ1.2 捨張

笠木：アルミ既製品(カラー)W225

　　　ガルバリウム鋼板ｔ1.2 捨張

　　　複層塗材Ｅ(シリコン)

外壁：押出成形セメント板ｔ60(タテ張)の上

　　　複層塗材Ｅ(シリコン)

外壁：押出成形セメント板ｔ60(タテ張)の上

　　　　(目透し張、亜鉛製リブ付きジョイナー仕様)

　　　　LGS 25形(ビス留め)、廻り縁：アルミ製

軒天井：ケイ酸カルシウム板ｔ6.0 の上EP

見切：アルミ製既製品(カラー)

断熱材：A種押出法ポリスチレンフォーム
保温板3種bｔ50

吹付用硬質ウレタンフォーム

(現場発泡品)ｔ30

吹付用硬質ウレタンフォーム

(現場発泡品)ｔ30

人通口：φ600

タラップ：SUS W400

上框：SUS-HL W40

　　コンクリート金ゴテ押え

床：長尺塩ビシートｔ2.0

　　コンクリート金ゴテ押え

床：長尺塩ビシートｔ2.0

　　コンクリート金ゴテ押え

床：長尺塩ビシートｔ2.0

　　コンクリート金ゴテ押え

床：長尺塩ビシートｔ2.0
床：磁器質タイル 100角

　　コンクリートの上 モルタル

床：薄膜型エポキシ樹脂系防塵塗装(防滑工法)

　　コンクリート金ゴテ押え

　　　廻り縁：塩ビ製

　　　石膏ボードｔ9.5下地

天井：ロックウール吸音板ｔ9.0

　　　廻り縁：塩ビ製

　　　石膏ボードｔ9.5下地

天井：ロックウール吸音板ｔ9.0

　　　廻り縁：塩ビ製

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

　　コンクリート金ゴテ押え

床：長尺塩ビシートｔ2.0

　　　廻り縁：塩ビ製

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

　　　　(目透し張、亜鉛製リブ付きジョイナー仕様)

　　　　LGS 25形(ビス留め)、廻り縁：アルミ製

軒天井：ケイ酸カルシウム板ｔ6.0 の上EP

　　　複層塗材Ｅ(シリコン)

外壁：押出成形セメント板ｔ60(タテ張)の上
吹付用硬質ウレタンフォーム

(現場発泡品)ｔ30

壁：無機質クロス

　　石膏ボードｔ12.5下地

壁：無機質クロス

　　石膏ボードｔ12.5下地

壁：無機質クロス

　　石膏ボードｔ12.5下地

壁：無機質クロス

　　石膏ボードｔ12.5下地
壁：無機質クロス

　　石膏ボードｔ12.5下地

　　　複層塗材Ｅ(シリコン)

外壁：押出成形セメント板ｔ60(タテ張)の上

吹付用硬質ウレタンフォーム

(現場発泡品)ｔ30

吹付用硬質ウレタンフォーム

(現場発泡品)ｔ30

壁：無機質クロス

　　石膏ボードｔ12.5下地

水切：SUSｔ1.0

防湿シートｔ0.15

捨てコンクリートｔ50

土間コンクリートｔ180

砕石(RC-40)ｔ100

断熱材:A種押出法ポリスチレンフォーム

　　　 保温板3種bｔ50

通気管：VPφ100

　　　廻り縁：塩ビ製

天井：ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張)EP

床・壁：自閉樹脂塗膜防水材塗

　　　　(パラテックス:A-1工法同等)の上

　　　　樹脂モルタル コテ押え

通水管：VPφ150半割

巾木：塩ビ製 H60 巾木：塩ビ製 H60

巾木：塩ビ製 H60

床：磁器質タイル 100角

　　コンクリートの上 モルタル上框：SUS-HL W40
巾木：塩ビ製 H60

捨てコンクリートｔ50

土間コンクリートｔ150

砕石置換ｔ660

調理員トイレ 洗濯乾燥室

ポーチ調理員風除室調理員玄関 倉庫

階段室１

ＰＳ

一般トイレ(男)

ポーチ一般玄関

ＥＶ

多機能トイレ 一般トイレ(女)

巾木：磁器質タイル 100角巾木：床材立上げ H100

巾木：床材立上げ H100
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株 式 一級建築士事務所

　宮城県知事登録会 社 松下設計仙台支社
設計部長 検 図 担 当 製 図　　第22110183号宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8 設計図
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縮 尺（一級建築士登録 275570号）管理建築士　小山　紀彦

２２－１２７Ｓ 2023年3月24日
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S=1:30(A3版 50%縮小) 021

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
矩計図(８)
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床:磁器質タイル 100角

捨てコンクリートｔ50

スラブｔ150

スロープ床:モルタル下地
磁器質ノンスリップタイル 100角
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捨てコンクリートｔ50
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定 礎

Ｂ-Ｂ 断面詳細図　　 S=1/50 Ｃ-Ｃ 断面詳細図　　 S=1/50

玄関ポーチ平面詳細図　　 S=1/50

東立面詳細図　　 S=1/50

Ａ-Ａ 断面詳細図　　 S=1/50

調理員ポーチ平面詳細図　　 S=1/50

Ａ-Ａ 断面詳細図　　 S=1/50
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一級建築士事務所
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S=1:50(A3版 50%縮小) 022

2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
玄関ポーチ詳細図
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ブラケット手すり(両側):

段鼻:SUS製ノンスリップW35
　　 (ビニルタイヤ入)

額縁:アルミ製

視覚障害者誘導用シ－ト(警告)
床:コンクリート金ゴテ下地

長尺塩ビシートｔ2.0

視覚障害者誘導用シ－ト(警告)

床:コンクリート金ゴテ下地
長尺塩ビシートｔ2.0床:コンクリート金ゴテ下地

長尺塩ビシートｔ2.0
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踊場:モルタル金ゴテ下地

　　 長尺塩ビシートｔ2.0

　　 長尺塩ビシートｔ2.0
視覚障害者誘導用シ－ト(警告)

　　 (ワイヤーメッシュ100×100)

　　 (ワイヤーメッシュ100×100)

上部 防煙垂れ壁 H800

　　 ウレタン塗装
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樹脂被覆製φ34

防煙垂れ壁 防煙垂れ壁

防煙垂れ壁

天井:LGS+石膏ボードｔ9.5下地
　　 ロックウール吸音板ｔ9.0

壁:LGS+石膏ボードｔ12.5下地 壁:LGS+石膏ボードｔ12.5下地
　 無機質クロス 　 無機質クロス

壁:LGS+石膏ボードｔ12.5下地
　 無機質クロス

ブラケット手すり(両側): ブラケット手すり(両側):

段鼻:SUS製ノンスリップW35
　　 (ビニルタイヤ入)

見切縁:アルミ製

額縁:アルミ製

倉庫 書庫

ピット

廻り縁:塩ビ製

踏面:モルタル金ゴテ下地

　　 長尺塩ビシートｔ2.0
　　 (ワイヤーメッシュ100×100)

笠木:タモ集成材ｔ25 ウレタン塗装 笠木:タモ集成材ｔ25 ウレタン塗装

２階平面詳細図 　　S=1/50

１階平面詳細図　　 S=1/50

床下ピット平面詳細図　　 S=1/50

Ａ－Ａ断面詳細図　　 S=1/50 Ｂ－Ｂ断面詳細図　　 S=1/50
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一級建築士事務所
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2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
階段室１詳細図
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（消火水槽有効6.2m3）
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ピット

タラップ

視覚障害者誘導用シ－ト(警告)

額縁:アルミ製

視覚障害者誘導用シ－ト(警告)

ブラケット手すり(両側):

段鼻:SUS製ノンスリップW35
　　 (ビニルタイヤ入) 視覚障害者誘導用シ－ト(警告)ポンプ基礎

視覚障害者誘導用シ－ト(警告)

マンホール:鉄製φ600(防臭形)

床:コンクリート金ゴテ下地
長尺塩ビシートｔ2.0

床:コンクリート金ゴテ下地
長尺塩ビシートｔ2.0

　　 長尺塩ビシートｔ2.0

踏面:モルタル金ゴテ下地

踊場:モルタル金ゴテ下地

　　 長尺塩ビシートｔ2.0

　　 (ワイヤーメッシュ100×100)

　　 (ワイヤーメッシュ100×100)
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設備基礎

（消火水槽有効 6.2m3）

天井:LGS+石膏ボードｔ9.5下地
　　 ロックウール吸音板ｔ9.0

見切縁:アルミ製 見切縁:アルミ製

見切縁:アルミ製

壁:LGS+石膏ボードｔ12.5下地 壁:LGS+石膏ボードｔ12.5下地
　 無機質クロス 　 無機質クロス

壁:LGS+石膏ボードｔ12.5下地
　 無機質クロス

ブラケット手すり(両側): ブラケット手すり(両側):
樹脂被覆製φ34 樹脂被覆製φ34

段鼻:SUS製ノンスリップW35
　　 (ビニルタイヤ入)

　　 長尺塩ビシートｔ2.0 見切縁:アルミ製

ササラ桁:鉄骨下地 SOP

けこみ:鉄骨下地 SOP

段裏:鉄骨下地 SOP

設備基礎

マンホール蓋:鉄製φ600(防臭形)

タラップ:SUSφ22-400(HL)3段

額縁:アルミ製

タラップ

廻り縁:塩ビ製

踏面:モルタル金ゴテ(ワイヤーメッシュ100×100)下地

笠木:タモ集成材ｔ25
　　 ウレタン塗装
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ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張)EP
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石膏ボードｔ12.5(素地)

ケイ酸カルシウム板ｔ6.0(目透し張､
亜鉛製リブ付きジョイナー使用)EP
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 ▽FL

ｱﾙﾐ 二次電解着色､断熱ﾊﾟﾈﾙ:ｱﾙﾐ樹脂複合板ｔ3.0+芯材発泡ｽﾁﾛｰﾙｔ15

－

丁番､ﾌﾗﾝｽ落し､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内)､ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､戸当り

 ▽FL

ｱﾙﾐ 二次電解着色､断熱ﾊﾟﾈﾙ:ｱﾙﾐ樹脂複合板ｔ3.0+芯材発泡ｽﾁﾛｰﾙｔ15

－

丁番､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内)､ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､戸当り

70 戸:40 70 戸:40 70 戸:40

100 100

 ▽FL

100 100 100

ｱﾙﾐ 二次電解着色

TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0､ﾗﾝﾏ FLｔ3.0+A12+FLｔ3.0(Low-Eｶﾞﾗｽ) TGｔ5.0､ﾗﾝﾏ FLｔ3.0 TGｔ5.0､ﾗﾝﾏ FLｔ3.0

納米室

(有効) (有効)

　引分けハンガーフラッシュ戸(自閉式) 　片引きハンガーフラッシュ戸(自閉式)

ｱﾙﾐ 二次電解着色 ｱﾙﾐ 二次電解着色 ｱﾙﾐ 二次電解着色

100

ｶﾞﾗﾘ

ｶﾞﾗﾘ

AHD

自2
AHD
1 自

AHD
3 自4

AHD

自

AHD
5

ｴｱｶｰﾃﾝ連動

(有効)(有効)

70

ｱﾙﾐ 二次電解着色 ｱﾙﾐ 二次電解着色 ｱﾙﾐ 二次電解着色

　片引きハンガー自動ドア+袖ＦＩＸ+ランマＦＩＸ 　片引きハンガー自動ドア+袖ＦＩＸ+ランマＦＩＸ

1

(屋外側)

額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内)､網戸 額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内)､網戸

90°

100

室内屋外

額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内)勾配下枠付､網戸

勾配下枠

衝突防止ｼｰﾙ､額縁:ｱﾙﾐ額縁(外､風除室内全て)/ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ(内)､防護柵×2

額縁:ｱﾙﾐ額縁(内)､床見切:SUS製､《ｴｱｶｰﾃﾝ連動》 額縁:ｱﾙﾐ額縁(内)､床見切:SUS製 額縁:ｱﾙﾐ額縁(内)､沓摺:SUS製 額縁:ｱﾙﾐ額縁(内)､沓摺:SUS製 額縁:ｱﾙﾐ額縁(内)､沓摺:SUS製

額縁:ｱﾙﾐ額縁(内)､沓摺:SUS製 額縁:ｱﾙﾐ額縁(内)､沓摺:SUS製 額縁:ｱﾙﾐ額縁(内)､沓摺:SUS製

　5連突出し排煙窓(45°)

衝突防止ｼｰﾙ､額縁:外部 ｱﾙﾐ額縁/内部 ｱﾙﾐ額縁､防護柵×2

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内)､自動ﾄﾞｱｴﾝｼﾞﾝ開閉方式:ﾀｯﾁｽｲｯﾁ(外)､光電式(内) 他付属金物一式

自動ﾄﾞｱｴﾝｼﾞﾝ開閉方式:ﾀｯﾁｽｲｯﾁ(外)､光電式(内) 他付属金物一式 自動ﾄﾞｱｴﾝｼﾞﾝ開閉方式:ﾀｯﾁｽｲｯﾁ(外)､光電式(内) 他付属金物一式

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内)

TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0(Low-Eｶﾞﾗｽ)TGｔ5.0､ﾗﾝﾏ FLｔ3.0

ｱﾙﾐ 二次電解着色

自動ﾄﾞｱｴﾝｼﾞﾝ開閉方式:ﾀｯﾁｽｲｯﾁ(外)､光電式(内) 他付属金物一式

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､電気錠(内)､停電時、火災時：ﾊﾟﾆｯｸｵｰﾌﾟﾝ ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､電気錠(内)､停電時、火災時：ﾊﾟﾆｯｸｵｰﾌﾟﾝ

数　　　量

符号・型式

室      名

数　　　量

そ　の　他

符号・型式

室      名

数　　　量

そ　の　他

符号・型式

室      名

そ　の　他

建具凡例
AHD：アルミ製引戸
AD ：アルミ製ドア
AW ：アルミ製窓
AG ：アルミ製ガラリ
DS ：ドックシェルター

SS ：鋼製シャッター
SD ：鋼製ドア
SF ：鋼製枠

SSF：ステンレス製枠
SSW：ステンレス製窓

LSD：軽量鋼製ドア
LHD：軽量鋼製引戸
WD ：木製ドア
TB ：トイレブース

ガラス凡例
FL ：透明フロートガラス
F  ：型板ガラス
TG ：透明強化ガラス
FTG：型板強化ガラス
FL*+A12+FL*：複層ガラス

FW ：網入磨き板ガラス
PW ：網入型板ガラス

備考
・クレセント位置はFL+1500以下とする。
・ドアクローザは特記なき限りストッパー付とする。
・開き戸は特記なき限り戸当りを取付ける。
・枠見込は取合う壁厚+10+10とする。
・マスターキーは全て制作する。

姿　　　図

姿　　　図

姿　　　図

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

金　　　物

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

金　　　物

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

金　　　物 －

・自動ドアの非接触スイッチ位置は要打合せとする。
・光電センサーの感知範囲は要打合せとする。
・OSの操作機構等､要打合せとする。
・建具について､運用方法・警備方法等と一緒に再協議すること。
・ガラリ・点検口は設備工事と寸法・位置等協議すること。

・特記なき排煙オペレータはワンタッチ式とする。
・特記なき排煙オペレータ装置は埋込式とする。
・外倒し排煙窓の開閉角度は90°とする。

自

LHD
* ：自動ドア

SD
*

防
：防火設備

特

SD
* ：特定防火設備 電気錠

・テンキー式とする。
・一般玄関系統、調理員玄関系統の２系統とする（系統を分ける）。

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
２２－１２７Ｓ

S=1:50(A3版 50%縮小) 056

2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
建具表(１)
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AW
4

会議室

AW
　引違い窓

事業者事務室

AW
　2連上げ下げ窓

野菜類下処理室

11
AW

　引違い窓

男子休憩室､女子休憩室

2
AW

洗米室

　上げ下げ窓 1
AW

　上げ下げ窓

肉魚類下処理室

AW
1

AW
1 1

AW

額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内外)

根菜処理室

AW
　上げ下げ窓1

AW
　上げ下げ窓

食物アレルギー対応調理室

3 1
AW

　上げ下げ窓

事務室

1

 ▽FL

FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0 ﾗﾝﾏ:FLｔ3.0+A12+FLｔ3.0(Low-Eｶﾞﾗｽ)

 ▽FL

ｸﾚｾﾝﾄ､戸車､水切:ｱﾙﾐ製 他付属金物一式

 ▽FL

70

FLｔ5.0

ｱﾙﾐ 二次電解着色

把手 他付属金物一式

 ▽FL

ｸﾚｾﾝﾄ､戸車､水切:ｱﾙﾐ製 他付属金物一式

 ▽FL

70

FLｔ5.0

ｱﾙﾐ 二次電解着色

把手 他付属金物一式

 ▽FL

70

FLｔ5.0

ｱﾙﾐ 二次電解着色

把手 他付属金物一式

70

FLｔ5.0

ｱﾙﾐ 二次電解着色

把手 他付属金物一式

 ▽FL

70

FLｔ5.0

ｱﾙﾐ 二次電解着色

把手 他付属金物一式

70

FLｔ5.0

ｱﾙﾐ 二次電解着色

 ▽FL

70

FLｔ5.0

ｱﾙﾐ 二次電解着色

把手 他付属金物一式

70

FLｔ5.0

ｱﾙﾐ 二次電解着色

把手 他付属金物一式

70

FLｔ5.0

ｱﾙﾐ 二次電解着色

把手 他付属金物一式

　ＦＩＸ窓　上げ下げ窓 　上げ下げ窓

1
AW

　ＦＩＸ窓

 ▽FL

水切:ｱﾙﾐ製

Fｔ6.0+A12+Fｔ6.0(Low-Eｶﾞﾗｽ)

AW

防災食育・展示コーナー

 ▽FL

FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0 ﾗﾝﾏ:FLｔ3.0+A12+FLｔ3.0(Low-Eｶﾞﾗｽ)

1 6 7

10 11 12 13 14 15 16 17

18 19 20

AW

会議室

FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0 ﾗﾝﾏ:FLｔ3.0+A12+FLｔ3.0(Low-Eｶﾞﾗｽ)

51

 ▽FL  ▽FL

 ▽FL  ▽FL

排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀ

1
AW

　6連ＦＩＸ窓

 ▽FL

FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0(Low-Eｶﾞﾗｽ)

水切:ｱﾙﾐ製

8 1
AW

　3連ＦＩＸ窓

FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0(Low-Eｶﾞﾗｽ)

水切:ｱﾙﾐ製

 ▽FL

9 1

FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0(Low-Eｶﾞﾗｽ) FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0(Low-Eｶﾞﾗｽ)

100 100 100

100 100

排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀ排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀ

　竪辷出し窓+ＦＩＸ窓+突出し排煙窓(45°) 　竪辷出し窓+ＦＩＸ窓+突出し排煙窓(45°)

ｱﾙﾐ 二次電解着色 ｱﾙﾐ 二次電解着色 ｱﾙﾐ 二次電解着色 ｱﾙﾐ 二次電解着色 ｱﾙﾐ 二次電解着色 ｱﾙﾐ 二次電解着色

ｱﾙﾐ 二次電解着色 ｱﾙﾐ 二次電解着色

SS
1　重量シャッター(特定防火設備)

特

コンテナ室

4
SS

1
特

コンテナ室

5
SS

1　重量シャッター(特定防火設備)
特3

コンテナ室

　重量シャッター(特定防火設備)

－

鋼製 焼付塗装

ｽﾗｯﾄｔ1.6

－

鋼製 焼付塗装

ｽﾗｯﾄｔ1.6

－

鋼製 焼付塗装

ｽﾗｯﾄｔ1.6

 ▽FL  ▽FL  ▽FL

1 4
SS

　軽量電動シャッター
SS
2 1

ダムウエーター

特

 ▽FL

1 1

 ▽FL

－

21
AW

　ＦＩＸ窓
AW

　ＦＩＸ窓22

ｱﾙﾐ 二次電解着色ｱﾙﾐ 二次電解着色

－

TGｔ8.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼) TGｔ8.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

100 100

－

鋼製 焼付塗装

ｽﾗｯﾄｔ1.6

　重量シャッター(特定防火設備)

額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内)､網戸 額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内)､網戸 額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内)､網戸 額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内)､網戸 額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内) 額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内)

額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内)､網戸 額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内)､網戸

額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内外)､結露受(調理室側) 額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内外)､結露受(調理室側)

70

ｸﾞﾚﾓﾝ締り､排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀ(埋込式)､水切:ｱﾙﾐ製 他付属金物一式

70

ｸﾞﾚﾓﾝ締り､排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀ(埋込式)､水切:ｱﾙﾐ製 他付属金物一式

70

ｸﾞﾚﾓﾝ締り､排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀ(埋込式)､水切:ｱﾙﾐ製 他付属金物一式

手動開閉装置､防火設備障検座板 手動開閉装置､防火設備障検座板､避難時停止装置､

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ・ﾏｸﾞｻ・座板:SUS製 ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ・ﾏｸﾞｻ・座板:SUS製 ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ・ﾏｸﾞｻ・座板:SUS製

手動開閉装置､防火設備障検座板､避難時停止装置､

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ・ﾏｸﾞｻ・座板:SUS製

手動開閉装置､防火設備障検座板､避難時停止装置､

有効

額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内外)､下ﾚｰﾙなし 額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内外)､下ﾚｰﾙなし 額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内外)､下ﾚｰﾙなし

額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内外)､下ﾚｰﾙなし 額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内外)､下ﾚｰﾙなし 額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内外)､下ﾚｰﾙなし 額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内外)､下ﾚｰﾙなし 額縁:4方ｱﾙﾐ額縁(内外)､下ﾚｰﾙなし

有
効 有

効

有
効

有
効

有
効

有
効

有
効

配送風除室､回収風除室

－

電動開閉装置､障害物検知装置

ｽﾗｯﾄｔ0.5

 ▽FL

高耐食ｶﾗｰ鋼板

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ・ﾏｸﾞｻ・底板:ｱﾙﾐ製､押釦ﾎﾞｯｸｽ

危害防止用連動中継器､自動閉鎖装置、天井内納まり 危害防止用連動中継器､自動閉鎖装置、天井内納まり 危害防止用連動中継器､自動閉鎖装置、天井内納まり 危害防止用連動中継器､自動閉鎖装置、天井内納まり

※配送車の寸法を確認の上、
　寸法を調整すること

　竪辷出し窓+ＦＩＸ窓+突出し排煙窓(45°)

計量室 計量室

２階 一般トイレ(女性)

２階 会議室

階段室１ 階段室２

器具洗浄室３

２階 会議室

天井内納まり、三方枠:見付 30 鋼製ｔ1.6 SOP

（調理室側） （調理室側）

建告第1369号

建告第2563号

建告第1369号

建告第2563号

建告第1369号

建告第2563号

建告第1369号

建告第2563号

0.551ｍ 2

数　　　量

符号・型式

室      名

数　　　量

そ　の　他

符号・型式

室      名

数　　　量

そ　の　他

符号・型式

室      名

数　　　量

そ　の　他

符号・型式

室      名

そ　の　他

建具凡例
AHD：アルミ製引戸
AD ：アルミ製ドア
AW ：アルミ製窓
AG ：アルミ製ガラリ
DS ：ドックシェルター

SS ：鋼製シャッター
SD ：鋼製ドア
SF ：鋼製枠

SSF：ステンレス製枠
SSW：ステンレス製窓

LSD：軽量鋼製ドア
LHD：軽量鋼製引戸
WD ：木製ドア
TB ：トイレブース

ガラス凡例
FL ：透明フロートガラス
F  ：型板ガラス
TG ：透明強化ガラス
FTG：型板強化ガラス
FL*+A12+FL*：複層ガラス

FW ：網入磨き板ガラス
PW ：網入型板ガラス

備考
・クレセント位置はFL+1500以下とする。
・ドアクローザは特記なき限りストッパー付とする。
・開き戸は特記なき限り戸当りを取付ける。
・枠見込は取合う壁厚+10+10とする。
・マスターキーは全て制作する。

姿　　　図

姿　　　図

姿　　　図

姿　　　図

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

金　　　物

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

金　　　物

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

金　　　物

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

金　　　物

・自動ドアの非接触スイッチ位置は要打合せとする。
・光電センサーの感知範囲は要打合せとする。
・OSの操作機構等､要打合せとする。
・建具について､運用方法・警備方法等と一緒に再協議すること。
・ガラリ・点検口は設備工事と寸法・位置等協議すること。

・特記なき排煙オペレータはワンタッチ式とする。
・特記なき排煙オペレータ装置は埋込式とする。
・外倒し排煙窓の開閉角度は90°とする。

自

LHD
* ：自動ドア

SD
*

防
：防火設備

特

SD
* ：特定防火設備

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
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S=1:50(A3版 50%縮小) 057

2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
建具表(２)
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　三方枠
SSF
1 1 　三方枠

SSF
12 　三方枠

SSF
13 　三方枠

SSF
4 1 　三方枠

SSF
18　三方枠

SSF
71

　三方枠

－

SSF
9

1 　三方枠
SSF
61 　三方枠

SSF
5

－

 ▽FL

－

－

 ▽FL

－

－

 ▽FL

－

－

 ▽FL

－

－

－

－

－

 ▽FL

－

 ▽FL

－

－

 ▽FL

－

－

 ▽FL

－

－ － － － －－－－

1 　三方枠

－

SSF
10

－

 ▽FL

－

SUS304ｔ1.5 SUS304ｔ1.5 SUS304ｔ1.5 SUS304ｔ1.5 SUS304ｔ1.5 SUS304ｔ1.5 SUS304ｔ1.5 SUS304ｔ1.5

SUS304ｔ1.5 SUS304ｔ1.5

SF
1 　三方枠

－

 ▽FL

鋼製ｔ1.6 SOP

－

－

SD

－

　点検口
SF

　三方枠

－

 ▽FL

鋼製ｔ1.6 SOP

－

－

22 2
SD

　両開きフラッシュ戸

ｾﾐｴｱﾀｲﾄ仕様 

2
SD

　両開きフラッシュ戸

ｾﾐｴｱﾀｲﾄ仕様 

 ▽FL

－

鋼製ｔ2.3 焼付塗装

 ▽FL

－

鋼製ｔ2.3 焼付塗装

SD
　片開きフラッシュ戸

－

鋼製ｔ1.6 焼付塗装

2

 ▽FL

250 戸:50 250 戸:40 250 戸:40

SD
1

ｾﾐｴｱﾀｲﾄ仕様 

 ▽FL

－

鋼製ｔ2.3 焼付塗装

2
SD

　両開きフラッシュ戸 1

ｾﾐｴｱﾀｲﾄ仕様 

 ▽FL

－

鋼製ｔ2.3 焼付塗装

245 戸:40 250 戸:40

SS
1　重量シャッター(特定防火設備)

特6 1
SS
7

SS
8

－

鋼製 焼付塗装

ｽﾗｯﾄｔ1.6

－

鋼製 焼付塗装

ｽﾗｯﾄｔ1.6

－

鋼製 焼付塗装

ｽﾗｯﾄｔ1.6

 ▽FL  ▽FL  ▽FL

SS
9 各 1

160 見付:25 160 見付:25 160 見付:25 180 見付:25 180 見付:25 180 見付:25 160 見付:25

160 見付:25

180 見付:25

145 見付:25 145 見付:25

4

5 6 7

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ・ﾏｸﾞｻ・座板:SUS製

手動開閉装置､防火設備障検座板､避難時停止装置､

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ・ﾏｸﾞｻ・座板:SUS製

手動開閉装置､防火設備障検座板､避難時停止装置､ 手動開閉装置､防火設備障検座板

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ・ﾏｸﾞｻ・座板:SUS製､下枠:SUS製

下枠 下枠SSSS
8 9

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板ｔ1.6 焼付塗装

145 戸:25

丁番､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内)､

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､戸当り､沓摺:SUS製ｔ2.0

丁番､ﾌﾗﾝｽ落し､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内)

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､戸当り､沓摺:SUS製ｔ2.0(ｴｱﾀｲﾄ)

丁番､ﾌﾗﾝｽ落し､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内)

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､戸当り､沓摺:SUS製ｔ2.0(ｴｱﾀｲﾄ)

丁番､ﾌﾗﾝｽ落し､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内) 丁番､ﾌﾗﾝｽ落し､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内)

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､戸当り､沓摺:SUS製ｔ2.0(ｴｱﾀｲﾄ)

SD
　片開きフラッシュ戸

－

 ▽FL

丁番､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内)､

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､戸当り､沓摺:SUS製ｔ2.0

250 戸:40

1 8

鋼製ｔ1.6 焼付塗装

1
SD

－

　点検口9

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板ｔ1.6 焼付塗装

145 戸:25

4 110

丁番､平面ﾊﾝﾄﾞﾙ､点検口錠丁番､平面ﾊﾝﾄﾞﾙ､点検口錠

ｾﾐｴｱﾀｲﾄ仕様 

危害防止用連動中継器､自動閉鎖装置、天井内納まり

防 防 防
　重量シャッター(防火設備) 　重量シャッター(防火設備)

防 防

危害防止用連動中継器､自動閉鎖装置、天井内納まり 危害防止用連動中継器､自動閉鎖装置、天井内納まり

157 見付:25

ボイラー室 防災備蓄庫２コンテナ室 揚・焼・蒸物調理室 揚・焼・蒸物調理室

２階 調理員通路 屋上 ハト小屋 ダムウエーター上部 ２階 一般トイレ(男性､女性) 給湯室コンテナ室､炊飯室 ２階 東面､西面 ２階 東面

洗浄室 洗浄室 洗浄室 上処理・煮炊き調理室 上処理・煮炊き調理室 揚・焼・蒸物調理室 和え物調理室 和え物調理室

上処理・煮炊き調理室 揚・焼・蒸物調理室

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､戸当り､沓摺:SUS製ｔ2.0(ｴｱﾀｲﾄ)

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､扉上水切(外):SUS製 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､扉上水切(外):SUS製

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､扉上水切(外):SUS製 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､扉上水切(外):SUS製

扉上水切(外):SUS製

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､

扉上水切(外):SUS製

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､

1 　三方枠

－

SSF
14

－

 ▽FL

－

SUS304ｔ1.5

160 見付:25

根菜処理室

　三方枠

－

SSF
13

－

 ▽FL

－

160 見付:25

SUS304ｔ1.5

器具洗浄室３

11 　三方枠

－

SSF
12

－

 ▽FL

－

SUS304ｔ1.5

160 見付:25

計量室

1 　三方枠

－

SSF
11

－

 ▽FL

－

SUS304ｔ1.5

160 見付:25

器具洗浄室２

1 　三方枠

－

SSF

－

 ▽FL

－

16

SUS304ｔ1.5

160 見付:25

前室１､前室２

　三方枠

－

SSF
152

－

 ▽FL

－

SUS304ｔ1.5

160 見付:25

器具洗浄室１

2 2 1　三方枠

－

SSF

－

－

SUS304ｔ1.5

160 見付:25

　三方枠

－

SSF

－

－

SUS304ｔ1.5

160 見付:25

17 18

洗米室 米庫

建告第1360号 建告第1360号

建告第1369号

建告第2563号

建告第1360号

建告第2563号

特
　両開きフラッシュ戸(特定防火設備)

※SD-2、SD-3 欠番 

数　　　量

符号・型式

室      名

数　　　量

符号・型式

室      名

数　　　量

符号・型式

室      名

数　　　量

符号・型式

室      名

そ　の　他

建具凡例
AHD：アルミ製引戸
AD ：アルミ製ドア
AW ：アルミ製窓
AG ：アルミ製ガラリ
DS ：ドックシェルター

SS ：鋼製シャッター
SD ：鋼製ドア
SF ：鋼製枠

SSF：ステンレス製枠
SSW：ステンレス製窓

LSD：軽量鋼製ドア
LHD：軽量鋼製引戸
WD ：木製ドア
TB ：トイレブース

ガラス凡例
FL ：透明フロートガラス
F  ：型板ガラス
TG ：透明強化ガラス
FTG：型板強化ガラス
FL*+A12+FL*：複層ガラス

FW ：網入磨き板ガラス
PW ：網入型板ガラス

備考
・クレセント位置はFL+1500以下とする。
・ドアクローザは特記なき限りストッパー付とする。
・開き戸は特記なき限り戸当りを取付ける。
・枠見込は取合う壁厚+10+10とする。
・マスターキーは全て制作する。

姿　　　図

姿　　　図

姿　　　図

姿　　　図

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

金　　　物

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

金　　　物

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

金　　　物

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

金　　　物

そ　の　他

そ　の　他

そ　の　他

・自動ドアの非接触スイッチ位置は要打合せとする。
・光電センサーの感知範囲は要打合せとする。
・OSの操作機構等､要打合せとする。
・建具について､運用方法・警備方法等と一緒に再協議すること。
・ガラリ・点検口は設備工事と寸法・位置等協議すること。

・特記なき排煙オペレータはワンタッチ式とする。
・特記なき排煙オペレータ装置は埋込式とする。
・外倒し排煙窓の開閉角度は90°とする。

自

LHD
* ：自動ドア

SD
*

防
：防火設備

特

SD
* ：特定防火設備

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
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一級建築士事務所

Ａ
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2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
建具表(３)
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LHD
1

 ▽FL

LHD

 ▽FL

2 　引違いフラッシュ戸 2 1
LHD

 ▽FL

3 1
LHD

 ▽FL

4 特

LHD

 ▽FL

　引違いフラッシュ戸5 1 1
LHD

 ▽FL

6

認定番号 EA-0511

－ 耐熱結晶化ｶﾞﾗｽｔ5.0 ｸﾘｱ －

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式 引き棒(内側:引手)､引違い戸錠 引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式 引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式 引き棒(内側:引手)､引違い戸錠

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付

自 自 自7 8 9 10 11 12　片引き自動ドア 2 1 1 1 1 1
LHD LHD LHD LHD LHD LHD

傾斜ｶﾊﾞｰ 傾斜ｶﾊﾞｰ 傾斜ｶﾊﾞｰ

SUSｔ1.0貼(HL) SUSｔ1.0貼(HL) SUSｔ1.0貼(HL)

 ▽FL  ▽FL  ▽FL  ▽FL  ▽FL  ▽FL

FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼) FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼) － FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼) FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 引き棒(内側:引手)､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製 床見切縁:SUS製 他付属金物一式 床見切縁:SUS製 他付属金物一式 上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製 他付属金物一式 上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製 他付属金物一式

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP

13 14 15 16 17 181 1 2 1 1 2
LHD LHD LHD LHD LHD LHD

傾斜ｶﾊﾞｰ 傾斜ｶﾊﾞｰ 傾斜ｶﾊﾞｰ 傾斜ｶﾊﾞｰ 傾斜ｶﾊﾞｰ 傾斜ｶﾊﾞｰ

SUSｔ1.0貼(HL) SUSｔ1.0貼(HL) SUSｔ1.0貼(HL) SUSｔ1.0貼(HL) SUSｔ1.0貼(HL)SUSｔ1.0貼(HL)
H300(両面) H300(両面) H300(両面) H300(両面) H300(両面)H300(両面)

 ▽FL  ▽FL  ▽FL  ▽FL  ▽FL  ▽FL

FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼) － FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼) FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼) FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼) FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付

特 特 特19 20 21 22 23 241 1 1 1
LHD LHD LHD LHD LHD LHD

傾斜ｶﾊﾞｰ 傾斜ｶﾊﾞｰ 傾斜ｶﾊﾞｰ 傾斜ｶﾊﾞｰ 傾斜ｶﾊﾞｰ 傾斜ｶﾊﾞｰ

SUSｔ1.0貼(HL) SUSｔ1.0貼(HL) SUSｔ1.0貼(HL)SUSｔ1.0貼(HL) SUSｔ1.0貼(HL) SUSｔ1.0貼(HL)
H300(両面) H300(両面) H300(両面)H300(両面) H300(両面) H300(両面)

 ▽FL  ▽FL  ▽FL  ▽FL  ▽FL

FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼) FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式 引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製 上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付

FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)耐熱結晶化ｶﾞﾗｽｔ5.0 ｸﾘｱ 耐熱結晶化ｶﾞﾗｽｔ5.0 ｸﾘｱ 耐熱結晶化ｶﾞﾗｽｔ5.0 ｸﾘｱ

認定番号 EA-0511認定番号 EA-0511認定番号 EA-0511

FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板ｔ1.0(YAG工法)焼付塗装　枠:ｔ1.6 SOP

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板ｔ1.0(YAG工法)焼付塗装　枠:ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板ｔ1.0(YAG工法)焼付塗装　枠:ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板ｔ1.0(YAG工法)焼付塗装　枠:ｔ1.6 SOP

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

床見切縁:SUS製 床見切縁:SUS製 床見切縁:SUS製

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製

H300(洗浄室面) H300(調理室面) H300(検収室面)

　片引きハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式)

　片引きハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式) 　片引き自動ドア 　片引き自動ドア

　引分けハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式)

　引分けハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式) 3

揚・焼・蒸物調理室－炊飯室､洗浄室－上処理・煮炊き調理室

ｶﾞﾗﾘ､床見切縁:SUS製 他付属金物一式

ｶﾞﾗﾘ､床ﾚｰﾙ:SUS製ｶﾞﾗﾘ､床ﾚｰﾙ:SUS製

　片引きハンガードア(自閉式)

　片引きハンガードア(自閉式)

FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､防護柵､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､防護柵､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､防護柵､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付

4

224 戸:40 145 戸:40 224 戸:40 255 戸:40 157 戸:40 236 戸:40

267 戸:40 230 戸:40 236 戸:40 230 戸:40 267 戸:40 267 戸:40

236 戸:40 236 戸:40 236 戸:40 236 戸:40 236 戸:40 236 戸:40

236 戸:40 236 戸:40 261 戸:40 236 戸:40 261 戸:40 261 戸:40

ホール－調理員通路 調理員通路－書庫､倉庫 調理員通路－洗濯乾燥室 前室２－調理員通路 前室２－倉庫 前室２

コンテナ室－前室２､洗浄室－前室２ 事務室－前室１ 倉庫－前室１ 前室１－調理員通路 上処理・煮炊き調理室－前室１ 検収室－前室１

野菜類荷受室－検収室 野菜類荷受室－廃棄庫 検収室－廃棄庫､食品庫 検収室－野菜類下処理室 検収室－根菜処理室 検収室－肉魚類下処理室､器具洗浄室１－検収室

肉魚類類荷受室－検収室 油庫－肉魚類荷受室 検収室－米庫 洗米室－炊飯室 炊飯室､コンテナ室－揚・焼・蒸物調理室

コンテナ室－上処理・煮炊き調理室､洗浄室－和え物調理室 洗浄室－食物アレルギー対応調理室

Fｔ4.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

　片引きハンガードア(自閉式)(特定防火設備) 　片引きハンガードア(自閉式)(特定防火設備) 　片引きハンガードア(自閉式)(特定防火設備)

　片引きハンガードア(自閉式)(特定防火設備)

自動ﾄﾞｱｴﾝｼﾞﾝ(充電式)､ﾊﾟﾆｯｸｵｰﾌﾟﾝ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠 他付属金物一式 自動ﾄﾞｱｴﾝｼﾞﾝ(充電式)､ﾊﾟﾆｯｸｵｰﾌﾟﾝ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠 自動ﾄﾞｱｴﾝｼﾞﾝ(充電式)､ﾊﾟﾆｯｸｵｰﾌﾟﾝ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠

数　　　量

符号・型式

室      名

数　　　量

そ　の　他

符号・型式

室      名

数　　　量

そ　の　他

符号・型式

室      名

数　　　量

そ　の　他

符号・型式

室      名

そ　の　他

建具凡例
AHD：アルミ製引戸

AW ：アルミ製窓
AG ：アルミ製ガラリ
DS ：ドックシェルター

SS ：鋼製シャッター
SD ：鋼製ドア
SF ：鋼製枠

SSF：ステンレス製枠
SSW：ステンレス製窓

LSD：軽量鋼製ドア
LHD：軽量鋼製引戸
WD ：木製ドア
TB ：トイレブース

ガラス凡例
FL ：透明フロートガラス
F  ：型板ガラス
TG ：透明強化ガラス
FTG：型板強化ガラス
FL*+A12+FL*：複層ガラス

FW ：網入磨き板ガラス
PW ：網入型板ガラス

備考
・クレセント位置はFL+1500以下とする。
・ドアクローザは特記なき限りストッパー付とする。
・開き戸は特記なき限り戸当りを取付ける。
・枠見込は取合う壁厚+10+10とする。
・マスターキーは全て制作する。

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

金　　　物

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

金　　　物

金　　　物

金　　　物

姿　　　図

姿　　　図

姿　　　図

姿　　　図

・自動ドアの非接触スイッチ位置は要打合せとする。
・光電センサーの感知範囲は要打合せとする。
・OSの操作機構等､要打合せとする。
・建具について､運用方法・警備方法等と一緒に再協議すること。
・ガラリ・点検口は設備工事と寸法・位置等協議すること。

・特記なき排煙オペレータはワンタッチ式とする。
・特記なき排煙オペレータ装置は埋込式とする。
・外倒し排煙窓の開閉角度は90°とする。

AD ：アルミ製ドア

自

LHD
* ：自動ドア

SD
*

防
：防火設備

特

SD
* ：特定防火設備

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
２２－１２７Ｓ

S=1:50(A3版 50%縮小) 059

2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
建具表(４)
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0
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0
0
0

1
6
0

150

950

800
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,
0
0
0

1
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0

150

950

800
有効

2
,
0
0
0

3,200

1
5
0

1,600

900

1,050

有効
150150

有効

900

750

有効
650

800

150

2
,
0
0
0

1
6
0
1
5
0

150

1,350

1,200
有効

25 26 27 28 29 301 1 1 1 1
LHD LHD LHD LHD LHD LHD

傾斜ｶﾊﾞｰ 傾斜ｶﾊﾞｰ 傾斜ｶﾊﾞｰ 傾斜ｶﾊﾞｰ 傾斜ｶﾊﾞｰ 傾斜ｶﾊﾞｰ

SUSｔ1.0貼(HL) SUSｔ1.0貼(HL) SUSｔ1.0貼(HL) SUSｔ1.0貼(HL) SUSｔ1.0貼(HL) SUSｔ1.0貼(HL)
H300(両面) H300(両面) H300(両面) H300(両面) H300(両面) H300(両面)

 ▽FL  ▽FL  ▽FL  ▽FL  ▽FL  ▽FL

FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼) FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼) FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼) FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼) FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼) FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式 引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製 上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付 額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付

31 1
LHD

傾斜ｶﾊﾞｰ

SUSｔ1.0貼(HL)
H300(両面)

 ▽FL

FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製 他付属金物一式

1
LHD

 ▽FL

FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付

32

傾斜ｶﾊﾞｰ

SUSｔ1.0貼(HL)
H300(両面)

1
LHD

 ▽FL

FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付

33

傾斜ｶﾊﾞｰ

SUSｔ1.0貼(HL)
H300(両面)

LHD

 ▽FL

FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付

34 1
LHD

 ▽FL

FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付

1
LHD

 ▽FL

FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付

35 36

傾斜ｶﾊﾞｰ

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製 他付属金物一式

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ)

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製 他付属金物一式

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ)

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製 他付属金物一式

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ)

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製 他付属金物一式床見切縁:SUS製 他付属金物一式

傾斜ｶﾊﾞｰ

SUSｔ1.0貼(HL)
H300(両面)

SUSｔ1.0貼(HL)
H300(両面)

LHD

FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ)

 ▽FL

37

SUSｔ1.0貼(HL)
H300(両面)

2
LHD

FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ)

 ▽FL

SUSｔ1.0貼(HL)
H300(両面)

38 1 1
LHD

 ▽FL

FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ)

39

2

LHD

 ▽FL

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ)

40

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP

LHD

 ▽FL

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ)

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP

141

Fｔ4.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

LHD

 ▽FL

　引違いフラッシュ戸 2

化粧鋼板ｔ0.6　枠:鋼製ｔ1.6 SOP

床ﾚｰﾙ:SUS製

42

引き棒､引違い戸錠

FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

1
LHD

 ▽FL

FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ)

床見切縁:SUS製 他付属金物一式

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP

43 1
LHD

 ▽FL

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ)

44 1
LHD

 ▽FL

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ)

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP

45

Fｔ4.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

1
LHD

 ▽FL

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ)

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP

Fｔ4.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

46

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

 ▽FL

　4枚建引違いフラッシュ戸

－

堀込引手､引違い戸錠

1
LHD
47

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製

SUSｔ1.0貼(HL)
H300(風除室面)

　片引きハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式)

　引分けハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式)

　引分けハンガードア(自閉式) 　引分けハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式)

　片引きハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式) 　片引きハンガードア(自閉式)

2

ｶﾞﾗﾘ､床見切縁:SUS製 他付属金物一式 ｶﾞﾗﾘ､戸車､Vﾚｰﾙ:SUS製ｶﾞﾗﾘ､床見切縁:SUS製 他付属金物一式

傾斜ｶﾊﾞｰ

床見切縁:SUS製 他付属金物一式 上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製 他付属金物一式

1

ｶﾞﾗﾘ､床見切縁:SUS製 他付属金物一式

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP

ｶﾞﾗﾘ､床見切縁:SUS製 他付属金物一式

Fｔ4.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

　片引きハンガードア(自閉式)　二重片引きハンガードア(自閉式)

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ)引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ)

LHD

傾斜ｶﾊﾞｰ

SUSｔ1.0貼(HL)
H300(両面)

 ▽FL

額縁:3方鋼製額縁(内)ｔ1.6 SOP､出入口枠にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ取付

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板ｔ1.0(YAG工法)焼付塗装　枠:ｔ1.6 SOP

引き棒､ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(自閉)､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(内側 ｻﾑﾀｰﾝ) 他付属金物一式

上部傾斜ｶﾊﾞｰ:鋼製ｔ1.6 SOP､床見切縁:SUS製

48 3　片引きハンガードア(自閉式)(防火設備)
防

236 戸:40 236 戸:40 236 戸:40 236 戸:40 236 戸:40 236 戸:40

307 戸:40 236 戸:40 236 戸:40 236 戸:40 236 戸:40 236 戸:40

236 戸:40 236 戸:40 224 戸:40 224 戸:40 224 戸:40 145 戸:40

224 戸:40 224 戸:40 224 戸:40 224 戸:40 145 戸:24 236 戸:40

ｶﾞﾗﾘ､床見切縁:SUS製 他付属金物一式 ｶﾞﾗﾘ､床見切縁:SUS製 他付属金物一式

上処理・煮炊き調理室－器具洗浄室３ 計量室－食品庫 食品庫－野菜類下処理室上処理・煮炊き調理室－食物アレルギー対応調理室、洗浄室 揚・焼・蒸物調理室－器具洗浄室２ 揚・焼・蒸物調理室－器具洗浄室２

和え物加熱室－上処理・煮炊き調理室 和え物調理室－和え物加熱室 洗浄室－回収風除室 前室３－配送風除室､前室４－回収風除室 洗浄室－厨芥処理室 洗浄室－洗剤庫

ホール－会議室２階 洗濯乾燥室－調理員通路 ２階 調理員通路－ホール ホール－多機能トイレ配送風除室－コンテナ室 コンテナ室－配送風除室

会議室－教材庫職員食堂－２階 調理員通路 ホール－給湯室 女子休憩室－女子更衣室 男子休憩室－男子更衣室 コンテナ室､上処理・煮炊き調理室－揚・焼・蒸物調理室

Fｔ4.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

建告第1360号

FWｔ6.8

建具凡例
AHD：アルミ製引戸
AD ：アルミ製ドア
AW ：アルミ製窓
AG ：アルミ製ガラリ
DS ：ドックシェルター

SS ：鋼製シャッター
SD ：鋼製ドア
SF ：鋼製枠

SSF：ステンレス製枠
SSW：ステンレス製窓

LSD：軽量鋼製ドア
LHD：軽量鋼製引戸
WD ：木製ドア
TB ：トイレブース

ガラス凡例
FL ：透明フロートガラス
F  ：型板ガラス
TG ：透明強化ガラス
FTG：型板強化ガラス
FL*+A12+FL*：複層ガラス

FW ：網入磨き板ガラス
PW ：網入型板ガラス

備考
・クレセント位置はFL+1500以下とする。
・ドアクローザは特記なき限りストッパー付とする。
・開き戸は特記なき限り戸当りを取付ける。
・枠見込は取合う壁厚+10+10とする。
・マスターキーは全て制作する。

数　　　量

符号・型式

室      名

数　　　量

そ　の　他

符号・型式

室      名

数　　　量

そ　の　他

符号・型式

室      名

数　　　量

そ　の　他

符号・型式

室      名

そ　の　他

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

金　　　物

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

金　　　物

金　　　物

金　　　物

姿　　　図

姿　　　図

姿　　　図

姿　　　図

・自動ドアの非接触スイッチ位置は要打合せとする。
・光電センサーの感知範囲は要打合せとする。
・OSの操作機構等､要打合せとする。
・建具について､運用方法・警備方法等と一緒に再協議すること。
・ガラリ・点検口は設備工事と寸法・位置等協議すること。

・特記なき排煙オペレータはワンタッチ式とする。
・特記なき排煙オペレータ装置は埋込式とする。
・外倒し排煙窓の開閉角度は90°とする。

自

LHD
* ：自動ドア

SD
*

防
：防火設備

特

SD
* ：特定防火設備

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
２２－１２７Ｓ

S=1:50(A3版 50%縮小) 060

2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
建具表(５)
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 ▽FL

額縁:3方鋼製額縁(内外)ｔ1.6 SOP

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､戸当り､沓摺:SUS製ｔ2.0

1
LSD
1

SUSｔ1.0貼(HL)
H300(両面)

 ▽FL

額縁:3方鋼製額縁(内外)ｔ1.6 SOP

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､戸当り､沓摺:SUS製ｔ2.0

1
LSD
2　両開きフラッシュ戸 　親子開きフラッシュ戸

SUSｔ1.0貼(HL)
H300(両面)

丁番､ﾌﾗﾝｽ落し､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内) 丁番､ﾌﾗﾝｽ落し､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内)

 ▽FL

額縁:3方鋼製額縁(内外)ｔ1.6 SOP

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､戸当り､沓摺:SUS製ｔ2.0

1
LSD

　両開きフラッシュ戸

丁番､ﾌﾗﾝｽ落し､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内)

3

SUSｔ1.0貼(HL)
H300(両面)

 ▽FL

額縁:3方鋼製額縁(内外)ｔ1.6 SOP

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､戸当り､沓摺:SUS製ｔ2.0

LSD
14 　片開きフラッシュ戸

丁番､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内)

FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼) FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼) FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼) FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

 ▽FL

額縁:3方鋼製額縁(内外)ｔ1.6 SOP

LSD
1　片開きフラッシュ戸

丁番､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内)

FLｔ5.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

5

 ▽FL

額縁:3方鋼製額縁(内外)ｔ1.6 SOP

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､戸当り､沓摺:SUS製ｔ2.0

LSD
1　片開きフラッシュ戸

丁番､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内)

6

Fｔ4.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

 ▽FL

額縁:3方鋼製額縁(内外)ｔ1.6 SOP

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､戸当り､沓摺:SUS製ｔ2.0

LSD
　片開きフラッシュ戸

丁番､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内)

7 2

Fｔ4.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

 ▽FL

LSD

丁番､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内)

明かり窓､額縁:3方鋼製額縁(内外)ｔ1.6 SOP

 ▽FL

額縁:3方鋼製額縁(内外)ｔ1.6 SOP

LSD
　片開きフラッシュ戸

丁番､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内)

Fｔ4.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

9

 ▽FL

額縁:3方鋼製額縁(内外)ｔ1.6 SOP

LSD
　片開きフラッシュ戸

丁番､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内)

Fｔ4.0(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼)

10

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

157 戸:40 157 戸:40 157 戸:40 157 戸:40 145 戸:40 145 戸:40

145 戸:40 145 戸:40 145 戸:40 145 戸:40

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､戸当り､沓摺:SUS製ｔ2.0､ｶﾞﾗﾘ

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､戸当り､沓摺:SUS製ｔ2.0､ｶﾞﾗﾘ ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､戸当り､ｶﾞﾗﾘ､沓摺:SUS製ｔ2.0

－

 ▽FL

額縁:3方鋼製額縁(内外)ｔ1.6 SOP

1
LSD

丁番､ﾌﾗﾝｽ落し､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内)

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

11 　親子開きフラッシュ戸

145 戸:40

－

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､戸当り､ｶﾞﾗﾘ､沓摺:SUS製ｔ2.0 ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､戸当り､ｶﾞﾗﾘ､沓摺:SUS製ｔ2.0

 ▽FL

－

1
AG

1
AG

12

ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ(四方)､防虫網:SUS製

ｱﾙﾐ

100

ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ(四方)､防虫網:SUS製

－

ｱﾙﾐ

100

付属金物一式 付属金物一式

　ガラリ(固定) 　ガラリ(固定)

TB
　トイレブース

－

巾木:SUS製 付属金物一式

戸当り帽子掛け

13

(平面)  ▽FL

3枚目隠し用 目隠し用

TB
　トイレブース

－

巾木:SUS製 付属金物一式

戸当り帽子掛け

4

4040

1

 ▽FL

TB
　トイレブース

－

巾木:SUS製 付属金物一式

戸当り帽子掛け

(平面)

12

40

1
TB

　トイレブース

－

巾木:SUS製 付属金物一式

戸当り帽子掛け

(平面)

1

40

 ▽FL

額縁:3方鋼製額縁(内外)ｔ1.6 SOP

LSD
1

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 焼付塗装ｔ0.6 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ 枠:鋼製ｔ1.6 SOP

145 戸:40

124 5

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板 ﾌﾗｯｼｭ 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板 ﾌﾗｯｼｭ 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ ﾒﾗﾐﾝ化粧合板 ﾌﾗｯｼｭ 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ ﾒﾗﾐﾝ化粧合板 ﾌﾗｯｼｭ 芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ

　両開きフラッシュ戸

丁番､ﾂﾏﾐ

戸当り､ｶﾞﾗﾘ､沓摺:SUS製ｔ2.0

－

 ▽FL

目隠し用

 ▽FL

ｽｸﾘｰﾝ

ｽｸﾘｰﾝｽｸﾘｰﾝ

目
隠
し

用

ｽｸﾘｰﾝ

　片開きフラッシュ戸
WD

ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ

－

丁番､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､表示錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内)

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､戸当り

額縁:3方木製額縁 SOP

1

145 戸:40

 ▽FL

　片開きフラッシュ戸
WD

ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ

－

丁番､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､表示錠(外)､ｻﾑﾀｰﾝ(内)

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ､戸当り

額縁:3方木製額縁 SOP

145 戸:40

3 42

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板 ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

1 1
S

　防煙垂れ壁 1
S

　防煙垂れ壁2

－

付属金物一式

40

上ﾚｰﾙ・端部ﾚｰﾙｶﾊﾞｰ:ｱﾙﾐ製

透明不燃ｼｰﾄ:ｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰ 大臣認定(NM-4980)

－

付属金物一式

40

上ﾚｰﾙ・端部ﾚｰﾙｶﾊﾞｰ:ｱﾙﾐ製

透明不燃ｼｰﾄ:ｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰ 大臣認定(NM-4980)

8-1 　片開きフラッシュ戸
LSD
8-2

LSD
8-1

LSD
8-2

各1

納米室 洗米室 防災備蓄庫２ 前室１ 事務室 事業者事務室

女子休憩室､男子休憩室 １階 更衣室 １階 一般用トイレ(女性)､１階 調理員トイレ １階 一般用トイレ(男性)､２階 調理員トイレ ２階 収納階段室２

前室３(天井裏) 配送風除室(軒天) ２階ホール ２階ホール １階 調理員トイレ ２階 調理員トイレ １階 一般トイレ(女)

１階 一般トイレ(男) ２階 一般トイレ(女) ２階 一般トイレ(男)

建具凡例
AHD：アルミ製引戸
AD ：アルミ製ドア
AW ：アルミ製窓
AG ：アルミ製ガラリ
DS ：ドックシェルター

SS ：鋼製シャッター
SD ：鋼製ドア
SF ：鋼製枠

SSF：ステンレス製枠
SSW：ステンレス製窓

LSD：軽量鋼製ドア
LHD：軽量鋼製引戸
WD ：木製ドア
TB ：トイレブース

ガラス凡例
FL ：透明フロートガラス
F  ：型板ガラス
TG ：透明強化ガラス
FTG：型板強化ガラス
FL*+A12+FL*：複層ガラス

FW ：網入磨き板ガラス
PW ：網入型板ガラス

備考
・クレセント位置はFL+1500以下とする。
・ドアクローザは特記なき限りストッパー付とする。
・開き戸は特記なき限り戸当りを取付ける。
・枠見込は取合う壁厚+10+10とする。
・マスターキーは全て制作する。

数　　　量

符号・型式

室      名

数　　　量

そ　の　他

符号・型式

室      名

数　　　量

そ　の　他

符号・型式

室      名

数　　　量

そ　の　他

符号・型式

室      名

そ　の　他

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

金　　　物

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

見　　　込

材料・仕上

硝　　　子

金　　　物

金　　　物

金　　　物

姿　　　図

姿　　　図

姿　　　図

姿　　　図

・自動ドアの非接触スイッチ位置は要打合せとする。
・光電センサーの感知範囲は要打合せとする。
・OSの操作機構等､要打合せとする。
・建具について､運用方法・警備方法等と一緒に再協議すること。
・ガラリ・点検口は設備工事と寸法・位置等協議すること。

・特記なき排煙オペレータはワンタッチ式とする。
・特記なき排煙オペレータ装置は埋込式とする。
・外倒し排煙窓の開閉角度は90°とする。

自

LHD
* ：自動ドア

SD
*

防
：防火設備

特

SD
* ：特定防火設備

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
２２－１２７Ｓ

S=1:50(A3版 50%縮小) 061

2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
建具表(６)
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前室３前室３前室３前室３前室３前室３前室３

炊飯室炊飯室炊飯室炊飯室炊飯室炊飯室炊飯室 洗米室洗米室洗米室洗米室洗米室洗米室洗米室 米庫米庫米庫米庫米庫米庫米庫 納米室納米室納米室納米室納米室納米室納米室
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冷凍室冷凍室冷凍室冷凍室冷凍室冷凍室冷凍室

配送スペース配送スペース配送スペース配送スペース配送スペース配送スペース配送スペース 配送風除室配送風除室配送風除室配送風除室配送風除室配送風除室配送風除室

肉魚類下処理室肉魚類下処理室肉魚類下処理室肉魚類下処理室肉魚類下処理室肉魚類下処理室肉魚類下処理室
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器具洗浄室２器具洗浄室２器具洗浄室２器具洗浄室２器具洗浄室２器具洗浄室２器具洗浄室２

プラットホームプラットホームプラットホームプラットホームプラットホームプラットホームプラットホーム

4,450 2,275

計量室計量室計量室計量室計量室計量室計量室 食品庫食品庫食品庫食品庫食品庫食品庫食品庫
検収室検収室検収室検収室検収室検収室検収室

器具洗浄室１器具洗浄室１器具洗浄室１器具洗浄室１器具洗浄室１器具洗浄室１器具洗浄室１
荷受スペース荷受スペース荷受スペース荷受スペース荷受スペース荷受スペース荷受スペース

根菜処理室根菜処理室根菜処理室根菜処理室根菜処理室根菜処理室根菜処理室

防災備蓄庫２防災備蓄庫２防災備蓄庫２防災備蓄庫２防災備蓄庫２防災備蓄庫２防災備蓄庫２

不燃物不燃物不燃物不燃物不燃物不燃物不燃物 可燃物可燃物可燃物可燃物可燃物可燃物可燃物
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前室４前室４前室４前室４前室４前室４前室４
前室１前室１前室１前室１前室１前室１前室１
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階段室１階段室１階段室１階段室１階段室１階段室１階段室１
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（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
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女子休憩室女子休憩室女子休憩室女子休憩室女子休憩室女子休憩室女子休憩室
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（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
家具詳細図(１)

　K-06C 1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

5ヶ所

18ヶ所　K-03A:W650

　K-03D:W830(正面のみ)

1ヶ所

1ヶ所

K-05C､F(片面)
(ﾁﾘなし)

(ﾁﾘなし)

20

側面図

SUS304ｔ1.0貼

耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5+
ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0下地

Y5通り側

Y3通り側

137

117

　K-03B:W650(正面+片面)

　K-03C:W800(正面+片面)

プラスケット
No.800

727

プラスケット
No.500

578

3
8
6

2
8
1

4
7
4

3
3
8

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

　K-01B:W1170

　K-01C:(L型)W1130/2150

　K-01D:W2140

▽FL開
口

下
端

:
6
0
0

カウンター

上げ下げ窓(下レールなし)

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3貼

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3貼

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3貼

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3貼

材質：メラミン化粧合板ｔ20

（野菜類下処理室）

（上処理・煮炊き調理室）

6
0
0

①

①

⑥
⑦

②

③
④

⑤

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

甲板

補強枠

パイプ脚

パイプ枠

アジャスト

水切板

排水トラップ

SUS 430 1.2t No.4

SUS 430 L3×40×40

SUS 430 φ38 1.2t（継手付）

SUS 304 □32×16 1.2t

SUS 304

SUS 430 1.0t φ3mmパンチング

カゴ付防臭トラップ 40A（排水アダプター付）／ TO-196

参考断面図

20

2
0

カウンター水返し

ステンレス製カウンター：水返し､排水栓付

想定受け渡し器具（別途）

1
,
5
9
0

300 20 300 20 300 20 300 20 300 20 300 2020

K-06A

2,580

20

2,580

300 20 300

平面図

3
5
0

3
3
02
1
0

1
2
0

2
0

300 20 300

660

660

20 20

平面図

3
5
0

3
3
02
1
0

1
2
0

2
0

K-06B

350

330 20

210

1
,
5
9
0

1
0
0
2
0

4
7
0

4
7
0

4
7
0

2
0

2
0

2
0

1
0
0

3
5
0
2
0

210

1
0
0
2
0

4
7
0

4
7
0

2
0

2
0

1
0
0

3
5
0
2
0

1
,
1
0
0

350

330 20

SUS304ｔ0.5
H5.0貼

K-06C

20

660

20300 20 300

正面図(4人用)

3
5
0

3
3
02
1
0

1
2
0

2
0

660

平面図

正面図(6人用) 側面図正面図(24人用)

側面図

　K-01A:W5380+W2930

　K-05A:W825

　K-05B:W985

　K-05C:W1200

　K-05D:W1800

　K-05E:W1800

　K-05F:W900

K-05E(両面)



図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

Ａ
一級建築士事務所 ２２－１２７Ｓ

S=1:20(A3版 50%縮小)

K-07 下足入

▽FL

1
,
8
2
0

20

K-07A 平面図

20

1,000

960

1,000

20

平面図K-07B

20

1,200

1,160

1,200

065

2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
家具詳細図(２)

掲示板

9
0
0

9
0
0

1,800

仕　上材　質

アルミ枠
(シルバー)▽FL

S=1/201ヶ所　S=1/201ヶ所　受付カウンターK-08

▽FL

FIX

9
0
0

1
,
5
0
0

3
0
0

1
5
0

5
7
5

1
0

1,100

1,00050 50

1ヶ所

1ヶ所

　K-07D

　K-07C

4ヶ所

1ヶ所

　K-07B

　K-07A

S=1/20

1
0
0
2
0

2103
2
0 1
0
0

2
0
0 2
0

3
2
0

350

330 20

1
,
8
2
0

2
0

3
2
0

3
2
0

3
2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

正面図(20人用) 正面図(25人用) 側面図

3
5
0

3
3
02
1
0

1
2
0

2
0

1,800

平面図K-07C

20 20

1,800

1,760

1
0
0
2
0

2103
2
0 1
0
0

2
0
0 2
0

3
2
0

3
2
0

3
2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

350

330 20

1
,
4
8
0

正面図(32人用) 側面図

1
,
1
4
0

3,420

20

1
,
4
8
0

K-07D

3
5
0

3
3
02
1
0

1
2
0

2
0

3,420

平面図

正面図(42人用)

K-09

1
0
0
2
0

2103
2
0 1
0
0

2
0
0 2
0

3
2
0

3
2
0

2
0

2
0

2
0

350

330 20

1
,
1
4
0

側面図

天板:タモ集成材ｔ40 ウレタン塗装 天板:タモ集成材ｔ40 ウレタン塗装

材質：メラミン化粧合板ｔ20

天板:タモ集成材ｔ40 ウレタン塗装

3,380 20

900 20 900 20 900 20 620

ピン・マグネットタイプ

150 300

575

棚受:鋼製 粉体焼付塗装



275

3,60049,000

7,500 9,000 8,000 7,000 9,500 8,000

49,000 3,600

7,500 9,000 8,000 7,000 9,500 8,000

3
8
,
0
0
0

5
,
0
0
0

7
,
0
0
0

9
,
0
0
0

5
,
0
0
0

7
,
0
0
0

5
,
0
0
0

3
8
,
0
0
0

5
,
0
0
0

7
,
0
0
0

9
,
0
0
0

5
,
0
0
0

7
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2,600 4,900 6,400 1,900 2,800 2,300 6,600 2,900 3,200 3,000 1,800

4,4505,050

2,600 4,900 200 3,150 275 2,225 3,115 4,160

1,660

3,8004,200

2
,
1
0
0

2
,
9
0
0

6
,
6
0
0

4
,
5
0
0

1
,
7
0
0

3
,
3
0
0

4
0
0

2
,
1
5
0

3
,
3
5
0

1
,
5
0
0

2
,
7
5
0

6
,
2
5
0

2
7
5

2
,
0
0
0

3
,
0
0
0

2
7
5

275

275

2,450 3,750

4
,
4
5
0

2
,
2
5
0

2
9
0

2
9
0

2
9
0

2
9
0

290

290

2,350 250

2502,350

2,275 225

2
5
0

2
,
0
2
5

4
,
7
5
0

2
5
0

4
,
7
5
0

2
5
0

2
2
5

2
,
0
2
5

225

2
2
5

6
,
5
0
0

4
,
7
5
0

2
5
0

4,600 250

2252,075

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

X1 X3 X4 X5 X6 X7 X8X2

前室３

炊飯室 洗米室 米庫 納米室
（防災備蓄庫１）

（
ｽ
ﾊ
ﾟ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ﾙ
）

油庫
冷凍室
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防災備蓄庫２
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下足入

（ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ）

9
0
0

290

290

6,500

書庫

調理員
トイレ

一般トイレ

食物アレルギー対応調理室

上処理・煮炊き調理室

6,500X0

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

Ａ
２２－１２７Ｓ

S=1:100(A3版 50%縮小)

N

2023年3月24日

　　第22110183号
　宮城県知事登録
一級建築士事務所

凡　例　

符号 名称

館名文字

総合案内板

自立式看板

定礎石

S-01

S-02

S-03

S-04

符号 名称

室名札(突出型)

室名札(平付型)

ピクトサイン(平付型)

バックヤードサイン

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

※

計 計

1

1

1

1

1F 2F 1F 2F

1

1

1

1

バックヤードサイン
関係者以外立入禁止

8

1

6

0

4 5

8

2 2

6 12

066

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
１階サインキープラン

10 18

S-04

S-02

S-03

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

ＡＡ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ａ

ＤＤ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ
Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ
Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ Ｄ
Ｄ Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ

ＤＤ

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ

Ｂ

Ａ Ａ

※

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

（位置は外構図による）

Ｃ

１階サインキープラン　　　 S=1/100
120 128



手洗い学習

49,000 3,600

7,500 9,000 8,000 7,000 9,500 8,000

8,725 6,600 2,900275 275

49,000 3,600

7,500 9,000 8,000 7,000 9,500 8,000

3,150 4,300 7,000 2,200 2,600275

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

Y2

Y1

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

3
8
,
0
0
0

5
,
0
0
0

7
,
0
0
0

9
,
0
0
0

5
,
0
0
0

7
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2
7
5

1
,
9
0
0

3
,
2
5
0

5
,
7
5
0 3
8
,
0
0
0

5
,
0
0
0

7
,
0
0
0

9
,
0
0
0

5
,
0
0
0

7
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2
7
5

5
,
7
5
0

3
,
2
5
0

3
,
9
5
0

3
,
0
5
0

2
,
0
7
5

2
,
9
2
5

2
7
5

4,600 250 2,275 2252,475 225

3
,
8
5
0

1
,
2
5
0

2
2
5

女子休憩室

男子休憩室 女子更衣室

男子
更衣室

事業者
事務室

ホール
ＤＷ

収納

職員食堂

会議室

一般トイレ

一般トイレ

（男）

（女）

給湯室

教材庫

吹抜

吹抜

天井裏

天井裏天井裏天井裏

（煮炊き調理室上部）

（野菜下処理室上部）

多機能
トイレ

天井裏

見学スペース

防災食育・展示コーナー

ＥＶ
階段室２ 階段室１

1,550 1,600

3
,
3
0
0

1
,
4
7
5

2,925 275

調理員通路

6,500

調理員トイレ

洗濯乾燥室

X0 6,500

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

Ａ
２２－１２７Ｓ

S=1:100(A3版 50%縮小)

N

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 2023年3月24日

凡　例　

符号 名称

館名文字

総合案内板

自立式看板

定礎石

S-01

S-02

S-03

S-04

符号 名称

室名札(突出型)

室名札(平付型)

ピクトサイン(平付型)

バックヤードサイン

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

※
バックヤードサイン
関係者以外立入禁止

067

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
２階サインキープラン

S-01

Ａ

※Ｄ

Ｃ
※ＤＤＡ

Ｃ

ＣＣ ＣＣ

ＡＡ

Ａ

Ｄ

Ｄ

※ Ｄ

※Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ａ

２階サインキープラン　　　 S=1/100



50

1
,
6
0
0

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

Ａ
一級建築士事務所 ２２－１２７Ｓ

S=1/20 S=1/20

S=図示(A3版 50%縮小)

S-01 館名文字 S-02 1ヶ所　1ヶ所　

2
5
0 むつ市防災食育センター 2
5
0

50

正面図 断面図

仕　上材　質

アルミ型材
(シルバー)

本体:アルマイト処理
表示:ＵＶ印刷又はシート貼

1
1
0
2

604

1
1
0
2

15

2

1
5

600 アルミ型材2

アルミ型材

案内図表示板
アルミ板ｔ1.0 基板:アルミ複合板

クリップレール

アルミ型材

ご　案　内

１Ｆ

２Ｆ

総合案内板

正面図 断面図

平面図

S-04

S-03

1ヶ所　

82

2
,
7
0
0

80 600 80

正面図 側面図 側面図正面図

1300 700

1200 600

700

8
0
0

1
0
0

▼GL

基礎部分詳細図

自立式看板 1ヶ所　 S=1/30

定礎石

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ バックヤードサインS=1/10 S=1/10 S=1/10 S=1/5

S=1/10

ステンレス(HL) 箱文字 D=50

20

断面図

黒御影石 ｔ20
本磨き仕上

600

4
0
0

正面図

取付穴4.5φ
カールプラグ止め

▽FL

50

1
,
6
0
0

▽FL

室名札(平付型) 室名札(突出型) ピクトサイン(平付型)

関係者以外立入禁止4
0

計　 量　 室

調　 理　 室

下 処 理 室

上処理・煮炊き

肉　 魚 　類

5
0

5
0

250

会議室6
0

ミラーマット+接着剤固定
シート切文字貼
アクリル板ｔ3.0

ミラーマット+接着剤固定
シート切文字貼
アクリル板ｔ3.0

※　塩ビシート切文字貼(扉直貼)

１階　1ヶ所　２階　4ヶ所

塩ビシート切文字貼(建具直貼)

▽FL

20

事務室

250

6
0

アクリル板ｔ5.0
シート切文字貼(両面)
SUS(HL)金物固定

1
,
8
0
0

50

１階　2ヶ所　２階　0ヶ所　

トイレ

１階　6ヶ所　２階　6ヶ所　

堀込文字 ※字体等､確認の上決定すること

令和　年　月　竣工

定 礎

068

2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
サイン詳細図

１階　8ヶ所　２階　10ヶ所　

RC-40

D10 @200タテヨコ

2
4
0

240

１階：2ヶ所
２階：1ヶ所

２階：1ヶ所

１階：2ヶ所

２階：2ヶ所
１階：1ヶ所

１階：3ヶ所
２階：3ヶ所２階：3ヶ所

SK-400AD-2T(神栄ホームクリエイト)同等品以上　

仕　上材　質

アルミ型材 本体:アルマイト処理
(ステンカラー)

C-12S((株)美装)同等品以上　む
つ
市
防
災
食
育
セ
ン
ター

表示面:アルミ板ｔ2.0

切文字:アルミ板 着色
(両面)

表示:切文字 アルミ板 着色(両面)

２Ｆ

１Ｆ

防災食育・展示コーナー　会議室

事務室　荷受室　下処理室　調理室

炊飯室　コンテナ室　洗浄室　他

１階 120ヶ所　２階 8ヶ所　※ 5ヶ所 



耐火ｼｰﾙ

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

Ａ
一級建築士事務所 ２２－１２７Ｓ

S=図示(A3版 50%縮小) 069

軽量鉄骨壁 詳細図 S=1/10

160

80 80

2
0
0

△ﾃﾞｯｷｽﾗﾌﾞ下端

△天井面

150 66

100
12.512.5

12.512.5

LGS

耐火ｼｰﾙ
見切:ｱﾙﾐ製見切:ｱﾙﾐ製

耐火ｼｰﾙ耐火ｼｰﾙ

▽FL

巾木:床材立上げ H200

＋ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0(接着工法)EP

162

石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5＋12.5(両面)

160

80 80

2
0
0

△ﾃﾞｯｷｽﾗﾌﾞ下端

△天井面

150 6

100
12.512.5

12.512.5

LGS

▽FL

巾木:床材立上げ H200

＋ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0(接着工法)EP

2
0
0

△天井面

▽FL

12.510012.5

6 125

1
0
0

67.5

見切:ｱﾙﾐ製

LGS

＋ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0(接着工法)EP

＋ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0(接着工法)EP

131

＋無機質ｸﾛｽ
石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5

事務エリア

32.5

100
ﾋﾞﾆﾙ巾木 H60巾木:床材立上げ H200

30

△ﾃﾞｯｷｽﾗﾌﾞ下端 △ﾃﾞｯｷｽﾗﾌﾞ下端

△天井面

▽FL

1
0
0

LGS

ﾋﾞﾆﾙ巾木 H60

＋無機質ｸﾛｽ
石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5

125

12.510012.5

防火区画壁 一般間仕切壁(厨房エリア－事務エリア) 一般間仕切壁(事務エリア)
1時間準耐火：R1国交告195

外壁周り 詳細図

▽FL

2
0
0

200

6030

30

G
L
ま

で
 
1
,
0
0
0

浸透性吸水防止剤塗

水切:SUSｔ1.0

複層塗材Ｅ(ｼﾘｺﾝ)
外壁:押出成形ｾﾒﾝﾄ板ｔ60(ﾀﾃ張)の上

根廻り:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

(現場発泡品)ｔ30
吹付用硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

床:長尺塩ﾋﾞｼｰﾄｔ2.0
　 ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押え

▽FL

2
0
0

200

6030 65 12.5

62.5

30

G
L
ま

で
 
1
,
0
0
0

浸透性吸水防止剤塗

水切:SUSｔ1.0

複層塗材Ｅ(ｼﾘｺﾝ)
外壁:押出成形ｾﾒﾝﾄ板ｔ60(ﾀﾃ張)の上

根廻り:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

LGS

＋無機質ｸﾛｽ
石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5

ﾋﾞﾆﾙ巾木 H60

床:長尺塩ﾋﾞｼｰﾄｔ2.0
　 ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押え

屋　外 室　内

１階 事務エリア１階 厨房エリア

巾木:床材立上げ H200

屋　外 室　内

腰壁(FL+1000):ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ12
＋ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0(接着工法)EP

見切:ｱﾙﾐ製

65

LGS

6

56.5 12.5

ﾋﾞﾆﾙ巾木 H60

床:長尺塩ﾋﾞｼｰﾄｔ2.0
　 ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押え

▽FL

6
0
0

230

30

65 12.532.5

30 200

120

屋　外 室　内

吹付用硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ
(現場発泡品)ｔ30

LGS

＋無機質ｸﾛｽ
石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5

水切:SUSｔ1.0

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

屋根:露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水

立上り:露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水

外壁:押出成形ｾﾒﾝﾄ板ｔ60(ﾀﾃ張)の上
複層塗材Ｅ(ｼﾘｺﾝ)

２階 事務エリア

9030 200 11030

腰壁(FL+1000):ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ12

156

見切:ｱﾙﾐ製
GL工法

上壁:不燃耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5

2
0
0

△ﾃﾞｯｷｽﾗﾌﾞ下端

△天井面

▽FL

6

12.510012.5

6 125

137

1
0
0

巾木:床材立上げ H200
135

67.567.5

見切:ｱﾙﾐ製見切:ｱﾙﾐ製

＋ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0(接着工法)EP

＋ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0(接着工法)EP

LGS

一般間仕切壁(厨房内)

上壁:不燃耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5

腰壁(FL+1000):ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ12

＋ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0(接着工法)EP

＋ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0(接着工法)EP

非居室

腰壁(FL+1000):ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ12

2
0
0

△ﾃﾞｯｷｽﾗﾌﾞ下端

△天井面

▽FL

6

12.510012.5

6 125

137

1
0
0

巾木:床材立上げ H200
135

67.567.5

見切:ｱﾙﾐ製見切:ｱﾙﾐ製

＋ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0(接着工法)EP

＋ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0(接着工法)EP
上壁:不燃耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5(両面)

腰壁(FL+1000):ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ12(両面)

LGS

不燃区画壁(火災予防条例)

居室 厨房エリア

上壁:耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5　　　

＋ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0(接着工法)EP

上壁:不燃耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5
(非居室:耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5)

ボイラー室

2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
雑詳細図(１)
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（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
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立上り：露出アスファルト防水
　　　硬質ウレタンボードｔ50
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水切：外壁同材

天板・ｼﾝｸ ｽﾃﾝﾚｽ
ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

IHﾋｰﾀｰ100V加熱機器

※配管接続は機械設備工事とする

水栓

基本仕様

※ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ/MKV扉ﾀｲﾌﾟ、LIXIL/ﾐﾆｷｯﾁﾝ扉ﾀｲﾌﾟ同等品以上

照明

その他
電気温水器

水切棚
（機械設備工事）

基本仕様　ﾌﾙﾕﾆｯﾄ　扉ﾀｲﾌﾟ

キッチン

ミニキッチン1050（１階）

天板・ｼﾝｸ ｽﾃﾝﾚｽ
ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

加熱機器

※配管接続は機械設備工事とする

水栓

基本仕様照明
（機械設備工事）

基本仕様　ﾌﾙﾕﾆｯﾄ　扉ﾀｲﾌﾟ

キッチン1050（２階）

換気扇

換気扇

なし
ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ水栓（機械設備工事）

その他 吊戸H500

背面吊戸H500
背面収納棚H800

※LIXIL/ｾｸｼｮﾅﾙｷｯﾁﾝGS同等品以上

14ヶ所　

梁耐火被覆：スパンドレル部分､ボイラー室 S=1/10

ルーフデッキ

耐火被覆:ロックウールｔ25

鉄骨梁

断面詳細図

バックアップ材

シーリング材

押出成形セメント板

60

ロックウール充填

モルタル充填

認定番号 FP060BM-9408/FP060BM-0366-3(１時間耐火)　

（機械設備工事）

ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ水栓（機械設備工事）
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器具洗浄室２器具洗浄室２器具洗浄室２器具洗浄室２器具洗浄室２器具洗浄室２器具洗浄室２
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一般風除室一般風除室一般風除室一般風除室一般風除室一般風除室一般風除室

ホールホールホールホールホールホールホール調理員通路調理員通路調理員通路調理員通路調理員通路調理員通路調理員通路

PSPSPSPSPSPSPS
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一般玄関一般玄関一般玄関一般玄関一般玄関一般玄関一般玄関ポーチポーチポーチポーチポーチポーチポーチ下足入下足入下足入下足入下足入下足入下足入
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 　　：防火区画(建基令112条 1項 1,500㎡区画) 　　：防火区画(建基令112条 1項 1,500㎡区画) 　　：防火区画(建基令112条 1項 1,500㎡区画) 　　：防火区画(建基令112条 1項 1,500㎡区画) 　　：防火区画(建基令112条 1項 1,500㎡区画) 　　：防火区画(建基令112条 1項 1,500㎡区画) 　　：防火区画(建基令112条 1項 1,500㎡区画)
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阻集篭:SUS製
高温排水[設備工事] 手前にｽﾗｲﾄﾞして引き出し

▽FL

阻集篭:SUS製
高温排水[設備工事]
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※詳細は P-4 に準ずる
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水性硬質ｳﾚﾀﾝ系塗床材
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ﾀﾌｸﾘｰﾄMH(MH工法)
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※寸法の(   )は和え物加熱室 ※寸法の(   )は和え物加熱室
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配管接続(50A)[設備工事]
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SUS L-3×40×40

ｸﾞﾚ-ﾁﾝｸﾞｔ25 FB SUS-25×8

CL

防水ﾓﾙﾀﾙ

ｺ-ﾅ-ｱﾝｸﾞﾙ

防水ﾓﾙﾀﾙ
SUS L-3×40×40

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ
ｱﾝｶｰφ6.0

ｱﾝｶｰφ6.0

ｸﾞﾚ-ﾁﾝｸﾞｔ25 FB SUS-25×8

CL

防水ﾓﾙﾀﾙ 防水ﾓﾙﾀﾙ

ｺ-ﾅ-ｱﾝｸﾞﾙ
SUS L-3×40×40

排水桝:SUS製
阻集篭:SUS製

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

ｱﾝｶｰφ6.0
ｱﾝｶｰφ6.0

防水ﾓﾙﾀﾙ

ｱﾝｶｰφ6.0

ｱﾝｶｰφ6.0
SUS L-3×40×40

ｺ-ﾅ-ｱﾝｸﾞﾙ

水性硬質ｳﾚﾀﾝ系塗床材

ﾀﾌｸﾘｰﾄMW

ﾀﾌｸﾘｰﾄMH(MH工法)

水性硬質ｳﾚﾀﾝ系塗床材
立上り部:

ｺ-ﾅ-ｱﾝｸﾞﾙ
SUS L-3×40×40

防水ﾓﾙﾀﾙ

排水桝:SUS製
阻集篭:SUS製

SUS L-3×40×40
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ｸﾞﾚ-ﾁﾝｸﾞｔ25 FB SUS-25×8
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防水ﾓﾙﾀﾙ

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ
ｱﾝｶｰφ6.0

ｺ-ﾅ-ｱﾝｸﾞﾙ
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ｸﾞﾚ-ﾁﾝｸﾞｔ25 FB SUS-25×8

ｱﾝｶｰφ6.0

CL

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

防水ﾓﾙﾀﾙ

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ接続面(2ヶ所):

ｺ-ﾅ-ｱﾝｸﾞﾙ
FB SUS-3 40×25 溶接

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ接続面(2ヶ所):
FB SUS-3 40×25 溶接

排水桝:SUS製
阻集篭:SUS製

[設備工事]

[設備工事]
配管接続(100A)

配管接続(100A)
[設備工事]

配管接続(100A)

P-1 排水桝詳細図 排水ピット詳細図P-3P-2 排水溝詳細図 洗米室排水ピット詳細図

炊飯室排水ピット詳細図

P-4

P-5 P-6

S=1/25､5 S=1/25､5 S=1/50､5 S=1/50､5

S=1/50

P-7 回転釜排水ピット詳細図(和え物調理室)

S=1/25､50

S=1/25､50

品名 材質

SUS製ﾋﾟｯﾄ枠 SUS304
SUS304SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

阻集篭 SUS304 丸鋼組合せ把手付

概要

歩行荷重用
許容耐荷重 4.9kN(500kgf)/㎡仕様

品名 材質

SUS製ﾋﾟｯﾄ枠 SUS304
SUS304SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

概要

歩行荷重用
許容耐荷重 4.9kN(500kgf)/㎡仕様

H15 P-15 ﾛｰﾚｯﾄ加工 H15 P-15 ﾛｰﾚｯﾄ加工
ﾍｱﾗｲﾝ仕上 ﾍｱﾗｲﾝ仕上

回転釜排水ピット詳細図(上処理・煮炊き調理室､和え物加熱室)

冷凍室・冷蔵室前

Ａ断面図 Ａ断面図 Ａ断面図 Ｂ断面図 Ａ断面図 Ｂ断面図
S=1/5 S=1/5

S=1/50

S=1/50

S=1/25

S=1/25

S=1/25

S=1/25

S=1/5S=1/5

S=1/50
S=1/50

Ａ断面図 Ｂ断面図

Ａ断面図 Ｂ断面図

S=1/5部分詳細図

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
2023年3月24日２２－１２７Ｓ

S=1:50(A3版 50%縮小) 072

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
厨房ピット詳細図(１)
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機器周囲 縞鋼板ｔ3.0

水勾配
FL-65FL-50

水
勾

配

水
勾

配

水勾配

FL-65 FL-65

和え物調理室 和え物加熱室

▽FL

高温排水[設備工事]

▽FL

阻集篭:SUS製
排水桝:SUS製

※詳細は P-3 に準ずる

水勾配 1/50

▽FL ▽FL

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

阻集篭:SUS製
排水桝:SUS製

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

ｺｰﾅｰｱﾝｸﾞﾙ

ｺｰﾅｰｱﾝｸﾞﾙ 防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

FL-95 FL-95

コンテナ室 和え物調理室

コンテナ室 和え物調理室

▽FL

和え物加熱室和え物調理室

▽FL

[設備工事]

▽FL

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

ｺ-ﾅ-ｱﾝｸﾞﾙ

ｺ-ﾅ-ｱﾝｸﾞﾙｺ-ﾅ-ｱﾝｸﾞﾙ ｺ-ﾅ-ｱﾝｸﾞﾙｺ-ﾅ-ｱﾝｸﾞﾙ
縞鋼板 縞鋼板

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

1/50

水
勾

配
 
1
/
5
0

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

水性硬質ｳﾚﾀﾝ系塗床材

水性硬質ｳﾚﾀﾝ系塗床材

ｺｰﾅｰｱﾝｸﾞﾙ

ｺｰﾅｰｱﾝｸﾞﾙ

水性硬質ｳﾚﾀﾝ系塗床材
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

Ａ

Ｂ

Ａ

※厨房機器側にふさぎ板受ｱﾝｸﾞﾙ有

▽FL

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

FL-100

FL-120

配管接続(100A)

[設備工事]

配管接続(50A×2ヶ所)
配管接続(40A)[設備工事]

配管接続(100A)

R20
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70
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0
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5

1
2
0
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1
5

3
2
5

40

36070

25
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7
0

R20

2
5

9
5

3
0
0

1
5

1
8
0

SUS L-3×40×40

ｸﾞﾚ-ﾁﾝｸﾞｔ25 FB SUS-25×8

CL

防水ﾓﾙﾀﾙ

ｺ-ﾅ-ｱﾝｸﾞﾙ

ｱﾝｶｰφ6.0
ｱﾝｶｰφ6.0

排水桝:SUS製
阻集篭:SUS製

防水ﾓﾙﾀﾙ

ｺ-ﾅ-ｱﾝｸﾞﾙ
SUS L-3×40×40

立上り部:
水性硬質ｳﾚﾀﾝ系塗床材

ﾀﾌｸﾘｰﾄMW

水性硬質ｳﾚﾀﾝ系塗床材
ﾀﾌｸﾘｰﾄMH(MH工法)
立上り部:ﾀﾌｸﾘｰﾄMW

踏板 縞鋼板ｔ4.5

ｱﾝｶｰφ6.0

ｺ-ﾅ-ｱﾝｸﾞﾙ
SUS L-3×40×40

ｱｼﾞｬｽﾄＬ型金具
※洗浄機本体に付属

FB SUS 19×6

防水ﾓﾙﾀﾙ

ｺ-ﾅ-ｱﾝｸﾞﾙ
SUS L-3×40×40

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

ｱﾝｶｰφ6.0

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ接続面(2ヶ所):
FB SUS-3 40×25 溶接

[厨房設備工事]

[厨房設備工事]

配管接続(100A)[設備工事]

P-11P-10P-9 厨芥処理室排水ピット詳細図 和え物室排水ピット詳細図 排水ピット詳細図S=1/50P-8 回転釜排水ピット詳細図(食物アレルギー対応調理室) S=1/50

縞鋼板受け部詳細

S=1/50､5 S=1/50､5

S=1/5

S=1/5

S=1/5

Ａ断面図 Ｂ断面図

Ａ断面図

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
2023年3月24日２２－１２７Ｓ

S=図示(A3版 50%縮小) 073

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
厨房ピット詳細図(２)
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2,350

1
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0
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水勾配

水
勾
配

水
勾
配

L6

ｺｰﾅｰｱﾝｸﾞﾙ:SUSｔ3×□40､ｱﾝｶｰφ6 @600
縁押え金物:SUS FB-19×6

SUS製縞鋼板ｔ4.5(機器据付後取付) 釜場ﾋﾟｯﾄ:桝底 FL-900

ﾋﾟｯﾄ内側:防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

FL-600

FL-550

FL-800FL-650

コンテナ室 洗浄室

Ａ Ａ

Ｂ

ＢＣ
Ｄ

釜場ﾋﾟｯﾄ:防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ
阻集篭:SUS製

踏板 縞鋼板ｔ4.5
ｸﾞﾚ-ﾁﾝｸﾞｔ25

ﾋﾟｯﾄ内側:防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ
側溝 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

ﾋﾟｯﾄ内側:防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ
側溝 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

踏板 縞鋼板ｔ4.5
ｸﾞﾚ-ﾁﾝｸﾞｔ25

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

踏板 縞鋼板ｔ4.5

把手:SUSφ6 加工

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

Ａ－Ａ断面

Ｂ－Ｂ断面

[設備工事]

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

▽FL

阻集篭:SUS製 □200/D80

ﾋﾟｯﾄFL-150

ﾋﾟｯﾄFL-150

ﾋﾟｯﾄFL-150

ﾋﾟｯﾄFL-150

水勾配 1/50 水勾配 1/50

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

※厨房機器側にふさぎ板受ｱﾝｸﾞﾙ有

▽FL

▼GL

配管接続(100A)
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S=1/5S=1/5

踏板 縞鋼板ｔ4.5

ｱﾝｶｰφ6.0

ｺ-ﾅ-ｱﾝｸﾞﾙ
SUS L-3×40×40

洗浄機
本体

FB SUS 19×6
CL

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

ｸﾞﾚ-ﾁﾝｸﾞｔ25

防水ﾓﾙﾀﾙ

FB SUS-25×8

ｺ-ﾅ-ｱﾝｸﾞﾙ
SUS L-3×40×40

ｱﾝｶｰφ6.0

[厨房設備工事]

ｱｼﾞｬｽﾄＬ型金具
※洗浄機本体に付属
[厨房設備工事] ～

5
5
0

～
7
5

S=1/25､5洗浄機器周り排水ピット詳細図P-12

洗浄機前後側溝詳細縞鋼板受け部詳細

Ｃ断面 Ｄ断面

歩行荷重用
許容耐荷重 3.5kN(350kgf)/㎡

歩行荷重用
許容耐荷重 4.9kN(500kgf)/㎡

品名 材質

SUS製ﾋﾟｯﾄ枠 SUS304
SUS304

概要
仕様

ﾍｱﾗｲﾝ仕上
踏板 縞鋼板ｔ4.5

阻集篭 SUS304 丸鋼組合せ把手付

品名 材質

SUS製ﾋﾟｯﾄ枠 SUS304
SUS304SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

概要
仕様

ﾍｱﾗｲﾝ仕上

丸棒座付把手(5枚毎)

H15 P-15 ﾛｰﾚｯﾄ加工

許容たわみ量 1/300

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
2023年3月24日２２－１２７Ｓ

S=1:25､5(A3版 50%縮小) 074

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
厨房ピット詳細図(３)
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FL-200

冷凍室

冷蔵室

検収室

FL-300

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ設置後 側溝設置
ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ設置後 ｺﾝｸﾘｰﾄ打設

野菜類下処理室

B1
D1

D2

FL-200

冷凍室

冷蔵室

検収室

FL-300
ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ設置後 ｺﾝｸﾘｰﾄ打設 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ設置後 側溝設置
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▽FL

壁ﾊﾟﾈﾙｔ100[厨房設備工事]

床ﾊﾟﾈﾙｔ100[厨房設備工事]

冷凍室

ｼｰﾘﾝｸﾞ
防水ﾓﾙﾀﾙ

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
排水溝:防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

防水ﾓﾙﾀﾙ

ｼｰﾘﾝｸﾞ

水性硬質ｳﾚﾀﾝ系塗床材
ﾀﾌｸﾘｰﾄMH(MH工法)

検収室

下処理室

▽FL

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
排水溝:防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

防水ﾓﾙﾀﾙ

ｼｰﾘﾝｸﾞ
冷蔵室

壁ﾊﾟﾈﾙｔ50[厨房設備工事]

防水ﾓﾙﾀﾙ

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材(防滑工法)ｔ2.0

下処理室

検収室

押えｺﾝｸﾘｰﾄｔ190押えｺﾝｸﾘｰﾄｔ140
ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭφ6 100目ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭφ6 100目

樹脂製据付台 H60[厨房設備工事]樹脂製据付台 H60[厨房設備工事]
床ﾊﾟﾈﾙｔ50[厨房設備工事]

天井ﾊﾟﾈﾙｔ50[厨房設備工事]

壁取合い部(三方):
ｶﾗｰ鋼板面材ｔ0.4

溶融亜鉛ﾒｯｷ処理(両面ﾃｰﾌﾟ貼)

壁取合い部(三方):
ｶﾗｰ鋼板面材ｔ0.4
溶融亜鉛ﾒｯｷ処理(両面ﾃｰﾌﾟ貼)

天井ﾊﾟﾈﾙｔ100[厨房設備工事]

壁取合い部(三方):
ｶﾗｰ鋼板面材ｔ0.4
溶融亜鉛ﾒｯｷ処理(両面ﾃｰﾌﾟ貼)

壁取合い部(三方):
ｶﾗｰ鋼板面材ｔ0.4

溶融亜鉛ﾒｯｷ処理(両面ﾃｰﾌﾟ貼)

3
0
01
4
0

1
0
0

6
0

3
0
0

6
0

1
9
0

5
0

(PCX)60x38

(PCX)60x38

ﾌﾛｱﾋｰﾀ-
[厨房設備工事]

ﾚﾍﾞﾙ調整ﾗｲﾅｰ[厨房設備工事]

ﾚﾍﾞﾙ調整ﾗｲﾅｰ[厨房設備工事]

樹脂製据付台[厨房設備工事]

樹脂製据付台[厨房設備工事]

樹脂製据付台[厨房設備工事]

断熱床ﾊﾟﾈﾙｔ100[厨房設備工事]
樹脂製据付台[厨房設備工事]

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ
押えｺﾝｸﾘｰﾄｔ190

厚膜型エポキシ樹脂系
塗床材(防滑工法)ｔ2.0

断熱床ﾊﾟﾈﾙｔ50[厨房設備工事]

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ
押えｺﾝｸﾘｰﾄｔ140

水性硬質ｳﾚﾀﾝ系塗床材
ﾀﾌｸﾘｰﾄMH(MH工法)
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200

R2
0

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

ｸﾞﾚ-ﾁﾝｸﾞｔ25

防水ﾓﾙﾀﾙ

FB SUS-25×8

ｺ-ﾅ-ｱﾝｸﾞﾙ
SUS L-3×40×40

ｱﾝｶｰφ6.0

S=1/50 S=1/50P-13 P-14

冷凍室・冷蔵室前側溝詳細 S=1/5

冷凍室断面詳細図 S=1/25 冷蔵室断面詳細図 S=1/25

冷凍扉部床断面詳細 S=1/15

冷蔵扉部床断面詳細 S=1/15

冷凍室・冷蔵室周り取合い詳細図(野菜類下処理室) 冷凍室・冷蔵室周り取合い詳細図(肉魚類下処理室)

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
2023年3月24日２２－１２７Ｓ

S=図示(A3版 50%縮小) 075

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
厨房ピット詳細図(４)
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 ▽FL

当て板
FB75x6

PL9.0
笠木

陣笠（SUS304）
PL2.0

支柱（SUS304）
RBφ16

架台用金物

FB100x6
ﾊﾞﾝﾄﾞ

PL6.0
ｻﾄﾞﾙ

C150x75x6.5
架台

当て板
PL9.0

煙道接続口

PL9.0
当て板

点検口

基礎（コンクリート打ち放し）

50Aｿｹｯﾄ
排水口

PL6.0
20-φ15穴

取っ手
RBφ13

PL4.5
20-φ15穴

RBφ13
取っ手

12-φ15穴
PL6.0

PL9.0
8-φ19穴

PL9.0
笠木

FB75x6
当て板

ﾘﾌﾞﾌﾟﾚ-ﾄ
PL6.0

12-φ25穴
ﾌﾗﾝｼﾞﾌﾟﾚ-ﾄ PL12

排水口
50Aｿｹｯﾄ

陣笠（SUS304）
PL2.0

支柱（SUS304）
RBφ16

排水口
50Aｿｹｯﾄ

PL12
ﾌﾗﾝｼﾞﾌﾟﾚ-ﾄ

PL9.0
ﾍﾞ-ｽﾌﾟﾚ-ﾄ

PL6.0
ﾘﾌﾞﾌﾟﾚ-ﾄ

底板
PL6.0

ｱﾝｶ-ﾎﾞﾙﾄ
12-M20xL740
ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ、平座金PL6.0xφ60

PL6.0
ﾘﾌﾞﾌﾟﾚ-ﾄ

ﾍﾞ-ｽﾌﾟﾚ-ﾄ PL9.0
12-φ35穴

12-φ23穴
ﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚ-ﾄ PL6.0

ﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚ-ﾄ PL6.0xW50
煙突建て方時に取外す

内外補強 FB38x6
ｱﾝｶ-ﾌﾟﾚ-ﾄ PL9.0xW50

PL6.0xW50
ﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚ-ﾄ

ｱﾝｶ-ﾎﾞﾙﾄ
12-M20xL740
ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ、ﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚ-ﾄPL6.0xW50

12-φ23穴
ｱﾝｶ-ﾌﾟﾚ-ﾄ PL6.0

FB38x6
内外補強

ﾊﾞﾝﾄﾞ
FB100x6

ｻﾄﾞﾙ
PL6.0

架台
C150x75x6.5

架台用金物
（建築工事）

Ａ－Ａ矢視平面図

陣笠平面図

頂部平面図

煙道接続口詳細図

点検口詳細図

煙突断面詳細図

アンカープレート詳細図ベース詳細図
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ALｔ2.0

ALｔ2.0

ALｔ2.0

Y2Y1

AHD
2

Y1

外壁目地芯

防護柵

屋　外

炊飯室

屋
　
外
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屋　外

屋
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風除室
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風
除
室

一
般
玄
関

一
般
玄
関

建具符号：AW-1
商品名：FP-AT70P
枠見込：70mm
ガラス：FL3＋A12+Low-E3

耐風圧性：2400Pa(S-5)
気密性：A-4
水密性：W-5
備考：排煙オペレータ・固定網戸

ガラス溝幅：36mm

建具符号：AHD-1

気密性： -
水密性： -
備考：エンジン装置

ガラス：TG5+A12+TG5

商品名：フェイシングフロントＰＧ
枠見込：100mm

    　　ランマ　FL3+A12+Low-E3
ガラス溝幅：36mm
耐風圧性：1600Pa(S-3)

材　質

板　厚

筒　身

ﾌﾗﾝｼﾞﾌﾟﾚ-ﾄ

ﾘﾌﾞﾌﾟﾚ-ﾄ

ﾍﾞ-ｽﾌﾟﾚ-ﾄ

塗　装

その他

SGP

陣笠：φ680

煙道接続口：ODφ355.6

点検口：W350xH600

排水口：50A

t7.9

ODφ406.4

PL12（SS400）

PL6.0（SS400）

PL9.0（SS400）

耐熱塗料（ｸﾞﾚ-）2回塗り

+耐熱塗料（ｼﾙﾊﾞ-）2回塗り

仕　様　一　覧　表

S=1/20煙突詳細図S=1/10

仕様

仕様

アルミサッシ詳細図(参考)

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
２２－１２７Ｓ

アルミサッシ詳細図(参考)
煙突詳細図

S=1:10､20(A3版 50%縮小) 076

2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
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9
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4
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4
0

4
0

4
0

4
0

40 40

3,000

2,960

⑨専用ジョイナー

①吊りボルト、ナット
②ハンガー

③野縁受け

⑤野縁

⑦クリップ

⑥野縁ジョイント

⑧軽量・断熱化粧ボードｔ20

⑩専用防湿テープ

仮止め用両面テープ

⑨専用ジョイナー

⑪専用ビス
　ビス間隔 @300程度 　+専用カバー

　Ｌ2,960

　+専用カバー
　Ｌ3,640

標準詳細図_見上図

40

40

25

3,000

9
1
0

40

株式会社イノアック住環境

愛知県名古屋市熱田区大宝4-9-27

⑨専用ジョイナー・カバー

⑩専用防湿テープ

⑫専用廻縁

⑬専用出隅見切縁

株式会社シンワ

愛知県名古屋市東区代官町33-5

⑭点検口

【天井仕上げ材】

株式会社桐井製作所

◆主要使用材料及び販売元

①吊りボルト、ナット

②ハンガー

③野縁受け：Ｃ38チャンネル

④野縁受けジョイント：Ｃ38ジョイント

⑤野縁：Ｗバー

⑥野縁ジョイント：Ｗジョイント

⑦クリップ：Ｗクリップ

⑪専用ビス

仮止め用両面テープ

東京都千代田区内幸町1-1-1帝国ホテルタワー18F

【軽量鉄骨天井下地材】

⑧仕上げ材：軽量・断熱化粧ボード

①3/8”吊りボルト、ナット ⑧仕上げ材：軽量・断熱化粧ボード

⑨専用ジョイナー・カバー

⑩専用防湿テープ

⑪専用ビス

⑫専用廻縁

⑬専用出隅見切縁

⑭点検口

②ハンガー

④野縁受けジョイント：Ｃ38ジョイント

⑥野縁ジョイント：Ｗジョイント

⑦クリップ：Ｗクリップ

標準詳細図＿一般部 標準詳細図_入隅部（直角）

標準詳細図_壁・柱型取合い部 標準詳細図_出隅部（直角）

標準詳細図_使用材料（軽量鉄骨天井下地材） 標準詳細図_使用材料（天井仕上げ材）

③野縁受け：Ｃ38チャンネル
　38×12×ｔ1.0（ｔ1.2）　L5,000

　910×3000×ｔ20　イソシアヌレートボード 　Ｌ3,640　アルマイト処理

　Ｗ40×Ｌ3,640・Ｌ2,960 アルマイト処理 　Ｌ3,000　アルマイト処理

　Ｗ25×10ｍ　化粧アルミ箔 　気密型額縁タイプ　450×450　600×600

　4.2×38　SUS410+耐食処理材

⑤野縁：Ｗバー
　19×50×ｔ0.4（ｔ0.5）

②ハンガー
①3/8”吊りボルト、ナット

⑦クリップ

⑤野縁
@303以内程度

⑧軽量・断熱化粧ボードｔ20

③野縁受け

⑨専用ジョイナー⑨専用ジョイナー

※耐食下地材：
　溶融亜鉛-アルミニウム-マグネシウム合金鋼板

⑦クリップ ③野縁受け

⑧軽量・断熱化粧ボードｔ20⑤野縁

⑧軽量・断熱化粧ボードｔ20

⑨専用ジョイナー

③野縁受け
⑤野縁

⑦クリップ

③野縁受け
⑩専用防湿テープ

⑪専用ビス

　端部 @150以内程度
　中間部 @900以内程度

　端部 @150以内程度
　中間部 @900以内程度

　+専用カバー 　+専用カバー
　@910以内程度 　@3000以内程度

　+専用カバー

⑦クリップ ③野縁受け

⑤野縁

⑫専用廻縁

②ハンガー
①吊りボルト、ナット

+専用カバー
⑨専用ジョイナー

⑨専用ジョイナー
⑫専用廻縁
　+コーキング（変成シリコン）

　+専用カバー

③野縁受け

⑧軽量・断熱化粧ボードｔ20
⑬専用出隅見切縁

⑧軽量・断熱化粧ボードｔ20
⑤野縁

③野縁受け

⑦クリップ

⑦クリップ

⑤野縁

⑨専用ジョイナー
+専用カバー

+専用カバー
⑨専用ジョイナー

⑧軽量・断熱化粧ボードｔ20

スウィムライト工法：東海物産(株)

S=1/20

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
２２－１２７Ｓ

S=1:20(A3版 50%縮小) 077

2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
システム天井詳細図(参考図)
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地震感知器

昇降路平面図（１階）S=1/30

昇降路縦断面図 S=1/50

昇降路平面図（２階）S=1/30
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ピット内塗布防水仕上
（建築工事）

（電気工事）

※点検用タラップはピットに保管

フェッシャープレート
（エレベーター工事）

【EB15T-2】【EB15T-1】

【EHST9】

【EP17】

【EP17】

▽RSL

ELV
▽2FL（FL±0）

ELV
▽1FL（FL±0）

▼GL

ピット点検用コンセント
2-C4
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エレベーター仕様

乗
場
仕
様

か
ご
仕
様

概
略
仕
様

号機名（台数）

用途（形式）

積載量（定員）

速度

制御方式

操作方式

停止ヶ所・出入口方向

かご内法（ＷｘＤｘＨ）

ドア方式

出入口寸法（ＷｘＨ）

電動機出力

電源

管制運転

停電時自動着床装置

耐震クラス

かご内連絡装置

基本仕様

及び

標準装備仕様

三方枠

ドア

敷居

乗場

天井照明

換気装置

リターンパネル

ボタン

インジケータ

フェースプレート

遮煙

ボタン

動力

照明

地震時

火災時

自家発時

浸水時／冠水時

Ｎｏ．１（１台）

７５０ｋｇ（１１人）

４５ｍ／ｍｉｎ

交流インバータ制御方式（回生無）

乗合全自動方式

（１・２ＦＬ）２ヶ所　1方向

１４００ｍｍＸ１３５０ｍｍＸ２３００ｍｍ

８００ｍｍＸ２１００ｍｍ

２枚戸中央開き（電動式）

ＡＣ－３．５ｋW（ギヤレス）

三相３線 ２００Ｖ５０Ｈｚ

単相 １００Ｖ５０Ｈｚ

有（Ｐ波＋Ｓ波感知器（３段検知）リスタート機能付）

有

無

有　全自動形（ピット冠水時（指定階））

有

２４Ｖ同時通話インターホン

ローラーガイド（かご、おもり）

照明・換気装置自動休止機能

２Ｄ多光軸（マルチビーム）ドアセフティ

反転時呼び一括キャンセル機能

戸開放時間自動設定

行先階取消し機能

広角ミラー付操作盤

しきい間すきまレス

故障時最寄階自動着床運転

イオン発生装置

気配りアナウンス機能（非常時４ヶ国語対応）

全階

全階

全階

全階

全階

全階

全階

［ＳＴＤ－１１］アルミフレーム導光板ＬＥＤ照明

ファン・イオン発生機付

ステンレス製ヘアライン仕上

大枠・全傾斜　ステンレス製ヘアライン仕上

鋼板製単色塗装仕上（５分つや）

有

硬質アルミ製

抗菌凸矢印ボタン（ＳＩＡＡ認証）

デジタル階床表示式

平板　ステンレス製ヘアライン仕上

出入口柱

ドア

幕板

側板

幅木

床

敷居

操作盤 ボタン

インジケータ

フェースプレート

ステンレス製ヘアライン仕上

化粧鋼板

化粧鋼板

化粧鋼板

ビニタイル　（ｔ２）

化粧鋼板

硬質アルミ製

抗菌凸文字ボタン（ＳＩＡＡ認証）

液晶（カラーユニバーサルデザイン認証）

標準（広角ミラー付）　ステンレス製ヘアライン仕上

【エレベーター遠隔監視メンテナンス】
※ このエレベーターは、遠隔監視メンテナンス契約可能対応機種です。

※ 遠隔監視メンテナンスでは、エレベーターの遠隔診断・遠隔監視が可能です。
※ 上記サービスに必要な機器は、保守会社との遠隔監視メンテナンス契約時に貸与されます。

積込み荷重制限 荷重条件

重量物の積込みは、一回当り荷重条件以下で積込み下さい。

※フォークリフトの使用はできません。

250kg（4輪台車を使用するものとし、台車の重量を含む）

・戸開延長ボタン

・機械式ドアセフティ（両側）

・ＢＧＭスピーカー

・磁石式保護マット（分割型、標準色、高さ１８００）

・床マット

・視覚障がい者対応（音声案内装置、点字銘板）

・車いす仕様

　専用乗場ボタン（乗場インジケータボタン組込）

　かご内（主・副）専用操作盤：ステンレス製ヘアライン仕上

　かご内鏡：ステンレス製鏡面

　かご手摺：ステンレス製ユニバーサル手摺（φ３８、２方向）

　戸開放時間（１０秒）

　点字銘板

・警報回路

・故障接点支給

・フェッシャープレート：ボンデ鋼板（亜鉛メッキ）

・警報盤（壁埋込形､インターホン､２４Ｖ単局､フェースプレート:ステンレス製ヘアライン仕上､１個）

・荷摺：ステンレス製ヘアライン（一体型スタッド止め、高さ３５０ｍｍ）

認定番号　ＣＡＳ－１０７４（２）適用階

Ｎｏ．１

 遮煙のりばドア（Smokeproof）

 １・２ＦＬ

５．５ ８ １４

７７ １１９ ２０７

電源設備

 動力線サイズ（ｍｍ2）

 最大電流

 電源設備容量

 最大引込み距離（ｍ）

 建屋側ＭＣＣＢ

 接地線最小サイズ

 インターホン用配線

 電話用配管・配線

 ピットコンセント容量

 動力

 照明

 Ｎｏ．１

 ２００Ｖ　　４ｋＶＡ

１００Ｖ　　１．５ｋＶＡ

 ２１．１Ａ

 φ０．９×１０本

 ３０Ａ

 ２ｍｍ2

 φ１９配管・電話線１Ｐ

 １ｋＶＡ／台

（低圧）

（１台１回線）

 特記事項

上記　荷重による柱及び梁のたわみは５ｍｍ以下となるよう選定下さい。

Ｐｘ

Ｐｙ

Ｐｘ

Ｐｙ

Ｐｘ

Ｐｙ

Ｐｘ

Ｐｙ

かご側

一般階

かご側

最上階

一般階

最上階

Ｐｘ

Ｐ
ｙ

おもり側

おもり側

レール反力リスト（地震時作用荷重）

トロリービーム（荷重19.6kN）

トロリービーム（荷重9.8kN）

吊元（荷重9.8kN用）

敷居取付材

バックアングル取付材

三方枠取付材

レール支持柱

レール支持柱

レール支持柱EP17

EP15

EP12

EL75

EL65B

EL10S

EHST9

EB15T-2

EB15T-1

部材記号

H-175x175x7.5x11

H-150x150x7x10

H-125x125x6.5x9

L-75x75x6

L-100x100x10

L-65x65x6

t12（φ75穴付）

H-150x150x7x10

H-150x150x7x10

部材用途 部材サイズ

鉄骨部材記号表

（建築工事）

（電気工事）

（電気工事）

吊元フック

電源引込み（受電盤への接続）

・動力・照明、接地線

最上停止階 FL-1350mm 引出長さ 3m

配線引込み

・インターホン配線、電話線

最上停止階 FL-650mm 引出長さ 3m

吊元フック詳細

吊元フック荷重：9.8kN

・荷重：9.8kN

※全周すみ肉溶接脚長 8mm

Ｎｏ．１

ピット反力

ピット衝撃荷重

ピット点検用コンセント

６１．３０ｋＮ

４８．１０ｋＮ

７２．８０ｋＮ

かご側

Ｃ／Ｗ側

（電気工事）

（エレベータ工事）

・スタンダード天井

とする。

屋外の場合は、防水形点検扉とする。

点検ボックスは下記エレベータ昇降路専用品として下さい。

外部に引き出した状態で点検可能な構造

・ホーチキ（KUS-1C（W））

・能美防災（FXS J001A-HU）

・ニッタン（NID-T-G）

・パナソニック（BV95351+BV95381H）

製品の型番は、仕様変更などで変更・廃止されている場合があります

煙感知器

（電気工事）

Ｎｏ．１

昇降路頂部に煙感知器を設置する場合は

施錠装置付点検扉

リミットスイッチ付（エレベータ工事）
1.5mm以上の鋼板製（電気工事）

Ｔ．Ｃ保護金網

煙感知器詳細

昇降路頂部

乗用（ＳＰ１１－ＣＯ４５)車いす仕様

Ｓ１４

 号機名

※確認申請、完了検査の手数料及び事務代行費は本工事に含む

（0177259- 2）V.20.00（ＦＣ）

６．８０ｋＮ

３．４０ｋＮ

７．３０ｋＮ

５．００ｋＮ

１０．６０ｋＮ

５．３０ｋＮ

１５．５０ｋＮ

１０．２０ｋＮ

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
２２－１２７Ｓ 2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）

078

エレベータ詳細図(１)(参考図)

S=1:30､50(A3版 50%縮小)
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昇降機電気建築 設備

建築

SRC

昇降路構造
工事項目

工　事　区　分　表

No.分類

1

2

昇
降
路

乗
場

電
気

昇降路の築造工事及び躯体・オーバーヘッド・ピット寸法が昇降機承諾図と

異なる場合の是正工事
オーバーヘッド：昇降機承諾図寸法に対し20mm以上低い場合
（ただし、必要寸法を確保のこと）

ピット：昇降機承諾図寸法に対し浅い場合又は30mm以上深い場合
（防水面から確保のこと）

天井フック又はトロリービーム設置工事（荷重に対し安全率 5を確保のこと）

（オーバーヘッド高さが 4000mmを超える場合、トロリービーム設置は必須のこと）

中間ビーム・セパレータビーム設置・インサート埋め込み工事

ガイドレール支持用ファスナー及び立柱設置・インサート埋め込み工事

溶接レスの場合のガイドレール支持用ファスナー及び

立柱・三方枠取付用アングルへの穴加工

フェッシァプレート取付材設置工事（フェッシァプレート本体は昇降機工事）

昇降路内鉄骨材の耐火処理工事

ピット内防水工事

ピット下を使用する場合の建築躯体処置工事

併設されたエレベーターのピットに段差がある場合の間仕切り工事

急行ゾーンがある場合の昇降路救出口設置工事

昇降路内建築工事仮設床用（水平養生）の金網、デッキプレート等の撤去工事

昇降機承諾図に記載のない突出物や不要物の撤去切断等工事

昇降路内温度が 40℃を超える場合の換気設備工事又は空調設備工事

乗場出入口の敷居取付用欠き込み・敷居受け持ち出し工事及び

敷居取付後のモルタル充填工事

乗場出入口壁穴あけ・乗場出入口用品取付材設置工事及びインサート埋め込み工事

（三方枠・バックアングル・ドア・敷居・押しボタン・インジケータ・モニター等）

開放廊下及び屋上等直接外気と接する乗場における雨水対策工事

（排水溝・水勾配・庇等）

昇降路内配管工事に伴う区画貫通部の耐火処理工事

（昇降機工事による押しボタン・警報盤等の配線工事は除く）

昇降路内受電端子までの動力用電源・照明用電源・接地線の引込・立上工事及び

一次側端子への接続工事

昇降路内受電端子までのインターホン・その他機器の配管配線工事並びに引込・立上工事

乗場出入口用品取付後の壁並びに床・天井等の仕上工事

三方枠・インジケータ等と壁間のモルタル又はロックウール充填工事

三方枠・インジケータ等と壁間の塞ぎ板による隙間塞ぎ工事

昇降路頂部の煙感知器設備の設置工事（外部より点検可能な点検口の設置を含む）1

5

4

3

1

そ
の
他

遮煙のりばドア適用時の建屋火災信号の供給

ピット内点検用コンセントの設置工事（単独回路）

エレベーター工事着工前までの各階出入口開口部の養生作業

エレベーター工事着手後の昇降路内への浸水防止工事、出入口先行着工時の止水工事

居室側防音及び防振工事

搬入用仮設開口及び搬入経路の段差解消・搬入後の復旧工事

エレベーターを工事用として使用する場合の各種養生手配及び設置工事

その他建築・電気・設備に関する工事6

5

4

3

2

1

6

5

（放送・遠隔監視・防犯カメラ・故障信号・非常呼信号・火災信号

・セキュリティ連動信号・監視盤等）

エレベーターを工事用として使用する場合はこの使用に伴う検査費用・復旧（オーバーホール

消耗部品の交換等）費用・定期保守費用・コールバック対応費用等が生じます

かご内へ一度に搬入可能な積載は4輪台車で250kg（台車含む）以下とすること

21

22

14

16

18

19

20

17

15

2

6

7

8

9

10

11

13

(1)昇降路の壁又は囲いは隙間無きものとすること

(2)昇降路の壁又は囲いは難燃材料（不燃材料・準不燃材料含む）とすること

(3)昇降路の壁又は囲いは5c㎡辺り300Nの外力が作用した時に15mmを超える変形及び

　塑性変形が生じない構造とすること

(4)コンクリート厚さは 150mm以上とすること

(5)コンクリート基準圧縮強度は21N／m㎡以上とすること

(6)昇降路壁はあと施工アンカーが可能な構造とすること

躯体と昇降機承諾図に相違がある場合はエレベーター着工までに躯体を是正すること

昇降路内にはエレベーターに関係のない配管・配線・ダクト・その他の機器を設置しないこと

昇降路壁には配管・消火栓等を埋め込まないこと

昇降路内には建築金物（ALCクリップ等）が突出しないこと

おそれがあるため難燃材料とすること

昇降路内に断熱材（ウレタン・スタイロフォーム等）を施工する場合は溶接火花による火災の

昇降路内の温度は 5℃以上 40℃以下、湿度は月平均 90％以下、

日平均 95％以下とし、氷結・結露しないこと

エレベーターホールと風除室が近い場合はドラフトによりエレベーターの戸が開閉できなくなる

おそれがあるため建物側で気密性を上げること

保守・点検・緊急対応のため、外部より最上階のエレベーターホールへアクセスできる

通路を設けること

また、個人宅や占有部、鍵が必要な場所を経由する必要がないこと

電源電圧の変動は動力用±10％以内、照明用±5％以内とし、動力用の電圧不平衡率を

5％以内とすること

高調波障害回避のため、以下の対応を推奨します

(1)弱電機器の電源線・通信線はエレベーター動力線から 1m以上分離すること

(2)エレベーター動力用電源トランスは弱電機器のトランスと独立して設けること

(3)弱電機器とのアース線共用は避けること

(4)エレベーター動力線は弱電機器近くの床下や天井に設置しないこと

(5)漏電遮断器・漏電継電器を設置する場合、不要動作防止のためインバータ対応の

　ものを使用すること

搬入に支障のない経路を確保すること

断熱材はガイドレール支持用ファスナー及び乗場出入口廻りの取付材を避けて施工すること

断熱材の施工時期は協議すること

昇降路内及び乗場には風雨・塵埃・塩分・有害ガス等が入らないこと

昇降路内に換気設備を設置する場合は外部より点検可能な配置とし、雨水対策を実施すること

昇降路内の騒音・振動が居室に伝搬しない配置及び躯体構造(防音・防振工事等)とすること

注　意　事　項

4

5

3

1

12

据付工事用現場詰所及びエレベーター材料・据付工事用機材の保管場所が必要

仮設揚重機・重機(ラフタークレーン、タワークレーン等)・搬入運搬用台車が必要

据付工事用電源及び試運転調整時の動力電源が必要（容量は別途打ち合わせ）

天井 ［照明部］導光板ＬＥＤ昼光色照明

［天井面］化粧鋼板

照明 ＬＥＤ

停電灯 ＬＥＤ（兼用）

出入口柱 ステンレス製ヘアライン仕上

リターンパネル ステンレス製ヘアライン仕上

かご扉 化粧鋼板

側板 化粧鋼板

幕板 化粧鋼板

幅木 化粧鋼板

床 非塩ビ系タイル（ｔ２）

敷居 硬質アルミ製

換気方式 横流ファン・イオン発生機付

鏡 ステンレス

手摺 ステンレス製　端部：亜鉛ダイカストニッケルメッキサンドブラスト仕上

荷摺 ステンレス製ヘアライン仕上（ｔ２．０）

備考 磁石式保護マット（分割型、標準色、高さ１８００），

２Ｄ多光軸（マルチビーム）ドアセフティ床マット，ＢＧＭスピーカー

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
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エレベータ詳細図(２)(参考図)
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扉全開放位置 扉全開放位置

三方枠取付後の壁仕上

建築工事

三方枠取付後の壁仕上

建築工事

注意銘板

積載銘板

搭乗禁止銘板 搭乗禁止銘板

積載銘板

注意銘板

取 手 （ 抗 菌

抗ウイルス加工）

操作盤（抗菌

抗ウイルス加工）

操作盤（抗菌

抗ウイルス加工）

取 手 （ 抗 菌

抗ウイルス加工）

タッチパネル付液晶

運転操作ボタン 通話階選択ボタン

非常停止ボタン

通話ボタン

スピ－カ

カメラ マイク

昇降路平面図 S=1:20
機械室平面図 S=1:20

操作盤詳細図

出し入れ口正面図 S=1:20 出し入れ口正面図 S=1:20

昇降路平面図 S=1:20

出し入れ口開口図 S=1:20 出し入れ口開口図 S=1:20 出し入れ口断面図 S=1:20 出し入れ口断面図 S=1:20
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建築工事

斜線部：床の施工及び、
ピット部壁の施工(3面)

昇降路断面図 S=1:30

Y2

部 品 名 色 材 質 / 仕 上 板 厚

釣 合 お も り

動 力 用 電 源

レ    ー    ル

制　御　方　式

連　絡　装　置

安　全　装　置

表　示　方　式

電    動    機

ロ    ー    プ

か  ご  寸  法

停  止  個  所

出し入れ口寸法

機 種

速 度

方 向 L 方 向MH16-100

全 高

2 3.5 5.5 8 14 mm

81 143 224 327 572 m

ブレーカーの容量 10 A変圧器の容量 1.3 KVA

符号 名 称 部 材

1.5 tSUS304 HL仕上

加減式

タッチパネル付液晶

0.4 Kw  4P

カメラ付ハンズフリ－インタ－ホン

1.6 t　A型

小荷物専用昇降機（電動ダムウェーター）仕様要項

間口 750

間口 750

100 Kg

4.5 m

1 ～ 2 F

高さ 900

奥行 750

45 m/min

2 停止

6.8 m

1 ： 1

：一次側電源引込位置（3相 200V 50Hz 0.4Kw）

電気工事

：コンセント（単相 100V 15A）

1

2

3

4

W600xH600 施錠付 鋼製 点検口の取付

柱の設置

中間ビームの設置

機械室内にマシンビーム受材の設置

建築工事区分

5 出し入れ口下地材の設置

6 昇降路頂部に天井吊ビーム（2KN用）の設置

7 機械室内に制御盤取付材の設置
8 三方枠取付後の壁仕上工事

9

材

材

材C

材

材

材

1

2

3

4

機械室内に動力用電源の引込み工事

D種接地線の引込み工事

機械室内に煙感知器の取付工事(必要な場合)

機械室内に100V 15A のコンセントの取付工事

電気工事区分

AC・3 相   210V

特記事項

到着前お知らせ機能戸開放警報装置

音声合成アナウンス

かご戸連動開閉機能付

機械室床縞鋼板貼（前面）

戸閉保持機能付（出し入れ口手動戸のみ）

優先運転モード付

基準階復帰機能付（無し／手動設定／学習設定）

戸防火区画対策（開閉機構で相じゃくり処理）

自動切り替わり省エネモード（標準）

他階モニタ機能

他階一斉通報

サービス階切り離し機能（テンキーロック式）

パーキングスイッチ（テンキーロック式）

柱

中間ビーム

マシンビ－ム受材

出し入れ口下地材

天井吊ビーム

制御盤取付材

部材リスト（建築工事）

材（中間ビーム）は昇降路4面に設置。

但し、出し入れ口開口部は除く。

抗菌・抗ウイルス加工（操作盤・出し入れ口の取手）

10 ピット床・壁（3面）の施工工事

1.6 t鋼板　焼付塗装

1.6 t鋼板　焼付塗装

1.6 t鋼板　焼付塗装

1.6 t鋼板　焼付塗装

1.6 t鋼板　焼付塗装

1.6 t鋼板　焼付塗装

　小荷物専用昇降機については、戸をJEAS-207A（標改10-02）に

定める構造として0.8mm以上の鋼板製とし、戸当たり部分を難燃性ゴムを

用いて相じゃくりとすれば、すき間のない構造として平成12年建設省告示

第1360号による遮炎・遮煙性能を有する防火設備及び、1.5mm以上の鋼板で

　また、出し入れ口の戸は、通常、常時閉鎖状態が保持されているので、

｢常時閉鎖式の防火戸｣として取り扱われる。但し、閉め忘れ防止警報装置を

備えなければならない。

同様の構造とすれば、同告示第1369号による特定防火設備とみなされる。

出し入れ口戸相じゃくり部

取手
（抗菌・抗ウイルス加工）

φ6 　  2 本

中央上下引分け式

点検口前面折上げ天井（口800x800以上開放）の施工

電線は電線管で保護をし引込み長さは2mとする

難燃性ゴム

出し入れ口上戸

出し入れ口下戸

オ プ シ ョ ン

その他法令に定められたもの

ドアロック ドアスイッチ

非常停止ボタン

枠巾 300/310

高さ 900

※確認申請、完了検査の手数料及び事務代行費は本工事に含む

 ±10  50 Hz

2

B

F

E

D

C

B

A H-100ｘ100ｘ6ｘ8

C-100ｘ50ｘ20ｘ3.2

H-100ｘ100ｘ6ｘ8

C-100ｘ50ｘ20ｘ3.2

C-100ｘ50ｘ20ｘ3.2

H-100ｘ100ｘ6ｘ8

電線太さ

大こう長

三 方 枠

枠　  戸

か ご 床

かご内部

膳    板

か ご 戸

棚　　板

積載質量

出し入れ口戸の形式

昇降行程

インバータ マイコン制御

ピュアホワイト

ピュアホワイト

ピュアホワイト

ピュアホワイト

A-3624-1

A

B

D

E

F

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
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ガ   ス（都市ガス） 電      気  （kW） ガ   ス（都市ガス） 電      気  （kW）外 形 寸 法（ｍ／ｍ） 給    排    水   蒸        気   外 形 寸 法（ｍ／ｍ） 給    排    水   蒸        気   フ フ数 数品 品

－ －ピ ピ排水（A） 排水（A）単相100V 単相200V 三相200V 単相100V 単相200V 三相200V消 費 量 消 費 量 蒸 気 圧 消 費 量 消 費 量 蒸 気 圧給水（A） 給湯（A） 口径（A） 排気（A） 給水（A） 給湯（A） 口径（A） 排気（A）給気（A） 給気（A）規  格   仕 様 規  格   仕 様備       考 備       考名 称 名 称ッ ッ間 口 間 口奥 行 高 さ 奥 行 高 さ量 量ド ド番 番(kW) （kg /h） （MPa） (kW) （kg /h） （MPa）ト ト

注）設備容量の数値は各1台当たりを示す。　注）付属品として記載のない備品類・収納物は含まない。

< > < >検 収 室 米庫・ 洗米室・ 炊飯室

DP-6701K-32 MQ63PE-4/MQ2448G-4デ ジ タ ル 台 秤 メ ト ロ マ ッ ク ス Ｑ秤量32kg キャスター（Q5MPX・Q5MPBX）付A1 3 E1 1350 605 802 1215 620 1715

NKS-240A移 動 台 昇 米 機 0.200 原料箱付（納米用）A2 3 E2 1700 450 500 1165 600 4000

RT-12S移 動 台 米 サ イ ロドライ仕様 0.060 納米量1200Kg 計量機付A3 3 E3 11500 750 600 1500 1500 3000

STK-1200 NKS-236ス タ ッ キ ン グ カ ー ト 昇 米 機 0.200 原料箱付（出米用）A4 10 E4 1875 700 800 1165 600 3600

MQ63PE-4/MQ2454G-4 VLT10D-2T 25メ ト ロ マ ッ ク ス Ｑ エアーコンプレッサーキャスター（Q5MPX・Q5MPBX）付 0.200 エアー接続口径：8A（G1／4メネジ）A5 4 E5 11366 620 1715 465 290 620

SRW-71AL40 25 ピット作 業 台 節 水 型 連 続 洗 米 機ドライ仕様 1.500 洗米能力：720kg／hA6 1 E6 1750 750 600 1502 805 1105 要

20×2 20×2 50×2 20 20 50二 槽 シ ン ク 一 槽 シ ン クドライ仕様 槽フタ付 ドライ仕様A7 1 E7 11500 750 800 900 750 800

NKP-20SDT 15×2 15 ピット 20 20 50ド ラ イ ピ ー ラ ー 一 槽 シ ン ク0.750 能力600kg/h ドライ仕様A8 1 E8 11000 750 1050 1500 750 800

NKP-20SDT KSS2-41P15×2 15 ピットド ラ イ ピ ー ラ ー 計量洗米ライン制御盤0.750 能力600kg/hA9 1 E9 11000 750 1050 550 250 1800

SAR2-50L40 25 ピット作 業 台 オ ー ト ラ イ マ ードライ仕様 0.100 20 15 20.0 0.2 配米能力50釜/h 浸漬量470kgA10 1 E10 1750 750 800 1300 1000 3000 要

CRC2-50SL20×3 20×3 50×3三 槽 シ ン ク 連 続 炊 飯 機ドライ仕様 40 244.19 0.100 炊飯能力50釜/h 定温水炊仕様 LPG 13AA11 1 E11 12700 750 800 5324 1009 1640

ARM2-50L40作 業 台 立 体 蒸 ら し 装 置ドライ仕様 0.400A12 1 E12 1900 750 800 4620 930 2600

MCW-30-e MC-20B40消 毒 保 管 機 蒸 ら し コ ン ベ ヤ9.750 電気式 両面 フリーローラー仕様A13 2 E13 11300 950 1900 2500 575 650

MCWK-30-e75X RP2-740消 毒 保 管 機 炊 飯 釜5.750 電気式 片面 奥行750mm仕様A14 1 E14 541300 750 1900 635 344 295

HF-63CAT-KS2 TBM2-13CGL40検 食 用 冷 凍 庫 反 転 飯 缶 盛 付 機0.370 定格内容積384L 1.280 133缶/h 100Vコンセント付A15 1 E15 1625 650 1910 2868 1550 （1417） 要

HC-204S1E掃 除 用 具 ロ ッ カ ー 作 業 コ ン ベ ヤ 秤指示計一体型A16 2 E16 1550 550 1800 2000 475 （1125）

配 缶 台 ドライ仕様E17 21200 700 600

WJ-15SR 25 50×3< > 炊 飯 釜・ 蓋 洗 浄 機 3.860 20 60.0 0.2E18 1野 菜 類 下 処 理 室 3775 940 1780 側溝

CFR-03540 50×2プ レ ハ ブ 冷 凍 庫 炊飯釜・ 蓋返却コンベヤ0.240 2.290 カートイン、室外機への冷媒配管要B1 1 E19 12050 3250 2500 3500 575 855

40プ レ ハ ブ 冷 蔵 庫 移 動 ラ ッ ク0.120 2.500 カートイン、室外機への冷媒配管要 ドライ仕様B2 1 E20 52450 3250 2500 1200 600 1800

MQ63PE-4/MQ2454G-4 20 20 50メ ト ロ マ ッ ク ス Ｑ 一 槽 シ ン クキャスター（Q5MPX・Q5MPBX）付 ドライ仕様B3 6 E21 21366 620 1715 1500 750 800

40移 動 ピ ー ラ ー 受 槽 作 業 台ドライ仕様 ドライ仕様B4 2 E22 2800 750 600 1350 750 800

FES-12L CMCK-80-eT15 20 側溝電 解 次 亜 水 生 成 装 置 カートイン消毒保管機0.250 食塩水タンク付 31.000 電気式 片面 底板分離仕様B5 1 E23 1250 210 320 1950 2000 1953

CMCK-60-eT40 側溝作 業 台 カートイン消毒保管機ドライ仕様 21.000 電気式 片面 底板分離仕様B6 1 E24 11050 900 800 1350 2000 1953

20×3 20×3 50×3三 槽 シ ン ク カ ー トドライ仕様 SUS304 ドライ仕様B7 1 E25 42700 900 800 840 790 1580

40作 業 台 カ ー トドライ仕様B8 1 E26 2900 900 600 1140 840 1580

40作 業 台 掃 除 用 具 ロ ッ カ ードライ仕様B9 4 E27 11050 750 800 550 550 1800

20×3 20×3 50×3三 槽 シ ン ク ドライ仕様B10 42700 750 800

40作 業 台 < >ドライ仕様B11 4 揚・ 焼・ 蒸物調理室900 750 600

MCW-30-e 40消 毒 保 管 機 移 動 台9.750 電気式 両面 ドライ仕様B12 2 F1 21300 950 1900 1500 750 800

ＧKCSK-10-e FAS2-50LT40 側溝包丁まな板消毒保管機 自 動 フ ラ イ ヤ ー5.200 収容数 まな板20枚 包丁30本 32 122.10 1.985 左前管仕様 LPG 13AB13 1 F2 1900 550 1900 5050 1615 2050

ATEL-1575BL-15SV3 CN-180LDT20 20 スラリー管50残 菜 投 入 シ ン ク 油 切 り コ ン ベ ヤ3.700 下処理用、スラリー管：50A、制御盤：ACP-10X(PL)B14 1 F3 11500 750 850 1800 825 800

NST-600L 側溝掃 除 用 具 ロ ッ カ ー 新 油 タ ン ク 0.400 タンク容量：600L フライヤーからの信号線・電源供給要B15 1 F4 1550 550 1800 850 850 1985

NHT-600L 側溝廃 油 タ ン ク タンク容量：600L フライヤーより信号線・電源供給要F5 1850 850 1985

< > 移 動 台 ドライ仕様F6 2食 品 庫・ 計 量 室 1500 750 800

HR-150A-1-ML 40冷 蔵 庫 配 缶 台0.294 定格内容積1347L ドライ仕様C1 1 F7 21500 800 1910 1200 700 600

ＧMQ74PE-4/MQ2454G-4 CSWH-EW202P-LF（特） 15 40メ ト ロ マ ッ ク ス Q スチームコンベクションオーブン4段 56.500 16段×2列仕様 入口側逆扉C2 2 F8 31366 620 1886 1215 1135 1860

MQ74PE-4/MQ2460G-4 CSWH-202P-LF用CCメ ト ロ マ ッ ク ス Q ラックインカート＋キャリー4段 必要数量打ち合わせ要C3 1 F9 31520 620 1886 1150 585 1686

CMC-30-eT20×2 20×2 50×2 側溝二 槽 シ ン ク カートイン消毒保管機ドライ仕様 10.500 電気式 両面 底板分離仕様C4 1 F10 11350 750 800 1050 1300 1953

1000 CMC-60-eT 側溝電 動 缶 切 機 カートイン消毒保管機0.090 処理能力 ： 500缶／h 21.000 電気式 両面 底板分離仕様C5 2 F11 1230 450 388 2050 1300 1953

UDS-600-WPK-15 カ ー トひょう量：15kg ドライ仕様C6 2 F12 3卓 上 デ ジ タ ル 台 秤 242 292 126 1140 840 1580

20×3 20×3 50×3台 下 戸 棚 三 槽 シ ン ク ドライ仕様C7 1 F13 11800 750 800 2550 750 800

HR-120CA3-ML-4G4G MCW-30-e40 40パ ス ス ル ー 冷 蔵 庫 消 毒 保 管 機0.739 定格内容積1126L 9.750 電気式 両面C8 1 F14 21200 850 1910 1300 950 1900

MCWK-30-e75X 40消 毒 保 管 機 掃 除 用 具 ロ ッ カ ー5.750 電気式 片面 奥行750mm仕様C9 1 F15 11300 750 1900 550 550 1800

< >肉 魚 類 下 処 理 室

40プ レ ハ ブ 冷 凍 庫 0.240 2.290 カートイン、室外機への冷媒配管要D1 11840 3250 2500

40プ レ ハ ブ 冷 蔵 庫 0.120 2.500 カートイン、室外機への冷媒配管要D2 11690 3250 2500

MQ63PE-4/MQ2454G-4メ ト ロ マ ッ ク ス Ｑ キャスター（Q5MPX・Q5MPBX）付D3 41366 620 1715

20×2 20×2 50×2二 槽 シ ン ク ドライ仕様D4 11500 750 800

40作 業 台 ドライ仕様D5 41350 750 800

HR-150A-1-ML 40冷 蔵 庫 0.294 定格内容積1347LD6 11500 800 1910

20×3 20×3 50×3三 槽 シ ン ク ドライ仕様D7 11950 750 800

HR-120CA3-ML-4G4G 40パ ス ス ル ー 冷 蔵 庫 0.739 定格内容積1126LD8 31200 850 1910

20×3 20×3 50×3三 槽 シ ン ク ドライ仕様D9 12400 750 800

MCWK-40-e75X 40×2消 毒 保 管 機 10.800 電気式 片面 奥行750mm仕様D10 11750 750 1900

KCSK-5-eX 40包丁まな板消毒保管機 3.100 収容数 まな板5枚 包丁16本 棚2段 内装2D11 1550 550 1900

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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ガ   ス（都市ガス） 電      気  （kW） ガ   ス（都市ガス） 電      気  （kW）外 形 寸 法（ｍ／ｍ） 給    排    水   蒸        気   外 形 寸 法（ｍ／ｍ） 給    排    水   蒸        気   フ フ数 数品 品

－ －ピ ピ排水（A） 排水（A）単相100V 単相200V 三相200V 単相100V 単相200V 三相200V消 費 量 消 費 量 蒸 気 圧 消 費 量 消 費 量 蒸 気 圧給水（A） 給湯（A） 口径（A） 排気（A） 給水（A） 給湯（A） 口径（A） 排気（A）給気（A） 給気（A）規  格   仕 様 規  格   仕 様備       考 備       考名 称 名 称ッ ッ間 口 間 口奥 行 高 さ 奥 行 高 さ量 量ド ド番 番(kW) （kg /h） （MPa） (kW) （kg /h） （MPa）ト ト

設 備 容 量 合 計

注）設備容量の数値は各1台当たりを示す。　注）付属品として記載のない備品類・収納物は含まない。

20×3 20×3 50×3< > 三 槽 シ ン ク ドライ仕様J20 1上処理・ 煮炊き調理室 2400 750 800

MX-46D（特） MCWK-30-e75X 40高 速 度 ミ キ サ ー 消 毒 保 管 機0.400 容量：22L 蓋安全装置付 5.750 電気式 片面 奥行750mm仕様G1 2 J21 11055 524 1140 1300 750 1900

KCSK-5-eT20×2 20×2 50×2 40二 槽 シ ン ク 包丁まな板消毒保管機ドライ仕様 槽フタ付 3.100 収容数 まな板10枚 包丁16本 逆扉仕様 上部棚仕様G2 2 J22 11800 750 800 550 550 1900

移 動 台 ドライ仕様G3 4900 900 600

DC-203サ イ ノ 目 カ ッ タ ー < >0.750 切裁能力：1000kg／hG4 1 コ ン テ ナ 室943 679 904

15 15 側溝移 動 サ イ ノ 目 シ ン ク ４ 学 級 用 コ ン テ ナドライ仕様 寸法・収納数については打合せ要G5 1 K1 391800 750 650 1500 890 1600

MSI-04 TP-2-e15マ イ コ ン ス ラ イ サ ー 天吊り式コンテナ消毒保管機0.950 脚無 25.550 電気式G6 2 K2 18965 655 850 1100 1800 1200

TP-1-e15 15 側溝移動スライサーシンク 天吊り式コンテナ消毒保管機ドライ仕様（MSI-04用） 12.775 電気式G7 2 K3 31800 900 800 1100 900 1200

CMCK-120-eT20×2 20×2 50×2 側溝二 槽 シ ン ク カートイン消毒保管機ドライ仕様 槽フタ付 42.000 電気式 片面 底板分離仕様G8 1 K4 41800 750 800 2650 2000 1953

CMCK-30-eT 側溝移 動 台 カートイン消毒保管機ドライ仕様 10.500 電気式 片面 底板分離仕様G9 1 K5 11800 750 800 1350 1000 1953

STK-1200 CMCK-60-eT 側溝ス タ ッ キ ン グ カ ー ト カートイン消毒保管機 21.000 電気式 片面 底板分離仕様G10 8 K6 1875 700 800 1350 2000 1953

移 動 ラ ッ ク カ ー トドライ仕様 ドライ仕様G11 6 K7 191350 600 1100 1140 840 1580

ST-S移動式スパテラスタンド 移 動 台 ドライ仕様G12 3 K8 2446 446 620 1800 750 800

ＧAS1-70K（I7） 20 20 ピット蒸 気 回 転 釜 25 20 88.0 0.28 満水量：400L、両ハンドル、排水ドロー、蓋屈折開閉式G13 62115 1500 2240 要

配 缶 台 < >ドライ仕様G14 6 洗 浄 室1200 700 600

DP-6701K-32デ ジ タ ル 台 秤 移 動 台秤量32kg ドライ仕様G15 4 L1 2350 605 802 1500 750 800

移 動 台 移 動 ラ ッ ク ドライ仕様G16 4 L2 4700 450 500 1500 750 1100
50×4

CMC-120-eT NAW2-8SI-3T側溝 32 25×3カートイン消毒保管機 スプーン洗浄機付浸漬装置42.000 電気式 両面 底板分離仕様 7.070 40 280.0 0.2 デミコン付G17 1 L3 12650 2000 1953 5400 2310 1830

CMC-60-eT 側溝カートイン消毒保管機 コ ン ベ ヤ21.000 電気式 両面 底板分離仕様 フリーローラー仕様G18 2 L4 11350 2000 1953 4500 425 650
50×5

NAW2-5DW-GRST 40 25×2カ ー ト 食 器 類 洗 浄 機ドライ仕様 25.240 40 210.0 0.2 デミコン付G19 8 L5 11140 840 1580 6350 2274 2390

NAW-CW-CSC20×3 20×3 50×3 25 50×2三 槽 シ ン ク ＮＡＷコンテナ洗浄機ドライ仕様 10.100 40 400.0 0.4 連続式G20 1 L6 12700 750 800 9500 2005 2770 要

DP-6701K-3240作 業 台 デ ジ タ ル 台 秤ドライ仕様 秤量32kgG21 1 L7 1900 750 800 350 605 802

KCSK-10-e 40包丁まな板消毒保管機 移 動 台5.200 収容数 まな板20枚 包丁30本G22 1 L8 1900 550 1900 700 450 500

KCSK-10-eX ATEL-1575L-15W40 20 20 スラリー管50包丁まな板消毒保管機 残 菜 投 入 シ ン ク5.200 マイコンスライサー円盤収納 内装5 3.000G23 1 L9 1900 550 1900 1500 750 850

HF-63CAT-KS2 40 20 20 50検 食 用 冷 凍 庫 水 切 付 一 槽 シ ン ク0.370 定格内容積384L ドライ仕様洗浄前用、スラリー管：50A、制御盤：ACP-10XWP(PL)G24 1 L10 1625 650 1910 1500 750 850
50×6

NAW-8UW-L 40 25掃 除 用 具 ロ ッ カ ー Ｎ Ａ Ｗ 食 缶 類 洗 浄 機 16.970 40 280.0 0.2G25 1 L11 1550 550 1800 8450 1795 2100

20×3 20×3 50×3三 槽 シ ン ク ドライ仕様L12 12700 750 800

40< > 作 業 台 ドライ仕様L13 1食物アレルギー対応調理室 900 750 800

HRF-120CA-3G1D3G1D 40×2パススルー冷凍冷蔵庫 ラ ッ ク シ ェ ル フ1.047 定格内容積1055L（冷蔵室808L 冷凍室247L）H1 1 L14 11200 850 1910 1200 400 1段

20×3 20×3 50×3 20×2 20×2 50×2三 槽 シ ン ク ソ イ ル ド テ ー ブ ルドライ仕様 槽フタ付H2 1 L15 12400 750 800 1800 750 850

SR-PGC54A E5-E05 15 40I H ジ ャ ー 炊 飯 器 食 器 洗 浄 機4.570 炊飯容量3升（5.4L） 6.000 給湯条件：65℃以上H3 3 L16 1502 429 410 707 750 1390

作 業 台 ク リ ー ン テ ー ブ ルH4 1 L17 11500 750 600 900 750 850

ACP-20YLAC20 20 50特 別 食 対 応 ユ ニ ッ ト 脱 水 部 制 御 盤5.800 IHヒーター：KZ-XS-30F 引出付 槽フタ付 オートチェンジャー対応H5 2 L18 11650 750 800 600 200 500

MCWK-30-e75X AD-3000W40 20 15 ピット消 毒 保 管 機 厨 芥 脱 水 機5.750 電気式 片面 奥行750mm仕様 1.520H6 1 L19 11300 750 1900 1225 650 1370

ＧCSI3A-E3U+CSI3A-E3D（特） ATB-515 25×2スチームコンベクションオーブン オ ー ト チ ェ ン ジ ャ ー8.600 ホテルパン2/3 3段+3段 架台付 芯温センサー付 0.200H7 2 L20 1750 740 1870 1130 1130 330

ＧERK-50 15 15 ピット電 気 回 転 釜 掃 除 用 具 ロ ッ カ ー10.200 満水量：50LH8 1 L21 11144 860 850 要 550 550 1800

RT-120SDG-1-ML（特） 40テ ー ブ ル 形 冷 蔵 庫 0.328 定格内容積321L 甲板角仕様H9 11200 750 800

台 下 戸 棚 < >H10 1 前 室1500 750 800

NSL-10C引 出 付 作 業 台 衣 類 殺 菌 保 管 機 1.028 14着収容H11 1 M1 81200 750 800 1000 600 1900

MCWK-30-e75X NSL-06C40消 毒 保 管 機 衣 類 殺 菌 保 管 機5.750 電気式 片面 奥行750mm仕様 0.728 8着収容H12 1 M2 41300 750 1900 600 600 1900

NSL-10Sシ ュ ー ズ 殺 菌 保 管 機 1.028 28足収容M3 41000 600 1900

NSL-06S< > シ ュ ー ズ 殺 菌 保 管 機 0.728 14足収容M4 6和え物加熱・ 調理室 600 600 1900

移 動 ラ ッ ク 0.415ドライ仕様 PCJ-88SC1BSNT 2J1 2 M5 1200 1260 22421350 600 1100 エ ア シ ャ ワ ー

ST-S 15×3 15×3 40移動式スパテラスタンド 0.018 サニタリーバー（サラヤ：WS-B3SN）×3個付3J2 1 M6 1800 500 800446 446 620 手 洗 い シ ン ク

ＧAS1-70K（I7） 15×2 15×2 4020 20 ピット蒸 気 回 転 釜 0.01225 20 88.0 0.28 満水量：400L、両ハンドル、排水ドロー、蓋屈折開閉式 サニタリーバー（サラヤ：WS-B3SN）×2個付1J3 1 M7 1200 500 8002115 1500 2240 要 手 洗 い シ ン ク
25×2

CH-150RKW 20 15パススルー真空冷却機 2.400 20 160.0 0.2 能力：150kg／バッチ（90℃→8℃ 約17分）J4 11900 1915 2415 要

20 32タ ン ク ユ ニ ッ ト < >0.940 冷却水出入口各50AJ5 1 納 米 室1275 1350 1670

UWAA375AR BRS-245R 40チ ラ ー プ レ ハ ブ 型 冷 蔵 庫12.100 冷却水出入口各40A 1.040 納米量：30㎏袋：55袋（1650kg）J6 1 N1 21240 765 1660 2450 1000 2430

移 動 台 ドライ仕様J7 21500 750 800

20×3 20×3 50×3三 槽 シ ン ク ドライ仕様J8 12250 750 800 < ２ 階 >

MCWK-30-e 15×3 15×3 4040消 毒 保 管 機 0.0189.750 電気式 片面 サニタリーバー（サラヤ：WS-B3SN）×3個付1J9 1 P1 1800 500 8001300 950 1900 手 洗 い シ ン ク

HR-120A-1-ML 40冷 蔵 庫 0.290 定格内容積1054LJ10 21200 800 1910

移 動 ラ ッ ク ドライ仕様J11 21350 600 1100

ST-S移動式スパテラスタンドJ12 1446 446 620

ＧAS1-30K（GV） 20 20 ピット蒸 気 回 転 釜 25 20 69.0 0.28 満水量：200L、両ハンドル、排水ドロー、蓋屈折開閉式J13 21744 1200 1890 要

DP-6701K-32デ ジ タ ル 台 秤 秤量32kgJ14 1350 605 802

移 動 台J15 1700 450 500

配 缶 台 ドライ仕様J16 21200 700 600

CFPC-20A（改） 側溝予冷機能付消毒保管機 5.819 両面式　カートイン仕様J17 21150 1000 2398 要

CFPC-20A-2（改） 側溝予冷機能付消毒保管機 11.638 両面式　カートイン仕様J18 11150 1910 2398 要

カ ー トJ19 4840 790 1800

366.29 24.923 11.600 1347.832 2164.0

図 面 番 号

図面名
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設計図

会 社
株 式
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冷凍庫用冷凍機

冷却ユニット

（仕様別紙）

消費電力

3φ 200V

型  式

冷凍機

クーラー

コントローラー

冷却運転時

除霜運転時

SCB-20H3

US-T2LH

KX-T2AV

KU-T2LHV-A

1.452kw

2.29 kw

冷蔵庫用冷凍機

1.302kw

2.5  kw

冷却ユニット

（仕様別紙）

消費電力

3φ 200V

型  式

冷凍機

クーラー

コントローラー

冷却運転時

除霜運転時

SCB-20H3

US-T2MH

KX-T2AV

KU-N2MHV-F
（電気工事）
3φ200V 2.29kw 電源供給
圧縮機定格出力　3φ 200V 1.5kw

圧縮機定格出力　3φ 200V 1.5kw
3φ200V 2.5kw 電源供給
（電気工事）

形式

寸法

床仕様

扉種類

結合方式

面材

オプション

PRF-26.4CC-2.46(R)/25.4CC-2.06(F)

F=2050W ｘ 3250D

R=2450W ｘ 3250D

F=重荷重床付ロールイン仕様(樹脂ベース60H)【標準パネル】

R=重荷重床付ロールイン仕様(樹脂ベース60H)【標準パネル】

F=845W ｘ 1924H 片開き扉(右ヒンジ) 1枚

R=863W ｘ 1927H 片開き扉(右ヒンジ) 1枚

F=845W ｘ 1924H 片開き扉(左ヒンジ) 1枚

R=863W ｘ 1927H 片開き扉(左ヒンジ) 1枚

F=コーチボルト

R=コーチボルト

F=内面：カラー鋼板(抗菌防カビ仕様) 外面：カラー鋼板(抗菌防カビ仕様)

R=内面：カラー鋼板(抗菌防カビ仕様) 外面：カラー鋼板(抗菌防カビ仕様)

F=圧力調整弁　（100mm.PF用）  1個

R=圧力調整弁　（50mm.PR用）  1個

F=LED庫内灯  2個

R=LED庫内灯  2個

F=３路スイッチ セット  2個

R=３路スイッチ セット  2個

F=フロアヒータ(KRFE-845SR)

R=フロアヒータ(KRRE-863SR)

F=フロアヒータ(KRFE-845SL)

R=フロアヒータ(KRRE-863SL)

R=ドア枠ヒータ(KRRE-863SR)

R=ドア枠ヒータ(KRRE-863SL)

F=埋め込み高さ 140mm

R=埋め込み高さ 190mm

F=堀り込み深さ 300mm

R=堀り込み深さ 300mm

パネル割は製作時変更になる場合があります。

3坪以下の場合は庫内灯40W(スイッチ付)を含みます

検収室側

冷凍側

※斜線部メンテスペース　

※斜線部メンテスペース　

（庫内灯LEDランプ×4カ所）

冷蔵側

▽FL

冷蔵冷凍
下処理室側

（庫内灯三路SW）（庫内灯三路SW）

下処理室側

検収室側

（庫内灯三路SW）（庫内灯三路SW）

冷凍冷蔵

（庫内灯LEDランプ×4カ所）

（気圧調整弁）（庫内灯LEDランプ×4カ所）

（コントローラー）
（SCB-20H3）

（気圧調整弁）

（コントローラー）

（フロアヒーター×2カ所）

（SCB-20H3）

▽FL

（冷蔵用クーラー）

（コントローラー）

（US-T2MH）

（SCB-20H3）
（冷蔵リモコン）

（庫内灯三路SW）

（冷凍リモコン）

（庫内灯三路SW）

（気圧調整弁）

（冷凍用クーラー）
（US-T2LH）

（コントローラー）
（SCB-20H3）

冷蔵 冷凍

（気圧調整弁）

※図中の(　)内は設備工事

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
2023年3月24日２２－１２７Ｓ

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）

S=1:30(A3版 50%縮小)

Ｂ１プレハブ冷凍庫/Ｂ２プレハブ
冷蔵庫(参考図)
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3
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冷凍庫用冷凍機

冷却ユニット

（仕様別紙）

消費電力

3φ 200V

型  式

冷凍機

クーラー

コントローラー

冷却運転時

除霜運転時

SCB-20H3

US-T2LH

KX-T2AV

KU-T2LHV-A

1.452kw

2.29 kw

冷蔵庫用冷凍機

1.302kw

2.5  kw

冷却ユニット

（仕様別紙）

消費電力

3φ 200V

型  式

冷凍機

クーラー

コントローラー

冷却運転時

除霜運転時

SCB-20H3

US-T2MH

KX-T2AV

KU-N2MHV-F
（電気工事）
3φ200V 2.29kw 電源供給
圧縮機定格出力　3φ 200V 1.5kw

圧縮機定格出力　3φ 200V 1.5kw
3φ200V 2.5kw 電源供給
（電気工事）

形式

寸法

床仕様

扉種類

結合方式

面材

オプション

F=重荷重床付ロールイン仕様(樹脂ベース60H)【標準パネル】

R=重荷重床付ロールイン仕様(樹脂ベース60H)【標準パネル】

F=コーチボルト

R=コーチボルト

F=内面：カラー鋼板(抗菌防カビ仕様) 外面：カラー鋼板(抗菌防カビ仕様)

R=内面：カラー鋼板(抗菌防カビ仕様) 外面：カラー鋼板(抗菌防カビ仕様)

F=圧力調整弁　（100mm.PF用）  1個

R=圧力調整弁　（50mm.PR用）  1個

F=LED庫内灯  2個

R=LED庫内灯  2個

F=３路スイッチ セット  2個

R=３路スイッチ セット  2個

F=埋め込み高さ 140mm

R=埋め込み高さ 190mm

F=堀り込み深さ 300mm

R=堀り込み深さ 300mm

パネル割は製作時変更になる場合があります。

3坪以下の場合は庫内灯40W(スイッチ付)を含みます

PRF-26.4CC-1.70(R)/25.4CC-1.85(F)

F=1840W ｘ 3250D

R=1690W ｘ 3250D

F=845W ｘ 1924H 片開き扉(左ヒンジ) 1枚

R=863W ｘ 1927H 片開き扉(左ヒンジ) 1枚

F=845W ｘ 1924H 片開き扉(右ヒンジ) 1枚

R=863W ｘ 1927H 片開き扉(右ヒンジ) 1枚

F=フロアヒータ(KRFE-845SL)

R=フロアヒータ(KRRE-863SL)

F=フロアヒータ(KRFE-845SR)

R=フロアヒータ(KRRE-863SR)

R=ドア枠ヒータ(KRRE-863SL)

R=ドア枠ヒータ(KRRE-863SR)

（庫内灯三路SW）

（庫内灯三路SW）

（庫内灯LEDランプ×4カ所）

冷蔵側

冷凍 冷蔵

（庫内灯三路SW） （フロアヒーター×2カ所）

（庫内灯三路SW）

（庫内灯LEDランプ×4カ所）

（気圧調整弁）

（コントローラー）
（SCB-20H3）

検収室側

冷蔵室 冷凍室

（コントローラー）
（SCB-20H3）

（気圧調整弁）

※斜線部メンテスペース　

※斜線部メンテスペース　

▽FL

▽FL

（冷蔵用クーラー）
（US-T2MH）

（気圧調整弁）

（コントローラー）

（冷凍用クーラー US-T2LH）

（気圧調整弁）

（コントローラー）

（SCB-20H3）

（SCB-20H3）

（冷凍リモコン）

（庫内灯三路SW）

（冷蔵リモコン）

（庫内灯三路SW）

（庫内灯LEDランプ×4カ所）

冷凍側検収室側

下処理室側

下処理室側

冷蔵 冷凍

※図中の(　)内は設備工事

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
2023年3月24日２２－１２７Ｓ

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）

S=1:30(A3版 50%縮小)

冷蔵庫(参考図)
Ｄ１プレハブ冷凍庫/Ｄ２プレハブ
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6 トラスビス　M5×10L
(現地施工)

（現地施工）
フレームカバー１2

6 トラスビス　M5×10L
(現地施工)

3
（現地施工）

フレームカバー２

工場にて組立（仮締め）
M8×25L12

※要 重量計算等の打ち合わせ

現地にて組立
M10×30L N,RW,SW

8

4

5

7 14 15

工場にて組立（仮締め）
M8×65L N付き

121314 15

工場にて組立（仮締め）
M8×25L N,RW,SW

M8タップ

溶接→ローバル下地塗装→組立（上図状態にて出荷）

4

5

7 14 15

工場にて組立（仮締め）
M8×65L N付き

121314 15

工場にて組立（仮締め）
M8×25L N,RW,SW

M8タップ

溶接→ローバル下地塗装→組立（上図状態にて出荷）

工場にて組立（仮締め）
M8×25L12

※要 重量計算等の打ち合わせ

現地にて組立
M10×30L N,RW,SW

6 トラスビス　M5×10L
(現地施工)

3
（現地施工）

フレームカバー２

6 トラスビス　M5×10L
(現地施工)

（現地施工）
フレームカバー１2

1

溝型鋼　150×75ｔ9 溝型鋼　150×75ｔ9

1

9 10 11 8 9 10 11

550 250250 550
400 200200鉄骨位置 鉄骨位置

鉄骨位置

機器吊り込み用枠取付レベル出し

機器吊り込み用鋼材

天井

工　　　　程 工事区分

建築工事

建築工事

工程及び工事区分4 5 7

1

2

2 3

6 6

吊込部分(２連式) 吊込部分(１連式)

吊架台(厨房工事)吊架台(厨房工事)
本体(厨房工事)

本体(厨房工事)重量180kg／台×２台＝360kg
重量50kg／台 重量25kg／台

重量180kg／台

(厨房工事)

吊込み用 溝型鋼 参考150×75×9
吊込み用 溝型鋼 参考150×75×9

ボルト止め後溶接・錆止め塗装

溝型鋼の吊込は重量410Ｋg／台(２連式)に耐えられる施工とする
溝型鋼の吊込は重量205Ｋg／台(１連式)に耐えられる施工とする

ボルト止め後溶接・錆止め塗装

1連式

2連式

設備側配管は考慮していない

設備側配管は考慮していない

備                       考

備                       考

放熱量(kcal／h)

放熱量(kcal／h)

コンテナ1台当たり

備                       考放熱量(kcal／h)

天吊式コンテナ消毒保管機放熱量(1台当たり)

天吊用コンテナ車放熱量(1台当たり)

天吊式コンテナ消毒保管機の排気筒からの放熱量

天吊式コンテナ消毒保管機の排気筒からの放熱量

500

1,200

1,000

2,400

約3,000

放熱箇所

天井

室内

放熱箇所

天井

室内

放熱箇所

室内

吊架台鉄骨(厨房工事)
化粧板(厨房工事)

見切

天井開口部収まり参考図

天井材

１、

仕

様

ＮＯ 数量

＊

注　　　意　　　事　　　項

ＳＳ４００

＊

＊

＊

＊

下部レベル調整用

＊

＊

＊

＊

＊

上部レベル調整用

＊

＊

＊

＊

＊

＊

ＳＳ

ＳＳ

ＳＳ

ＳＳ

ＳＳ

ＳＳ

ＳＳ

ＳＳ

現地組立見本のため１台分のみ吊り具をフレームに取付て出荷致します

フレーム

板金材料（吊り具）

板金材料（化粧板）

重量

吊り架台用梁

＊

ＳＳ４００

ＳＵＳ４３０

＊

スプリングワッシャＭ８

平ワッシャＭ８

六角ボルトＭ８×２５

六角ナットＭ１０

スプリングワッシャＭ１０

平ワッシャＭ１０

ＳＳ

六角ボルトＭ１０×３０

六角ボルトＭ８×６５

ＳＵＳ

ＳＳ４００

トラスビスＭ５×１０

吊り具２

ＳＳ４００

ＳＵＳ４３０　ＮＯ４

吊り具１

フレームカバー２

ＳＵＳ４３０　ＮＯ４

ＳＳ４００

フレームカバー１

フレーム

名 称 規 格

六角ナットＭ８

＊ ＊

１、

仕

様

ＮＯ 数量

＊

注　　　意　　　事　　　項

吊り架台用梁

ＳＳ４００

＊

＊

＊

＊

下部レベル調整用

＊

＊

＊

＊

＊

上部レベル調整用

＊

＊

＊

＊

＊

＊

ＳＳ

ＳＳ

ＳＳ

ＳＳ

ＳＳ

ＳＳ

ＳＳ

ＳＳ

現地組立見本のため１台分のみ吊り具をフレームに取付て出荷致します

フレーム

板金材料（吊り具）

板金材料（化粧板）

重量

＊

ＳＳ４００

ＳＵＳ４３０

＊

スプリングワッシャＭ８

平ワッシャＭ８

六角ボルトＭ８×２５

六角ナットＭ１０

スプリングワッシャＭ１０

平ワッシャＭ１０

ＳＳ

六角ボルトＭ１０×３０

六角ボルトＭ８×６５

ＳＵＳ

ＳＳ４００

トラスビスＭ５×１０

吊り具２

ＳＳ４００

ＳＵＳ４３０　ＮＯ４

吊り具１

フレームカバー２

ＳＵＳ４３０　ＮＯ４

ＳＳ４００

フレームカバー１

フレーム

名 称 規 格

六角ナットＭ８

＊ ＊

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1

2

2

12

6

40

6

12

12

12

12

18

12

18

12

溝型鋼　150×75ｔ9

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

溝型鋼　150×75ｔ9

1

2

2

8

4

28

4

8

8

8

8

12

8

12

8

25Ｋｇ50Ｋｇ

機器吊り込み部分天井内換気 (設備工事)

機器吊り込み取付

機器設置後天井内にて電機接続工事 (電気工事)

(厨房工事)

建築工事コンテナ消毒時設置位置確認床ライン

A…SL02000T302＊…18ケ

B…SL01000T301＊…3ケ

NO

1

2

3

4

5

6

7

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
２２－１２７Ｓ

S=1:100(A3版 50%縮小)

天吊式コンテナ消毒保管機 詳細図
(参考図)

2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
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300以上

330

（1,260）

330

1

クリーン側

ダーティ側

Ａ’

Ａ

（室内床面より1,500mm）

（タケノコノズルφ７）

建屋天井壁に点検口

（プラグボルト用下穴）
（φ２６穴）

（ドアロック解除スイッチ（カバー付））

（ノズル圧力ポート）

（電源接続口）

（ドアロック解除スイッチ（カバー付））

（建屋内配線）
（電気設備工事）

（エンジンケース） （エンジンカバー）

（ＬＥＤ照明（黄色））

（室内床面より1,500mm）

（電気品）

（ドアロック解除スイッチ（カバー付））
（室内床面より1,500mm）

（レールカバー内）

（エアジェット用フィルタ）

（シートシャッタ制御盤）

（レールカバー）

（エアジェット用ファン）

（プレフィルタ）

シーリング
建屋床－エアシャワー下部

（レールカバー）

（シートシャッタ）
（半透明オレンジシート）

（ガイドレール）

（ドアロック解除スイッチ（カバー付））
（室内床面より1,650mm）

（吊ボルト４箇所　取外し可）
（取外し時は付属ボルト取付）

（電源スイッチ　内蔵）

（回転可能：計１０個）

（電波スイッチ）
（工場出荷時の検知エリアは最小範囲で設定します。）

（フラッタージェットノズル）

（エアジェット作動用光電スイッチ）

（手はさみ防止用光電スイッチ）

（プレフィルタカバー）

（ダ－ティ、クリ－ン側共）

（ダーティ、クリーン側共）

（Ｍ８プラグボルト）

注記 １．ドアエンジン点検のため上図に
　　示しますように点検スペ－スを
　　300mm以上あけること

▽FL

建屋床加工詳細図

（表示器）

（適合ドリルφ14）

図示の光電スイッチ高さより低い寸法の物品，※ 
空の台車等が出入りする場合は、光電スイッチで
検知できず異常動作になる可能性がありますので
ご注意下さい。

構

造

お

よ

び

材

質

関

連

図

項　　　目

形　　　　　式

集 じ ん 要 素

エアジェットノズル

循　環　風　量

気　流　清　浄　度

エアジェット風速

エアジェットノズル数

操　　　　　作

電　　　　　源

消　費　電　力

設　備　電　力

電気的保護装置

製　品　質　量

搬　入　形　態

最大ユニット寸法

付　　属　　品

特　記　仕　様

そ　　の　　他

寸　法　図

配　線　図

動作説明図

操作説明図

周囲環境
温 湿 度

雰 囲 気

本　　　体

ド　　　ア

床

照　　　明

塗　　　色

表　　示　　器

仕　　　　　　　　様

ＰＣＪ－８８ＳＣ１ＢＳＮＴ

フラッタージェットノズル（埋込形、回転可能）

エアジェット作動時

（０．５μｍ粒子径、周囲クラスＩＳＯクラス８（同１００，０００）、無負荷時）　　　　　　　　

振動気流の原点にて　２５／３０ｍ／ｓ±２０％（初期における平均値）

１０個

ＰＬＣ（プログラマブルコントローラ）によるプログラム制御

詳細は動作説明図を参照願います。

鋼板製樹脂焼付塗装仕上げ板

無し（建屋床をそのまま使用致します）

ＬＥＤ照明（黄色）ｘ１灯（入退室後自動消灯時間：１～９９９秒　出荷時：１０秒）

エアシャワー本体：ネオホワイト半ツヤ〔マンセル記号（参考値）５Ｙ８．５／１〕

シートシャッタ：エンジン、枠：マンセル記号（参考値）５Ｙ８．５／０．５

エ　ア　ジ　ェ　ッ　ト　運　転　時

過負荷時のモータ保護用サーマルリレー付

エアジェット時間〔秒〕　　　　　　　（８～９００秒まで任意設定可能）（出荷時：８秒）

クリ－ンアップ（沈静化）時間〔秒〕　（０～９９秒まで任意設定可能）　（出荷時：１秒）

約　４７０　ｋｇ

５～４０℃　８５％ＲＨ以下

一般室内空気（有機溶剤，可塑剤など特殊雰囲気は除く）

完成品

Ｍ８プラグボルトｘ４ケ，ワッシャｘ４ケ，吊穴塞ぎボルトｘ４ケ，防塵マットｘ１枚（６００ｘ６００）

３２５－３３２１７５１４１

３２５－３３２１７５１４０

３２５－３３２１７５１３６

３２５－３３２１７５１３１

－

Ｗ１２００ｘＤ１２６０ｘＨ２２４２ mm

ＡＣ２００Ｖ±１０％　３φ

５１０／７９０ＶＡ以上

本　　体

本　　体

シ－トシャッタ，半透明オレンジシート

シ－トシャッタ，半透明オレンジシート

ダーティ側

クリーン側

周 波 数

そ の 他

シートシャッタ

５０／６０Ｈｚ

天井部に受電用端子台付

４１５／６９０Ｗ±２０％

４０００ＶＡ以上

エアジェットカウントダウン〔秒〕　　（８～９９９秒まで表示可能）

前処理用　

主フィルタ

プレフィルタ

エアジェット用

サランネットフィルタ

ＨＥＰＡフィルタ（０．３μｍ粒子にて９９．９９％以上）

１０／１２ｍ3／ｍｉｎ±２０％（初期にて）

ＩＳＯクラス５（旧米国連邦規格クラス１００）（気流吹出部にて）（室内清浄度は保証外）

２台

※図中の(　)内は設備工事
Ａ－Ａ’断面図　　　　　　  S=1/15立　面　図　　　　  S=1/15

平　面　図　　　　  S=1/15

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
2023年3月24日２２－１２７Ｓ

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
エアシャワー 詳細図(参考図)

S=1:15(A3版 50%縮小) 087
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野菜類下処理室 上処理・煮炊き調理室

検収室 器具洗浄室１

カウンター
C8

B12
A8

カウンター
根菜処理室 A13

A9
器具洗浄室３ 計量室

アルミ製建具 アルミ製建具 アルミ製建具
(FIX窓) (上げ下げ窓) (上げ下げ窓)

上処理
根菜処理室 検収室 器具洗浄室１ 器具洗浄室３ 野菜下処理室 計量室

煮炊き調理室

FIX

▽FL ▽FL ▽FL ▽FL ▽FL ▽FL ▽FL ▽FL

開口:額縁 SUS製 開口:額縁 SUS製 開口:三方枠 SUS製 カウンター 開口:三方枠 SUS製 隙間はSUS板塞ぎ 隙間はSUS板塞ぎ カウンター
SUS304ｔ1.0 SUS304ｔ1.0 SUS304ｔ1.0

開口:三方枠 SUS製

E4 E3揚・焼・蒸物調理室

E10

揚・焼・蒸物
F14E2カウンター 調理室D8

米庫洗米室炊飯室

肉魚類下処理室 器具洗浄室２

アルミ製建具
(上げ下げ窓)

揚・焼・蒸物揚・焼・蒸物肉魚類 器具洗浄室２ 調理室調理室下処理室

米庫洗米室炊飯室 炊飯室

▽FL ▽FL ▽FL

カウンター
開口:三方枠 SUS製 隙間はSUS板塞ぎ 開口:三方枠 SUS製 隙間はSUS板塞ぎ

SUS304ｔ1.0 SUS304ｔ1.0
▽FL ▽FL ▽FL ▽FL

アルミ製建具
(上げ下げ窓)

E6

野菜類下処理室

野菜類下処理室

揚・焼・蒸物調理室

厨房機器以外建築工事 厨房機器以外建築工事 厨房機器以外建築工事 厨房機器以外建築工事

厨房機器以外建築工事 厨房機器以外建築工事 厨房機器以外建築工事

開口部:SUS枠
脱着式SUS塞ぎ板

開口部:SUS枠
脱着式SUS塞ぎ板

隙間はSUS板塞ぎ

テクスビス留め
※SUS板塞ぎ：両面テープまたはシーリング充填の上

テクスビス留め
※SUS板塞ぎ：両面テープまたはシーリング充填の上

テクスビス留め
※SUS板塞ぎ：両面テープまたはシーリング充填の上

テクスビス留め
※SUS板塞ぎ：両面テープまたはシーリング充填の上

テクスビス留め
※SUS板塞ぎ：両面テープまたはシーリング充填の上

S=1/50S=1/50 S=1/50 S=1/50

S=1/50 S=1/50 S=1/50

検収室－器具洗浄室１ 野菜類下処理室－器具洗浄室３ 上処理・煮炊き調理室－計量室

揚・焼・蒸物調理室－肉魚類下処理室 炊飯室－洗米室－米庫 揚・焼・蒸物調理室－器具洗浄室２

野菜類下処理室－根菜処理室

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
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S=1:50(A3版 50%縮小)

2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
開口展開詳細図(１)(参考図)
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コンテナ室

上処理・煮炊き調理室

Ｈ1F10
コンテナ室 揚・焼・蒸物調理室

食物アレルギー
対応調理室

G18

F11

上処理・煮炊き調理室

コンテナ室 揚・焼・蒸物調理室
食物アレルギー 上処理

煮炊き調理室対応調理室

▽FL ▽FL ▽FL ▽FL ▽FL ▽FL

開口:三方枠 SUS製
開口:三方枠 SUS製 隙間はSUS板塞ぎ 開口:三方枠 SUS製 隙間はSUS板塞ぎ 隙間はSUS板塞ぎ 開口:三方枠 SUS製 隙間はSUS板塞ぎ

SUS304ｔ1.0 SUS304ｔ1.0 SUS304ｔ1.0 SUS304ｔ1.0

コンテナ室 和え物調理室

J17

J4

J18

コンテナ室和え物調理室 和え物加熱室
和え物調理室

▽FL ▽FL ▽FL ▽FL

開口:三方枠 SUS製 隙間はSUS板塞ぎ 開口:三方枠 SUS製 隙間はSUS板塞ぎ
SUS304ｔ1.0 SUS304ｔ1.0

G17

和え物調理室 和え物加熱室

コンテナ室 上処理・煮炊き調理室

厨房機器以外建築工事 厨房機器以外建築工事 厨房機器以外建築工事

厨房機器以外建築工事 厨房機器以外建築工事

テクスビス留め
※SUS板塞ぎ：両面テープまたはシーリング充填の上

テクスビス留め
※SUS板塞ぎ：両面テープまたはシーリング充填の上

テクスビス留め
※SUS板塞ぎ：両面テープまたはシーリング充填の上

テクスビス留め
※SUS板塞ぎ：両面テープまたはシーリング充填の上

テクスビス留め
※SUS板塞ぎ：両面テープまたはシーリング充填の上

S=1/50 S=1/50 S=1/50

S=1/50S=1/50

コンテナ室－揚・焼・蒸物調理室 コンテナ室－上処理・煮炊き調理室 食物アレルギー対応調理室－上処理・煮炊き調理室

和え物調理室－和え物加熱室 コンテナ室－和え物調理室

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
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株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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開口展開詳細図(２)(参考図)
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冷凍室冷凍室冷凍室冷凍室冷凍室冷凍室冷凍室

冷蔵室冷蔵室冷蔵室冷蔵室冷蔵室冷蔵室冷蔵室

階段室１階段室１階段室１階段室１階段室１階段室１階段室１

階段室２階段室２階段室２階段室２階段室２階段室２階段室２

ボイラー室ボイラー室ボイラー室ボイラー室ボイラー室ボイラー室ボイラー室

プラットホームプラットホームプラットホームプラットホームプラットホームプラットホームプラットホーム

給湯室給湯室給湯室給湯室給湯室給湯室給湯室

更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室

更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室
PSPSPSPSPSPSPS

PSPSPSPSPSPSPS

ポンプ室ポンプ室ポンプ室ポンプ室ポンプ室ポンプ室ポンプ室

肉魚類荷受室肉魚類荷受室肉魚類荷受室肉魚類荷受室肉魚類荷受室肉魚類荷受室肉魚類荷受室

（防災備蓄庫１）（防災備蓄庫１）（防災備蓄庫１）（防災備蓄庫１）（防災備蓄庫１）（防災備蓄庫１）（防災備蓄庫１）
米庫米庫米庫米庫米庫米庫米庫洗米室洗米室洗米室洗米室洗米室洗米室洗米室

計量室計量室計量室計量室計量室計量室計量室

炊飯室炊飯室炊飯室炊飯室炊飯室炊飯室炊飯室

前室２前室２前室２前室２前室２前室２前室２

検収室検収室検収室検収室検収室検収室検収室

調理員通路調理員通路調理員通路調理員通路調理員通路調理員通路調理員通路

器具洗浄室１器具洗浄室１器具洗浄室１器具洗浄室１器具洗浄室１器具洗浄室１器具洗浄室１

廃棄庫廃棄庫廃棄庫廃棄庫廃棄庫廃棄庫廃棄庫

野菜類荷受室野菜類荷受室野菜類荷受室野菜類荷受室野菜類荷受室野菜類荷受室野菜類荷受室冷蔵室冷蔵室冷蔵室冷蔵室冷蔵室冷蔵室冷蔵室

冷凍室冷凍室冷凍室冷凍室冷凍室冷凍室冷凍室

根菜処理室根菜処理室根菜処理室根菜処理室根菜処理室根菜処理室根菜処理室

食品庫食品庫食品庫食品庫食品庫食品庫食品庫

肉魚類下処理室肉魚類下処理室肉魚類下処理室肉魚類下処理室肉魚類下処理室肉魚類下処理室肉魚類下処理室

コンテナ室コンテナ室コンテナ室コンテナ室コンテナ室コンテナ室コンテナ室

器具洗浄室２器具洗浄室２器具洗浄室２器具洗浄室２器具洗浄室２器具洗浄室２器具洗浄室２

揚・焼・蒸物調理室揚・焼・蒸物調理室揚・焼・蒸物調理室揚・焼・蒸物調理室揚・焼・蒸物調理室揚・焼・蒸物調理室揚・焼・蒸物調理室

器具洗浄室３器具洗浄室３器具洗浄室３器具洗浄室３器具洗浄室３器具洗浄室３器具洗浄室３

前室１前室１前室１前室１前室１前室１前室１

和え物加熱室和え物加熱室和え物加熱室和え物加熱室和え物加熱室和え物加熱室和え物加熱室和え物調理室和え物調理室和え物調理室和え物調理室和え物調理室和え物調理室和え物調理室

防災備蓄庫２防災備蓄庫２防災備蓄庫２防災備蓄庫２防災備蓄庫２防災備蓄庫２防災備蓄庫２

配送風除室配送風除室配送風除室配送風除室配送風除室配送風除室配送風除室

前室３前室３前室３前室３前室３前室３前室３

回収風除室回収風除室回収風除室回収風除室回収風除室回収風除室回収風除室

厨芥処理室厨芥処理室厨芥処理室厨芥処理室厨芥処理室厨芥処理室厨芥処理室
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FL-1000FL-1000FL-1000FL-1000FL-1000FL-1000FL-1000
(GL±0)(GL±0)(GL±0)(GL±0)(GL±0)(GL±0)(GL±0)

（ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ）（ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ）（ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ）（ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ）（ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ）（ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ）（ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ）
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消消消消消消消配送スペース配送スペース配送スペース配送スペース配送スペース配送スペース配送スペース

薬剤搬入スペース薬剤搬入スペース薬剤搬入スペース薬剤搬入スペース薬剤搬入スペース薬剤搬入スペース薬剤搬入スペース

回収スペース回収スペース回収スペース回収スペース回収スペース回収スペース回収スペース

荷受スペース荷受スペース荷受スペース荷受スペース荷受スペース荷受スペース荷受スペース

床床床床床床床

床床床床床床床

床床床床床床床

床床床床床床床

（消火水槽有効6.2m3）（消火水槽有効6.2m3）（消火水槽有効6.2m3）（消火水槽有効6.2m3）（消火水槽有効6.2m3）（消火水槽有効6.2m3）（消火水槽有効6.2m3）

煙突 3本煙突 3本煙突 3本煙突 3本煙突 3本煙突 3本煙突 3本
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一般トイレ一般トイレ一般トイレ一般トイレ一般トイレ一般トイレ一般トイレ

上処理・煮炊き調理室上処理・煮炊き調理室上処理・煮炊き調理室上処理・煮炊き調理室上処理・煮炊き調理室上処理・煮炊き調理室上処理・煮炊き調理室

食物アレルギー対応調理室食物アレルギー対応調理室食物アレルギー対応調理室食物アレルギー対応調理室食物アレルギー対応調理室食物アレルギー対応調理室食物アレルギー対応調理室

野菜類下処理室野菜類下処理室野菜類下処理室野菜類下処理室野菜類下処理室野菜類下処理室野菜類下処理室

洗浄室洗浄室洗浄室洗浄室洗浄室洗浄室洗浄室

ＤＷＤＷＤＷＤＷＤＷＤＷＤＷ

調理員トイレ調理員トイレ調理員トイレ調理員トイレ調理員トイレ調理員トイレ調理員トイレ
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ボイラー 3台ボイラー 3台ボイラー 3台ボイラー 3台ボイラー 3台ボイラー 3台ボイラー 3台

(GL±0)(GL±0)(GL±0)(GL±0)(GL±0)(GL±0)(GL±0)
FL-1000FL-1000FL-1000FL-1000FL-1000FL-1000FL-1000

3
8
,
0
0
0

5
,
0
0
0

7
,
0
0
0

9
,
0
0
0

5
,
0
0
0

7
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2
,
1
5
0

3
,
3
5
0

1
,
5
0
0

2
,
7
5
0

6
,
2
5
0

2
7
5

2
,
0
0
0

3
,
0
0
0

2
9
0

2
9
0

4
,
7
5
0

2
5
0

2
2
5

6
,
5
0
0

4
,
7
5
0

2
5
0

275

3,60049,000

7,500 9,000 8,000 7,000 9,500 8,000

2,600 4,900 6,400 1,900 2,800 2,300 6,600 2,900 3,200 3,000 1,800

4,4505,050 275290

2,350 250

2252252,075290

6,500

X1X1X1X1X1X1X1 X2X2X2X2X2X2X2

49,000 3,600

7,500 9,000 8,000 7,000 9,500 8,000

X3X3X3X3X3X3X3 X4X4X4X4X4X4X4 X5X5X5X5X5X5X5 X6X6X6X6X6X6X6 X7X7X7X7X7X7X7 X8X8X8X8X8X8X8

2,600 4,900 200 3,150 275 2,225 3,115 4,160

1,660

3,8004,200

275

2,450 3,750

290

2502,350

2,275 225

4,600 250

1,6001,550

4,450 2,275

290

X0X0X0X0X0X0X0

6,500

NNNNNNN

 凡例 凡例 凡例 凡例 凡例 凡例 凡例

防火区画防火区画防火区画防火区画防火区画防火区画防火区画

居室：自然排煙居室：自然排煙居室：自然排煙居室：自然排煙居室：自然排煙居室：自然排煙居室：自然排煙

居室：機械排煙居室：機械排煙居室：機械排煙居室：機械排煙居室：機械排煙居室：機械排煙居室：機械排煙

居室：H12建告1436号第4号-ニ-(4)居室：H12建告1436号第4号-ニ-(4)居室：H12建告1436号第4号-ニ-(4)居室：H12建告1436号第4号-ニ-(4)居室：H12建告1436号第4号-ニ-(4)居室：H12建告1436号第4号-ニ-(4)居室：H12建告1436号第4号-ニ-(4)

内装の下地及び仕上とも不燃内装の下地及び仕上とも不燃内装の下地及び仕上とも不燃内装の下地及び仕上とも不燃内装の下地及び仕上とも不燃内装の下地及び仕上とも不燃内装の下地及び仕上とも不燃

（火災予防条例）（火災予防条例）（火災予防条例）（火災予防条例）（火災予防条例）（火災予防条例）（火災予防条例）

（建基令112条 1項 1,500㎡区画）（建基令112条 1項 1,500㎡区画）（建基令112条 1項 1,500㎡区画）（建基令112条 1項 1,500㎡区画）（建基令112条 1項 1,500㎡区画）（建基令112条 1項 1,500㎡区画）（建基令112条 1項 1,500㎡区画）

特定防火設備（扉・シャッター）特定防火設備（扉・シャッター）特定防火設備（扉・シャッター）特定防火設備（扉・シャッター）特定防火設備（扉・シャッター）特定防火設備（扉・シャッター）特定防火設備（扉・シャッター）

防火設備（扉・シャッター）防火設備（扉・シャッター）防火設備（扉・シャッター）防火設備（扉・シャッター）防火設備（扉・シャッター）防火設備（扉・シャッター）防火設備（扉・シャッター）

消火器（ABC 10型）消火器（ABC 10型）消火器（ABC 10型）消火器（ABC 10型）消火器（ABC 10型）消火器（ABC 10型）消火器（ABC 10型）

不燃区画不燃区画不燃区画不燃区画不燃区画不燃区画不燃区画

排煙区画排煙区画排煙区画排煙区画排煙区画排煙区画排煙区画

特S特S特S特S特S特S特S特特特特特特特

防S防S防S防S防S防S防S防防防防防防防

消消消消消消消

（中和水槽有効9.0m3）（中和水槽有効9.0m3）（中和水槽有効9.0m3）（中和水槽有効9.0m3）（中和水槽有効9.0m3）（中和水槽有効9.0m3）（中和水槽有効9.0m3）

 区画Ａ 区画Ａ 区画Ａ 区画Ａ 区画Ａ 区画Ａ 区画Ａ

 区画Ｄ 区画Ｄ 区画Ｄ 区画Ｄ 区画Ｄ 区画Ｄ 区画Ｄ  区画Ｂ 区画Ｂ 区画Ｂ 区画Ｂ 区画Ｂ 区画Ｂ 区画Ｂ 区画Ｃ 区画Ｃ 区画Ｃ 区画Ｃ 区画Ｃ 区画Ｃ 区画Ｃ

 区画Ｅ 区画Ｅ 区画Ｅ 区画Ｅ 区画Ｅ 区画Ｅ 区画Ｅ
屋外階段２屋外階段２屋外階段２屋外階段２屋外階段２屋外階段２屋外階段２

屋外階段４屋外階段４屋外階段４屋外階段４屋外階段４屋外階段４屋外階段４

屋外階段５屋外階段５屋外階段５屋外階段５屋外階段５屋外階段５屋外階段５

屋外階段５屋外階段５屋外階段５屋外階段５屋外階段５屋外階段５屋外階段５
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屋外階段３屋外階段３屋外階段３屋外階段３屋外階段３屋外階段３屋外階段３
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屋外階段３屋外階段３屋外階段３屋外階段３屋外階段３屋外階段３屋外階段３
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屋外階段３屋外階段３屋外階段３屋外階段３屋外階段３屋外階段３屋外階段３
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1
,
1
0
0

1
,
0
0
0

8
,
0
0
0

1
,
0
0
0

FL-50FL-50FL-50FL-50FL-50FL-50FL-50
(GL+950)(GL+950)(GL+950)(GL+950)(GL+950)(GL+950)(GL+950)

FL-50FL-50FL-50FL-50FL-50FL-50FL-50
(GL+950)(GL+950)(GL+950)(GL+950)(GL+950)(GL+950)(GL+950)

FL-50FL-50FL-50FL-50FL-50FL-50FL-50
(GL+950)(GL+950)(GL+950)(GL+950)(GL+950)(GL+950)(GL+950)

スロープスロープスロープスロープスロープスロープスロープ

1
/
1
2
以

下
1
/
1
2
以

下
1
/
1
2
以

下
1
/
1
2
以

下
1
/
1
2
以

下
1
/
1
2
以

下
1
/
1
2
以

下

1
/
1
2
以

下
1
/
1
2
以

下
1
/
1
2
以

下
1
/
1
2
以

下
1
/
1
2
以

下
1
/
1
2
以

下
1
/
1
2
以

下

1,672

1,200 1,200

1
,
6
0
0

屋外階段１屋外階段１屋外階段１屋外階段１屋外階段１屋外階段１屋外階段１
FL-10～-30FL-10～-30FL-10～-30FL-10～-30FL-10～-30FL-10～-30FL-10～-30

35.20＜80.00 OK35.20＜80.00 OK35.20＜80.00 OK35.20＜80.00 OK35.20＜80.00 OK35.20＜80.00 OK35.20＜80.00 OK

25.90＜80.00 OK25.90＜80.00 OK25.90＜80.00 OK25.90＜80.00 OK25.90＜80.00 OK25.90＜80.00 OK25.90＜80.00 OK

7.00＜
40.00 OK

7.00＜
40.00 OK

7.00＜
40.00 OK

7.00＜
40.00 OK

7.00＜
40.00 OK

7.00＜
40.00 OK

7.00＜
40.00 OK

11.20＜40.00 OK11.20＜40.00 OK11.20＜40.00 OK11.20＜40.00 OK11.20＜40.00 OK11.20＜40.00 OK11.20＜40.00 OK

39.80＜
80.00 OK

39.80＜
80.00 OK

39.80＜
80.00 OK

39.80＜
80.00 OK

39.80＜
80.00 OK

39.80＜
80.00 OK

39.80＜
80.00 OK

40.60＜80.00 OK40.60＜80.00 OK40.60＜80.00 OK40.60＜80.00 OK40.60＜80.00 OK40.60＜80.00 OK40.60＜80.00 OK

30.60＜80.00 OK30.60＜80.00 OK30.60＜80.00 OK30.60＜80.00 OK30.60＜80.00 OK30.60＜80.00 OK30.60＜80.00 OK

091091091091091091091

1
,
2
9
8

1,236

1
,
7
1
3

消消消消消消消 F2F2F2F2F2F2F2

[附加設置][附加設置][附加設置][附加設置][附加設置][附加設置][附加設置]

[附加設置][附加設置][附加設置][附加設置][附加設置][附加設置][附加設置]

[附加設置][附加設置][附加設置][附加設置][附加設置][附加設置][附加設置]

[附加設置][附加設置][附加設置][附加設置][附加設置][附加設置][附加設置]

[附加設置][附加設置][附加設置][附加設置][附加設置][附加設置][附加設置]消消消消消消消

       

区画Ａ+Ｃ区画Ａ+Ｃ区画Ａ+Ｃ区画Ａ+Ｃ区画Ａ+Ｃ区画Ａ+Ｃ区画Ａ+Ｃ

区画Ｂ+Ｄ+Ｅ区画Ｂ+Ｄ+Ｅ区画Ｂ+Ｄ+Ｅ区画Ｂ+Ｄ+Ｅ区画Ｂ+Ｄ+Ｅ区画Ｂ+Ｄ+Ｅ区画Ｂ+Ｄ+Ｅ

288.90kW288.90kW288.90kW288.90kW288.90kW288.90kW288.90kW

328.45kW328.45kW328.45kW328.45kW328.45kW328.45kW328.45kW

227.60kW227.60kW227.60kW227.60kW227.60kW227.60kW227.60kW

74.52㎡74.52㎡74.52㎡74.52㎡74.52㎡74.52㎡74.52㎡

主要な出入口（建基令125条 1項）主要な出入口（建基令125条 1項）主要な出入口（建基令125条 1項）主要な出入口（建基令125条 1項）主要な出入口（建基令125条 1項）主要な出入口（建基令125条 1項）主要な出入口（建基令125条 1項）

歩行距離（建基令120条）歩行距離（建基令120条）歩行距離（建基令120条）歩行距離（建基令120条）歩行距離（建基令120条）歩行距離（建基令120条）歩行距離（建基令120条）

　消防法：１・２階 無窓階　消防法：１・２階 無窓階　消防法：１・２階 無窓階　消防法：１・２階 無窓階　消防法：１・２階 無窓階　消防法：１・２階 無窓階　消防法：１・２階 無窓階

防火区画防火区画防火区画防火区画防火区画防火区画防火区画

　区画①　区画①　区画①　区画①　区画①　区画①　区画①

　区画②　区画②　区画②　区画②　区画②　区画②　区画②

不燃区画不燃区画不燃区画不燃区画不燃区画不燃区画不燃区画

区画Ｂ区画Ｂ区画Ｂ区画Ｂ区画Ｂ区画Ｂ区画Ｂ

区画Ｃ区画Ｃ区画Ｃ区画Ｃ区画Ｃ区画Ｃ区画Ｃ

区画Ｄ区画Ｄ区画Ｄ区画Ｄ区画Ｄ区画Ｄ区画Ｄ

区画Ｅ区画Ｅ区画Ｅ区画Ｅ区画Ｅ区画Ｅ区画Ｅ

区画Ａ区画Ａ区画Ａ区画Ａ区画Ａ区画Ａ区画Ａ

（１階：階段から40m以下､無窓居室から80m以下）（１階：階段から40m以下､無窓居室から80m以下）（１階：階段から40m以下､無窓居室から80m以下）（１階：階段から40m以下､無窓居室から80m以下）（１階：階段から40m以下､無窓居室から80m以下）（１階：階段から40m以下､無窓居室から80m以下）（１階：階段から40m以下､無窓居室から80m以下）

（２階：無窓居室から階段まで 40m以下、（２階：無窓居室から階段まで 40m以下、（２階：無窓居室から階段まで 40m以下、（２階：無窓居室から階段まで 40m以下、（２階：無窓居室から階段まで 40m以下、（２階：無窓居室から階段まで 40m以下、（２階：無窓居室から階段まで 40m以下、

　　　　居室から階段まで 60m以下）　　　　居室から階段まで 60m以下）　　　　居室から階段まで 60m以下）　　　　居室から階段まで 60m以下）　　　　居室から階段まで 60m以下）　　　　居室から階段まで 60m以下）　　　　居室から階段まで 60m以下）

259.51kW259.51kW259.51kW259.51kW259.51kW259.51kW259.51kW

（１階:907.66㎡､２階：422.76㎡)（１階:907.66㎡､２階：422.76㎡)（１階:907.66㎡､２階：422.76㎡)（１階:907.66㎡､２階：422.76㎡)（１階:907.66㎡､２階：422.76㎡)（１階:907.66㎡､２階：422.76㎡)（１階:907.66㎡､２階：422.76㎡)

1,330.42㎡1,330.42㎡1,330.42㎡1,330.42㎡1,330.42㎡1,330.42㎡1,330.42㎡

147.00㎡147.00㎡147.00㎡147.00㎡147.00㎡147.00㎡147.00㎡

112.68㎡112.68㎡112.68㎡112.68㎡112.68㎡112.68㎡112.68㎡

589.33㎡589.33㎡589.33㎡589.33㎡589.33㎡589.33㎡589.33㎡

1,443.10㎡1,443.10㎡1,443.10㎡1,443.10㎡1,443.10㎡1,443.10㎡1,443.10㎡

810.85㎡810.85㎡810.85㎡810.85㎡810.85㎡810.85㎡810.85㎡

蒸気ボイラー仕様（３台）蒸気ボイラー仕様（３台）蒸気ボイラー仕様（３台）蒸気ボイラー仕様（３台）蒸気ボイラー仕様（３台）蒸気ボイラー仕様（３台）蒸気ボイラー仕様（３台）
・形式：貫流形（灯油焚）・形式：貫流形（灯油焚）・形式：貫流形（灯油焚）・形式：貫流形（灯油焚）・形式：貫流形（灯油焚）・形式：貫流形（灯油焚）・形式：貫流形（灯油焚）
・相当蒸発量：1,500kg/h・相当蒸発量：1,500kg/h・相当蒸発量：1,500kg/h・相当蒸発量：1,500kg/h・相当蒸発量：1,500kg/h・相当蒸発量：1,500kg/h・相当蒸発量：1,500kg/h
・実際蒸発量：1,250kg/h・実際蒸発量：1,250kg/h・実際蒸発量：1,250kg/h・実際蒸発量：1,250kg/h・実際蒸発量：1,250kg/h・実際蒸発量：1,250kg/h・実際蒸発量：1,250kg/h
・伝熱面積：9.9㎡・伝熱面積：9.9㎡・伝熱面積：9.9㎡・伝熱面積：9.9㎡・伝熱面積：9.9㎡・伝熱面積：9.9㎡・伝熱面積：9.9㎡
・燃料消費量：110.3L/h・燃料消費量：110.3L/h・燃料消費量：110.3L/h・燃料消費量：110.3L/h・燃料消費量：110.3L/h・燃料消費量：110.3L/h・燃料消費量：110.3L/h
・使用圧力：0.6MPa・使用圧力：0.6MPa・使用圧力：0.6MPa・使用圧力：0.6MPa・使用圧力：0.6MPa・使用圧力：0.6MPa・使用圧力：0.6MPa
・最高使用圧力：0.98MPa・最高使用圧力：0.98MPa・最高使用圧力：0.98MPa・最高使用圧力：0.98MPa・最高使用圧力：0.98MPa・最高使用圧力：0.98MPa・最高使用圧力：0.98MPa

1,056.67kW/台1,056.67kW/台1,056.67kW/台1,056.67kW/台1,056.67kW/台1,056.67kW/台1,056.67kW/台

消消消消消消消 消火器（ABC 大型）消火器（ABC 大型）消火器（ABC 大型）消火器（ABC 大型）消火器（ABC 大型）消火器（ABC 大型）消火器（ABC 大型）

消消消消消消消

消消消消消消消

消消消消消消消

階段幅(1,200≦)階段幅(1,200≦)階段幅(1,200≦)階段幅(1,200≦)階段幅(1,200≦)階段幅(1,200≦)階段幅(1,200≦)

踏　面(240≦)踏　面(240≦)踏　面(240≦)踏　面(240≦)踏　面(240≦)踏　面(240≦)踏　面(240≦)

けあげ(200≧)けあげ(200≧)けあげ(200≧)けあげ(200≧)けあげ(200≧)けあげ(200≧)けあげ(200≧)

踏　面(240≦)踏　面(240≦)踏　面(240≦)踏　面(240≦)踏　面(240≦)踏　面(240≦)踏　面(240≦)

けあげ(200≧)けあげ(200≧)けあげ(200≧)けあげ(200≧)けあげ(200≧)けあげ(200≧)けあげ(200≧)

屋内階段屋内階段屋内階段屋内階段屋内階段屋内階段屋内階段 屋外階段屋外階段屋外階段屋外階段屋外階段屋外階段屋外階段

階段室１階段室１階段室１階段室１階段室１階段室１階段室１ 階段室２階段室２階段室２階段室２階段室２階段室２階段室２ 屋外階段５屋外階段５屋外階段５屋外階段５屋外階段５屋外階段５屋外階段５屋外階段１屋外階段１屋外階段１屋外階段１屋外階段１屋外階段１屋外階段１ 屋外階段２屋外階段２屋外階段２屋外階段２屋外階段２屋外階段２屋外階段２ 屋外階段３屋外階段３屋外階段３屋外階段３屋外階段３屋外階段３屋外階段３ 屋外階段４屋外階段４屋外階段４屋外階段４屋外階段４屋外階段４屋外階段４

階段幅(900≦)階段幅(900≦)階段幅(900≦)階段幅(900≦)階段幅(900≦)階段幅(900≦)階段幅(900≦)

両側両側両側両側両側両側両側

195.65195.65195.65195.65195.65195.65195.65

270270270270270270270

両側両側両側両側両側両側両側

195.65195.65195.65195.65195.65195.65195.65

270270270270270270270

1,2571,2571,2571,2571,2571,2571,257

1,2571,2571,2571,2571,2571,2571,2571,3071,3071,3071,3071,3071,3071,307

1,3071,3071,3071,3071,3071,3071,307

手すりの設置手すりの設置手すりの設置手すりの設置手すりの設置手すりの設置手すりの設置 手すりの設置(H1,000以下のため適用外)手すりの設置(H1,000以下のため適用外)手すりの設置(H1,000以下のため適用外)手すりの設置(H1,000以下のため適用外)手すりの設置(H1,000以下のため適用外)手すりの設置(H1,000以下のため適用外)手すりの設置(H1,000以下のため適用外)

2,2132,2132,2132,2132,2132,2132,213

188188188188188188188

270270270270270270270

190190190190190190190

270270270270270270270

2,0782,0782,0782,0782,0782,0782,078 900900900900900900900 900900900900900900900 900900900900900900900

250250250250250250250 250250250250250250250 250250250250250250250

190190190190190190190 190190190190190190190 190190190190190190190

勾配(1/12≧)勾配(1/12≧)勾配(1/12≧)勾配(1/12≧)勾配(1/12≧)勾配(1/12≧)勾配(1/12≧)

表面材表面材表面材表面材表面材表面材表面材

踊場幅(1,200≦)踊場幅(1,200≦)踊場幅(1,200≦)踊場幅(1,200≦)踊場幅(1,200≦)踊場幅(1,200≦)踊場幅(1,200≦) 踊場幅(1,500≦)踊場幅(1,500≦)踊場幅(1,500≦)踊場幅(1,500≦)踊場幅(1,500≦)踊場幅(1,500≦)踊場幅(1,500≦)

手すりの設置手すりの設置手すりの設置手すりの設置手すりの設置手すりの設置手すりの設置 片側片側片側片側片側片側片側

スロープ(福まち条例)スロープ(福まち条例)スロープ(福まち条例)スロープ(福まち条例)スロープ(福まち条例)スロープ(福まち条例)スロープ(福まち条例)

幅(1,200≦)幅(1,200≦)幅(1,200≦)幅(1,200≦)幅(1,200≦)幅(1,200≦)幅(1,200≦) 1,2001,2001,2001,2001,2001,2001,200

1/13.731/13.731/13.731/13.731/13.731/13.731/13.73

1,6001,6001,6001,6001,6001,6001,600

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ

廊下廊下廊下廊下廊下廊下廊下

幅：両側居室(1,600≦)幅：両側居室(1,600≦)幅：両側居室(1,600≦)幅：両側居室(1,600≦)幅：両側居室(1,600≦)幅：両側居室(1,600≦)幅：両側居室(1,600≦)

幅：その他(1,200≦)幅：その他(1,200≦)幅：その他(1,200≦)幅：その他(1,200≦)幅：その他(1,200≦)幅：その他(1,200≦)幅：その他(1,200≦)

(最狭部)2,000(最狭部)2,000(最狭部)2,000(最狭部)2,000(最狭部)2,000(最狭部)2,000(最狭部)2,000

(最狭部)1,236(最狭部)1,236(最狭部)1,236(最狭部)1,236(最狭部)1,236(最狭部)1,236(最狭部)1,236

１階法チェック図１階法チェック図１階法チェック図１階法チェック図１階法チェック図１階法チェック図１階法チェック図

１階法チェック図　　　　　 S=1/100１階法チェック図　　　　　 S=1/100１階法チェック図　　　　　 S=1/100１階法チェック図　　　　　 S=1/100１階法チェック図　　　　　 S=1/100１階法チェック図　　　　　 S=1/100１階法チェック図　　　　　 S=1/100

（危政令による耐火区画）（危政令による耐火区画）（危政令による耐火区画）（危政令による耐火区画）（危政令による耐火区画）（危政令による耐火区画）（危政令による耐火区画）



図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

Ａ
２２－１２７Ｓ

S=1:100(A3版 50%縮小)

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 2023年3月24日

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）

女子休憩室

男子休憩室 女子更衣室

男子
更衣室

事業者
事務室

ホール

手洗い学習

調理員トイレ

職員食堂

会議室

一般トイレ

一般トイレ

（男）

（女）

給湯室

教材庫

吹抜

吹抜

天井裏

天井裏天井裏天井裏

（煮炊き調理室上部）

（野菜下処理室上部）

多機能
トイレ

天井裏

見学スペース

防災食育・展示コーナー

階段室２ 階段室１

消
調理員通路 消

ＤＷ

収納

ＥＶ

煙突 3本

上部 防煙垂れ壁 H800
上部 防煙垂れ壁 H800
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49,000 3,600

7,500 9,000 8,000 7,000 9,500 8,000
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 区画Ａ
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ハト小屋

ハト小屋

ハト小屋

 凡例

防火区画

居室：自然排煙

居室：機械排煙

居室：H12建告1436号第4号-ニ-(4)

内装の下地及び仕上とも不燃

（火災予防条例）

（建基令112条 1項 1,500㎡区画）

特定防火設備（扉・シャッター）

防火設備（扉・シャッター）

消火器（ABC 10型）

不燃区画

排煙区画

特S特

防S防

消

主要な出入口（建基令125条 1項）

歩行距離（建基令120条）

　消防法：１・２階 無窓階

洗濯乾燥室

（１階：階段から40m以下､無窓居室から80m以下）

（２階：無窓居室から階段まで 40m以下、

　　　　居室から階段まで 60m以下）
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２階法チェック図

２階法チェック図　　　　　 S=1/100



１階：①＋③＝30人１階：①＋③＝30人１階：①＋③＝30人１階：①＋③＝30人１階：①＋③＝30人１階：①＋③＝30人１階：①＋③＝30人

全館：①＋②＋③＋④＝83人全館：①＋②＋③＋④＝83人全館：①＋②＋③＋④＝83人全館：①＋②＋③＋④＝83人全館：①＋②＋③＋④＝83人全館：①＋②＋③＋④＝83人全館：①＋②＋③＋④＝83人

図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号

図面名図面名図面名図面名図面名図面名図面名

縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別受託番号受託番号受託番号受託番号受託番号受託番号受託番号 日付：日付：日付：日付：日付：日付：日付：

製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図担 当担 当担 当担 当担 当担 当担 当検 図検 図検 図検 図検 図検 図検 図設計部長設計部長設計部長設計部長設計部長設計部長設計部長
設計図設計図設計図設計図設計図設計図設計図

会 社会 社会 社会 社会 社会 社会 社
株 式株 式株 式株 式株 式株 式株 式

松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録
　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号

ＡＡＡＡＡＡＡ

S=1:･･･(A3版 50%縮小)S=1:･･･(A3版 50%縮小)S=1:･･･(A3版 50%縮小)S=1:･･･(A3版 50%縮小)S=1:･･･(A3版 50%縮小)S=1:･･･(A3版 50%縮小)S=1:･･･(A3版 50%縮小)

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所 2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
法チェック表法チェック表法チェック表法チェック表法チェック表法チェック表法チェック表

消防無窓階の判定(２階)消防無窓階の判定(２階)消防無窓階の判定(２階)消防無窓階の判定(２階)消防無窓階の判定(２階)消防無窓階の判定(２階)消防無窓階の判定(２階)

２階　床面積(㎡)　　　Ａ２階　床面積(㎡)　　　Ａ２階　床面積(㎡)　　　Ａ２階　床面積(㎡)　　　Ａ２階　床面積(㎡)　　　Ａ２階　床面積(㎡)　　　Ａ２階　床面積(㎡)　　　Ａ

必要開口部面積(㎡)　　Ａ×1/30必要開口部面積(㎡)　　Ａ×1/30必要開口部面積(㎡)　　Ａ×1/30必要開口部面積(㎡)　　Ａ×1/30必要開口部面積(㎡)　　Ａ×1/30必要開口部面積(㎡)　　Ａ×1/30必要開口部面積(㎡)　　Ａ×1/30

位置位置位置位置位置位置位置

東面東面東面東面東面東面東面

南面南面南面南面南面南面南面

西面西面西面西面西面西面西面

北面北面北面北面北面北面北面

判定条件①判定条件①判定条件①判定条件①判定条件①判定条件①判定条件①

判定条件②判定条件②判定条件②判定条件②判定条件②判定条件②判定条件②

判定判定判定判定判定判定判定

建具符号建具符号建具符号建具符号建具符号建具符号建具符号

AW-4AW-4AW-4AW-4AW-4AW-4AW-4

AW-4AW-4AW-4AW-4AW-4AW-4AW-4

AW-5AW-5AW-5AW-5AW-5AW-5AW-5

AW-5AW-5AW-5AW-5AW-5AW-5AW-5

AW-5AW-5AW-5AW-5AW-5AW-5AW-5

AW-10AW-10AW-10AW-10AW-10AW-10AW-10

AW-11AW-11AW-11AW-11AW-11AW-11AW-11

AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6

AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6

窓種類窓種類窓種類窓種類窓種類窓種類窓種類

開き開き開き開き開き開き開き

FIXFIXFIXFIXFIXFIXFIX

開き開き開き開き開き開き開き

FIXFIXFIXFIXFIXFIXFIX

FIXFIXFIXFIXFIXFIXFIX

引違い引違い引違い引違い引違い引違い引違い

引違い引違い引違い引違い引違い引違い引違い

開き開き開き開き開き開き開き

FIXFIXFIXFIXFIXFIXFIX

開口部面積合計開口部面積合計開口部面積合計開口部面積合計開口部面積合計開口部面積合計開口部面積合計

1mの円又は幅0.75m×高さ1.20m以上の開口部1mの円又は幅0.75m×高さ1.20m以上の開口部1mの円又は幅0.75m×高さ1.20m以上の開口部1mの円又は幅0.75m×高さ1.20m以上の開口部1mの円又は幅0.75m×高さ1.20m以上の開口部1mの円又は幅0.75m×高さ1.20m以上の開口部1mの円又は幅0.75m×高さ1.20m以上の開口部

FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0

FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0

FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0

FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0

FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0

FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0

FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0

FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0

FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0

計計計計計計計

1mの円1mの円1mの円1mの円1mの円1mの円1mの円

0.75×1.200.75×1.200.75×1.200.75×1.200.75×1.200.75×1.200.75×1.20

1111111

1111111

1111111

1111111

1111111

1111111

2222222

2222222

10101010101010

寸法寸法寸法寸法寸法寸法寸法

幅幅幅幅幅幅幅

0.8000.8000.8000.8000.8000.8000.800

1.2001.2001.2001.2001.2001.2001.200

0.8000.8000.8000.8000.8000.8000.800

0.9000.9000.9000.9000.9000.9000.900

0.8800.8800.8800.8800.8800.8800.880

1.7101.7101.7101.7101.7101.7101.710

1.7101.7101.7101.7101.7101.7101.710

0.7500.7500.7500.7500.7500.7500.750

0.6500.6500.6500.6500.6500.6500.650

高さ高さ高さ高さ高さ高さ高さ

1.3601.3601.3601.3601.3601.3601.360

1.3601.3601.3601.3601.3601.3601.360

1.3601.3601.3601.3601.3601.3601.360

1.3601.3601.3601.3601.3601.3601.360

1.3601.3601.3601.3601.3601.3601.360

1.2001.2001.2001.2001.2001.2001.200

1.6601.6601.6601.6601.6601.6601.660

1.3601.3601.3601.3601.3601.3601.360

1.3601.3601.3601.3601.3601.3601.360

有効率有効率有効率有効率有効率有効率有効率

1111111

1111111

1111111

1111111

1111111

0.50.50.50.50.50.50.5

0.50.50.50.50.50.50.5

1111111

1111111

14.1014.1014.1014.1014.1014.1014.10

2222222

無窓階無窓階無窓階無窓階無窓階無窓階無窓階

(建物求積表 8+9)(建物求積表 8+9)(建物求積表 8+9)(建物求積表 8+9)(建物求積表 8+9)(建物求積表 8+9)(建物求積表 8+9)

枚数枚数枚数枚数枚数枚数枚数

1111111

1111111

1111111

1111111

1111111

1111111

2222222

2222222

1111111

合計合計合計合計合計合計合計

＞＞＞＞＞＞＞

＜＜＜＜＜＜＜

422.76422.76422.76422.76422.76422.76422.76

14.1014.1014.1014.1014.1014.1014.10

面積(㎡)面積(㎡)面積(㎡)面積(㎡)面積(㎡)面積(㎡)面積(㎡)

計計計計計計計

1.081.081.081.081.081.081.08

1.631.631.631.631.631.631.63

1.081.081.081.081.081.081.08

1.221.221.221.221.221.221.22

1.191.191.191.191.191.191.19

1.021.021.021.021.021.021.02

2.832.832.832.832.832.832.83

2.042.042.042.042.042.042.04

0.880.880.880.880.880.880.88

12.9712.9712.9712.9712.9712.9712.97

12.9712.9712.9712.9712.9712.9712.97

ガラスガラスガラスガラスガラスガラスガラス

種類・厚種類・厚種類・厚種類・厚種類・厚種類・厚種類・厚

消防無窓階の判定(１階)消防無窓階の判定(１階)消防無窓階の判定(１階)消防無窓階の判定(１階)消防無窓階の判定(１階)消防無窓階の判定(１階)消防無窓階の判定(１階)

１階　床面積(㎡)　　　Ａ１階　床面積(㎡)　　　Ａ１階　床面積(㎡)　　　Ａ１階　床面積(㎡)　　　Ａ１階　床面積(㎡)　　　Ａ１階　床面積(㎡)　　　Ａ１階　床面積(㎡)　　　Ａ

必要開口部面積(㎡)　　Ａ×1/30必要開口部面積(㎡)　　Ａ×1/30必要開口部面積(㎡)　　Ａ×1/30必要開口部面積(㎡)　　Ａ×1/30必要開口部面積(㎡)　　Ａ×1/30必要開口部面積(㎡)　　Ａ×1/30必要開口部面積(㎡)　　Ａ×1/30

位置位置位置位置位置位置位置

東面東面東面東面東面東面東面

建具符号建具符号建具符号建具符号建具符号建具符号建具符号

AW-3AW-3AW-3AW-3AW-3AW-3AW-3

窓種類窓種類窓種類窓種類窓種類窓種類窓種類

引違い引違い引違い引違い引違い引違い引違い FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0FLｔ5.0+A12+FLｔ5.0

1mの円1mの円1mの円1mの円1mの円1mの円1mの円

0.75×1.200.75×1.200.75×1.200.75×1.200.75×1.200.75×1.200.75×1.20

2222222

寸法寸法寸法寸法寸法寸法寸法

幅幅幅幅幅幅幅

1.7151.7151.7151.7151.7151.7151.715

高さ高さ高さ高さ高さ高さ高さ

1.6601.6601.6601.6601.6601.6601.660

有効率有効率有効率有効率有効率有効率有効率

0.50.50.50.50.50.50.5

(建物求積表 1～7)(建物求積表 1～7)(建物求積表 1～7)(建物求積表 1～7)(建物求積表 1～7)(建物求積表 1～7)(建物求積表 1～7)

枚数枚数枚数枚数枚数枚数枚数

2222222

1,831.371,831.371,831.371,831.371,831.371,831.371,831.37

61.0561.0561.0561.0561.0561.0561.05

面積(㎡)面積(㎡)面積(㎡)面積(㎡)面積(㎡)面積(㎡)面積(㎡)

計計計計計計計

2.842.842.842.842.842.842.84

ガラスガラスガラスガラスガラスガラスガラス

種類・厚種類・厚種類・厚種類・厚種類・厚種類・厚種類・厚

※FL:透明ガラス　TG:透明強化ガラス　A:中空層※FL:透明ガラス　TG:透明強化ガラス　A:中空層※FL:透明ガラス　TG:透明強化ガラス　A:中空層※FL:透明ガラス　TG:透明強化ガラス　A:中空層※FL:透明ガラス　TG:透明強化ガラス　A:中空層※FL:透明ガラス　TG:透明強化ガラス　A:中空層※FL:透明ガラス　TG:透明強化ガラス　A:中空層

093093093093093093093

隣地斜線　高さ31mより 勾配1:2.5隣地斜線　高さ31mより 勾配1:2.5隣地斜線　高さ31mより 勾配1:2.5隣地斜線　高さ31mより 勾配1:2.5隣地斜線　高さ31mより 勾配1:2.5隣地斜線　高さ31mより 勾配1:2.5隣地斜線　高さ31mより 勾配1:2.5

採光補正係数　3採光補正係数　3採光補正係数　3採光補正係数　3採光補正係数　3採光補正係数　3採光補正係数　3

道路斜線　勾配1:1.5(適用距離20ｍ)道路斜線　勾配1:1.5(適用距離20ｍ)道路斜線　勾配1:1.5(適用距離20ｍ)道路斜線　勾配1:1.5(適用距離20ｍ)道路斜線　勾配1:1.5(適用距離20ｍ)道路斜線　勾配1:1.5(適用距離20ｍ)道路斜線　勾配1:1.5(適用距離20ｍ)

　(算定根拠:配置図､断面図に記載)　(算定根拠:配置図､断面図に記載)　(算定根拠:配置図､断面図に記載)　(算定根拠:配置図､断面図に記載)　(算定根拠:配置図､断面図に記載)　(算定根拠:配置図､断面図に記載)　(算定根拠:配置図､断面図に記載)

　計画建物が道路境界線より20m以上離れているためＯＫ　計画建物が道路境界線より20m以上離れているためＯＫ　計画建物が道路境界線より20m以上離れているためＯＫ　計画建物が道路境界線より20m以上離れているためＯＫ　計画建物が道路境界線より20m以上離れているためＯＫ　計画建物が道路境界線より20m以上離れているためＯＫ　計画建物が道路境界線より20m以上離れているためＯＫ

　建物高さが10.1mで31m以下のためＯＫ　建物高さが10.1mで31m以下のためＯＫ　建物高さが10.1mで31m以下のためＯＫ　建物高さが10.1mで31m以下のためＯＫ　建物高さが10.1mで31m以下のためＯＫ　建物高さが10.1mで31m以下のためＯＫ　建物高さが10.1mで31m以下のためＯＫ

10101010101010

南面南面南面南面南面南面南面

AHD-1AHD-1AHD-1AHD-1AHD-1AHD-1AHD-1

AHD-4AHD-4AHD-4AHD-4AHD-4AHD-4AHD-4

FIXFIXFIXFIXFIXFIXFIX TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0

TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0

3333333

1111111

2.4552.4552.4552.4552.4552.4552.455

2.1802.1802.1802.1802.1802.1802.180

1111111

1111111

3333333

1111111片引き片引き片引き片引き片引き片引き片引き

AHD-1AHD-1AHD-1AHD-1AHD-1AHD-1AHD-1

AHD-3AHD-3AHD-3AHD-3AHD-3AHD-3AHD-3

AHD-3AHD-3AHD-3AHD-3AHD-3AHD-3AHD-3

FIXFIXFIXFIXFIXFIXFIX

FIXFIXFIXFIXFIXFIXFIX

FIXFIXFIXFIXFIXFIXFIX

TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0

TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0

TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0TGｔ5.0+A12+TGｔ5.0

4444444

2222222

2222222 1.0001.0001.0001.0001.0001.0001.000

1111111

1111111

1111111

4444444

2222222

2222222

0.8500.8500.8500.8500.8500.8500.850

1.0001.0001.0001.0001.0001.0001.000

0.7750.7750.7750.7750.7750.7750.775

0.7500.7500.7500.7500.7500.7500.750

1.4551.4551.4551.4551.4551.4551.455

1.4551.4551.4551.4551.4551.4551.455

1.4551.4551.4551.4551.4551.4551.455

6.256.256.256.256.256.256.25

2.182.182.182.182.182.182.18

4.504.504.504.504.504.504.50

2.182.182.182.182.182.182.18

2.912.912.912.912.912.912.91

判定条件①判定条件①判定条件①判定条件①判定条件①判定条件①判定条件①

判定条件②判定条件②判定条件②判定条件②判定条件②判定条件②判定条件②

判定判定判定判定判定判定判定

開口部面積合計開口部面積合計開口部面積合計開口部面積合計開口部面積合計開口部面積合計開口部面積合計

1mの円又は幅0.75m×高さ1.20m以上の開口部1mの円又は幅0.75m×高さ1.20m以上の開口部1mの円又は幅0.75m×高さ1.20m以上の開口部1mの円又は幅0.75m×高さ1.20m以上の開口部1mの円又は幅0.75m×高さ1.20m以上の開口部1mの円又は幅0.75m×高さ1.20m以上の開口部1mの円又は幅0.75m×高さ1.20m以上の開口部

計計計計計計計

61.0561.0561.0561.0561.0561.0561.05

2222222

無窓階無窓階無窓階無窓階無窓階無窓階無窓階

合計合計合計合計合計合計合計

＞＞＞＞＞＞＞

＜＜＜＜＜＜＜

14141414141414

14141414141414

20.8620.8620.8620.8620.8620.8620.86

20.8620.8620.8620.8620.8620.8620.86

２階：②＋④＝53人２階：②＋④＝53人２階：②＋④＝53人２階：②＋④＝53人２階：②＋④＝53人２階：②＋④＝53人２階：②＋④＝53人

収容人員の算定（消防法）収容人員の算定（消防法）収容人員の算定（消防法）収容人員の算定（消防法）収容人員の算定（消防法）収容人員の算定（消防法）収容人員の算定（消防法）

想定人数想定人数想定人数想定人数想定人数想定人数想定人数

②事業者事務員（２階）：2人②事業者事務員（２階）：2人②事業者事務員（２階）：2人②事業者事務員（２階）：2人②事業者事務員（２階）：2人②事業者事務員（２階）：2人②事業者事務員（２階）：2人

③調理員：26人③調理員：26人③調理員：26人③調理員：26人③調理員：26人③調理員：26人③調理員：26人

④２階会議室、展示コーナー：151.82㎡/3㎡=51人④２階会議室、展示コーナー：151.82㎡/3㎡=51人④２階会議室、展示コーナー：151.82㎡/3㎡=51人④２階会議室、展示コーナー：151.82㎡/3㎡=51人④２階会議室、展示コーナー：151.82㎡/3㎡=51人④２階会議室、展示コーナー：151.82㎡/3㎡=51人④２階会議室、展示コーナー：151.82㎡/3㎡=51人

①事務職員（１階）：4人①事務職員（１階）：4人①事務職員（１階）：4人①事務職員（１階）：4人①事務職員（１階）：4人①事務職員（１階）：4人①事務職員（１階）：4人

２階（休憩時）：②＋③＋④＝79人２階（休憩時）：②＋③＋④＝79人２階（休憩時）：②＋③＋④＝79人２階（休憩時）：②＋③＋④＝79人２階（休憩時）：②＋③＋④＝79人２階（休憩時）：②＋③＋④＝79人２階（休憩時）：②＋③＋④＝79人

 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号
第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)

採光・換気・排煙検討表採光・換気・排煙検討表採光・換気・排煙検討表採光・換気・排煙検討表採光・換気・排煙検討表採光・換気・排煙検討表採光・換気・排煙検討表

階階階階階階階

1111111

室名室名室名室名室名室名室名 室面積(㎡)室面積(㎡)室面積(㎡)室面積(㎡)室面積(㎡)室面積(㎡)室面積(㎡)

51.03 51.03 51.03 51.03 51.03 51.03 51.03 

32.83 32.83 32.83 32.83 32.83 32.83 32.83 

5.75 5.75 5.75 5.75 5.75 5.75 5.75 

39.05 39.05 39.05 39.05 39.05 39.05 39.05 

7.21 7.21 7.21 7.21 7.21 7.21 7.21 

19.57 19.57 19.57 19.57 19.57 19.57 19.57 

18.75 18.75 18.75 18.75 18.75 18.75 18.75 

10.05 10.05 10.05 10.05 10.05 10.05 10.05 

14.84 14.84 14.84 14.84 14.84 14.84 14.84 

64.03 64.03 64.03 64.03 64.03 64.03 64.03 

75.44 75.44 75.44 75.44 75.44 75.44 75.44 

8.56 8.56 8.56 8.56 8.56 8.56 8.56 

44.24 44.24 44.24 44.24 44.24 44.24 44.24 

16.88 16.88 16.88 16.88 16.88 16.88 16.88 

103.78 103.78 103.78 103.78 103.78 103.78 103.78 

102.88 102.88 102.88 102.88 102.88 102.88 102.88 

171.50 171.50 171.50 171.50 171.50 171.50 171.50 

9.80 9.80 9.80 9.80 9.80 9.80 9.80 

17.41 17.41 17.41 17.41 17.41 17.41 17.41 

41.10 41.10 41.10 41.10 41.10 41.10 41.10 

46.98 46.98 46.98 46.98 46.98 46.98 46.98 

38.85 38.85 38.85 38.85 38.85 38.85 38.85 

採光採光採光採光採光採光採光

必要面積必要面積必要面積必要面積必要面積必要面積必要面積

(1/20)(1/20)(1/20)(1/20)(1/20)(1/20)(1/20)

2.562.562.562.562.562.562.56

1.651.651.651.651.651.651.65

0.290.290.290.290.290.290.29

1.961.961.961.961.961.961.96

0.370.370.370.370.370.370.37

0.980.980.980.980.980.980.98

0.940.940.940.940.940.940.94

0.510.510.510.510.510.510.51

0.750.750.750.750.750.750.75

3.213.213.213.213.213.213.21

3.783.783.783.783.783.783.78

0.430.430.430.430.430.430.43

2.222.222.222.222.222.222.22

0.850.850.850.850.850.850.85

5.195.195.195.195.195.195.19

5.155.155.155.155.155.155.15

8.588.588.588.588.588.588.58

0.490.490.490.490.490.490.49

0.880.880.880.880.880.880.88

2.062.062.062.062.062.062.06

2.352.352.352.352.352.352.35

1.951.951.951.951.951.951.95

有効面積(㎡)有効面積(㎡)有効面積(㎡)有効面積(㎡)有効面積(㎡)有効面積(㎡)有効面積(㎡)

符号符号符号符号符号符号符号

AW-2AW-2AW-2AW-2AW-2AW-2AW-2

AW-3AW-3AW-3AW-3AW-3AW-3AW-3

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

AW-1AW-1AW-1AW-1AW-1AW-1AW-1

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

WWWWWWW

0.8000.8000.8000.8000.8000.8000.800

1.6151.6151.6151.6151.6151.6151.615

0.7800.7800.7800.7800.7800.7800.780

×××××××

×××××××

×××××××

HHHHHHH

0.9000.9000.9000.9000.9000.9000.900

1.5601.5601.5601.5601.5601.5601.560

0.8000.8000.8000.8000.8000.8000.800

×××××××

×××××××

×××××××

ヶ所ヶ所ヶ所ヶ所ヶ所ヶ所ヶ所

1111111

2222222

5555555

×××××××

×××××××

×××××××

係数係数係数係数係数係数係数

3333333

3333333

合計合計合計合計合計合計合計

3333333

=======

=======

=======

2.162.162.162.162.162.162.16

15.1115.1115.1115.1115.1115.1115.11

17.2717.2717.2717.2717.2717.2717.27

9.369.369.369.369.369.369.36

判定判定判定判定判定判定判定

ＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫ

ＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫ

備考備考備考備考備考備考備考

換気換気換気換気換気換気換気

必要面積必要面積必要面積必要面積必要面積必要面積必要面積

(1/20)(1/20)(1/20)(1/20)(1/20)(1/20)(1/20)

2.562.562.562.562.562.562.56

1.651.651.651.651.651.651.65

0.290.290.290.290.290.290.29

1.961.961.961.961.961.961.96

0.370.370.370.370.370.370.37

0.980.980.980.980.980.980.98

0.940.940.940.940.940.940.94

0.510.510.510.510.510.510.51

0.750.750.750.750.750.750.75

3.213.213.213.213.213.213.21

3.783.783.783.783.783.783.78

0.430.430.430.430.430.430.43

2.222.222.222.222.222.222.22

0.850.850.850.850.850.850.85

5.195.195.195.195.195.195.19

5.155.155.155.155.155.155.15

8.588.588.588.588.588.588.58

0.490.490.490.490.490.490.49

0.880.880.880.880.880.880.88

2.062.062.062.062.062.062.06

2.352.352.352.352.352.352.35

1.951.951.951.951.951.951.95

有効面積(㎡)有効面積(㎡)有効面積(㎡)有効面積(㎡)有効面積(㎡)有効面積(㎡)有効面積(㎡)

符号符号符号符号符号符号符号

AW-2AW-2AW-2AW-2AW-2AW-2AW-2

AW-3AW-3AW-3AW-3AW-3AW-3AW-3

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

AW-1AW-1AW-1AW-1AW-1AW-1AW-1

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

WWWWWWW

0.8000.8000.8000.8000.8000.8000.800

1.6151.6151.6151.6151.6151.6151.615

0.7800.7800.7800.7800.7800.7800.780

×××××××

×××××××

×××××××

HHHHHHH

0.9000.9000.9000.9000.9000.9000.900

1.5601.5601.5601.5601.5601.5601.560

0.8000.8000.8000.8000.8000.8000.800

×××××××

×××××××

×××××××

ヶ所ヶ所ヶ所ヶ所ヶ所ヶ所ヶ所

1111111

2222222

5555555

×××××××

×××××××

×××××××

係数係数係数係数係数係数係数

0.50.50.50.50.50.50.5

0.50.50.50.50.50.50.5

合計合計合計合計合計合計合計

1111111

=======

=======

=======

0.360.360.360.360.360.360.36

2.512.512.512.512.512.512.51

2.872.872.872.872.872.872.87

3.123.123.123.123.123.123.12

判定判定判定判定判定判定判定

ＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫ

備考備考備考備考備考備考備考

排煙排煙排煙排煙排煙排煙排煙

必要面積必要面積必要面積必要面積必要面積必要面積必要面積

(1/50)(1/50)(1/50)(1/50)(1/50)(1/50)(1/50)

1.031.031.031.031.031.031.03

0.660.660.660.660.660.660.66

0.120.120.120.120.120.120.12

0.790.790.790.790.790.790.79

0.150.150.150.150.150.150.15

0.400.400.400.400.400.400.40

0.380.380.380.380.380.380.38

0.210.210.210.210.210.210.21

0.300.300.300.300.300.300.30

1.291.291.291.291.291.291.29

1.511.511.511.511.511.511.51

0.180.180.180.180.180.180.18

0.890.890.890.890.890.890.89

0.340.340.340.340.340.340.34

2.082.082.082.082.082.082.08

2.062.062.062.062.062.062.06

3.433.433.433.433.433.433.43

0.200.200.200.200.200.200.20

0.350.350.350.350.350.350.35

0.830.830.830.830.830.830.83

0.940.940.940.940.940.940.94

0.780.780.780.780.780.780.78

有効面積(㎡)有効面積(㎡)有効面積(㎡)有効面積(㎡)有効面積(㎡)有効面積(㎡)有効面積(㎡)

符号符号符号符号符号符号符号

AW-3AW-3AW-3AW-3AW-3AW-3AW-3

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

AW-1AW-1AW-1AW-1AW-1AW-1AW-1

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

WWWWWWW

1.6151.6151.6151.6151.6151.6151.615

0.7800.7800.7800.7800.7800.7800.780

×××××××

×××××××

HHHHHHH

0.7600.7600.7600.7600.7600.7600.760

0.7500.7500.7500.7500.7500.7500.750

×××××××

×××××××

ヶ所ヶ所ヶ所ヶ所ヶ所ヶ所ヶ所

2222222

合計合計合計合計合計合計合計

5555555

=======

=======

2.452.452.452.452.452.452.45

2.452.452.452.452.452.452.45

2.922.922.922.922.922.922.92

判定判定判定判定判定判定判定

ＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫ

ＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧ

ＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫ

備考備考備考備考備考備考備考

 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号
第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)

機械排煙機械排煙機械排煙機械排煙機械排煙機械排煙機械排煙

事務室事務室事務室事務室事務室事務室事務室

前室１(1)前室１(1)前室１(1)前室１(1)前室１(1)前室１(1)前室１(1)

前室１(2)前室１(2)前室１(2)前室１(2)前室１(2)前室１(2)前室１(2)

前室２(1)前室２(1)前室２(1)前室２(1)前室２(1)前室２(1)前室２(1)

前室２(2)前室２(2)前室２(2)前室２(2)前室２(2)前室２(2)前室２(2)

野菜類荷受室野菜類荷受室野菜類荷受室野菜類荷受室野菜類荷受室野菜類荷受室野菜類荷受室

器具洗浄室１器具洗浄室１器具洗浄室１器具洗浄室１器具洗浄室１器具洗浄室１器具洗浄室１

肉魚類荷受室肉魚類荷受室肉魚類荷受室肉魚類荷受室肉魚類荷受室肉魚類荷受室肉魚類荷受室

洗米室洗米室洗米室洗米室洗米室洗米室洗米室

検収室検収室検収室検収室検収室検収室検収室

野菜類下処理室野菜類下処理室野菜類下処理室野菜類下処理室野菜類下処理室野菜類下処理室野菜類下処理室

根菜処理室根菜処理室根菜処理室根菜処理室根菜処理室根菜処理室根菜処理室

肉魚類下処理室肉魚類下処理室肉魚類下処理室肉魚類下処理室肉魚類下処理室肉魚類下処理室肉魚類下処理室

計量室計量室計量室計量室計量室計量室計量室

炊飯室炊飯室炊飯室炊飯室炊飯室炊飯室炊飯室

揚・焼・蒸物調理室揚・焼・蒸物調理室揚・焼・蒸物調理室揚・焼・蒸物調理室揚・焼・蒸物調理室揚・焼・蒸物調理室揚・焼・蒸物調理室

上処理・煮炊き調理室上処理・煮炊き調理室上処理・煮炊き調理室上処理・煮炊き調理室上処理・煮炊き調理室上処理・煮炊き調理室上処理・煮炊き調理室

器具洗浄室２器具洗浄室２器具洗浄室２器具洗浄室２器具洗浄室２器具洗浄室２器具洗浄室２

器具洗浄室３器具洗浄室３器具洗浄室３器具洗浄室３器具洗浄室３器具洗浄室３器具洗浄室３

和え物加熱室和え物加熱室和え物加熱室和え物加熱室和え物加熱室和え物加熱室和え物加熱室

和え物調理室和え物調理室和え物調理室和え物調理室和え物調理室和え物調理室和え物調理室

食物アレルギー対応調理室食物アレルギー対応調理室食物アレルギー対応調理室食物アレルギー対応調理室食物アレルギー対応調理室食物アレルギー対応調理室食物アレルギー対応調理室

2222222

１階居室床面積 計１階居室床面積 計１階居室床面積 計１階居室床面積 計１階居室床面積 計１階居室床面積 計１階居室床面積 計

277.05 277.05 277.05 277.05 277.05 277.05 277.05 

175.71 175.71 175.71 175.71 175.71 175.71 175.71 

12.35 12.35 12.35 12.35 12.35 12.35 12.35 

58.7558.7558.7558.7558.7558.7558.75

93.0793.0793.0793.0793.0793.0793.07

13.6613.6613.6613.6613.6613.6613.66

40.3940.3940.3940.3940.3940.3940.39

12.3812.3812.3812.3812.3812.3812.38

13.8613.8613.8613.8613.8613.8613.86

8.798.798.798.798.798.798.79

0.620.620.620.620.620.620.62

2.942.942.942.942.942.942.94

4.664.664.664.664.664.664.66

0.690.690.690.690.690.690.69

2.022.022.022.022.022.022.02

0.620.620.620.620.620.620.62

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6

AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6

AW-4AW-4AW-4AW-4AW-4AW-4AW-4

AW-4AW-4AW-4AW-4AW-4AW-4AW-4

AW-10AW-10AW-10AW-10AW-10AW-10AW-10

－－－－－－－

AW-11AW-11AW-11AW-11AW-11AW-11AW-11

0.8700.8700.8700.8700.8700.8700.870

0.6500.6500.6500.6500.6500.6500.650

0.9200.9200.9200.9200.9200.9200.920

1.2101.2101.2101.2101.2101.2101.210

1.6101.6101.6101.6101.6101.6101.610

1.6101.6101.6101.6101.6101.6101.610

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

1.3601.3601.3601.3601.3601.3601.360

1.3601.3601.3601.3601.3601.3601.360

1.3601.3601.3601.3601.3601.3601.360

1.3601.3601.3601.3601.3601.3601.360

1.1001.1001.1001.1001.1001.1001.100

1.5601.5601.5601.5601.5601.5601.560

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

2222222

1111111

1111111

1111111

1111111

1111111

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

3333333

3333333

合計合計合計合計合計合計合計

3333333

3333333

合計合計合計合計合計合計合計

3333333

3333333

=======

=======

=======

=======

=======

=======

7.097.097.097.097.097.097.09

2.652.652.652.652.652.652.65

9.749.749.749.749.749.749.74

3.753.753.753.753.753.753.75

4.934.934.934.934.934.934.93

8.688.688.688.688.688.688.68

5.315.315.315.315.315.315.31

7.537.537.537.537.537.537.53

ＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫ

ＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫ

ＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫ

ＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧ

ＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫ

13.8613.8613.8613.8613.8613.8613.86

8.798.798.798.798.798.798.79

0.620.620.620.620.620.620.62

2.942.942.942.942.942.942.94

4.664.664.664.664.664.664.66

0.690.690.690.690.690.690.69

2.022.022.022.022.022.022.02

0.620.620.620.620.620.620.62

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6

AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6

AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6

AW-4,5AW-4,5AW-4,5AW-4,5AW-4,5AW-4,5AW-4,5

AW-4AW-4AW-4AW-4AW-4AW-4AW-4

AW-5AW-5AW-5AW-5AW-5AW-5AW-5

AW-4,5AW-4,5AW-4,5AW-4,5AW-4,5AW-4,5AW-4,5

AW-10AW-10AW-10AW-10AW-10AW-10AW-10

－－－－－－－

AW-11AW-11AW-11AW-11AW-11AW-11AW-11

0.8700.8700.8700.8700.8700.8700.870

0.8500.8500.8500.8500.8500.8500.850

0.6100.6100.6100.6100.6100.6100.610

0.9200.9200.9200.9200.9200.9200.920

1.1501.1501.1501.1501.1501.1501.150

0.8400.8400.8400.8400.8400.8400.840

0.9000.9000.9000.9000.9000.9000.900

1.6101.6101.6101.6101.6101.6101.610

1.6101.6101.6101.6101.6101.6101.610

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

1.3601.3601.3601.3601.3601.3601.360

0.5400.5400.5400.5400.5400.5400.540

0.5400.5400.5400.5400.5400.5400.540

1.3601.3601.3601.3601.3601.3601.360

0.5400.5400.5400.5400.5400.5400.540

0.5400.5400.5400.5400.5400.5400.540

0.5400.5400.5400.5400.5400.5400.540

1.1001.1001.1001.1001.1001.1001.100

1.5601.5601.5601.5601.5601.5601.560

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

2222222

2222222

1111111

2222222

1111111

2222222

2222222

1111111

1111111

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

1111111

1111111

1111111

合計合計合計合計合計合計合計

1111111

1111111

1111111

1111111

合計合計合計合計合計合計合計

0.50.50.50.50.50.50.5

0.50.50.50.50.50.50.5

=======

=======

=======

=======

=======

=======

=======

=======

=======

2.362.362.362.362.362.362.36

0.910.910.910.910.910.910.91

0.320.320.320.320.320.320.32

3.593.593.593.593.593.593.59

2.502.502.502.502.502.502.50

0.620.620.620.620.620.620.62

0.900.900.900.900.900.900.90

0.970.970.970.970.970.970.97

4.994.994.994.994.994.994.99

0.880.880.880.880.880.880.88

1.251.251.251.251.251.251.25

ＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫ

ＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫ

ＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫ

ＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧ

ＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫ

機械換気機械換気機械換気機械換気機械換気機械換気機械換気

5.555.555.555.555.555.555.55

3.523.523.523.523.523.523.52

0.250.250.250.250.250.250.25

1.181.181.181.181.181.181.18

1.871.871.871.871.871.871.87

0.280.280.280.280.280.280.28

0.810.810.810.810.810.810.81

0.250.250.250.250.250.250.25

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6

AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6AW-6

AW-4AW-4AW-4AW-4AW-4AW-4AW-4

AW-5AW-5AW-5AW-5AW-5AW-5AW-5

AW-4,5AW-4,5AW-4,5AW-4,5AW-4,5AW-4,5AW-4,5

AW-10AW-10AW-10AW-10AW-10AW-10AW-10

－－－－－－－

AW-11AW-11AW-11AW-11AW-11AW-11AW-11

0.8500.8500.8500.8500.8500.8500.850

0.6100.6100.6100.6100.6100.6100.610

1.1501.1501.1501.1501.1501.1501.150

0.8400.8400.8400.8400.8400.8400.840

0.9000.9000.9000.9000.9000.9000.900

1.6101.6101.6101.6101.6101.6101.610

1.6101.6101.6101.6101.6101.6101.610

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

0.5400.5400.5400.5400.5400.5400.540

0.5400.5400.5400.5400.5400.5400.540

0.5400.5400.5400.5400.5400.5400.540

0.5400.5400.5400.5400.5400.5400.540

0.5400.5400.5400.5400.5400.5400.540

0.6000.6000.6000.6000.6000.6000.600

0.6600.6600.6600.6600.6600.6600.660

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

×××××××

2222222

1111111

合計合計合計合計合計合計合計

1111111

2222222

2222222

合計合計合計合計合計合計合計

0.50.50.50.50.50.50.5

0.50.50.50.50.50.50.5

=======

=======

=======

=======

=======

=======

=======

0.910.910.910.910.910.910.91

0.320.320.320.320.320.320.32

1.231.231.231.231.231.231.23

0.620.620.620.620.620.620.62

0.900.900.900.900.900.900.90

0.970.970.970.970.970.970.97

2.492.492.492.492.492.492.49

0.480.480.480.480.480.480.48

0.530.530.530.530.530.530.53

ＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫ

ＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫ

ＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫ

ＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧ

ＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫ

機械排煙機械排煙機械排煙機械排煙機械排煙機械排煙機械排煙

 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号
第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)

 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号
第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)

コンテナ室コンテナ室コンテナ室コンテナ室コンテナ室コンテナ室コンテナ室

洗浄室洗浄室洗浄室洗浄室洗浄室洗浄室洗浄室

厨芥処理室厨芥処理室厨芥処理室厨芥処理室厨芥処理室厨芥処理室厨芥処理室

ホールホールホールホールホールホールホール

会議室会議室会議室会議室会議室会議室会議室

事業者事務室事業者事務室事業者事務室事業者事務室事業者事務室事業者事務室事業者事務室

職員食堂職員食堂職員食堂職員食堂職員食堂職員食堂職員食堂

男子休憩室男子休憩室男子休憩室男子休憩室男子休憩室男子休憩室男子休憩室

1,405.641,405.641,405.641,405.641,405.641,405.641,405.64

ＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧ ＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧ

ＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧ

ＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧ 機械換気機械換気機械換気機械換気機械換気機械換気機械換気

 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号 H12建告1436号
第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)第4号-ニ-(4)

※引違い窓有効寸法は四方50ずつ内法とした※引違い窓有効寸法は四方50ずつ内法とした※引違い窓有効寸法は四方50ずつ内法とした※引違い窓有効寸法は四方50ずつ内法とした※引違い窓有効寸法は四方50ずつ内法とした※引違い窓有効寸法は四方50ずつ内法とした※引違い窓有効寸法は四方50ずつ内法とした ※令111条: 居室を区画する主要構造部を耐火構造または不燃材料でつくったもの※令111条: 居室を区画する主要構造部を耐火構造または不燃材料でつくったもの※令111条: 居室を区画する主要構造部を耐火構造または不燃材料でつくったもの※令111条: 居室を区画する主要構造部を耐火構造または不燃材料でつくったもの※令111条: 居室を区画する主要構造部を耐火構造または不燃材料でつくったもの※令111条: 居室を区画する主要構造部を耐火構造または不燃材料でつくったもの※令111条: 居室を区画する主要構造部を耐火構造または不燃材料でつくったもの  ※H12建告1436号第4号-ニ-(4): 内装の下地及び仕上を不燃材料とする居室 ※H12建告1436号第4号-ニ-(4): 内装の下地及び仕上を不燃材料とする居室 ※H12建告1436号第4号-ニ-(4): 内装の下地及び仕上を不燃材料とする居室 ※H12建告1436号第4号-ニ-(4): 内装の下地及び仕上を不燃材料とする居室 ※H12建告1436号第4号-ニ-(4): 内装の下地及び仕上を不燃材料とする居室 ※H12建告1436号第4号-ニ-(4): 内装の下地及び仕上を不燃材料とする居室 ※H12建告1436号第4号-ニ-(4): 内装の下地及び仕上を不燃材料とする居室

２階居室床面積 計２階居室床面積 計２階居室床面積 計２階居室床面積 計２階居室床面積 計２階居室床面積 計２階居室床面積 計 260.13260.13260.13260.13260.13260.13260.13

41.8841.8841.8841.8841.8841.8841.88 2.102.102.102.102.102.102.10 AW-11AW-11AW-11AW-11AW-11AW-11AW-11 1.6101.6101.6101.6101.6101.6101.610 ××××××× 1.5601.5601.5601.5601.5601.5601.560 ××××××× 1111111 ××××××× 3333333 ======= 7.537.537.537.537.537.537.53 ＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫＯＫ 2.102.102.102.102.102.102.10 AW-11AW-11AW-11AW-11AW-11AW-11AW-11 1.6101.6101.6101.6101.6101.6101.610 ××××××× 1.5601.5601.5601.5601.5601.5601.560 ××××××× 1111111 ××××××× 0.50.50.50.50.50.50.5 ======= 1.251.251.251.251.251.251.25 ＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧ 機械換気機械換気機械換気機械換気機械換気機械換気機械換気 0.840.840.840.840.840.840.84 AW-11AW-11AW-11AW-11AW-11AW-11AW-11 1.6101.6101.6101.6101.6101.6101.610 ××××××× 0.6600.6600.6600.6600.6600.6600.660 ××××××× 0.50.50.50.50.50.50.5 ======= 0.530.530.530.530.530.530.53 ＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧＮＧ女子休憩室女子休憩室女子休憩室女子休憩室女子休憩室女子休憩室女子休憩室

非常用照明非常用照明非常用照明非常用照明非常用照明非常用照明非常用照明
令111条令111条令111条令111条令111条令111条令111条

令111条令111条令111条令111条令111条令111条令111条
非常用照明非常用照明非常用照明非常用照明非常用照明非常用照明非常用照明

令111条令111条令111条令111条令111条令111条令111条
非常用照明非常用照明非常用照明非常用照明非常用照明非常用照明非常用照明
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図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

Ａ
２２－１２７Ｓ

S=1:100(A3版 50%縮小)

2023年3月24日

　　第22110183号
　宮城県知事登録
一級建築士事務所

4-1

4-2

5

6-1

6-2

7

8

9-1

9-2

9-3

9-4

9-5

10

11

12-1

12-2

12-3

13

14-1

14-2

14-3

14-4

1.5250

1.5250

1.5250

2.8600

1.8600

1.9500

2.7500

4.0900

1.4500

1.5250

6.9750

6.2000

2.5000

3.1150

2.6400

2.6400

2.6400

3.0000

2.1750

4.3850

1.1250

1.1000

1.3500

1.5500

2.0250

2.9500

2.9500

1.8050

3.5750

1.9250

2.2750

1.9250

3.3000

1.3250

1.2000

1.2000

1.1750

3.5750

1.9500

2.9500

3.0700

2.9500

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

更衣室

一般トイレ

給湯室

調理員風除室

調理員玄関

調理員通路

倉庫

書庫

調理員トイレ

洗濯乾燥室

50.53 

3.39 

2.05 

8.19 

5.75 

8.11 

43.30 

8.25 

4.12 

9.43 

10.72 

12.5563

12.9358

4.2413

10.7250

3.1020

3.1680

3.1680

4.1274

8.2500

11.9350

15.8681

2.9356

5.1838

7.3825

8.1125

5.7525

3.7665

4.4330

2.0588

1.6775

1.7156

49

50-1

50-2

51

52-1

52-2

53

54

2.6000

7.7000

6.5000

4.6000

1.6600

3.1150

2.3000

1.3500

7.6500

5.2250

5.2750

3.3000

2.9250

1.9750

2.9250

1.9250

×

×

×

×

×

×

×

×

=

=

=

=

=

=

=

=

防災備蓄庫２

ボイラー室

ポンプ室・階段室２

階段室１

ＥＬＶ

ＤＷ

19.89 

74.52 

15.18 

11.00 

6.72 

2.59 2.5988

6.7275

6.1521

4.8555

15.1800

34.2875

40.2325

19.8900

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
１階室別求積図

Y2

Y1

冷凍室

冷蔵室

Y7
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Y4
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3
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10,150 4,875 6,825
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5
,
9
5
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2
1
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5
2
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2
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1
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2
,
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2
,
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2
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2,640 1,450 2,860

1,860 1,000

2,800 1,350 6,200 6,975 1,525 4,090 3,960

3
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0
7
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
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1
,
1
7
5
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,
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0
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1
,
9
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,
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0
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,
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8
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3
,
3
0
0

2
,
9
5
0
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,
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14,200 6,200 2,350 3,400 4,600 2,750 1,950 2,275 2,500 2,300 4,400 3,800

4
,
7
5
0

2
,
4
0
0

3
,
3
5
0

6
,
2
5
0

3
,
0
0
0

6
,
5
2
5

6
,
5
0
0

5
,
2
2
5

2
,
2
2
5

6,500 7,700

一般風除室

一般玄関

ホール

事務室

洗濯乾燥室

書庫

倉庫

階段室１
調理員風除室ポンプ室

倉庫

ＤＷ

ボイラー室

回収風除室

前室４

洗浄室

厨芥処理室

洗剤庫

防災備蓄庫２

配送風除室

コンテナ室

前室３

揚・焼・蒸物調理室

上処理・煮炊き調理室

器具洗浄室３

野菜類下処理室

冷凍室

冷蔵室

倉庫

根菜処理室

食品庫計量室

検収室

廃棄庫

野菜類荷受室

器具洗浄室１

肉魚類荷受室

肉魚類下処理室

炊飯室 洗米室 米庫

油庫

納米室
（防災備蓄庫１）

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7X0

給湯室

更衣室

更衣室

22
232433

21

20

19

18

17

25

30

28-2

28-1

34-2

36 34-3

34-1

35-1

32

26-1 27

31

26-4

29

26-3

3735-2

14-5 14-1

40

38

和え物加熱室和え物調理室

39

43-2

調理員通路

食物アレルギー対応調理室

45

43-1

1

2-1

5

4-1

4-2

14-214-3

13

12-1

12-2

12-3

6-1

6-2 2-3

2-2

53

11

52-2

10

9-19-49-55443-3

15-2

15-1

16

51 8 7

50-150-2

46

44

49

48

47

42

調理員玄関

9-3

一般トイレ

ＥＶ
階段室２

52-1

41

器具洗浄室２

26-2

26-5

3
,
5
7
5

9-2

調理員トイレ

3,115 1,660

15-3

15-4

15-5

2,450 3,750

1,950 1,050

3,000

14-414-5
前室１(1)

前室１(2)

前室２(1)

前室２(2)

2,600 13,650 21,850 3,125 2,975 3,000

室名 計算式(m) 室面積(㎡)符号

46

47

2.6000

2.6000 4.7500

×

×

=

=

回収風除室

厨芥処理室 12.35 12.3500

48 2.6000 2.2500× =洗剤庫 5.85 5.8500

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26-1

26-2

26-3

26-4

26-5

27

28-1

28-2

29

30

31

32

33

34-1

34-2

34-3

35-1

35-2

36

37

38

39

40

41

42

43-1

43-2

43-3

44

45

3.4000

3.0000

3.0000

3.0000

3.0000

3.0000

3.0000

2.9750

3.1250

2.9750

5.2750

2.0000

6.8250

3.1250

1.8500

2.6750

6.8250

3.1250

3.1250

3.1250

4.6750

5.2750

21.8500

10.1500

4.8750

2.0750

15.0250

3.9250

2.8000

4.9750

6.3000

7.2000

11.1000

2.6000

2.6000

13.6500

2.3500

2.8000

2.6000

11.3000

1.5000

6.5250

3.0000

6.2500

3.3500

2.4000

4.7500

4.7500

4.7500

21.5250

3.1000

3.2000

5.9500

2.9500

1.5500

3.2000

5.7500

1.6000

4.5500

4.1500

3.1000

3.2000

4.7500

7.5000

4.0000

3.5000

10.5000

3.5000

3.5000

3.5000

6.5250

6.5250

3.5000

2.1000

2.0250

17.2250

15.5500

1.9250

9.5000

15.5500

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

前室２倉庫

野菜類荷受室

廃棄庫

器具洗浄室１

肉魚類荷受室

油庫

納米室(防災備蓄庫１)

米庫

洗米室

検収室

野菜類下処理室

根菜処理室

肉魚類下処理室

冷凍室・冷蔵室

冷凍室・冷蔵室

食品庫

計量室

炊飯室

揚・焼・蒸物調理室

上処理・煮炊き調理室

器具洗浄室２

器具洗浄室３

和え物加熱室

和え物調理室

食物アレルギー対応調理室

前室３

前室４

コンテナ室

配送風除室

洗浄室

5.10 

19.57 

9.00 

18.75 

10.05 

7.20 

14.25 

14.13 

14.84 

64.03 

75.44 

8.56 

44.24 

14.21 

12.96 

14.49 

16.88 

103.78 

102.88 

171.50 

9.80 

17.41 

41.10 

46.98 

38.85 

5.46 

5.26 

277.05 

24.70 

175.71 175.7150

24.7000

5.3900

36.5425

235.1213

5.2650

5.4600

38.8500

46.9800

41.1075

17.4125

9.8000

7.2625

157.7625

13.7375

19.5000

76.1250

103.7875

16.8800

14.4925

12.9688

14.2188

5.0000

39.2438

8.5600

2.8675

9.2188

40.6088

6.4000

16.3525

64.0369

14.8438

14.1313

14.2500

7.2000

10.0500

18.7500

9.0000

19.5750

5.1000

14-5

15-1

15-2

2.8000

3.4000

2.3500

1.9500

1.8000

3.3000

×

×

×

×

=

=

=

=

前室１倉庫

7.7550

6.1200

5.460014-6

15-4

15-5

前室１(1)

前室１(2)

前室２(1)

前室２(2)

2
7
5

1,800

3-1

3-2

1

2-1

2-2

2-3

室名 計算式(m) 室面積(㎡)符号

3.8000

4.4000

3.9600

1.0000

7.7750

2.2250

5.2250

2.3000

2.0250

6.5000

×

×

×

×

×

=

=

=

=

=

 １階求積表

一般風除室

一般玄関・ホール

事務室

8.45 

34.12 

50.5375

2.0250

9.1080

22.9900

8.4550

3-1

3-2

4
,
5
0
0

4.5000 11.7000 11.70 

4.0900

1.0500 3.0975 32.83 

2.9500× =1.9500 5.7525 5.75 

3.7500 3.3000 12.3750

× =

× =3.7500

2.4500 5.2250 12.8013 39.05 

7.21 1.9250 7.2188
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図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

Ａ
２２－１２７Ｓ

S=1:100(A3版 50%縮小)

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 2023年3月24日

図 面 番 号

8,025 7,025 10,000

3,425 4,600 1,175 1,125 1,125 1,125 2,475 2,075 5,150 2,275 2,425 2,600 3,200

4
,
5
0
0

3
,
8
5
0

2
,
1
2
5

1
,
4
7
5

3
,
3
0
0

7
,
2
0
0

2
,
7
7
5

5,
2
7
5

2,875 1,100 1,500 2,550

1,825 1,600 1,600 3,000

1
,
2
0
0

2
,
6
5
0

1
,
9
2
5

7
,
0
2
5

3
,
0
0
0

4
,
7
5
0

3
,
3
0
0

5,750 1,275

1
,
8
5
0

9
7
5

7,025

5
,
1
2
5

2
,
9
2
5

7,925

3,525 1,000

1
,
2
5
0

1
,
1
0
02
,
3
5
0

4
,
2
0
0

会議室

職員食堂

一般トイレ(女)

洗濯乾燥室調理員トイレ階段室２事業者事務室

男子休憩室

調理員通路

女子更衣室

女子休憩室

階段室１

ホール

18-1

18-26-2

6-1

7-2

12-1 12-2 12-3 12-4 11 17-2 17-1

多機能トイレ
一般トイレ(男)ＥＶ

4-4

4-1

5

1-1

19

1-21-3

7-1

2-1

2-2

9

10

8

教材庫

3

7-3

13-2

13-1 16

14-1

14-2

15

20

ＤＷ

X3 X4 X5 X6 X7

Y2

Y1

Y3

給湯室

収納

男子更衣室

4-2

4-3

1-1

1-2

1-3

2-1

2-2

3

4-1

4-2

4-3

4-4

5

6-1

6-2

7-1

7-2

7-3

8

9

10

11

12-1

12-2

12-3

12-4

13-1

13-2

14-1

14-2

15

16

17-1

17-2

18-1

18-2

19

20

室名 計算式(m) 室面積(㎡)符号

3.5250

7.9250

2.0750

10.0000

7.0250

1.2750

3.2000

1.0000

2.6000

1.0000

2.4250

3.4250

1.6000

7.0250

3.0000

8.0250

5.7500

1.2750

1.2750

2.4750

1.1750

1.1250

1.1250

1.1250

2.8750

1.1000

8.0250

1.5000

1.1000

2.5500

5.1500

2.0750

4.6000

1.6000

2.2750

1.8250

2.3500

5.1250

4.7500

7.2000

3.0000

4.2000

5.2750

1.2500

2.9250

1.1000

2.9250

3.3000

1.4750

1.9250

1.4750

2.1250

7.0250

1.8500

0.9750

3.3000

3.3000

3.3000

3.3000

3.3000

3.8500

1.2000

4.5000

3.8500

2.6500

3.8500

2.9250

3.3000

3.3000

1.4750

2.9250

1.4750

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

 ２階求積表

ＤＷ

ＥＬＶ

階段室２

階段室１

ホール

会議室

教材庫

一般トイレ

多機能トイレ

事業者事務室

調理員通路

職員食堂

給湯室

収納

洗濯乾燥室

調理員トイレ

男子休憩室

女子休憩室

男子更衣室

女子更衣室

9.8563 58.75 

93.07 

35.00 

13.66 

7.09 

26.83 

5.35 

2.35 

40.39 

1.24 

8.16 

15.01 

12.38 

41.88 

2.91 

9.81 

21.91 

17.54 

6.65 

2.69 2.6919

6.6544

2.3600

15.1800

6.8475

15.0638

9.8175

2.9150

5.7750

36.1125

1.3200

11.0688

3.7125

3.7125

3.7125

3.8775

8.1675

1.2431

2.3588

40.3938

17.0531

4.4250

13.5231

2.3600

11.3025

7.0931

1.1000

7.6050

1.2500

16.8800

5.3550

21.0750

72.0000

40.6156

8.2838

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
２階室別求積図
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砕石敷ｔ100砕石敷ｔ100砕石敷ｔ100砕石敷ｔ100砕石敷ｔ100砕石敷ｔ100砕石敷ｔ100

煙突×3煙突×3煙突×3煙突×3煙突×3煙突×3煙突×3

図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号

図面名図面名図面名図面名図面名図面名図面名

縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別受託番号受託番号受託番号受託番号受託番号受託番号受託番号 日付：日付：日付：日付：日付：日付：日付：

製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図担 当担 当担 当担 当担 当担 当担 当検 図検 図検 図検 図検 図検 図検 図設計部長設計部長設計部長設計部長設計部長設計部長設計部長
設計図設計図設計図設計図設計図設計図設計図

会 社会 社会 社会 社会 社会 社会 社
株 式株 式株 式株 式株 式株 式株 式

松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録
　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号

ＡＡＡＡＡＡＡ
一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所 2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ

S=1:300(A3版 50%縮小)S=1:300(A3版 50%縮小)S=1:300(A3版 50%縮小)S=1:300(A3版 50%縮小)S=1:300(A3版 50%縮小)S=1:300(A3版 50%縮小)S=1:300(A3版 50%縮小)

（設計GL=20.30）（設計GL=20.30）（設計GL=20.30）（設計GL=20.30）（設計GL=20.30）（設計GL=20.30）（設計GL=20.30）
（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
外構計画平面図外構計画平面図外構計画平面図外構計画平面図外構計画平面図外構計画平面図外構計画平面図

NTTNTTNTTNTTNTTNTTNTT

関根線174関根線174関根線174関根線174関根線174関根線174関根線174

待合室待合室待合室待合室待合室待合室待合室

T3T3T3T3T3T3T3

関根線175関根線175関根線175関根線175関根線175関根線175関根線175

KBM=20.000KBM=20.000KBM=20.000KBM=20.000KBM=20.000KBM=20.000KBM=20.000

T1T1T1T1T1T1T1

制制制制制制制

汚水汚水汚水汚水汚水汚水汚水

U300-360

U300-360
U300-360

U300-360
U300-360

U300-360
U300-360

制制制制制制制

関根線176関根線176関根線176関根線176関根線176関根線176関根線176

至　野辺地町至　野辺地町至　野辺地町至　野辺地町至　野辺地町至　野辺地町至　野辺地町

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

関根線177関根線177関根線177関根線177関根線177関根線177関根線177

至　大間町至　大間町至　大間町至　大間町至　大間町至　大間町至　大間町

19.4819.4819.4819.4819.4819.4819.48

20.3220.3220.3220.3220.3220.3220.3220.3020.3020.3020.3020.3020.3020.30

20.5620.5620.5620.5620.5620.5620.56

20.5920.5920.5920.5920.5920.5920.59

20.6020.6020.6020.6020.6020.6020.60

20.6620.6620.6620.6620.6620.6620.66

20.3020.3020.3020.3020.3020.3020.30

20.9320.9320.9320.9320.9320.9320.93

20.9420.9420.9420.9420.9420.9420.94

20.9020.9020.9020.9020.9020.9020.90

21.0821.0821.0821.0821.0821.0821.08

20.6220.6220.6220.6220.6220.6220.62

20.3020.3020.3020.3020.3020.3020.30

19.9019.9019.9019.9019.9019.9019.90

20.2020.2020.2020.2020.2020.2020.20

19.1519.1519.1519.1519.1519.1519.15

19.7019.7019.7019.7019.7019.7019.70

20.0020.0020.0020.0020.0020.0020.00

20.0020.0020.0020.0020.0020.0020.00

VP
接
続

VP
接
続

VP
接
続

VP
接
続

VP
接
続

VP
接
続

VP
接
続

20.3020.3020.3020.3020.3020.3020.30

20.3020.3020.3020.3020.3020.3020.30 20.3020.3020.3020.3020.3020.3020.30

20.3020.3020.3020.3020.3020.3020.3020.3020.3020.3020.3020.3020.3020.30

20.2020.2020.2020.2020.2020.2020.20

20.2020.2020.2020.2020.2020.2020.20

20.1020.1020.1020.1020.1020.1020.10

（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-600）（GL-600）（GL-600）（GL-600）（GL-600）（GL-600）（GL-600）

（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）

（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）

（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）

（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）

（GL-200）（GL-200）（GL-200）（GL-200）（GL-200）（GL-200）（GL-200）（GL-100）（GL-100）（GL-100）（GL-100）（GL-100）（GL-100）（GL-100）

（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）

（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0） （GL-100）（GL-100）（GL-100）（GL-100）（GL-100）（GL-100）（GL-100）

（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）（GL±0）

（GL-100）（GL-100）（GL-100）（GL-100）（GL-100）（GL-100）（GL-100）

19.8019.8019.8019.8019.8019.8019.80
（GL-500）（GL-500）（GL-500）（GL-500）（GL-500）（GL-500）（GL-500）

19.9019.9019.9019.9019.9019.9019.90
（GL-400）（GL-400）（GL-400）（GL-400）（GL-400）（GL-400）（GL-400）

20.0020.0020.0020.0020.0020.0020.00
（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）

（GL-400）（GL-400）（GL-400）（GL-400）（GL-400）（GL-400）（GL-400）

（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）

20.0020.0020.0020.0020.0020.0020.00
（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）

20.0020.0020.0020.0020.0020.0020.00
（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）（GL-300）

21.0421.0421.0421.0421.0421.0421.04

22.1122.1122.1122.1122.1122.1122.11

19.8319.8319.8319.8319.8319.8319.83

19.9219.9219.9219.9219.9219.9219.92

19.3019.3019.3019.3019.3019.3019.30

18.8718.8718.8718.8718.8718.8718.87

19.5319.5319.5319.5319.5319.5319.53

19.4319.4319.4319.4319.4319.4319.43
19.4319.4319.4319.4319.4319.4319.43

19.3119.3119.3119.3119.3119.3119.31

19.3619.3619.3619.3619.3619.3619.36

19.2719.2719.2719.2719.2719.2719.27
19.1519.1519.1519.1519.1519.1519.15

19.1019.1019.1019.1019.1019.1019.10

19.1519.1519.1519.1519.1519.1519.15 19.2019.2019.2019.2019.2019.2019.20

21.6321.6321.6321.6321.6321.6321.63

プロパンボンベ庫プロパンボンベ庫プロパンボンベ庫プロパンボンベ庫プロパンボンベ庫プロパンボンベ庫プロパンボンベ庫

排水処理施設排水処理施設排水処理施設排水処理施設排水処理施設排水処理施設排水処理施設

し尿浄化槽し尿浄化槽し尿浄化槽し尿浄化槽し尿浄化槽し尿浄化槽し尿浄化槽

（10人槽）（10人槽）（10人槽）（10人槽）（10人槽）（10人槽）（10人槽）
ｷｭｰﾋﾞｸﾙｷｭｰﾋﾞｸﾙｷｭｰﾋﾞｸﾙｷｭｰﾋﾞｸﾙｷｭｰﾋﾞｸﾙｷｭｰﾋﾞｸﾙｷｭｰﾋﾞｸﾙ

浸透桝浸透桝浸透桝浸透桝浸透桝浸透桝浸透桝

アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装

機械室機械室機械室機械室機械室機械室機械室

受水槽受水槽受水槽受水槽受水槽受水槽受水槽

ポンプ室ポンプ室ポンプ室ポンプ室ポンプ室ポンプ室ポンプ室

調理員出入口調理員出入口調理員出入口調理員出入口調理員出入口調理員出入口調理員出入口

一般出入口一般出入口一般出入口一般出入口一般出入口一般出入口一般出入口

（給食配送トラック用8台）（給食配送トラック用8台）（給食配送トラック用8台）（給食配送トラック用8台）（給食配送トラック用8台）（給食配送トラック用8台）（給食配送トラック用8台）

（給食センター利用者用）（給食センター利用者用）（給食センター利用者用）（給食センター利用者用）（給食センター利用者用）（給食センター利用者用）（給食センター利用者用）

（給食センター利用者用）（給食センター利用者用）（給食センター利用者用）（給食センター利用者用）（給食センター利用者用）（給食センター利用者用）（給食センター利用者用）

（ボランティア用10台）（ボランティア用10台）（ボランティア用10台）（ボランティア用10台）（ボランティア用10台）（ボランティア用10台）（ボランティア用10台）

防災食育センター防災食育センター防災食育センター防災食育センター防災食育センター防災食育センター防災食育センター

駐車場（32台）駐車場（32台）駐車場（32台）駐車場（32台）駐車場（32台）駐車場（32台）駐車場（32台）

（防災広場）（防災広場）（防災広場）（防災広場）（防災広場）（防災広場）（防災広場）

駐車スペース（83台）駐車スペース（83台）駐車スペース（83台）駐車スペース（83台）駐車スペース（83台）駐車スペース（83台）駐車スペース（83台）

バックヤード（設備）バックヤード（設備）バックヤード（設備）バックヤード（設備）バックヤード（設備）バックヤード（設備）バックヤード（設備）

アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装

側溝側溝側溝側溝側溝側溝側溝

側溝側溝側溝側溝側溝側溝側溝

L30.0mL30.0mL30.0mL30.0mL30.0mL30.0mL30.0m

L50.0mL50.0mL50.0mL50.0mL50.0mL50.0mL50.0m

L1
1.
5
m

L1
1.
5
m

L1
1.

5
m

L1
1.

5
m

L1
1.
5
m

L1
1.
5
m

L1
1.

5
m

L11.2mL11.2mL11.2mL11.2mL11.2mL11.2mL11.2m

L
22
.
1m

L
22
.
1m

L
22
.
1m

L
22
.
1m

L
22
.
1m

L
22
.
1m

L
22
.
1m

L140.0mL140.0mL140.0mL140.0mL140.0mL140.0mL140.0m

側溝側溝側溝側溝側溝側溝側溝

縁石縁石縁石縁石縁石縁石縁石

L95.3mL95.3mL95.3mL95.3mL95.3mL95.3mL95.3m

縁石縁石縁石縁石縁石縁石縁石

集水桝集水桝集水桝集水桝集水桝集水桝集水桝

集水桝集水桝集水桝集水桝集水桝集水桝集水桝

集水桝集水桝集水桝集水桝集水桝集水桝集水桝

集水桝集水桝集水桝集水桝集水桝集水桝集水桝

集水桝集水桝集水桝集水桝集水桝集水桝集水桝

縁石縁石縁石縁石縁石縁石縁石

白線引 W100白線引 W100白線引 W100白線引 W100白線引 W100白線引 W100白線引 W100

自立式看板自立式看板自立式看板自立式看板自立式看板自立式看板自立式看板

既存プール既存プール既存プール既存プール既存プール既存プール既存プール
（解体工事）（解体工事）（解体工事）（解体工事）（解体工事）（解体工事）（解体工事）

国道279号線国道279号線国道279号線国道279号線国道279号線国道279号線国道279号線

（建基法42条1項1号）（建基法42条1項1号）（建基法42条1項1号）（建基法42条1項1号）（建基法42条1項1号）（建基法42条1項1号）（建基法42条1項1号）

8
,
7
5
0

7
,
3
5
0

7
,
0
0
0

59,100

ＡＡＡＡＡＡＡ ＡＡＡＡＡＡＡ

▽19.43▽19.43▽19.43▽19.43▽19.43▽19.43▽19.43

設計GL±0設計GL±0設計GL±0設計GL±0設計GL±0設計GL±0設計GL±0
▽20.30▽20.30▽20.30▽20.30▽20.30▽20.30▽20.30

1,000

現況地盤高現況地盤高現況地盤高現況地盤高現況地盤高現況地盤高現況地盤高

盛土盛土盛土盛土盛土盛土盛土
アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装縁石縁石縁石縁石縁石縁石縁石

Ａ－Ａ断面図　　　　　 S=1/100Ａ－Ａ断面図　　　　　 S=1/100Ａ－Ａ断面図　　　　　 S=1/100Ａ－Ａ断面図　　　　　 S=1/100Ａ－Ａ断面図　　　　　 S=1/100Ａ－Ａ断面図　　　　　 S=1/100Ａ－Ａ断面図　　　　　 S=1/100

外構計画平面図　　　　 S=1/300外構計画平面図　　　　 S=1/300外構計画平面図　　　　 S=1/300外構計画平面図　　　　 S=1/300外構計画平面図　　　　 S=1/300外構計画平面図　　　　 S=1/300外構計画平面図　　　　 S=1/300

現況地盤現況地盤現況地盤現況地盤現況地盤現況地盤現況地盤

砕石敷ｔ100砕石敷ｔ100砕石敷ｔ100砕石敷ｔ100砕石敷ｔ100砕石敷ｔ100砕石敷ｔ100
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隣地境界線

隣地境界線

隣地境界線

隣地境界線

隣地境界線隣地境界線隣地境界線隣地境界線
隣地境界線隣地境界線隣地境界線

隣地境界線隣地境界線
隣地境界線隣地境界線隣地境界線隣地境界線隣地境界線

隣地境界線隣地境界線
隣地境界線隣地境界線隣地境界線隣地境界線
隣地境界線

（120,465）（120,465）（120,465）（120,465）（120,465）（120,465）（120,465）

（10,438）（10,438）（10,438）（10,438）（10,438）（10,438）（10,438）
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19.1019.1019.1019.1019.1019.1019.10

砕石置換H500砕石置換H500砕石置換H500砕石置換H500砕石置換H500砕石置換H500砕石置換H500

（既存土）（既存土）（既存土）（既存土）（既存土）（既存土）（既存土）（既存土）（既存土）（既存土）（既存土）（既存土）（既存土）（既存土）

（既存砂利敷き）（既存砂利敷き）（既存砂利敷き）（既存砂利敷き）（既存砂利敷き）（既存砂利敷き）（既存砂利敷き）

41,00015,000

35,000 2,300

19.4019.4019.4019.4019.4019.4019.40

進入路進入路進入路進入路進入路進入路進入路

白線引 W100白線引 W100白線引 W100白線引 W100白線引 W100白線引 W100白線引 W100

白線引 W300白線引 W300白線引 W300白線引 W300白線引 W300白線引 W300白線引 W300

白線引 W100白線引 W100白線引 W100白線引 W100白線引 W100白線引 W100白線引 W100

白線引 W100白線引 W100白線引 W100白線引 W100白線引 W100白線引 W100白線引 W100

アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装

側溝 W200側溝 W200側溝 W200側溝 W200側溝 W200側溝 W200側溝 W200

車止めﾎﾟｰﾙH1500車止めﾎﾟｰﾙH1500車止めﾎﾟｰﾙH1500車止めﾎﾟｰﾙH1500車止めﾎﾟｰﾙH1500車止めﾎﾟｰﾙH1500車止めﾎﾟｰﾙH1500
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（既存量水器）（既存量水器）（既存量水器）（既存量水器）（既存量水器）（既存量水器）（既存量水器）

096096096096096096096

フェンス H1100フェンス H1100フェンス H1100フェンス H1100フェンス H1100フェンス H1100フェンス H1100

L31.1mL31.1mL31.1mL31.1mL31.1mL31.1mL31.1m L20.3mL20.3mL20.3mL20.3mL20.3mL20.3mL20.3m

L35.3mL35.3mL35.3mL35.3mL35.3mL35.3mL35.3m

L5
4.
3
m

L5
4.
3
m

L5
4.
3
m

L5
4.
3
m

L5
4.
3
m

L5
4.
3
m

L5
4.
3
m
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L34.2mL34.2mL34.2mL34.2mL34.2mL34.2mL34.2m L20.6mL20.6mL20.6mL20.6mL20.6mL20.6mL20.6m
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オレンジ線引 W100オレンジ線引 W100オレンジ線引 W100オレンジ線引 W100オレンジ線引 W100オレンジ線引 W100オレンジ線引 W100

オレンジ線引 W100オレンジ線引 W100オレンジ線引 W100オレンジ線引 W100オレンジ線引 W100オレンジ線引 W100オレンジ線引 W100

3,000
1,400
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,
3
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0

7
,
2
0
0

L4.4mL4.4mL4.4mL4.4mL4.4mL4.4mL4.4m

視覚障害者誘導タイル視覚障害者誘導タイル視覚障害者誘導タイル視覚障害者誘導タイル視覚障害者誘導タイル視覚障害者誘導タイル視覚障害者誘導タイル

L1.4mL1.4mL1.4mL1.4mL1.4mL1.4mL1.4m

地下オイルタンク地下オイルタンク地下オイルタンク地下オイルタンク地下オイルタンク地下オイルタンク地下オイルタンク

2:12:12:12:12:12:12:18
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アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装

（既存砂利敷き）（既存砂利敷き）（既存砂利敷き）（既存砂利敷き）（既存砂利敷き）（既存砂利敷き）（既存砂利敷き）
20.0020.0020.0020.0020.0020.0020.00

19.8319.8319.8319.8319.8319.8319.83

：計画地盤高：計画地盤高：計画地盤高：計画地盤高：計画地盤高：計画地盤高：計画地盤高

：既存地盤高：既存地盤高：既存地盤高：既存地盤高：既存地盤高：既存地盤高：既存地盤高

：アスファルト舗装：アスファルト舗装：アスファルト舗装：アスファルト舗装：アスファルト舗装：アスファルト舗装：アスファルト舗装

：砕石敷き：砕石敷き：砕石敷き：砕石敷き：砕石敷き：砕石敷き：砕石敷き

凡例凡例凡例凡例凡例凡例凡例

白線引 W150白線引 W150白線引 W150白線引 W150白線引 W150白線引 W150白線引 W150

自家発用地下オイルタンク自家発用地下オイルタンク自家発用地下オイルタンク自家発用地下オイルタンク自家発用地下オイルタンク自家発用地下オイルタンク自家発用地下オイルタンク

電動弁ボックス電動弁ボックス電動弁ボックス電動弁ボックス電動弁ボックス電動弁ボックス電動弁ボックス

配管トラフ配管トラフ配管トラフ配管トラフ配管トラフ配管トラフ配管トラフ

数量数量数量数量数量数量数量規格規格規格規格規格規格規格

図示図示図示図示図示図示図示

図示図示図示図示図示図示図示

舗装関係数量表舗装関係数量表舗装関係数量表舗装関係数量表舗装関係数量表舗装関係数量表舗装関係数量表

4,427㎡4,427㎡4,427㎡4,427㎡4,427㎡4,427㎡4,427㎡

縁石縁石縁石縁石縁石縁石縁石

アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装アスファルト舗装

砕石敷き砕石敷き砕石敷き砕石敷き砕石敷き砕石敷き砕石敷き 図示図示図示図示図示図示図示

300×300300×300300×300300×300300×300300×300300×300
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（既存土）（既存土）（既存土）（既存土）（既存土）（既存土）（既存土）

砕石敷ｔ100砕石敷ｔ100砕石敷ｔ100砕石敷ｔ100砕石敷ｔ100砕石敷ｔ100砕石敷ｔ100
縁石縁石縁石縁石縁石縁石縁石

オイルポンプオイルポンプオイルポンプオイルポンプオイルポンプオイルポンプオイルポンプ
冷却塔冷却塔冷却塔冷却塔冷却塔冷却塔冷却塔

ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟ

ｵｲﾙｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸｵｲﾙｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸｵｲﾙｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸｵｲﾙｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸｵｲﾙｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸｵｲﾙｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸｵｲﾙｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸ

動力盤動力盤動力盤動力盤動力盤動力盤動力盤 19.9019.9019.9019.9019.9019.9019.90
（GL-400）（GL-400）（GL-400）（GL-400）（GL-400）（GL-400）（GL-400）

オイルポンプオイルポンプオイルポンプオイルポンプオイルポンプオイルポンプオイルポンプ

配管トラフ配管トラフ配管トラフ配管トラフ配管トラフ配管トラフ配管トラフ 全て全て全て全て全て全て全て

基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎

地盤改良、舗装、縁石、フェンス地盤改良、舗装、縁石、フェンス地盤改良、舗装、縁石、フェンス地盤改良、舗装、縁石、フェンス地盤改良、舗装、縁石、フェンス地盤改良、舗装、縁石、フェンス地盤改良、舗装、縁石、フェンスその他その他その他その他その他その他その他

（機械設備工事）（機械設備工事）（機械設備工事）（機械設備工事）（機械設備工事）（機械設備工事）（機械設備工事）ガソリントラップガソリントラップガソリントラップガソリントラップガソリントラップガソリントラップガソリントラップ
配管トラフ配管トラフ配管トラフ配管トラフ配管トラフ配管トラフ配管トラフ

集水桝集水桝集水桝集水桝集水桝集水桝集水桝

オイルポンプオイルポンプオイルポンプオイルポンプオイルポンプオイルポンプオイルポンプ
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L1
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0
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L1
1.
0
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L1
1.
0
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L0.2mL0.2mL0.2mL0.2mL0.2mL0.2mL0.2m

排水処理施設排水処理施設排水処理施設排水処理施設排水処理施設排水処理施設排水処理施設

し尿浄化槽し尿浄化槽し尿浄化槽し尿浄化槽し尿浄化槽し尿浄化槽し尿浄化槽

機械室機械室機械室機械室機械室機械室機械室

プロパンボンベ庫プロパンボンベ庫プロパンボンベ庫プロパンボンベ庫プロパンボンベ庫プロパンボンベ庫プロパンボンベ庫

地下オイルタンク地下オイルタンク地下オイルタンク地下オイルタンク地下オイルタンク地下オイルタンク地下オイルタンク

オイルポンプオイルポンプオイルポンプオイルポンプオイルポンプオイルポンプオイルポンプ

受水槽・ポンプ室受水槽・ポンプ室受水槽・ポンプ室受水槽・ポンプ室受水槽・ポンプ室受水槽・ポンプ室受水槽・ポンプ室 基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎

基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎

基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎

基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎

詳細図参照詳細図参照詳細図参照詳細図参照詳細図参照詳細図参照詳細図参照

（機械設備工事）（機械設備工事）（機械設備工事）（機械設備工事）（機械設備工事）（機械設備工事）（機械設備工事）

土木工事、躯体、埋戻し土木工事、躯体、埋戻し土木工事、躯体、埋戻し土木工事、躯体、埋戻し土木工事、躯体、埋戻し土木工事、躯体、埋戻し土木工事、躯体、埋戻し

バックヤード（設備）建築工事バックヤード（設備）建築工事バックヤード（設備）建築工事バックヤード（設備）建築工事バックヤード（設備）建築工事バックヤード（設備）建築工事バックヤード（設備）建築工事

冷却塔冷却塔冷却塔冷却塔冷却塔冷却塔冷却塔 基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎

冷温水発生機冷温水発生機冷温水発生機冷温水発生機冷温水発生機冷温水発生機冷温水発生機 基礎、囲い、ため枡基礎、囲い、ため枡基礎、囲い、ため枡基礎、囲い、ため枡基礎、囲い、ため枡基礎、囲い、ため枡基礎、囲い、ため枡

ポンプポンプポンプポンプポンプポンプポンプ 基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎

基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎オイルサービスタンクオイルサービスタンクオイルサービスタンクオイルサービスタンクオイルサービスタンクオイルサービスタンクオイルサービスタンク

基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎

キュービクルキュービクルキュービクルキュービクルキュービクルキュービクルキュービクル

発電機発電機発電機発電機発電機発電機発電機

自家発用地下オイルタンク自家発用地下オイルタンク自家発用地下オイルタンク自家発用地下オイルタンク自家発用地下オイルタンク自家発用地下オイルタンク自家発用地下オイルタンク

基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎

土木工事、躯体、埋戻し土木工事、躯体、埋戻し土木工事、躯体、埋戻し土木工事、躯体、埋戻し土木工事、躯体、埋戻し土木工事、躯体、埋戻し土木工事、躯体、埋戻し

基礎、囲い、ため枡基礎、囲い、ため枡基礎、囲い、ため枡基礎、囲い、ため枡基礎、囲い、ため枡基礎、囲い、ため枡基礎、囲い、ため枡

電源弁ボックス電源弁ボックス電源弁ボックス電源弁ボックス電源弁ボックス電源弁ボックス電源弁ボックス 基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎
発電機発電機発電機発電機発電機発電機発電機

19.1019.1019.1019.1019.1019.1019.10

1
4
,
8
5
0

L7
.
7m

L7
.
7m

L7
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L7
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フェンス H1900・門扉×2 L82.6mフェンス H1900・門扉×2 L82.6mフェンス H1900・門扉×2 L82.6mフェンス H1900・門扉×2 L82.6mフェンス H1900・門扉×2 L82.6mフェンス H1900・門扉×2 L82.6mフェンス H1900・門扉×2 L82.6m

浸透桝浸透桝浸透桝浸透桝浸透桝浸透桝浸透桝
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5
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L
9.
5
m

L
9.

5
m

L
9.

5
m

L
9.
5
m

L
9.
5
m

L
9.

5
m

冷温水発生機冷温水発生機冷温水発生機冷温水発生機冷温水発生機冷温水発生機冷温水発生機

3,00024,400

L3.0mL3.0mL3.0mL3.0mL3.0mL3.0mL3.0m

L24.7mL24.7mL24.7mL24.7mL24.7mL24.7mL24.7m

浸透桝浸透桝浸透桝浸透桝浸透桝浸透桝浸透桝

動力盤動力盤動力盤動力盤動力盤動力盤動力盤

【危険物関係】【危険物関係】【危険物関係】【危険物関係】【危険物関係】【危険物関係】【危険物関係】

1.冷温水発生機、発電設備は「一般取扱所」に該当するため3.0ｍ以上の保有空地を確保するよう配置する。1.冷温水発生機、発電設備は「一般取扱所」に該当するため3.0ｍ以上の保有空地を確保するよう配置する。1.冷温水発生機、発電設備は「一般取扱所」に該当するため3.0ｍ以上の保有空地を確保するよう配置する。1.冷温水発生機、発電設備は「一般取扱所」に該当するため3.0ｍ以上の保有空地を確保するよう配置する。1.冷温水発生機、発電設備は「一般取扱所」に該当するため3.0ｍ以上の保有空地を確保するよう配置する。1.冷温水発生機、発電設備は「一般取扱所」に該当するため3.0ｍ以上の保有空地を確保するよう配置する。1.冷温水発生機、発電設備は「一般取扱所」に該当するため3.0ｍ以上の保有空地を確保するよう配置する。

2.オイルポンプ（機械設備）はプロパンボンベ庫より5.0ｍ以上離す。2.オイルポンプ（機械設備）はプロパンボンベ庫より5.0ｍ以上離す。2.オイルポンプ（機械設備）はプロパンボンベ庫より5.0ｍ以上離す。2.オイルポンプ（機械設備）はプロパンボンベ庫より5.0ｍ以上離す。2.オイルポンプ（機械設備）はプロパンボンベ庫より5.0ｍ以上離す。2.オイルポンプ（機械設備）はプロパンボンベ庫より5.0ｍ以上離す。2.オイルポンプ（機械設備）はプロパンボンベ庫より5.0ｍ以上離す。

3.地下オイルタンク（電気設備、機械設備）は「地下タンク貯蔵所」に該当する。3.地下オイルタンク（電気設備、機械設備）は「地下タンク貯蔵所」に該当する。3.地下オイルタンク（電気設備、機械設備）は「地下タンク貯蔵所」に該当する。3.地下オイルタンク（電気設備、機械設備）は「地下タンク貯蔵所」に該当する。3.地下オイルタンク（電気設備、機械設備）は「地下タンク貯蔵所」に該当する。3.地下オイルタンク（電気設備、機械設備）は「地下タンク貯蔵所」に該当する。3.地下オイルタンク（電気設備、機械設備）は「地下タンク貯蔵所」に該当する。

4.ボイラー室は「一般取扱所」に該当する。4.ボイラー室は「一般取扱所」に該当する。4.ボイラー室は「一般取扱所」に該当する。4.ボイラー室は「一般取扱所」に該当する。4.ボイラー室は「一般取扱所」に該当する。4.ボイラー室は「一般取扱所」に該当する。4.ボイラー室は「一般取扱所」に該当する。

側溝側溝側溝側溝側溝側溝側溝 L5.9m（横断用）L5.9m（横断用）L5.9m（横断用）L5.9m（横断用）L5.9m（横断用）L5.9m（横断用）L5.9m（横断用）
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側溝側溝側溝側溝側溝側溝側溝

100100100100100100100

140m140m140m140m140m140m140m

150150150150150150150

48m48m48m48m48m48m48m

白線引白線引白線引白線引白線引白線引白線引 300300300300300300300 2.8m2.8m2.8m2.8m2.8m2.8m2.8m

452m452m452m452m452m452m452m

62m62m62m62m62m62m62m

白線引白線引白線引白線引白線引白線引白線引

白線引白線引白線引白線引白線引白線引白線引

オレンジ線引オレンジ線引オレンジ線引オレンジ線引オレンジ線引オレンジ線引オレンジ線引 100100100100100100100

側溝側溝側溝側溝側溝側溝側溝 300×300300×300300×300300×300300×300300×300300×300

200×200200×200200×200200×200200×200200×200200×200

300×300300×300300×300300×300300×300300×300300×300側溝（横断用）側溝（横断用）側溝（横断用）側溝（横断用）側溝（横断用）側溝（横断用）側溝（横断用）

側溝（自由勾配）側溝（自由勾配）側溝（自由勾配）側溝（自由勾配）側溝（自由勾配）側溝（自由勾配）側溝（自由勾配） 120m120m120m120m120m120m120m

46m46m46m46m46m46m46m

81m81m81m81m81m81m81m
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346m346m346m346m346m346m346m

500㎡500㎡500㎡500㎡500㎡500㎡500㎡

縁石縁石縁石縁石縁石縁石縁石

縁石縁石縁石縁石縁石縁石縁石

：その１工事を示す：その１工事を示す：その１工事を示す：その１工事を示す：その１工事を示す：その１工事を示す：その１工事を示す
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（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
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外構計画横断図

※KBMを20.00ｍとした高さとしています

※地盤の高さは強調するために実際の「２倍」で描いています

：現状地盤

：盛土
Ｄ－Ｄ’断面

：その１工事を示す
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縁石 S=1/20 S=1/20 アスファルト舗装(A-8-25)

砕石敷 S=1/20 
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S=1/20 側溝W200

フェンス H1100 S=1/20 S=1/20 

JFE:積雪型フェンス NER-AR-G型 H190 同等品以上

門扉(メッシュフェンス H1900)フェンス H1900

JFE:積雪型フェンス NER-AR型 H190 同等品以上
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笠木:φ48.6x3.2 柱:φ50.8x2.3
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捨コンクリートｔ50

既製基礎:250×250×600
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車止めポール H1500

R
120

全
周
R60

RC基礎 □350 5
0

200

6
0
0

1
0
0

D10 @200(タテヨコ)

側溝（横断用／3種300A） S=1/20 側溝（自由勾配）

再生砕石(RC-40)

▽地盤高

520

300

4
6
5

3
0

9
5

3
0
0

7
0

280
R50

1
2
0

360

520

6
0
0

敷モルタル

(
凍

結
深
度

)

落ちふた式Ｕ形側溝:横断用／3種300A

▽地盤高

300

500

9
5

610

510 5050

1
0
0

4
4
5

1
0
0

3
5
0

5
0
～

1
5
0

再生砕石(RC-40)

基礎コンクリート
インバートコンクリート

コンクリート蓋

▽地盤高

150

1
5
0

5
0
1
0

地先境界Ｃ
モルタル

6
0
0

250

5050

4
0
0

再生砕石(RC-40)
捨コンクリート

(
凍

結
深
度

)
落ちふた式Ｕ形側溝:3種200

▽地盤高

200

390

180

8
0

2
0
0

3
4
0

3
0 6
0

6
0
0

2
5
0

250

390

再生砕石(RC-40)敷モルタル

(
凍

結
深

度
)

600×600

D10@200

再生砕石(RC-40)

7
2
0

120120

1
5
0

6
0
0

1
0
0
5
01
2
0

▽地盤高

捨コンクリート

 ボルトキャッフﾟ付)
(ボルト固定式 T-25 普通目
鋼製グレーチング 700×700

上層路盤:再生砕石(RC-40)ｔ250

砕石置換ｔ500

5
0
0

▽現況地盤高

▽計画地盤高

5
0
3
0

2
5
0

盛土ｔ***(計画高さによる)

表層:アスファルト混合物ｔ30
基層:アスファルト混合物ｔ50

3
0
0

6
0
0

(
凍

結
深

度
)

下層路盤:再生砕石(RC-40)ｔ300

*
*
*

▽計画地盤高

表層:再生砕石(RC-40)ｔ100

1
0
0

▽現況地盤高

*
*
*

盛土ｔ***(計画高さによる)

5
0
0

▽現況地盤高

▽計画地盤高

2
5
0

6
0

3
0
0

6
0
0

*
*
*

2
0

上層路盤:再生砕石(RC-40)ｔ250

砕石置換ｔ500

敷砂ｔ20
不織布

盛土ｔ***(計画高さによる)
下層路盤:再生砕石(RC-40)ｔ300

視覚障害者用インターロッキング
ブロックｔ60

(
凍

結
深

度
)

※すべてその２工事



3,150

2,600 3,500 700700 150150

150 7,500 150

700 3,500 2,600 700

450 2,600 2,600 450

300 300 300 300300 300

300 300 300

2
,
8
0
0

2
,
0
5
0

2
,
3
5
0

2
,
5
0
0

1
5
0

1
5
0

2
2
5

3
7
5

2
2
53
7
5

7,800

343 7,114 343

1,500 2,200 950

700 520800

3
,
3
3
0

3
0
0

2
,
5
2
0

3
0
0

6
0

1
5
0

9
0

4
0
0

1
0
0
1
0

1
,
9
2
2

7
8
8

1,400 1,400

7,500

2,800

2,800

55
0

2以上

開口部補強要領

タンク外面保護加工詳細

D13ダブル

切込み砂利又は切込み砕石

捨コンクリート

山砂埋戻し

山砂埋戻し

（タンク本体)

(FRP外殻)

(検知層)

6-□300鉄筋コンクリート支柱　主筋4-D16フープD10-150@

(6-M20X630基礎ボルト)

(ゴムシートｔ10×3)

(左点検口マンホール蓋) (右点検口マンホール蓋) (固定バンド×3)

(検知口マンホール蓋)

▽地盤高 ▽地盤高

(ゴムシートｔ10×3)

鉄筋コンクリートD13-200@ダブル

鉄筋コンクリートD13-200@ダブル

ＡＡ

Ｂ

Ｂ

※図中の(　)内は設備工事

平 面 詳 細 図　　　　  S=1/20

Ａ-Ａ断面詳細図　　　　 S=1/20 Ｂ-Ｂ断面詳細図　　　　 S=1/20

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
オイルタンク詳細図
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上部開口図

放流配管工事

流入配管工事

二次側配管設備工事

機器設備据付工事

水張漏水検査

スリーブ入れ、及び貫通穴の補修

機器設備基礎コンクリート工事

処理槽躯体及び機械室基礎工事

外部警報配線工事

一次側電気工事

二次側電気工事

給水設備工事

試運転調整

ﾏﾝﾎｰﾙ及びﾁｪｯｶｰﾌﾟﾚｰﾄ据付工事

槽内6面防食工事

機械室工事

スリーブ、鉄筋切断と補強筋工事

箱抜き工事

臭突配管工事

浸透桝工事

機械室内及び機械室から処理槽迄の配管工事

接地工事を含む

浸透桝迄

機械室最寄り外部に給水栓

一括故障

機械室に沿って立上げる

機械室内照明・コンセント、換気、防音工事を含む

排水処理

設備工事 設備工事

給排水衛生
建築工事名　　　称

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

電気設備工事

○

○

○

工事区分表

備　　　考

ﾏﾝﾎｰﾙ・ﾁｪｯｶｰﾌﾟﾚｰﾄの材料は機械設備工事

掘削(山留工法)､埋戻し(山砂)

基礎下砕石ｔ150 RC-40

建築工事

捨てｺﾝｸﾘｰﾄｔ50 Fc18-S15

ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc21+3-S18

勾配ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc18-S18

止水板:塩ﾋﾞ製 6-150

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃの上 塗膜防水
平場～立上り天端まで

手すり:H1100 溶融亜鉛ﾒｯｷ 50×9

横引ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ SUS製

竪樋:ｶﾗｰVPφ75

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上 浸透性吸水防止剤塗

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 段鼻:ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ

手すり:H800 溶融亜鉛ﾒｯｷ 50×9

ｽﾘｰﾌﾞ鉄筋切断及び補強筋工事

SUS製 4本(材料は機械設備工事より支給)

土工事

躯体

機械設備基礎

屋上仕上

雨水処理

外壁仕上

階段

開口

開口枠取付

タラップ

槽内6面防食･防水

(ﾏﾝﾎｰﾙ・ﾁｪｯｶｰﾌﾟﾚｰﾄは機械設備工事より支給)

　ｴﾎﾟｷｼ系　 :沈殿槽、ばっ気槽、担体流動槽、

ｹｲ酸質系塗布防水:消毒槽、放流ポンプ槽

　ﾋﾞﾆﾙｴｽﾃﾙ系:沈砂槽・原水ポンプ槽・流量調整槽

　　　　　　 汚泥濃縮貯留槽

※図中の(　)内は設備工事

日本下水道事業団Ｂ種相当

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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　宮城県知事登録
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一級建築士事務所
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S=1:50(A3版 50%縮小)

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
排水処理施設詳細図(１)
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 D13 @200 ダブル  D13 @200 ダブル  D13 @200 ダブル

Ｗ3 Ｗ3 4-D13 4-D13

Ｓ1 Ｓ1 Ｓ1▽GL ▽GL

2-D13

縦筋･横筋共 縦筋･横筋共
 D10 @200 ダブル  D13 @200 ダブルＦＳ1 ＦＳ1 ＦＳ1

＝処理槽＝

＝処理槽＝

＝処理槽＝

＝処理槽＝

Ａ－Ａ断面配筋図

Ｄ－Ｄ断面配筋図

Ｅ－Ｅ断面配筋図

Ｂ－Ｂ断面配筋図

Ａ１：Ｓ＝１／５０
Ａ３：Ｓ＝１／１００

Ａ１：Ｓ＝１／５０
Ａ３：Ｓ＝１／１００

Ａ１：Ｓ＝１／５０
Ａ３：Ｓ＝１／１００

Ａ１：Ｓ＝１／５０
Ａ３：Ｓ＝１／１００

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
2023年3月24日２２－１２７Ｓ

S=1:50(A3版 50%縮小)

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
排水処理施設詳細図(５)
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0
0

1,000 3,100 250 2,200 250 2501,200
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1,100300

300 2,000 250 4,550 250 300

1
5
0

1
5
0

150150 11,100

800 1,200

6
,
3
0
0

1
,
0
0
0

11,400 1,400

12,800

11,400 1,400

12,8002,400 2,000

3
0
0

3
,
1
0
0

2
5
0

2
,
3
5
0

3
0
0

2
0
0

4
,
5
0
0

1
,
0
0
0

3
0
0

3
0
0

6
,
3
0
0

Ｓ1Ｓ1

Ｓ1

Ｓ1

ＦＳ1

ＦＳ1

ＦＳ1

Ｗ
1

Ｗ1 Ｗ1 Ｗ1 Ｗ1 Ｗ1

Ｗ
1

Ｗ
1

Ｗ1 Ｗ1 Ｗ1

Ｓ1 Ｓ1

Ｓ1

Ａ

ＦＳ1 ＦＳ1 ＦＳ1

ＦＳ1

ＦＳ1ＦＳ1

ＦＳ1

ＦＳ1

ＦＳ2

Ｗ2

Ｗ
2

Ｗ
2

Ｗ2

Ｗ3

Ｗ
3

Ｗ
3

Ｗ3 Ｗ3 Ｗ3

Ｗ
3

Ｗ
3

Ｗ3

Ｗ
3

Ｗ
3

Ｗ3

Ｗ
3

Ｗ3

Ｗ4

Ｗ
1
(
下

:
Ｗ

2
)

Ｗ
1
(
下

:
Ｗ

2
)

Ｓ2

Ｓ1

Ｓ1

Ｓ1

Ｓ1

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｆ Ｆ

Ｇ

Ｇ

Ｃ Ｃ

Ｃ Ｃ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ＦＳ ＦＳ

Ｌ

Ｌ Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ Ｌ

Ｌ

Ｌ Ｌ

15
0

D13

D10 @200 シングル

D13

増打ｔ10

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｓ

Ｗ Ｗ

開口部開口部

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｓ

Ｗ Ｗ

壁筋と同等サイズ以上を使用とすること

定着長さ　　　　Ｌ＝４０ｄ

特記なき
開口部　補強筋　２－Ｄ１３

但し４－Ｄ１３以上　　定着長さＬ＝３５ｄ以上

定着長さ　Ｌ＝３５ｄ以上

スラブ厚 位　置

位　置壁 壁　厚 備　　　考

備　　　考

縦　　　筋

副　　　筋主　　　筋

横　　　筋

全断面

全断面 ダ　ブ　ル

Ｓ１

ＦＳ１ 全断面

１Ｗ

全断面Ｓ２

全断面Ｗ

全断面Ｗ

２

３

ダ　ブ　ル

ダ　ブ　ル

全断面Ｗ ダ　ブ　ル４

D 1 0 - 2 0 0 @ D 1 0 - 2 0 0 @

D 1 0 - 2 0 0 @ D 1 0 - 2 0 0 @

２８０＋２０

D 1 0 - 2 0 0 @ D 1 0 - 2 0 0 @

ＦＳ 全断面２

D 1 3 - 2 0 0 @ D 1 3 - 2 0 0 @

D 1 3 - 2 0 0 @ D 1 3 - 2 0 0 @

D 1 3 - 2 0 0 @ D 1 3 - 2 0 0 @

凡　　　例

鉄　　　筋

そ　の　他

巾 止 め 筋

地　耐　力

詳細は現場係員の指示による

Ｄ１０－１０００@

壁　リスト

共 通 事 項

ダ　ブ　ル

ダ　ブ　ル

ダ　ブ　ル

D 1 6 - 2 0 0 @ D 1 6 - 2 0 0 @

３００

２００

２００

１５０

ダ　ブ　ル７００

３５０

D 1 3 - 2 0 0 @

２５０

D 1 3 - 2 0 0 @

… Ｄ１０､

１００　ＫＮ／㎡以上

… Ｄ１３、 … Ｄ１６

ＳＤ２９５(D16以下)

Ｔ － ０

スラブ リスト

コンクリ－ト

スラブ荷重

特記なきスラブ開口部補筋は２－Ｄ１３とし定着長さＬ＝４０ｄとする

壁に達する補強筋は壁内に定着すること

その他基礎スラブ筋は４０ｄで重ね継手とする

スラブ

＝処理槽＝

＝処理槽・機械室＝

上部スラブ伏図

基礎スラブ伏図

階段配筋図　S=1/30

壁・基礎スラブ　定着長さ

壁・スラブ交差部　補強筋壁　交差部　補強筋

開口部　補強筋

Ａ１：Ｓ＝１／１００
Ａ３：Ｓ＝１／２００

Ａ１：Ｓ＝１／１００
Ａ３：Ｓ＝１／２００

壁筋で外周のたて筋は水平距離で３５ｄの定着を基礎スラブ内にすること

基礎スラブ筋で外周の壁に定着する下端筋は鉛直距離で３５ｄの定着を壁内にすること

4FC=21Ｎ/㎜2(無筋コン18Ｎ/㎜2､捨コン15Ｎ/㎜2)

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所

Ａ
2023年3月24日２２－１２７Ｓ

S=1:100(A3版 50%縮小)

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
排水処理施設詳細図(６)
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19.12

既存アスファルト舗装（t50）【撤去】

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

Ａ
一級建築士事務所 2023年3月24日２２－１２７Ｓ

S=1:300(A3版 50%縮小)

プール

高跳び場

ベンチ

ゴムマット

小屋

プール

量水器

落
蓋
式
側
溝
300-360

HPΦ350

管理棟

U300-360

19.83

待合室

関根線176

関根線174

制

制

(As)
(As)

(As)

(As)

(As)

(As)

(g)

現
場
打
水
路
300

(g)

T1

T2

T3

関根線177

関根線178

落
蓋
式
側
溝
300-360

(As)

(As)

(As)

(As)

(As)

(As)

(As)

(As)

NTT

U4
90
-3
40

VPΦ100

仕

(Co)

グラウンド

(Co)

(Co)

(Co)

(Co)

(Co)

(g)

(g) (g)

(g)

(g)

(g)

(g)

(Co)

(Co)

交番

(g)

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）

（砂利敷き）

20.3220.30

20.56

20.59

20.60

20.66

20.30

20.93

20.94

20.90

21.08

20.62

20.30

19.40

19.90

20.20

19.15

19.70

20.00

20.00

20.30

20.30 20.30

20.3020.30

20.20

20.20

20.10

（GL-300）（GL-600）

（GL±0）

（GL-300）

（GL±0）

（GL±0）（GL±0）

（GL-200）（GL-100）

（GL±0）

（GL±0） （GL-100）

（GL±0）

（GL-100）

19.80
（GL-500）

19.90
（GL-400）

20.00
（GL-300）

（GL-400）

（GL-300）

20.00
（GL-300）

20.00
（GL-300）

22.11

19.83

19.92

19.30

18.87

19.53

19.43
19.43

19.36

19.15

19.10

19.15 19.20

21.63

19.31

19.27

19.1019.27

KBM=20.000

20.53

**.**

**.**：現況地盤高さ

：計画地盤高さ

19.46 19.40 19.35

19.46

20.15 20.07

19.90

19.86

19.95

20.19

19.52 19.44

20.26

19.3719.35

19.24 19.14
19.13

19.25

19.21

19.3119.38 19.32 19.31 19.3519.28

19.4319.51 19.40

19.55

19.43
19.43

19.43

19.33

19.56

19.24

22.04

19.34

既存側溝（U200-300）【撤去】

既存側溝（U200-300）【撤去】

既存縁石【撤去】

既存縁石【撤去】

関根線175

△新設建物ライン

▽新設建物ライン

▽新設盛土ライン

△新設縁石ライン

△新設縁石ライン

▽
新

設
盛

土
ラ

イ
ン

△
新
設

縁
石

ラ
イ

ン

▽新設盛土ライン

△
新

設
盛

土
ラ

イ
ン

▽
新

設
縁

石
ラ

イ
ン

△新設側溝ライン

180

1401
3
0

1
5
0

320

砂利敷き側

グラウンド側

既存縁石詳細図【撤去】

項目 規格 数量

アスファルト舗装 50mm

109m図示縁石

側溝 U200-300 111m

595㎡

撤去数量表

現況敷地図

108

N

現 況 敷 地 図　　　　 S=1/300

道
路
境
界
線

敷
地
境
界
線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

隣
地
境
界
線

隣
地
境

界
線

隣地境界線

隣地境界線

隣地境界線

隣地境界線

（120,465）

（10,438）

（
6,
30
8）

（39,804）
（96,673）

（
3
0,
9
92
）

（20,664）

（
28
,9
74
）

（
3
1
,
2
7
5
）

（4,00
0）（

6,129）

（
92,442）

19.90
（GL-400）

19.10



図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

Ａ
一級建築士事務所 2023年3月24日２２－１２７Ｓ

S=1:300(A3版 50%縮小)

敷鉄板

ラフテレーンクレーン25t

仮囲い

交通誘導員

パネルゲート

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
仮設計画図(参考図)

パネルゲート

成形鋼鈑H2.0m

W6.3m×H4.5m

22mm

25t

50t(鉄骨建方用)

φ100×4台

φ100×2台

φ100×4台 15日

80日

90日

350人

20日

120日

2670㎡

2か所

430m仮囲い

パネルゲート

敷鉄板

ラフテレーンクレーン

ラフテレーンクレーン

交通誘導員

水替工（本体）

水替工（排水処理施設他）

水替工（浸透桝）
（解体予定）

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1100

（設計GL=KBM+0.3m=20.30m）

（給食センター利用者用）

一般出入口

調理員出入口

（GL±0）

進入路

既存プール

至　大間町

関根線177

落
蓋
式
側
溝
300-360

落
蓋
式
側
溝
300-360

（建基法42条1項1号）

国道279号線

至　野辺地町

関根線176

制

U300-360

汚水

制

T1

関根線175

T3

待合室

関根線174

量水器

NTT

（給食センター利用者用） （ボランティア用10台）

（給食配送トラック用8台）

（既存砂利敷き）駐車スペース（83台）

防災食育センター

敷鉄板（別途解体工事）

仮
囲
い
（
別
途
解
体
工
事
）

パ
ネ
ル
ゲ
ー
ト
（
別
途
解
体
工
事
）
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1.総則1.総則1.総則1.総則1.総則1.総則1.総則
1.1 適用範囲1.1 適用範囲1.1 適用範囲1.1 適用範囲1.1 適用範囲1.1 適用範囲1.1 適用範囲
(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)

1.4 用語の定義1.4 用語の定義1.4 用語の定義1.4 用語の定義1.4 用語の定義1.4 用語の定義1.4 用語の定義

異形鉄筋の径(本文、図、表において「Ｄ ｄ」で示す)は、呼び名に用異形鉄筋の径(本文、図、表において「Ｄ ｄ」で示す)は、呼び名に用異形鉄筋の径(本文、図、表において「Ｄ ｄ」で示す)は、呼び名に用異形鉄筋の径(本文、図、表において「Ｄ ｄ」で示す)は、呼び名に用異形鉄筋の径(本文、図、表において「Ｄ ｄ」で示す)は、呼び名に用異形鉄筋の径(本文、図、表において「Ｄ ｄ」で示す)は、呼び名に用異形鉄筋の径(本文、図、表において「Ｄ ｄ」で示す)は、呼び名に用

長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。

1.2 優先順位1.2 優先順位1.2 優先順位1.2 優先順位1.2 優先順位1.2 優先順位1.2 優先順位

1.5 記号等1.5 記号等1.5 記号等1.5 記号等1.5 記号等1.5 記号等1.5 記号等
図面で使用する記号等は表1.1～表1.7を標準とする。図面で使用する記号等は表1.1～表1.7を標準とする。図面で使用する記号等は表1.1～表1.7を標準とする。図面で使用する記号等は表1.1～表1.7を標準とする。図面で使用する記号等は表1.1～表1.7を標準とする。図面で使用する記号等は表1.1～表1.7を標準とする。図面で使用する記号等は表1.1～表1.7を標準とする。

D10D10D10D10D10D10D10 D13D13D13D13D13D13D13 D16D16D16D16D16D16D16 D19D19D19D19D19D19D19 D22D22D22D22D22D22D22 D25D25D25D25D25D25D25 D29D29D29D29D29D29D29 D32D32D32D32D32D32D32

建築建築建築建築建築建築建築

径径径径径径径

表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　

区分区分区分区分区分区分区分

記号記号記号記号記号記号記号 説明説明説明説明説明説明説明 説明説明説明説明説明説明説明記号記号記号記号記号記号記号

スラブの配筋種別スラブの配筋種別スラブの配筋種別スラブの配筋種別スラブの配筋種別スラブの配筋種別スラブの配筋種別

スラブ厚さスラブ厚さスラブ厚さスラブ厚さスラブ厚さスラブ厚さスラブ厚さ

階段の配筋種別階段の配筋種別階段の配筋種別階段の配筋種別階段の配筋種別階段の配筋種別階段の配筋種別

土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ壁（CB壁）ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ壁（CB壁）ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ壁（CB壁）ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ壁（CB壁）ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ壁（CB壁）ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ壁（CB壁）ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ壁（CB壁）

杭の位置杭の位置杭の位置杭の位置杭の位置杭の位置杭の位置

試験杭の位置試験杭の位置試験杭の位置試験杭の位置試験杭の位置試験杭の位置試験杭の位置

打増しの範囲打増しの範囲打増しの範囲打増しの範囲打増しの範囲打増しの範囲打増しの範囲

S0S0S0S0S0S0S0 スラブ開口スラブ開口スラブ開口スラブ開口スラブ開口スラブ開口スラブ開口

ボーリング位置ボーリング位置ボーリング位置ボーリング位置ボーリング位置ボーリング位置ボーリング位置

梁・スラブの上がり下がり梁・スラブの上がり下がり梁・スラブの上がり下がり梁・スラブの上がり下がり梁・スラブの上がり下がり梁・スラブの上がり下がり梁・スラブの上がり下がり
（±　　）（±　　）（±　　）（±　　）（±　　）（±　　）（±　　） FLからの上がり下がりFLからの上がり下がりFLからの上がり下がりFLからの上がり下がりFLからの上がり下がりFLからの上がり下がりFLからの上がり下がり

表1.2　各階伏図における記号　表1.2　各階伏図における記号　表1.2　各階伏図における記号　表1.2　各階伏図における記号　表1.2　各階伏図における記号　表1.2　各階伏図における記号　表1.2　各階伏図における記号　

EW○○EW○○EW○○EW○○EW○○EW○○EW○○ 耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁

リート造等における鉄筋の加工、組立等の一般的な標準図とする。リート造等における鉄筋の加工、組立等の一般的な標準図とする。リート造等における鉄筋の加工、組立等の一般的な標準図とする。リート造等における鉄筋の加工、組立等の一般的な標準図とする。リート造等における鉄筋の加工、組立等の一般的な標準図とする。リート造等における鉄筋の加工、組立等の一般的な標準図とする。リート造等における鉄筋の加工、組立等の一般的な標準図とする。

EKW○○EKW○○EKW○○EKW○○EKW○○EKW○○EKW○○

構造図とは、建築構造図のうち構造関係共通図以外の図面をいう。構造図とは、建築構造図のうち構造関係共通図以外の図面をいう。構造図とは、建築構造図のうち構造関係共通図以外の図面をいう。構造図とは、建築構造図のうち構造関係共通図以外の図面をいう。構造図とは、建築構造図のうち構造関係共通図以外の図面をいう。構造図とは、建築構造図のうち構造関係共通図以外の図面をいう。構造図とは、建築構造図のうち構造関係共通図以外の図面をいう。

ERW○○ERW○○ERW○○ERW○○ERW○○ERW○○ERW○○
片持ちスラブ階段を受けかつ耐力壁片持ちスラブ階段を受けかつ耐力壁片持ちスラブ階段を受けかつ耐力壁片持ちスラブ階段を受けかつ耐力壁片持ちスラブ階段を受けかつ耐力壁片持ちスラブ階段を受けかつ耐力壁片持ちスラブ階段を受けかつ耐力壁
土圧を受けかつ耐力壁土圧を受けかつ耐力壁土圧を受けかつ耐力壁土圧を受けかつ耐力壁土圧を受けかつ耐力壁土圧を受けかつ耐力壁土圧を受けかつ耐力壁

設計図書の図面のうち、建築構造図に相違がある場合の優先順位は以下設計図書の図面のうち、建築構造図に相違がある場合の優先順位は以下設計図書の図面のうち、建築構造図に相違がある場合の優先順位は以下設計図書の図面のうち、建築構造図に相違がある場合の優先順位は以下設計図書の図面のうち、建築構造図に相違がある場合の優先順位は以下設計図書の図面のうち、建築構造図に相違がある場合の優先順位は以下設計図書の図面のうち、建築構造図に相違がある場合の優先順位は以下

１．構造図及び構造関係共通図（構造関係共通事項）１．構造図及び構造関係共通図（構造関係共通事項）１．構造図及び構造関係共通図（構造関係共通事項）１．構造図及び構造関係共通図（構造関係共通事項）１．構造図及び構造関係共通図（構造関係共通事項）１．構造図及び構造関係共通図（構造関係共通事項）１．構造図及び構造関係共通図（構造関係共通事項）
２．構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）２．構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）２．構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）２．構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）２．構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）２．構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）２．構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）

構造関係共通図（配筋標準図）は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンク構造関係共通図（配筋標準図）は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンク構造関係共通図（配筋標準図）は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンク構造関係共通図（配筋標準図）は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンク構造関係共通図（配筋標準図）は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンク構造関係共通図（配筋標準図）は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンク構造関係共通図（配筋標準図）は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンク

(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)
における鉄骨の加工、組立の一般的な標準図とする。における鉄骨の加工、組立の一般的な標準図とする。における鉄骨の加工、組立の一般的な標準図とする。における鉄骨の加工、組立の一般的な標準図とする。における鉄骨の加工、組立の一般的な標準図とする。における鉄骨の加工、組立の一般的な標準図とする。における鉄骨の加工、組立の一般的な標準図とする。
構造関係共通図（鉄骨標準図）は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等構造関係共通図（鉄骨標準図）は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等構造関係共通図（鉄骨標準図）は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等構造関係共通図（鉄骨標準図）は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等構造関係共通図（鉄骨標準図）は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等構造関係共通図（鉄骨標準図）は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等構造関係共通図（鉄骨標準図）は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等

項目は、 ・ 印の付いたものを適用する。項目は、 ・ 印の付いたものを適用する。項目は、 ・ 印の付いたものを適用する。項目は、 ・ 印の付いたものを適用する。項目は、 ・ 印の付いたものを適用する。項目は、 ・ 印の付いたものを適用する。項目は、 ・ 印の付いたものを適用する。
特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。
・ 印の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。・ 印の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。・ 印の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。・ 印の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。・ 印の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。・ 印の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。・ 印の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。
・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

1.3 本構造関係共通事項の表記1.3 本構造関係共通事項の表記1.3 本構造関係共通事項の表記1.3 本構造関係共通事項の表記1.3 本構造関係共通事項の表記1.3 本構造関係共通事項の表記1.3 本構造関係共通事項の表記
(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)
(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)
(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

(3)(3)(3)(3)(3)(3)(3)

のとおりとする。のとおりとする。のとおりとする。のとおりとする。のとおりとする。のとおりとする。のとおりとする。

いた数値とする。いた数値とする。いた数値とする。いた数値とする。いた数値とする。いた数値とする。いた数値とする。

範囲範囲範囲範囲範囲範囲範囲

50505050505050

建築建築建築建築建築建築建築

径径径径径径径
表1.3　梁貫通孔記号　表1.3　梁貫通孔記号　表1.3　梁貫通孔記号　表1.3　梁貫通孔記号　表1.3　梁貫通孔記号　表1.3　梁貫通孔記号　表1.3　梁貫通孔記号　

区分区分区分区分区分区分区分 75757575757575 100100100100100100100 125125125125125125125 150150150150150150150 175175175175175175175 200200200200200200200 225225225225225225225 250250250250250250250 275275275275275275275 300300300300300300300 325325325325325325325 350350350350350350350 375375375375375375375 400400400400400400400

M12M12M12M12M12M12M12

高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト

径径径径径径径

表1.4 高力ボルト径の記号表1.4 高力ボルト径の記号表1.4 高力ボルト径の記号表1.4 高力ボルト径の記号表1.4 高力ボルト径の記号表1.4 高力ボルト径の記号表1.4 高力ボルト径の記号

区分区分区分区分区分区分区分 M16M16M16M16M16M16M16 M20M20M20M20M20M20M20 M22M22M22M22M22M22M22 M24M24M24M24M24M24M24

溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

径径径径径径径

表1.5 普通ボルト径の記号　表1.5 普通ボルト径の記号　表1.5 普通ボルト径の記号　表1.5 普通ボルト径の記号　表1.5 普通ボルト径の記号　表1.5 普通ボルト径の記号　表1.5 普通ボルト径の記号　

区分区分区分区分区分区分区分 M16M16M16M16M16M16M16 M20M20M20M20M20M20M20 M22M22M22M22M22M22M22 M24M24M24M24M24M24M24

高力ボルト(F8T相当)高力ボルト(F8T相当)高力ボルト(F8T相当)高力ボルト(F8T相当)高力ボルト(F8T相当)高力ボルト(F8T相当)高力ボルト(F8T相当)

（F10T、S10T）（F10T、S10T）（F10T、S10T）（F10T、S10T）（F10T、S10T）（F10T、S10T）（F10T、S10T）
普通ボルト普通ボルト普通ボルト普通ボルト普通ボルト普通ボルト普通ボルト

M12M12M12M12M12M12M12

表1.6 溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号表1.6 溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号表1.6 溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号表1.6 溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号表1.6 溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号表1.6 溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号表1.6 溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号

Ｌ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－Ｐ
全周現場溶接全周現場溶接全周現場溶接全周現場溶接全周現場溶接全周現場溶接全周現場溶接

断続溶接の間隔断続溶接の間隔断続溶接の間隔断続溶接の間隔断続溶接の間隔断続溶接の間隔断続溶接の間隔
断続溶接の長さ断続溶接の長さ断続溶接の長さ断続溶接の長さ断続溶接の長さ断続溶接の長さ断続溶接の長さ

現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接

全周溶接全周溶接全周溶接全周溶接全周溶接全周溶接全周溶接

※完全溶込み溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。※完全溶込み溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。※完全溶込み溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。※完全溶込み溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。※完全溶込み溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。※完全溶込み溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。※完全溶込み溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。

基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号

特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項

補助記号（記載例）補助記号（記載例）補助記号（記載例）補助記号（記載例）補助記号（記載例）補助記号（記載例）補助記号（記載例）

I 形I 形I 形I 形I 形I 形I 形

V 形V 形V 形V 形V 形V 形V 形

溶接部の形状溶接部の形状溶接部の形状溶接部の形状溶接部の形状溶接部の形状溶接部の形状 備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考

両面 V 形（ X 形）両面 V 形（ X 形）両面 V 形（ X 形）両面 V 形（ X 形）両面 V 形（ X 形）両面 V 形（ X 形）両面 V 形（ X 形）

レ 形レ 形レ 形レ 形レ 形レ 形レ 形
両面 レ 形（ K 形）両面 レ 形（ K 形）両面 レ 形（ K 形）両面 レ 形（ K 形）両面 レ 形（ K 形）両面 レ 形（ K 形）両面 レ 形（ K 形）

基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号

ｱﾌﾟｾｯﾄ溶接、ﾌﾗｯｼｭ溶接、摩擦溶接などを含む。ｱﾌﾟｾｯﾄ溶接、ﾌﾗｯｼｭ溶接、摩擦溶接などを含む。ｱﾌﾟｾｯﾄ溶接、ﾌﾗｯｼｭ溶接、摩擦溶接などを含む。ｱﾌﾟｾｯﾄ溶接、ﾌﾗｯｼｭ溶接、摩擦溶接などを含む。ｱﾌﾟｾｯﾄ溶接、ﾌﾗｯｼｭ溶接、摩擦溶接などを含む。ｱﾌﾟｾｯﾄ溶接、ﾌﾗｯｼｭ溶接、摩擦溶接などを含む。ｱﾌﾟｾｯﾄ溶接、ﾌﾗｯｼｭ溶接、摩擦溶接などを含む。
X形は説明線の基線（以下、基線という）に対称X形は説明線の基線（以下、基線という）に対称X形は説明線の基線（以下、基線という）に対称X形は説明線の基線（以下、基線という）に対称X形は説明線の基線（以下、基線という）に対称X形は説明線の基線（以下、基線という）に対称X形は説明線の基線（以下、基線という）に対称
にこの記号を記載する。ｱﾌﾟｾｯﾄ溶接、ﾌﾗｯｼｭ溶接、にこの記号を記載する。ｱﾌﾟｾｯﾄ溶接、ﾌﾗｯｼｭ溶接、にこの記号を記載する。ｱﾌﾟｾｯﾄ溶接、ﾌﾗｯｼｭ溶接、にこの記号を記載する。ｱﾌﾟｾｯﾄ溶接、ﾌﾗｯｼｭ溶接、にこの記号を記載する。ｱﾌﾟｾｯﾄ溶接、ﾌﾗｯｼｭ溶接、にこの記号を記載する。ｱﾌﾟｾｯﾄ溶接、ﾌﾗｯｼｭ溶接、にこの記号を記載する。ｱﾌﾟｾｯﾄ溶接、ﾌﾗｯｼｭ溶接、
摩擦溶接などを含む。摩擦溶接などを含む。摩擦溶接などを含む。摩擦溶接などを含む。摩擦溶接などを含む。摩擦溶接などを含む。摩擦溶接などを含む。
K形は基線に対称にこの記号を記載する。記号のK形は基線に対称にこの記号を記載する。記号のK形は基線に対称にこの記号を記載する。記号のK形は基線に対称にこの記号を記載する。記号のK形は基線に対称にこの記号を記載する。記号のK形は基線に対称にこの記号を記載する。記号のK形は基線に対称にこの記号を記載する。記号の
たての線は左側に書く、ｱﾌﾟｾｯﾄ溶接、ﾌﾗｯｼｭ溶接、たての線は左側に書く、ｱﾌﾟｾｯﾄ溶接、ﾌﾗｯｼｭ溶接、たての線は左側に書く、ｱﾌﾟｾｯﾄ溶接、ﾌﾗｯｼｭ溶接、たての線は左側に書く、ｱﾌﾟｾｯﾄ溶接、ﾌﾗｯｼｭ溶接、たての線は左側に書く、ｱﾌﾟｾｯﾄ溶接、ﾌﾗｯｼｭ溶接、たての線は左側に書く、ｱﾌﾟｾｯﾄ溶接、ﾌﾗｯｼｭ溶接、たての線は左側に書く、ｱﾌﾟｾｯﾄ溶接、ﾌﾗｯｼｭ溶接、
摩擦溶接などを含む。摩擦溶接などを含む。摩擦溶接などを含む。摩擦溶接などを含む。摩擦溶接などを含む。摩擦溶接などを含む。摩擦溶接などを含む。

フレアX形は基線に対称にこの記号を記載する。フレアX形は基線に対称にこの記号を記載する。フレアX形は基線に対称にこの記号を記載する。フレアX形は基線に対称にこの記号を記載する。フレアX形は基線に対称にこの記号を記載する。フレアX形は基線に対称にこの記号を記載する。フレアX形は基線に対称にこの記号を記載する。
フレア V 形フレア V 形フレア V 形フレア V 形フレア V 形フレア V 形フレア V 形
フレア X 形フレア X 形フレア X 形フレア X 形フレア X 形フレア X 形フレア X 形
フレア レ 形フレア レ 形フレア レ 形フレア レ 形フレア レ 形フレア レ 形フレア レ 形
フレア K 形フレア K 形フレア K 形フレア K 形フレア K 形フレア K 形フレア K 形

フレアK形は基線に対称にこの記号を記載する。フレアK形は基線に対称にこの記号を記載する。フレアK形は基線に対称にこの記号を記載する。フレアK形は基線に対称にこの記号を記載する。フレアK形は基線に対称にこの記号を記載する。フレアK形は基線に対称にこの記号を記載する。フレアK形は基線に対称にこの記号を記載する。
記号のたての線は左側に書く。記号のたての線は左側に書く。記号のたての線は左側に書く。記号のたての線は左側に書く。記号のたての線は左側に書く。記号のたての線は左側に書く。記号のたての線は左側に書く。
記号のたての線は左側に書く。記号のたての線は左側に書く。記号のたての線は左側に書く。記号のたての線は左側に書く。記号のたての線は左側に書く。記号のたての線は左側に書く。記号のたての線は左側に書く。
並列溶接の場合は基線に対称にこの記号を記載す並列溶接の場合は基線に対称にこの記号を記載す並列溶接の場合は基線に対称にこの記号を記載す並列溶接の場合は基線に対称にこの記号を記載す並列溶接の場合は基線に対称にこの記号を記載す並列溶接の場合は基線に対称にこの記号を記載す並列溶接の場合は基線に対称にこの記号を記載す
る。ただし千鳥溶接の場合は、る。ただし千鳥溶接の場合は、る。ただし千鳥溶接の場合は、る。ただし千鳥溶接の場合は、る。ただし千鳥溶接の場合は、る。ただし千鳥溶接の場合は、る。ただし千鳥溶接の場合は、
右の記号を用いることができる。右の記号を用いることができる。右の記号を用いることができる。右の記号を用いることができる。右の記号を用いることができる。右の記号を用いることができる。右の記号を用いることができる。

すみ肉すみ肉すみ肉すみ肉すみ肉すみ肉すみ肉

スポットスポットスポットスポットスポットスポットスポット

シームシームシームシームシームシームシーム

重ね継手部の抵抗溶接、ｱｰｸ溶接、電子ﾋﾞｰﾑ溶接重ね継手部の抵抗溶接、ｱｰｸ溶接、電子ﾋﾞｰﾑ溶接重ね継手部の抵抗溶接、ｱｰｸ溶接、電子ﾋﾞｰﾑ溶接重ね継手部の抵抗溶接、ｱｰｸ溶接、電子ﾋﾞｰﾑ溶接重ね継手部の抵抗溶接、ｱｰｸ溶接、電子ﾋﾞｰﾑ溶接重ね継手部の抵抗溶接、ｱｰｸ溶接、電子ﾋﾞｰﾑ溶接重ね継手部の抵抗溶接、ｱｰｸ溶接、電子ﾋﾞｰﾑ溶接
などによる溶接部を表す。ただし、すみ肉溶接をなどによる溶接部を表す。ただし、すみ肉溶接をなどによる溶接部を表す。ただし、すみ肉溶接をなどによる溶接部を表す。ただし、すみ肉溶接をなどによる溶接部を表す。ただし、すみ肉溶接をなどによる溶接部を表す。ただし、すみ肉溶接をなどによる溶接部を表す。ただし、すみ肉溶接を
除く。ｼｰﾑ溶接の場合は、この記号を２つ並べて除く。ｼｰﾑ溶接の場合は、この記号を２つ並べて除く。ｼｰﾑ溶接の場合は、この記号を２つ並べて除く。ｼｰﾑ溶接の場合は、この記号を２つ並べて除く。ｼｰﾑ溶接の場合は、この記号を２つ並べて除く。ｼｰﾑ溶接の場合は、この記号を２つ並べて除く。ｼｰﾑ溶接の場合は、この記号を２つ並べて
記載する。なお、特に表示に問題が無い場合には、記載する。なお、特に表示に問題が無い場合には、記載する。なお、特に表示に問題が無い場合には、記載する。なお、特に表示に問題が無い場合には、記載する。なお、特に表示に問題が無い場合には、記載する。なお、特に表示に問題が無い場合には、記載する。なお、特に表示に問題が無い場合には、
ｽﾎﾟｯﾄ溶接の場合は○の記号を、ｼｰﾑ溶接の場合は、ｽﾎﾟｯﾄ溶接の場合は○の記号を、ｼｰﾑ溶接の場合は、ｽﾎﾟｯﾄ溶接の場合は○の記号を、ｼｰﾑ溶接の場合は、ｽﾎﾟｯﾄ溶接の場合は○の記号を、ｼｰﾑ溶接の場合は、ｽﾎﾟｯﾄ溶接の場合は○の記号を、ｼｰﾑ溶接の場合は、ｽﾎﾟｯﾄ溶接の場合は○の記号を、ｼｰﾑ溶接の場合は、ｽﾎﾟｯﾄ溶接の場合は○の記号を、ｼｰﾑ溶接の場合は、

プロジェクションプロジェクションプロジェクションプロジェクションプロジェクションプロジェクションプロジェクション

設計図中で使用する記号は、JIS Z 3021-2000による。設計図中で使用する記号は、JIS Z 3021-2000による。設計図中で使用する記号は、JIS Z 3021-2000による。設計図中で使用する記号は、JIS Z 3021-2000による。設計図中で使用する記号は、JIS Z 3021-2000による。設計図中で使用する記号は、JIS Z 3021-2000による。設計図中で使用する記号は、JIS Z 3021-2000による。

図1.1　溶接記号の記載例図1.1　溶接記号の記載例図1.1　溶接記号の記載例図1.1　溶接記号の記載例図1.1　溶接記号の記載例図1.1　溶接記号の記載例図1.1　溶接記号の記載例

全周現場溶接全周現場溶接全周現場溶接全周現場溶接全周現場溶接全周現場溶接全周現場溶接

区分区分区分区分区分区分区分

現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接

全周溶接全周溶接全周溶接全周溶接全周溶接全周溶接全周溶接

補助記号補助記号補助記号補助記号補助記号補助記号補助記号

表1.7 溶接の補助記号表1.7 溶接の補助記号表1.7 溶接の補助記号表1.7 溶接の補助記号表1.7 溶接の補助記号表1.7 溶接の補助記号表1.7 溶接の補助記号

      の記号を記載する。      の記号を記載する。      の記号を記載する。      の記号を記載する。      の記号を記載する。      の記号を記載する。      の記号を記載する。

・ 建物概要等・ 建物概要等・ 建物概要等・ 建物概要等・ 建物概要等・ 建物概要等・ 建物概要等 建物概要建物概要建物概要建物概要建物概要建物概要建物概要 ・ 液状化対策・ 液状化対策・ 液状化対策・ 液状化対策・ 液状化対策・ 液状化対策・ 液状化対策 ・ 有り・ 有り・ 有り・ 有り・ 有り・ 有り・ 有り
範囲・工法・仕様・計測・試験等範囲・工法・仕様・計測・試験等範囲・工法・仕様・計測・試験等範囲・工法・仕様・計測・試験等範囲・工法・仕様・計測・試験等範囲・工法・仕様・計測・試験等範囲・工法・仕様・計測・試験等

・ 無し・ 無し・ 無し・ 無し・ 無し・ 無し・ 無し
※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）

施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い

・ くいの芯ずれを考慮した検討・ くいの芯ずれを考慮した検討・ くいの芯ずれを考慮した検討・ くいの芯ずれを考慮した検討・ くいの芯ずれを考慮した検討・ くいの芯ずれを考慮した検討・ くいの芯ずれを考慮した検討

・ 大きさの変更を見込んだスラブ等の検討（屋根床版含む）・ 大きさの変更を見込んだスラブ等の検討（屋根床版含む）・ 大きさの変更を見込んだスラブ等の検討（屋根床版含む）・ 大きさの変更を見込んだスラブ等の検討（屋根床版含む）・ 大きさの変更を見込んだスラブ等の検討（屋根床版含む）・ 大きさの変更を見込んだスラブ等の検討（屋根床版含む）・ 大きさの変更を見込んだスラブ等の検討（屋根床版含む）

・ はり貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討・ はり貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討・ はり貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討・ はり貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討・ はり貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討・ はり貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討・ はり貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討

・ 壁開口の位置の変更を見込んだ検討・ 壁開口の位置の変更を見込んだ検討・ 壁開口の位置の変更を見込んだ検討・ 壁開口の位置の変更を見込んだ検討・ 壁開口の位置の変更を見込んだ検討・ 壁開口の位置の変更を見込んだ検討・ 壁開口の位置の変更を見込んだ検討

・ スラブの開口及び段差の変更を見込んだ検討・ スラブの開口及び段差の変更を見込んだ検討・ スラブの開口及び段差の変更を見込んだ検討・ スラブの開口及び段差の変更を見込んだ検討・ スラブの開口及び段差の変更を見込んだ検討・ スラブの開口及び段差の変更を見込んだ検討・ スラブの開口及び段差の変更を見込んだ検討

・ 軽微な変更・ 軽微な変更・ 軽微な変更・ 軽微な変更・ 軽微な変更・ 軽微な変更・ 軽微な変更

施工誤差を考慮して構造耐力上支障がない検討が行われて施工誤差を考慮して構造耐力上支障がない検討が行われて施工誤差を考慮して構造耐力上支障がない検討が行われて施工誤差を考慮して構造耐力上支障がない検討が行われて施工誤差を考慮して構造耐力上支障がない検討が行われて施工誤差を考慮して構造耐力上支障がない検討が行われて施工誤差を考慮して構造耐力上支障がない検討が行われて

に応力度の変更がない場合であって、変更に係る部材及びに応力度の変更がない場合であって、変更に係る部材及びに応力度の変更がない場合であって、変更に係る部材及びに応力度の変更がない場合であって、変更に係る部材及びに応力度の変更がない場合であって、変更に係る部材及びに応力度の変更がない場合であって、変更に係る部材及びに応力度の変更がない場合であって、変更に係る部材及び

によって確かめられる安全性を有するものに限る）によって確かめられる安全性を有するものに限る）によって確かめられる安全性を有するものに限る）によって確かめられる安全性を有するものに限る）によって確かめられる安全性を有するものに限る）によって確かめられる安全性を有するものに限る）によって確かめられる安全性を有するものに限る）

許容誤差（　　　　　）許容誤差（　　　　　）許容誤差（　　　　　）許容誤差（　　　　　）許容誤差（　　　　　）許容誤差（　　　　　）許容誤差（　　　　　）

※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）

位置の変動寸法（　　　　　）位置の変動寸法（　　　　　）位置の変動寸法（　　　　　）位置の変動寸法（　　　　　）位置の変動寸法（　　　　　）位置の変動寸法（　　　　　）位置の変動寸法（　　　　　）

※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）

・ 小ばり位置の変更を見込んだ大ばり等の検討・ 小ばり位置の変更を見込んだ大ばり等の検討・ 小ばり位置の変更を見込んだ大ばり等の検討・ 小ばり位置の変更を見込んだ大ばり等の検討・ 小ばり位置の変更を見込んだ大ばり等の検討・ 小ばり位置の変更を見込んだ大ばり等の検討・ 小ばり位置の変更を見込んだ大ばり等の検討

許容される大きさ、荷重の条件（　　　　　）許容される大きさ、荷重の条件（　　　　　）許容される大きさ、荷重の条件（　　　　　）許容される大きさ、荷重の条件（　　　　　）許容される大きさ、荷重の条件（　　　　　）許容される大きさ、荷重の条件（　　　　　）許容される大きさ、荷重の条件（　　　　　）

※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）

あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲

あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲

あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲

大きさの変動寸法（　　　　　）大きさの変動寸法（　　　　　）大きさの変動寸法（　　　　　）大きさの変動寸法（　　　　　）大きさの変動寸法（　　　　　）大きさの変動寸法（　　　　　）大きさの変動寸法（　　　　　）
位置の変動寸法（　　　　　）位置の変動寸法（　　　　　）位置の変動寸法（　　　　　）位置の変動寸法（　　　　　）位置の変動寸法（　　　　　）位置の変動寸法（　　　　　）位置の変動寸法（　　　　　）

※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）
あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲

ただし、構造計算及びﾓﾃﾞﾙ化において耐力壁の剛性ただし、構造計算及びﾓﾃﾞﾙ化において耐力壁の剛性ただし、構造計算及びﾓﾃﾞﾙ化において耐力壁の剛性ただし、構造計算及びﾓﾃﾞﾙ化において耐力壁の剛性ただし、構造計算及びﾓﾃﾞﾙ化において耐力壁の剛性ただし、構造計算及びﾓﾃﾞﾙ化において耐力壁の剛性ただし、構造計算及びﾓﾃﾞﾙ化において耐力壁の剛性

※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）
あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲

開口の移動範囲（　　　　　）開口の移動範囲（　　　　　）開口の移動範囲（　　　　　）開口の移動範囲（　　　　　）開口の移動範囲（　　　　　）開口の移動範囲（　　　　　）開口の移動範囲（　　　　　）

ただし、構造計算及びﾓﾃﾞﾙ化において耐力壁の剛性ただし、構造計算及びﾓﾃﾞﾙ化において耐力壁の剛性ただし、構造計算及びﾓﾃﾞﾙ化において耐力壁の剛性ただし、構造計算及びﾓﾃﾞﾙ化において耐力壁の剛性ただし、構造計算及びﾓﾃﾞﾙ化において耐力壁の剛性ただし、構造計算及びﾓﾃﾞﾙ化において耐力壁の剛性ただし、構造計算及びﾓﾃﾞﾙ化において耐力壁の剛性

※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）
あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲

開口の移動範囲（　　　　　）開口の移動範囲（　　　　　）開口の移動範囲（　　　　　）開口の移動範囲（　　　　　）開口の移動範囲（　　　　　）開口の移動範囲（　　　　　）開口の移動範囲（　　　　　）

・ 間柱の位置の変更を見込んだ検討・ 間柱の位置の変更を見込んだ検討・ 間柱の位置の変更を見込んだ検討・ 間柱の位置の変更を見込んだ検討・ 間柱の位置の変更を見込んだ検討・ 間柱の位置の変更を見込んだ検討・ 間柱の位置の変更を見込んだ検討
位置の変動寸法（　　　　　）位置の変動寸法（　　　　　）位置の変動寸法（　　　　　）位置の変動寸法（　　　　　）位置の変動寸法（　　　　　）位置の変動寸法（　　　　　）位置の変動寸法（　　　　　）

※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）※ 図示による（　　　　）
あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲あらかじめの検討範囲

（あらかじめ（あらかじめ（あらかじめ（あらかじめ（あらかじめ（あらかじめ（あらかじめ
への対応への対応への対応への対応への対応への対応への対応

　の検討）　の検討）　の検討）　の検討）　の検討）　の検討）　の検討）
変更等（位置の変更）変更等（位置の変更）変更等（位置の変更）変更等（位置の変更）変更等（位置の変更）変更等（位置の変更）変更等（位置の変更）

いる部分（変更に係る部材及び当該部材に接する部材以外いる部分（変更に係る部材及び当該部材に接する部材以外いる部分（変更に係る部材及び当該部材に接する部材以外いる部分（変更に係る部材及び当該部材に接する部材以外いる部分（変更に係る部材及び当該部材に接する部材以外いる部分（変更に係る部材及び当該部材に接する部材以外いる部分（変更に係る部材及び当該部材に接する部材以外

当該部材に接する部材が令第82条各号に規定する構造計算当該部材に接する部材が令第82条各号に規定する構造計算当該部材に接する部材が令第82条各号に規定する構造計算当該部材に接する部材が令第82条各号に規定する構造計算当該部材に接する部材が令第82条各号に規定する構造計算当該部材に接する部材が令第82条各号に規定する構造計算当該部材に接する部材が令第82条各号に規定する構造計算

耐力が変わらず、荷重が増加しない移動範囲に限る耐力が変わらず、荷重が増加しない移動範囲に限る耐力が変わらず、荷重が増加しない移動範囲に限る耐力が変わらず、荷重が増加しない移動範囲に限る耐力が変わらず、荷重が増加しない移動範囲に限る耐力が変わらず、荷重が増加しない移動範囲に限る耐力が変わらず、荷重が増加しない移動範囲に限る

耐力が変わらず、荷重が増加しない移動範囲に限る耐力が変わらず、荷重が増加しない移動範囲に限る耐力が変わらず、荷重が増加しない移動範囲に限る耐力が変わらず、荷重が増加しない移動範囲に限る耐力が変わらず、荷重が増加しない移動範囲に限る耐力が変わらず、荷重が増加しない移動範囲に限る耐力が変わらず、荷重が増加しない移動範囲に限る

・ ｺﾝｸﾘｰﾄの・ ｺﾝｸﾘｰﾄの・ ｺﾝｸﾘｰﾄの・ ｺﾝｸﾘｰﾄの・ ｺﾝｸﾘｰﾄの・ ｺﾝｸﾘｰﾄの・ ｺﾝｸﾘｰﾄの
単位水量単位水量単位水量単位水量単位水量単位水量単位水量 (1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質

(2)単位水量の上限値は、「公共建築工事標準仕様書（建築(2)単位水量の上限値は、「公共建築工事標準仕様書（建築(2)単位水量の上限値は、「公共建築工事標準仕様書（建築(2)単位水量の上限値は、「公共建築工事標準仕様書（建築(2)単位水量の上限値は、「公共建築工事標準仕様書（建築(2)単位水量の上限値は、「公共建築工事標準仕様書（建築(2)単位水量の上限値は、「公共建築工事標準仕様書（建築

(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして施工する。(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして施工する。(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして施工する。(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして施工する。(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして施工する。(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして施工する。(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして施工する。
1.測定した単位水量が、計画調合書の設計値（以下、1.測定した単位水量が、計画調合書の設計値（以下、1.測定した単位水量が、計画調合書の設計値（以下、1.測定した単位水量が、計画調合書の設計値（以下、1.測定した単位水量が、計画調合書の設計値（以下、1.測定した単位水量が、計画調合書の設計値（以下、1.測定した単位水量が、計画調合書の設計値（以下、

「設計値」という。）±15kg/m の範囲にある場合は、「設計値」という。）±15kg/m の範囲にある場合は、「設計値」という。）±15kg/m の範囲にある場合は、「設計値」という。）±15kg/m の範囲にある場合は、「設計値」という。）±15kg/m の範囲にある場合は、「設計値」という。）±15kg/m の範囲にある場合は、「設計値」という。）±15kg/m の範囲にある場合は、

2.測定した単位水量が、設計値±15kg/m を越え±20kg/m 2.測定した単位水量が、設計値±15kg/m を越え±20kg/m 2.測定した単位水量が、設計値±15kg/m を越え±20kg/m 2.測定した単位水量が、設計値±15kg/m を越え±20kg/m 2.測定した単位水量が、設計値±15kg/m を越え±20kg/m 2.測定した単位水量が、設計値±15kg/m を越え±20kg/m 2.測定した単位水量が、設計値±15kg/m を越え±20kg/m 
の範囲にある場合は、その運搬車の生ｺﾝは打設してよいの範囲にある場合は、その運搬車の生ｺﾝは打設してよいの範囲にある場合は、その運搬車の生ｺﾝは打設してよいの範囲にある場合は、その運搬車の生ｺﾝは打設してよいの範囲にある場合は、その運搬車の生ｺﾝは打設してよいの範囲にある場合は、その運搬車の生ｺﾝは打設してよいの範囲にある場合は、その運搬車の生ｺﾝは打設してよい

運搬車の3台毎に1回、単位水量の測定を行う。運搬車の3台毎に1回、単位水量の測定を行う。運搬車の3台毎に1回、単位水量の測定を行う。運搬車の3台毎に1回、単位水量の測定を行う。運搬車の3台毎に1回、単位水量の測定を行う。運搬車の3台毎に1回、単位水量の測定を行う。運搬車の3台毎に1回、単位水量の測定を行う。
3.測定した単位水量が設計値±20kg/m を越える場合は、3.測定した単位水量が設計値±20kg/m を越える場合は、3.測定した単位水量が設計値±20kg/m を越える場合は、3.測定した単位水量が設計値±20kg/m を越える場合は、3.測定した単位水量が設計値±20kg/m を越える場合は、3.測定した単位水量が設計値±20kg/m を越える場合は、3.測定した単位水量が設計値±20kg/m を越える場合は、

その運搬車は打込まずに持ち帰らせるとともに、水量その運搬車は打込まずに持ち帰らせるとともに、水量その運搬車は打込まずに持ち帰らせるとともに、水量その運搬車は打込まずに持ち帰らせるとともに、水量その運搬車は打込まずに持ち帰らせるとともに、水量その運搬車は打込まずに持ち帰らせるとともに、水量その運搬車は打込まずに持ち帰らせるとともに、水量

その後、単位水量が設計値±20kg/m 以内になるまで全その後、単位水量が設計値±20kg/m 以内になるまで全その後、単位水量が設計値±20kg/m 以内になるまで全その後、単位水量が設計値±20kg/m 以内になるまで全その後、単位水量が設計値±20kg/m 以内になるまで全その後、単位水量が設計値±20kg/m 以内になるまで全その後、単位水量が設計値±20kg/m 以内になるまで全

4. 3の不合格生ｺﾝを確実に持ち帰ったことを確認すること。4. 3の不合格生ｺﾝを確実に持ち帰ったことを確認すること。4. 3の不合格生ｺﾝを確実に持ち帰ったことを確認すること。4. 3の不合格生ｺﾝを確実に持ち帰ったことを確認すること。4. 3の不合格生ｺﾝを確実に持ち帰ったことを確認すること。4. 3の不合格生ｺﾝを確実に持ち帰ったことを確認すること。4. 3の不合格生ｺﾝを確実に持ち帰ったことを確認すること。
(4)単位水量の管理についての記録を書面（計画調合書、製(4)単位水量の管理についての記録を書面（計画調合書、製(4)単位水量の管理についての記録を書面（計画調合書、製(4)単位水量の管理についての記録を書面（計画調合書、製(4)単位水量の管理についての記録を書面（計画調合書、製(4)単位水量の管理についての記録を書面（計画調合書、製(4)単位水量の管理についての記録を書面（計画調合書、製

造管理記録、打込み時の外気温、ｺﾝｸﾘｰﾄ温度等）と写真造管理記録、打込み時の外気温、ｺﾝｸﾘｰﾄ温度等）と写真造管理記録、打込み時の外気温、ｺﾝｸﾘｰﾄ温度等）と写真造管理記録、打込み時の外気温、ｺﾝｸﾘｰﾄ温度等）と写真造管理記録、打込み時の外気温、ｺﾝｸﾘｰﾄ温度等）と写真造管理記録、打込み時の外気温、ｺﾝｸﾘｰﾄ温度等）と写真造管理記録、打込み時の外気温、ｺﾝｸﾘｰﾄ温度等）と写真

(5)単位水量の測定方法は高周波誘電加熱乾燥法（電子ﾚﾝｼﾞ(5)単位水量の測定方法は高周波誘電加熱乾燥法（電子ﾚﾝｼﾞ(5)単位水量の測定方法は高周波誘電加熱乾燥法（電子ﾚﾝｼﾞ(5)単位水量の測定方法は高周波誘電加熱乾燥法（電子ﾚﾝｼﾞ(5)単位水量の測定方法は高周波誘電加熱乾燥法（電子ﾚﾝｼﾞ(5)単位水量の測定方法は高周波誘電加熱乾燥法（電子ﾚﾝｼﾞ(5)単位水量の測定方法は高周波誘電加熱乾燥法（電子ﾚﾝｼﾞ
法）、ｴｱﾒｰﾀｰ法又は静電容量測定法による。又、試験法）、ｴｱﾒｰﾀｰ法又は静電容量測定法による。又、試験法）、ｴｱﾒｰﾀｰ法又は静電容量測定法による。又、試験法）、ｴｱﾒｰﾀｰ法又は静電容量測定法による。又、試験法）、ｴｱﾒｰﾀｰ法又は静電容量測定法による。又、試験法）、ｴｱﾒｰﾀｰ法又は静電容量測定法による。又、試験法）、ｴｱﾒｰﾀｰ法又は静電容量測定法による。又、試験
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の異常が認められた場合に実施する。の異常が認められた場合に実施する。の異常が認められた場合に実施する。の異常が認められた場合に実施する。の異常が認められた場合に実施する。の異常が認められた場合に実施する。の異常が認められた場合に実施する。

するまで、運搬車の3台毎に1回、単位水量の測定を行う。するまで、運搬車の3台毎に1回、単位水量の測定を行う。するまで、運搬車の3台毎に1回、単位水量の測定を行う。するまで、運搬車の3台毎に1回、単位水量の測定を行う。するまで、運搬車の3台毎に1回、単位水量の測定を行う。するまで、運搬車の3台毎に1回、単位水量の測定を行う。するまで、運搬車の3台毎に1回、単位水量の測定を行う。

3333333

実施要領実施要領実施要領実施要領実施要領実施要領実施要領

測定測定測定測定測定測定測定

工事編）」6.3.2(2)による。工事編）」6.3.2(2)による。工事編）」6.3.2(2)による。工事編）」6.3.2(2)による。工事編）」6.3.2(2)による。工事編）」6.3.2(2)による。工事編）」6.3.2(2)による。

そのまま施工する。そのまま施工する。そのまま施工する。そのまま施工する。そのまま施工する。そのまま施工する。そのまま施工する。

が、水量変動の原因を調査し、生ｺﾝ製造者に改善を指示が、水量変動の原因を調査し、生ｺﾝ製造者に改善を指示が、水量変動の原因を調査し、生ｺﾝ製造者に改善を指示が、水量変動の原因を調査し、生ｺﾝ製造者に改善を指示が、水量変動の原因を調査し、生ｺﾝ製造者に改善を指示が、水量変動の原因を調査し、生ｺﾝ製造者に改善を指示が、水量変動の原因を調査し、生ｺﾝ製造者に改善を指示
する。その後、設計値±15kg/m 以内に安定するまで、する。その後、設計値±15kg/m 以内に安定するまで、する。その後、設計値±15kg/m 以内に安定するまで、する。その後、設計値±15kg/m 以内に安定するまで、する。その後、設計値±15kg/m 以内に安定するまで、する。その後、設計値±15kg/m 以内に安定するまで、する。その後、設計値±15kg/m 以内に安定するまで、3333333
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・ サウンディング・ サウンディング・ サウンディング・ サウンディング・ サウンディング・ サウンディング・ サウンディング
※ 標準貫入試験※ 標準貫入試験※ 標準貫入試験※ 標準貫入試験※ 標準貫入試験※ 標準貫入試験※ 標準貫入試験
・ スウェーデン式サウンディング試験・ スウェーデン式サウンディング試験・ スウェーデン式サウンディング試験・ スウェーデン式サウンディング試験・ スウェーデン式サウンディング試験・ スウェーデン式サウンディング試験・ スウェーデン式サウンディング試験
・ オランダ式二重管コーン貫入試験・ オランダ式二重管コーン貫入試験・ オランダ式二重管コーン貫入試験・ オランダ式二重管コーン貫入試験・ オランダ式二重管コーン貫入試験・ オランダ式二重管コーン貫入試験・ オランダ式二重管コーン貫入試験
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

・ 土質試験・ 土質試験・ 土質試験・ 土質試験・ 土質試験・ 土質試験・ 土質試験
・ 物理的性質試験・ 物理的性質試験・ 物理的性質試験・ 物理的性質試験・ 物理的性質試験・ 物理的性質試験・ 物理的性質試験
(・ 土粒子密度試験　　・ 含水比試験　　・ 粒度試験(・ 土粒子密度試験　　・ 含水比試験　　・ 粒度試験(・ 土粒子密度試験　　・ 含水比試験　　・ 粒度試験(・ 土粒子密度試験　　・ 含水比試験　　・ 粒度試験(・ 土粒子密度試験　　・ 含水比試験　　・ 粒度試験(・ 土粒子密度試験　　・ 含水比試験　　・ 粒度試験(・ 土粒子密度試験　　・ 含水比試験　　・ 粒度試験

・ 湿潤密度試験　　・ 　　　　　　　　　　　　　)・ 湿潤密度試験　　・ 　　　　　　　　　　　　　)・ 湿潤密度試験　　・ 　　　　　　　　　　　　　)・ 湿潤密度試験　　・ 　　　　　　　　　　　　　)・ 湿潤密度試験　　・ 　　　　　　　　　　　　　)・ 湿潤密度試験　　・ 　　　　　　　　　　　　　)・ 湿潤密度試験　　・ 　　　　　　　　　　　　　)
・ 力学的性質試験・ 力学的性質試験・ 力学的性質試験・ 力学的性質試験・ 力学的性質試験・ 力学的性質試験・ 力学的性質試験
(・ 一軸圧縮試験　 ・ 圧密試験 　・ 直接せん断試験(・ 一軸圧縮試験　 ・ 圧密試験 　・ 直接せん断試験(・ 一軸圧縮試験　 ・ 圧密試験 　・ 直接せん断試験(・ 一軸圧縮試験　 ・ 圧密試験 　・ 直接せん断試験(・ 一軸圧縮試験　 ・ 圧密試験 　・ 直接せん断試験(・ 一軸圧縮試験　 ・ 圧密試験 　・ 直接せん断試験(・ 一軸圧縮試験　 ・ 圧密試験 　・ 直接せん断試験

・ 中空ねじりせん断試験　　・ 　　　　　　　　　)・ 中空ねじりせん断試験　　・ 　　　　　　　　　)・ 中空ねじりせん断試験　　・ 　　　　　　　　　)・ 中空ねじりせん断試験　　・ 　　　　　　　　　)・ 中空ねじりせん断試験　　・ 　　　　　　　　　)・ 中空ねじりせん断試験　　・ 　　　　　　　　　)・ 中空ねじりせん断試験　　・ 　　　　　　　　　)
・ 現場透水試験・ 現場透水試験・ 現場透水試験・ 現場透水試験・ 現場透水試験・ 現場透水試験・ 現場透水試験
・ 孔内水平載荷試験・ 孔内水平載荷試験・ 孔内水平載荷試験・ 孔内水平載荷試験・ 孔内水平載荷試験・ 孔内水平載荷試験・ 孔内水平載荷試験
・ 弾性波速度検層・ 弾性波速度検層・ 弾性波速度検層・ 弾性波速度検層・ 弾性波速度検層・ 弾性波速度検層・ 弾性波速度検層

※ 工事着手前に当該敷地内で（　　　　）図に示す※ 工事着手前に当該敷地内で（　　　　）図に示す※ 工事着手前に当該敷地内で（　　　　）図に示す※ 工事着手前に当該敷地内で（　　　　）図に示す※ 工事着手前に当該敷地内で（　　　　）図に示す※ 工事着手前に当該敷地内で（　　　　）図に示す※ 工事着手前に当該敷地内で（　　　　）図に示す
地盤調査報告書による地盤調査報告書による地盤調査報告書による地盤調査報告書による地盤調査報告書による地盤調査報告書による地盤調査報告書による

地盤調査を行う地盤調査を行う地盤調査を行う地盤調査を行う地盤調査を行う地盤調査を行う地盤調査を行う

・ 液性限界、塑性限界試験　　・ 細粒分含有率試験・ 液性限界、塑性限界試験　　・ 細粒分含有率試験・ 液性限界、塑性限界試験　　・ 細粒分含有率試験・ 液性限界、塑性限界試験　　・ 細粒分含有率試験・ 液性限界、塑性限界試験　　・ 細粒分含有率試験・ 液性限界、塑性限界試験　　・ 細粒分含有率試験・ 液性限界、塑性限界試験　　・ 細粒分含有率試験

・ 三軸圧縮試験 　 ・ 振動三軸試験・ 三軸圧縮試験 　 ・ 振動三軸試験・ 三軸圧縮試験 　 ・ 振動三軸試験・ 三軸圧縮試験 　 ・ 振動三軸試験・ 三軸圧縮試験 　 ・ 振動三軸試験・ 三軸圧縮試験 　 ・ 振動三軸試験・ 三軸圧縮試験 　 ・ 振動三軸試験

・ 常時微動測定・ 常時微動測定・ 常時微動測定・ 常時微動測定・ 常時微動測定・ 常時微動測定・ 常時微動測定
・ 平板載荷試験・ 平板載荷試験・ 平板載荷試験・ 平板載荷試験・ 平板載荷試験・ 平板載荷試験・ 平板載荷試験
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

2222222

階数階数階数階数階数階数階数 地上(      )階　　地下(      )階　　塔屋(      )階地上(      )階　　地下(      )階　　塔屋(      )階地上(      )階　　地下(      )階　　塔屋(      )階地上(      )階　　地下(      )階　　塔屋(      )階地上(      )階　　地下(      )階　　塔屋(      )階地上(      )階　　地下(      )階　　塔屋(      )階地上(      )階　　地下(      )階　　塔屋(      )階
階数に算入しない階　　・ 無し　　・ 有り(　　)階数に算入しない階　　・ 無し　　・ 有り(　　)階数に算入しない階　　・ 無し　　・ 有り(　　)階数に算入しない階　　・ 無し　　・ 有り(　　)階数に算入しない階　　・ 無し　　・ 有り(　　)階数に算入しない階　　・ 無し　　・ 有り(　　)階数に算入しない階　　・ 無し　　・ 有り(　　)

高さ関係高さ関係高さ関係高さ関係高さ関係高さ関係高さ関係

2222222

高さ (　     　)m高さ (　     　)m高さ (　     　)m高さ (　     　)m高さ (　     　)m高さ (　     　)m高さ (　     　)m
軒高 (　     　)m軒高 (　     　)m軒高 (　     　)m軒高 (　     　)m軒高 (　     　)m軒高 (　     　)m軒高 (　     　)m

工事種別工事種別工事種別工事種別工事種別工事種別工事種別 ・ 新築　　・ 増築　　・ 改築　　・ 移転・ 新築　　・ 増築　　・ 改築　　・ 移転・ 新築　　・ 増築　　・ 改築　　・ 移転・ 新築　　・ 増築　　・ 改築　　・ 移転・ 新築　　・ 増築　　・ 改築　　・ 移転・ 新築　　・ 増築　　・ 改築　　・ 移転・ 新築　　・ 増築　　・ 改築　　・ 移転
・ 大規模の修繕　　・ 大規模の模様替・ 大規模の修繕　　・ 大規模の模様替・ 大規模の修繕　　・ 大規模の模様替・ 大規模の修繕　　・ 大規模の模様替・ 大規模の修繕　　・ 大規模の模様替・ 大規模の修繕　　・ 大規模の模様替・ 大規模の修繕　　・ 大規模の模様替

構造概要構造概要構造概要構造概要構造概要構造概要構造概要

構造種別構造種別構造種別構造種別構造種別構造種別構造種別

架構形式架構形式架構形式架構形式架構形式架構形式架構形式 X方向(　　　　　　)構造X方向(　　　　　　)構造X方向(　　　　　　)構造X方向(　　　　　　)構造X方向(　　　　　　)構造X方向(　　　　　　)構造X方向(　　　　　　)構造
Y方向(　　　　　　)構造Y方向(　　　　　　)構造Y方向(　　　　　　)構造Y方向(　　　　　　)構造Y方向(　　　　　　)構造Y方向(　　　　　　)構造Y方向(　　　　　　)構造

耐震構造耐震構造耐震構造耐震構造耐震構造耐震構造耐震構造
方式方式方式方式方式方式方式

・ 耐震構造　　・ 制振構造　　・ 免震構造・ 耐震構造　　・ 制振構造　　・ 免震構造・ 耐震構造　　・ 制振構造　　・ 免震構造・ 耐震構造　　・ 制振構造　　・ 免震構造・ 耐震構造　　・ 制振構造　　・ 免震構造・ 耐震構造　　・ 制振構造　　・ 免震構造・ 耐震構造　　・ 制振構造　　・ 免震構造
(免震層の位置　・ 基礎下　・ 中間階(   )階)(免震層の位置　・ 基礎下　・ 中間階(   )階)(免震層の位置　・ 基礎下　・ 中間階(   )階)(免震層の位置　・ 基礎下　・ 中間階(   )階)(免震層の位置　・ 基礎下　・ 中間階(   )階)(免震層の位置　・ 基礎下　・ 中間階(   )階)(免震層の位置　・ 基礎下　・ 中間階(   )階)

基礎方式基礎方式基礎方式基礎方式基礎方式基礎方式基礎方式
・ 直接基礎( ・ 独立　　・ 連続・ 直接基礎( ・ 独立　　・ 連続・ 直接基礎( ・ 独立　　・ 連続・ 直接基礎( ・ 独立　　・ 連続・ 直接基礎( ・ 独立　　・ 連続・ 直接基礎( ・ 独立　　・ 連続・ 直接基礎( ・ 独立　　・ 連続

・ 杭基礎( ・ 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭　・ 鋼管杭・ 杭基礎( ・ 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭　・ 鋼管杭・ 杭基礎( ・ 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭　・ 鋼管杭・ 杭基礎( ・ 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭　・ 鋼管杭・ 杭基礎( ・ 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭　・ 鋼管杭・ 杭基礎( ・ 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭　・ 鋼管杭・ 杭基礎( ・ 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭　・ 鋼管杭
・ 場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ杭　・ 　　　)・ 場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ杭　・ 　　　)・ 場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ杭　・ 　　　)・ 場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ杭　・ 　　　)・ 場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ杭　・ 　　　)・ 場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ杭　・ 　　　)・ 場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ杭　・ 　　　)

適用箇適用箇適用箇適用箇適用箇適用箇適用箇

によるによるによるによるによるによるによる
(     )(     )(     )(     )(     )(     )(     )

地下(   )階～(   )階(　   )造地下(   )階～(   )階(　   )造地下(   )階～(   )階(　   )造地下(   )階～(   )階(　   )造地下(   )階～(   )階(　   )造地下(   )階～(   )階(　   )造地下(   )階～(   )階(　   )造

耐震安全性耐震安全性耐震安全性耐震安全性耐震安全性耐震安全性耐震安全性 ・ Ⅰ類(1.5)　・ Ⅱ類(1.25)　・ Ⅲ類(1.0)・ Ⅰ類(1.5)　・ Ⅱ類(1.25)　・ Ⅲ類(1.0)・ Ⅰ類(1.5)　・ Ⅱ類(1.25)　・ Ⅲ類(1.0)・ Ⅰ類(1.5)　・ Ⅱ類(1.25)　・ Ⅲ類(1.0)・ Ⅰ類(1.5)　・ Ⅱ類(1.25)　・ Ⅲ類(1.0)・ Ⅰ類(1.5)　・ Ⅱ類(1.25)　・ Ⅲ類(1.0)・ Ⅰ類(1.5)　・ Ⅱ類(1.25)　・ Ⅲ類(1.0)
の分類の分類の分類の分類の分類の分類の分類

 ・ べた　　・　　　　） ・ べた　　・　　　　） ・ べた　　・　　　　） ・ べた　　・　　　　） ・ べた　　・　　　　） ・ べた　　・　　　　） ・ べた　　・　　　　） 所図示所図示所図示所図示所図示所図示所図示

工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称 （仮称）むつ市防災食育センター建設工事（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（仮称）むつ市防災食育センター建設工事

青森県むつ市大字関根字北関根133-1の一部、青森県むつ市大字関根字北関根133-1の一部、青森県むつ市大字関根字北関根133-1の一部、青森県むつ市大字関根字北関根133-1の一部、青森県むつ市大字関根字北関根133-1の一部、青森県むつ市大字関根字北関根133-1の一部、青森県むつ市大字関根字北関根133-1の一部、
135-1の一部、137、146の一部135-1の一部、137、146の一部135-1の一部、137、146の一部135-1の一部、137、146の一部135-1の一部、137、146の一部135-1の一部、137、146の一部135-1の一部、137、146の一部

延べ面積延べ面積延べ面積延べ面積延べ面積延べ面積延べ面積 (　　　       　)m(　　　       　)m(　　　       　)m(　　　       　)m(　　　       　)m(　　　       　)m(　　　       　)m
建築面積建築面積建築面積建築面積建築面積建築面積建築面積 (　　　       　)m(　　　       　)m(　　　       　)m(　　　       　)m(　　　       　)m(　　　       　)m(　　　       　)m

2222222 －－－－－－－ －－－－－－－

10.110.110.110.110.110.110.1

1111111 2222222地上(   )階～(   )階(　  　　 )造地上(   )階～(   )階(　  　　 )造地上(   )階～(   )階(　  　　 )造地上(   )階～(   )階(　  　　 )造地上(   )階～(   )階(　  　　 )造地上(   )階～(   )階(　  　　 )造地上(   )階～(   )階(　  　　 )造鉄骨鉄骨鉄骨鉄骨鉄骨鉄骨鉄骨

ラーメンラーメンラーメンラーメンラーメンラーメンラーメン
ラーメンラーメンラーメンラーメンラーメンラーメンラーメン

0.60.60.60.60.60.60.62222222

0.20.20.20.20.20.20.2 0.20.20.20.20.20.20.2
1.01.01.01.01.01.01.0 1.01.01.01.01.01.01.0

34343434343434

130130130130130130130
30303030303030

構造関係共通図構造関係共通図構造関係共通図構造関係共通図構造関係共通図構造関係共通図構造関係共通図

構造関係共通事項構造関係共通事項構造関係共通事項構造関係共通事項構造関係共通事項構造関係共通事項構造関係共通事項

構造関係共通図　構造関係共通事項構造関係共通図　構造関係共通事項構造関係共通図　構造関係共通事項構造関係共通図　構造関係共通事項構造関係共通図　構造関係共通事項構造関係共通図　構造関係共通事項構造関係共通図　構造関係共通事項

001001001001001001001

一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭

1088108810881088108810881088

34343434343434
435435435435435435435

100㎜100㎜100㎜100㎜100㎜100㎜100㎜

S018S018S018S018S018S018S018

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）

2,607.242,607.242,607.242,607.242,607.242,607.242,607.24
2,207.572,207.572,207.572,207.572,207.572,207.572,207.57

9.659.659.659.659.659.659.65 （ 高）（ 高）（ 高）（ 高）（ 高）（ 高）（ 高）



直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ

小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁 スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

10d10d10d10d10d10d10d

３３３３３３３ＬＬＬＬＬＬＬ

フックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さ

－－－－－－－

（注）１．Ｌ　，Ｌ　：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。（注）１．Ｌ　，Ｌ　：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。（注）１．Ｌ　，Ｌ　：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。（注）１．Ｌ　，Ｌ　：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。（注）１．Ｌ　，Ｌ　：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。（注）１．Ｌ　，Ｌ　：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。（注）１．Ｌ　，Ｌ　：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

　　　２．Ｌ　，Ｌ　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり　　　２．Ｌ　，Ｌ　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり　　　２．Ｌ　，Ｌ　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり　　　２．Ｌ　，Ｌ　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり　　　２．Ｌ　，Ｌ　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり　　　２．Ｌ　，Ｌ　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり　　　２．Ｌ　，Ｌ　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり

　　　５．フックあり定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。また、中間　　　５．フックあり定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。また、中間　　　５．フックあり定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。また、中間　　　５．フックあり定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。また、中間　　　５．フックあり定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。また、中間　　　５．フックあり定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。また、中間　　　５．フックあり定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。また、中間

　　　３．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及　　　３．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及　　　３．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及　　　３．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及　　　３．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及　　　３．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及　　　３．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及

鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の

種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの

設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度
２２２２２２２Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）

40d40d40d40d40d40d40d

35d35d35d35d35d35d35d

30d30d30d30d30d30d30d

30d30d30d30d30d30d30d

35d35d35d35d35d35d35d

18181818181818

20d20d20d20d20d20d20d

１１１１１１１

２２２２２２２

３３３３３３３

ＬＬＬＬＬＬＬ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ

（ｂ）鉄筋の定着（ｂ）鉄筋の定着（ｂ）鉄筋の定着（ｂ）鉄筋の定着（ｂ）鉄筋の定着（ｂ）鉄筋の定着（ｂ）鉄筋の定着

　　　り、次の（ⅰ）、（ⅱ）及び（ⅲ）を全て満足するものとする。　　　り、次の（ⅰ）、（ⅱ）及び（ⅲ）を全て満足するものとする。　　　り、次の（ⅰ）、（ⅱ）及び（ⅲ）を全て満足するものとする。　　　り、次の（ⅰ）、（ⅱ）及び（ⅲ）を全て満足するものとする。　　　り、次の（ⅰ）、（ⅱ）及び（ⅲ）を全て満足するものとする。　　　り、次の（ⅰ）、（ⅱ）及び（ⅲ）を全て満足するものとする。　　　り、次の（ⅰ）、（ⅱ）及び（ⅲ）を全て満足するものとする。

末端部末端部末端部末端部末端部末端部末端部 中間部中間部中間部中間部中間部中間部中間部

（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）

（３）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。なお、Ｌ　及びＬ　は表3.3の（注）による。（３）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。なお、Ｌ　及びＬ　は表3.3の（注）による。（３）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。なお、Ｌ　及びＬ　は表3.3の（注）による。（３）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。なお、Ｌ　及びＬ　は表3.3の（注）による。（３）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。なお、Ｌ　及びＬ　は表3.3の（注）による。（３）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。なお、Ｌ　及びＬ　は表3.3の（注）による。（３）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。なお、Ｌ　及びＬ　は表3.3の（注）による。

以上の以上の以上の以上の以上の以上の以上の

添巻き添巻き添巻き添巻き添巻き添巻き添巻き

1.5巻1.5巻1.5巻1.5巻1.5巻1.5巻1.5巻

ddddddd

≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手 定着（スラブの場合）定着（スラブの場合）定着（スラブの場合）定着（スラブの場合）定着（スラブの場合）定着（スラブの場合）定着（スラブの場合）

50d50d50d50d50d50d50d

ddddddd

≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d ≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d
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１節半以上、かつ、150mm以上１節半以上、かつ、150mm以上１節半以上、かつ、150mm以上１節半以上、かつ、150mm以上１節半以上、かつ、150mm以上１節半以上、かつ、150mm以上１節半以上、かつ、150mm以上

ＬＬＬＬＬＬＬ

定着（壁の場合）定着（壁の場合）定着（壁の場合）定着（壁の場合）定着（壁の場合）定着（壁の場合）定着（壁の場合）

２２２２２２２

 鉄筋 鉄筋 鉄筋 鉄筋 鉄筋 鉄筋 鉄筋

（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）

２２２２２２２ ３３３３３３３

するように最小かぶり厚さを定める。するように最小かぶり厚さを定める。するように最小かぶり厚さを定める。するように最小かぶり厚さを定める。するように最小かぶり厚さを定める。するように最小かぶり厚さを定める。するように最小かぶり厚さを定める。

ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保

（注）１．＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。

煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分

構造部分の種別構造部分の種別構造部分の種別構造部分の種別構造部分の種別構造部分の種別構造部分の種別

柱，梁，スラブ，壁柱，梁，スラブ，壁柱，梁，スラブ，壁柱，梁，スラブ，壁柱，梁，スラブ，壁柱，梁，スラブ，壁柱，梁，スラブ，壁

基礎，擁壁，耐圧スラブ基礎，擁壁，耐圧スラブ基礎，擁壁，耐圧スラブ基礎，擁壁，耐圧スラブ基礎，擁壁，耐圧スラブ基礎，擁壁，耐圧スラブ基礎，擁壁，耐圧スラブ

擁壁，耐圧スラブ擁壁，耐圧スラブ擁壁，耐圧スラブ擁壁，耐圧スラブ擁壁，耐圧スラブ擁壁，耐圧スラブ擁壁，耐圧スラブ

　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな

　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの

　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし

仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり

仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし

仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり

屋内屋内屋内屋内屋内屋内屋内

ない部分ない部分ない部分ない部分ない部分ない部分ない部分

土に接し土に接し土に接し土に接し土に接し土に接し土に接し

る部分る部分る部分る部分る部分る部分る部分

土に接す土に接す土に接す土に接す土に接す土に接す土に接す

耐力壁以外の壁耐力壁以外の壁耐力壁以外の壁耐力壁以外の壁耐力壁以外の壁耐力壁以外の壁耐力壁以外の壁

スラブ，スラブ，スラブ，スラブ，スラブ，スラブ，スラブ，

柱，梁，耐力壁柱，梁，耐力壁柱，梁，耐力壁柱，梁，耐力壁柱，梁，耐力壁柱，梁，耐力壁柱，梁，耐力壁

最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ

30303030303030

30303030303030

20202020202020

30303030303030

＊＊＊＊＊＊＊

　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

　　　　　厚さを含まない。　　　　　厚さを含まない。　　　　　厚さを含まない。　　　　　厚さを含まない。　　　　　厚さを含まない。　　　　　厚さを含まない。　　　　　厚さを含まない。

　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記仕様書による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記仕様書による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記仕様書による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記仕様書による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記仕様書による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記仕様書による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記仕様書による。

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍

（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（２）２５ｍｍ（２）２５ｍｍ（２）２５ｍｍ（２）２５ｍｍ（２）２５ｍｍ（２）２５ｍｍ（２）２５ｍｍ

　　　する。　　　する。　　　する。　　　する。　　　する。　　　する。　　　する。

（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし

仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり

40404040404040

30303030303030
屋外屋外屋外屋外屋外屋外屋外

40404040404040

40404040404040

60606060606060

＊＊＊＊＊＊＊

60606060606060

　　　６．打増し部分に、壁、梁、スラブ等がとりつく場合は、壁、梁、スラブ筋等の定着長さには、　　　６．打増し部分に、壁、梁、スラブ等がとりつく場合は、壁、梁、スラブ筋等の定着長さには、　　　６．打増し部分に、壁、梁、スラブ等がとりつく場合は、壁、梁、スラブ筋等の定着長さには、　　　６．打増し部分に、壁、梁、スラブ等がとりつく場合は、壁、梁、スラブ筋等の定着長さには、　　　６．打増し部分に、壁、梁、スラブ等がとりつく場合は、壁、梁、スラブ筋等の定着長さには、　　　６．打増し部分に、壁、梁、スラブ等がとりつく場合は、壁、梁、スラブ筋等の定着長さには、　　　６．打増し部分に、壁、梁、スラブ等がとりつく場合は、壁、梁、スラブ筋等の定着長さには、

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

21212121212121

24，2724，2724，2724，2724，2724，2724，27

30，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，36

21212121212121

24，2724，2724，2724，2724，2724，2724，27

21212121212121

45d45d45d45d45d45d45d

40d40d40d40d40d40d40d

35d35d35d35d35d35d35d

35d35d35d35d35d35d35d

40d40d40d40d40d40d40d

30d30d30d30d30d30d30d

30d30d30d30d30d30d30d

20d20d20d20d20d20d20d

35d35d35d35d35d35d35d

25d25d25d25d25d25d25d

ＬＬＬＬＬＬＬ １ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈＬＬＬＬＬＬＬ ２ｈ２ｈ２ｈ２ｈ２ｈ２ｈ２ｈＬＬＬＬＬＬＬ２２２２２２２

３ｈ３ｈ３ｈ３ｈ３ｈ３ｈ３ｈＬＬＬＬＬＬＬ

かつかつかつかつかつかつかつ

150mm150mm150mm150mm150mm150mm150mm

以上以上以上以上以上以上以上

小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁 スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

10d10d10d10d10d10d10d

式式式式式式式

継継継継継継継

手手手手手手手

フックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなし

械械械械械械械

フックありフックありフックありフックありフックありフックありフックあり

重重重重重重重
ａａａａａａａ

ａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌ

ＬＬＬＬＬＬＬ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ

１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ ａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌ

接接接接接接接

継継継継継継継

手手手手手手手

圧圧圧圧圧圧圧

機機機機機機機

 ガス圧接継手・溶接継手 ガス圧接継手・溶接継手 ガス圧接継手・溶接継手 ガス圧接継手・溶接継手 ガス圧接継手・溶接継手 ガス圧接継手・溶接継手 ガス圧接継手・溶接継手

ねねねねねねね
継継継継継継継

手手手手手手手

－－－－－－－

－－－－－－－

35d35d35d35d35d35d35d

30d30d30d30d30d30d30d

25d25d25d25d25d25d25d

20d20d20d20d20d20d20d25d25d25d25d25d25d25d

30d30d30d30d30d30d30d35d35d35d35d35d35d35d

25d25d25d25d25d25d25d30d30d30d30d30d30d30d

25d25d25d25d25d25d25d30d30d30d30d30d30d30d

20d20d20d20d20d20d20d25d25d25d25d25d25d25d

30d30d30d30d30d30d30d35d35d35d35d35d35d35d

30d30d30d30d30d30d30d35d35d35d35d35d35d35d

25d25d25d25d25d25d25d30d30d30d30d30d30d30d

18181818181818 40d40d40d40d40d40d40d50d50d50d50d50d50d50d

35d35d35d35d35d35d35d45d45d45d45d45d45d45d

35d35d35d35d35d35d35d40d40d40d40d40d40d40d

40d40d40d40d40d40d40d50d50d50d50d50d50d50d

40d40d40d40d40d40d40d45d45d45d45d45d45d45d

１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ

２ｈ２ｈ２ｈ２ｈ２ｈ２ｈ２ｈ

　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。３ｈ３ｈ３ｈ３ｈ３ｈ３ｈ３ｈ

Ｌ 、Ｌ 又はＬＬ 、Ｌ 又はＬＬ 、Ｌ 又はＬＬ 、Ｌ 又はＬＬ 、Ｌ 又はＬＬ 、Ｌ 又はＬＬ 、Ｌ 又はＬ１１１１１１１ ２２２２２２２ ３３３３３３３

直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長

Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）ａａａａａａａ

余長余長余長余長余長余長余長

Ｌ  、Ｌ  又はＬＬ  、Ｌ  又はＬＬ  、Ｌ  又はＬＬ  、Ｌ  又はＬＬ  、Ｌ  又はＬＬ  、Ｌ  又はＬＬ  、Ｌ  又はＬ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ ２ｈ２ｈ２ｈ２ｈ２ｈ２ｈ２ｈ ３ｈ３ｈ３ｈ３ｈ３ｈ３ｈ３ｈ

フックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さ

梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ

ＬＬＬＬＬＬＬｂｂｂｂｂｂｂ

余長余長余長余長余長余長余長

▽▽▽▽▽▽▽
定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点

▽▽▽▽▽▽▽
定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点

ＬＬＬＬＬＬＬ２２２２２２２

ＬＬＬＬＬＬＬ３３３３３３３ ＬＬＬＬＬＬＬ２２２２２２２

 鉄筋 鉄筋 鉄筋 鉄筋 鉄筋 鉄筋 鉄筋

１節半以上、かつ、150mm以上１節半以上、かつ、150mm以上１節半以上、かつ、150mm以上１節半以上、かつ、150mm以上１節半以上、かつ、150mm以上１節半以上、かつ、150mm以上１節半以上、かつ、150mm以上

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの

設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度
２２２２２２２

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
ａａａａａａａＬ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ 

18181818181818

21212121212121

24，2724，2724，2724，2724，2724，2724，27

30，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，36

20d20d20d20d20d20d20d

15d15d15d15d15d15d15d

15d15d15d15d15d15d15d

15d15d15d15d15d15d15d

18181818181818

21212121212121

15d15d15d15d15d15d15d

15d15d15d15d15d15d15d

15d15d15d15d15d15d15d

15d15d15d15d15d15d15d

21212121212121

24，2724，2724，2724，2724，2724，2724，27

鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の

種  類種  類種  類種  類種  類種  類種  類

15d15d15d15d15d15d15d

15d15d15d15d15d15d15d

24，2724，2724，2724，2724，2724，2724，27

30，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，36

20d20d20d20d20d20d20d

20d20d20d20d20d20d20d

20d20d20d20d20d20d20d

15d15d15d15d15d15d15d

20d20d20d20d20d20d20d

20d20d20d20d20d20d20d

20d20d20d20d20d20d20d30，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，36

20d20d20d20d20d20d20d

20d20d20d20d20d20d20d

15d15d15d15d15d15d15d

20d20d20d20d20d20d20d

20d20d20d20d20d20d20d

SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B

SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B

ｂｂｂｂｂｂｂＬ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ 

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。

　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。ｂｂｂｂｂｂｂ

ａａａａａａａ

　　　　　　　 （基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）　　　　　　　 （基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）　　　　　　　 （基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）　　　　　　　 （基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）　　　　　　　 （基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）　　　　　　　 （基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）　　　　　　　 （基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

　　　　　　　 （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　　　　　 （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　　　　　 （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　　　　　 （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　　　　　 （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　　　　　 （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　　　　　 （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

ＬＬＬＬＬＬＬ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ ａａａａａａａ ＬＬＬＬＬＬＬ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ

１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ

ａａａａａａａ

ａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌ

ＬＬＬＬＬＬＬ１１１１１１１

１１１１１１１ ａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌ

ＬＬＬＬＬＬＬ１１１１１１１ ａａａａａａａ

１１１１１１１

ＬＬＬＬＬＬＬ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ

ＬＬＬＬＬＬＬ１１１１１１１

ＬＬＬＬＬＬＬ１１１１１１１

ａａａａａａａ

 カップラー カップラー カップラー カップラー カップラー カップラー カップラー

ａａａａａａａ

ｂｂｂｂｂｂｂ
Ｄは、鉄筋の最大外径Ｄは、鉄筋の最大外径Ｄは、鉄筋の最大外径Ｄは、鉄筋の最大外径Ｄは、鉄筋の最大外径Ｄは、鉄筋の最大外径Ｄは、鉄筋の最大外径

間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔

ＤＤＤＤＤＤＤ あきあきあきあきあきあきあき ＤＤＤＤＤＤＤ

ａ≧400mmａ≧400mmａ≧400mmａ≧400mmａ≧400mmａ≧400mmａ≧400mm

ａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mmａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mmａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mmａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mmａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mmａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mmａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mm

表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

  梁  梁  梁  梁  梁  梁  梁

 床版 床版 床版 床版 床版 床版 床版

壁壁壁壁壁壁壁

壁壁壁壁壁壁壁

 壁 壁 壁 壁 壁 壁 壁

 壁 壁 壁 壁 壁 壁 壁 梁梁梁梁梁梁梁

壁壁壁壁壁壁壁

（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部

（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

（３）杭基礎のベース筋（３）杭基礎のベース筋（３）杭基礎のベース筋（３）杭基礎のベース筋（３）杭基礎のベース筋（３）杭基礎のベース筋（３）杭基礎のベース筋

1 .1 鉄筋の加工1 .1 鉄筋の加工1 .1 鉄筋の加工1 .1 鉄筋の加工1 .1 鉄筋の加工1 .1 鉄筋の加工1 .1 鉄筋の加工

2.1 異形鉄筋の末端部2.1 異形鉄筋の末端部2.1 異形鉄筋の末端部2.1 異形鉄筋の末端部2.1 異形鉄筋の末端部2.1 異形鉄筋の末端部2.1 異形鉄筋の末端部

折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ

角  度角  度角  度角  度角  度角  度角  度

折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)

Ｄ１６以下Ｄ１６以下Ｄ１６以下Ｄ１６以下Ｄ１６以下Ｄ１６以下Ｄ１６以下
Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９

～Ｄ３８～Ｄ３８～Ｄ３８～Ｄ３８～Ｄ３８～Ｄ３８～Ｄ３８

ＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ,ＳＤ３４５ＳＤ２９５Ｂ,ＳＤ３４５ＳＤ２９５Ｂ,ＳＤ３４５ＳＤ２９５Ｂ,ＳＤ３４５ＳＤ２９５Ｂ,ＳＤ３４５ＳＤ２９５Ｂ,ＳＤ３４５ＳＤ２９５Ｂ,ＳＤ３４５

  ９０°  ９０°  ９０°  ９０°  ９０°  ９０°  ９０°

  ９０°  ９０°  ９０°  ９０°  ９０°  ９０°  ９０°

  １３５°  １３５°  １３５°  １３５°  １３５°  １３５°  １３５°

  １３５°  １３５°  １３５°  １３５°  １３５°  １３５°  １３５°

  １８０°  １８０°  １８０°  １８０°  １８０°  １８０°  １８０°

４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上

４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上

ＤＤＤＤＤＤＤ

ｄｄ ｄｄ ｄｄ ｄ

３ｄ以上３ｄ以上３ｄ以上３ｄ以上３ｄ以上３ｄ以上３ｄ以上

及び及び及び及び及び及び及び

Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９

～Ｄ３８～Ｄ３８～Ｄ３８～Ｄ３８～Ｄ３８～Ｄ３８～Ｄ３８

ＳＤ３９０ＳＤ３９０ＳＤ３９０ＳＤ３９０ＳＤ３９０ＳＤ３９０ＳＤ３９０

５ｄ以上５ｄ以上５ｄ以上５ｄ以上５ｄ以上５ｄ以上５ｄ以上

（幅止め筋）（幅止め筋）（幅止め筋）（幅止め筋）（幅止め筋）（幅止め筋）（幅止め筋）

１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、余１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、余１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、余１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、余１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、余１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、余１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、余

    長は４ｄ以上とする。    長は４ｄ以上とする。    長は４ｄ以上とする。    長は４ｄ以上とする。    長は４ｄ以上とする。    長は４ｄ以上とする。    長は４ｄ以上とする。

折曲げ図折曲げ図折曲げ図折曲げ図折曲げ図折曲げ図折曲げ図

（注）１．Ｌ　,Ｌ  ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。（注）１．Ｌ　,Ｌ  ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。（注）１．Ｌ　,Ｌ  ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。（注）１．Ｌ　,Ｌ  ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。（注）１．Ｌ　,Ｌ  ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。（注）１．Ｌ　,Ｌ  ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。（注）１．Ｌ　,Ｌ  ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。

１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ

１１１１１１１ １ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ

（ａ）鉄筋の重ね継手（ａ）鉄筋の重ね継手（ａ）鉄筋の重ね継手（ａ）鉄筋の重ね継手（ａ）鉄筋の重ね継手（ａ）鉄筋の重ね継手（ａ）鉄筋の重ね継手

（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

3.1 継手及び定着3.1 継手及び定着3.1 継手及び定着3.1 継手及び定着3.1 継手及び定着3.1 継手及び定着3.1 継手及び定着

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの

設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度
２２２２２２２

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
１１１１１１１Ｌ　（フックなし）Ｌ　（フックなし）Ｌ　（フックなし）Ｌ　（フックなし）Ｌ　（フックなし）Ｌ　（フックなし）Ｌ　（フックなし）

18181818181818

21212121212121

45d45d45d45d45d45d45d

40d40d40d40d40d40d40d

35d35d35d35d35d35d35d

30d30d30d30d30d30d30d

18181818181818

21212121212121

35d35d35d35d35d35d35d

25d25d25d25d25d25d25d

25d25d25d25d25d25d25d

30d30d30d30d30d30d30d

21212121212121

鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の

種  類種  類種  類種  類種  類種  類種  類
Ｌ　（フックあり）Ｌ　（フックあり）Ｌ　（フックあり）Ｌ　（フックあり）Ｌ　（フックあり）Ｌ　（フックあり）Ｌ　（フックあり）１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ

25d25d25d25d25d25d25d

35d35d35d35d35d35d35d

50d50d50d50d50d50d50d

45d45d45d45d45d45d45d

40d40d40d40d40d40d40d

35d35d35d35d35d35d35d

50d50d50d50d50d50d50d

45d45d45d45d45d45d45d

40d40d40d40d40d40d40d

35d35d35d35d35d35d35d

30d30d30d30d30d30d30d

30d30d30d30d30d30d30d

35d35d35d35d35d35d35d

35d35d35d35d35d35d35d

SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上

ＤＤＤＤＤＤＤ

８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上

ＤＤＤＤＤＤＤ

ＤＤＤＤＤＤＤ
４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上

４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上

ＤＤＤＤＤＤＤ

 床版 床版 床版 床版 床版 床版 床版

２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。

の場合の場合の場合の場合の場合の場合の場合

の場合の場合の場合の場合の場合の場合の場合

　　　ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。　　　ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。　　　ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。　　　ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。　　　ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。　　　ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。　　　ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。

　　             びこれを受ける小梁は除く。　　             びこれを受ける小梁は除く。　　             びこれを受ける小梁は除く。　　             びこれを受ける小梁は除く。　　             びこれを受ける小梁は除く。　　             びこれを受ける小梁は除く。　　             びこれを受ける小梁は除く。

          部での折曲げは行わない。          部での折曲げは行わない。          部での折曲げは行わない。          部での折曲げは行わない。          部での折曲げは行わない。          部での折曲げは行わない。          部での折曲げは行わない。

小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の

（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準と（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準と（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準と（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準と（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準と（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準と（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準と

30，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，36

24，2724，2724，2724，2724，2724，2724，27

30，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，36

24，2724，2724，2724，2724，2724，2724，27

30，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，36

24，2724，2724，2724，2724，2724，2724，27

30，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，36

24，2724，2724，2724，2724，2724，2724，27

30，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，36

　　　３．軽量コンクリリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

　　　　　（ⅱ）　余長は８ｄ以上　　　　　（ⅱ）　余長は８ｄ以上　　　　　（ⅱ）　余長は８ｄ以上　　　　　（ⅱ）　余長は８ｄ以上　　　　　（ⅱ）　余長は８ｄ以上　　　　　（ⅱ）　余長は８ｄ以上　　　　　（ⅱ）　余長は８ｄ以上

ｄｄ ｄｄ ｄｄ ｄ

柱柱柱柱柱柱柱

ｄｄ ｄｄ ｄｄ ｄ
ｄｄ ｄｄ ｄｄ ｄ

ｄｄ ｄｄ ｄｄ ｄ

（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）

　　　　　　　　　　　定着の長さ。　　　　　　　　　　　定着の長さ。　　　　　　　　　　　定着の長さ。　　　　　　　　　　　定着の長さ。　　　　　　　　　　　定着の長さ。　　　　　　　　　　　定着の長さ。　　　　　　　　　　　定着の長さ。

ＬＬＬＬＬＬＬ１１１１１１１

ddddddd

          打増し厚さを含まない。          打増し厚さを含まない。          打増し厚さを含まない。          打増し厚さを含まない。          打増し厚さを含まない。          打増し厚さを含まない。          打増し厚さを含まない。

ただし、最上階のただし、最上階のただし、最上階のただし、最上階のただし、最上階のただし、最上階のただし、最上階の

柱頭の四隅部は柱頭の四隅部は柱頭の四隅部は柱頭の四隅部は柱頭の四隅部は柱頭の四隅部は柱頭の四隅部は

フックを付ける。フックを付ける。フックを付ける。フックを付ける。フックを付ける。フックを付ける。フックを付ける。

接接接接接接接

継継継継継継継

手手手手手手手

溶溶溶溶溶溶溶

　　　７．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　７．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　７．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　７．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　７．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　７．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　７．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

　　　　　（ⅲ）　仕口面から鉄筋面外までの投影定着長さは表3.4に示す長さとする。ただし、　　　　　（ⅲ）　仕口面から鉄筋面外までの投影定着長さは表3.4に示す長さとする。ただし、　　　　　（ⅲ）　仕口面から鉄筋面外までの投影定着長さは表3.4に示す長さとする。ただし、　　　　　（ⅲ）　仕口面から鉄筋面外までの投影定着長さは表3.4に示す長さとする。ただし、　　　　　（ⅲ）　仕口面から鉄筋面外までの投影定着長さは表3.4に示す長さとする。ただし、　　　　　（ⅲ）　仕口面から鉄筋面外までの投影定着長さは表3.4に示す長さとする。ただし、　　　　　（ⅲ）　仕口面から鉄筋面外までの投影定着長さは表3.4に示す長さとする。ただし、

　　　　　　　　　梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。　　　　　　　　　梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。　　　　　　　　　梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。　　　　　　　　　梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。　　　　　　　　　梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。　　　　　　　　　梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。　　　　　　　　　梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

（２）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず（２）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず（２）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず（２）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず（２）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず（２）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず（２）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず

ススススススス
ガガガガガガガ

　　　３．軽量コンクリリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

　　　うち大きい値とする。　　　うち大きい値とする。　　　うち大きい値とする。　　　うち大きい値とする。　　　うち大きい値とする。　　　うち大きい値とする。　　　うち大きい値とする。

鉄筋の折曲げ内法直径は、表1.1を標準とする。鉄筋の折曲げ内法直径は、表1.1を標準とする。鉄筋の折曲げ内法直径は、表1.1を標準とする。鉄筋の折曲げ内法直径は、表1.1を標準とする。鉄筋の折曲げ内法直径は、表1.1を標準とする。鉄筋の折曲げ内法直径は、表1.1を標準とする。鉄筋の折曲げ内法直径は、表1.1を標準とする。

図2.1　末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（　印）図2.1　末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（　印）図2.1　末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（　印）図2.1　末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（　印）図2.1　末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（　印）図2.1　末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（　印）図2.1　末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（　印）

　　　４０ｄ以上（軽量コンクリートの場合は５０ｄ以上）と表３．１のかさね継手の長さの　　　４０ｄ以上（軽量コンクリートの場合は５０ｄ以上）と表３．１のかさね継手の長さの　　　４０ｄ以上（軽量コンクリートの場合は５０ｄ以上）と表３．１のかさね継手の長さの　　　４０ｄ以上（軽量コンクリートの場合は５０ｄ以上）と表３．１のかさね継手の長さの　　　４０ｄ以上（軽量コンクリートの場合は５０ｄ以上）と表３．１のかさね継手の長さの　　　４０ｄ以上（軽量コンクリートの場合は５０ｄ以上）と表３．１のかさね継手の長さの　　　４０ｄ以上（軽量コンクリートの場合は５０ｄ以上）と表３．１のかさね継手の長さの

　　　それ以外の鉄筋の重ね継手長さは、表3.1による。　　　それ以外の鉄筋の重ね継手長さは、表3.1による。　　　それ以外の鉄筋の重ね継手長さは、表3.1による。　　　それ以外の鉄筋の重ね継手長さは、表3.1による。　　　それ以外の鉄筋の重ね継手長さは、表3.1による。　　　それ以外の鉄筋の重ね継手長さは、表3.1による。　　　それ以外の鉄筋の重ね継手長さは、表3.1による。

表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ

　　　２．フックありの場合のＬ　は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。　　　２．フックありの場合のＬ　は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。　　　２．フックありの場合のＬ　は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。　　　２．フックありの場合のＬ　は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。　　　２．フックありの場合のＬ　は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。　　　２．フックありの場合のＬ　は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。　　　２．フックありの場合のＬ　は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。

図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

表3.2　隣り合う継手の位置表3.2　隣り合う継手の位置表3.2　隣り合う継手の位置表3.2　隣り合う継手の位置表3.2　隣り合う継手の位置表3.2　隣り合う継手の位置表3.2　隣り合う継手の位置

（３）隣り合う継手の位置は、表3.2による。（３）隣り合う継手の位置は、表3.2による。（３）隣り合う継手の位置は、表3.2による。（３）隣り合う継手の位置は、表3.2による。（３）隣り合う継手の位置は、表3.2による。（３）隣り合う継手の位置は、表3.2による。（３）隣り合う継手の位置は、表3.2による。

表3.3　鉄筋の定着の長さ表3.3　鉄筋の定着の長さ表3.3　鉄筋の定着の長さ表3.3　鉄筋の定着の長さ表3.3　鉄筋の定着の長さ表3.3　鉄筋の定着の長さ表3.3　鉄筋の定着の長さ

（１）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。（１）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。（１）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。（１）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。（１）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。（１）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。（１）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。

図3.2　直線定着の長さ 及び フックあり定着の長さ図3.2　直線定着の長さ 及び フックあり定着の長さ図3.2　直線定着の長さ 及び フックあり定着の長さ図3.2　直線定着の長さ 及び フックあり定着の長さ図3.2　直線定着の長さ 及び フックあり定着の長さ図3.2　直線定着の長さ 及び フックあり定着の長さ図3.2　直線定着の長さ 及び フックあり定着の長さ

（２）梁主筋の柱内定着の方法又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3によ（２）梁主筋の柱内定着の方法又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3によ（２）梁主筋の柱内定着の方法又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3によ（２）梁主筋の柱内定着の方法又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3によ（２）梁主筋の柱内定着の方法又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3によ（２）梁主筋の柱内定着の方法又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3によ（２）梁主筋の柱内定着の方法又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3によ

　　　　　（ⅰ）　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上　　　　　（ⅰ）　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上　　　　　（ⅰ）　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上　　　　　（ⅰ）　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上　　　　　（ⅰ）　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上　　　　　（ⅰ）　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上　　　　　（ⅰ）　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上

図3.3　折曲げ定着の方法図3.3　折曲げ定着の方法図3.3　折曲げ定着の方法図3.3　折曲げ定着の方法図3.3　折曲げ定着の方法図3.3　折曲げ定着の方法図3.3　折曲げ定着の方法

表3.4　鉄筋の投影定着の長さ表3.4　鉄筋の投影定着の長さ表3.4　鉄筋の投影定着の長さ表3.4　鉄筋の投影定着の長さ表3.4　鉄筋の投影定着の長さ表3.4　鉄筋の投影定着の長さ表3.4　鉄筋の投影定着の長さ

図3.4　溶接金網の継手及び定着図3.4　溶接金網の継手及び定着図3.4　溶接金網の継手及び定着図3.4　溶接金網の継手及び定着図3.4　溶接金網の継手及び定着図3.4　溶接金網の継手及び定着図3.4　溶接金網の継手及び定着

（４）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による（４）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による（４）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による（４）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による（４）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による（４）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による（４）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による

図3.5　スパイラル筋の継手及び定着図3.5　スパイラル筋の継手及び定着図3.5　スパイラル筋の継手及び定着図3.5　スパイラル筋の継手及び定着図3.5　スパイラル筋の継手及び定着図3.5　スパイラル筋の継手及び定着図3.5　スパイラル筋の継手及び定着

4.1 最小かぶり厚さ4.1 最小かぶり厚さ4.1 最小かぶり厚さ4.1 最小かぶり厚さ4.1 最小かぶり厚さ4.1 最小かぶり厚さ4.1 最小かぶり厚さ

（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。

表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )

（ｄ）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。（ｄ）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。（ｄ）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。（ｄ）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。（ｄ）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。（ｄ）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。（ｄ）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。

図4.1　鉄筋相互のあき図4.1　鉄筋相互のあき図4.1　鉄筋相互のあき図4.1　鉄筋相互のあき図4.1　鉄筋相互のあき図4.1　鉄筋相互のあき図4.1　鉄筋相互のあき

　　             片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。　　             片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。　　             片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。　　             片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。　　             片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。　　             片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。　　             片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。

全長全長全長全長全長全長全長 全長全長全長全長全長全長全長

（１）あばら筋の径および間隔は、構造図による。（１）あばら筋の径および間隔は、構造図による。（１）あばら筋の径および間隔は、構造図による。（１）あばら筋の径および間隔は、構造図による。（１）あばら筋の径および間隔は、構造図による。（１）あばら筋の径および間隔は、構造図による。（１）あばら筋の径および間隔は、構造図による。

（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項

図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合
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重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合

コンクリート打継ぎ面コンクリート打継ぎ面コンクリート打継ぎ面コンクリート打継ぎ面コンクリート打継ぎ面コンクリート打継ぎ面コンクリート打継ぎ面

１１ １１ １１ １
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

ｈｈ ｈｈ ｈｈ ｈ

２２ ２２ ２２ ２
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）

 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0  /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2 0 0 0 0 0 0 0  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0

 0 0 0 0 0 0 0

15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0  /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2 0 0 0 0 0 0 0  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0

 0 0 0 0 0 0 0

 ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す

：継手位置：継手位置：継手位置：継手位置：継手位置：継手位置：継手位置

二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２

Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２

（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。

（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。

（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が

　　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す

Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２

図5.1　梁筋の基礎梁内への定着図5.1　梁筋の基礎梁内への定着図5.1　梁筋の基礎梁内への定着図5.1　梁筋の基礎梁内への定着図5.1　梁筋の基礎梁内への定着図5.1　梁筋の基礎梁内への定着図5.1　梁筋の基礎梁内への定着

（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項

5.1　基礎梁5.1　基礎梁5.1　基礎梁5.1　基礎梁5.1　基礎梁5.1　基礎梁5.1　基礎梁

柱柱柱柱柱柱柱

梁梁梁梁梁梁梁 梁梁梁梁梁梁梁

　　　る。　　　る。　　　る。　　　る。　　　る。　　　る。　　　る。

　　  ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。　　  ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。　　  ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。　　  ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。　　  ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。　　  ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。　　  ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

 ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す

：継手位置：継手位置：継手位置：継手位置：継手位置：継手位置：継手位置

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ

 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0

15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）

≧100≧100≧100≧100≧100≧100≧100

 /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2 0 0 0 0 0 0 0  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0

 0 0 0 0 0 0 0

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ 15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0  /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2 0 0 0 0 0 0 0  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0

 0 0 0 0 0 0 0

20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ

20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）

 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0  /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2 0 0 0 0 0 0 0  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0

 0 0 0 0 0 0 0

 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0  /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2 0 0 0 0 0 0 0  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0

 0 0 0 0 0 0 0

 ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す

：継手位置：継手位置：継手位置：継手位置：継手位置：継手位置：継手位置

二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋

Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２

Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２

Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２

Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

（２）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(b)(4)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(b)(4)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(b)(4)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(b)(4)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(b)(4)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(b)(4)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(b)(4)による。

（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。

図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）

（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。

図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）

5.2　基礎梁のあばら筋等5.2　基礎梁のあばら筋等5.2　基礎梁のあばら筋等5.2　基礎梁のあばら筋等5.2　基礎梁のあばら筋等5.2　基礎梁のあばら筋等5.2　基礎梁のあばら筋等

（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(b)による。ただし、梁の上下端にスラブが付く（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(b)による。ただし、梁の上下端にスラブが付く（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(b)による。ただし、梁の上下端にスラブが付く（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(b)による。ただし、梁の上下端にスラブが付く（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(b)による。ただし、梁の上下端にスラブが付く（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(b)による。ただし、梁の上下端にスラブが付く（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(b)による。ただし、梁の上下端にスラブが付く

　　　場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5によることができる。　　　場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5によることができる。　　　場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5によることができる。　　　場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5によることができる。　　　場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5によることができる。　　　場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5によることができる。　　　場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5によることができる。

（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は構造図による。（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は構造図による。（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は構造図による。（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は構造図による。（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は構造図による。（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は構造図による。（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は構造図による。

（ｃ）あばら筋の割付けは、7.2(c)による。（ｃ）あばら筋の割付けは、7.2(c)による。（ｃ）あばら筋の割付けは、7.2(c)による。（ｃ）あばら筋の割付けは、7.2(c)による。（ｃ）あばら筋の割付けは、7.2(c)による。（ｃ）あばら筋の割付けは、7.2(c)による。（ｃ）あばら筋の割付けは、7.2(c)による。
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（ｄ）腹筋及び幅止め筋（ｄ）腹筋及び幅止め筋（ｄ）腹筋及び幅止め筋（ｄ）腹筋及び幅止め筋（ｄ）腹筋及び幅止め筋（ｄ）腹筋及び幅止め筋（ｄ）腹筋及び幅止め筋

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、構造図による。（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、構造図による。（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、構造図による。（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、構造図による。（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、構造図による。（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、構造図による。（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、構造図による。

（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで

ⅱ.（ロ）の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。ⅱ.（ロ）の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。ⅱ.（ロ）の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。ⅱ.（ロ）の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。ⅱ.（ロ）の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。ⅱ.（ロ）の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。ⅱ.（ロ）の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。

ⅰ.（イ）の場合は交互とする。ⅰ.（イ）の場合は交互とする。ⅰ.（イ）の場合は交互とする。ⅰ.（イ）の場合は交互とする。ⅰ.（イ）の場合は交互とする。ⅰ.（イ）の場合は交互とする。ⅰ.（イ）の場合は交互とする。

ⅲ.（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。ⅲ.（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。ⅲ.（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。ⅲ.（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。ⅲ.（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。ⅲ.（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。ⅲ.（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。

（２）フックの位置（２）フックの位置（２）フックの位置（２）フックの位置（２）フックの位置（２）フックの位置（２）フックの位置

（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置

　　　ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは構造図による。　　　ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは構造図による。　　　ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは構造図による。　　　ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは構造図による。　　　ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは構造図による。　　　ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは構造図による。　　　ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは構造図による。
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 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0

 0 0 0 0 0 0 0

P'＠P'＠P'＠P'＠P'＠P'＠P'＠

ＤＤＤＤＤＤＤ

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ

一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

ＤＤＤＤＤＤＤ

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ
 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0  /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2 0 0 0 0 0 0 0  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 0 0 0 0 0 0 0

（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。

（１）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。（１）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。（１）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。（１）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。（１）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。（１）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。（１）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。

（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は

　　　　　る範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。　　　　　る範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。　　　　　る範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。　　　　　る範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。　　　　　る範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。　　　　　る範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。　　　　　る範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。

１１１１１１１

１１１１１１１

２２２２２２２

２２２２２２２

（ａ）帯筋の種類及び間隔は、構造図による。（ａ）帯筋の種類及び間隔は、構造図による。（ａ）帯筋の種類及び間隔は、構造図による。（ａ）帯筋の種類及び間隔は、構造図による。（ａ）帯筋の種類及び間隔は、構造図による。（ａ）帯筋の種類及び間隔は、構造図による。（ａ）帯筋の種類及び間隔は、構造図による。

（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が

（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

（１）継手中心位置は、次による。（１）継手中心位置は、次による。（１）継手中心位置は、次による。（１）継手中心位置は、次による。（１）継手中心位置は、次による。（１）継手中心位置は、次による。（１）継手中心位置は、次による。

　　　上端筋：中央 　o/2以内　　　上端筋：中央 　o/2以内　　　上端筋：中央 　o/2以内　　　上端筋：中央 　o/2以内　　　上端筋：中央 　o/2以内　　　上端筋：中央 　o/2以内　　　上端筋：中央 　o/2以内

　　　　上端筋：曲げ降ろす　　　　上端筋：曲げ降ろす　　　　上端筋：曲げ降ろす　　　　上端筋：曲げ降ろす　　　　上端筋：曲げ降ろす　　　　上端筋：曲げ降ろす　　　　上端筋：曲げ降ろす

　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。

　　　　下端筋（ハンチ付き）：曲げ上げる。　　　　下端筋（ハンチ付き）：曲げ上げる。　　　　下端筋（ハンチ付き）：曲げ上げる。　　　　下端筋（ハンチ付き）：曲げ上げる。　　　　下端筋（ハンチ付き）：曲げ上げる。　　　　下端筋（ハンチ付き）：曲げ上げる。　　　　下端筋（ハンチ付き）：曲げ上げる。

　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内

（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は構造図による。（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は構造図による。（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は構造図による。（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は構造図による。（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は構造図による。（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は構造図による。（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は構造図による。

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

（１）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。（１）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。（１）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。（１）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。（１）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。（１）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。（１）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。

（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は構造図による。（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は構造図による。（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は構造図による。（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は構造図による。（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は構造図による。（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は構造図による。（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は構造図による。

（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項

　　　１０ｄ以上とする。　　　１０ｄ以上とする。　　　１０ｄ以上とする。　　　１０ｄ以上とする。　　　１０ｄ以上とする。　　　１０ｄ以上とする。　　　１０ｄ以上とする。

②Ｗ－Ⅰ形②Ｗ－Ⅰ形②Ｗ－Ⅰ形②Ｗ－Ⅰ形②Ｗ－Ⅰ形②Ｗ－Ⅰ形②Ｗ－Ⅰ形

①Ｈ形①Ｈ形①Ｈ形①Ｈ形①Ｈ形①Ｈ形①Ｈ形

⑤ＳＰ形（スパイラル筋）⑤ＳＰ形（スパイラル筋）⑤ＳＰ形（スパイラル筋）⑤ＳＰ形（スパイラル筋）⑤ＳＰ形（スパイラル筋）⑤ＳＰ形（スパイラル筋）⑤ＳＰ形（スパイラル筋） ⑥丸形⑥丸形⑥丸形⑥丸形⑥丸形⑥丸形⑥丸形

（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） （ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）

（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）

（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）
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（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ） （ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）

≧40d≧40d≧40d≧40d≧40d≧40d≧40d

（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ） （ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ） （ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）

≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d
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＠
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注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。
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ＬＬＬＬＬＬＬ

（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） （ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）

ddddddd

ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ

≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d

ＬＬＬＬＬＬＬ

≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d

≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d

　　　る。　　　る。　　　る。　　　る。　　　る。　　　る。　　　る。

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋

一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

１１１１１１１ＬＬＬＬＬＬＬ １１１１１１１ＬＬＬＬＬＬＬ

１１１１１１１ＬＬＬＬＬＬＬ １１１１１１１
ＬＬＬＬＬＬＬ

 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0  /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2 0 0 0 0 0 0 0  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0

 0 0 0 0 0 0 0

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

１１１１１１１ＬＬＬＬＬＬＬ １１１１１１１ＬＬＬＬＬＬＬ

１１１１１１１ＬＬＬＬＬＬＬ １１１１１１１
ＬＬＬＬＬＬＬ

　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。

図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すこと　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すこと　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すこと　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すこと　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すこと　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すこと　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すこと

　　　４．破線は、柱内定着を示す。　　　４．破線は、柱内定着を示す。　　　４．破線は、柱内定着を示す。　　　４．破線は、柱内定着を示す。　　　４．破線は、柱内定着を示す。　　　４．破線は、柱内定着を示す。　　　４．破線は、柱内定着を示す。

　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。　　　　　には、フックを付ける。

　　　　　ができる。　　　　　ができる。　　　　　ができる。　　　　　ができる。　　　　　ができる。　　　　　ができる。　　　　　ができる。

　　　きる。　　　きる。　　　きる。　　　きる。　　　きる。　　　きる。　　　きる。

（ｃ）あばら筋の割付け（ｃ）あばら筋の割付け（ｃ）あばら筋の割付け（ｃ）あばら筋の割付け（ｃ）あばら筋の割付け（ｃ）あばら筋の割付け（ｃ）あばら筋の割付け

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0

ＤＤＤＤＤＤＤ

（３）打増し部分にスラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、（３）打増し部分にスラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、（３）打増し部分にスラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、（３）打増し部分にスラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、（３）打増し部分にスラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、（３）打増し部分にスラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、（３）打増し部分にスラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、

　　　打増し部分を含まない。　　　打増し部分を含まない。　　　打増し部分を含まない。　　　打増し部分を含まない。　　　打増し部分を含まない。　　　打増し部分を含まない。　　　打増し部分を含まない。

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ
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ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

6.2　帯筋6.2　帯筋6.2　帯筋6.2　帯筋6.2　帯筋6.2　帯筋6.2　帯筋

（ｂ）帯筋組立の形は図6.2により、適用は構造図による。（ｂ）帯筋組立の形は図6.2により、適用は構造図による。（ｂ）帯筋組立の形は図6.2により、適用は構造図による。（ｂ）帯筋組立の形は図6.2により、適用は構造図による。（ｂ）帯筋組立の形は図6.2により、適用は構造図による。（ｂ）帯筋組立の形は図6.2により、適用は構造図による。（ｂ）帯筋組立の形は図6.2により、適用は構造図による。

図6.2　帯筋組立の形図6.2　帯筋組立の形図6.2　帯筋組立の形図6.2　帯筋組立の形図6.2　帯筋組立の形図6.2　帯筋組立の形図6.2　帯筋組立の形

（ｄ）帯筋の割付けは図6.3とし、それ以外の場合は構造図による。（ｄ）帯筋の割付けは図6.3とし、それ以外の場合は構造図による。（ｄ）帯筋の割付けは図6.3とし、それ以外の場合は構造図による。（ｄ）帯筋の割付けは図6.3とし、それ以外の場合は構造図による。（ｄ）帯筋の割付けは図6.3とし、それ以外の場合は構造図による。（ｄ）帯筋の割付けは図6.3とし、それ以外の場合は構造図による。（ｄ）帯筋の割付けは図6.3とし、それ以外の場合は構造図による。

図6.3　帯筋の割付け図6.3　帯筋の割付け図6.3　帯筋の割付け図6.3　帯筋の割付け図6.3　帯筋の割付け図6.3　帯筋の割付け図6.3　帯筋の割付け

太い鉄筋又は同径の鉄筋を束ねた太い鉄筋又は同径の鉄筋を束ねた太い鉄筋又は同径の鉄筋を束ねた太い鉄筋又は同径の鉄筋を束ねた太い鉄筋又は同径の鉄筋を束ねた太い鉄筋又は同径の鉄筋を束ねた太い鉄筋又は同径の鉄筋を束ねた

（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とす（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とす（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とす（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とす（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とす（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とす（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とす

　　　２．図中のP ＠　、P ＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　　２．図中のP ＠　、P ＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　　２．図中のP ＠　、P ＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　　２．図中のP ＠　、P ＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　　２．図中のP ＠　、P ＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　　２．図中のP ＠　、P ＠は、特記された帯筋の間隔を示す。　　　２．図中のP ＠　、P ＠は、特記された帯筋の間隔を示す。

7.1　大梁7.1　大梁7.1　大梁7.1　大梁7.1　大梁7.1　大梁7.1　大梁

　　　異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す

（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。

図7.1　梁主筋の梁内定着図7.1　梁主筋の梁内定着図7.1　梁主筋の梁内定着図7.1　梁主筋の梁内定着図7.1　梁主筋の梁内定着図7.1　梁主筋の梁内定着図7.1　梁主筋の梁内定着

　　　なお、定着の方法は3.1(b)(2)による。　　　なお、定着の方法は3.1(b)(2)による。　　　なお、定着の方法は3.1(b)(2)による。　　　なお、定着の方法は3.1(b)(2)による。　　　なお、定着の方法は3.1(b)(2)による。　　　なお、定着の方法は3.1(b)(2)による。　　　なお、定着の方法は3.1(b)(2)による。

（６）段違い梁は、図7.2による。（６）段違い梁は、図7.2による。（６）段違い梁は、図7.2による。（６）段違い梁は、図7.2による。（６）段違い梁は、図7.2による。（６）段違い梁は、図7.2による。（６）段違い梁は、図7.2による。

サイズ太い鉄筋又は同径の鉄サイズ太い鉄筋又は同径の鉄サイズ太い鉄筋又は同径の鉄サイズ太い鉄筋又は同径の鉄サイズ太い鉄筋又は同径の鉄サイズ太い鉄筋又は同径の鉄サイズ太い鉄筋又は同径の鉄

筋を束ねたものとする。筋を束ねたものとする。筋を束ねたものとする。筋を束ねたものとする。筋を束ねたものとする。筋を束ねたものとする。筋を束ねたものとする。

図7.2　段違い梁図7.2　段違い梁図7.2　段違い梁図7.2　段違い梁図7.2　段違い梁図7.2　段違い梁図7.2　段違い梁

（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。

図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。

7.2　あばら筋等7.2　あばら筋等7.2　あばら筋等7.2　あばら筋等7.2　あばら筋等7.2　あばら筋等7.2　あばら筋等

（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。

（１）標準形は、図7.5（イ）とする。（１）標準形は、図7.5（イ）とする。（１）標準形は、図7.5（イ）とする。（１）標準形は、図7.5（イ）とする。（１）標準形は、図7.5（イ）とする。（１）標準形は、図7.5（イ）とする。（１）標準形は、図7.5（イ）とする。

図7.5　あばら筋組立の形図7.5　あばら筋組立の形図7.5　あばら筋組立の形図7.5　あばら筋組立の形図7.5　あばら筋組立の形図7.5　あばら筋組立の形図7.5　あばら筋組立の形

図7.6　あばら筋の割付け（その１）図7.6　あばら筋の割付け（その１）図7.6　あばら筋の割付け（その１）図7.6　あばら筋の割付け（その１）図7.6　あばら筋の割付け（その１）図7.6　あばら筋の割付け（その１）図7.6　あばら筋の割付け（その１）

（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。

図7.7　あばら筋の割付け（その２）図7.7　あばら筋の割付け（その２）図7.7　あばら筋の割付け（その２）図7.7　あばら筋の割付け（その２）図7.7　あばら筋の割付け（その２）図7.7　あばら筋の割付け（その２）図7.7　あばら筋の割付け（その２）

（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。

図7.8　あばら筋の割付け（その３）図7.8　あばら筋の割付け（その３）図7.8　あばら筋の割付け（その３）図7.8　あばら筋の割付け（その３）図7.8　あばら筋の割付け（その３）図7.8　あばら筋の割付け（その３）図7.8　あばら筋の割付け（その３）

（１）一般の梁は、図7.9による。（１）一般の梁は、図7.9による。（１）一般の梁は、図7.9による。（１）一般の梁は、図7.9による。（１）一般の梁は、図7.9による。（１）一般の梁は、図7.9による。（１）一般の梁は、図7.9による。

図7.9　腹筋および幅止め筋図7.9　腹筋および幅止め筋図7.9　腹筋および幅止め筋図7.9　腹筋および幅止め筋図7.9　腹筋および幅止め筋図7.9　腹筋および幅止め筋図7.9　腹筋および幅止め筋

（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。

　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。

（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長

外端外端外端外端外端外端外端

20d(余長）20d(余長）20d(余長）20d(余長）20d(余長）20d(余長）20d(余長） 20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)

連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端

連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

３３３３３３３ＬＬＬＬＬＬＬ ｈｈｈｈｈｈｈ 20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長) 20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長）15d(余長）15d(余長）15d(余長）15d(余長）15d(余長）15d(余長）

 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0 /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2 0 0 0 0 0 0 0

ｂｂｂｂｂｂｂＬＬＬＬＬＬＬ

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

 /6 /6 /6 /6 /6 /6 /6 0 0 0 0 0 0 0  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0

 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0 /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2 0 0 0 0 0 0 0

 /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2 0 0 0 0 0 0 0

 0 0 0 0 0 0 0

7777777  0 0 0 0 0 0 0/12/12/12/12/12/12/12

 0 0 0 0 0 0 0

２２２２２２２Ｌ (定着)Ｌ (定着)Ｌ (定着)Ｌ (定着)Ｌ (定着)Ｌ (定着)Ｌ (定着)

余長余長余長余長余長余長余長

7.3　小梁7.3　小梁7.3　小梁7.3　小梁7.3　小梁7.3　小梁7.3　小梁

（１）連続小梁の場合は、図7.10による。（１）連続小梁の場合は、図7.10による。（１）連続小梁の場合は、図7.10による。（１）連続小梁の場合は、図7.10による。（１）連続小梁の場合は、図7.10による。（１）連続小梁の場合は、図7.10による。（１）連続小梁の場合は、図7.10による。

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。

　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

（ａ）片持梁主筋の定着及び余長（ａ）片持梁主筋の定着及び余長（ａ）片持梁主筋の定着及び余長（ａ）片持梁主筋の定着及び余長（ａ）片持梁主筋の定着及び余長（ａ）片持梁主筋の定着及び余長（ａ）片持梁主筋の定着及び余長

　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。

　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。　　　２．　　　　　印は、余長を示す。

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

=45゜=45゜=45゜=45゜=45゜=45゜=45゜

平面平面平面平面平面平面平面 立面立面立面立面立面立面立面

直交する梁へ斜めに定着する場合直交する梁へ斜めに定着する場合直交する梁へ斜めに定着する場合直交する梁へ斜めに定着する場合直交する梁へ斜めに定着する場合直交する梁へ斜めに定着する場合直交する梁へ斜めに定着する場合

・・・・・・・
・・・・・・・

小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部

水平断面水平断面水平断面水平断面水平断面水平断面水平断面

小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部

片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁

垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面

先端小梁 先端小梁 先端小梁 先端小梁 先端小梁 先端小梁 先端小梁 

先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁

片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁

片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋

折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ
片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋

折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

端部端部端部端部端部端部端部外端外端外端外端外端外端外端

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長) 20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0 /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2 0 0 0 0 0 0 0
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最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

15d15d15d15d15d15d15d

図7.12　片持梁主筋の定着及び余長図7.12　片持梁主筋の定着及び余長図7.12　片持梁主筋の定着及び余長図7.12　片持梁主筋の定着及び余長図7.12　片持梁主筋の定着及び余長図7.12　片持梁主筋の定着及び余長図7.12　片持梁主筋の定着及び余長

 /3 /3 /3 /3 /3 /3 /3 0 0 0 0 0 0 02222222 ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ
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15d15d15d15d15d15d15d  /3 /3 /3 /3 /3 /3 /3 0 0 0 0 0 0 02222222
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３３３３３３３ＬＬＬＬＬＬＬ ｈｈｈｈｈｈｈ

(頭つなぎ梁)(頭つなぎ梁)(頭つなぎ梁)(頭つなぎ梁)(頭つなぎ梁)(頭つなぎ梁)(頭つなぎ梁)

２２ ２２ ２２ ２
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

余長余長余長余長余長余長余長 余長余長余長余長余長余長余長

（ｂ）単独小梁の場合は、図7.11による。（ｂ）単独小梁の場合は、図7.11による。（ｂ）単独小梁の場合は、図7.11による。（ｂ）単独小梁の場合は、図7.11による。（ｂ）単独小梁の場合は、図7.11による。（ｂ）単独小梁の場合は、図7.11による。（ｂ）単独小梁の場合は、図7.11による。

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

（ｃ）あばら筋は、7.2による。（ｃ）あばら筋は、7.2による。（ｃ）あばら筋は、7.2による。（ｃ）あばら筋は、7.2による。（ｃ）あばら筋は、7.2による。（ｃ）あばら筋は、7.2による。（ｃ）あばら筋は、7.2による。

図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

7.4　片持梁7.4　片持梁7.4　片持梁7.4　片持梁7.4　片持梁7.4　片持梁7.4　片持梁

（１）先端に小梁のない場合は、図7.12による。（１）先端に小梁のない場合は、図7.12による。（１）先端に小梁のない場合は、図7.12による。（１）先端に小梁のない場合は、図7.12による。（１）先端に小梁のない場合は、図7.12による。（１）先端に小梁のない場合は、図7.12による。（１）先端に小梁のない場合は、図7.12による。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。

（２）先端に小梁がある場合は、図7.13による。（２）先端に小梁がある場合は、図7.13による。（２）先端に小梁がある場合は、図7.13による。（２）先端に小梁がある場合は、図7.13による。（２）先端に小梁がある場合は、図7.13による。（２）先端に小梁がある場合は、図7.13による。（２）先端に小梁がある場合は、図7.13による。

図7.13　片持梁主筋の定着図7.13　片持梁主筋の定着図7.13　片持梁主筋の定着図7.13　片持梁主筋の定着図7.13　片持梁主筋の定着図7.13　片持梁主筋の定着図7.13　片持梁主筋の定着

（ｂ）あばら筋は、7.2による。（ｂ）あばら筋は、7.2による。（ｂ）あばら筋は、7.2による。（ｂ）あばら筋は、7.2による。（ｂ）あばら筋は、7.2による。（ｂ）あばら筋は、7.2による。（ｂ）あばら筋は、7.2による。

図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長

（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項

　　　構造図による。　　　構造図による。　　　構造図による。　　　構造図による。　　　構造図による。　　　構造図による。　　　構造図による。

　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある

　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。
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が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合

上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋

下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋

が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合
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（１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下とする。（１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下とする。（１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下とする。（１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下とする。（１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下とする。（１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下とする。（１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下とする。

　　　　　　　　場合には、フックを付ける。　　　　　　　　場合には、フックを付ける。　　　　　　　　場合には、フックを付ける。　　　　　　　　場合には、フックを付ける。　　　　　　　　場合には、フックを付ける。　　　　　　　　場合には、フックを付ける。　　　　　　　　場合には、フックを付ける。

6.1　柱6.1　柱6.1　柱6.1　柱6.1　柱6.1　柱6.1　柱

（２）継手、定着及び余長は、図6.1による。ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、（２）継手、定着及び余長は、図6.1による。ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、（２）継手、定着及び余長は、図6.1による。ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、（２）継手、定着及び余長は、図6.1による。ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、（２）継手、定着及び余長は、図6.1による。ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、（２）継手、定着及び余長は、図6.1による。ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、（２）継手、定着及び余長は、図6.1による。ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、

　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。

図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号

図面名図面名図面名図面名図面名図面名図面名

縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別受託番号受託番号受託番号受託番号受託番号受託番号受託番号 日付：日付：日付：日付：日付：日付：日付：

製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図担 当担 当担 当担 当担 当担 当担 当検 図検 図検 図検 図検 図検 図検 図設計部長設計部長設計部長設計部長設計部長設計部長設計部長
設計図設計図設計図設計図設計図設計図設計図

会 社会 社会 社会 社会 社会 社会 社
株 式株 式株 式株 式株 式株 式株 式

松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録
　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所 2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ
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S=NON(A3版 50%縮小)S=NON(A3版 50%縮小)S=NON(A3版 50%縮小)S=NON(A3版 50%縮小)S=NON(A3版 50%縮小)S=NON(A3版 50%縮小)S=NON(A3版 50%縮小)

配筋標準図(2)配筋標準図(2)配筋標準図(2)配筋標準図(2)配筋標準図(2)配筋標準図(2)配筋標準図(2)

一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭

003003003003003003003

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）



　　　なお、耐震壁の補強筋は、構造図による。　　　なお、耐震壁の補強筋は、構造図による。　　　なお、耐震壁の補強筋は、構造図による。　　　なお、耐震壁の補強筋は、構造図による。　　　なお、耐震壁の補強筋は、構造図による。　　　なお、耐震壁の補強筋は、構造図による。　　　なお、耐震壁の補強筋は、構造図による。

（ａ）壁開口部の補強（ａ）壁開口部の補強（ａ）壁開口部の補強（ａ）壁開口部の補強（ａ）壁開口部の補強（ａ）壁開口部の補強（ａ）壁開口部の補強

（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。１１１１１１１

片持スラブの配筋は、次による。片持スラブの配筋は、次による。片持スラブの配筋は、次による。片持スラブの配筋は、次による。片持スラブの配筋は、次による。片持スラブの配筋は、次による。片持スラブの配筋は、次による。

　　　及びスラブ厚さは、構造図による。　　　及びスラブ厚さは、構造図による。　　　及びスラブ厚さは、構造図による。　　　及びスラブ厚さは、構造図による。　　　及びスラブ厚さは、構造図による。　　　及びスラブ厚さは、構造図による。　　　及びスラブ厚さは、構造図による。

（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。

縦横縦横縦横縦横縦横縦横縦横

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋
壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別

W18，W20W18，W20W18，W20W18，W20W18，W20W18，W20W18，W20 2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

斜め斜め斜め斜め斜め斜め斜め

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

W12，W15W12，W15W12，W15W12，W15W12，W15W12，W15W12，W15

縦横縦横縦横縦横縦横縦横縦横

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

4-D134-D134-D134-D134-D134-D134-D13 2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

斜め斜め斜め斜め斜め斜め斜め

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

開口開口開口開口開口開口開口

１１１１１１１ＬＬＬＬＬＬＬ

１１１１１１１ＬＬＬＬＬＬＬ

１１１１１１１ＬＬＬＬＬＬＬ

１１１１１１１ＬＬＬＬＬＬＬ

配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋

D13-100@D13-100@D13-100@D13-100@D13-100@D13-100@D13-100@S 1S 1S 1S 1S 1S 1S 1

S 2S 2S 2S 2S 2S 2S 2

S 3S 3S 3S 3S 3S 3S 3

S 4S 4S 4S 4S 4S 4S 4

S 5S 5S 5S 5S 5S 5S 5

S 6S 6S 6S 6S 6S 6S 6

同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上

D13-150@D13-150@D13-150@D13-150@D13-150@D13-150@D13-150@

全域全域全域全域全域全域全域

（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。

種別種別種別種別種別種別種別

 短辺方向（主筋） 短辺方向（主筋） 短辺方向（主筋） 短辺方向（主筋） 短辺方向（主筋） 短辺方向（主筋） 短辺方向（主筋）

全域全域全域全域全域全域全域

 長辺方向（配力筋） 長辺方向（配力筋） 長辺方向（配力筋） 長辺方向（配力筋） 長辺方向（配力筋） 長辺方向（配力筋） 長辺方向（配力筋）

S 7S 7S 7S 7S 7S 7S 7

同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上

同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上

同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上

    D10,D13-150@    D10,D13-150@    D10,D13-150@    D10,D13-150@    D10,D13-150@    D10,D13-150@    D10,D13-150@

D13-100@D13-100@D13-100@D13-100@D13-100@D13-100@D13-100@

D13-150@D13-150@D13-150@D13-150@D13-150@D13-150@D13-150@

D13-150@D13-150@D13-150@D13-150@D13-150@D13-150@D13-150@

D10,D13-150@D10,D13-150@D10,D13-150@D10,D13-150@D10,D13-150@D10,D13-150@D10,D13-150@

D10,D13-150@D10,D13-150@D10,D13-150@D10,D13-150@D10,D13-150@D10,D13-150@D10,D13-150@

D10,D13-150@D10,D13-150@D10,D13-150@D10,D13-150@D10,D13-150@D10,D13-150@D10,D13-150@

D10-150@D10-150@D10-150@D10-150@D10-150@D10-150@D10-150@

一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合

（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） （ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ） （ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）

長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）

短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向

短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）

柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱

柱柱柱柱柱柱柱 柱柱柱柱柱柱柱

大梁大梁大梁大梁大梁大梁大梁
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小
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向
長
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方

向
長
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長
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方
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長
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長
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方

向

受け筋 (D13)受け筋 (D13)受け筋 (D13)受け筋 (D13)受け筋 (D13)受け筋 (D13)受け筋 (D13)

受け筋 (D13)受け筋 (D13)受け筋 (D13)受け筋 (D13)受け筋 (D13)受け筋 (D13)受け筋 (D13)

(D13)(D13)(D13)(D13)(D13)(D13)(D13)
受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋

(D13)(D13)(D13)(D13)(D13)(D13)(D13)
受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋

(D13)(D13)(D13)(D13)(D13)(D13)(D13)
受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋

(D16)(D16)(D16)(D16)(D16)(D16)(D16)
受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋

耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合

D10,D13-150@D10,D13-150@D10,D13-150@D10,D13-150@D10,D13-150@D10,D13-150@D10,D13-150@

D10,D13-300@D10,D13-300@D10,D13-300@D10,D13-300@D10,D13-300@D10,D13-300@D10,D13-300@

D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@

D13-100@D13-100@D13-100@D13-100@D13-100@D13-100@D13-100@

D13-200@D13-200@D13-200@D13-200@D13-200@D13-200@D13-200@

D13-150@D13-150@D13-150@D13-150@D13-150@D13-150@D13-150@

D13-300@D13-300@D13-300@D13-300@D13-300@D13-300@D13-300@

上上上上上上上

下下下下下下下

CS2CS2CS2CS2CS2CS2CS2

CS1CS1CS1CS1CS1CS1CS1

　配筋種別　配筋種別　配筋種別　配筋種別　配筋種別　配筋種別　配筋種別 主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋

CS3CS3CS3CS3CS3CS3CS3

CS4CS4CS4CS4CS4CS4CS4
D10,D13-200@D10,D13-200@D10,D13-200@D10,D13-200@D10,D13-200@D10,D13-200@D10,D13-200@

D10-400@D10-400@D10-400@D10-400@D10-400@D10-400@D10-400@

D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@

D10,D13-200@D10,D13-200@D10,D13-200@D10,D13-200@D10,D13-200@D10,D13-200@D10,D13-200@上上上上上上上

下下下下下下下

上上上上上上上

下下下下下下下

上上上上上上上

下下下下下下下

上上上上上上上

下下下下下下下

CS6CS6CS6CS6CS6CS6CS6

CS5CS5CS5CS5CS5CS5CS5

CS7CS7CS7CS7CS7CS7CS7

上上上上上上上

下下下下下下下

上上上上上上上

下下下下下下下

垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合

及び間隔に合わせる及び間隔に合わせる及び間隔に合わせる及び間隔に合わせる及び間隔に合わせる及び間隔に合わせる及び間隔に合わせる
先端壁の縦筋の径　先端壁の縦筋の径　先端壁の縦筋の径　先端壁の縦筋の径　先端壁の縦筋の径　先端壁の縦筋の径　先端壁の縦筋の径　

垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合
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D13(　≦1,000)D13(　≦1,000)D13(　≦1,000)D13(　≦1,000)D13(　≦1,000)D13(　≦1,000)D13(　≦1,000)
 受け筋 受け筋 受け筋 受け筋 受け筋 受け筋 受け筋

先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

D16(　＞1,000)D16(　＞1,000)D16(　＞1,000)D16(　＞1,000)D16(　＞1,000)D16(　＞1,000)D16(　＞1,000)配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋 主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

１１１１１１１
ＬＬＬＬＬＬＬ

１１１１１１１ＬＬＬＬＬＬＬ

１１１１１１１ｎ 本ｎ 本ｎ 本ｎ 本ｎ 本ｎ 本ｎ 本

２２２２２２２ｎ 本ｎ 本ｎ 本ｎ 本ｎ 本ｎ 本ｎ 本

(   )本(   )本(   )本(   )本(   )本(   )本(   )本
２２２２２２２ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ 

２２２２２２２

(   )本(   )本(   )本(   )本(   )本(   )本(   )本
１１１１１１１ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ 

２２２２２２２

5－D10（　=1,500）5－D10（　=1,500）5－D10（　=1,500）5－D10（　=1,500）5－D10（　=1,500）5－D10（　=1,500）5－D10（　=1,500）

5－D10（　=1,500）5－D10（　=1,500）5－D10（　=1,500）5－D10（　=1,500）5－D10（　=1,500）5－D10（　=1,500）5－D10（　=1,500）

中間部中間部中間部中間部中間部中間部中間部

ａａ ａａ ａａ ａ D13D13D13D13D13D13D13

スラブ筋と同径，スラブ筋と同径，スラブ筋と同径，スラブ筋と同径，スラブ筋と同径，スラブ筋と同径，スラブ筋と同径，

同材質，同間隔同材質，同間隔同材質，同間隔同材質，同間隔同材質，同間隔同材質，同間隔同材質，同間隔

端部端部端部端部端部端部端部

D13D13D13D13D13D13D13

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

３３３３３３３ＬＬＬＬＬＬＬ
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出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅部分補強配筋出隅部分補強配筋出隅部分補強配筋出隅部分補強配筋出隅部分補強配筋出隅部分補強配筋出隅部分補強配筋

(注)  ≧  とする(注)  ≧  とする(注)  ≧  とする(注)  ≧  とする(注)  ≧  とする(注)  ≧  とする(注)  ≧  とする

出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋

一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋

    2．出隅受け部配筋は柱    2．出隅受け部配筋は柱    2．出隅受け部配筋は柱    2．出隅受け部配筋は柱    2．出隅受け部配筋は柱    2．出隅受け部配筋は柱    2．出隅受け部配筋は柱
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補強筋の定着補強筋の定着補強筋の定着補強筋の定着補強筋の定着補強筋の定着補強筋の定着

１１１１１１１

１１１１１１１ ２２２２２２２

出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部

(注)1.   ≧  とする(注)1.   ≧  とする(注)1.   ≧  とする(注)1.   ≧  とする(注)1.   ≧  とする(注)1.   ≧  とする(注)1.   ≧  とする１１１１１１１ ２２２２２２２

       又は梁にＬ 定着する。       又は梁にＬ 定着する。       又は梁にＬ 定着する。       又は梁にＬ 定着する。       又は梁にＬ 定着する。       又は梁にＬ 定着する。       又は梁にＬ 定着する。
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２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ ２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

２２ ２２ ２２ ２
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

３３ ３３ ３３ ３
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

ａａ ａａ ａａ ａ
２２ ２２ ２２ ２

ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋

S 8S 8S 8S 8S 8S 8S 8

S 9S 9S 9S 9S 9S 9S 9

S10S10S10S10S10S10S10

S11S11S11S11S11S11S11

S12S12S12S12S12S12S12

S13S13S13S13S13S13S13

同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上

全域全域全域全域全域全域全域種別種別種別種別種別種別種別

 短辺方向（主筋） 短辺方向（主筋） 短辺方向（主筋） 短辺方向（主筋） 短辺方向（主筋） 短辺方向（主筋） 短辺方向（主筋）

全域全域全域全域全域全域全域

 長辺方向（配力筋） 長辺方向（配力筋） 長辺方向（配力筋） 長辺方向（配力筋） 長辺方向（配力筋） 長辺方向（配力筋） 長辺方向（配力筋）

S14S14S14S14S14S14S14

同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上

同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上

D10-150@D10-150@D10-150@D10-150@D10-150@D10-150@D10-150@

D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@

D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@

D10,D13-200@D10,D13-200@D10,D13-200@D10,D13-200@D10,D13-200@D10,D13-200@D10,D13-200@

D10-250@D10-250@D10-250@D10-250@D10-250@D10-250@D10-250@

D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@

    D10,D13-150@    D10,D13-150@    D10,D13-150@    D10,D13-150@    D10,D13-150@    D10,D13-150@    D10,D13-150@

    D10,D13-200@    D10,D13-200@    D10,D13-200@    D10,D13-200@    D10,D13-200@    D10,D13-200@    D10,D13-200@

D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@

同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上

D10-250@D10-250@D10-250@D10-250@D10-250@D10-250@D10-250@

D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@

 /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2１１１１１１１

出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部

壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別

W18，W20W18，W20W18，W20W18，W20W18，W20W18，W20W18，W20

W12，W15W12，W15W12，W15W12，W15W12，W15W12，W15W12，W15

　　　構造図による。　　　構造図による。　　　構造図による。　　　構造図による。　　　構造図による。　　　構造図による。　　　構造図による。

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋　配筋種別　配筋種別　配筋種別　配筋種別　配筋種別　配筋種別　配筋種別

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

（３）出隅部（３）出隅部（３）出隅部（３）出隅部（３）出隅部（３）出隅部（３）出隅部

　　　口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開

（ｂ）屋根スラブの補強（ｂ）屋根スラブの補強（ｂ）屋根スラブの補強（ｂ）屋根スラブの補強（ｂ）屋根スラブの補強（ｂ）屋根スラブの補強（ｂ）屋根スラブの補強

　　 同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ  ）シングルを上下　　 同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ  ）シングルを上下　　 同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ  ）シングルを上下　　 同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ  ）シングルを上下　　 同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ  ）シングルを上下　　 同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ  ）シングルを上下　　 同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ  ）シングルを上下

（ａ）スラブ開口部の補強（ａ）スラブ開口部の補強（ａ）スラブ開口部の補強（ａ）スラブ開口部の補強（ａ）スラブ開口部の補強（ａ）スラブ開口部の補強（ａ）スラブ開口部の補強

１１１１１１１

  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。

（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強

（注）ａ≦300の場合（注）ａ≦300の場合（注）ａ≦300の場合（注）ａ≦300の場合（注）ａ≦300の場合（注）ａ≦300の場合（注）ａ≦300の場合

     筋の内側に配筋する。     筋の内側に配筋する。     筋の内側に配筋する。     筋の内側に配筋する。     筋の内側に配筋する。     筋の内側に配筋する。     筋の内側に配筋する。

３３ ３３ ３３ ３
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

ｂｂｂｂｂｂｂＬＬＬＬＬＬＬ

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

ｂｂｂｂｂｂｂＬＬＬＬＬＬＬ

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

３３３３３３３ＬＬＬＬＬＬＬ

ｂｂｂｂｂｂｂＬＬＬＬＬＬＬ

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

ｂｂｂｂｂｂｂＬＬＬＬＬＬＬ

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

２２ ２２ ２２ ２
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

１１ １１ １１ １
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

１１１１１１１
ＬＬＬＬＬＬＬ

D13(　≦1,000)D13(　≦1,000)D13(　≦1,000)D13(　≦1,000)D13(　≦1,000)D13(　≦1,000)D13(　≦1,000)
 受け筋 受け筋 受け筋 受け筋 受け筋 受け筋 受け筋

先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

D16(　＞1,000)D16(　＞1,000)D16(　＞1,000)D16(　＞1,000)D16(　＞1,000)D16(　＞1,000)D16(　＞1,000)

２２ ２２ ２２ ２
ＬＬ ＬＬ ＬＬ ＬＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

（段差なし）（段差なし）（段差なし）（段差なし）（段差なし）（段差なし）（段差なし）

（段差あり）（段差あり）（段差あり）（段差あり）（段差あり）（段差あり）（段差あり）

受け筋 D13受け筋 D13受け筋 D13受け筋 D13受け筋 D13受け筋 D13受け筋 D13

先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

≦600≦600≦600≦600≦600≦600≦600

ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

（段差なし）（段差なし）（段差なし）（段差なし）（段差なし）（段差なし）（段差なし）

 受け筋 D13 受け筋 D13 受け筋 D13 受け筋 D13 受け筋 D13 受け筋 D13 受け筋 D13

先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

≦600≦600≦600≦600≦600≦600≦600

ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

（段差あり）（段差あり）（段差あり）（段差あり）（段差あり）（段差あり）（段差あり）

２２ ２２ ２２ ２
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋

配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋

配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋

  　　ａ＞３００の場合は特記による。  　　ａ＞３００の場合は特記による。  　　ａ＞３００の場合は特記による。  　　ａ＞３００の場合は特記による。  　　ａ＞３００の場合は特記による。  　　ａ＞３００の場合は特記による。  　　ａ＞３００の場合は特記による。

２２ ２２ ２２ ２

8.2　壁の補強8.2　壁の補強8.2　壁の補強8.2　壁の補強8.2　壁の補強8.2　壁の補強8.2　壁の補強

（１）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表8.3、Ｂ形は表8.4とし、適用は13.3(b)(1)による。（１）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表8.3、Ｂ形は表8.4とし、適用は13.3(b)(1)による。（１）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表8.3、Ｂ形は表8.4とし、適用は13.3(b)(1)による。（１）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表8.3、Ｂ形は表8.4とし、適用は13.3(b)(1)による。（１）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表8.3、Ｂ形は表8.4とし、適用は13.3(b)(1)による。（１）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表8.3、Ｂ形は表8.4とし、適用は13.3(b)(1)による。（１）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表8.3、Ｂ形は表8.4とし、適用は13.3(b)(1)による。

表8.3　壁開口部補強筋（Ａ形）表8.3　壁開口部補強筋（Ａ形）表8.3　壁開口部補強筋（Ａ形）表8.3　壁開口部補強筋（Ａ形）表8.3　壁開口部補強筋（Ａ形）表8.3　壁開口部補強筋（Ａ形）表8.3　壁開口部補強筋（Ａ形）

表8.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）表8.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）表8.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）表8.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）表8.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）表8.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）表8.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）

（２）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。（２）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。（２）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。（２）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。（２）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。（２）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。（２）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。

図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ

（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、13.3(b)(3)による。（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、13.3(b)(3)による。（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、13.3(b)(3)による。（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、13.3(b)(3)による。（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、13.3(b)(3)による。（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、13.3(b)(3)による。（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、13.3(b)(3)による。

9.1　スラブ9.1　スラブ9.1　スラブ9.1　スラブ9.1　スラブ9.1　スラブ9.1　スラブ

（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は13.1(1)による。（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は13.1(1)による。（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は13.1(1)による。（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は13.1(1)による。（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は13.1(1)による。（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は13.1(1)による。（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は13.1(1)による。

（３）土間コンクリート補強筋（S0）の配筋及びコンクリート厚さは13.4(a)(1)による。（３）土間コンクリート補強筋（S0）の配筋及びコンクリート厚さは13.4(a)(1)による。（３）土間コンクリート補強筋（S0）の配筋及びコンクリート厚さは13.4(a)(1)による。（３）土間コンクリート補強筋（S0）の配筋及びコンクリート厚さは13.4(a)(1)による。（３）土間コンクリート補強筋（S0）の配筋及びコンクリート厚さは13.4(a)(1)による。（３）土間コンクリート補強筋（S0）の配筋及びコンクリート厚さは13.4(a)(1)による。（３）土間コンクリート補強筋（S0）の配筋及びコンクリート厚さは13.4(a)(1)による。

（４）スラブの基準配筋（Ｓ形基準配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、（４）スラブの基準配筋（Ｓ形基準配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、（４）スラブの基準配筋（Ｓ形基準配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、（４）スラブの基準配筋（Ｓ形基準配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、（４）スラブの基準配筋（Ｓ形基準配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、（４）スラブの基準配筋（Ｓ形基準配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、（４）スラブの基準配筋（Ｓ形基準配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、

表9.1　Ｓ形基準配筋表9.1　Ｓ形基準配筋表9.1　Ｓ形基準配筋表9.1　Ｓ形基準配筋表9.1　Ｓ形基準配筋表9.1　Ｓ形基準配筋表9.1　Ｓ形基準配筋

図9.1　スラブの配筋図9.1　スラブの配筋図9.1　スラブの配筋図9.1　スラブの配筋図9.1　スラブの配筋図9.1　スラブの配筋図9.1　スラブの配筋

（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。

　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。

図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

9.2　片持スラブ9.2　片持スラブ9.2　片持スラブ9.2　片持スラブ9.2　片持スラブ9.2　片持スラブ9.2　片持スラブ

（１）片持スラブの基準配筋（ＣＳ形基準配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別（１）片持スラブの基準配筋（ＣＳ形基準配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別（１）片持スラブの基準配筋（ＣＳ形基準配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別（１）片持スラブの基準配筋（ＣＳ形基準配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別（１）片持スラブの基準配筋（ＣＳ形基準配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別（１）片持スラブの基準配筋（ＣＳ形基準配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別（１）片持スラブの基準配筋（ＣＳ形基準配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別

表9.2　ＣＳ形基準配筋表9.2　ＣＳ形基準配筋表9.2　ＣＳ形基準配筋表9.2　ＣＳ形基準配筋表9.2　ＣＳ形基準配筋表9.2　ＣＳ形基準配筋表9.2　ＣＳ形基準配筋

図9.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）図9.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）図9.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）図9.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）図9.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）図9.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）図9.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）

図9.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）図9.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）図9.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）図9.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）図9.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）図9.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）図9.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）

（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。

図9.6　先端に壁が付く場合の配筋図9.6　先端に壁が付く場合の配筋図9.6　先端に壁が付く場合の配筋図9.6　先端に壁が付く場合の配筋図9.6　先端に壁が付く場合の配筋図9.6　先端に壁が付く場合の配筋図9.6　先端に壁が付く場合の配筋

（i） 補強の配筋は構造図により、配筋方法は、図9.7による。（i） 補強の配筋は構造図により、配筋方法は、図9.7による。（i） 補強の配筋は構造図により、配筋方法は、図9.7による。（i） 補強の配筋は構造図により、配筋方法は、図9.7による。（i） 補強の配筋は構造図により、配筋方法は、図9.7による。（i） 補強の配筋は構造図により、配筋方法は、図9.7による。（i） 補強の配筋は構造図により、配筋方法は、図9.7による。

（ii）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は構造図による。（ii）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は構造図による。（ii）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は構造図による。（ii）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は構造図による。（ii）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は構造図による。（ii）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は構造図による。（ii）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は構造図による。

図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋

9.3　スラブ等の補強9.3　スラブ等の補強9.3　スラブ等の補強9.3　スラブ等の補強9.3　スラブ等の補強9.3　スラブ等の補強9.3　スラブ等の補強

スラブ開口部の補強は、構造図による。構造図になければ、(ⅰ)(ⅱ)による。スラブ開口部の補強は、構造図による。構造図になければ、(ⅰ)(ⅱ)による。スラブ開口部の補強は、構造図による。構造図になければ、(ⅰ)(ⅱ)による。スラブ開口部の補強は、構造図による。構造図になければ、(ⅰ)(ⅱ)による。スラブ開口部の補強は、構造図による。構造図になければ、(ⅰ)(ⅱ)による。スラブ開口部の補強は、構造図による。構造図になければ、(ⅰ)(ⅱ)による。スラブ開口部の補強は、構造図による。構造図になければ、(ⅰ)(ⅱ)による。

（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と

図9.8　スラブ開口部の補強配筋図9.8　スラブ開口部の補強配筋図9.8　スラブ開口部の補強配筋図9.8　スラブ開口部の補強配筋図9.8　スラブ開口部の補強配筋図9.8　スラブ開口部の補強配筋図9.8　スラブ開口部の補強配筋

　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。

図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋

　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。

図9.10　打継ぎ補強配筋図9.10　打継ぎ補強配筋図9.10　打継ぎ補強配筋図9.10　打継ぎ補強配筋図9.10　打継ぎ補強配筋図9.10　打継ぎ補強配筋図9.10　打継ぎ補強配筋
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中間部中間部中間部中間部中間部中間部中間部

D13D13D13D13D13D13D13

土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート

補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及

端部端部端部端部端部端部端部

D13D13D13D13D13D13D13

び間隔に合わせるび間隔に合わせるび間隔に合わせるび間隔に合わせるび間隔に合わせるび間隔に合わせるび間隔に合わせる

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ ２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋

（ｄ）土間コンクリートの補強（ｄ）土間コンクリートの補強（ｄ）土間コンクリートの補強（ｄ）土間コンクリートの補強（ｄ）土間コンクリートの補強（ｄ）土間コンクリートの補強（ｄ）土間コンクリートの補強

　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。３３３３３３３
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ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

ttttttt
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２２ ２２ ２２ ２

ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

  　　ａ＞３００の場合は特記による。  　　ａ＞３００の場合は特記による。  　　ａ＞３００の場合は特記による。  　　ａ＞３００の場合は特記による。  　　ａ＞３００の場合は特記による。  　　ａ＞３００の場合は特記による。  　　ａ＞３００の場合は特記による。

　　  土間コンクリートの補強筋は、構造図による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。　　  土間コンクリートの補強筋は、構造図による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。　　  土間コンクリートの補強筋は、構造図による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。　　  土間コンクリートの補強筋は、構造図による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。　　  土間コンクリートの補強筋は、構造図による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。　　  土間コンクリートの補強筋は、構造図による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。　　  土間コンクリートの補強筋は、構造図による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。

図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

10.1　片持スラブ形階段10.1　片持スラブ形階段10.1　片持スラブ形階段10.1　片持スラブ形階段10.1　片持スラブ形階段10.1　片持スラブ形階段10.1　片持スラブ形階段

片持スラブ形階段の基準配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、構造図による。片持スラブ形階段の基準配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、構造図による。片持スラブ形階段の基準配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、構造図による。片持スラブ形階段の基準配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、構造図による。片持スラブ形階段の基準配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、構造図による。片持スラブ形階段の基準配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、構造図による。片持スラブ形階段の基準配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、構造図による。

表10.1　片持スラブ形階段の基準配筋表10.1　片持スラブ形階段の基準配筋表10.1　片持スラブ形階段の基準配筋表10.1　片持スラブ形階段の基準配筋表10.1　片持スラブ形階段の基準配筋表10.1　片持スラブ形階段の基準配筋表10.1　片持スラブ形階段の基準配筋

（注）１．壁配筋は、8.1（ｃ）による。（注）１．壁配筋は、8.1（ｃ）による。（注）１．壁配筋は、8.1（ｃ）による。（注）１．壁配筋は、8.1（ｃ）による。（注）１．壁配筋は、8.1（ｃ）による。（注）１．壁配筋は、8.1（ｃ）による。（注）１．壁配筋は、8.1（ｃ）による。

　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3

図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着
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（１）壁配筋の重ね継手長さは、Ｌ　、定着長さを　Ｌ　とする。（１）壁配筋の重ね継手長さは、Ｌ　、定着長さを　Ｌ　とする。（１）壁配筋の重ね継手長さは、Ｌ　、定着長さを　Ｌ　とする。（１）壁配筋の重ね継手長さは、Ｌ　、定着長さを　Ｌ　とする。（１）壁配筋の重ね継手長さは、Ｌ　、定着長さを　Ｌ　とする。（１）壁配筋の重ね継手長さは、Ｌ　、定着長さを　Ｌ　とする。（１）壁配筋の重ね継手長さは、Ｌ　、定着長さを　Ｌ　とする。

（２）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。

１１１１１１１

（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

２２２２２２２

（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ
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断面図　　（mm）断面図　　（mm）断面図　　（mm）断面図　　（mm）断面図　　（mm）断面図　　（mm）断面図　　（mm）種別種別種別種別種別種別種別
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縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋
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(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。

断面図　　（mm）断面図　　（mm）断面図　　（mm）断面図　　（mm）断面図　　（mm）断面図　　（mm）断面図　　（mm）
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(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。

階段の配筋　階段の配筋　階段の配筋　階段の配筋　階段の配筋　階段の配筋　階段の配筋　

種別　　　　種別　　　　種別　　　　種別　　　　種別　　　　種別　　　　種別　　　　
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端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13
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２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ１１１１１１１ＬＬＬＬＬＬＬ継手継手継手継手継手継手継手

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ ２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ ２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ ２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

種別種別種別種別種別種別種別 縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋
(表11.1)(表11.1)(表11.1)(表11.1)(表11.1)(表11.1)(表11.1)

２２ ２２ ２２ ２
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

２２ ２２ ２２ ２
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

２２ ２２ ２２ ２
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

２２ ２２ ２２ ２
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

１１ １１ １１ １
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

（ｄ）土圧を受ける壁の配筋は、構造図による。（ｄ）土圧を受ける壁の配筋は、構造図による。（ｄ）土圧を受ける壁の配筋は、構造図による。（ｄ）土圧を受ける壁の配筋は、構造図による。（ｄ）土圧を受ける壁の配筋は、構造図による。（ｄ）土圧を受ける壁の配筋は、構造図による。（ｄ）土圧を受ける壁の配筋は、構造図による。

8.1　壁8.1　壁8.1　壁8.1　壁8.1　壁8.1　壁8.1　壁

図8.1　壁の配筋図8.1　壁の配筋図8.1　壁の配筋図8.1　壁の配筋図8.1　壁の配筋図8.1　壁の配筋図8.1　壁の配筋

（ｂ）壁の基準配筋は表8.1により、種別は構造図による。（ｂ）壁の基準配筋は表8.1により、種別は構造図による。（ｂ）壁の基準配筋は表8.1により、種別は構造図による。（ｂ）壁の基準配筋は表8.1により、種別は構造図による。（ｂ）壁の基準配筋は表8.1により、種別は構造図による。（ｂ）壁の基準配筋は表8.1により、種別は構造図による。（ｂ）壁の基準配筋は表8.1により、種別は構造図による。

表8.1　壁の基準配筋表8.1　壁の基準配筋表8.1　壁の基準配筋表8.1　壁の基準配筋表8.1　壁の基準配筋表8.1　壁の基準配筋表8.1　壁の基準配筋

（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋は表8.2により、種別は構造図による。（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋は表8.2により、種別は構造図による。（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋は表8.2により、種別は構造図による。（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋は表8.2により、種別は構造図による。（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋は表8.2により、種別は構造図による。（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋は表8.2により、種別は構造図による。（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋は表8.2により、種別は構造図による。

表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋

（ｅ）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。（ｅ）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。（ｅ）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。（ｅ）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。（ｅ）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。（ｅ）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。（ｅ）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。

図8.2　壁の交差部及び端部の配筋図8.2　壁の交差部及び端部の配筋図8.2　壁の交差部及び端部の配筋図8.2　壁の交差部及び端部の配筋図8.2　壁の交差部及び端部の配筋図8.2　壁の交差部及び端部の配筋図8.2　壁の交差部及び端部の配筋

　　　鉄筋の継手位置は、柱・梁部以外とする。　　　鉄筋の継手位置は、柱・梁部以外とする。　　　鉄筋の継手位置は、柱・梁部以外とする。　　　鉄筋の継手位置は、柱・梁部以外とする。　　　鉄筋の継手位置は、柱・梁部以外とする。　　　鉄筋の継手位置は、柱・梁部以外とする。　　　鉄筋の継手位置は、柱・梁部以外とする。

（３）打増し部分に壁及びスラブ等が取り付く場合は、鉄筋の定着長さに打増し部分を含まない。（３）打増し部分に壁及びスラブ等が取り付く場合は、鉄筋の定着長さに打増し部分を含まない。（３）打増し部分に壁及びスラブ等が取り付く場合は、鉄筋の定着長さに打増し部分を含まない。（３）打増し部分に壁及びスラブ等が取り付く場合は、鉄筋の定着長さに打増し部分を含まない。（３）打増し部分に壁及びスラブ等が取り付く場合は、鉄筋の定着長さに打増し部分を含まない。（３）打増し部分に壁及びスラブ等が取り付く場合は、鉄筋の定着長さに打増し部分を含まない。（３）打増し部分に壁及びスラブ等が取り付く場合は、鉄筋の定着長さに打増し部分を含まない。
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図面名図面名図面名図面名図面名図面名図面名

縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別受託番号受託番号受託番号受託番号受託番号受託番号受託番号 日付：日付：日付：日付：日付：日付：日付：

製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図担 当担 当担 当担 当担 当担 当担 当検 図検 図検 図検 図検 図検 図検 図設計部長設計部長設計部長設計部長設計部長設計部長設計部長
設計図設計図設計図設計図設計図設計図設計図

会 社会 社会 社会 社会 社会 社会 社
株 式株 式株 式株 式株 式株 式株 式

松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録
　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所 2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ

ＳＳＳＳＳＳＳ

S=NON(A3版 50%縮小)S=NON(A3版 50%縮小)S=NON(A3版 50%縮小)S=NON(A3版 50%縮小)S=NON(A3版 50%縮小)S=NON(A3版 50%縮小)S=NON(A3版 50%縮小)

配筋標準図(3)配筋標準図(3)配筋標準図(3)配筋標準図(3)配筋標準図(3)配筋標準図(3)配筋標準図(3)

一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭

004004004004004004004

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）



2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

なしなしなしなしなしなしなし

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

なしなしなしなしなしなしなし

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋 溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網 配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図

2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13 2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13

4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16

4-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D19

4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16

斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13
先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13
先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋

4-D134-D134-D134-D134-D134-D134-D13
先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋

(２)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。(２)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。(２)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。(２)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。(２)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。(２)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。(２)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。

(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁

(５)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。(５)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。(５)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。(５)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。(５)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。(５)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。(５)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

(６)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。(６)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。(６)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。(６)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。(６)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。(６)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。(６)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、

(９)  溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。(９)  溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。(９)  溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。(９)  溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。(９)  溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。(９)  溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。(９)  溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

(10)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。(10)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。(10)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。(10)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。(10)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。(10)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。(10)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。

      なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。      なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。      なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。      なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。      なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。      なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。      なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋
種別種別種別種別種別種別種別

H1H1H1H1H1H1H1

H2H2H2H2H2H2H2

なしなしなしなしなしなしなし

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

なしなしなしなしなしなしなし なしなしなしなしなしなしなし

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋 横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋 上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋 配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図

H3H3H3H3H3H3H3

H4H4H4H4H4H4H4

H5H5H5H5H5H5H5

H6H6H6H6H6H6H6

4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16

4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13

H7H7H7H7H7H7H7

4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16

4-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D19

4-2-D224-2-D224-2-D224-2-D224-2-D224-2-D224-2-D22

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13 3-2-D133-2-D133-2-D133-2-D133-2-D133-2-D133-2-D13

MH1MH1MH1MH1MH1MH1MH1

MH2MH2MH2MH2MH2MH2MH2

MH3MH3MH3MH3MH3MH3MH3

MH4MH4MH4MH4MH4MH4MH4

MH5MH5MH5MH5MH5MH5MH5

MH6MH6MH6MH6MH6MH6MH6

MH7MH7MH7MH7MH7MH7MH7

あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋

溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網

リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋

リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋

突き合せ溶接突き合せ溶接突き合せ溶接突き合せ溶接突き合せ溶接突き合せ溶接突き合せ溶接

Ｄ/2Ｄ/2Ｄ/2Ｄ/2Ｄ/2Ｄ/2Ｄ/2

余長余長余長余長余長余長余長突出し突出し突出し突出し突出し突出し突出し

突出し突出し突出し突出し突出し突出し突出し

余長余長余長余長余長余長余長
かぶりかぶりかぶりかぶりかぶりかぶりかぶり

貫通孔外径貫通孔外径貫通孔外径貫通孔外径貫通孔外径貫通孔外径貫通孔外径

かぶりかぶりかぶりかぶりかぶりかぶりかぶり
余長余長余長余長余長余長余長

突出し突出し突出し突出し突出し突出し突出し

溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網

あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋

ＭＨ形及びＭ形ＭＨ形及びＭ形ＭＨ形及びＭ形ＭＨ形及びＭ形ＭＨ形及びＭ形ＭＨ形及びＭ形ＭＨ形及びＭ形

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋

下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋

上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋

Ｈ形Ｈ形Ｈ形Ｈ形Ｈ形Ｈ形Ｈ形

上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋

斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋

下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋

あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋

斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋

配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋

種別種別種別種別種別種別種別

D13D13D13D13D13D13D13

D10D10D10D10D10D10D10 D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@

D16D16D16D16D16D16D16

コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁

コンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さ

D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10D10D10D10D10D10D10

コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13 2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

　　　開口部を避けて配筋でき、かつ、構造図に特記された場合において、補強を省略することが　　　開口部を避けて配筋でき、かつ、構造図に特記された場合において、補強を省略することが　　　開口部を避けて配筋でき、かつ、構造図に特記された場合において、補強を省略することが　　　開口部を避けて配筋でき、かつ、構造図に特記された場合において、補強を省略することが　　　開口部を避けて配筋でき、かつ、構造図に特記された場合において、補強を省略することが　　　開口部を避けて配筋でき、かつ、構造図に特記された場合において、補強を省略することが　　　開口部を避けて配筋でき、かつ、構造図に特記された場合において、補強を省略することが

１１１１１１１ＬＬＬＬＬＬＬ

１１１１１１１ＬＬＬＬＬＬＬ

１１１１１１１
ＬＬＬＬＬＬＬ

M1M1M1M1M1M1M1

M2M2M2M2M2M2M2

なしなしなしなしなしなしなし

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋 溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網 配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図

M3M3M3M3M3M3M3

M4M4M4M4M4M4M4 6-2-D136-2-D136-2-D136-2-D136-2-D136-2-D136-2-D13

4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13

2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@

4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋

種別種別種別種別種別種別種別

800800800800800800800

（ａ）梁貫通孔は、次による。（ａ）梁貫通孔は、次による。（ａ）梁貫通孔は、次による。（ａ）梁貫通孔は、次による。（ａ）梁貫通孔は、次による。（ａ）梁貫通孔は、次による。（ａ）梁貫通孔は、次による。

（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

表11.3　MH形配筋表11.3　MH形配筋表11.3　MH形配筋表11.3　MH形配筋表11.3　MH形配筋表11.3　MH形配筋表11.3　MH形配筋

（１）控壁の配置は、構造図による。（１）控壁の配置は、構造図による。（１）控壁の配置は、構造図による。（１）控壁の配置は、構造図による。（１）控壁の配置は、構造図による。（１）控壁の配置は、構造図による。（１）控壁の配置は、構造図による。

（ａ）控壁は、次による。（ａ）控壁は、次による。（ａ）控壁は、次による。（ａ）控壁は、次による。（ａ）控壁は、次による。（ａ）控壁は、次による。（ａ）控壁は、次による。

45゜45゜45゜45゜45゜45゜45゜ 45゜45゜45゜45゜45゜45゜45゜

　　　は除くが、その場合の範囲は特記による。　　　は除くが、その場合の範囲は特記による。　　　は除くが、その場合の範囲は特記による。　　　は除くが、その場合の範囲は特記による。　　　は除くが、その場合の範囲は特記による。　　　は除くが、その場合の範囲は特記による。　　　は除くが、その場合の範囲は特記による。

ＤＤ ＤＤ ＤＤ Ｄ

ＤＤ ＤＤ ＤＤ Ｄ

（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

２２ ２２ ２２ ２
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

２２ ２２ ２２ ２
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

２２ ２２ ２２ ２
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

２２ ２２ ２２ ２
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

ｔｔ ｔｔ ｔｔ ｔ

      設けないこととする。      設けないこととする。      設けないこととする。      設けないこととする。      設けないこととする。      設けないこととする。      設けないこととする。

3/8L3/8L3/8L3/8L3/8L3/8L3/8L

1.5D以上1.5D以上1.5D以上1.5D以上1.5D以上1.5D以上1.5D以上

小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁

1.5D以上1.5D以上1.5D以上1.5D以上1.5D以上1.5D以上1.5D以上

DDDDDDD

1/3D1/3D1/3D1/3D1/3D1/3D1/3Dddddddd

ddddddd
ddddddd

1/4L1/4L1/4L1/4L1/4L1/4L1/4L 3/8L3/8L3/8L3/8L3/8L3/8L3/8L

LLLLLLL

柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱

大梁大梁大梁大梁大梁大梁大梁

：梁貫通孔を設置出来る範囲：梁貫通孔を設置出来る範囲：梁貫通孔を設置出来る範囲：梁貫通孔を設置出来る範囲：梁貫通孔を設置出来る範囲：梁貫通孔を設置出来る範囲：梁貫通孔を設置出来る範囲

（注）１．梁貫通孔のへりあき寸法ｄは下記による（注）１．梁貫通孔のへりあき寸法ｄは下記による（注）１．梁貫通孔のへりあき寸法ｄは下記による（注）１．梁貫通孔のへりあき寸法ｄは下記による（注）１．梁貫通孔のへりあき寸法ｄは下記による（注）１．梁貫通孔のへりあき寸法ｄは下記による（注）１．梁貫通孔のへりあき寸法ｄは下記による

500≦D＜700500≦D＜700500≦D＜700500≦D＜700500≦D＜700500≦D＜700500≦D＜700 ･･･････････････････････････････････ d≧175d≧175d≧175d≧175d≧175d≧175d≧175

700≦D＜900700≦D＜900700≦D＜900700≦D＜900700≦D＜900700≦D＜900700≦D＜900 ･･･････････････････････････････････ d≧200d≧200d≧200d≧200d≧200d≧200d≧200

900≦D900≦D900≦D900≦D900≦D900≦D900≦D ･･･････････････････････････････････ d≧250d≧250d≧250d≧250d≧250d≧250d≧250

3/8L3/8L3/8L3/8L3/8L3/8L3/8L

1.5D以上1.5D以上1.5D以上1.5D以上1.5D以上1.5D以上1.5D以上1.5D以上1.5D以上1.5D以上1.5D以上1.5D以上1.5D以上1.5D以上

DDDDDDD

1/3D1/3D1/3D1/3D1/3D1/3D1/3Dddddddd

ddddddd

1/4L1/4L1/4L1/4L1/4L1/4L1/4L 3/8L3/8L3/8L3/8L3/8L3/8L3/8L

LLLLLLL

柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱

大梁大梁大梁大梁大梁大梁大梁

（小梁のない場合）（小梁のない場合）（小梁のない場合）（小梁のない場合）（小梁のない場合）（小梁のない場合）（小梁のない場合）

（小梁のある場合）（小梁のある場合）（小梁のある場合）（小梁のある場合）（小梁のある場合）（小梁のある場合）（小梁のある場合）

パラペット配筋パラペット配筋パラペット配筋パラペット配筋パラペット配筋パラペット配筋パラペット配筋
（構造図による）（構造図による）（構造図による）（構造図による）（構造図による）（構造図による）（構造図による）

パラペット配筋パラペット配筋パラペット配筋パラペット配筋パラペット配筋パラペット配筋パラペット配筋
（構造図による）（構造図による）（構造図による）（構造図による）（構造図による）（構造図による）（構造図による）　　　できる。　　　できる。　　　できる。　　　できる。　　　できる。　　　できる。　　　できる。

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

３３３３３３３ＬＬＬＬＬＬＬ ２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

の厚さ及び配筋は構造図による。の厚さ及び配筋は構造図による。の厚さ及び配筋は構造図による。の厚さ及び配筋は構造図による。の厚さ及び配筋は構造図による。の厚さ及び配筋は構造図による。の厚さ及び配筋は構造図による。

Ｌ型Ｌ型Ｌ型Ｌ型Ｌ型Ｌ型Ｌ型 逆Ｔ型逆Ｔ型逆Ｔ型逆Ｔ型逆Ｔ型逆Ｔ型逆Ｔ型

11.1　梁貫通孔11.1　梁貫通孔11.1　梁貫通孔11.1　梁貫通孔11.1　梁貫通孔11.1　梁貫通孔11.1　梁貫通孔

(１)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。(１)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。(１)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。(１)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。(１)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。(１)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。(１)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。

(３)  孔の上下方向の位置は図11.2による。(３)  孔の上下方向の位置は図11.2による。(３)  孔の上下方向の位置は図11.2による。(３)  孔の上下方向の位置は図11.2による。(３)  孔の上下方向の位置は図11.2による。(３)  孔の上下方向の位置は図11.2による。(３)  孔の上下方向の位置は図11.2による。

(７)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.3による。(７)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.3による。(７)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.3による。(７)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.3による。(７)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.3による。(７)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.3による。(７)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.3による。

(12)  貫通孔の位置は図11.4のように開孔をはさむ±４５度の領域（ハッチ部）には他の開孔を(12)  貫通孔の位置は図11.4のように開孔をはさむ±４５度の領域（ハッチ部）には他の開孔を(12)  貫通孔の位置は図11.4のように開孔をはさむ±４５度の領域（ハッチ部）には他の開孔を(12)  貫通孔の位置は図11.4のように開孔をはさむ±４５度の領域（ハッチ部）には他の開孔を(12)  貫通孔の位置は図11.4のように開孔をはさむ±４５度の領域（ハッチ部）には他の開孔を(12)  貫通孔の位置は図11.4のように開孔をはさむ±４５度の領域（ハッチ部）には他の開孔を(12)  貫通孔の位置は図11.4のように開孔をはさむ±４５度の領域（ハッチ部）には他の開孔を

図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等

図11.2 梁貫通孔の設置範囲図11.2 梁貫通孔の設置範囲図11.2 梁貫通孔の設置範囲図11.2 梁貫通孔の設置範囲図11.2 梁貫通孔の設置範囲図11.2 梁貫通孔の設置範囲図11.2 梁貫通孔の設置範囲

図11.3　補強筋の定着長さ図11.3　補強筋の定着長さ図11.3　補強筋の定着長さ図11.3　補強筋の定着長さ図11.3　補強筋の定着長さ図11.3　補強筋の定着長さ図11.3　補強筋の定着長さ

図11.4 他の開孔を設けない範囲図11.4 他の開孔を設けない範囲図11.4 他の開孔を設けない範囲図11.4 他の開孔を設けない範囲図11.4 他の開孔を設けない範囲図11.4 他の開孔を設けない範囲図11.4 他の開孔を設けない範囲

（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により、配筋種別は構造図による。（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により、配筋種別は構造図による。（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により、配筋種別は構造図による。（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により、配筋種別は構造図による。（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により、配筋種別は構造図による。（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により、配筋種別は構造図による。（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により、配筋種別は構造図による。

表11.1　H形配筋表11.1　H形配筋表11.1　H形配筋表11.1　H形配筋表11.1　H形配筋表11.1　H形配筋表11.1　H形配筋

表11.2　M形配筋表11.2　M形配筋表11.2　M形配筋表11.2　M形配筋表11.2　M形配筋表11.2　M形配筋表11.2　M形配筋

11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い

（２）配筋は、図11.5による。（２）配筋は、図11.5による。（２）配筋は、図11.5による。（２）配筋は、図11.5による。（２）配筋は、図11.5による。（２）配筋は、図11.5による。（２）配筋は、図11.5による。

図11.5　控壁の配筋（水平、垂直とも）図11.5　控壁の配筋（水平、垂直とも）図11.5　控壁の配筋（水平、垂直とも）図11.5　控壁の配筋（水平、垂直とも）図11.5　控壁の配筋（水平、垂直とも）図11.5　控壁の配筋（水平、垂直とも）図11.5　控壁の配筋（水平、垂直とも）

（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.6による。（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.6による。（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.6による。（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.6による。（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.6による。（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.6による。（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.6による。

図11.6　壁付き土間コンクリートの補強配筋図11.6　壁付き土間コンクリートの補強配筋図11.6　壁付き土間コンクリートの補強配筋図11.6　壁付き土間コンクリートの補強配筋図11.6　壁付き土間コンクリートの補強配筋図11.6　壁付き土間コンクリートの補強配筋図11.6　壁付き土間コンクリートの補強配筋

11.3　パラペット11.3　パラペット11.3　パラペット11.3　パラペット11.3　パラペット11.3　パラペット11.3　パラペット
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図11.7　パラペットの配筋図11.7　パラペットの配筋図11.7　パラペットの配筋図11.7　パラペットの配筋図11.7　パラペットの配筋図11.7　パラペットの配筋図11.7　パラペットの配筋
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図12.1　擁壁の鉄筋の定着長さ図12.1　擁壁の鉄筋の定着長さ図12.1　擁壁の鉄筋の定着長さ図12.1　擁壁の鉄筋の定着長さ図12.1　擁壁の鉄筋の定着長さ図12.1　擁壁の鉄筋の定着長さ図12.1　擁壁の鉄筋の定着長さ
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10.2　二辺固定スラブ形階段10.2　二辺固定スラブ形階段10.2　二辺固定スラブ形階段10.2　二辺固定スラブ形階段10.2　二辺固定スラブ形階段10.2　二辺固定スラブ形階段10.2　二辺固定スラブ形階段

二辺固定スラブ形階段の基準配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、二辺固定スラブ形階段の基準配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、二辺固定スラブ形階段の基準配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、二辺固定スラブ形階段の基準配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、二辺固定スラブ形階段の基準配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、二辺固定スラブ形階段の基準配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、二辺固定スラブ形階段の基準配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、

表10.2　二辺固定スラブ形基準配筋表10.2　二辺固定スラブ形基準配筋表10.2　二辺固定スラブ形基準配筋表10.2　二辺固定スラブ形基準配筋表10.2　二辺固定スラブ形基準配筋表10.2　二辺固定スラブ形基準配筋表10.2　二辺固定スラブ形基準配筋

図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）
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縦横共D10-200@縦横共D10-200@縦横共D10-200@縦横共D10-200@縦横共D10-200@縦横共D10-200@縦横共D10-200@

L2L2L2L2L2L2L2

L2L2L2L2L2L2L2

ｈ≦７０ｈ≦７０ｈ≦７０ｈ≦７０ｈ≦７０ｈ≦７０ｈ≦７０ ７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００

ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上

（盤類）（盤類）（盤類）（盤類）（盤類）（盤類）（盤類） 溶接金網６φ－１００＠溶接金網６φ－１００＠溶接金網６φ－１００＠溶接金網６φ－１００＠溶接金網６φ－１００＠溶接金網６φ－１００＠溶接金網６φ－１００＠

柱柱柱柱柱柱柱

柱柱柱柱柱柱柱
土に接する部分土に接する部分土に接する部分土に接する部分土に接する部分土に接する部分土に接する部分

▽地盤面▽地盤面▽地盤面▽地盤面▽地盤面▽地盤面▽地盤面

記号記号記号記号記号記号記号 ＣＢ厚ＣＢ厚ＣＢ厚ＣＢ厚ＣＢ厚ＣＢ厚ＣＢ厚 Ｈ又はＷの最大値Ｈ又はＷの最大値Ｈ又はＷの最大値Ｈ又はＷの最大値Ｈ又はＷの最大値Ｈ又はＷの最大値Ｈ又はＷの最大値

ＣＢ１０ＣＢ１０ＣＢ１０ＣＢ１０ＣＢ１０ＣＢ１０ＣＢ１０ １００１００１００１００１００１００１００ ２，４００２，４００２，４００２，４００２，４００２，４００２，４００
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40
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40
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40
d

40
d

40
d

40
d

40d40d40d40d40d40d40d

配力筋の定着は25dとする配力筋の定着は25dとする配力筋の定着は25dとする配力筋の定着は25dとする配力筋の定着は25dとする配力筋の定着は25dとする配力筋の定着は25dとする

Ａ形Ａ形Ａ形Ａ形Ａ形Ａ形Ａ形形形形形形形形 Ｂ形Ｂ形Ｂ形Ｂ形Ｂ形Ｂ形Ｂ形

Ｄ１０＠２００（横筋）Ｄ１０＠２００（横筋）Ｄ１０＠２００（横筋）Ｄ１０＠２００（横筋）Ｄ１０＠２００（横筋）Ｄ１０＠２００（横筋）Ｄ１０＠２００（横筋）

１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１６１－Ｄ１６１－Ｄ１６１－Ｄ１６１－Ｄ１６１－Ｄ１６１－Ｄ１６

１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３

Ｄ１０@２００Ｄ１０@２００Ｄ１０@２００Ｄ１０@２００Ｄ１０@２００Ｄ１０@２００Ｄ１０@２００

（縦横共ダブル）（縦横共ダブル）（縦横共ダブル）（縦横共ダブル）（縦横共ダブル）（縦横共ダブル）（縦横共ダブル）

打増し打増し打増し打増し打増し打増し打増し

打増し補強無し打増し補強無し打増し補強無し打増し補強無し打増し補強無し打増し補強無し打増し補強無し

設備配管設備配管設備配管設備配管設備配管設備配管設備配管

階階階階階階階 壁壁壁壁壁壁壁記記記記記記記号号号号号号号 壁　厚壁　厚壁　厚壁　厚壁　厚壁　厚壁　厚 数量数量数量数量数量数量数量

階階階階階階階

１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３

コンセントボックスコンセントボックスコンセントボックスコンセントボックスコンセントボックスコンセントボックスコンセントボックス

スラブのない側とするスラブのない側とするスラブのない側とするスラブのない側とするスラブのない側とするスラブのない側とするスラブのない側とする

＜片側スラブ＞＜片側スラブ＞＜片側スラブ＞＜片側スラブ＞＜片側スラブ＞＜片側スラブ＞＜片側スラブ＞

開　口　寸　法開　口　寸　法開　口　寸　法開　口　寸　法開　口　寸　法開　口　寸　法開　口　寸　法 備　　　考備　　　考備　　　考備　　　考備　　　考備　　　考備　　　考

備　　　考備　　　考備　　　考備　　　考備　　　考備　　　考備　　　考

１３．１　地業１３．１　地業１３．１　地業１３．１　地業１３．１　地業１３．１　地業１３．１　地業

（１）土間コンクリート・土間スラブ下（１）土間コンクリート・土間スラブ下（１）土間コンクリート・土間スラブ下（１）土間コンクリート・土間スラブ下（１）土間コンクリート・土間スラブ下（１）土間コンクリート・土間スラブ下（１）土間コンクリート・土間スラブ下

（ａ）　梁（ａ）　梁（ａ）　梁（ａ）　梁（ａ）　梁（ａ）　梁（ａ）　梁

（１）梁の２段非対称配筋は下図による。（１）梁の２段非対称配筋は下図による。（１）梁の２段非対称配筋は下図による。（１）梁の２段非対称配筋は下図による。（１）梁の２段非対称配筋は下図による。（１）梁の２段非対称配筋は下図による。（１）梁の２段非対称配筋は下図による。

（１）土間コンクリート厚は130,補強筋はタテ・ヨコ共D10-200@シングルとする（１）土間コンクリート厚は130,補強筋はタテ・ヨコ共D10-200@シングルとする（１）土間コンクリート厚は130,補強筋はタテ・ヨコ共D10-200@シングルとする（１）土間コンクリート厚は130,補強筋はタテ・ヨコ共D10-200@シングルとする（１）土間コンクリート厚は130,補強筋はタテ・ヨコ共D10-200@シングルとする（１）土間コンクリート厚は130,補強筋はタテ・ヨコ共D10-200@シングルとする（１）土間コンクリート厚は130,補強筋はタテ・ヨコ共D10-200@シングルとする

（２）同一土間コンクリートに段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、（２）同一土間コンクリートに段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、（２）同一土間コンクリートに段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、（２）同一土間コンクリートに段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、（２）同一土間コンクリートに段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、（２）同一土間コンクリートに段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、（２）同一土間コンクリートに段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、

（１）同一土間スラブに段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。（１）同一土間スラブに段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。（１）同一土間スラブに段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。（１）同一土間スラブに段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。（１）同一土間スラブに段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。（１）同一土間スラブに段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。（１）同一土間スラブに段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。

（１）開口補強（設備開口を含む）は特記による。（１）開口補強（設備開口を含む）は特記による。（１）開口補強（設備開口を含む）は特記による。（１）開口補強（設備開口を含む）は特記による。（１）開口補強（設備開口を含む）は特記による。（１）開口補強（設備開口を含む）は特記による。（１）開口補強（設備開口を含む）は特記による。

（２）シングル配筋の壁で盤類が埋設される場合は、下記補強を行う。（２）シングル配筋の壁で盤類が埋設される場合は、下記補強を行う。（２）シングル配筋の壁で盤類が埋設される場合は、下記補強を行う。（２）シングル配筋の壁で盤類が埋設される場合は、下記補強を行う。（２）シングル配筋の壁で盤類が埋設される場合は、下記補強を行う。（２）シングル配筋の壁で盤類が埋設される場合は、下記補強を行う。（２）シングル配筋の壁で盤類が埋設される場合は、下記補強を行う。

（３）コンセントボックスの補強は下記による。（但し、最大径が３００ｍｍ以下で鉄筋を緩やかに（３）コンセントボックスの補強は下記による。（但し、最大径が３００ｍｍ以下で鉄筋を緩やかに（３）コンセントボックスの補強は下記による。（但し、最大径が３００ｍｍ以下で鉄筋を緩やかに（３）コンセントボックスの補強は下記による。（但し、最大径が３００ｍｍ以下で鉄筋を緩やかに（３）コンセントボックスの補強は下記による。（但し、最大径が３００ｍｍ以下で鉄筋を緩やかに（３）コンセントボックスの補強は下記による。（但し、最大径が３００ｍｍ以下で鉄筋を緩やかに（３）コンセントボックスの補強は下記による。（但し、最大径が３００ｍｍ以下で鉄筋を緩やかに

   　曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。）   　曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。）   　曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。）   　曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。）   　曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。）   　曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。）   　曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。）

（ａ）　壁開口補強（図示以外）（ａ）　壁開口補強（図示以外）（ａ）　壁開口補強（図示以外）（ａ）　壁開口補強（図示以外）（ａ）　壁開口補強（図示以外）（ａ）　壁開口補強（図示以外）（ａ）　壁開口補強（図示以外）

（１）設備工事に伴う、壁の開口補強は下記による。補強筋は特記による。特記がなければ、（１）設備工事に伴う、壁の開口補強は下記による。補強筋は特記による。特記がなければ、（１）設備工事に伴う、壁の開口補強は下記による。補強筋は特記による。特記がなければ、（１）設備工事に伴う、壁の開口補強は下記による。補強筋は特記による。特記がなければ、（１）設備工事に伴う、壁の開口補強は下記による。補強筋は特記による。特記がなければ、（１）設備工事に伴う、壁の開口補強は下記による。補強筋は特記による。特記がなければ、（１）設備工事に伴う、壁の開口補強は下記による。補強筋は特記による。特記がなければ、

（ａ）スラブ開口補強（図示以外）（ａ）スラブ開口補強（図示以外）（ａ）スラブ開口補強（図示以外）（ａ）スラブ開口補強（図示以外）（ａ）スラブ開口補強（図示以外）（ａ）スラブ開口補強（図示以外）（ａ）スラブ開口補強（図示以外）

（１）設備工事に伴う、スラブの開口補強は下記による。補強筋は特記による。特記がなければ、（１）設備工事に伴う、スラブの開口補強は下記による。補強筋は特記による。特記がなければ、（１）設備工事に伴う、スラブの開口補強は下記による。補強筋は特記による。特記がなければ、（１）設備工事に伴う、スラブの開口補強は下記による。補強筋は特記による。特記がなければ、（１）設備工事に伴う、スラブの開口補強は下記による。補強筋は特記による。特記がなければ、（１）設備工事に伴う、スラブの開口補強は下記による。補強筋は特記による。特記がなければ、（１）設備工事に伴う、スラブの開口補強は下記による。補強筋は特記による。特記がなければ、

一般室一般室一般室一般室一般室一般室一般室

右記以外に適用する。右記以外に適用する。右記以外に適用する。右記以外に適用する。右記以外に適用する。右記以外に適用する。右記以外に適用する。

その他その他その他その他その他その他その他

風除室・ポーチ・外部通路・車路風除室・ポーチ・外部通路・車路風除室・ポーチ・外部通路・車路風除室・ポーチ・外部通路・車路風除室・ポーチ・外部通路・車路風除室・ポーチ・外部通路・車路風除室・ポーチ・外部通路・車路

凡例凡例凡例凡例凡例凡例凡例 捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート

砂利地業砂利地業砂利地業砂利地業砂利地業砂利地業砂利地業

梁梁梁梁梁梁梁

梁梁梁梁梁梁梁

梁梁梁梁梁梁梁
梁梁梁梁梁梁梁

梁梁梁梁梁梁梁

梁梁梁梁梁梁梁

梁梁梁梁梁梁梁

180180180180180180180

スラブ記号スラブ記号スラブ記号スラブ記号スラブ記号スラブ記号スラブ記号 スラブ厚スラブ厚スラブ厚スラブ厚スラブ厚スラブ厚スラブ厚 数量数量数量数量数量数量数量 開 口 寸 法開 口 寸 法開 口 寸 法開 口 寸 法開 口 寸 法開 口 寸 法開 口 寸 法

（2）土間コンクリートの上にＲＣ壁が取り付き、その下に地中梁がない場合は、下図の補強を行う。（2）土間コンクリートの上にＲＣ壁が取り付き、その下に地中梁がない場合は、下図の補強を行う。（2）土間コンクリートの上にＲＣ壁が取り付き、その下に地中梁がない場合は、下図の補強を行う。（2）土間コンクリートの上にＲＣ壁が取り付き、その下に地中梁がない場合は、下図の補強を行う。（2）土間コンクリートの上にＲＣ壁が取り付き、その下に地中梁がない場合は、下図の補強を行う。（2）土間コンクリートの上にＲＣ壁が取り付き、その下に地中梁がない場合は、下図の補強を行う。（2）土間コンクリートの上にＲＣ壁が取り付き、その下に地中梁がない場合は、下図の補強を行う。

ｈ≦200の場合ｈ≦200の場合ｈ≦200の場合ｈ≦200の場合ｈ≦200の場合ｈ≦200の場合ｈ≦200の場合 ２００＜ｈ≦400の場合２００＜ｈ≦400の場合２００＜ｈ≦400の場合２００＜ｈ≦400の場合２００＜ｈ≦400の場合２００＜ｈ≦400の場合２００＜ｈ≦400の場合

Ｄ１０@２００（縦横共）Ｄ１０@２００（縦横共）Ｄ１０@２００（縦横共）Ｄ１０@２００（縦横共）Ｄ１０@２００（縦横共）Ｄ１０@２００（縦横共）Ｄ１０@２００（縦横共）

ＶＰ１５０φＶＰ１５０φＶＰ１５０φＶＰ１５０φＶＰ１５０φＶＰ１５０φＶＰ１５０φ

梁せい梁せい梁せい梁せい梁せい梁せい梁せい

（ａ）梁貫通孔補強（図示以外）（ａ）梁貫通孔補強（図示以外）（ａ）梁貫通孔補強（図示以外）（ａ）梁貫通孔補強（図示以外）（ａ）梁貫通孔補強（図示以外）（ａ）梁貫通孔補強（図示以外）（ａ）梁貫通孔補強（図示以外）

階階階階階階階 梁記号梁記号梁記号梁記号梁記号梁記号梁記号 スリーブスリーブスリーブスリーブスリーブスリーブスリーブ
内　　径内　　径内　　径内　　径内　　径内　　径内　　径

梁　幅梁　幅梁　幅梁　幅梁　幅梁　幅梁　幅 数量数量数量数量数量数量数量 補　　　強補　　　強補　　　強補　　　強補　　　強補　　　強補　　　強

種別・記号種別・記号種別・記号種別・記号種別・記号種別・記号種別・記号
備　　　考備　　　考備　　　考備　　　考備　　　考備　　　考備　　　考

地中梁下端とピット底版上端が同じ場合地中梁下端とピット底版上端が同じ場合地中梁下端とピット底版上端が同じ場合地中梁下端とピット底版上端が同じ場合地中梁下端とピット底版上端が同じ場合地中梁下端とピット底版上端が同じ場合地中梁下端とピット底版上端が同じ場合

45°
45°
45°
45°
45°
45°
45°

ススススススス

ラララララララ

ブブブブブブブ

間間間間間間間

土土土土土土土

（土間補強筋　上側）（土間補強筋　上側）（土間補強筋　上側）（土間補強筋　上側）（土間補強筋　上側）（土間補強筋　上側）（土間補強筋　上側）

ｈ≦７０ｈ≦７０ｈ≦７０ｈ≦７０ｈ≦７０ｈ≦７０ｈ≦７０ ７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００

L2L2L2L2L2L2L2

L2L2L2L2L2L2L2

ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上

45°
45°
45°
45°
45°
45°
45°

溶接金網６φ－１００＠溶接金網６φ－１００＠溶接金網６φ－１００＠溶接金網６φ－１００＠溶接金網６φ－１００＠溶接金網６φ－１００＠溶接金網６φ－１００＠

ＣＢ１２ＣＢ１２ＣＢ１２ＣＢ１２ＣＢ１２ＣＢ１２ＣＢ１２ １２０１２０１２０１２０１２０１２０１２０ ３，０００３，０００３，０００３，０００３，０００３，０００３，０００

ＣＢ１５ＣＢ１５ＣＢ１５ＣＢ１５ＣＢ１５ＣＢ１５ＣＢ１５ １５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０ ３，４００３，４００３，４００３，４００３，４００３，４００３，４００

Ｄ１３＠２００（縦筋）Ｄ１３＠２００（縦筋）Ｄ１３＠２００（縦筋）Ｄ１３＠２００（縦筋）Ｄ１３＠２００（縦筋）Ｄ１３＠２００（縦筋）Ｄ１３＠２００（縦筋）

Ｄ１０@２００Ｄ１０@２００Ｄ１０@２００Ｄ１０@２００Ｄ１０@２００Ｄ１０@２００Ｄ１０@２００

打増し打増し打増し打増し打増し打増し打増し

１－Ｄ１６１－Ｄ１６１－Ｄ１６１－Ｄ１６１－Ｄ１６１－Ｄ１６１－Ｄ１６

１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３

１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３

Ｄ１３＠２００（縦横共）Ｄ１３＠２００（縦横共）Ｄ１３＠２００（縦横共）Ｄ１３＠２００（縦横共）Ｄ１３＠２００（縦横共）Ｄ１３＠２００（縦横共）Ｄ１３＠２００（縦横共）

１３．その他１３．その他１３．その他１３．その他１３．その他１３．その他１３．その他

１３．２　異形鉄筋の末端処理１３．２　異形鉄筋の末端処理１３．２　異形鉄筋の末端処理１３．２　異形鉄筋の末端処理１３．２　異形鉄筋の末端処理１３．２　異形鉄筋の末端処理１３．２　異形鉄筋の末端処理

＜柱＞＜柱＞＜柱＞＜柱＞＜柱＞＜柱＞＜柱＞

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

梁中心梁中心梁中心梁中心梁中心梁中心梁中心

柱中心柱中心柱中心柱中心柱中心柱中心柱中心

（１）壁筋が、梁，柱主筋の外側に配筋される場合の定着は下図による。（１）壁筋が、梁，柱主筋の外側に配筋される場合の定着は下図による。（１）壁筋が、梁，柱主筋の外側に配筋される場合の定着は下図による。（１）壁筋が、梁，柱主筋の外側に配筋される場合の定着は下図による。（１）壁筋が、梁，柱主筋の外側に配筋される場合の定着は下図による。（１）壁筋が、梁，柱主筋の外側に配筋される場合の定着は下図による。（１）壁筋が、梁，柱主筋の外側に配筋される場合の定着は下図による。

（２）壁筋をスラブに定着させる場合は下図による。（２）壁筋をスラブに定着させる場合は下図による。（２）壁筋をスラブに定着させる場合は下図による。（２）壁筋をスラブに定着させる場合は下図による。（２）壁筋をスラブに定着させる場合は下図による。（２）壁筋をスラブに定着させる場合は下図による。（２）壁筋をスラブに定着させる場合は下図による。

＜梁＞＜梁＞＜梁＞＜梁＞＜梁＞＜梁＞＜梁＞

梁（土圧、水圧などを受ける壁の場合）梁（土圧、水圧などを受ける壁の場合）梁（土圧、水圧などを受ける壁の場合）梁（土圧、水圧などを受ける壁の場合）梁（土圧、水圧などを受ける壁の場合）梁（土圧、水圧などを受ける壁の場合）梁（土圧、水圧などを受ける壁の場合）

壁壁壁壁壁壁壁

１３．３　壁の配筋１３．３　壁の配筋１３．３　壁の配筋１３．３　壁の配筋１３．３　壁の配筋１３．３　壁の配筋１３．３　壁の配筋

（ａ）　定着（ａ）　定着（ａ）　定着（ａ）　定着（ａ）　定着（ａ）　定着（ａ）　定着
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150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上 Ｌ２かつ柱中心線を越えるＬ２かつ柱中心線を越えるＬ２かつ柱中心線を越えるＬ２かつ柱中心線を越えるＬ２かつ柱中心線を越えるＬ２かつ柱中心線を越えるＬ２かつ柱中心線を越える
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（ｂ）　壁開口部の補強（ｂ）　壁開口部の補強（ｂ）　壁開口部の補強（ｂ）　壁開口部の補強（ｂ）　壁開口部の補強（ｂ）　壁開口部の補強（ｂ）　壁開口部の補強
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（ａ）　土間コンクリート（ａ）　土間コンクリート（ａ）　土間コンクリート（ａ）　土間コンクリート（ａ）　土間コンクリート（ａ）　土間コンクリート（ａ）　土間コンクリート

１３．４　スラブの配筋１３．４　スラブの配筋１３．４　スラブの配筋１３．４　スラブの配筋１３．４　スラブの配筋１３．４　スラブの配筋１３．４　スラブの配筋

（ｂ）　段差のあるスラブの補強（ｂ）　段差のあるスラブの補強（ｂ）　段差のあるスラブの補強（ｂ）　段差のあるスラブの補強（ｂ）　段差のあるスラブの補強（ｂ）　段差のあるスラブの補強（ｂ）　段差のあるスラブの補強
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（ｃ）　トラフの補強（ｃ）　トラフの補強（ｃ）　トラフの補強（ｃ）　トラフの補強（ｃ）　トラフの補強（ｃ）　トラフの補強（ｃ）　トラフの補強

L2L2L2L2L2L2L2

L2L2L2L2L2L2L2

スラブ配筋と同径同ピッチスラブ配筋と同径同ピッチスラブ配筋と同径同ピッチスラブ配筋と同径同ピッチスラブ配筋と同径同ピッチスラブ配筋と同径同ピッチスラブ配筋と同径同ピッチ

（縦横共）（縦横共）（縦横共）（縦横共）（縦横共）（縦横共）（縦横共）

７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００ ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上

L2L2L2L2L2L2L2

L2L2L2L2L2L2L2

７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００７０＜ｈ≦２００ ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｂ：１．７５ｈかつ２００以上

（１）スラブにトラフの段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。（１）スラブにトラフの段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。（１）スラブにトラフの段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。（１）スラブにトラフの段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。（１）スラブにトラフの段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。（１）スラブにトラフの段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。（１）スラブにトラフの段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。

hh hh hh h

bbbbbbb

（２）土間コンクリートにトラフの段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、（２）土間コンクリートにトラフの段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、（２）土間コンクリートにトラフの段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、（２）土間コンクリートにトラフの段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、（２）土間コンクリートにトラフの段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、（２）土間コンクリートにトラフの段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、（２）土間コンクリートにトラフの段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、

      特記による。      特記による。      特記による。      特記による。      特記による。      特記による。      特記による。

hh hh hh h

土間コンクリート配筋と土間コンクリート配筋と土間コンクリート配筋と土間コンクリート配筋と土間コンクリート配筋と土間コンクリート配筋と土間コンクリート配筋と

と同径同ピッチ（縦横共）と同径同ピッチ（縦横共）と同径同ピッチ（縦横共）と同径同ピッチ（縦横共）と同径同ピッチ（縦横共）と同径同ピッチ（縦横共）と同径同ピッチ（縦横共）
bbbbbbb

（１）打増し部分は、かぶり厚さに含まない。ただし、土に接する柱は除く。（１）打増し部分は、かぶり厚さに含まない。ただし、土に接する柱は除く。（１）打増し部分は、かぶり厚さに含まない。ただし、土に接する柱は除く。（１）打増し部分は、かぶり厚さに含まない。ただし、土に接する柱は除く。（１）打増し部分は、かぶり厚さに含まない。ただし、土に接する柱は除く。（１）打増し部分は、かぶり厚さに含まない。ただし、土に接する柱は除く。（１）打増し部分は、かぶり厚さに含まない。ただし、土に接する柱は除く。

（ａ）　打増し（ａ）　打増し（ａ）　打増し（ａ）　打増し（ａ）　打増し（ａ）　打増し（ａ）　打増し

１３．５　その他の配筋１３．５　その他の配筋１３．５　その他の配筋１３．５　その他の配筋１３．５　その他の配筋１３．５　その他の配筋１３．５　その他の配筋

（２）部材の軸方向の補強筋の定着長さはＬ２とする。（２）部材の軸方向の補強筋の定着長さはＬ２とする。（２）部材の軸方向の補強筋の定着長さはＬ２とする。（２）部材の軸方向の補強筋の定着長さはＬ２とする。（２）部材の軸方向の補強筋の定着長さはＬ２とする。（２）部材の軸方向の補強筋の定着長さはＬ２とする。（２）部材の軸方向の補強筋の定着長さはＬ２とする。

（３）打増し部が７０ｍｍ未満の場合、補強を行わない。（３）打増し部が７０ｍｍ未満の場合、補強を行わない。（３）打増し部が７０ｍｍ未満の場合、補強を行わない。（３）打増し部が７０ｍｍ未満の場合、補強を行わない。（３）打増し部が７０ｍｍ未満の場合、補強を行わない。（３）打増し部が７０ｍｍ未満の場合、補強を行わない。（３）打増し部が７０ｍｍ未満の場合、補強を行わない。

（４）柱と梁が同一面とする場合の打増しは下図による。（４）柱と梁が同一面とする場合の打増しは下図による。（４）柱と梁が同一面とする場合の打増しは下図による。（４）柱と梁が同一面とする場合の打増しは下図による。（４）柱と梁が同一面とする場合の打増しは下図による。（４）柱と梁が同一面とする場合の打増しは下図による。（４）柱と梁が同一面とする場合の打増しは下図による。

（躯体取合いによる打増しとし、仕上による打増しは含まない。）（躯体取合いによる打増しとし、仕上による打増しは含まない。）（躯体取合いによる打増しとし、仕上による打増しは含まない。）（躯体取合いによる打増しとし、仕上による打増しは含まない。）（躯体取合いによる打増しとし、仕上による打増しは含まない。）（躯体取合いによる打増しとし、仕上による打増しは含まない。）（躯体取合いによる打増しとし、仕上による打増しは含まない。）

（５）土に接する部分の打増し（５）土に接する部分の打増し（５）土に接する部分の打増し（５）土に接する部分の打増し（５）土に接する部分の打増し（５）土に接する部分の打増し（５）土に接する部分の打増し

25252525252525

2
52
5

2
5

2
5 2
5

2
5

2
5

壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚

25252525252525
35
=
1
0
+
2
5

35
=
1
0
+
2
5

35
=
1
0
+
2
5

35
=
1
0
+
2
5

35
=
1
0
+
2
5

35
=
1
0
+
2
5

35
=
1
0
+
2
5

101
0

1010 1
010 10

35=10+2535=10+2535=10+2535=10+2535=10+2535=10+2535=10+25

10101010101010

1
01
0

1
0

1
0 1
0

1
0

1
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

（ｂ）　ピット配筋図（ｂ）　ピット配筋図（ｂ）　ピット配筋図（ｂ）　ピット配筋図（ｂ）　ピット配筋図（ｂ）　ピット配筋図（ｂ）　ピット配筋図

（１） 便所ピット及び配管ピットの配筋は下図による。（１） 便所ピット及び配管ピットの配筋は下図による。（１） 便所ピット及び配管ピットの配筋は下図による。（１） 便所ピット及び配管ピットの配筋は下図による。（１） 便所ピット及び配管ピットの配筋は下図による。（１） 便所ピット及び配管ピットの配筋は下図による。（１） 便所ピット及び配管ピットの配筋は下図による。

Ｌｏ≦2,000  Ｌｏ：短辺方向の内法長さＬｏ≦2,000  Ｌｏ：短辺方向の内法長さＬｏ≦2,000  Ｌｏ：短辺方向の内法長さＬｏ≦2,000  Ｌｏ：短辺方向の内法長さＬｏ≦2,000  Ｌｏ：短辺方向の内法長さＬｏ≦2,000  Ｌｏ：短辺方向の内法長さＬｏ≦2,000  Ｌｏ：短辺方向の内法長さ
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（縦横共シングル）（縦横共シングル）（縦横共シングル）（縦横共シングル）（縦横共シングル）（縦横共シングル）（縦横共シングル）

Ｌｏ＞2,000  Ｌｏ：短辺方向の内法長さＬｏ＞2,000  Ｌｏ：短辺方向の内法長さＬｏ＞2,000  Ｌｏ：短辺方向の内法長さＬｏ＞2,000  Ｌｏ：短辺方向の内法長さＬｏ＞2,000  Ｌｏ：短辺方向の内法長さＬｏ＞2,000  Ｌｏ：短辺方向の内法長さＬｏ＞2,000  Ｌｏ：短辺方向の内法長さ
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（d）　コンクリートブロック（CB）帳壁（d）　コンクリートブロック（CB）帳壁（d）　コンクリートブロック（CB）帳壁（d）　コンクリートブロック（CB）帳壁（d）　コンクリートブロック（CB）帳壁（d）　コンクリートブロック（CB）帳壁（d）　コンクリートブロック（CB）帳壁

１３．６　梁貫通孔補強リスト１３．６　梁貫通孔補強リスト１３．６　梁貫通孔補強リスト１３．６　梁貫通孔補強リスト１３．６　梁貫通孔補強リスト１３．６　梁貫通孔補強リスト１３．６　梁貫通孔補強リスト

１３．７　壁開口補強リスト１３．７　壁開口補強リスト１３．７　壁開口補強リスト１３．７　壁開口補強リスト１３．７　壁開口補強リスト１３．７　壁開口補強リスト１３．７　壁開口補強リスト

１３．８　床開口補強リスト１３．８　床開口補強リスト１３．８　床開口補強リスト１３．８　床開口補強リスト１３．８　床開口補強リスト１３．８　床開口補強リスト１３．８　床開口補強リスト
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鋼　管鋼　管鋼　管鋼　管鋼　管鋼　管鋼　管

記号（建築用）記号（建築用）記号（建築用）記号（建築用）記号（建築用）記号（建築用）記号（建築用）

管　名管　名管　名管　名管　名管　名管　名

表13.1　スリーブ材質の凡例　表13.1　スリーブ材質の凡例　表13.1　スリーブ材質の凡例　表13.1　スリーブ材質の凡例　表13.1　スリーブ材質の凡例　表13.1　スリーブ材質の凡例　表13.1　スリーブ材質の凡例　

SP（白管）SP（白管）SP（白管）SP（白管）SP（白管）SP（白管）SP（白管）

溶融亜鉛めっき鋼板溶融亜鉛めっき鋼板溶融亜鉛めっき鋼板溶融亜鉛めっき鋼板溶融亜鉛めっき鋼板溶融亜鉛めっき鋼板溶融亜鉛めっき鋼板 硬質塩化ビニル管（薄肉管）硬質塩化ビニル管（薄肉管）硬質塩化ビニル管（薄肉管）硬質塩化ビニル管（薄肉管）硬質塩化ビニル管（薄肉管）硬質塩化ビニル管（薄肉管）硬質塩化ビニル管（薄肉管） つば付き鋼管（黒管）つば付き鋼管（黒管）つば付き鋼管（黒管）つば付き鋼管（黒管）つば付き鋼管（黒管）つば付き鋼管（黒管）つば付き鋼管（黒管）
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Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２

地中梁下端とピット底版上端が同じ場合地中梁下端とピット底版上端が同じ場合地中梁下端とピット底版上端が同じ場合地中梁下端とピット底版上端が同じ場合地中梁下端とピット底版上端が同じ場合地中梁下端とピット底版上端が同じ場合地中梁下端とピット底版上端が同じ場合

150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上

　　　特記による。　　　特記による。　　　特記による。　　　特記による。　　　特記による。　　　特記による。　　　特記による。

（１）貫通孔の補強筋は下記による。補強筋は構造関係共通図　図１１．１～表１１．４及び（１）貫通孔の補強筋は下記による。補強筋は構造関係共通図　図１１．１～表１１．４及び（１）貫通孔の補強筋は下記による。補強筋は構造関係共通図　図１１．１～表１１．４及び（１）貫通孔の補強筋は下記による。補強筋は構造関係共通図　図１１．１～表１１．４及び（１）貫通孔の補強筋は下記による。補強筋は構造関係共通図　図１１．１～表１１．４及び（１）貫通孔の補強筋は下記による。補強筋は構造関係共通図　図１１．１～表１１．４及び（１）貫通孔の補強筋は下記による。補強筋は構造関係共通図　図１１．１～表１１．４及び

　　表１１．１～表１１．３による。スリーブ材質は表１３．１による。　　表１１．１～表１１．３による。スリーブ材質は表１３．１による。　　表１１．１～表１１．３による。スリーブ材質は表１３．１による。　　表１１．１～表１１．３による。スリーブ材質は表１３．１による。　　表１１．１～表１１．３による。スリーブ材質は表１３．１による。　　表１１．１～表１１．３による。スリーブ材質は表１３．１による。　　表１１．１～表１１．３による。スリーブ材質は表１３．１による。

構造関係共通図　表８．３，表８．４及び図８．３による。構造関係共通図　表８．３，表８．４及び図８．３による。構造関係共通図　表８．３，表８．４及び図８．３による。構造関係共通図　表８．３，表８．４及び図８．３による。構造関係共通図　表８．３，表８．４及び図８．３による。構造関係共通図　表８．３，表８．４及び図８．３による。構造関係共通図　表８．３，表８．４及び図８．３による。

構造関係共通図　図９．８による。構造関係共通図　図９．８による。構造関係共通図　図９．８による。構造関係共通図　図９．８による。構造関係共通図　図９．８による。構造関係共通図　図９．８による。構造関係共通図　図９．８による。

（ｃ）　設備機器基礎の配筋は下図による。但し、ｈ＞４００の場合は特記による。（ｃ）　設備機器基礎の配筋は下図による。但し、ｈ＞４００の場合は特記による。（ｃ）　設備機器基礎の配筋は下図による。但し、ｈ＞４００の場合は特記による。（ｃ）　設備機器基礎の配筋は下図による。但し、ｈ＞４００の場合は特記による。（ｃ）　設備機器基礎の配筋は下図による。但し、ｈ＞４００の場合は特記による。（ｃ）　設備機器基礎の配筋は下図による。但し、ｈ＞４００の場合は特記による。（ｃ）　設備機器基礎の配筋は下図による。但し、ｈ＞４００の場合は特記による。

（１）特記なきＣＢは厚さ１２０ｍｍとする。（１）特記なきＣＢは厚さ１２０ｍｍとする。（１）特記なきＣＢは厚さ１２０ｍｍとする。（１）特記なきＣＢは厚さ１２０ｍｍとする。（１）特記なきＣＢは厚さ１２０ｍｍとする。（１）特記なきＣＢは厚さ１２０ｍｍとする。（１）特記なきＣＢは厚さ１２０ｍｍとする。

（２）ＣＢの積み高さ又は積み幅は下表の値とし、その上又は下に同じ厚さのＲＣ壁若しくはその両端に（２）ＣＢの積み高さ又は積み幅は下表の値とし、その上又は下に同じ厚さのＲＣ壁若しくはその両端に（２）ＣＢの積み高さ又は積み幅は下表の値とし、その上又は下に同じ厚さのＲＣ壁若しくはその両端に（２）ＣＢの積み高さ又は積み幅は下表の値とし、その上又は下に同じ厚さのＲＣ壁若しくはその両端に（２）ＣＢの積み高さ又は積み幅は下表の値とし、その上又は下に同じ厚さのＲＣ壁若しくはその両端に（２）ＣＢの積み高さ又は積み幅は下表の値とし、その上又は下に同じ厚さのＲＣ壁若しくはその両端に（２）ＣＢの積み高さ又は積み幅は下表の値とし、その上又は下に同じ厚さのＲＣ壁若しくはその両端に

　　  ＲＣリブ壁を設ける。　　  ＲＣリブ壁を設ける。　　  ＲＣリブ壁を設ける。　　  ＲＣリブ壁を設ける。　　  ＲＣリブ壁を設ける。　　  ＲＣリブ壁を設ける。　　  ＲＣリブ壁を設ける。

（３）ＣＢは垂れ壁・腰壁又は帳壁に定着する。特記がなければＡ型（垂れ壁・立ち上がり壁）とする。（３）ＣＢは垂れ壁・腰壁又は帳壁に定着する。特記がなければＡ型（垂れ壁・立ち上がり壁）とする。（３）ＣＢは垂れ壁・腰壁又は帳壁に定着する。特記がなければＡ型（垂れ壁・立ち上がり壁）とする。（３）ＣＢは垂れ壁・腰壁又は帳壁に定着する。特記がなければＡ型（垂れ壁・立ち上がり壁）とする。（３）ＣＢは垂れ壁・腰壁又は帳壁に定着する。特記がなければＡ型（垂れ壁・立ち上がり壁）とする。（３）ＣＢは垂れ壁・腰壁又は帳壁に定着する。特記がなければＡ型（垂れ壁・立ち上がり壁）とする。（３）ＣＢは垂れ壁・腰壁又は帳壁に定着する。特記がなければＡ型（垂れ壁・立ち上がり壁）とする。

（４）垂れ壁、立ち上がり壁の配筋は、タテ・ヨコＤ１０－２００＠シングルとする。（４）垂れ壁、立ち上がり壁の配筋は、タテ・ヨコＤ１０－２００＠シングルとする。（４）垂れ壁、立ち上がり壁の配筋は、タテ・ヨコＤ１０－２００＠シングルとする。（４）垂れ壁、立ち上がり壁の配筋は、タテ・ヨコＤ１０－２００＠シングルとする。（４）垂れ壁、立ち上がり壁の配筋は、タテ・ヨコＤ１０－２００＠シングルとする。（４）垂れ壁、立ち上がり壁の配筋は、タテ・ヨコＤ１０－２００＠シングルとする。（４）垂れ壁、立ち上がり壁の配筋は、タテ・ヨコＤ１０－２００＠シングルとする。

（５）コンクリートブロックの腰壁・立ち上がり壁又は帳壁への配力筋の定着は下図による。（５）コンクリートブロックの腰壁・立ち上がり壁又は帳壁への配力筋の定着は下図による。（５）コンクリートブロックの腰壁・立ち上がり壁又は帳壁への配力筋の定着は下図による。（５）コンクリートブロックの腰壁・立ち上がり壁又は帳壁への配力筋の定着は下図による。（５）コンクリートブロックの腰壁・立ち上がり壁又は帳壁への配力筋の定着は下図による。（５）コンクリートブロックの腰壁・立ち上がり壁又は帳壁への配力筋の定着は下図による。（５）コンクリートブロックの腰壁・立ち上がり壁又は帳壁への配力筋の定着は下図による。

（ｅ）　躯体に埋設される配管等について（ｅ）　躯体に埋設される配管等について（ｅ）　躯体に埋設される配管等について（ｅ）　躯体に埋設される配管等について（ｅ）　躯体に埋設される配管等について（ｅ）　躯体に埋設される配管等について（ｅ）　躯体に埋設される配管等について

（１）躯体埋設配管等に対する構造上の注意事項は、別に「コンクリート躯体に埋設される配管の取扱い（１）躯体埋設配管等に対する構造上の注意事項は、別に「コンクリート躯体に埋設される配管の取扱い（１）躯体埋設配管等に対する構造上の注意事項は、別に「コンクリート躯体に埋設される配管の取扱い（１）躯体埋設配管等に対する構造上の注意事項は、別に「コンクリート躯体に埋設される配管の取扱い（１）躯体埋設配管等に対する構造上の注意事項は、別に「コンクリート躯体に埋設される配管の取扱い（１）躯体埋設配管等に対する構造上の注意事項は、別に「コンクリート躯体に埋設される配管の取扱い（１）躯体埋設配管等に対する構造上の注意事項は、別に「コンクリート躯体に埋設される配管の取扱い

　　 について」を定めているので、監督職員との協議のうえ対応すること。　　 について」を定めているので、監督職員との協議のうえ対応すること。　　 について」を定めているので、監督職員との協議のうえ対応すること。　　 について」を定めているので、監督職員との協議のうえ対応すること。　　 について」を定めているので、監督職員との協議のうえ対応すること。　　 について」を定めているので、監督職員との協議のうえ対応すること。　　 について」を定めているので、監督職員との協議のうえ対応すること。

図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号

図面名図面名図面名図面名図面名図面名図面名

縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別受託番号受託番号受託番号受託番号受託番号受託番号受託番号 日付：日付：日付：日付：日付：日付：日付：
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縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本

以上並ばない場合の縁端距離は、構造図による。構造図になければ、表1.1の縁端距離とボルト軸径の2.5倍以上のうち、大き以上並ばない場合の縁端距離は、構造図による。構造図になければ、表1.1の縁端距離とボルト軸径の2.5倍以上のうち、大き以上並ばない場合の縁端距離は、構造図による。構造図になければ、表1.1の縁端距離とボルト軸径の2.5倍以上のうち、大き以上並ばない場合の縁端距離は、構造図による。構造図になければ、表1.1の縁端距離とボルト軸径の2.5倍以上のうち、大き以上並ばない場合の縁端距離は、構造図による。構造図になければ、表1.1の縁端距離とボルト軸径の2.5倍以上のうち、大き以上並ばない場合の縁端距離は、構造図による。構造図になければ、表1.1の縁端距離とボルト軸径の2.5倍以上のうち、大き以上並ばない場合の縁端距離は、構造図による。構造図になければ、表1.1の縁端距離とボルト軸径の2.5倍以上のうち、大き
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5555555

ｔｔｔｔｔｔｔ

ｓｓｓｓｓｓｓ

５５５５５５５

4444444

４４４４４４４

3333333

６６６６６６６

5555555

隅肉溶接のサイズ隅肉溶接のサイズ隅肉溶接のサイズ隅肉溶接のサイズ隅肉溶接のサイズ隅肉溶接のサイズ隅肉溶接のサイズ

11111111111111

8888888

９９９９９９９

7777777

８８８８８８８

6666666

10101010101010

8888888

13131313131313

10101010101010

12121212121212

9999999

14141414141414

10101010101010 11111111111111

隅肉溶接の開先標準隅肉溶接の開先標準隅肉溶接の開先標準隅肉溶接の開先標準隅肉溶接の開先標準隅肉溶接の開先標準隅肉溶接の開先標準
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11111111111111
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22222222222222
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32323232323232

19191919191919

36363636363636

21212121212121

40404040404040

24242424242424

（ａ）エンドタブ（ａ）エンドタブ（ａ）エンドタブ（ａ）エンドタブ（ａ）エンドタブ（ａ）エンドタブ（ａ）エンドタブ

（１）エンドタブの形状は母材と同厚・同開先のものとする。（１）エンドタブの形状は母材と同厚・同開先のものとする。（１）エンドタブの形状は母材と同厚・同開先のものとする。（１）エンドタブの形状は母材と同厚・同開先のものとする。（１）エンドタブの形状は母材と同厚・同開先のものとする。（１）エンドタブの形状は母材と同厚・同開先のものとする。（１）エンドタブの形状は母材と同厚・同開先のものとする。

（２）エンドタブの鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。（２）エンドタブの鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。（２）エンドタブの鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。（２）エンドタブの鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。（２）エンドタブの鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。（２）エンドタブの鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。（２）エンドタブの鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。

エンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブ

裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金

10㎜以上10㎜以上10㎜以上10㎜以上10㎜以上10㎜以上10㎜以上

mmmmmmm

mmmmmmm

溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法

半自動溶接半自動溶接半自動溶接半自動溶接半自動溶接半自動溶接半自動溶接

自動溶接自動溶接自動溶接自動溶接自動溶接自動溶接自動溶接

35以上35以上35以上35以上35以上35以上35以上

38以上38以上38以上38以上38以上38以上38以上

70以上70以上70以上70以上70以上70以上70以上

mmmmmmm

（ｂ）裏当て金（ｂ）裏当て金（ｂ）裏当て金（ｂ）裏当て金（ｂ）裏当て金（ｂ）裏当て金（ｂ）裏当て金

裏当て金の溶接裏当て金の溶接裏当て金の溶接裏当て金の溶接裏当て金の溶接裏当て金の溶接裏当て金の溶接

（１）裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い、（１）裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い、（１）裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い、（１）裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い、（１）裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い、（１）裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い、（１）裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い、

（２）完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内側に設置する。（２）完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内側に設置する。（２）完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内側に設置する。（２）完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内側に設置する。（２）完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内側に設置する。（２）完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内側に設置する。（２）完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内側に設置する。

裏当て金の厚さ裏当て金の厚さ裏当て金の厚さ裏当て金の厚さ裏当て金の厚さ裏当て金の厚さ裏当て金の厚さ

FB（t×25㎜）FB（t×25㎜）FB（t×25㎜）FB（t×25㎜）FB（t×25㎜）FB（t×25㎜）FB（t×25㎜） FB（t×38㎜）FB（t×38㎜）FB（t×38㎜）FB（t×38㎜）FB（t×38㎜）FB（t×38㎜）FB（t×38㎜）

（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）

6以上6以上6以上6以上6以上6以上6以上

9以上9以上9以上9以上9以上9以上9以上

12以上12以上12以上12以上12以上12以上12以上

ttttttt

溶接のサイズ溶接のサイズ溶接のサイズ溶接のサイズ溶接のサイズ溶接のサイズ溶接のサイズ （単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）

裏当て金の厚さ裏当て金の厚さ裏当て金の厚さ裏当て金の厚さ裏当て金の厚さ裏当て金の厚さ裏当て金の厚さ SSSSSSS

t≦9t≦9t≦9t≦9t≦9t≦9t≦9

t＞9t＞9t＞9t＞9t＞9t＞9t＞9

5555555

9999999

自動機械により開先加工を行う場合はこの限りではない。自動機械により開先加工を行う場合はこの限りではない。自動機械により開先加工を行う場合はこの限りではない。自動機械により開先加工を行う場合はこの限りではない。自動機械により開先加工を行う場合はこの限りではない。自動機械により開先加工を行う場合はこの限りではない。自動機械により開先加工を行う場合はこの限りではない。

適用管厚　3.2㎜≦t≦12㎜適用管厚　3.2㎜≦t≦12㎜適用管厚　3.2㎜≦t≦12㎜適用管厚　3.2㎜≦t≦12㎜適用管厚　3.2㎜≦t≦12㎜適用管厚　3.2㎜≦t≦12㎜適用管厚　3.2㎜≦t≦12㎜

交角　30°≦θ≦150°交角　30°≦θ≦150°交角　30°≦θ≦150°交角　30°≦θ≦150°交角　30°≦θ≦150°交角　30°≦θ≦150°交角　30°≦θ≦150°

AAAAAAA

BBBBBBB

CCCCCCC
θθθθθθθ

DDDDDDD

DDDDDDD

支管支管支管支管支管支管支管

主管主管主管主管主管主管主管

D-D断面図D-D断面図D-D断面図D-D断面図D-D断面図D-D断面図D-D断面図

主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。

A部断面A部断面A部断面A部断面A部断面A部断面A部断面

1.5t～2.0t1.5t～2.0t1.5t～2.0t1.5t～2.0t1.5t～2.0t1.5t～2.0t1.5t～2.0t

50°～60°50°～60°50°～60°50°～60°50°～60°50°～60°50°～60°
0～30～30～30～30～30～30～3

ttttttt

0～
3

0～
3

0～
3

0～
3

0～
3

0～
3

0～
3

B部断面B部断面B部断面B部断面B部断面B部断面B部断面

1.5t～2.0t1.5t～2.0t1.5t～2.0t1.5t～2.0t1.5t～2.0t1.5t～2.0t1.5t～2.0t

接線接線接線接線接線接線接線

ttttttt

1.5t～2.0t1.5t～2.0t1.5t～2.0t1.5t～2.0t1.5t～2.0t1.5t～2.0t1.5t～2.0t

0～30～30～30～30～30～30～3

1.5t～2.0t1.5t～2.0t1.5t～2.0t1.5t～2.0t1.5t～2.0t1.5t～2.0t1.5t～2.0t

C部断面C部断面C部断面C部断面C部断面C部断面C部断面

梁フランジ両端から10㎜以内の位置には行ってはならない。梁フランジ両端から10㎜以内の位置には行ってはならない。梁フランジ両端から10㎜以内の位置には行ってはならない。梁フランジ両端から10㎜以内の位置には行ってはならない。梁フランジ両端から10㎜以内の位置には行ってはならない。梁フランジ両端から10㎜以内の位置には行ってはならない。梁フランジ両端から10㎜以内の位置には行ってはならない。

11 11 11 1

ggggggg 1111111

ggggggg 1111111 ggggggg 1111111 ggggggg 2222222 ggggggg 3333333ggggggg 2222222

1-1 縁端距離及びボルト間隔1-1 縁端距離及びボルト間隔1-1 縁端距離及びボルト間隔1-1 縁端距離及びボルト間隔1-1 縁端距離及びボルト間隔1-1 縁端距離及びボルト間隔1-1 縁端距離及びボルト間隔

1-2 溶接継手の種類別開先標準1-2 溶接継手の種類別開先標準1-2 溶接継手の種類別開先標準1-2 溶接継手の種類別開先標準1-2 溶接継手の種類別開先標準1-2 溶接継手の種類別開先標準1-2 溶接継手の種類別開先標準

1-3 鋼管分岐継手詳細1-3 鋼管分岐継手詳細1-3 鋼管分岐継手詳細1-3 鋼管分岐継手詳細1-3 鋼管分岐継手詳細1-3 鋼管分岐継手詳細1-3 鋼管分岐継手詳細

1-4 鉄骨溶接施工1-4 鉄骨溶接施工1-4 鉄骨溶接施工1-4 鉄骨溶接施工1-4 鉄骨溶接施工1-4 鉄骨溶接施工1-4 鉄骨溶接施工

溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法

（単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）（単位：ｍｍ）

手溶接手溶接手溶接手溶接手溶接手溶接手溶接

半自動溶接半自動溶接半自動溶接半自動溶接半自動溶接半自動溶接半自動溶接

自動溶接自動溶接自動溶接自動溶接自動溶接自動溶接自動溶接

ppppppp

ggggggg 2222222

ggggggg 1111111 ggggggg 2222222ggggggg 2222222

ggggggg 3333333

ttttttt

SSSSSSS

SS SS SS S

SSSSSSS

SS SS SS Stt tt tt t tt tt tt t

50°～60°50°～60°50°～60°50°～60°50°～60°50°～60°50°～60°

い値とする。い値とする。い値とする。い値とする。い値とする。い値とする。い値とする。

（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）

１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）

19＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦40

7777777

22 22 22 2 ｔｔｔｔｔｔｔ

３５°３５°３５°３５°３５°３５°３５°

22 22 22 2

7777777

ｔｔｔｔｔｔｔ

D1D1D1D1D1D1D1

D2D2D2D2D2D2D2

D1 =2（ｔ－2）／3D1 =2（ｔ－2）／3D1 =2（ｔ－2）／3D1 =2（ｔ－2）／3D1 =2（ｔ－2）／3D1 =2（ｔ－2）／3D1 =2（ｔ－2）／3

D2 =（ｔ－2）／3D2 =（ｔ－2）／3D2 =（ｔ－2）／3D2 =（ｔ－2）／3D2 =（ｔ－2）／3D2 =（ｔ－2）／3D2 =（ｔ－2）／3

６０°６０°６０°６０°６０°６０°６０°

22 22 22 2

6666666

ｔｔｔｔｔｔｔ

４５°４５°４５°４５°４５°４５°４５°

22 22 22 2

３０°３０°３０°３０°３０°３０°３０°

ｔｔｔｔｔｔｔ

6666666

ｔ≦６ｔ≦６ｔ≦６ｔ≦６ｔ≦６ｔ≦６ｔ≦６

6＜ｔ≦196＜ｔ≦196＜ｔ≦196＜ｔ≦196＜ｔ≦196＜ｔ≦196＜ｔ≦19

ＧＧＧＧＧＧＧ

３５°３５°３５°３５°３５°３５°３５°

Ｇ＝ｔＧ＝ｔＧ＝ｔＧ＝ｔＧ＝ｔＧ＝ｔＧ＝ｔ

ｔｔｔｔｔｔｔ

４５°４５°４５°４５°４５°４５°４５° ３０°３０°３０°３０°３０°３０°３０°

6666666

ｔｔｔｔｔｔｔ

(　　　　　　　  　   )(　　　　　　　  　   )(　　　　　　　  　   )(　　　　　　　  　   )(　　　　　　　  　   )(　　　　　　　  　   )(　　　　　　　  　   )アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接

及びセルフシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接

１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接） ２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）

６０°６０°６０°６０°６０°６０°６０°

D1 =（ｔ－6）／2D1 =（ｔ－6）／2D1 =（ｔ－6）／2D1 =（ｔ－6）／2D1 =（ｔ－6）／2D1 =（ｔ－6）／2D1 =（ｔ－6）／2

D2 =（ｔ－6）／2D2 =（ｔ－6）／2D2 =（ｔ－6）／2D2 =（ｔ－6）／2D2 =（ｔ－6）／2D2 =（ｔ－6）／2D2 =（ｔ－6）／2

ｔｔｔｔｔｔｔ22 22 22 2

６０°６０°６０°６０°６０°６０°６０°

66 66 66 6

D2D2D2D2D2D2D2
ｔｔｔｔｔｔｔ

D1D1D1D1D1D1D1

22＜ｔ≦4022＜ｔ≦4022＜ｔ≦4022＜ｔ≦4022＜ｔ≦4022＜ｔ≦4022＜ｔ≦40

ｔｔｔｔｔｔｔ22 22 22 2 66 66 66 6 ｔｔｔｔｔｔｔ

12＜ｔ≦2212＜ｔ≦2212＜ｔ≦2212＜ｔ≦2212＜ｔ≦2212＜ｔ≦2212＜ｔ≦22

６０°６０°６０°６０°６０°６０°６０°

ｔｔｔｔｔｔｔ

ｔ≦12ｔ≦12ｔ≦12ｔ≦12ｔ≦12ｔ≦12ｔ≦12

ｔｔｔｔｔｔｔ

２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）

（単位：  　）（単位：  　）（単位：  　）（単位：  　）（単位：  　）（単位：  　）（単位：  　）ｍｍ　ｍｍ　ｍｍ　ｍｍ　ｍｍ　ｍｍ　ｍｍ　

基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号 基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号 基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号 基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号
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１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）

（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）

２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）

（単位：　 ）（単位：　 ）（単位：　 ）（単位：　 ）（単位：　 ）（単位：　 ）（単位：　 ）

２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）
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基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号 基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号 基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号 基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号
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基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号 基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号 基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号 基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号

基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号 基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号

（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

ｔ≦16ｔ≦16ｔ≦16ｔ≦16ｔ≦16ｔ≦16ｔ≦16

１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）
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２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）
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（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接） ２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）
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基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号 部分とけこみ溶接部分とけこみ溶接部分とけこみ溶接部分とけこみ溶接部分とけこみ溶接部分とけこみ溶接部分とけこみ溶接 基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号 部分とけこみ溶接部分とけこみ溶接部分とけこみ溶接部分とけこみ溶接部分とけこみ溶接部分とけこみ溶接部分とけこみ溶接

ｔ≧３のときＳ＝ｔｔ≧３のときＳ＝ｔｔ≧３のときＳ＝ｔｔ≧３のときＳ＝ｔｔ≧３のときＳ＝ｔｔ≧３のときＳ＝ｔｔ≧３のときＳ＝ｔ

ｔ＜３のときＳ＝３ｔ＜３のときＳ＝３ｔ＜３のときＳ＝３ｔ＜３のときＳ＝３ｔ＜３のときＳ＝３ｔ＜３のときＳ＝３ｔ＜３のときＳ＝３

３（軽量形鋼Ｖ形溶接）３（軽量形鋼Ｖ形溶接）３（軽量形鋼Ｖ形溶接）３（軽量形鋼Ｖ形溶接）３（軽量形鋼Ｖ形溶接）３（軽量形鋼Ｖ形溶接）３（軽量形鋼Ｖ形溶接）

（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）
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１（丸鋼等片面溶接）１（丸鋼等片面溶接）１（丸鋼等片面溶接）１（丸鋼等片面溶接）１（丸鋼等片面溶接）１（丸鋼等片面溶接）１（丸鋼等片面溶接）
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２（丸鋼等両面溶接）２（丸鋼等両面溶接）２（丸鋼等両面溶接）２（丸鋼等両面溶接）２（丸鋼等両面溶接）２（丸鋼等両面溶接）２（丸鋼等両面溶接）
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ｔ≧３のときＳ＝ｔｔ≧３のときＳ＝ｔｔ≧３のときＳ＝ｔｔ≧３のときＳ＝ｔｔ≧３のときＳ＝ｔｔ≧３のときＳ＝ｔｔ≧３のときＳ＝ｔ

４（軽量形鋼レ形溶接）４（軽量形鋼レ形溶接）４（軽量形鋼レ形溶接）４（軽量形鋼レ形溶接）４（軽量形鋼レ形溶接）４（軽量形鋼レ形溶接）４（軽量形鋼レ形溶接）
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（単位：  　）（単位：  　）（単位：  　）（単位：  　）（単位：  　）（単位：  　）（単位：  　）ｍｍ　ｍｍ　ｍｍ　ｍｍ　ｍｍ　ｍｍ　ｍｍ　

基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号 基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号 基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号 基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号基本記号

（３）裏当て金の鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。（３）裏当て金の鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。（３）裏当て金の鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。（３）裏当て金の鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。（３）裏当て金の鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。（３）裏当て金の鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。（３）裏当て金の鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。

鉄骨標準図鉄骨標準図鉄骨標準図鉄骨標準図鉄骨標準図鉄骨標準図鉄骨標準図

SrSrSrSrSrSrSr

SrSrSrSrSrSrSr

ttttttt

（ｄ）スカラップ（ｄ）スカラップ（ｄ）スカラップ（ｄ）スカラップ（ｄ）スカラップ（ｄ）スカラップ（ｄ）スカラップ

改良型スカラップ改良型スカラップ改良型スカラップ改良型スカラップ改良型スカラップ改良型スカラップ改良型スカラップ

（１）スカラップ半径Sr は35㎜とする。Sr は10㎜とする。（１）スカラップ半径Sr は35㎜とする。Sr は10㎜とする。（１）スカラップ半径Sr は35㎜とする。Sr は10㎜とする。（１）スカラップ半径Sr は35㎜とする。Sr は10㎜とする。（１）スカラップ半径Sr は35㎜とする。Sr は10㎜とする。（１）スカラップ半径Sr は35㎜とする。Sr は10㎜とする。（１）スカラップ半径Sr は35㎜とする。Sr は10㎜とする。2222222

（２）スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。（２）スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。（２）スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。（２）スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。（２）スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。（２）スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。（２）スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。

SrSrSrSrSrSrSr

SrSrSrSrSrSrSr SrSrSrSrSrSrSr

SrSrSrSrSrSrSr 1111111

2222222

従来型スカラップ従来型スカラップ従来型スカラップ従来型スカラップ従来型スカラップ従来型スカラップ従来型スカラップ

（１）スカラップ半径Srは35㎜とする。（１）スカラップ半径Srは35㎜とする。（１）スカラップ半径Srは35㎜とする。（１）スカラップ半径Srは35㎜とする。（１）スカラップ半径Srは35㎜とする。（１）スカラップ半径Srは35㎜とする。（１）スカラップ半径Srは35㎜とする。

（ｅ）スニップカット（ｅ）スニップカット（ｅ）スニップカット（ｅ）スニップカット（ｅ）スニップカット（ｅ）スニップカット（ｅ）スニップカット

（１）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。（１）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。（１）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。（１）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。（１）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。（１）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。（１）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

スニップカットスニップカットスニップカットスニップカットスニップカットスニップカットスニップカット

rrrrrrr

ScScScScScScSc

（２）スニップカットの寸法（２）スニップカットの寸法（２）スニップカットの寸法（２）スニップカットの寸法（２）スニップカットの寸法（２）スニップカットの寸法（２）スニップカットの寸法

　スニップカットの寸法は下表による。ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc=r＋2により求めるものとする。　スニップカットの寸法は下表による。ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc=r＋2により求めるものとする。　スニップカットの寸法は下表による。ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc=r＋2により求めるものとする。　スニップカットの寸法は下表による。ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc=r＋2により求めるものとする。　スニップカットの寸法は下表による。ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc=r＋2により求めるものとする。　スニップカットの寸法は下表による。ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc=r＋2により求めるものとする。　スニップカットの寸法は下表による。ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc=r＋2により求めるものとする。

ScScScScScScSc 10101010101010 12121212121212 14141414141414 15151515151515

6666666 9999999 12121212121212 16以上16以上16以上16以上16以上16以上16以上

（ｆ）溶接部分の段差（ｆ）溶接部分の段差（ｆ）溶接部分の段差（ｆ）溶接部分の段差（ｆ）溶接部分の段差（ｆ）溶接部分の段差（ｆ）溶接部分の段差

（１）完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合（１）完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合（１）完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合（１）完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合（１）完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合（１）完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合（１）完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合

1/2.5以下1/2.5以下1/2.5以下1/2.5以下1/2.5以下1/2.5以下1/2.5以下
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図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号

図面名図面名図面名図面名図面名図面名図面名

縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別図 面 種 別受託番号受託番号受託番号受託番号受託番号受託番号受託番号 日付：日付：日付：日付：日付：日付：日付：

製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図担 当担 当担 当担 当担 当担 当担 当検 図検 図検 図検 図検 図検 図検 図設計部長設計部長設計部長設計部長設計部長設計部長設計部長
設計図設計図設計図設計図設計図設計図設計図

会 社会 社会 社会 社会 社会 社会 社
株 式株 式株 式株 式株 式株 式株 式

松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録　宮城県知事登録
　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号　　第22110183号

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所 2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日2023年3月24日２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ２２－１２７Ｓ

ＳＳＳＳＳＳＳ

S=NON(A3版 50%縮小)S=NON(A3版 50%縮小)S=NON(A3版 50%縮小)S=NON(A3版 50%縮小)S=NON(A3版 50%縮小)S=NON(A3版 50%縮小)S=NON(A3版 50%縮小)

鉄骨標準図(1)鉄骨標準図(1)鉄骨標準図(1)鉄骨標準図(1)鉄骨標準図(1)鉄骨標準図(1)鉄骨標準図(1)

一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭

007007007007007007007

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）



　は３φまたは   のうち小さい方とする。 （ｅ≧ H とする）　は３φまたは   のうち小さい方とする。 （ｅ≧ H とする）　は３φまたは   のうち小さい方とする。 （ｅ≧ H とする）　は３φまたは   のうち小さい方とする。 （ｅ≧ H とする）　は３φまたは   のうち小さい方とする。 （ｅ≧ H とする）　は３φまたは   のうち小さい方とする。 （ｅ≧ H とする）　は３φまたは   のうち小さい方とする。 （ｅ≧ H とする）

補強トラス法補強トラス法補強トラス法補強トラス法補強トラス法補強トラス法補強トラス法
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補強プレート法補強プレート法補強プレート法補強プレート法補強プレート法補強プレート法補強プレート法
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(自然開先)(自然開先)(自然開先)(自然開先)(自然開先)(自然開先)(自然開先)

補強トラス補強トラス補強トラス補強トラス補強トラス補強トラス補強トラス

60°60°60°60°60°60°60° 0～50～50～50～50～50～50～5 0～50～50～50～50～50～50～5

ｔｔｔｔｔｔｔfffffff fffffffｔｔｔｔｔｔｔ

補強プレート補強プレート補強プレート補強プレート補強プレート補強プレート補強プレート

0～50～50～50～50～50～50～5 0～50～50～50～50～50～50～5
LLLLLLLCCCCCCC

（２）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートの適用幅及び厚さは下表による。（２）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートの適用幅及び厚さは下表による。（２）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートの適用幅及び厚さは下表による。（２）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートの適用幅及び厚さは下表による。（２）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートの適用幅及び厚さは下表による。（２）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートの適用幅及び厚さは下表による。（２）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートの適用幅及び厚さは下表による。

（１）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートは、PL表記であっても FB又はPLとする。（１）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートは、PL表記であっても FB又はPLとする。（１）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートは、PL表記であっても FB又はPLとする。（１）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートは、PL表記であっても FB又はPLとする。（１）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートは、PL表記であっても FB又はPLとする。（１）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートは、PL表記であっても FB又はPLとする。（１）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートは、PL表記であっても FB又はPLとする。
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鉄筋貫通孔の径鉄筋貫通孔の径鉄筋貫通孔の径鉄筋貫通孔の径鉄筋貫通孔の径鉄筋貫通孔の径鉄筋貫通孔の径

（１）鉄筋の貫通孔経は、下表による。（１）鉄筋の貫通孔経は、下表による。（１）鉄筋の貫通孔経は、下表による。（１）鉄筋の貫通孔経は、下表による。（１）鉄筋の貫通孔経は、下表による。（１）鉄筋の貫通孔経は、下表による。（１）鉄筋の貫通孔経は、下表による。

（２）主筋等の鉄筋貫通孔は、原則として最大孔径に統一する。（２）主筋等の鉄筋貫通孔は、原則として最大孔径に統一する。（２）主筋等の鉄筋貫通孔は、原則として最大孔径に統一する。（２）主筋等の鉄筋貫通孔は、原則として最大孔径に統一する。（２）主筋等の鉄筋貫通孔は、原則として最大孔径に統一する。（２）主筋等の鉄筋貫通孔は、原則として最大孔径に統一する。（２）主筋等の鉄筋貫通孔は、原則として最大孔径に統一する。

鉄筋の呼び名鉄筋の呼び名鉄筋の呼び名鉄筋の呼び名鉄筋の呼び名鉄筋の呼び名鉄筋の呼び名

鉄筋貫通孔の径鉄筋貫通孔の径鉄筋貫通孔の径鉄筋貫通孔の径鉄筋貫通孔の径鉄筋貫通孔の径鉄筋貫通孔の径

（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）

鉄筋貫通孔の位置鉄筋貫通孔の位置鉄筋貫通孔の位置鉄筋貫通孔の位置鉄筋貫通孔の位置鉄筋貫通孔の位置鉄筋貫通孔の位置

梁主筋梁主筋梁主筋梁主筋梁主筋梁主筋梁主筋

梁あばら筋梁あばら筋梁あばら筋梁あばら筋梁あばら筋梁あばら筋梁あばら筋

梁主筋梁主筋梁主筋梁主筋梁主筋梁主筋梁主筋

柱帯筋柱帯筋柱帯筋柱帯筋柱帯筋柱帯筋柱帯筋

直交梁直交梁直交梁直交梁直交梁直交梁直交梁

柱帯筋柱帯筋柱帯筋柱帯筋柱帯筋柱帯筋柱帯筋

柱主筋柱主筋柱主筋柱主筋柱主筋柱主筋柱主筋

柱主筋柱主筋柱主筋柱主筋柱主筋柱主筋柱主筋

梁上端主筋梁上端主筋梁上端主筋梁上端主筋梁上端主筋梁上端主筋梁上端主筋

梁下端主筋梁下端主筋梁下端主筋梁下端主筋梁下端主筋梁下端主筋梁下端主筋

柱主筋柱主筋柱主筋柱主筋柱主筋柱主筋柱主筋

柱帯筋位置柱帯筋位置柱帯筋位置柱帯筋位置柱帯筋位置柱帯筋位置柱帯筋位置

小梁下端主筋が貫通する場合小梁下端主筋が貫通する場合小梁下端主筋が貫通する場合小梁下端主筋が貫通する場合小梁下端主筋が貫通する場合小梁下端主筋が貫通する場合小梁下端主筋が貫通する場合 小梁下端主筋が貫通しない場合（単位：㎜）小梁下端主筋が貫通しない場合（単位：㎜）小梁下端主筋が貫通しない場合（単位：㎜）小梁下端主筋が貫通しない場合（単位：㎜）小梁下端主筋が貫通しない場合（単位：㎜）小梁下端主筋が貫通しない場合（単位：㎜）小梁下端主筋が貫通しない場合（単位：㎜）

小梁下端主筋小梁下端主筋小梁下端主筋小梁下端主筋小梁下端主筋小梁下端主筋小梁下端主筋 小梁下端主筋小梁下端主筋小梁下端主筋小梁下端主筋小梁下端主筋小梁下端主筋小梁下端主筋

（１）片面溶接の有効長さ（Ｌ）は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上とする。ただし、溶接によらない場合は135°曲げフック（１）片面溶接の有効長さ（Ｌ）は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上とする。ただし、溶接によらない場合は135°曲げフック（１）片面溶接の有効長さ（Ｌ）は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上とする。ただし、溶接によらない場合は135°曲げフック（１）片面溶接の有効長さ（Ｌ）は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上とする。ただし、溶接によらない場合は135°曲げフック（１）片面溶接の有効長さ（Ｌ）は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上とする。ただし、溶接によらない場合は135°曲げフック（１）片面溶接の有効長さ（Ｌ）は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上とする。ただし、溶接によらない場合は135°曲げフック（１）片面溶接の有効長さ（Ｌ）は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上とする。ただし、溶接によらない場合は135°曲げフック

とする。とする。とする。とする。とする。とする。とする。

梁への定着方法梁への定着方法梁への定着方法梁への定着方法梁への定着方法梁への定着方法梁への定着方法

柱への定着方法柱への定着方法柱への定着方法柱への定着方法柱への定着方法柱への定着方法柱への定着方法

コーナー筋コーナー筋コーナー筋コーナー筋コーナー筋コーナー筋コーナー筋

（ａ）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合は、次による。（ａ）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合は、次による。（ａ）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合は、次による。（ａ）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合は、次による。（ａ）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合は、次による。（ａ）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合は、次による。（ａ）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合は、次による。

（１）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。（１）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。（１）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。（１）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。（１）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。（１）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。（１）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。

（２）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で２倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で３倍以上確保する。（２）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で２倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で３倍以上確保する。（２）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で２倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で３倍以上確保する。（２）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で２倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で３倍以上確保する。（２）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で２倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で３倍以上確保する。（２）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で２倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で３倍以上確保する。（２）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で２倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で３倍以上確保する。

（１）補強プレートが16㎜以上となる場合は、必要な長さの1/2以上の補強プレートをウェブ両面から溶接する。（１）補強プレートが16㎜以上となる場合は、必要な長さの1/2以上の補強プレートをウェブ両面から溶接する。（１）補強プレートが16㎜以上となる場合は、必要な長さの1/2以上の補強プレートをウェブ両面から溶接する。（１）補強プレートが16㎜以上となる場合は、必要な長さの1/2以上の補強プレートをウェブ両面から溶接する。（１）補強プレートが16㎜以上となる場合は、必要な長さの1/2以上の補強プレートをウェブ両面から溶接する。（１）補強プレートが16㎜以上となる場合は、必要な長さの1/2以上の補強プレートをウェブ両面から溶接する。（１）補強プレートが16㎜以上となる場合は、必要な長さの1/2以上の補強プレートをウェブ両面から溶接する。

（２）補強プレートは丸型としても良い。上下フランジとのあき50mmについては施工性を考慮して小さくすることもできる。（２）補強プレートは丸型としても良い。上下フランジとのあき50mmについては施工性を考慮して小さくすることもできる。（２）補強プレートは丸型としても良い。上下フランジとのあき50mmについては施工性を考慮して小さくすることもできる。（２）補強プレートは丸型としても良い。上下フランジとのあき50mmについては施工性を考慮して小さくすることもできる。（２）補強プレートは丸型としても良い。上下フランジとのあき50mmについては施工性を考慮して小さくすることもできる。（２）補強プレートは丸型としても良い。上下フランジとのあき50mmについては施工性を考慮して小さくすることもできる。（２）補強プレートは丸型としても良い。上下フランジとのあき50mmについては施工性を考慮して小さくすることもできる。

（１）スリーブの取付けは、全周隅肉溶接とする。（１）スリーブの取付けは、全周隅肉溶接とする。（１）スリーブの取付けは、全周隅肉溶接とする。（１）スリーブの取付けは、全周隅肉溶接とする。（１）スリーブの取付けは、全周隅肉溶接とする。（１）スリーブの取付けは、全周隅肉溶接とする。（１）スリーブの取付けは、全周隅肉溶接とする。

梁貫通孔の位置の限度（単位：㎜）梁貫通孔の位置の限度（単位：㎜）梁貫通孔の位置の限度（単位：㎜）梁貫通孔の位置の限度（単位：㎜）梁貫通孔の位置の限度（単位：㎜）梁貫通孔の位置の限度（単位：㎜）梁貫通孔の位置の限度（単位：㎜）

φφφφφφφ

H ：鉄骨せいH ：鉄骨せいH ：鉄骨せいH ：鉄骨せいH ：鉄骨せいH ：鉄骨せいH ：鉄骨せい

D ：はりせいD ：はりせいD ：はりせいD ：はりせいD ：はりせいD ：はりせいD ：はりせい

φ：貫通孔内径寸法φ：貫通孔内径寸法φ：貫通孔内径寸法φ：貫通孔内径寸法φ：貫通孔内径寸法φ：貫通孔内径寸法φ：貫通孔内径寸法

（φ≦H/2かつφ≦D/3）（φ≦H/2かつφ≦D/3）（φ≦H/2かつφ≦D/3）（φ≦H/2かつφ≦D/3）（φ≦H/2かつφ≦D/3）（φ≦H/2かつφ≦D/3）（φ≦H/2かつφ≦D/3）

（１）もや、胴縁類の取付け用ボルトを普通ボルト接合とする場合は、二重ナットとする。（１）もや、胴縁類の取付け用ボルトを普通ボルト接合とする場合は、二重ナットとする。（１）もや、胴縁類の取付け用ボルトを普通ボルト接合とする場合は、二重ナットとする。（１）もや、胴縁類の取付け用ボルトを普通ボルト接合とする場合は、二重ナットとする。（１）もや、胴縁類の取付け用ボルトを普通ボルト接合とする場合は、二重ナットとする。（１）もや、胴縁類の取付け用ボルトを普通ボルト接合とする場合は、二重ナットとする。（１）もや、胴縁類の取付け用ボルトを普通ボルト接合とする場合は、二重ナットとする。
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(bs)(bs)(bs)(bs)(bs)(bs)(bs)70以上70以上70以上70以上70以上70以上70以上

40程度40程度40程度40程度40程度40程度40程度

1-6 梁貫通孔補強1-6 梁貫通孔補強1-6 梁貫通孔補強1-6 梁貫通孔補強1-6 梁貫通孔補強1-6 梁貫通孔補強1-6 梁貫通孔補強

1-7 壁筋の周辺部材への定着1-7 壁筋の周辺部材への定着1-7 壁筋の周辺部材への定着1-7 壁筋の周辺部材への定着1-7 壁筋の周辺部材への定着1-7 壁筋の周辺部材への定着1-7 壁筋の周辺部材への定着

1-8 柱組立筋1-8 柱組立筋1-8 柱組立筋1-8 柱組立筋1-8 柱組立筋1-8 柱組立筋1-8 柱組立筋

1-9 仕口部内の帯筋の加工及び組立1-9 仕口部内の帯筋の加工及び組立1-9 仕口部内の帯筋の加工及び組立1-9 仕口部内の帯筋の加工及び組立1-9 仕口部内の帯筋の加工及び組立1-9 仕口部内の帯筋の加工及び組立1-9 仕口部内の帯筋の加工及び組立

1-10 鉄筋貫通孔の径及び位置1-10 鉄筋貫通孔の径及び位置1-10 鉄筋貫通孔の径及び位置1-10 鉄筋貫通孔の径及び位置1-10 鉄筋貫通孔の径及び位置1-10 鉄筋貫通孔の径及び位置1-10 鉄筋貫通孔の径及び位置

1-11 広幅平鋼の取り扱いについて1-11 広幅平鋼の取り扱いについて1-11 広幅平鋼の取り扱いについて1-11 広幅平鋼の取り扱いについて1-11 広幅平鋼の取り扱いについて1-11 広幅平鋼の取り扱いについて1-11 広幅平鋼の取り扱いについて

1-12 普通ボルト接合1-12 普通ボルト接合1-12 普通ボルト接合1-12 普通ボルト接合1-12 普通ボルト接合1-12 普通ボルト接合1-12 普通ボルト接合

LLLLLLLCCCCCCC

520N級鋼520N級鋼520N級鋼520N級鋼520N級鋼520N級鋼520N級鋼

YGA-50W,50PYGA-50W,50PYGA-50W,50PYGA-50W,50PYGA-50W,50PYGA-50W,50PYGA-50W,50P

YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19

鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類

400N級鋼400N級鋼400N級鋼400N級鋼400N級鋼400N級鋼400N級鋼

490N級鋼490N級鋼490N級鋼490N級鋼490N級鋼490N級鋼490N級鋼

JIS Z 3214JIS Z 3214JIS Z 3214JIS Z 3214JIS Z 3214JIS Z 3214JIS Z 3214

YGA-50W,50PYGA-50W,50PYGA-50W,50PYGA-50W,50PYGA-50W,50PYGA-50W,50PYGA-50W,50P

JIS Z 3214JIS Z 3214JIS Z 3214JIS Z 3214JIS Z 3214JIS Z 3214JIS Z 3214

YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19

YGW-11,15YGW-11,15YGW-11,15YGW-11,15YGW-11,15YGW-11,15YGW-11,15

JIS Z 3212JIS Z 3212JIS Z 3212JIS Z 3212JIS Z 3212JIS Z 3212JIS Z 3212

溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料

JIS Z 3211,3212JIS Z 3211,3212JIS Z 3211,3212JIS Z 3211,3212JIS Z 3211,3212JIS Z 3211,3212JIS Z 3211,3212

YGW-11,15YGW-11,15YGW-11,15YGW-11,15YGW-11,15YGW-11,15YGW-11,15

YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19

250以下250以下250以下250以下250以下250以下250以下30以下30以下30以下30以下30以下30以下30以下

350以下350以下350以下350以下350以下350以下350以下

350以下350以下350以下350以下350以下350以下350以下

250以下250以下250以下250以下250以下250以下250以下30以下30以下30以下30以下30以下30以下30以下

40以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下

40以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下

パス間温度パス間温度パス間温度パス間温度パス間温度パス間温度パス間温度

（℃）（℃）（℃）（℃）（℃）（℃）（℃）

350以下350以下350以下350以下350以下350以下350以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下

入熱入熱入熱入熱入熱入熱入熱

（KJ/cm）（KJ/cm）（KJ/cm）（KJ/cm）（KJ/cm）（KJ/cm）（KJ/cm）

YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19

YGW-11,15YGW-11,15YGW-11,15YGW-11,15YGW-11,15YGW-11,15YGW-11,15400N級STKR、400N級STKR、400N級STKR、400N級STKR、400N級STKR、400N級STKR、400N級STKR、

BCR及びBCPBCR及びBCPBCR及びBCPBCR及びBCPBCR及びBCPBCR及びBCPBCR及びBCP

YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19YGW-18,19 250以下250以下250以下250以下250以下250以下250以下30以下30以下30以下30以下30以下30以下30以下
490N級STKR、490N級STKR、490N級STKR、490N級STKR、490N級STKR、490N級STKR、490N級STKR、

及びBCP及びBCP及びBCP及びBCP及びBCP及びBCP及びBCP

250以下250以下250以下250以下250以下250以下250以下30以下30以下30以下30以下30以下30以下30以下

350以下350以下350以下350以下350以下350以下350以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下

（ｇ）鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件（ｇ）鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件（ｇ）鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件（ｇ）鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件（ｇ）鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件（ｇ）鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件（ｇ）鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

（ａ）鉄筋又は軽量形鋼にフレア溶接を行う場合は下記による。（ａ）鉄筋又は軽量形鋼にフレア溶接を行う場合は下記による。（ａ）鉄筋又は軽量形鋼にフレア溶接を行う場合は下記による。（ａ）鉄筋又は軽量形鋼にフレア溶接を行う場合は下記による。（ａ）鉄筋又は軽量形鋼にフレア溶接を行う場合は下記による。（ａ）鉄筋又は軽量形鋼にフレア溶接を行う場合は下記による。（ａ）鉄筋又は軽量形鋼にフレア溶接を行う場合は下記による。

（ｂ）有効溶接長さ（Ｌ）は、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を除いた部分の長さとする。（ｂ）有効溶接長さ（Ｌ）は、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を除いた部分の長さとする。（ｂ）有効溶接長さ（Ｌ）は、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を除いた部分の長さとする。（ｂ）有効溶接長さ（Ｌ）は、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を除いた部分の長さとする。（ｂ）有効溶接長さ（Ｌ）は、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を除いた部分の長さとする。（ｂ）有効溶接長さ（Ｌ）は、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を除いた部分の長さとする。（ｂ）有効溶接長さ（Ｌ）は、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を除いた部分の長さとする。

Ｌ：片面フレア溶接の場合　10dＬ：片面フレア溶接の場合　10dＬ：片面フレア溶接の場合　10dＬ：片面フレア溶接の場合　10dＬ：片面フレア溶接の場合　10dＬ：片面フレア溶接の場合　10dＬ：片面フレア溶接の場合　10d

　　両面フレア溶接の場合　 5d　　両面フレア溶接の場合　 5d　　両面フレア溶接の場合　 5d　　両面フレア溶接の場合　 5d　　両面フレア溶接の場合　 5d　　両面フレア溶接の場合　 5d　　両面フレア溶接の場合　 5d

ｄ：異形鉄筋の呼び名に用いた数値ｄ：異形鉄筋の呼び名に用いた数値ｄ：異形鉄筋の呼び名に用いた数値ｄ：異形鉄筋の呼び名に用いた数値ｄ：異形鉄筋の呼び名に用いた数値ｄ：異形鉄筋の呼び名に用いた数値ｄ：異形鉄筋の呼び名に用いた数値

Ｌａ及びＬｂ=１Ｓ（鉄筋については1d）以上Ｌａ及びＬｂ=１Ｓ（鉄筋については1d）以上Ｌａ及びＬｂ=１Ｓ（鉄筋については1d）以上Ｌａ及びＬｂ=１Ｓ（鉄筋については1d）以上Ｌａ及びＬｂ=１Ｓ（鉄筋については1d）以上Ｌａ及びＬｂ=１Ｓ（鉄筋については1d）以上Ｌａ及びＬｂ=１Ｓ（鉄筋については1d）以上

Ｓ：溶接のサイズＳ：溶接のサイズＳ：溶接のサイズＳ：溶接のサイズＳ：溶接のサイズＳ：溶接のサイズＳ：溶接のサイズ
LaLaLaLaLaLaLa LLLLLLL

2-5 フレア溶接を行う場合の溶接長さ2-5 フレア溶接を行う場合の溶接長さ2-5 フレア溶接を行う場合の溶接長さ2-5 フレア溶接を行う場合の溶接長さ2-5 フレア溶接を行う場合の溶接長さ2-5 フレア溶接を行う場合の溶接長さ2-5 フレア溶接を行う場合の溶接長さ
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ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ
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ＬＬＬＬＬＬＬ

D13以上の組立筋（柱幅≧700㎜）D13以上の組立筋（柱幅≧700㎜）D13以上の組立筋（柱幅≧700㎜）D13以上の組立筋（柱幅≧700㎜）D13以上の組立筋（柱幅≧700㎜）D13以上の組立筋（柱幅≧700㎜）D13以上の組立筋（柱幅≧700㎜）

組立筋組立筋組立筋組立筋組立筋組立筋組立筋
6φ－1000@6φ－1000@6φ－1000@6φ－1000@6φ－1000@6φ－1000@6φ－1000@

（２）フィラープレートの鋼材種別はＳＳ４００とする。（２）フィラープレートの鋼材種別はＳＳ４００とする。（２）フィラープレートの鋼材種別はＳＳ４００とする。（２）フィラープレートの鋼材種別はＳＳ４００とする。（２）フィラープレートの鋼材種別はＳＳ４００とする。（２）フィラープレートの鋼材種別はＳＳ４００とする。（２）フィラープレートの鋼材種別はＳＳ４００とする。

（１）スライスプレートの鋼材種別はＳＮ－Ｂとし、引張強さによる区分は、母材と同等とする。（１）スライスプレートの鋼材種別はＳＮ－Ｂとし、引張強さによる区分は、母材と同等とする。（１）スライスプレートの鋼材種別はＳＮ－Ｂとし、引張強さによる区分は、母材と同等とする。（１）スライスプレートの鋼材種別はＳＮ－Ｂとし、引張強さによる区分は、母材と同等とする。（１）スライスプレートの鋼材種別はＳＮ－Ｂとし、引張強さによる区分は、母材と同等とする。（１）スライスプレートの鋼材種別はＳＮ－Ｂとし、引張強さによる区分は、母材と同等とする。（１）スライスプレートの鋼材種別はＳＮ－Ｂとし、引張強さによる区分は、母材と同等とする。

1-13 高力ボルト接合1-13 高力ボルト接合1-13 高力ボルト接合1-13 高力ボルト接合1-13 高力ボルト接合1-13 高力ボルト接合1-13 高力ボルト接合

（２）フィラープレートの鋼材種別はＳＳ４００とする。（２）フィラープレートの鋼材種別はＳＳ４００とする。（２）フィラープレートの鋼材種別はＳＳ４００とする。（２）フィラープレートの鋼材種別はＳＳ４００とする。（２）フィラープレートの鋼材種別はＳＳ４００とする。（２）フィラープレートの鋼材種別はＳＳ４００とする。（２）フィラープレートの鋼材種別はＳＳ４００とする。

  鉄骨フランジには、鉄筋貫通孔を設けないものとする。  鉄骨フランジには、鉄筋貫通孔を設けないものとする。  鉄骨フランジには、鉄筋貫通孔を設けないものとする。  鉄骨フランジには、鉄筋貫通孔を設けないものとする。  鉄骨フランジには、鉄筋貫通孔を設けないものとする。  鉄骨フランジには、鉄筋貫通孔を設けないものとする。  鉄骨フランジには、鉄筋貫通孔を設けないものとする。
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（bs)：主筋と平行する鉄骨とのあき（bs)：主筋と平行する鉄骨とのあき（bs)：主筋と平行する鉄骨とのあき（bs)：主筋と平行する鉄骨とのあき（bs)：主筋と平行する鉄骨とのあき（bs)：主筋と平行する鉄骨とのあき（bs)：主筋と平行する鉄骨とのあき

ｅ：材端と補強プレートの間隔ｅ：材端と補強プレートの間隔ｅ：材端と補強プレートの間隔ｅ：材端と補強プレートの間隔ｅ：材端と補強プレートの間隔ｅ：材端と補強プレートの間隔ｅ：材端と補強プレートの間隔

（ｂ）貫通孔の補強方法は、構造図による。（ｂ）貫通孔の補強方法は、構造図による。（ｂ）貫通孔の補強方法は、構造図による。（ｂ）貫通孔の補強方法は、構造図による。（ｂ）貫通孔の補強方法は、構造図による。（ｂ）貫通孔の補強方法は、構造図による。（ｂ）貫通孔の補強方法は、構造図による。

（１）補強プレート法及び補強トラス法の溶接等は、以下による。（１）補強プレート法及び補強トラス法の溶接等は、以下による。（１）補強プレート法及び補強トラス法の溶接等は、以下による。（１）補強プレート法及び補強トラス法の溶接等は、以下による。（１）補強プレート法及び補強トラス法の溶接等は、以下による。（１）補強プレート法及び補強トラス法の溶接等は、以下による。（１）補強プレート法及び補強トラス法の溶接等は、以下による。

定着用差し筋定着用差し筋定着用差し筋定着用差し筋定着用差し筋定着用差し筋定着用差し筋
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コーナー筋コーナー筋コーナー筋コーナー筋コーナー筋コーナー筋コーナー筋
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鉄骨標準図(2)鉄骨標準図(2)鉄骨標準図(2)鉄骨標準図(2)鉄骨標準図(2)鉄骨標準図(2)鉄骨標準図(2)

一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭

008008008008008008008

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）



図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 2023年3月24日２２－１２７Ｓ

Ｓ

S=NON(A3版 50%縮小)

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向  左図円部詳細ａ部 ａ部耐火仕様①
クローサー図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。 釘普通コンクリート

釘　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　　合成スラブ工業会仕様 鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁
３０ ３０

Ｄ ＦＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、 ＱＬデッキ柱 ＱＬデッキ
梁型枠３０ 梁にのみ込み３０ｍｍ(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。 ｄ

ＥＡ 釘※2１５０
耐火補強筋

２スパン                               ２スパン １スパン           １スパン            １スパン           １スパン
ａＢ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

小
梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁 クローサーｂ
2コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

大
梁

溶接金網又は異形鉄筋  内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向ｃ部ｂ部開口部 開口部２スパン                     １スパン耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重 外
周

部
大

梁

大
梁

（Ｄ１０－＠２００） 小
梁

溶接金網または異形鉄筋Ｈ １スパン 普通コンクリート 梁に定着ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 溶接金網又は異形鉄筋８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０ 普通コンクリート普通コンクリート ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ｃＣ床、１時間耐火 ＱＬ９９－７５ 2４,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 φ６－１００x１００ 注2) Ｇ外周部大梁 大梁FP060FL-9095 ｅ
ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 ４

０

※2軽量コンクリート ８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０
※2耐火補強筋 １０ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ３０ ３０ 耐火補強筋ＱＬデッキ

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２  外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照
ＱＬデッキφ６－１００x１００普通コンクリート 溶接金網３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 溶接金網又は異形鉄筋 壁ＱＬ９９－７５ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁2 又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下壁 溶接金網又は異形鉄筋床、２時間耐火 ＲＣ梁又はＳＲＣ梁５,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ 注2) 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

コンクリート コンクリートクローサー 又は打込み鋲FP120FL-9107 ２.７ｍ 以下ＱＬ９９－５０ 算出式 注５)Ａ 参照
８５ｍｍ 以上 φ６－１００x１００  ブラケット支持 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 ｃ部ｄ部軽量コンクリート 算出式 注５)Ｂ 参照３.４ｍ 以下

ＱＬ９９－７５ 2 アークスポット溶接 又は注2)３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ ５,４００N/m 以下 すみ肉溶接又はドリルねじ 打込み鋲 ＠６００以下φ４－１３　＠６００以下
ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００） 溶接金網又は異形鉄筋※1ＱＬデッキ ＱＬデッキまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） （梁に定着）※1※1 ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆普通又は軽量コンクリート

※1梁耐火被覆端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ 梁耐火被覆
梁耐火被覆 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド３

０

コンクリート厚さ 又は打込み鋲 又は打込み鋲 １０※2ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ又は打込み鋲 １０ フラッシング耐火補強筋３０
ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ  ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合  ＱＬデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合Ｄ部 Ｄ部Ｂ･Ｈ部 Ｂ部焼抜き栓溶接、打込み鋲８５０１５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） ３０ｍｍ以上又は頭付きスタッド コンクリート耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照Ｓ梁 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドスパン スパン ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 ※1 溶接金網又は異形鉄筋 ＳＲＣ梁又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸ＱＬデッキ

クローサー
 柱廻り納まり  柱廻り（ａ－ａ断面）ｅ部 ｅ部

※2
2 すみ肉溶接又はドリルねじ耐火補強筋支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

φ４－１３　＠６００以下耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００） ３０ｍｍのみ込み QLデッキ切断、柱へののみ込みなし溶接金網又は異形鉄筋 200ｍｍ以下※1※1耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重 ＱＬデッキ（Ｄ１０－＠２００） 梁幅ＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 50ｍｍ以上５０ｍｍ以上
※1すみ肉溶接ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド普通コンクリート 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ焼抜き栓溶接、頭付きスタッド床、１時間耐火 算出式 注５)Ｂ 参照ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ａ ａ又は打込み鋲 φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 又は打込み鋲φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上 フラッシングFP060FL-9101 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照
軽量コンクリート

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照  梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎＥ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部 １０ｍｍ以上 柱型枠ＱＬデッキ梁幅焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照 コンクリート止め 木材等焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断普通コンクリート QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしこの部分の小口は塞がない！床、２時間耐火 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照
φ６－１００x１００ 現場切断（ＱＬデッキ）

柱FP120FL-9113 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照
C)開口が連続している場合軽量コンクリート ８５ｍｍ 以上

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 連続する開口の開口群(仮想開口)と１）開口がφ１５０程度の場合
2 見なし、その開口部の大きさにより、支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート   A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径 2)又は3)に準じて補強を行う耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

開口補強筋Ｄ１３ 仮想開口※3溶接金網又は異形鉄筋耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重 ※1 クローサークローサー（Ｄ１０－＠２００） すみ肉溶接又はドリルねじ
梁耐火被覆 ＱＬデッキ受材φ４－１３　＠６００以下QLデッキ受材ＦＢ６５×６等ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照床、１時間耐火

φ６－１５０x１５０普通コンクリート ８０ｍｍ 以上 (APWの場合 ＦＢ６５×９等) 柱廻りＱＬデッキ切欠き焼抜き栓溶接又は打込み鋲FP060FL-9101 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 Ｌ

ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照床、２時間耐火 開口補強筋Ｄ１０ 開口補強筋Ｄ１０・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。普通コンクリート φ６－１００x１００
耐力補強筋 ２）に準ずFP120FL-9113 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 ・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ ・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、 ｗ２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。普通又は軽量コンクリート になるようレベル保持し、全面に配筋する。または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） Ｍ開口補強筋Ｄ１０ 耐力補強筋ａt＝耐火補強筋 Ｄ１３普通コンクリート ｗ ｆt･ｊＡ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合溶接金網 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント３

０

３
０

３
０

コンクリート厚さコンクリート厚さ Ｌ1 ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。 開口部ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ ａd又はａtの大きい方３
０

耐火補強筋が必要。４
０

耐火補強筋 Ｄ１３ 2１５０ １５０ 耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）ＱＬデッキ(単純支持)３０ ３０ ＱＬデッキ １５０ｍｍ以上耐火補強筋 Ｄ１３ 2ＱＬデッキ 耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ５０ 耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） Ｓ梁 焼抜き栓溶接、打込み鋲ＲＣ梁又はＳＲＣ梁
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された又は頭付きスタッド
　　場合の切断された耐火補強筋の本数横筋 ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＱＬデッキ １５０ＱＬデッキスパン                      スパン注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。 ｗ(単純支持) ３）ｗ＞600mmの場合溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上 小梁補強連続支持 単純支持注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上 合成スラブ コンクリート箱抜き合成スラブ注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。 Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上 ≧４０･Ｄ コンクリート硬化後注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。 開口部ＱＬデッキを切断耐火補強筋Ｄ１３注５）許容積載荷重Ｗ　算出式 Ｌ2 ｗ　：支持スパン（ｍ） 端部補強筋コンクリートのかぶり４０ｍｍ 開口１５０  ８５０ ＬＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５ ８５０  １５０ＱＬデッキ(連続支持) Ｄ１３、長さ１.０ｍ３

０

大梁上 大梁上 部［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５ 溶接金網又は異形鉄筋
Ｌ２ 開口補強筋Ｄ１３２ 2２.７ 2 ３.４

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
８５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁 耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０１５０※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） ＱＬデッキスパン                      スパン異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下 ４

０

(連続支持)付帯条件 スペーサー＠１.０ｍ以下※ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) ※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。に支持されるものとする。 ※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。
１.５ＱaＡw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下

DＱ
Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ） 焼抜き栓溶接 Ａw 鉄骨梁の場合 ３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】墨　出　しＱ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D  １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 □事前検査板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ 　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。１.２　  　　　４,９００  　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　 　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。 1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接

１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)  ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ 　　ように敷込む。 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接大梁 QLデッキと梁との接合 （１）溶接機 （１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。
工　　程                 手　　順　・　要　　領１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、

２）打込み鋲 QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 □溶接後の外観検査１    アーク発生フラッシング ３）焼抜き栓溶接ハンガー金具 QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で （３）標準溶接条件：下表　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる） （ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具） 棒径４mmφのもの 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり13
.5

3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3QLデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）２  QLデッキ焼抜き（３）標準溶接条件 径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 □不良部の補修溶接金網敷込み ３.０～４.０×１度打ち６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５Ｗ（１００～２５０） ２５ 梁フランジ板厚：６mm以上 １.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。４
０

溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を ３.０～４.０×２度打ち９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合 ３  押し込み・溶着溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。クローサー （４）溶接工の資格 ３.５～４.５×１度打ち １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 ６～９ｍｍ未満 ３４～３６３００～３２０検　　査 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる） １.６ｍｍ溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引きJIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代２
８

４.０～４.５×２度打ち９ｍｍ以上 ３４～３６３００～３２０４     整　　形 【そ　の　他】上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ （５）手順・要領１８５ 注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況コンクリート打設  　　ｍｍあることを確認する｡ 溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

QL99-75QL99-50 (単位：ｍ)(単位：ｍ) S造・施工時のスパンの取り方施工時許容スパン表（デッキプレートの検討） ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm) 100100 60 70 80 9060 70 80 90ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)
板厚(mm) 板厚(mm)1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.61.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 【単純支持】

注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、
支
持
条
件

支
持
条
件

3.372.54 3.61 3.55 3.48 3.422.75 2.69 2.64 2.59 3.072.33 3.31 3.24 3.18 3.132.52 2.47 2.42 2.37 単純(内法)単純(内法) スパン(3.37)(2.54) (3.61) (3.55) (3.48) (3.42)(2.75) (2.69) (2.64) (2.59) (3.07)(2.33) (3.31) (3.24) (3.18) (3.13)(2.52) (2.47) (2.42) (2.37)表面処理が亜鉛めっきの場合
4.073.41 4.30 4.24 4.18 4.133.67 3.61 3.54 3.47 3.733.12 4.02 3.96 3.91 3.833.38 3.31 3.24 3.18注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。 【連続支持】２連続２連続
(4.07)(3.41) (4.30) (4.24) (4.18) (4.13)(3.67) (3.61) (3.54) (3.47) (3.49)(3.07) (3.89) (3.78) (3.67) (3.58)(3.38) (3.31) (3.24) (3.15)

注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。 3.833.15 4.05 3.99 3.93 3.883.40 3.33 3.26 3.20 3.582.88 3.78 3.73 3.68 3.633.12 3.05 2.99 2.93 スパン スパン３連続３連続
(3.83)(3.15) (4.05) (3.99) (3.93) (3.88)(3.40) (3.33) (3.26) (3.20) (3.58)(2.88) (3.78) (3.73) (3.68) (3.63)(3.12) (3.05) (2.99) (2.93)

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕
標　　準　　納　　ま　　り

耐　火　仕　様
【連続支持合成スラブ】

設　　　　　　計

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

【単純支持合成スラブ】

開口部補強案

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

焼抜き栓溶接
デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査

施
　
　
　
　
工

アクセサリー

[耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用]

［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート

表　面　処　理デッキプレート種類 板厚(mm)

端部加工

□ｴﾝｸﾛ有り
*1

□ＱＬ９９-７５ □無し

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.6
□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

 　材　　質　　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　
*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）

材料／コンクリート
 種  　　　     類  □軽量コンクリート[ □１種   □２種 ]

2 設 計 基 準 強 度
 厚さ(QLデッキ山上) □６０ □７０ □８５ □９０ □９５ □１００ □（　　　）ｍｍ

材料／溶接金網・異形鉄筋
□φ６-７５×７５ □φ６-１５０×１５０

 ＪＩＳ Ｇ ３５５１ *2□（　　　　　　　　　　）

□Ｄ１０-１５０×１５０
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ □ 異 形 鉄 筋

□Ｄ１０-２００×２００ □（　　　　　　　　　　）
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ 　Ｄ１３-＠３００

*2 線形6㎜以上を用いたもの
接　　　合

JIS B 1198 □φ１３ □φ１６ □φ１９ □φ２２
□頭付きスタッド *3（各長さ・ピッチは特記による　）

梁 と の 接 合 下記焼抜き栓溶接の項による
□打込み鋲 接合箇所は特記による
□その他

*3 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする

耐　　　火
ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分 支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 耐火補強筋 認定番号

単純 要
床１時間

QL99-50 連続 不要
普通/軽量

QL99-75 単純 要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３
床２時間

連続 不要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７
注）床２時間は床１時間耐火を含む

 □指定なし  □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　）その他

特　　　記
支 保 工 有 無  その他：

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。□

 　 耐火補強筋

■ＱＬ９９-５０

■1.2

 ■普通コンクリート
 □１８　　　□２１　　　■２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

■８０

 ■ 溶 接 金 網
■φ６-１００×１００

■焼抜き栓溶接

■ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５

 ■ 無    □ 有 

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭

009

□亜鉛めっき

■裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)

[ □Z12　 □Z27 ]

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）

■ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要
Ａw ＝（　600　）mm
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 2023年3月24日２２－１２７Ｓ

Ｓ

S=NON(A3版 50%縮小)

CS75･CS50

（３）標準溶接条件：右表

工　　程

デッキ焼抜き

押し込み・溶着

整　　形

敷　込　み

 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ

 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。

　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚

梁フランジ板厚

６mm以上 １９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)

（４）溶接工の資格：JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

手　　順　・　要　　領

（１）溶接機：交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上

溶 接 電 流

アーク発生１

２

３

４

（５）手順・要領：以下の１～４の順に行う。

溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、径10㎜弱で"の"の字を描いてデッキを焼抜く。

溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き上げる。スラブを除去して仕上がりを確認。

デッキを梁(母屋)になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をデッキに垂直にしてアークを発生させる。

溶接棒を梁(母屋)上まで押込み、焼抜きの内側をなぞるように円中央へ2～3回転しながら運棒。

　　　　　　　棒径４mmφのもの

 　　乗るように敷込む。（５０ｍｍ以上）

 ２）デッキプレートの溝部が各梁(母屋)上に

 ３）デッキプレートの長さ方向の梁(母屋)上

 　　のかかり幅は、５０ｍｍ 以上に敷込む。

1) 検流計での計測

(1)デッキ相互の嵌合状況

2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用い

　　秒間溶接した時の溶接棒の消費長さが45～53mmであること。

　　てアーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０

(2)開口部の補強状況

検　　　　　　　　査

墨　出　し

敷込み仮止め溶接

デッキ相互の接合

検　　査

２）くぎ

デッキと梁(母屋)との接合

４）すみ肉溶接

１）焼抜き栓溶接

施工順序 デッキと梁(母屋)との接合

２）打込み鋲

（２）鋲：

打鋲に失敗した鋲の頭部がじゃまして，増し打ちができない

場合は、グラインダーにてその鋲の頭部とワッシャーを取り

除き、その隣でデッキスパン方向10mm以内に増し打ちする。

ｄ

Ｄ

2)検査で不合格の場合は増打ちをする。

1)検査用測定ゲージを用いて立上がり長さを確認する。

梁(母屋)板厚に合った空砲と威力をセットする。

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

（１）使用工具：鋲打機（打込み鋲専用工具）

【焼抜き栓溶接】 【打込み鋲】

３）ドリルねじ

１）ドリルねじ

３）スポット溶接

ヒルティ鋲

床商品カタログ、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。

□事前検査

【そ　の　他】

1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無

3) 標準余盛り径　：18mm以上

□溶接後の外観検査

　スラグ除去後、梁にデッキを密着させて再溶接する。

　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

□不良部の補修

□事前検査

□接合後の外観検査

□不良部の補修

（２）寸法(mm)：φ６以上ｘＬ20以上

（１）規　格　：ＪＩＳ Ｂ １１２４

梁(母屋)板厚が厚い場合は、デッキと梁(

母屋)に下穴を開けた後に、ドリルねじを

取り付ける。

注.「デッキ相互の接合」に使用するドリル

 　ねじとは、ねじの寸法(φ４ｘＬ13)が

   異なる。

　　空砲の種類及び選定についてはメーカーに確認する。

：鋲立上がり長さ

15

4.5

ｗ開口部

開
口

部

ｗ

開口部

≧
Ｗ

ｗｗ Ｌ

Ｌ

アングル

小梁補強

アングル

クローサー 梁耐火被覆用面戸クローサー

ＱＬルーフ50mm以上 50mm以上

焼抜き栓溶接、打込み鋲 焼抜き栓溶接、打込み鋲

 デッキを突き合わせた場合  デッキを離した場合  デッキを連続にした場合

又はドリルねじ 又はドリルねじ

 外周梁 デッキスパン方向

ＱＬルーフ

梁耐火被覆

開口間隔≧３×開口径

補強プレート

　打込み鋲 　ドリルねじ　焼抜き栓溶接

アーク手溶接

デッキ品名 敷設形式

３.屋根システム耐火仕様

焼抜き栓溶接、打込み鋲

又はドリルねじ

注２）
梁(母屋)（１時間耐火被覆）

ＱＬルーフ（厚さ1.2、1.6）
焼抜き栓溶接、打込み鋲又はドリルねじ

梁(母屋)とデッキの接合
注３）

スパン
注１）

スパン

≧
Ｗ

A-2A-1 A-3 A-4

開口部補強案

２）ｗ:600mm以下 ，Ｌ:900mm程度以下１）開口がφ150程度の場合 ３）ｗ＞600mmの場合

焼抜き栓溶接、打込み鋲

又はドリルねじ

梁耐火被覆
支持スパン 認定番号

ＱＬルーフ
ＱＬルーフ ※ ※

梁耐火被覆
ＱＬルーフ

焼抜き栓溶接、打込み鋲
梁耐火被覆

 外周梁 デッキ幅方向  デッキ幅方向 デッキを連続した場合  デッキを離した場合  梁との間に隙間がある場合

焼抜き栓溶接、打込み鋲

梁耐火被覆
梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、打込み鋲

又はドリルねじ 又はドリルねじ
又はドリルねじ

焼抜き栓溶接、打込み鋲

又はドリルねじ

50mm以上200mm以下

A-5 A-6 A-7 A-8

（フラッシング）現場切断焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲

※

梁耐火被覆

 梁継手部 デッキ幅方向 デッキ幅方向 デッキを連続した場合  梁継手部 デッキスパン方向 デッキを連続にした場合

ＱＬルーフ

梁耐火被覆

デッキ受材ＦＢ６５×６等

（ＡＰＷの場合 ＦＢ６５×９等)

ＱＬルーフ

焼抜き栓溶接、打込み鋲

焼抜き栓溶接、打込み鋲

現場切断(デッキ)

梁耐火被覆

又はドリルねじ 又はドリルねじ
又はドリルねじ

溶接 又は

ドリルねじ(φ4-13) ＠600以下

※※

溶接 又は

ＱＬルーフ

 梁継手部 デッキ幅方向  梁との間に隙間がある場合 デッキを突き合わせた場合

梁耐火被覆

梁耐火被覆焼抜き栓溶接、打込み鋲
デッキ受材ＦＢ６５×６等

（ＡＰＷの場合 ＦＢ６５×９等)

焼抜き栓溶接、打込み鋲

※

現場切断（デッキ）

（フラッシング）現場切断
焼抜き栓溶接、打込み鋲

 梁継手部 デッキスパン方向

又はドリルねじ

又はドリルねじ

又はドリルねじ

ドリルねじ(φ4-13) ＠600以下

又はドリルねじ

200mm以下

50mm以上

梁耐火被覆

クローサー

A-9

B-3 B-4 B-5 B-6

A-10 B-1 B-2

焼抜き栓溶接、打込み鋲

又はドリルねじ

梁耐火被覆
*

*
*

*

*

*

*

*

* *

*

スポット溶接

 (溶接長さ15mm)

すみ肉溶接

 (溶接長さ15mm)

鉄筋φ9

・その他の認定番号     ：φ2.5×L32

・認定番号 FP030RF-0064：φ2.1×L32

くぎ

（φ4×L13）

ドリルねじ

２.くぎ

４.すみ肉溶接３.スポット溶接

１.ドリルねじ

ドリルねじ、くぎまたは溶接

ＱＬルーフ デッキ相互の接合
注４）注３）

*印「梁耐火被覆」については、設計「3.屋根システム耐火仕様」の注２)を参照下さい。

※部分が180mm を超える場合、断熱材敷設のための補強が必要となることがあります。詳細については、ご相談下さい。

注２）梁(母屋)の耐火被覆  梁(母屋)に１時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。

注３）梁(母屋)とデッキ間の接合は、デッキプレート１枚毎に３ヶ所とする。詳細は「２.梁(母屋)との接合」及び「施工」欄を参照。

注４）デッキ相互の接合については下記の通りとする。

注１）スパンとは梁(母屋)の中心間距離を言う。

４.デッキ相互の接合

５.アクセサリー

接合間隔

□採用項目に ﾚ を記して下さい。

QL99-75-16Y

QL99-75-12Y

QL99-50-16Y

QL99-50-12Y

連続支持

単純支持

連続支持

単純支持

連続支持

単純支持

連続支持

単純支持

QL99-50-12Y

QL99-50-16Y

QL99-75-12Y

QL99-75-16Y 連続支持

単純支持

連続支持

単純支持 2,800mm 以下

3,400mm 以下

3,400mm 以下

4,550mm 以下

1,570N/本

デッキ板厚

１.２mm

１.６mm

接合強度一覧

６００ｍｍ以下

梁(母屋)

≦600 mm
焼抜き栓溶接、打込み鋲

又はドリルねじ

3,100N/本

3,500N/本

特　　　記

注）上記方法でデッキと梁（母屋）を接合しても、水平ブレースは削除できません。

水平ブレース（屋根面）は別途ご指示ください。

接合部の作用する荷重に応じて接合箇所の個数を決定する。

デッキ端部梁(母屋)上

デッキ中間部梁(母屋)上

 Ｎs＝Ｗs／１.５Ｐa かつ３ヶ所/デッキ１枚以上

 Ｎc＝Ｗc／１.５Ｐa かつ３ヶ所/デッキ１枚以上

Ｗｓ：デッキ端部梁(母屋)上部に作用する設計最大荷重(Ｎ/m)

Ｗｃ：デッキ中間部梁(母屋)上部に作用する設計最大荷重(Ｎ/m)

Ｎs ：デッキ端部梁(母屋)上の接合箇所数／１ｍ幅

Ｐa ：接合部１個当たりの長期許容引張り力（Ｎ）

接合箇所

端部 中間部 端部

梁(母屋)上のデッキ端部及び中間部

接合箇所

Ｎc ：デッキ中間部梁(母屋)上の接合箇所数／１ｍ幅

◎デッキ幅方向

◎デッキスパン方向

 そ の 他

設　　　　　　計

標　準　納　ま　り

施
　
　
　
工

 接合

平成14年４月16日国土交通省告示第326号に基づき、下記の仕様とする。

(デッキ相互) (デッキと母屋) 接合

□スポット溶接

□すみ肉溶接

□くぎ

□ドリルねじ

□スポット溶接

□すみ肉溶接

□くぎ

□焼抜き栓溶接

□打込み鋲

□ドリルねじ

□打込み鋲

QL99-50は、デッキスパン中央に１ヶ所接合する。

甘い場合は、１ｍ以下の接合間隔とすること。

□認定番号FP030RF-0064：＠450mm

但しQL99-50・QL99-75共に、敷込み時に嵌合が

焼抜き栓溶接、打込み鋲又はドリルねじ

梁(母屋)とデッキの接合

デッキ敷込み時にデッキ嵌合が甘い場合は、適切な処理を施して下さい。(「4.デッキ相互の接合」参照)

4,300mm 以下

3,450mm 以下

3,900mm 以下

3,200mm 以下

3,550mm 以下

2,850mm 以下

3,350mm 以下

2,650mm 以下

□FP030RF-0327

□FP030RF-0328

□FP030RF-0326

□FP030RF-0064

定尺2.4ｍ

デッキ割付の幅調整に用いる。

25 Ｗ（100～250）

13
.5

デッキの小口ふさぎ

に用いる。

52

29
29

77

場合に用いる。定尺2.4ｍ

デッキ小口を連続してふさぐ 付属のネジで固定する。

ＱＬインサート

吊り荷重:980N(100kg)

BC75･BC50FS

フラッシング クローサー 天井吊り

梁耐火被覆用面戸に

用いる。

注）認定番号FP030RF-0064に記すドリリングタッピンねじは、JIS改訂により「タッピンねじのねじ山を持つドリルねじ(JIS B 1124)」に変更になっています。

*
*

（２）溶接棒：JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒

適正な溶接を行うため 1)または2)の方法で電流値をチェックする。

NCS75S･NCS50S

板厚:1.2,1.6mm

ＱＬ９９-７５

板厚:1.2,1.6mm

ＱＬ９９-５０

7
5

600

6012060

120 120180

300幅

7
5

300

6060

120

5
0

600

60 120 60

120120 180

300幅

50

60 60

300

120

１.材料／デッキプレート

□Z27

材　　質デッキプレート種類

□QL99-75-16Y□QL99-75-12Y
ＱＬルーフ

SDP2G

JIS G 3352
亜鉛メッキ(G)

表 面 処 理商 品 名

［ISO 9001認証取得］

注1）本標準図において、「タッピンねじのねじ山を持つドリルねじ(JIS B 1124)」をドリルねじと略記する。

注2）打込み鋲の場合、「梁(母屋)板厚」の最大値は32mm。

２.梁(母屋)との接合

下記の接合箇所の項によって決定する。

梁(母屋)板厚（ｔ）＜６mm

梁(母屋)板厚（ｔ）≧６mm

□そ　　の　　他

　　　　　ヒルティ鋲（X-ENP-19 L15：JIS G 3502 ピアノ線相当）

8.2～9.8

ＱＬルーフを屋根に用いた場合の設計・施工は、(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、

（４）作業資格：鋲メーカーの作業者資格認定制度に基づき施工技術を

　２.詳細は鋲メーカーの施工要領にしたがって施工並びに検査を行う。

デッキを梁(母屋)になじませ鋲を打つ。鋲打ち

鋲打ち機調整

（３）施工指導及び施工：鋲メーカーが責任施工又は施工指導を行う。

梁(母屋)板厚に合った空砲と威力レベルをセットする。

（５）手順・要領：以下の１～３の順に行う。

　　　修得した作業員が施工する。

立上がり長さ確認 検査用測定ゲージを用いて立上がり長さを確認する。

注１.閑静な場所では発射音の対策に注意。

手　　順　・　要　　領工　　程

３

２

１

φＤ

φｄ

■QL99-50-12Y ■QL99-50-16Y
■Z12

■焼抜き栓溶接（φ18以上）

■FP030RF-0413 ■焼抜き栓溶接

ＱＬルーフ屋根設計・施工標準

ＱＬルーフ屋根設計・施工標準

一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭

010

□打込み鋲

■ドリルねじ（φ6×L20以上）

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）

端部  　　  　　 中間部       　　　端部･中間部共　          端部･中間部共

焼抜き栓溶接                    打込み鋲                 ドリルねじ

  1,170N/ヶ所    4,000N/ヶ所

  1,560N/ヶ所  　4,310N/ヶ所

■ドリルねじ

■その他：

■ドリルねじ
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図面名

縮 尺
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設計図

会 社
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 2023年3月24日２２－１２７Ｓ

Ｓ

ベースプレート

裏当金

裏当金

※開先形状は参考

（柱端部に開先を設ける）

Ｂ

2021/8

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書

注意

軟鋼及び４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼マグ溶接用ソリッドワイヤ（JIS Z3312）相当以上

低水素系４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼用（JIS Z3211、旧JIS Z3212）相当以上

３０≦ｔｍ≦７０ｍｍ

寸　法

ベースプレート

開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる

！

イ
プ

タ
G

柱下端

t

7

柱

3
5

。

柱下端

ベースプレート

柱

Ｈ

3
5

7

2

。

（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板

（大臣認定取得材）

エコタイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。

降伏比 ７０％以下

メートル並目

アンカーボルト

設　　　　計

MSTL-0404,0180 (Gタイプ用ベースプレート)

MBLT-0042～0046 (アンカー用ボルトセット)

BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

ねじの種類

規　格

ＳＮ４９０Ｂ
備　考

ベースプレート

JIS G3136

１． 材質

-

BCJ評定

大臣認定 １． 溶　接　材　料

※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接

２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け

ベースプレート周辺のモルタル幅（ｅｍ）

中心塗り部分モルタルの厚さ（ｔｍ）

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

基礎柱形

ＳＭ４９０Ａ

-

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

座　金

メートル並目

強度区分5

（六角ナット）

ナット

ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＨＡＢ

ＳＳ４００

圧延鋼材）

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

定着板

（一般構造用

-

工場加工

各　部　名　称

2

ｅｍ≧３０ｍｍ

柱モルタル

Ａ

ｅｍ

ｔｍ

同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

３．ベースプレート下面モルタルの標準寸法

（ハイベースNEO工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）

８．鉄骨建方

（ロ） □ ３００以上□７００以下、φ３００以上φ７１１．２以下、

（ハ） □ ７５０～□１２００、φ７５０～φ１０１６の場合

７．中心塗り部分モルタル施工

ベースプレート

１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）
２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。

溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。

（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から
（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。

探傷は柱フランジ側から行う。

５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。下部定着長さLt

上
部
定

着
長

さ
L
t

アンカ－ボルト

基礎柱形主筋

定着板

４．基礎柱形主筋の定着長さ（最小値）

６． 検　　　　査

方　法

中心塗部分モルタル及び後詰めモルタルの養生

a

a

Ｄ

基礎、基礎ばりコンクリ－トの強度以上となるよう養生期間を確保すること。

１５０ｍｍ ≦ ａ ≦３００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

注入方法はヘッド圧工法による。

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３

３００ｍｍ ≦ ａ ≦５００ｍｍ　

中心塗部分モルタル

後詰めモルタル

６．基礎コンクリート打設

５．鉄筋配筋・型枠の立込み

自立できる形式とし、

捨てコンクリートに固定する。

アンカーボルトの設置は

４．アンカーボルト据付（#）

鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。

５．溶 接 施 工 一 般

対辺ごとに溶接

予　熱

１

柱フランジ

ｅｍ

４

２

ｅｍ

３

設置精度の

アンカーボルト

アンカーボルト

角形鋼管

4
0
m
m

３．組 立 溶 接

40mm

基準高さよりの誤差eh

－３ｍｍ≦eh≦10mm

Ａ
±

ｅ

ｅ≦３ｍｍ

Ａ±e

アンカーボルト

平　面 レ ベ ル

定着板

アンカーボルト

たてアングル

ピンアンカー

アンボンドスリーブ

上部形板

現 場 施 工

備　考

（自動ロボット溶

不良溶接部の

　　 　補正

余　盛
裏当金

ベースプレート

柱

A

B

溶接余盛はベースプレート側A点から

うに施工する。

2

イ
プ

タ
コ

BCJ評定-ST0059（エコタイプ）

-

（一般構造用

定着板

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

圧延鋼材）

ＳＳ４００

※３

※２

ＨＡＢ

※３

ＪＩＳ　Ｂ１１８１

ナット

（六角ナット）

強度区分8 (一重ナット時）

強度区分5 (二重ナット時）

メートル並目

座　金

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

-

ＳＭ４９０Ａ

※１

-

ベースプレート

備　考 ＳＮ４９０Ｂ同等

規　格

ねじの種類

アンカーボルト

メートル並目

降伏比 ７０％以下

※１　国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-０４０４、０１８０）　※２　国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-００４２～００４６）

（大臣認定取得材）

エコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）

Ｇタイプ（ＧＢ型式、ＧＭ型式、ＧＨ型式）

※２ ※２

TMCP鋼

-

ＳＮ４９０相当

※２ ※２ ※２

メートル並目

エコナット
※２

大臣認定取得材

-

※４

○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート

（２）ベースプレート下面のモルタル

○設計基準強度は、Ｆｃ＝１８～３６Ｎ／ ｍｍ

ＪＩＳ　Ｇ ３１１２「鉄筋コンクリート用棒鋼」に定められる、熱間圧延異形棒鋼

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３およびこれと

○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル

　（NX-２０００及びクイック３は使用不可。）

鉄　　　　筋

コンクリート

部分モルタル

中 心 塗

（３）基礎・基礎ばり

後　詰　め

モ ル タ ル

２

２． アンカーボルトのセット寸法

アンカーボルト

４本タイプ ８本タイプ

アンカーボルト

アンカーボルト

１２本タイプ

ベースプレート

上端

アンカーボルト

８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト

１２本タイプ

アンカーボルト

標準寸法 ｔｍ=50ｍｍ 許容範囲

許容範囲 eｍ≧２５ｍｍ

４．本 溶 接 の 手 順

高さに準拠する（Ｇタイプ）。

余盛高さは、柱接合突出部形状に対応

４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。

施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。

１．捨てコンクリート打設

柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。

２．墨出し

３．アンカーボルト搬入（#）

（架台の形状は異なる場合あり）

アンカーボルトは隙間がないよう確実に

９～１０．モルタル注入枠設置（#）

アンカーボルト締付確認（#）

していることを確認。

１１．モルタル注入枠取り外し

エ

アンカーボルト設置例

施工時は、ねじ山が最低３山

・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。
・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。
　（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。）

M64

M72

M56 5.5
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アンカーボルト

ナット

ねじ軸

定着板

余

アンボンド

ボルト

モルタル上端
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さ 径 径

座　金

厚 内 外

( mm )

φｄ1
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B 下端LP

L ０

ボルト上端

S

※1
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Ｈ

座金の形状

tw

φＤ1

ナットの形状

Ｂ

Ｃ

角形鋼管

長
着
定

L

600

720

840

960

さ

1120

1280

1440

Ｇタイプ用アンカーボルト部品

！ 注意

注意！

エコタイプ用アンカーボルト部品
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3.5

4.5

長 長ピ

M30

M42

M36

ね

の
じ

呼
び

ｔ２１

２※
※※

・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。

・エコタイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、

はベースプレート台座厚さを示し、ハイベースＮＥＯ型式によって変わります。
ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。

M24 324 10 29 3619 42 256 565322 46

面
距

55

65

50

38

33

27

75

64

58

B0

幅

H0

さ

C0

離

二

エコナット

高 対
角

３ 上段はEB型式及びEM型式のアンカーボルト４本タイプ、下段はそれ以外のエコタイプの場合の寸法です。※

　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。

110 400
600 800

580

690
925720

480

-

M56

61

-

M48M36

50

70

M42

57

5345

44

M24

38

38-

M30

Ｇタイプ孔径

エコタイプ孔径

87

M64

-

79

M72

-

ねじの呼び

ベースプレートのアンカーボルト孔径

ベースプレートの形状・寸法は、ハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックを参照ください。

ベースプレート形状

ベースプレート形状

開先形状

開先形状

！ 注意

柱はベースプレートのフラット面に

アンカーボルト孔周辺に凹加工して

無収縮モルタルと接する面となります。

設置

目標値

エコナットの形状

Ho

Bo

Co φD1

座金の形状ナットの形状

H

C

B

tw

φd1

○強度はこれに接するコンクリートの強度以上

ＮＸ-２０００、クイック３は使用不可。

(#)：センクシアの担当範囲

（形板芯にて検査）

３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。

５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。

※３　Ｍ７２は細目ねじ　　　　　　　　　　　　※４　建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用

コンクリートスラブ天端

　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。

・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。

板厚40mm以下 板厚40mm超

105
95 400

480 645
550

施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。

はベースプレート台座厚さを

※※１

２ｔ

ａ寸法は設置誤差を考慮した設計
※２

上段はGB型式及びGM型式の場合、

※３

M24 324 105 10 29645 3619 42 256 44480

150
130

165
155

190
175

210
185

230
200

955
925

1110
1080

1270
1235

1470
1420

1660
1610

(1)ウェブの両面すみ肉溶接

(2)開先部の溶接

１パスごとに

全周溶接を行

(曲げ負担の場合は、
完全溶込み溶接とする)

H形柱の

溶接

エンドタブの取付とＨ形柱ウェブの

すみ肉溶接 ハイベース
ウェブ突出部

柱ウェブ

エンドタブ

スカラップ
（H形柱の場合）

組立溶接

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

を行う。

接の場合はこれ

によらない）

う。

取り付けてください。

いる面はベースプレート裏面であり、

アンカーボルト

８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト

H形柱用（EH型式）

角形鋼管柱用（EB型式） 円形鋼管柱用（EM型式）

H形柱用（GH型式）

円形鋼管柱用（GM型式）角形鋼管柱用（GB型式）

柱側B点へ向かってなめらかになるよ

し突き合わせ継手またはＴ継手余盛り

2

EB,GB,EM,GM,EH型式 GH型式

　　アンカーボルト締付

締め付けを行う。

８．鉄骨建方

後詰めモルタル充填（#）

９．モルタル注入枠設置（#）

後詰めモルタル充填（#）

１０．アンカーボルト締付（#）

予備締め

ナット回転法による本締め

（30°回転、許容差：　　）+10°
-0

マーキング

ベースプレートと座金とナットが密着

スカラップ
（H形柱の場合）

注意！ 柱の溶接時にベースプレートとの組合せによってはベースプレートが溶接熱歪によって曲がることがあります。

ねじの
4本タイプ用 8本タイプ用 12本タイプ用

M24

厚さ 外径 内径

(mm)

長さ 幅

定着板（4本タイプ用）

定着板（8本タイプ用）
32 180 68 12 330 130 68

-16 70 27

16 90 33

19 100 39

22 120 45

25 140 52

28 160 60

9

12

16

33

39

45

52

60

76

68

45

52

60

180

215

240

270

305

65

75

85

95

110

225

260

295

340

375

85

95

110

130

145

M30

M36

M42

M48

M56

M64

M72

厚さ 厚さ内径 内径長さ 幅

td ad bd dd tt at bt dtts Ds ds

- - - - - - -

----

----

- - - 16 380 145 76

9

9

9

9

9

9

9

ｅｍ

定着板（エコタイプ、Gタイプ共通）

スリーブ

アンカー

示し、ハイベースＮＥＯ型式に
よって変わります。

下段はGH型式の場合の寸法です。

ナットの外に出るように余長を

時の最小寸法です。

確保してください。

呼び

(mm)

定着板（12本タイプ用）

t
s

D
s

d
s

t
d

b
d

ad

d
d

bt

dt

b
t

t
t

at

a
t

（大臣認定取得材）

ＨＣＷ４９０ｂ
ＨＣＷ４９０ｓｔ

基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、

定着板上面を境にして上下とも

確保する必要があります。

2

へりあき量は、ベースプレート外形寸法の０．１倍以上確保しなければならない。柱　　　　形

（イ） □ ２５０以下、φ２６７．４以下、H２５０以下の場合

１００ｍｍ ≦ ａ ≦２００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

　　　 および H２５０以上の場合

※高強度柱材を用いる場合、JASS6等の指針に従い柱とハイベースの強度ランクの高い方に適した溶接材料を使用する。　

基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。

同等以上の無収縮性モルタル 

およびこれと同等以上の無収縮性モルタル

※

※

※ センクシアが供給するものに限る

※ センクシアが供給するものに限る

ハイベースNEO工法設計施工標準

ハイベースNEO工法設計施工標準

S=NON(A3版 50%縮小)

一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭

011

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）



図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 2023年3月24日２２－１２７Ｓ

Ｓ

S=NON(A3版 50%縮小)

500 8-D16 D13@150 500 16-D16 D13@150 500 8-D16 D13@150 500 16-D16 D13@150

（角形鋼管柱用□150～□550）

BCJ評定-ST0059（エコタイプ）

大臣認定

BCJ評定 BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

MBLT-0042～0046(アンカーボルト)

MSTL-0404,0180(Gタイプ用ベースプレート)

（ハイベースNEO工法エコタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）

（ハイベースNEO工法Gタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）

〈角形鋼管柱用 □150～□550〉

角形鋼管柱用

型式表示例

アンカーボルト本数

柱外形寸法

アンカーボルト径

C
1

2

C

A

エコタイプ：

Gタイプ　：

3C C3

A

C
2

1

C

2tH 2t

F

E

Gタイプ エコタイプ

アンカーボルト１２本タイプアンカーボルト４本タイプ

C2

A
1C

t2

エコタイプ

アンカーボルト８本タイプ

同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ６鉄骨工事、建築工事標準仕様書

ベースプレート形状

C1

A

2C

H 2t

F

E

GタイプGタイプ

A

1C

F

t2

E

2t

C1

A

エコタイプ

H

□450

□350

□400

□500

□150

□175

□200

□250

□300

9～40

9～36

9～32

9～25

9～22

9～25

9～25

9～28

4.5～12

4.5～12

6～12

6～16

6～22

EB150-4-24

EB175-4-24

EB250-8-30

EB350-4-30

EB500-12-42

EB200-4

EB250-4

EB300-4

EB300-8

EB350-8

EB400-8

EB450-8

EB500-8

-24

-30

-36

-36

-30

-24

-30

-36

-30

-36

-36

-30

-42

-42

-30

-36

-36

-42

-42

-36

-42

-42

-30

-36

-48

-48

-42

-36

-48

-42

-42

-48

-36

-42

-48

-48

-42

-36

-48

-42

-48

-56

GB350-4

GB350-8

GB400-8

GB400-4

GB450-4

GB450-8

GB500-8

GB500-4

GB500-12

4-M24

4-M24

4-M24

4-M30

4-M36

4-M24

4-M30

4-M36

4-M30

4-M36

4-M30

8-M30

8-M30

8-M30

8-M30

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M42

8-M42

8-M42

8-M42

8-M42

8-M48

8-M48

8-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

12-M48

12-M56

8-M42

12-M42

8-M36

8-M42

8-M30

8-M36

8-M42

550

290

310

340

360

360

390

410

410

450

460

460

500

510

510

550

560

590

600

610

640

660

690

710

740

740

590

540

560

590

600

640

610

640

680

650

690

660

690

730

700

740

710

740

780

780

810

440

210

230

260

270

270

310

320

320

360

370

370

410

420

420

460

470

480

510

520

530

570

580

620

630

630

460

450

470

480

490

510

520

530

550

540

560

570

580

600

590

610

620

630

650

650

670

－

－

－

－

－

－

190

－

240

220

－

290

270

260

340

320

310

360

370

410

420

600

280

270

260

320

310

300

370

360

350

420

410

400

610

630

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

350

300

－

320

356

458

508

－

－

－

－

－

－

－

－

－

408

280

320

360

400

－

－

－

－

－

－

－

－

－

75

90

55

65

70

75

85

60

70

80

75

85

60

65

75

80

90

65

70

80

90

105

－

－

－

－

－

－

－

－

－

50

25

25

25

32

40

25

32

40

40

32

40

36

44

32

36

40

48

36

40

48

44

48

44

48

60

61

28

36

45

49

59

34

42

52

48

58

32

40

49

47

57

30

37

46

57

72

107

17

19

23

33

41

30

43

53

64

54

67

71

90

66

86

99

132

102

117

155

150

180

173

207

258

142

77

95

118

129

165

110

136

176

153

192

130

158

196

183

226

154

181

225

265

342

72

14

14

14

23

36

15

23

36

51

24

37

51

82

24

52

83

131

52

83

131

84

132

89

133

197

113

52

83

131

73

114

83

131

211

73

116

84

132

213

74

127

89

133

215

304

455

179

31

33

37

56

77

45

66

89

115

78

104

122

172

90

138

182

263

154

200

286

234

312

262

340

455

255

129

178

249

202

279

193

267

387

226

308

214

290

409

257

353

243

314

440

569

797

840

400

400

400

400

480

400

400

480

600

400

480

600

720

400

600

720

840

600

720

840

720

840

720

840

840

960

600

720

840

840

960

720

840

960

840

960

720

840

960

840

960

720

840

960

960

1120

145

80

80

80

102

117

80

102

117

110

102

117

106

121

102

106

117

138

106

117

138

121

138

121

138

150

168

95

116

140

144

166

114

137

159

143

165

112

135

156

142

164

110

132

153

164

195

1100以上

550以上

600以上

600以上

600以上

700以上

600以上

600以上

700以上

800以上

600以上

700以上

800以上

900以上

600以上

800以上

900以上

1100以上

800以上

900以上

1100以上

900以上

1100以上

900以上

1100以上

1100以上

1200以上

800以上

900以上

1100以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1300以上

1450以上

120

120

120

150

160

120

150

160

150

150

160

150

170

150

150

160

180

150

160

180

170

180

170

180

190

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

ゾーン

柱符号

質量（kg）

部品

寸法　（mm）

Ａ C２C１ HE t ベースプレート セット質量

L L1

柱形  b
主筋量数量

採用

柱サイズ 板厚範囲

基礎天端～

捨てコン天端

h(mm)C3 F 2

適　用　柱 ハイベースNEO型式
ｱﾝｶｰ

エコタイプ Gタイプ

基礎柱形の設計例(Fc24) 　<　中柱用（4方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。)>　

ﾎﾞﾙﾄ

ﾍﾞｰｽプレ－ト下端～

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端

hc(mm) 帯筋

基礎柱形の設計例(Fc24) 　<　側・隅柱用　>

ゾーン

Lt（mm）

鉄筋の定着長さ
ゾーン ゾーン

(mm)

(mm) (mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

柱形  b 柱形  b 柱形  b
定数

3

回転バネ

X10 kN・m/rad

128

14.0

17.9

21.9

35.4

41.4

32.2

51.3

59.7

51.1

70.1

82.9

69.4

84.0

93.1

133

111

127

210

238

396

175

169

199

89.5

105

156

150

188

216

163

194

234

282

321

199

236

296

348

413

244

290

354

421

489

695

771

表中に無いサイズについても対応可能です。センクシアに問い合わせ下さい。鉄筋はD13,D16はSD295,D19,D22,D25はSD345,D29はSD390をご採用ください。

注 ４)<中柱用>の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋を□450以下はD10@250、□500以上はD13@250として算定しています。 

注 ３)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、
注 ２)上記表内の<中柱用>とは、4方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、<側・隅柱用>を御採用下さい。
注 １)   、 ゾーン分けについてはハイベースNEO工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。

注 ５)部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。

　　　ハイベースNEO工法設計ハンドブックに従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。

　　　あばら筋断面積がこれよりも小さくなる場合は<側・隅柱用>の鉄筋量として下さい。
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注)表中のh寸法は杭がない場合です。

L,L1,h,hc,b寸法、柱形主筋の定着長さ(Lt)

Gタイプはダブルナット仕様(露出が標準)

エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）

杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。

b

b

   Gタイプでコンクリートスラブに埋め込む場合、スラブ厚(hc寸法)は

"L1寸法+最低40mm以上のかぶり"となる寸法を確保してください。

Lt寸法は定着板上面より下表の定着長さを上下とも確保してください。
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・ハイベースNEO工法
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スカラップ
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開先形状は参考

（柱端部に開先を設ける．）
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2020/9

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書

注意

軟鋼及び４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼マグ溶接用ソリッドワイヤ（JIS Z3312）相当以上

低水素系４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼用（JIS Z3211、旧JIS Z3212）相当以上

寸　法　制　限

ハイベース

H形鋼柱のみ

開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる形状例

ａ 寸法は、ハイベース台座の厚さによって多少変動しますが、本数値以上確保下さい。
はハイベース台座厚さを示し、ハイベース型 式によって変わります。

・アンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。
・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置をお願いします。
（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談下さい。）
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（　　）内は、ＢＣ型の数値を示します。
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スーパーハイベース工法設計施工標準

○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート。

（１） ハイベース・アンカーボルト・ナット・座金・定着板

（大臣認定取得材）

※１　国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-０１８０）　※２　国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-００４２～００４６）　※３　Ｍ７２は細目ねじ

（２）ハイベース下面のモルタル

２． アンカーボルトのセット寸法
ボルト本数はハイベースの型式によって異なります。

○設計基準強度は、Ｆｃ＝１８～３６ Ｎ／ ｍｍ　以上

ＪＩＳ　Ｇ ３１１２「鉄筋コンクリート用棒鋼」に定められる、熱間圧延異形棒鋼

Ｃ１・Ｓ１

降伏比 ７０％以下

メートル並目

アンカーボルト

設　　　　計

MSTL-0180 (ハイベース)

MBLT-0042～0046 (アンカーボルト)

BCJ評定-ST0058

鉄　　　　筋

コンクリート

部分モルタル

中 心 塗

型   式

ボルト本数

注意

４

（３）基礎・基礎ばり

後　詰　め

モ ル タ ル

ねじの種類

規　格

ＳＮ４９０Ｂ同等備　考

ハイベース

（大臣認定取得材）

ＨＣＷ４９０ｓｔ

１． 材質

-

※１

BCJ評定

大臣認定

１． 溶　接　材　料

※　柱とハイベースの溶接は、完全溶込み溶接

２．ハイベースの鉄骨柱への取付け

ベースプレート周辺の

中心塗り部分モルタルの

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

基礎柱形

Ｓ２・Ｍ２・Ｌ２・Ｘ２・ＷＸ２

８

２

S3･M3･L3

１２

ＳＭ４９０Ａ

-

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

座　金

メートル並目

強度区分5 (二重ナット時）

強度区分8 (一重ナット時）

（六角ナット）

ナット

ＪＩＳ　Ｂ１１８１

※３

ＨＡＢ
※２ ※２

※３

ＳＳ４００

圧延鋼材）

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

定着板

（一般構造用

※２

-

工場加工

各　部　名　称

2

注意

柱

モルタル

ｅｍ

Ａ

ｅｍ

ｔｍ

同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法・ス－パ－ハイベース工法設計ハンドブックに準拠する。

３．　基礎柱形部の標準納まり

（本工法は、Ｓ造およびＣＦＴ構造に適用）

１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、アンカーボルトの締付け、これらの施工は、

センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務づけられています。）
２．本資料以外の施工方法で行った場合、スーパーハイベースの性能が発揮できなくなります。

溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査によってよい。

（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から
（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。

基礎柱形の設計

探傷は柱フランジ側から行う。

５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。

基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、

定着板上面を境にして上下とも

確保する必要があります。

下部定着長さ

上
部

定
着

長
さ

アンカ－ボルト

基礎柱形主筋

定着板

１．基礎柱形主筋の定着長さ

６． 検　　　　査

方　　　法

鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。

（１）ウェブの両面すみ肉溶接

組立溶接

５．溶 接 施 工 一 般

対辺ごとに溶接を行う。

Ｈ形鋼柱の

 溶接

予　熱

１

エンドタ ブの取付と

Ｈ形鋼柱ウェブの

すみ肉溶接

（２）開先部の溶接

角　形　鋼　管

４．本 溶 接 の 手 順

柱フランジ

ｅｍ

４

２

ｅｍ

３

Ｈ　形　鋼

４０ｍｍ

ハイベース

ウェブ突出部

柱ウェブ

エンドタブ

１パスごとに全周溶接
を行う。

円　形　鋼　管

組立溶接

角　形　鋼　管

４０ｍｍ

組立溶接

３．組 立 溶 接

４０ｍｍ

Ｈ　形　鋼

４０ｍｍ

円　形　鋼　管

現 場 施 工

厚さ（ｔｍ）

備　考

モルタル幅（ｅｍ）

(曲げ負担の場合は、

（自動ロボット溶接の場合

はこれによらない）

不良溶接部の

　　 　補正

余　盛

裏当金

ハイベース

柱

A

B

溶接余盛はハイベース側A点から

柱側B点へ向かってなめらかに
なるように施工する。

2

2

完全溶込み溶接とする)

ｅｍ≧３０ｍｍ 許容範囲 eｍ≧２５ｍｍ

３０≦ｔｍ≦７０ｍｍ標準寸法 ｔｍ=50ｍｍ 許容範囲

2

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３

○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル

　（NX-２０００及びクイック３は使用不可。）

○強度はこれに接するコンクリートの強度以上

※高強度柱材を用いる場合、JASS6等の指針に従い柱とハイベースの強度ランクの高い方に適した溶接材料を使用する。　

へりあき量は、ハイベース外形寸法の０．０６５倍（０．１倍）以上

確保しなければならない。
柱　　　　形

６．基礎コンクリート打設

５．鉄筋配筋・型枠の立込み

自立できる形式とし、

捨てコンクリートに固定する。

アンカーボルトの設置は

４．アンカーボルト据付（#）

設置精度の

アンカーボルト

アンカーボルト

基準高さよりの誤差eh

－３ｍｍ≦eh≦10mm

Ａ
±

ｅ

ｅ≦３ｍｍ

Ａ±e

アンカーボルト

平　面 レ ベ ル

定着板

アンカーボルト

たてアングル

ピンアンカー

アンボンドスリーブ

上部形板

施工完了後、スーパーハイベース工法のチェックシートに工事記録を記載する。

１．捨てコンクリート打設

柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。

２．墨出し

３．アンカーボルト搬入（#）

（架台の形状は異なる場合あり）

１１．モルタル注入枠取り外し

アンカーボルト設置例

設置

目標値

（形板芯にて検査）

８．鉄骨建方

９．モルタル注入枠設置（#） 後詰めモルタル充填（#）

１０．アンカーボルト締付（#）

予備締め ナット回転法による本締め

（30°回転、許容差：　　）+10°
-0°

マーキング

(#)：センクシアの担当範囲

（ロ） □ ３００以上□７００以下、φ３００以上φ７１１．２以下、

（ハ） □ ７５０～□１２００、φ７５０～φ１０１６の場合

７．中心塗り部分モルタル施工

ベースプレート

中心塗部分モルタル及び後詰めモルタルの養生

a

a

Ｄ

基礎、基礎ばりコンクリ－トの強度以上となるよう養生期間を確保すること。

１５０ｍｍ ≦ ａ ≦３００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

注入方法はヘッド圧工法による。

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３

３００ｍｍ ≦ ａ ≦５００ｍｍ　

中心塗部分モルタル

後詰めモルタル

ＮＸ-２０００、クイック３は使用不可。

（イ） □ ２５０以下、φ２６７．４以下、H２５０以下の場合

１００ｍｍ ≦ ａ ≦２００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

　　　 および H２５０以上の場合

基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。

およびこれと同等以上の無収縮性モルタル

およびこれと同等以上の無収縮性モルタル

※ センクシアが供給するものに限る
※

※

※ センクシアが供給するものに限る

スーパーハイベース工法設計施工標準

一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭
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図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 2023年3月24日２２－１２７Ｓ

Ｓ

S=NON(A3版 50%縮小)

適用柱 ばね定数
×10 3 kN ･ m/rad

寸法 (mm) 質量 (kg)

サイズ

適用

板厚

ハイベース型式
偏心量

e
A B E F H t 2

ハイ

ベース
部品

セット

質量

(kg)

L L 1

-30 35.7 32 152 600 115 560 × 560 280 280
□ 250 × 250 6 ～ 16 BC250-S1

-36
40

43.1 
380 280 256 200 230 67 120

50 170 720 123 570 × 570 285 285

-36 54.4 51 243 720 133 630 × 630 315 315
□ 300 × 300 6 ～ 22 BC300-S1

-42
40

73.0 
450 340 306 240 77 192

85 277 840 143 650 × 650 325 325

-42 79.8 88 351 840 152 690 × 690 345 345
□ 350 × 350 9 ～ 22 BC350-S1

-48
50

103 
500 380 356 290 86 263

121 384 960 160 690 × 690 345 345

-48 126 125 536 960 174 760 × 760 380 380
□ 400 × 400 9 ～ 28 BC400-S1

-56
50

158
590 450 408 328 100 411

196 607 1120 183 780 × 780 390 390

-48 154 128 606 960 171 810 × 810 405 405
□ 450 × 450 9 ～ 32 BC450-S1

-56
50

182
640 500 458 370 97 478

200 678 1120 180 830 × 830 415 415

-48 177 130 653 960 169 840 × 840 420 420
□ 500 × 500 9 ～ 32 BC500-S1

-56
60

207
670 530 508 420 95 523

203 726 1120 178 860 × 860 430 430

-48 220 133 721 960 167 890 × 890 445 445
□ 550 × 550 12 ～ 32 BC550-S1

-56
60

251
720 580 558 470 93 588

208 796 1120 176 910 × 910 455 455

-48 249 136 793 960 165 940 × 940 470 470
□ 600 × 600 12 ～ 32 BC600-S1

-56
60

295
770 630 610 520 91 657

212 869 1120 174 960 × 960 480 480

-56 350 218 1077 1120 188 1010 × 1010 505 505
□ 650 × 650 12 ～ 32 BC650-S1

-64
60

404
840 690 660 570 105 859

289 1148 1280 201 1030 × 1030 515 515

-56 405 223 1159 1120 185 1060 × 1060 530 530
□ 700 × 700 12 ～ 32 BC700-S1

-64
60

463
890 740 710 620 102 936

293 1229 1280 198 1080 × 1080 540 540

二方向偏心型（ＢＣタイプ）

ＢＣ型式の基礎柱形の設計例

表示例表示例

角形鋼管柱用二方向偏心タイプ

ハイベースのタイプ

アンカーボルト径

a

a1

e

a2

b
2

b

b
1

L
L
1

H1

131

260 141

280 149

310 160

305 159

300 158

300 158

300 159

325 171

325 173

89

82

95

90

93

80

81

89

80

80

90

91

90

81

82

88

80

80

88

80

G

420420

540

530

540

530

470470

505

515

480

505

515

480

445

455

430

445

455

430

315315

380380

405

415

390

405

415

390

345

345

325

345

345

325

280

285

280

285

α β

110

120

130

110

120

130

120

120

120

110

125

130

140

130

140

120

120

135

120

11525

25

35

35

25

25

45

45

45

45

25

25

25

25

25
25

35

35

35

35

e

1030

1010

1060

1080

一方向偏心型（ＢＳタイプ）

-48

×700□ ～700 12 32

×

×

×

×650□

600□

550□

500□

～

～650 12

600 12

32

32

～

～550 12

500 9

32

32

BS700-S1
-56

-64
60

BS500-S1

BS550-S1

BS600-S1

BS650-S1

-48

-56

-64

-56

60

60

-48

-56

-56

60

60

×

×

×

×450□

400□

350□

300□

～

～450 9

400 9

32

28

～

～350 9

300 6

22

22

×250□

サイズ

適用柱

板厚

～250 6 16

適用

-36
BS300-S1

BS350-S1

BS400-S1

BS450-S1

-48

-48

-56

-56

50

50

-42

-48

-42

50

40

ハイベース型式

BS250-S1

e

-24

-36
40

偏心量

177 241 
790

840

890

960

1010
506

583

405

463
890

283 

281 

330

385

448

516

326249 

295

404

350

207 

251 

220 

840

770

720

670

710740 860 120620 102

508

558

610

660690

630

810

750

580

530

700

650

110

125570

520

105

91

115

115470

420

93

95

460

530

600

690

740

54.4 75.5

90.0

115

134

205

204 

242 

172126

158

182

154

103

73.0

79.8

640

590

500

450

46.3

56.5

偏心

35.7

43.1

方向

× 10 3 kN

ばね定数
m/rad･

非偏心

方向

380

A

306

356

408

458500

450

600

550

380

340

480

420

120

115370

328

97

100

105290

240

86

95 77

256280

B C 1

360

D 1 E

寸法 (mm)

200

F

85 67

H t 2

840133 443 960 202 950 × 840 420 420 960 ×

229

299
594

823

893

225

244

1120

1280

1180

1190

549139

219

294

224
528

410

752

822

629

209

214

136
355

310

491

569

519

1050960 198

214

247

2281120

1280

1120

1130

1140

1080

218

216

200960

1120

1120

1000

1030

980

530

540

1060

1080

×

×

530

540

1180

1200

×

×

430

455

445

480

515

505

470× 940 470

× 1010

1030×

960×

505

515

480

× 890

910×

860×

445

455

430

9401060 ×

1080

1150

1130 ×

×

× 960

1030

1010 890×

× 910

×980 860

69053 165 720 157

368128

201

205

131
277

240

408

482

441

88

124

91
155

112

246

279

200

850960 207

223

220

204960

1120

1120

900

930

880

172

193

181840

960

840

780

780

720

ハイ
部品

51

33
72

ベース

105

123

(kg)

(kg)質量 セット

質量
1

147

134600

720

620

630

L L

630× 630 315 315 710 ×

325

345

345

390

415

405

380× 760 380

× 810

830×

780×

405

415

390

× 690

690×

650×

345

345

325

760860 ×

810910 ×

×930 830

×880 780

690790 ×

×790 690

×730 650

285

280× 560

570×

280

285

560640 ×

×650 570

480 480 420 420

530

540

590

600

590

600

530

540

430

455

445

480

515

505

470530 530

565

575

540

565

575

540

505

515

490

505

515

490

470

480

515

505

430

455

445

355 355 315 315

325

345

345

390

415

405

380430 430

455

465

440

455

465

440

395

395

365

395

395

365

380

390

415

405

325

345

345

285

280320

325

320

325 285

280

基礎柱形の設計例

a1

a

a2

e

パタ ーン２表示例表示例

ハイベースのタイプ

アンカーボルト径

角形鋼管柱用偏心タイプ

e

a

パタ ーン１

E

BS型式の基礎柱形の設計例

F

b
2

b

b
1

b
2

b
1

b

・偏心型ス－パ－ハイベース（角形鋼管）

G

鉄筋量

帯　筋

D13@150 (SD295)

2022.5

柱符号 数　量

採　用

D13@150 (SD295)

D13@150 (SD295)

D13@150 (SD295)

D13@150 (SD295)

D13@150 (SD295)

D13@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

D16@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

D16@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

パターン１ 採
用

a1 a2 b1

パターン２

b2

柱形主筋採
用

a × b b1 b2 Ⅰ　ゾ－ン Ⅱ　ゾ－ン

12-D19(SD345) 16-D19(SD345)

12-D22(SD345) 16-D22(SD345)

12-D22(SD345) 16-D22(SD345)

12-D25(SD345) 16-D25(SD345)

16-D25(SD345)12-D25(SD345)

16-D25(SD345) 20-D25(SD345)

20-D25(SD345)16-D25(SD345)

20-D25(SD345) 28-D25(SD345)

16-D25(SD345) 20-D25(SD345)

20-D25(SD345) 28-D25(SD345)

16-D25(SD345) 20-D25(SD345)

16-D25(SD345)

20-D25(SD345) 28-D25(SD345)

20-D25(SD345)

16-D25(SD345)

20-D25(SD345) 28-D25(SD345)

20-D25(SD345)

36-D25(SD345)24-D25(SD345)

24-D25(SD345)

24-D25(SD345) 36-D25(SD345)

28-D25(SD345)

28-D25(SD345)24-D25(SD345)

20-D25(SD345) 28-D25(SD345)

( mm )

基礎柱形主筋の定着長さ

340

430

420

520

510

610

530

700

520

690

510

670

500

490

660

650

630

710

620

700

採　用

b1a1 a2 b2

基礎柱形の設計例

a × b
柱形主筋

Ⅰゾ－ン Ⅱゾ－ン

帯筋

鉄筋量

基礎柱形主筋の定着長さ

( mm )

8-D19(SD345) 16-D19(SD345)

16-D22(SD345)8-D22(SD345)

12-D25(SD345)

16-D22(SD345)12-D22(SD345)

16-D25(SD345)

16-D25(SD345)12-D25(SD345)

16-D25(SD345) 20-D25(SD345)

20-D25(SD345)16-D25(SD345)

20-D25(SD345) 28-D25(SD345)

16-D25(SD345) 20-D25(SD345)

20-D25(SD345) 28-D25(SD345)

16-D25(SD345) 20-D25(SD345)

20-D25(SD345) 28-D25(SD345)

16-D25(SD345) 20-D25(SD345)

20-D25(SD345) 28-D25(SD345)

16-D25(SD345) 20-D25(SD345)

20-D25(SD345) 28-D25(SD345)

20-D25(SD345) 28-D25(SD345)

24-D25(SD345) 36-D25(SD345)

20-D25(SD345) 28-D25(SD345)

24-D25(SD345) 36-D25(SD345)

D13@150 (SD295)

D13@150 (SD295)

D13@150 (SD295)

D13@150 (SD295)

D13@150 (SD295)

D13@150 (SD295)

D13@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

D16@100 (SD295)

D13@100 (SD295)

D16@100 (SD295)

380

500

470

600

580

700

570

760

550

730

540

710

530

690

520

680

670

730

720

650

t2 H

ｅ

D
1

B

C

A

基礎柱形主筋の定着長さ

下部定着長さ

上
部
定

着
長

さ

注 3)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、ハイベースNEO工法設計ハンドブック第4章に従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。

注 1)  Ⅰ、Ⅱゾーン分けについてはハイベースNEO工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。
表中に無いサイズについても対応可能です。センクシア㈱に問い合わせ下さい。
部品の質量はアンカーボルト部品と形板の１セットの質量です。

注 3)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、ハイベースNEO工法設計ハンドブック第4章に従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。

注 1)  Ⅰ、Ⅱゾーン分けについてはハイベースNEO工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。

部品の質量はアンカーボルト部品と形板の１セットの質量です。
表中に無いサイズについても対応可能です。センクシア㈱に問い合わせ下さい。

L
1

L

200□ 200 × 12～6 BS200-S1

-30

30 21.319.9 310 330 250 270 210 160 70 47 35 20 55 480 101 520510 × 260 260 540 520× 270 270 260 260 8-D16(SD295) 16-D16(SD295) D13@150 (SD295) 230

a × b

h

h

注 4)表中のh寸法は杭がない場合です。杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。

注 4)表中のh寸法は杭がない場合です。杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。

h
(mm)

(mm)
h

柱符号 数　量

700以上

820以上

940以上

940以上

1070以上

1070以上

1200以上

1200以上

1360以上

1200以上

1360以上

1360以上

1200以上

1360以上

1200以上

1530以上

1370以上

1360以上

1200以上

1370以上

1530以上

820以上

940以上

940以上

1070以上

1070以上

1200以上

1200以上

1360以上

1200以上

1360以上

1200以上

1360以上

1360以上

1530以上

1370以上

1360以上

1200以上

1200以上

1370以上

1530以上

注 2)基礎柱形の設計例はFc24の場合です。

注 2)基礎柱形の設計例はFc24の場合です。

1

ＢＳ ２５０－Ｓ１－ ３０

ＢＣ ２５０－Ｓ１－ ３０

Ａ
ＨH
1

β

β

α

α

ｔ
2

Ｆ
Ｅ

ｅ

ｅ

Ｂ

Ａ

Ｂ

基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、

定着板上面を境にして上下とも

確保する必要があります。

スーパーハイベース工法　各種寸法及び基礎柱形（Fc２４の場合）

スーパーハイベース工法
各種寸法及び基礎柱形(Fc24の場合)

C2A 4

一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭

014

C1B 13

C1A 6

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
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〇
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 2023年3月24日２２－１２７Ｓ

Ｓ

S=NON(A3版 50%縮小)

鉄骨ばり貫通孔補強　ハイリング  工法設計施工標準 国土交通大臣認定：ＳＰスティック　MSTL-0451

日本建築センター評定：BCJ評定－ST0095

2021年4月国土交通大臣認定：ハイリング　MSTL-0234,0515,0544,0548

１．材質 ハイリング：HFW490,HR490（SN490B同等）またはSN490B規格

※1：国土交通大臣認定取得材（MSTL－0234,0515,0544,0548）

ＳＰスティック：HFW490rm（SN490B同等）

※2：国土交通大臣認定取得材（MSTL－0451）

２．型式・形状・寸法

Ｒタイプ、Ｂタイプ（ハイリング）

A

A-A断面 B部詳細

B部
A

d

d1

d2

d3

T
a

b
s

20°

30°

1.5 （段部）

フランジ厚
型式貫通孔径

厚範囲

適用ウェブ

※1 ※2

内径

d bs

幅
採用

Ｔ
d1 d2

d3

外径
ａ

(kg)

質量

（単位：mm）

鉄骨ウェブ

下孔径

※1：応力検討等にて上記型式で対応できない場合は、別途お問い合わせください。

※2：内径dが600を超える場合は、別途お問い合わせください。

100Sφ100

φ450

150 100 12 14 8 0.32

φ125

φ150

φ175

φ200

φ250

φ300

φ350

φ400

125S

150S

175S

200S

250S

300S

350S

400S

450S 535 450 30 35 11 6.4

175

205

235

260

310

360

410

465

125

150

175

200

250

300

350

400

12

14

14

16

20

23

25

28

15

15

16

21

23

27

30

30

7

7

7

8

9

10

10

10

0.40

0.54

0.68

1.0

1.8

2.6

3.6

4.6

φ50-100

φ426-450

φ101-125

φ126-150

φ151-175

φ176-200

φ226-250

φ276-300

φ326-350

φ376-400

φ225 225S 285 225 16 21 8 1.2φ201-225

φ275 275S 335 275 20 23 9 1.9φ251-275

32以下

型式
標準孔径

厚範囲

適用ウェブ
採用B1

(kg)

質量適用可能

貫通孔径ｄ
B2 S tb a1

※1

※1：2ヶ分の質量

（単位：mm）

４．設計

ハイリング,SPスティックを用いて補強した有孔部の耐力が、孔位置に生じる応力を上回ることの確認が必要。

５．適用範囲及び適用規定

はりの鉄骨断面

貫通孔径（d）

はり材質

鉄骨はりウェブの幅厚比

鉄骨のはり成（D）

孔径比（d/D）

隣接する孔の最小ピッチ

梁端～

ハイリング(またはSPスティック)端～

偏心量（e）

ガセットプレートなどの端までの距離(G)

H形断面

φ100～φ600

95以下（塑性化領域　では部材種別FA・FBのみ）

2400mm以下

P≧1.5dかつP'≧20mm

2/3以下

400Ｎ/mm 級　490Ｎ/mm 級　520Ｎ/mm 級

2

1

12

D
Lh≧ max ,100

20mm以上

e≦
2

D-d
1

規　定項　目

ただし連続する孔の径が異なる場合は

径の平均のdをとる。

またP'とは隣接するハイリングまたはＳＰ

スティックのあきの寸法を示す。
d

P-P'=
2

3A
-

d 3B

2

構造種別

孔中心距離（Lh）

S造

（塑性化領域　　ではRCはり成の0.28以下とする）

φ100～φ600

P≧3.0dかつP'≧20mm

RCはり成(Drc)の0.4倍以上

1200mm以下

0.7以下かつRCはり成の0.4以下

SRC造

H形断面

ただしd≧　 Dではe=0

外径のあきの寸法で次式にて示す。

またP'とは隣接するハイリングの最大

ただし連続する孔の径が異なる場合は

径の平均のdをとる。

※3 SRC造では貫通孔の縁あきedを180mm以上確保し、貫通孔縁における梁主筋の適切なかぶり厚さを確保する。

400Ｎ/mm 級　490Ｎ/mm 級

※1 塑性化領域：梁端部から0.1L以内または鉄骨はり成（SRC造の場合はＲＣはり成）の2倍以内の範囲（大きい方、L=はり内法長さ）

20mm以上

鉄骨のウェブ厚（tw） 32mm以下 32mm以下

＋ d

大ばりの塑性化領域の場合：

-(tf+rf+5)-　e≦
32

3

D

2
かつ

それ以外：
1

2
e≦ （D-2(tf+rf+5)-d　)

21

2
e≦

3
かつD-d e≦

95以下

鉄骨はり成(D)とフランジ幅(B)の比 D/B≦8 D/B≦8

鉄骨はり成(D)とRCはり成(Drc)の比 － D/Drc≧0.37

550Ｎ/mm 級　590Ｎ/mm 級　

塑性化領域

Lh

e d
Ｐ

d

G

B1

d3

G GP'

d3

D

塑性化領域

e

Lh

3Ad P'

d

3Bd

d

P

e
d

D

（注）RC部分の検討が別途必要。

D
rc

補強タイプ Rタイプ、Bタイプ、R+Sタイプ、Sタイプ Rタイプ、Bタイプ

塑性化領域　への貫通孔 2ヶ所まで（ただし、貫通孔径の合計は2/3D以下） 1ヶ所まで

※2

G

Rタイプ

e≦
2

D-d
1

大ばりの塑性化領域の場合：

-(tf+2a1+25)-   -Se≦
2

3

D

2
かつ

それ以外：

－
-(tf+2a1+25)-   -Se≦

D

2

R+Sタイプ

Sタイプ -(tf+2a1+25)-   -Se≦
D

2 －rf:フィレット部半径

(ビルドHの場合は脚長)

tf:はりフランジ厚

（例）ハイリング同士の場合
d

P-P'=
2

3A
-

d 3B

2

※2 耐力確認により本規定以上の寸法が必要な場合がある。

梁に設計用軸力が作用する場合

適用不可
※4

※3

※4 補強パターンは設計者にてご確認の上、選択ください。補強パターン１の場合は軸力負担を考慮した有孔部断面で検討する。

補強パターン2の場合は軸力負担可能な断面を有するプレートにて貫通孔部を補強するものとし、補強プレートの貫通孔中央部断面が

軸力負担可能な断面積を有するよう設計者にて検討するものとする（センクシアでは補強プレートの設計、手配は行わない）。

補強タイプ：Rタイプ、Bタイプ　　孔径比(d/D)：1/2以下

塑性化領域：適用不可 　　　部材種別：FA・FBのみ　   

ｄ

2
-(tf+rf+5)-　

3D

2

ｄ

2

Sタイプ （SPスティック）

R+Sタイプ

100R+Sφ100

型式貫通孔径
厚範囲

適用ウェブ

φ450 10～32

5.5～19

φ125

φ150

φ175

φ200

φ250

φ300

φ350

φ400

125R+S

150R+S

175R+S

200R+S

250R+S

300R+S

350R+S

400R+S

450R+S

5.5～19

6～21

7.5～26

8～28

8～28

8～28

5.5～19

5.5～19

鉄骨ウェブ

下孔径

φ140

φ525

φ165

φ195

φ225

φ250

φ300

φ350

φ400

φ455

φ225 225R+S 6～21 φ275

φ275 275R+S 7.5～26 φ325

（ハイリング+SPスティック）

100R

125R

150R

175R

200R

250R

300R

350R

400R

450R

225R

275R

100S

125S

150S

175S

200S

250S

300S

350S

400S

450S

225S

275S

ハイリング SPスティック

使用金物

（単位：mm）
３．補強パターン（S造用）

※SRC造はRタイプ、Bタイプ

Rタイプ,Bタイプ

R+Sタイプ

Sタイプ

はり

ハイリング

SPスティック
ウェブ

はり
ウェブ

はり
ウェブ

ハイリング

SPスティック（2ヶ）

６．高さの納まり適用範囲

※Sタイプは小ばり・片持ばり

のみ適用可

Rタイプ SタイプR+Sタイプ

はり
ウェブ

はり
フランジ

ハイリング

A部

SPスティック

A部拡大図

r
1※偏心の際は、

r
1

r
2

r
3

r
2

r
3

rf rf rf

r1：rf+5mm以上（ハイリング外径～はりフランジ）

r2：25mm以下（SPスティック端～はりフランジ）=e1

r3：2a1mm以上（SPスティック端～はりウェブ下孔径）

偏心量eを考慮のこと

７．工場加工

７－２．溶接材料

「鉄骨工事技術指針・工場製作編(2007改訂)」（日本建築学会）等の指針に規定されるはり材と

７－４．ハイリング・SPスティックの鉄骨ばりへの取付け

確認し、はりウェブに孔をあける。

（１）はりウェブの孔あけ

組立溶接は、1パスとし下表による。

（4）本溶接

組立溶接完了後、はりを反転し、はり

ウェブとハイリングの本溶接を行う。

ハイリング

組立溶接

はりフランジ

はりウェブ

ハイリング・SPスティックの取付け位置を

ハイリングを取付ける下孔まわりのバリ、

溶接面の水分、ゴミ等は適切な方法で除去する。

溶接姿勢は下向きとする。

本溶接は、a以上ウェブ厚tw以下とする。

溶接は、段部が隠れるまで溶接する。

（6）検査参照。

ハイリング・SPスティック（490N/mm 級）で強度ランクの高い方の材料に適した溶接材料を使用する。

（5）余盛

はりウェブ余盛高さhは、段部が隠れた

状態で3mmを標準とし、許容差

ハイリング

本標準図に規定される以外の事項は、『鉄骨工事技術指針』、『建築工事標準仕様書（JASS6）』、

『建築構造用高性能590N/mm 鋼材(SA440)設計・溶接施工指針』等、関係基準・指針による。

はりウェブ鋼種がSA440の場合は、サイズは6mm

以上で長さ50mm以上とする。

７－１．施工指針

ハイリングの施工に関する指針は以下の通りとする。

７－３．予熱

鋼材の種類や板厚により、必要に応じて適切な条件を選定する。

ただし、はりウェブ鋼種がSA440の場合の予熱は右表を目安とする。

予熱の範囲は、溶接線の両側100mmの範囲とする。
気温が5℃以下の場合は、上記+25℃の予熱温度とする

溶接方法 SA440

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

100℃以上

60℃以上

補強タイプ 孔の許容差

Rタイプ,Bタイプ

Sタイプ

-0,+4mm

±2mm

（２）位置決め

はりフランジ

はりウェブ

罫書き

ハイリング・SPスティックの取付け位置に罫書きを入れる。

（３）組立溶接

SPスティック

SPスティック

ハイリング

箇所数

脚長

2～4ヶ

4～6mm程度

SPスティック

2ヶ

4mm程度

ビード長さ 40mm以上 40mm以上

組立溶接

ハイリング

SPスティック

SPスティックのはりフランジ側以外の

面をはりウェブと隅肉溶接する。

溶接サイズは、a1以上かつa1の1.5倍以下

とし、溶接目安が隠れるまで溶接する。

（6）検査参照。

溶接面

溶接端部はSPスティックのR部付け根

以上まで溶接する。

ハイリング

SPスティックは1つの貫通孔に2つ、同一はりウェブ面に

（2ヶ）

±3mmとする。

余盛高さhは、隅肉サイズa1の

0.6倍以下とする。

SPスティック

はりウェブ

余
盛
h

（6）検査

溶接部の検査は、目視による外観検査とする。

注意：連続孔の場合は、ハイリングを同じ向きで溶接するとはりが歪む場合があります。

可

不

段部が隠れるまで溶接

されていない

必要溶接サイズａを

確保できていない

サイズ 長さ

はり
ウェブ

ハイリング

ハイリング

ハイリング

ハイリング

はり
ウェブ

はり
ウェブ

はりウェブ

SPスティック

はりウェブ

SPスティック

必要溶接サイズａ1

を確保できていない

SPスティック

はりフランジ

はりフランジ

SPスティック

SPスティック

（7）設置許容差（SPスティック）

e1

rf
e2

e4

e
3

（a）はりフランジとの隙間e1 （b）中心のズレe2

（c）傾きe3 （d）はりウェブとの隙間e4

rfmm≦e1≦25mm

rf:フィレット部半径

(ビルドHの場合は脚長)

e2≦10mm

e3≦3mm e4≦3mm

はりフランジ

SPスティックの設置許容差は（7）参照。

はりウェブ

取付ける。取付け時はSPスティックの取付目印（突起）が

はりフランジ側になるように取付ける。

a

a1

a
a

a1

R部付け根

Bタイプ
R+Sタイプ

ハイリング

SPスティックハイリング

ハイリング

SPスティック

SPスティック

Bタイプ

SRC造

S 造

φ100
100R 5.5-19 φ140

100
22 8.5 115 130 150 5.5 1.1

100B 8.5-29 φ145 32 12 114 135 155 8.5 1.7

φ125
125R 5.5-19 φ165

125
25 10 139 155 175 5.5 1.4

125B 8.5-29 φ175 32 14 145 165 185 8.5 2.5

φ150
150R 5.5-19 φ195

150
25 10 169 185 205 5.5 2.0

150B 9-31 φ205 36 14 172 195 215 9 3.5

φ175
175R 5.5-19 φ225

175
25 10 199 215 235 5.5 2.6

175B 9-31 φ230 36 18 200 220 240 9 4.5

φ200
200R 6-21 φ250

200
25 12 225 240 260 6 3.1

200B 9-31 φ260 40 18 227 250 270 9 5.9

φ225
225R 6-21 φ275

225
25 12 250 265 285 6 3.5

225B 9-31 φ290 40 20 259 280 300 9 7.5

φ250
250R 7.5-26 φ300

250
28 12 272 290 310 7.5 4.1

250B 10-32 φ320 45 22 286 310 330 10 9.9

φ275
275R 7.5-26 φ325

275
28 12 297 315 335 7.5 4.4

275B 10-32 φ340 50 24 304 330 350 10 11

φ300
300R 8-28 φ350

300
28 12 322 340 360 8 4.8

300B 11-32 φ370 55 26 331 360 380 11 14

φ350
350R 8-28 φ400

350
32 14 370 390 410 8 6.3

350B 11-32 φ425 60 28 384 415 435 11 19

φ400
400R 8-28 φ455

400
32 14 425 445 465 8 8.0

400B 11-32 φ480 62 30 439 470 490 11 24

φ450
450R 10-32 φ525

450
50 22 487 515 535 10 19

450B 14-32 φ550 74 38 505 540 560 14 41

φ500
500R 10-32 φ575

500
50 22 537 565 585 10 21

φ550

φ600

G'

のみ適用可

0mm以上

SPスティック端～

フランジスプライスプレートの距離(G') 0mm以上 －

可

端部目印

端部目印無用 端部目印有用

はりフランジ

SPスティック端部目印

端部目印まで溶接されていない

Ｒ部付け根まで溶接されていない

※１　ＳＰスティックは納入時期により端部目印が無い場合があります。

※１

※１

注意

ＳＰスティックはハンチ

部分に取り付けることは

出来ません。

600R 10-32 φ680
600

55 22 639 670 690 10 29

600B 15-32 φ700 80 40 650 690 710 15 57

550R 10-32 φ630
550

55 22 589 620 640 10 27

550B 15-32 φ655 75 40 610 645 665 15 54

500B 15-32 φ610 75 40 565 600 620 15 52

a1:SPスティック溶接高さ

軸力範囲：-0.25Ny～+0.25Ny（Ny：はりの軸耐力）

補強パターン1：ハイリングのみ

補強パターン2：ハイリング＋PL補強

ただし、シアスパン比（L/D）が6以下の場合は梁端部から0.1L以内または鉄骨はり成の1倍以内の範囲（大きい方）

ただし、フィレットrfに干渉しないこと

※1

※2

※1

2

2 2

2 2

2 2

※1

※1

3

2

3

d

2

d 3

2

d 3

2

2

2

B1

t
b

B2

a1

S

a

余
盛

h

a
1

鉄骨ばり貫通孔補強
ハイリングⅢ工法設計施工標準
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1Dp

 裏当金具

45°

 裏当金具

45°

フィラープレート

 裏当金具

【 回転貫入鋼管杭　ジー・エクスパイル 】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（GBRC性能証明第11-05号改2）

　　※　下表の推奨値は施工偏心を見込まない場合

　　　　※くい頭溶接の鉄筋は

　　　　　引抜き力だけを負担

　　　　　する

　　　　　　※ずれ止め、吊型

　　　　　　　枠を取付け後、

　　　　　　　くい頭補強筋を

　　　　　　　溶接する

ずれ止め

　　　　　　　　　　　　　　（特許第6660446号）

a.くい芯･逃芯墨出

b.建て込み
e.くいの接続

回転

回転埋設

孔あけドリル

溶接 溶接

1Dp

d.回転埋設 f.TPくいの接続
g.くいの回転埋設

h.埋設完了

i.プレート

孔あけ
c.固 定

▼支持層

▼地面

　施工

接続 接続

TP

　　　　　※　くい頭補強筋については別途検討が必要

埋設

　　　　　※　国住参建第2401号、2402号（令和3年12月20日）による基準強度の指定

中詰めコンクリート

くい頭補強筋

中詰めコンクリート

くい頭補強筋

中詰めコンクリート

中詰めコンクリート 中詰めコンクリート

ずれ止め

くい頭補強筋

最大回転半径：R

【許容支 持力および 適用範囲】

１　件名

　　 G-ECSパイル工 法

５　適用 範囲 ３　継手

【 G-ECSパ イルの構 造・規格】

１　 G-ECSパイルの 寸法  

３　くい 材から決ま る許容支持 力

４　引抜 き方向の短 期支持力

【施工管 理方法】

【くい頭 部の接合例  】

【くい芯 間隔とへり あきの推奨 値】

【 ECS-TP工 法】

　　　　　　　　Ap=e･Ag

　　　　　　　　　 e ：有効率（くい径300mm未満で1.0、300mm以上で0.97）

　　　　　　　　　 Ag：基礎ぐい先端の実断面積（㎡）

　　　　　　Ns：基礎ぐい周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値（回）

　　　　　　Ls：基礎ぐい周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計（m）

　　　　　　qu：基礎ぐい周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値（kN/㎡）

　　　　　　Lc：基礎ぐい周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計（m）

　　　　　　ψ：基礎ぐいの周囲の長さ（m）

　　　基礎ぐい先端の有効断面積（Ap）、および等価円直径（Dw）

　　　　　　　　LNa=　　Ae(1-α1-α2）
　　　　　　　　　　 F

　　　　　　　　　　1.5

*

　　　　　ただし、

　　　　　　F　=F･（0.80+2.5･te/r）　　　（0.01≦te/r＜0.08）

　　　　　　F　=F　　　　　　　　　　　　（te/r≧0.08）

*

*

　　　　　ここで、

*

　　　　　　te：腐食しろを除いた鋼管の厚さ（mm）

　　　　　　r ：鋼管の半径（mm）

　　　　　　α1：長さ径比による低減率

　　　　　　　　 L＞100Dpの場合、α1=（L/Dp-100）/100

　　　　　　　　 L≦100Dpの場合、α1=0

　　　　1）くい材から決まる長期許容支持力

　　　　2）くい材から決まる短期許容支持力

　　　　　　　　SNa=1.5×LNa

　　　　　　　　tRa=　　κ･Nt･Atp+Wp
　　　　　　　　　　 2

　　　　　　　　　　 3

　　　　1）地盤から決まる引抜き方向の短期許容支持力

　　　　　ここで、

　　　　　　κ ：先端抵抗係数（砂質地盤（礫質地盤含む）　κ=56）

　　　　　　Nt ：基礎ぐいの先端付近（くい先端より上方に3Dwの範囲）の地盤の標準貫入試験による打撃

　　　　　　　　 回数（N値）の平均値（回）

　　　　　　Atp：基礎ぐいの先端の有効断面積（㎡）

　　　　　　Wp ：浮力を考慮したくいの有効自重（kN）

　　　　2)くい材から決まる引抜き方向の短期支持力

　　　　　　　　tNa=F･Ae

　　　　1）適用する地盤の種類

　　　　 a.くいの許容支持力（押込み方向）

　　　　2）最大施工深さ

　　　　　くい径（Dp）の130倍とし下表による

　　　　3）適用する建築物の規模

　　1）溶接継手標準図

（上下で肉厚が同じ場合）　　　（肉厚が異なる場合）

　　　a.ロボット本体仕様

　　　　本体外形寸法：幅388mm、奥行120mm、

　　　　レール寸法：幅120mm、厚さ20mm

　　　　本体重量：約4.5kg

　　　b.溶接方法

　　　　セルフシールドアーク溶接

　　　c.適用くい径

　　　　Dp=165.2～406.4mm

　　　　　※上記数値は標準タイプの場合

　G-ECSパイル工法では、以下の管理方法により現場ごとの「支持層確認管理値」を決定し、くいの先端が確

　実に支持層に到達していることを確認して、打ち止め管理を行う。

　1）PR値

　 　G-ECSパイル工法は「PR値」により施工管理を行う（PR値：くい1回転あたりの地中への貫入量（mm））

　2）施工管理方法

　 a.本ぐいの施工に先立ち、地盤調査（標準貫入試験）位置または近傍にて試験ぐいの施工を行う。試験ぐ

　 　いでは、地表面からくい先端所定位置まで全長に亘り、深度・PR値・トルクを測定し、地盤調査資料と

　 　比較して整合性を検証する。このとき、地盤調査位置近傍に本ぐいがある場合には、これを試験ぐいと

　 　することができる。　　　※くい先端所定位置：設計上必要とされるN値の発現深度

　 b.試験ぐいに不整合が無ければ、試験ぐいの施工データと比較しながら本ぐいを3本施工し、支持層上端

　 　より1.0m上部（引抜き方向の支持力を負担するくいについては3Dwかつ1.0m上部）から試験ぐいと同一

　 c.試験ぐいを含めた管理値設定ぐい計4本について、支持層上端におけるPR値の平均値を求める。また、

　 　合わせてトルクの最小値を求める。

　 d.c.で求めた平均値の130%を当該現場における「支持層確認管理値」とする。また、トルクの最小値とバ

　 　ラつきの程度を考慮して打ち止め参考トルクを設定する。

　 e.本ぐいの施工時には、支持層上端と想定される深度より1.0m上部（引抜き方向の支持力を負担させるく

　 　管理値」以下となった深度を支持層上端とする。

　 f.支持層上端より1Dp以上くいを根入れし、打ち止めとする。根入れの時はくいを正転させ、打ち止める。

　 ※　PR値が「支持層確認管理値」以下となった後、根入れの際に施工トルクがくい体の短期許容ねじり強

　 　　さを超える場合、またはPR値が「支持層確認管理値」の30%以下となる場合には、1Dpの根入れと同等

　 　　として扱う。

　 g.くいの高止まり時の処置：打ち止め条件は満たしているが、貫入が困難な場合で支持層上端以深の地盤

　 　にN値の落ち込みがないことが確実な場合は、その位置で打ち止めとし、くい頭は地面で切断とする。

　 h.くい長不足の処置：打ち止め条件を満たさないくいは適宜継いで、「支持層確認管理値」以下になるま

　 　で施工する。ただし、最大施工深さを超える場合には、監理者・設計者と協議の上、指示による。

　4）管理値

　　 ECS-TP工法の水平方向施工管理許容値は±20mm以内、鉛直方向の施工管理許容値は0～-10mmとし、これ

　　 を超える場合は対処方法について監理者・設計者と協議を行うものとする。

　3）施工手順

　   a.～b. 逃げくいは、直角方向2か所設定する。基準は、地面に固定したもの（鉄板等）に印す。

　   f.～g. TPくい（上くい）に、TP治具を取付け、回転埋設する。

　   h.　　 G-ECSパイル工法打ち止め管理基準を満足していることを確認し、所定レベル0～-10mmで埋設

　   i.     テンプレートを用いてトップ・プレート上にボルト孔の墨出しを行い、位置再確認の後、ボル

　   　　   ト孔あけドリルにより施工する。

　ECS-TP（エクス・ティーピー）工法とは、回転貫入鋼管杭として大臣認定を取得したG-ECSパイル工法を用

　いた、柱杭一体型の施工方法をいう

　1）ECS-TP工法標準図

　      　　完了とする。

　G-ECSパイル工法

　　認定番号　　　　　TACP-0585

　　認定書　　　　　　国住指第755号

　　指定書　　　　　　国住指第752-2号

　　性能評価書　　　　BCJ基評-FD0124-04

　G-ECSパイル工法

　（くい先端地盤：粘土質地盤）　（くい先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む））

　   c.～d. くいの位置を固定し、回転埋設を行う。

　   j.　　 レベル調整用フィラーを敷設し、柱の建方を行う（鉄骨建て入れ直しの前工程でくい頭周辺に

　   　　　 捨てコンクリートを打設しておくことが望ましい）。

　   e. 　　くいの接続を行う。

　　　　　　　　　　　　　　 （粘土質地盤　　　　　　　　κ=56）

　　　　　　　　　（砂質地盤　 10≦Nt≦60　Ntを算出する時の個々のN値は、

　　　　　　　　　（粘土質地盤  5≦Nt≦50　Ntを算出する時の個々のN値は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 N<2のときN=0、N>50のときN=50）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 N<5のときN=0、N>100のときN=100）

　　　　 　　　　　　　　　：粘土質地盤（φ267.4まで）

　　　　 b.引抜き方向の短期支持力

　　　　 　くい先端地盤　　：砂質地盤　（礫質地盤含む）

　　　　 　　　　　　　　　：粘土質地盤（φ267.4まで）

　　　　 　最小くい長　　　：砂質地盤　　3mと10Dpの大きい方

　　　　 　　　　　　　　　：粘土質地盤　5m

　　　a.φ139.8以下の場合 　　　b.φ165.2以上の場合

　 　の押圧力でPR値を測定する。

　　 いについては3Dwかつ1.0m上部）から試験ぐいと同一の押圧力でPR値・トルクを測定し、「支持層確認

　　　　　　　　　　　高さ236mm

　 ※　高止まり時の支持層上端より以深の地盤にN値の落ち込みが予想される場合には、くいに逆回転を与え

　 　　て引抜き、アースオーガ―等にて掘削して施工困難な層を打抜き後、再施工とする。アースオーガー

　 　　等による先行掘削は支持層上端の1.0m程度上部（引抜き方向の支持力を適用するくいについては3Dwか

　 　　つ1.0m上部）とする。

　　性能評価書　　　　BCJ基評-FD0178-01

　　　　　　α2：溶接継手による低減率（α2=0）

　　　　 　くいの周囲の地盤：砂質地盤、および粘土質地盤

　　　　 　くいの周囲の地盤：砂質地盤、および粘土質地盤

　タイプA-1（引抜力を負担しないくいの場合） タイプA-2（引抜力を負担させるくいの場合）

　タイプB（仮想鉄筋コンクリート円柱）

　タイプC-1（ずれ止めを用いる場合） タイプC-2（くい頭補強筋とずれ止めを用いる場合）

　2）ECS-TP工法施工手順図

【国土 交通省大臣 認定、性能 評価】

　　　　　　Ae ：腐食しろを除いた鋼管の断面積（mm ）　　　　　　F ：上記の式より計算した数値（N/mm ） 2

　　　　　　F ：設計基準強度（N/mm ）

2

2

　　　　 　くい先端地盤　　：砂質地盤　（礫質地盤含む）

　　2）現場自動溶接ロボット工法　ECS-AW

（mm）

　　　　　※1　φ216.3の翼部のみ材質はSM490Aとし、これ以外はSS400とする

部位 使用材料

基礎ぐいの軸部

JIS G 3475（1996）に定めるSTKN400W、STKN400B、及びSTKN490B

くい先端部の翼、
JIS G 3106（1999）に定めるSM400A、SM400B、SM400C、SM490A、SM490B、

JIS G 3101（1995）に定めるSS400

　及び組立版

キー材、及び
JIS G 3101（1995）に定めるSS400

　裏当て金具
JIS G 3106（1999）に定めるSM400A、SM400B、SM400C、SM490A、SM490B、

　　　　　　　　　　　　　SM490C、SM490YA、及びSM490YB

　　　　　※　 寸法公差は性能評価書の内容に準じる

　　　　　　　　　　　　　SM490C、SM490YA、及びSM490YB

JIS G 5525（1994）に定めるSKK400、及びSKK490

くい径 Dp（mm）

呼称 Dp

くい径

（mm）

間隔 A

くい芯

（mm）

114.3 114.3 440 140

139.8 139.8 540 150

165.2 165.2 640 175

190.7 190.7 760 210

216.3 216.3 850 240

267.4 267.4 1030 300

318.5 318.5 1300 400

355.6 355.6 1300 400

400.0 400.0 1500 500

406.4 406.4 1500 500

B

へりあき

（mm）

くい径

Dp

（mm）

114.3

139.8

165.2

190.7

216.3

267.4

318.5

355.6

400.0

406.4

等価円

直径Dw

（mm）

有効断面積

Atp

（㎡）

0.0514

0.0780

0.1089

0.1562

0.1993

0.2884

0.4058

0.4228

0.5105

0.5105

適用

地盤

Dp

（mm）

114.3

139.8

165.2

190.7

216.3

267.4

318.5

355.6

（400.0）

406.4

Dw

（mm）

256.9

314.7

372.3

446.0

503.7

606.0

729.9

745.0

818.6

818.6

t1

（mm）

4.5

6.0

4.5

6.6

5.0

7.1

9.3

5.3

7.0

8.2

8.2

10.3

12.7

8.0

9.3

12.7

16.0

19.0

6.9

10.3

12.7

16.0

19.0

9.5

12.7

16.0

19.0

9.0

12.0

9.5

12.7

16.0

19.0

t2

（mm）

12

12

12

16

16

19

22

22

25

25

t3

（mm）

16
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※1 L1

（mm）
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220
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240

L2、L4

（mm）
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240
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325

390
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L3

210

260

310

370

420

505

610

620

680

680

L5

（mm）

52

60

65

80

90

110

115

120

135

135

L6

（mm）

135

165

185

225

250

305

360

390

440

440

R

162

198

234

280

316

380

457

466

512

512

（mm）

114.3 139.8 165.2 190.7 216.3 267.4 318.5 355.6 400.0 406.4

52.8352.0046.2241.4034.7614.86 18.17 21.48 24.79 28.12
　深さ（m）

最大施工

２　地盤 の許容支持 力

　　　　　（くい先端地盤：粘土質地盤　　　　　　　　BCJ基評-FD0178-01）

　　　　　（くい先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む）　TACP-0585）

　　　本工法により施工される基礎ぐいの許容支持力を定める際に求める長期並びに短期に生ずる力に対す

　　　る地盤の許容支持力

　　　　1）長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力（kN）

　　　　　　　　Ra=　　｛αNAp+(βNsLs+γquLc)ψ｝
　　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　　 3

　　　　2）短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力（kN）

　　　　　　　　Ra=　　｛αNAp+(βNsLs+γquLc)ψ｝
　　　　　　　　　　 2

　　　　　　　　　　 3

　　　　　ここで、

　　　　　　α：くい先端支持力係数（砂質地盤（礫質地盤含む）　α=184）

　　　　　　β：砂質地盤におけるくいの周面摩擦力係数（β=0）

　　　　　　γ：粘土質地盤におけるくいの周面摩擦力係数（γ=0）

　　　　　　 N：基礎ぐいの先端付近（杭先端より下方に1Dw、上方に1Dwの範囲）の地盤の標準貫入試験に

　　　　　　　　よる打撃回数（N値）の平均値（回）

　　　　　　Dw：基礎ぐい先端の実断面積（Ag）と等価な円の直径（以下、等価円直径という）

　　　　　　Ap：基礎ぐいの先端の有効断面積（㎡）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（粘土質地盤　　　　　　　　α=150）

　　　　　　　　（粘土質地盤 10≦N≦50）

　　　　　　　　（砂質地盤 　 5≦N≦60）

２　 G-ECSパイルの 材質

※2

※1

256.9

314.7

372.3

446.0

503.7

606.0

729.9

745.0

818.6

818.6

※JIS G 3444（1994）に定めるSTK400、STK490、及びSTK540

▽くい先端

(軸部鋼管の最下端)

　　　　　　　※1　最大施工深さは、施工地盤からくい先端までの施工深さ

　　　　　　　※2　くい先端が粘土質地盤で引抜き方向支持力を使用する場合は31.70m

　　 　　　延べ面積が、500,000 ㎡以下の建築物

2022.12.　改訂
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/
2

2
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以
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くい部材

トップ・プレート

継手ボルト（F10T/S10T）

ベース・プレート

▼設計 G.L

柱部材

▼継手レベル

トップ・プレート継手ボルト

仮設ボルト孔

ベース・プレート

※ボルト長さはレベル誤差を考慮

          ※掘進が困難と想定される地盤では掘削刃付きタイプを使用する。

くい径 Dp（mm）

Ap（mm）

Dw（mm）

114.3
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256.9
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314.7
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0.2884

606.0

318.5
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基礎ぐい先端の有効断面積（Atp）一覧表

t
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Ｇ－ＥＣＳパイル工法設計施工標準

Ｇ－ＥＣＳパイル工法設計施工標準
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ボーリング　№2　　孔口標高 KBM－0.688m（T.P=33.444m） ボーリング　№3　孔口標高 KBM－0.615（T.P=33.517m）

ボーリング　№4　　孔口標高 KBM－0.838m（T.P=33.294m）
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１.　杭種・工法：先端羽根付鋼管杭(G-ECSパイル工法 TACP-0585)

８.　杭の施工は国土交通省告示「基礎ぐい工事の適正な施工を

S=1:100(A3版 50%縮小)

試験杭№1

○-406.4×9.5（STK490）

○-406.4×9.5（STK490）羽根厚t=36(SS400)
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杭特記事項

３.　杭の施工偏心は100㎜まで変更を生じない。

４.　杭継手は溶接継手とする。

５.　支持層：軽石混り火山灰質砂

６.　試験杭は本杭を兼ねる。

７.　特記なき杭芯は通り芯とする。

　　 確保するために講ずべき措置について」に従うこと。

２.　杭頭深さ：GL-1.35m   杭先端深さ：GL-9.35m

2630.1

杭伏図
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共通事項   特記なき限り下記による

1. 特記なき梁天端　2FL-150

(　)内数値は、2FLから梁天端までの寸法を示す。

特記なきQLﾙｰﾌ部の鉄骨小梁天端は接続する大梁天端＋50とする。

特記なきQLﾃﾞｯｷ部の鉄骨小梁天端は接続する大梁天端と同値する。

QLﾙｰﾌ部の鉄骨大梁天端は受け材C-100x50x20x3.2を流す。

2. 符号 RD はＱＬルーフ(FP030RF-0413同等品)とする。
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敷き込み方向はX方向とし、連続支持とする。
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5. 　　　は剛接合を示す。

記号 HB は耐風梁を示し、横使いとする。

6. 　　　は梁貫通孔を示す。(ハイリングⅢ工法)
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共通事項   特記なき限り下記による

1. 特記なき梁天端　RFL-150

(　)内数値は、RFLから梁天端までの寸法を示す。

鉄骨小梁梁天端は接続する大梁天端＋50とする。

特記なき屋根材はＱＬルーフ(FP030RF-0413同等品)とする。2.

RD1：QL99-50-12Y    RD2：QL99-50-16Y

敷き込み方向はX方向とし、連続支持とする。

3.

023

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）

特記なき水平ブレースは BR2 とする。
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1.

2.

特記なき基礎梁天端　設計GL＋650

▽ は柱心を示す。
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は鉄骨継手位置を示す。
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4.

5. 開口補強材は下記による。
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共通事項   特記なき限り下記による

1.

2.

特記なき基礎梁天端　設計GL＋650

▽ は柱心を示す。

は増打ちを示す。

は鉄骨継手位置を示す。

3.

4.

5. 開口補強材は下記による。

a:□-100x100x3.2      b:□-100x100x4.5

c:L-75x75x6           d:L-75x75x9
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（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
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宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

松下設計仙台支社
株 式
会 社

設計図
設計部長 検 図 担 当 製 図

日付：受託番号 図 面 種 別

縮 尺
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共通事項   特記なき限り下記による

1.

2.

特記なき基礎梁天端　設計GL＋650

▽ は柱心を示す。

は増打ちを示す。

は鉄骨継手位置を示す。

3.

4.

5. 開口補強材は下記による。

a:□-100x100x3.2      b:□-100x100x4.5

c:L-75x75x6           d:L-75x75x9
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　宮城県知事登録

（一級建築士登録 275570号）管理建築士　小山　紀彦

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

松下設計仙台支社
株 式
会 社

設計図
設計部長 検 図 担 当 製 図

日付：受託番号 図 面 種 別

縮 尺

図面名

図 面 番 号
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共通事項   特記なき限り下記による

1.

2.

特記なき基礎梁天端　設計GL＋650

▽ は柱心を示す。

は増打ちを示す。

は鉄骨継手位置を示す。

3.

4.

5. 開口補強材は下記による。

a:□-100x100x3.2      b:□-100x100x4.5

c:L-75x75x6           d:L-75x75x9
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　宮城県知事登録

（一級建築士登録 275570号）管理建築士　小山　紀彦
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宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

松下設計仙台支社
株 式
会 社

設計図
設計部長 検 図 担 当 製 図

日付：受託番号 図 面 種 別

縮 尺

図面名

図 面 番 号
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S=1:100(A3版 50%縮小)
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共通事項   特記なき限り下記による

1.

2.

特記なき基礎梁天端　設計GL＋650

▽ は柱心を示す。

は増打ちを示す。

は鉄骨継手位置を示す。

3.

4.

5. 開口補強材は下記による。

a:□-100x100x3.2      b:□-100x100x4.5

c:L-75x75x6           d:L-75x75x9

028

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）

F4 F5 F4 F4

▽杭頭

40
0

△基礎下端

1,
35

0

▽杭頭

40
0

△基礎下端

1,
35

0

(KBM+300)

(KBM+300)

□-400x400x22

3,
05
0

6
00

2,
1
00

2,
1
00

2,
1
00

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0



Ｓ
２２－１２７Ｓ 2023年3月24日一級建築士事務所

　　第22110183号
　宮城県知事登録
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宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

松下設計仙台支社
株 式
会 社

設計図
設計部長 検 図 担 当 製 図

日付：受託番号 図 面 種 別
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共通事項   特記なき限り下記による

1.

2.

特記なき基礎梁天端　設計GL＋650

▽ は柱心を示す。

は増打ちを示す。

は鉄骨継手位置を示す。

3.

4.

5. 開口補強材は下記による。

a:□-100x100x3.2      b:□-100x100x4.5

c:L-75x75x6           d:L-75x75x9
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宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

松下設計仙台支社
株 式
会 社

設計図
設計部長 検 図 担 当 製 図

日付：受託番号 図 面 種 別
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5
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5
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1
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JJ J J J J J J J J J

C1

C1

F2 F3 F3 F3 F1

F2 F5 F6 F5

軸組図(7)

S=1:100(A3版 50%縮小)

J

共通事項   特記なき限り下記による

1.

2.

特記なき基礎梁天端　設計GL＋650

▽ は柱心を示す。

は増打ちを示す。

は鉄骨継手位置を示す。

3.

4.

5. 開口補強材は下記による。

a:□-100x100x3.2      b:□-100x100x4.5

c:L-75x75x6           d:L-75x75x9

030

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）

F5 F6

F4 F5 F2

▽杭頭

40
0

△基礎下端

1,
35

0

▽杭頭

40
0

△基礎下端

1,
35

0

(KBM+300)

(KBM+300)

3,300



Ｓ
２２－１２７Ｓ 2023年3月24日一級建築士事務所

　　第22110183号
　宮城県知事登録

（一級建築士登録 275570号）管理建築士　小山　紀彦

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

松下設計仙台支社
株 式
会 社

設計図
設計部長 検 図 担 当 製 図

日付：受託番号 図 面 種 別

縮 尺

図面名

図 面 番 号

△B.PL下端

15
0

15
0

7
00
30
0

▽1FL

▽2FL

▽RFL60
0

9
,5

00

4,
00

0
4,

50
0

1,
0
00

▽G.L

5,000 7,000 9,000 5,000 7,000 5,000

38,000

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7

290 290

FG1

C1

2G1 2G1

FG2 FG2A FG2 FG1FG1

2G1

C1C1 C1 C1

2G1 2G1 2G1

RG1 RG1 RG2 RG1 RG1

△B.PL下端

15
0

15
0

7
00
30

0

▽1FL

▽2FL

▽RFL60
0

9
,5

0
0

4,
00
0

4,
50

0
1,

0
00

▽G.L

5,000 7,000 9,000 5,000 7,000 5,000

38,000

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7

290 290

2G1

FG1FG1

2G1

C1C1

2G1

X6通り軸組図　1:100

FG1A FG1A

C2

2G5

B34

X7-1800通り軸組図　1:100

C1B C1B

一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭

△ ▽

△ ▽

15
0

1
50

▽G.L

4,
0
00

3
50

△基礎梁天端

4,
70

0
65

0

▽RFL

▽2FL

▽1FL

15
0

1
50

▽G.L

4,
0
00

3
50

△基礎梁天端

4,
70

0
65

0

▽RFL

▽2FL

▽1FL

1,0001,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

JJ J J J J J J J J J

25
3
25

25
3
2521

5
33
5
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5

33
5

21
5

33
5
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5

33
5

21
5

33
5

33
5

21
5

33
5

21
5

33
5
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5

33
5

21
5

33
5

21
5

33
5

21
5

33
5

1,000

J

1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

J J J J J J

1,000

J

C1

F3 F5 F6 F5 F3 F1

F2 F2

軸組図(8)

S=1:100(A3版 50%縮小)

P1

B20

aa

a

a a

a
aa

a a

a

a a

a

aa a

a

a

a

a

a a

c

c

d d a

J

共通事項   特記なき限り下記による

1.

2.

特記なき基礎梁天端　設計GL＋650

▽ は柱心を示す。

は増打ちを示す。

は鉄骨継手位置を示す。

3.

4.

5. 開口補強材は下記による。

a:□-100x100x3.2      b:□-100x100x4.5

c:L-75x75x6           d:L-75x75x9

031

C1B

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）

C-100x50x20x3.2@900

a

F5

F2F4

▽杭頭

40
0

△基礎下端

1,
35

0

▽杭頭

40
0

△基礎下端

1,
35

0

(KBM+300)

(KBM+300)

89
0

2
,1

2
0

89
0

2
,1

2
0

2,
6
00

2,
6
00

2,
1
00

2,
1
00

2,
1
00

2,
1
00

2,
1
00

1
00

3,
00

0
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　　第22110183号
　宮城県知事登録

（一級建築士登録 275570号）管理建築士　小山　紀彦

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

松下設計仙台支社
株 式
会 社

設計図
設計部長 検 図 担 当 製 図

日付：受託番号 図 面 種 別

縮 尺

図面名

図 面 番 号

△B.PL下端

15
0

15
0

7
00
30
0

▽1FL

▽2FL

▽RFL60
0

9
,5

00

4,
00

0
4,

50
0

1,
0
00

▽G.L

5,000 7,000 9,000 5,000 7,000 5,000

38,000

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7

290

FG1

2G1 2G1

FG1

RG110

C1A C1B C1A

一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭

△

15
0

1
50

▽G.L

4,
0
00

3
50

△基礎梁天端

4,
70

0
65

0

▽RFL

▽2FL

▽1FL

1,0001,000 1,000 1,000

JJ J J

C1 C1

F2

軸組図(9)

S=1:100(A3版 50%縮小)

X7通り軸組図　1:100

HB2(横使い)

T2

P4 P4

HB3(横使い)

HB3(横使い)

J

共通事項   特記なき限り下記による

1.

2.

特記なき基礎梁天端　設計GL＋650

▽ は柱心を示す。

は増打ちを示す。

は鉄骨継手位置を示す。

3.

4.

5. 開口補強材は下記による。

a:□-100x100x3.2      b:□-100x100x4.5

c:L-75x75x6           d:L-75x75x9

032

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）

▽杭頭

40
0

△基礎下端

1,
35

0(KBM+300)

26
0

90

2
,8
0
0

21
5

33
5

9
50

1,
8
85

F2 F2



副基礎下端筋4-D13

帯鉄筋 □-4-D13

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 2023年3月24日２２－１２７Ｓ

Ｓ

S=1:30基礎リスト
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0
0
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d
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0

4-D13

D13@300

L2
55

0

(
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0
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(  )内数値はF2を示す。
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中詰めｺﾝｸﾘｰﾄ(基礎躯体と同強度)

(318.5)

267.4
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基礎リスト

S=1：30(A3版 50%縮小)

一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭
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（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）
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図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 2023年3月24日２２－１２７Ｓ

Ｓ

S=1:30基礎梁リスト

共通事項

特記なき限り下記による

1.巾止め筋：D10-@1,000

2.梁貫通孔の補強は、人通孔以外は既製品　リング型　日本建築センター評価取得品とする。

3.既製品の補強は、決定されたメーカー仕様によるものとする。

4.主筋の配置はX方向を上、Y方向を下にして交差させる。

5.梁主筋の柱内定着長さは40dとする。

符 号

位 置

断 面

断 面

上端筋

下端筋

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

腹 筋

FG1

全断面

   - D13  @ 200

500×1,900

4-D25

4-D25

全断面

   - D13  @ 200

500×1,900

FG1A

6(4/2)-D25

5(4/1)-D25

FG1B

全断面

   - D13  @ 200

500×1,900

5(4/1)-D25

全断面

   - D13  @ 200

500×1,900

6(4/2)-D25

FG2

4-D25

全断面

   - D13  @ 200

500×1,900

6(4/2)-D25

7(4/3)-D25

FG2A

全断面

   - D13  @ 200

500×1,900

6(4/2)-D25

6(4/2)-D25

FG3

全断面

   - D13  @ 200

500×1,900

FG3A

7(4/3)-D25

5(4/1)-D25

全断面

   - D13  @ 200

6(4/2)-D25

6(4/2)-D25

500×1,300

▽GL

65
0

B

D
60

50
3
35

50
93

5

FG4

6 - D13

全断面

   - D13  @ 200

6(4/2)-D25

6(4/2)-D25

6 - D13

FG5

9
85

500×1,250

全断面

   - D13  @ 200

6 - D13

FG6

8
15

17
0

500×1,420

5(4/1)-D25

   - D13  @ 200

元端・中央 先 端

500×1,900

7(4/3)-D25

4-D25

4-D25

4-D25

FCG1

65
0

3
35

符 号

位 置

断 面

断 面

上端筋

下端筋

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

腹 筋

全断面

▽GL

65
0

33
5

10 - D1310 - D13 10 - D13 10 - D13 10 - D13 10 - D13 10 - D13 10 - D13

FB1

B

D

350×800

3-D22

3-D22

   - D10  @ 200

全断面

350×800

3-D22

   - D10  @ 200

FB1A

4(3/1)-D22

2 - D13

全断面

350×800

   - D10  @ 200

4(3/1)-D22

FB1B

4(3/1)-D22

全断面

350×800

   - D10  @ 200

FB1C

3-D22

   - D13  @ 200

FB2

外 端

450×1,200

4-D22

4-D22

7(4/3)-D22

6(4/2)-D22

4 - D13

全断面

FB2A

450×1,200

4-D22

5(4/1)-D22

   - D13  @ 200

4 - D13

中央・連続端

   - D13  @ 200

450×1,200

4-D22

4-D22

4 - D13

FB2B

Y2端・中央 Y3端

4-D22

8(4/4)-D22

4-D22

FB2C

450×1,200

4-D22

4-D22

   - D13  @ 200

4 - D13

中央

8(4/4)-D22 4-D22

7(4/3)-D22

FB3

   - D13  @ 200

350×1,900

3-D22

3-D22

10 - D13

3-D22

3-D22

FB4

350×1,200

4 - D13

fb1 fb2

98
5

250×595

2-D16

2-D16

   - D10  @ 200

－

全断面 全断面 全断面 全断面

300×595

3-D19

3-D19

   - D10  @ 200

－

L2

B

a

打増し部補強あばら筋
打増し部補強主筋

増し打ち配筋要領図

小梁・耐力壁の鉄筋の定着長さは、梁躯体内で確保し、打増し部は定着長さ

　２．

　１．

梁あばら筋と同径同ピッチ補強あばら筋

梁主筋の1段落とし@300以下補強主筋

打増し部腹筋は梁と同径・同段数とする。

に算入しない。

補強腹筋
a=400以上～900以下　2-D10

a=900以上～1200以下　4-D10

人通孔補強要領図

縦　筋 横　筋 斜　筋 貫通孔部
スターラップ

Ｌ符　号

６００

800

スターラップ

横筋

※貫通孔部と鉄筋のかぶり厚は50mmとする。

a b

a断面 b断面

２－□－Ｄ１３＠１００

通水管(半割部)補強要領図

３－□－Ｄ１３ １－２－Ｄ１３ ２－２－Ｄ１３

６００２－□－Ｄ１３＠１００１－２－Ｄ１３４－□－Ｄ１３ ２－２－Ｄ１６

貫通孔部

スターラップ

830

横筋

縦筋

あばら筋

斜筋

貫通孔部

斜筋

縦筋(スターラップ)

横筋

貫通孔部

スターラップ

L2

L2

L

斜筋 1-2-D13

L2

▽仕上面

ピ
ッ

ト
ス
ラ

ブ

半割

L2

FG2･FG3A

FG1･FG2A･FG3

一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭

基礎梁リスト

S=1:30(A3版 50%縮小) 034

2 - D13 2 - D13 2 - D13

   - D10  @ 200

8(4/4)-D25 7(4/3)-D25

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）

5(3/2)-D22

連続端 外端

全断面

   - D13  @ 200

4-D25

4-D25

FCG2

65
0

30
0

500×1,200

6 - D13

   - D13  @ 200

元端・中央 先 端

500×1,900

4-D25

4-D25

4-D25

65
0

3
35

10 - D13

FCG1A

8(4/4)-D25



D10@200

図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 2023年3月24日２２－１２７Ｓ

Ｓ

S=1:30

S1

D13@200(長辺方向)

D13@200(長辺方向)

D13@200(短辺方向)

D13@200(短辺方向)

D13@200(長辺方向)

D13@200(長辺方向)

S2

D13@150(短辺方向)

D13@150(短辺方向)

18
0

18
0

S3

2
50

D13@200(短辺方向)

D13@200(短辺方向)

D13@200(長辺方向)

D13@200(長辺方向)

CS1
D13@100

D13@100

D13@200

D13@200

18
0

125 1,620

X1

1-D16

15▽1FL

CS2

1-D16 1-D13

D13@100

D10@100

D10@200

D10@200

X1

15
0

5
0 ▽1FL

1,94010

2
00

CS3

920

X1

10

▽1FL

D10@200

1-D13 1-D13

15
0

50

▽GL

D10@200

A

▽GL

1-D13

D13@200

D10@200

D10@200

D10@200

1-D10

D10@200

5
0 ▽1FL

15
0

D10@200

1-D13

A   -   A   矢視  1/30

CS4

1-D13 1-D13

D10@200

1-D10

13
0
20▽2FL

QLデッキ(QL-99-50-12Y)

スラブリスト 段差スラブ配筋要領図 S=1:30

１）段差 H≦70 の場合

t

D13

5H

t

D13

H≦
70

２）段差 70＜H≦150 の場合

（ａ）又は（ｂ）とする。

L2

L2

L2

L2

LbかつB/2以上

B= 350

tt

t2H

L1
L1

L1
L1

L1

L1

ｔｔ70
＜

H≦
15

0

7
0＜

H≦
15

0

スラブ筋以上
D13かつ
スラブ筋以上

（ａ） （ｂ）

D13かつ

３）段差 150＜H≦300 の場合

L2

L2

L2

L2

LbかつB/2以上

B= 350

t

D16

□-D10

15
0＜

H≦
30
0

ｔ

（スラブ上筋と同ピッチ）

釜場配筋要領図 S=1:30

60°

D

D

D

L2

L2

※

※

※

  　※印は土間スラブ配筋、短辺方向に同じ。

　　　Ｄの寸法は、土間ｺﾝｸﾘｰﾄの厚さに同じ。

L2

S=1:30立上り壁配筋図

2
15

L2

110

5
50

1-D13

1-D10
D10@200

2
15

L2
5
50

200 2-D13

D10@200(ダブル)

立上壁（外壁）

立上壁（内壁）

1-D10

1-D13
D10@200

2
15

100

※壁厚 t=135,160も同配筋とする

S=1:30ハト小屋配筋詳細図

D10@200

2-D13

2-D13
2-D13

2-D13

D10@200
1-D13

2-D13D10@200

1
20

14
0

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙﾁﾄﾞﾘ)

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙﾁﾄﾞﾘ)

B29 B29

S=1:30設備基礎配筋要領図

D10@200

1-D13
1-D13
2-D13

D10@200

1-D13 1-D13

１）下駄形基礎 ２）独立基礎

D10@200

2-D13
1-D13

1-D13

□-D10@200

３）べた基礎

各4-D16

各2-D16

1-D13

1
30

1
30

D13@200

ＲＣスラブリスト・ＲＣ雑詳細図

S=1:30(A3版 50%縮小)

一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭

035

D13@200

D10@200

D13@200

1-D13

D10@200

▽GL

2
00

6
00

40
0

D10@200

▽1FL

1,530

CS5

1-D13

D10@400
D10@200

1
50

5
01
50

1
00

砕石置換 66
0

土間コンクリート配筋図

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）

D13@200



図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

会 社
株 式

松下設計仙台支社
宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8
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管理建築士　小山　紀彦（一級建築士登録 275570号）

　宮城県知事登録
　　第22110183号

一級建築士事務所 2023年3月24日２２－１２７Ｓ

Ｓ

鉄骨部材リスト

RG1

RG2

鋼板類 　：　SN400B

柱通しダイヤフラム 　：　SN490C

高力ボルト 　：　S10T

中ボルト 　：　SS400

継手リスト参照

両端：SN400B　中央：SS400

両端：SN400B　中央：SS400

符　号 サイズ 材　種 備　考

H - 400 x 200 x 8 x 13

継手リスト参照両端：SN400B　中央：SS400RG3 H - 600 x 200 x 11 x 17

継手リスト参照両端：SN400B　中央：SS400RG4 H - 700 x 300 x 13 x 24

継手リスト参照両端：SN400B　中央：SS400RG5 H - 588 x 300 x 12 x 20

継手リスト参照

2G1

継手リスト参照

両端：SN400B　中央：SS400

両端：SN400B　中央：SS400

H - 440 x 300 x 11 x 18

2G2 H - 700 x 300 x 13 x 24

継手リスト参照両端：SN400B　中央：SS4002G3 H - 800 x 300 x 14 x 26

継手リスト参照2G3A H - 800 x 350 x 16 x 32 両端：SN490B　中央：SM490A

継手リスト参照両端：SN490B　中央：SM490A2G4

継手リスト参照H - 588 x 300 x 12 x 20 両端：SN400B　中央：SS4002G5

SS400B15 H - 150 x 75 x 5 x 7

SS400B20 H - 200 x 100 x 5.5 x 8

SS400B24 H - 244 x 175 x 7 x 11

SS400B25 H - 250 x 125 x 6 x 9

SS400B29 H - 294 x 200 x 8 x 12

PL - 6    H.T.B 2 - M16

PL - 6    H.T.B 2 - M16

PL - 9    H.T.B 2 - M20

PL - 9    H.T.B 3 - M20

継手リスト参照H - 700 x 300 x 13 x 24CG1 元端：SN400B　先端：SS400

継手リスト参照CG2 H - 800 x 350 x 16 x 32 元端：SN490B　先端：SM490A

継手リスト参照元端：SN490B　先端：SM490ACG2A H - 800 x 350 x 19 x 36

継手リスト参照CG3 H - 588 x 300 x 12 x 20 元端：SN400B　先端：SS400

継手リスト参照・ピン接合部は PL-12  H.T.B 4-M22

継手リスト S=1:30
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H - 588 x 300 x 12 x 20
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H - 400 x 200 x 8 x 13
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2PL-9x200x410

4PL-9x80x410

24-M20
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32-M20
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2PL-12x300x440

4PL-12x110x440

2PL-9x260x170
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CG2 H - 800 x 350 x 16 x 32

2G4と同

H - 800 x 350 x 19 x 36CG2A CG3 H - 588 x 300 x 12 x 20

RG5と同

RG5と同
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S=1:30間柱柱脚リスト
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符 号

鉄骨断面

断面形状

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ

備考

PL-9x110x200  (SN400B)

G.PL-9  H.T.B 2-M16

PL-9x110x200  (SN400B)

G.PL-9  H.T.B 2-M16

PL-9x110x200  (SN400B)

G.PL-6  中ﾎﾞﾙﾄ 2-M16 G.PL-6  中ﾎﾞﾙﾄ 2-M16

－－－－

2-M16  L=360 ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ,ﾌｯｸ付(SS400)2-M16  L=360 ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ,ﾌｯｸ付(SS400)2-M16  L=360 ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ,ﾌｯｸ付(SS400)2-M16  L=360 ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ,ﾌｯｸ付(SS400)

PL-12x170x200  (SN400B)

G.PL-9  H.T.B 2-M16

－

2-M16  L=360 ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ,ﾌｯｸ付(SS400)

H - 800 x 350 x 16 x 32

鉄骨リスト・継手リスト

S=1:30(A3版 50%縮小)

一級建築士登録 第131641号　構造設計一級建築士交付番号第65号　金澤 公昭

H - 390 x 300 x 10 x 16

036

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）

H - 800 x 300 x 14 x 26

20-M22

CG1 H - 700 x 300 x 13 x 24

RG4と同

18-M22 14-M22

2PL-16x560x290

PL - 9    H.T.B 2 - M20  ※RF建物外周部は 3-M20

SS400B30 H - 300 x 150 x 6.5 x 9

B34 H - 340 x 250 x 9 x 14 PL - 12   H.T.B 4 - M20SS400･剛接合部はSN400B

SS400H - 294 x 200 x 8 x 12B29A

PL - 9    H.T.B 3 - M20

SS400 PL - 12   H.T.B 4 - M20B39 H - 390 x 300 x 10 x 16

SS400B44 H - 440 x 300 x 11 x 18

SS400B48 H - 488 x 300 x 11 x 18 PL - 12   H.T.B 5 - M22

SS400 PL - 12   H.T.B 5 - M22B58 H - 588 x 300 x 12 x 20

SS400B70 H - 700 x 300 x 13 x 24 PL - 16   H.T.B 7 - M22

H - 340 x 250 x 9 x 14CB34 SN400B 継手リスト参照

PL - 12   H.T.B 4 - M22

SS400HB1 H - 250 x 250 x 9 x 14 PL - 12    H.T.B 3 - M16

SS400HB2 SS400H - 200 x 200 x 8 x 12 PL - 9     H.T.B 2 - M16

HB3 SS400H - 125 x 125 x 6.5 x 9 PL - 6     H.T.B 2 - M16

C1 BCR295

BCR295C2

BCR295

BCR295C1B

C1A

ﾊｲﾍﾞｰｽNEO(Gﾀｲﾌﾟ)  GB350 - 4 - 42

ｽｰﾊﾟｰﾊｲﾍﾞｰｽ(BCﾀｲﾌﾟ)  BC350 - S1 - 42

ｽｰﾊﾟｰﾊｲﾍﾞｰｽ(BSﾀｲﾌﾟ)  BS350 - S1 - 42

ﾊｲﾍﾞｰｽNEO(Gﾀｲﾌﾟ)  GB400 - 4 - 42

BCR295C2A ｽｰﾊﾟｰﾊｲﾍﾞｰｽ(BSﾀｲﾌﾟ)  BS400 - S1 - 48

SS400P1 H - 200 x 200 x 8 x 12

SS400 PL - 6    H.T.B 2 - M16P2 H - 150 x 150 x 7 x 10

SS400P3 H - 175 x 175 x 7.5 x 11

PL - 9    H.T.B 2 - M16

PL - 9    H.T.B 2 - M16

SS400P4 H - 125 x 125 x 6.5 x 9 PL - 6    H.T.B 2 - M16

SS400 PL - 6    H.T.B 2 - M16P5 H - 100 x 100 x 6 x 8

SS400H - 250 x 125 x 6 x 9 PL - 9    H.T.B 2 - M20T1

M-27 JIS規格品 PL - 12    H.T.B 2 - M20

JIS規格品M-20 PL - 9     H.T.B 1 - M20

H - 100 x 100 x 6 x 8 SS400 PL - 6    H.T.B 2 - M16

SS400 PL - 6    H.T.B 2 - M16EVﾄﾛﾘｰﾋﾞｰﾑ H - 150 x 150 x 7 x 10

DW吊りﾋﾞｰﾑ

設備架台 SS400[ - 150 x 75 x 6.5 x 10 PL - 6(RivPL-6)    H.T.B 2 - M16

天井受材 C - 75 x 45 x 15 x 2.3 SSC400 PL - 4.5     中ﾎﾞﾙﾄ 2 - M12

SSC400設備配管受材 C - 100 x 50 x 20 x 3.2 PL - 6     　中ﾎﾞﾙﾄ 2 - M12

SS400H - 200 x 100 x 5.5 x 8 PL - 6    H.T.B 2 - M16T2

SS400 PL - 6    H.T.B 2 - M16T3 H - 125 x 60 x 6 x 8

BR1

BR2

H - 340 x 250 x 9 x 14B34A SS400

2PL - 9    H.T.B 3 - M20(TYPE-2)

2PL - 12   H.T.B 4 - M20(TYPE-2)

PL-9x90x130  (SN400B)

・小梁ピン接合部継手

1PL

TYPE-１

(特記なきはTYPE-1とする)

1PL

2PL

TYPE-２

□ - 350 x 350 x 16（λ = 52.6）

□ - 350 x 350 x 16（λ = 52.6）

□ - 400 x 400 x 19（λ = 44.9）

□ - 400 x 400 x 19（λ = 56.0）

□ - 350 x 350 x 16（λ = 53.7）

p = 60



図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図
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松下設計仙台支社
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共通事項   特記なき限り下記による

             鋼板類　SN400B

２.使用ボルト　H.T.B(S10T)

             その他特記なき鋼材　SS400

１.鋼材　　　ササラ桁　SS400
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共通事項   特記なき限り下記による

             鋼板類　SN400B

２.使用ボルト　H.T.B(S10T)

             その他特記なき鋼材　SS400

１.鋼材　　　ササラ桁　SS400
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一級建築士事務所 2023年3月24日２２－１２７Ｓ

Ｓ

S=NON(A3版 50%縮小)

（仮称）むつ市防災食育センター建設工事（建築工事）

記録

α

Ｎ 1

　　　について、土質や地盤の状況により変更した方が適切だと判断される場合は、監督員の承認の下に変更することができる。

(2）　施工計画書

　　　工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書は、次の事項を明記する。

　　　ｂ．工事期間及び工程

　　　ｄ．施工機器

　　　ｅ．施工管理の方法

(1）　作業地盤は、施工機械が傾斜・転倒しないように養生する。

(2）　施工手順は、施工計画書による。

(3）　本工事により排出される発生残土は、場内処分とする。

(4）　施工に対して疑義が生じた場合は、ただちに監督員と協議し、その指示を受ける。

(4）　ミキシングプラントは、所定の吐出量を十分供給できるものとする。

(1）　固化材液に使用する固化材は、セメント系固化材を使用する。

　　　割増係数は、変動係数を想定し9項に規定する抜き取りヶ所数Ｎに応じて下表を用いて設定する。

2 3 4～6 7～8 9～

(1）　施工の安定性を確保するため下記に示す項目について管理する。

管理項目 管理内容

鉛直性

コラム芯

掘削深度

改良径

材料の計量

スラリー比重

スラリー吐出量

± 100 ㎜以内

比重計による。

(2）　所定の施工管理項目を、計測・記録できる施工管理装置を用いること。

掘削撹拌翼の形状を計測する。

改良機のリーダーに設置された傾斜計による。

掘削攪拌翼をコラム芯に合わせる。

(3）　室内配合試験

2.163 1.918 1.815 1.719 1.651 1.594

深度計で計測し記録する。

g ．各種作業の主たる従事者の組織表

f ．品質管理の方法

h ．環境の保全対策

i ．安全対策

j ．建築技術性能証明書添付

(1）　本工事施工業者は、GIコラム工法の施工技術に精通したGIコラム研究会会員とする。

備考

流量計により計測し記録する。

記録

計測

計測

掘削攪拌翼

トルク値

記録

記録

計量器（練り水・固化材）による。

　　　ｃ．工事要領（使用固化材、配合、吐出量等）

(2）　配合強度 (指針内の推定式でも可)

(1）　コラムの径・掘削深度（改良長・空掘長）・本数・配置等は設計図書による。ただし、コラムの径・長さ・本数・配置及び固化材液の配合等

(1)　本工法は「建築技術性能認証委員会」にて証明された技術性能証明取得工法(GBRC 性能証明第18-01号)とする。

(2)　本工事は、本特記仕様書によるほか『2018年版 建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針』（日本建築センター、ベターリビング

(4）　本工事工法は建築技術性能証明書にて証明された工法とし、事前にその証明書を監理者に提出し承認を得ることとする。

以下指針という）による。

(1）　ＧＩコラム-Ｓ工法専用の攪拌翼が装備された攪拌ヘッドを用いる事。

　　　に決定する。   X1＝Xf/αf1     [現場室内強度比(αf1)　　砂質土：0.72、粘性土：0.68]

本地業はＧＩコラム-Ｓ工法による地盤改良地業であり、スラリ－状のセメント系固化材を地中に注入しながらＧＩコラム-Ｓ工法専用の攪拌翼

を装備した攪拌ヘッド（攪拌装置）を用いて現地盤を機械的に混合攪拌し固化材の化学反応により所要の強度を持つ改良体を築造する工法である。

寸法・形状の管理

撹拌混合度の管理

固化材管理

支持地盤の管理

　　　ａ．工事内容（コラム径、コラム長、空掘長、コラム数等）

3

3

　　　固化材液の配合（Ｗ/Ｃ）使用量（添加量）は、室内配合試験の結果に基づいて現場室内強度比を参考にして、配合強度を満足するよう

1/100 以内

Ｗ/Ｃ＝± 2%以内

(3）　設計の要求する性能を担保するため、適切な配合管理及び品質検査を実施する。

1.工事概要

2.一般事項

3.特記事項

4.施工計画

5.施　　工

6.施工機械

7.配合管理

8.施工管理

トルク計により計測し記録する。

着底判定は監督員と協議して決定する。

掘削・撹拌翼の枚数など。

9.品質検査

　　　　　合否の判定は、総抜取ヶ所数の一軸圧縮強度平均値が、下式を満足した場合を合格とする。

(1）　検査ヶ所(コア抜取ヶ所数）

1 2 3 4～6 7～8抜取ヶ所数　Ｎ

1.9 1.7 1.6 1.5 1.4 1.3

9～

合格判定係数　Ｋａ

Ｖｄ　：　変動係数（25%）

ＸＮ　：　総抜取ヶ所数の一軸圧縮強度のΣ平均値（KN/㎡ ）

ＸＬ　：　合格判定値（KN/㎡）

Ｆｃ　：　設計基準強度（KN/㎡）

ｑｕｄ：　想定した平均一軸圧縮強さ（KN/㎡）

σｄ　：　標準偏差（KN/㎡）　＝　Vd・qud

　　　　　ΣＸＮ　≧　ＸＬ＝Ｆｃ＋ｋａ・σｄ

 b . 検査手法

a ．抜取ヶ所１ヵ所当たり３個の供試体を採取し、その平均強度をそのヶ所の強度とする。

　(3）　合格判定

　　　工事完了後、次の項目について報告書をまとめ監督員に提出する。

10.報　　告

　　　ａ．コラムの伏図及び番号       b. コラムの施工日

　　　ｃ．コラムの径・及び長さ       d. 掘削深度

　　　ｅ．トルク値      　　　　　　 f. 固化材液の配合及び注入量と固化材の使用量

　　　ｇ．コアの強度管理試験結果     h. 合格判定結果

11.その他

 Vc  25%

(3）　改良機本体は、ＹＢＭ製のGI-50C、GI-80C、GI-130C、GI-220Cとしリ－ダ－付きで自走式とする。

抜取数

　　　施工に当たっては、セメント系固化材等からの六価クロム溶出試験を事前配合試験に実施し、環境庁告示46号の基準値

　　（検液1Lにつき0.05mg以下であること）を確認するか、または六価クロム溶出低減型固化材を用いる。

(4）　配合計画を以下とするが室内配合試験により決定する。（土質や試験結果により変更する場合が有る。)

Xｆ＝α×Ｆｃ　[α:割増し係数、　Xｆ：配合強度]　合格確率80%、変動係数25%

(2）　コラムの設計基準強度は、Fc＝600 KN/㎡とする。

　　　ｂ．固化材仮添加量　　450 Kg/ｍ

　　　ａ．水/固化材比　　 　本工法の標準的な水セメント比は60%である。 

(2）　頭部コア:9ヶ所

GIコラム-S工法　特記仕様書　

GIコラム-S工法　特記仕様書　

041
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①排水処理施設

②し尿浄化槽

③機械室

④プロパンボンベ庫

⑤地下オイルタンク

⑥受水槽・ポンプ室

基準強度

添加量 450　kg/m

600　kN/m2

3

改良径

(㎜)

掘削長※

(m) (m)

空堀長※

(m)

改良長 本数

(本)
記号

φ1200 6.10 1.80 4.30 32

6.10 3.35 2.75 12

設計接地圧　65　kN/m2

①排水処理施設

※設計GLからの深度とする。

基準強度

添加量 450　kg/m

600　kN/m2

3

改良径

(㎜)

掘削長※

(m) (m)

空堀長※

(m)

改良長 本数

(本)
記号

6.10

6.10

2

※設計GLからの深度とする。

φ800

φ800

φ800

3.39

2.05

2.71

4.05

4

4

設計接地圧　45　kN/m

基準強度

添加量 450　kg/m

600　kN/m2

3

改良径

(㎜)

掘削長※

(m) (m)

空堀長※

(m)

改良長 本数

(本)
記号

6.10

2

※設計GLからの深度とする。

φ800

②し尿浄化槽

③機械室

0.60 5.50 8

設計接地圧　20　kN/m

基準強度

添加量 450　kg/m

600　kN/m2

3

改良径

(㎜)

掘削長※

(m) (m)

空堀長※

(m)

改良長 本数

(本)
記号

6.10

2

※設計GLからの深度とする。

φ800 0.60 5.50

設計接地圧　20　kN/m

④プロパンボンベ庫

6

基準強度

添加量 450　kg/m

600　kN/m2

3

改良径

(㎜)

掘削長※

(m) (m)

空堀長※

(m)

改良長 本数

(本)
記号

2

※設計GLからの深度とする。

⑤地下オイルタンク

φ1200 6.10 3.12 2.98 8

設計接地圧　55　kN/m

基準強度

添加量 450　kg/m

600　kN/m2

3

改良径

(㎜)

掘削長※

(m) (m)

空堀長※

(m)

改良長 本数

(本)
記号

2

※設計GLからの深度とする。

φ1200 6.10

設計接地圧　55　kN/m

⑥受水槽ポンプ室

0.60 5.50 15

基準強度

添加量 450　kg/m

600　kN/m2

3

改良径

(㎜)

掘削長※

(m) (m)

空堀長※

(m)

改良長 本数

(本)
記号

2

※設計GLからの深度とする。

φ1200 6.10 0.60 5.50

⑦キュービクル

設計接地圧　25　kN/m

8

基準強度

添加量 450　kg/m

600　kN/m2

3

改良径

(㎜)

掘削長※

(m) (m)

空堀長※

(m)

改良長 本数

(本)
記号

6.10

2

※設計GLからの深度とする。

φ800

⑧発電機

0.10 6.00 6

基準強度

添加量 450　kg/m

600　kN/m2

3

改良径

(㎜)

掘削長※

(m) (m)

空堀長※

(m)

改良長 本数

(本)
記号

2

※設計GLからの深度とする。

φ1200 6.10

⑨自家発用地下オイルタンク

2.70 3.40 6

設計接地圧　50　kN/m

コラム配置図・ボーリング柱状図

042S=1：100(A3版 50%縮小)
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△孔口標高(KBM-0.688m)

標高高さ(TP)

△KBM(T.P.+34.132m)

▽設計ＧＬ(KBM±0m)

設計接地圧　25　kN/m

基準強度

添加量 450　kg/m

600　kN/m2

3

改良径

(㎜)

掘削長※

(m) (m)

空堀長※

(m)

改良長 本数

(本)
記号

2

※設計GLからの深度とする。

φ1200 6.10

⑩冷却塔

0.10 6.00 6

設計接地圧　30　kN/m

基準強度

添加量 450　kg/m

600　kN/m2

3

改良径

(㎜)

掘削長※

(m) (m)

空堀長※

(m)

改良長 本数

(本)
記号

2

※設計GLからの深度とする。

φ1200 6.10 0.10 6.00 6

⑪冷温水発生機

設計接地圧　25　kN/m

⑨自家発用地下オイルタンク
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